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用語解説 

 
 本報告書で使用している主な用語は、以下のとおりである。 
 
○「職場に関連する対応」 
「仕事に関する作業や情報収集」にとどまらず、「職場とのコミュニケーション」などを行うことも
含む。 





第１章 事業概要 
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１ 事業の趣旨・目的 

○ 治療と職業生活の両立支援については、「ニッポン一億総活躍プラン」（平成28年６月２日閣議

決定）において、一億総活躍を実現するためには、がん患者等が、希望や能力、疾病の特性等に

応じて最大限活躍できる環境を整備することが必要であり、治療と職業生活の両立支援に取り組

むこととされるとともに、「働き方改革実行計画」（平成29年３月28日決定）においても、今後

の対応の方向性として、がん等の病気を抱える患者が活躍できる環境を整備することとされてい

る。 

○ 一方で、テレワークは、時間と場所を有効に活用できる柔軟な働き方であり、「ニッポン一億総

活躍プラン」、「世界最先端ＩＴ国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画」（平成29年５月

30日閣議決定）、「経済財政運営と改革の基本方針2017」（平成29年６月９日閣議決定）及び「未

来投資戦略2017」（平成29年６月９日閣議決定）において、その推進が求められている。 

○ このため、入院患者等の円滑な職場復帰や就労継続を支援していくための課題等を整理するため

に、医療機関、入院患者等に対して一体的な調査を行い、医療機関内で入院患者等が実施してい

るテレワークの実態を把握するとともに、医療機関内に入院患者等の職場復帰や就労継続を支援

するためのテレワークコーナーの設置も含め、治療と職業生活の両立支援のためのテレワークの

在り方等に関しどのようなニーズがあるのかを調査・分析し、今後の施策に反映させるための調

査事業を実施した。 

○ なお、本事業においては、検討委員会でのご意見を踏まえ、「情報通信手段を利用した、場所や

時間にとらわれない働き方」と定義される本来のテレワーク制度の範囲に限定せず、病状報告や

職場復帰に向けたやりとり等の諸連絡も含めた「職場に関連する対応」として調査等を実施した。 

 

 

２ 事業の全体像 

○ 上記目的を達成するため、本事業では以下の事項を実施した。 

（１）検討委員会の設置・運営 

（２）患者、医療機関、企業に対する調査の実施 

（３）調査結果の分析・とりまとめ 

  

（２）患者、医療機関、企業に対する調査の実施＜Ⅲ～Ⅵ章＞

病院経由の調査
Ⅴ章

医療機関に対する
ヒアリング調査

Ⅵ章
企業に対するヒアリング調査

※テレワークあるいは両立支援に
先進的に取り組む企業を対象

Webパネルを
利用した調査

Ⅲ章
患者に対するアンケート調査

Ⅳ章
患者に対するヒアリング調査

※25の医療機関で、
調査協力のチラシを配布

※一部、調査協力者のご紹介

21医療機関
に実施

20企業に実施

93人に実施

有効回収数
2,995人

（
１
）
検
討
委
員
会
の
設
置
・
運
営

（３）調査結果の分析・とりまとめ
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３ 事業の実施結果の概要 

（１）検討委員会の設置・運営 

 ①検討委員会名簿 

○ 本事業は、下記のメンバーにより構成される検討委員会を設置し、調査内容等の検討を行った。 

 

お名前 ご所属等 備考 

大西 隆 豊橋技術科学大学 学長 委員長 

上家 和子 日本医師会総合政策研究機構 主席研究員 委員 

城戸 尚治 城戸産業医事務所 代表 委員 

柴岡 三智 
独立行政法人労働者健康安全機構東京労災病院 

精神科・両立支援部長 ／ 勤労者メンタルヘルス研究センター長 
委員 

村本 高史 
サッポロビール株式会社 経営戦略部 

プランニング・ディレクター 
委員 

横山 和仁 順天堂大学医学部衛生学講座 教授 委員 

（敬称略、委員長を除き五十音順） 

 

 ②検討委員会の開催 

○ 開催した３回の検討委員会の主な議題と開催日程は以下のとおりであった。 

○ このほか、検討委員会の前後に必要に応じて個別に委員との調整を行った。 

 

回数 議題 日程 

第１回 

1.本事業の全体概要 

2.調査方法、調査項目等の検討 

3.その他 

平成 29年 12月７日（木） 

10時～12時 

ＡＰ東京八重洲通りＴ＆Ｕ 

第２回 

1.全体の進捗状況 

2.患者に対するアンケート調査結果（１月末時点・速報版） 

3.患者に対するヒアリング調査結果（速報版） 

4.協力医療機関に対するヒアリング調査結果（速報版） 

5.企業に対するヒアリング調査結果（速報版） 

6.報告書のとりまとめについて 

7.その他 

平成 30年２月 23日（金） 

10時～12時 

ＡＰ東京八重洲通りＴ＆Ｕ 

第３回 

1.各調査結果の最終報告について 

2.最終報告書（案）のとりまとめについて 

3.その他 

平成 30年３月 16日（金） 

10時～12時 

ＡＰ東京八重洲通りD＆E 
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（２）患者、医療機関、企業に対する調査の実施 

○ 本事業の実施にあたっては、25医療機関に、患者に対するアンケート調査の案内チラシを配布し

ていただいた（下表のほか、関西方面の300～500床規模の２医療機関にもご協力いただいた）。 

○ また、下記以外の医療機関にも、案内チラシ（参考資料127頁参照）あるいはポスターを窓口等

に設置していただいた。 

■協力医療機関の一覧 

医療機関名 所在地 病床数 

東京慈恵会医科大学附属病院 東京都 1,075 床 

北里大学病院 神奈川県 1,051 床 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 東京都 1,026 床 

地方独立行政法人 総合病院 国保旭中央病院 千葉県 989 床 

独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 東京都 780 床 

武蔵野赤十字病院 東京都 611 床 

青梅市立総合病院 東京都 562 床 

独立行政法人労働者健康安全機構 中部労災病院 愛知県 556 床 

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 東京都済生会中央病院 東京都 535 床 

日本郵政株式会社 東京逓信病院 東京都 477 床 

社会医療法人 愛仁会 高槻病院 大阪府 477 床 

南東北グループ医療法人財団健貢会 総合東京病院 東京都 451 床 

独立行政法人労働者健康安全機構 中国労災病院 広島県 410 床 

独立行政法人労働者健康安全機構 東京労災病院 東京都 400 床 

社会医療法人 愛仁会 明石医療センター 兵庫県 382 床 

社団法人慈恵会 青森慈恵会病院 青森県 332 床 

社会医療法人河北医療財団 河北総合病院 東京都 331 床 

社会医療法人 愛仁会 千船病院 大阪府 292 床 

社会医療法人 愛仁会 愛仁会リハビリテーション病院 大阪府 225 床 

医療法人社団輝生会 船橋市立リハビリテーション病院 千葉県 200 床 

医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 東京都 173 床 

社会医療法人社団慈生会 等潤病院 東京都 164 床 

社会医療法人河北医療財団 河北リハビリテーション病院 東京都 135 床 

※病床数の順、掲載可の医療機関のみ記載 
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①患者に対するアンケート調査 

○ 入院患者等が抱える治療と職業生活の両立における実態と課題、テレワークに関するニーズを明

らかにするため、入院患者等に対するアンケート調査を実施した。 

 

ⅰ）調査対象および調査方法 

○ ①協力医療機関の入院/外来患者、②インターネットリサーチ会社に登録したモニターを対象に、

調査を実施した。 

○ 集計対象は、20～64歳の方で、企業勤務時に主な傷病で受診経験がある方とした。 

○ 調査方法は、下表のとおり。 

  概要 

①協力医療機関の患者 

・５頁に記載の 25 医療機関の協力を得て、医療機関の職員が、入院あるいは

通院している患者に対して、QR コード付きのチラシを配布 

・上記のほか、11医療機関の協力を得て、外来患者に対してチラシ設置およびポ

スター掲示を行った 

・チラシを受け取った患者のうち、ご協力いただける方が Web から回答 

・一部医療機関では、紙の調査票を配布し、郵送回収を行った 

②インターネットリサーチ会社

に登録したモニター 

・インターネットリサーチ会社の疾患パネル及び一般パネルに登録したモニターの方

のうち、「20～64 歳」の「会社員」で、「現在、医療機関を受診し、治療をしてい

る」方を対象に、傷病別（「がん」「心疾患/血管疾患」「肝疾患」「糖尿病」「腎

疾患」「心療内科/精神疾患」「難病」「骨折（直近１年以内）」）の回収見

込みを踏まえて、傷病別に割付を行い、調査対象者とする方をスクリーニングした 

・スクリーニングした方に対し、調査の案内メールを配信 

・調査にご協力いただける方が、Web から回答 

 

ⅱ）調査期間 

○ 調査期間は、下表のとおり。 

  概要 

①協力医療機関の患者 
・平成 30 年１月９日（火）から平成 30 年２月 26 日（月） 

※医療機関によって、配布時期が異なる 

②インターネットリサーチ会社

に登録したモニター 
・平成 30 年１月 27 日（土）から平成 30 年１月 28 日（日） 

 

ⅲ）回収状況 
○ 回収状況は、下記のとおり。 

  
チラシ印刷枚数 

（スクリーニング配信数） 
回収数 有効回収数 

①協力医療機関の患者 47,900 920 
624 

（うち、郵送回収は 33） 

②インターネットリサーチ会社

に登録したモニター 
80,000 2,371 2,371 

合計 2,995 

 

 

②患者に対するヒアリング調査 

○ 入院患者等が抱える治療と職業生活の両立における実態と課題、テレワークに関するニーズを明

らかにするため、入院患者等に対するヒアリング調査を実施した。 
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ⅰ）調査方法および調査対象 

○ ①協力医療機関の外来患者、②インターネットリサーチ会社に登録したモニター、③患者団体を

対象に、調査協力のお願いを案内し、同意の得られた方に対して実施した。 

○ 調査対象は、20～64歳の方で、働いている方あるいは就労意欲のある方とした。 

○ 基本的に面談調査を実施し、患者の希望に応じて電話調査を行った。 

○ 面談調査は、個人面談30分程度もしくは６人前後のグループ面談60分程度。電話調査は、20～30

分程度。 

○ 調査対象（調査依頼先）は、下表のとおり。 

  概要 

①協力医療機関の患者 

・協力医療機関に対して、入院患者等へのヒアリング調査を打診し、３病院から

協力が得られた 

・協力医療機関のメディカルソーシャルワーカーが患者に調査趣旨を説明し、協力

の申し出があった患者に対して、協力医療機関内で調査を行った 

②患者団体（１団体） 

・患者団体に本事業の趣旨を説明し、会員に対してインタビュー調査への協力依

頼を行った 

・当該団体に対して調査協力への申し込みを行った患者に対して、電話あるいは

面談（個別・グループ）で調査を実施した 

③インターネットリサーチ会社

に登録したモニター 

・インターネットリサーチ会社に登録したモニターに対して調査の案内を配信した 

・ご協力いただける方に対し、面談調査（個別・グループ）あるいは電話調査を

実施した 

 

ⅱ）調査期間 

○ 平成29年12月16日（土）から平成30年３月10日（土）の間に、順次、実施した。 

 

ⅲ）実施数 
○ 実施数は、下記のとおり。 

 

ⅳ）主なヒアリング項目 

○ 当日の対象者の回答内容を踏まえ、概ね下表のとおりヒアリングを実施した。 

○ なお、ヒアリング結果の個票は個人を特定できないように内容を加工・精査した上で、参考資料

に掲載している。 
 

1．あなたご自身のこと 

・性別、年齢、同居ご家族 

2．現在の勤務先とお仕事の内容について 

・勤務先の業種・規模 

・ご自身の仕事内容や働き方 

・テレワーク経験の有無 

・勤務先のテレワーク制度・傷病手当・傷病休暇制度の有無 

3．病気（治療）について 

・疾患名と診断時期、経過など 

・通院の頻度と所要時間など 

  実施数 

①協力医療機関の患者 ５人 

③患者団体 10 人 

②インターネットリサーチ会社に登録したモニター 78 人 

合計 93 人 
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・入院経験の有無と期間など 

4．治療と仕事の両立について 

・通院時と入院時の「職場に関連する対応」の有無と内容 

・治療期間中の「テレワーク」の利用意向・利用の可能性 

5．その他 

・職場復帰支援策、治療と仕事の両立支援策など                                                          
  

 

 

③協力医療機関に対するヒアリング調査 

○ 医療機関側からみた治療と職業生活の両立の課題や推進条件を明らかにするため、協力医療機関

を対象に、訪問インタビュー調査を実施した。 

 

ⅰ）ヒアリング協力医療機関 

○ 協力医療機関のうち、下表の21医療機関にご協力いただいた（下表のほか、関西方面の300～500

床規模の２医療機関にもご協力いただいた）。 

■ヒアリング実施一覧 

医療機関名 所在地 病床数 ヒアリング実施日 

独立行政法人労働者健康安全機構 中部労災病院 愛知県 556 床 12 月 13 日 

独立行政法人労働者健康安全機構 東京労災病院 東京都 400 床 １月 19 日 

独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 東京都 780 床 １月 24 日 

社会医療法人社団慈生会 等潤病院 東京都 164 床 １月 25 日 

武蔵野赤十字病院 東京都 611 床 １月 26 日 

南東北グループ医療法人財団健貢会 総合東京病院 東京都 451 床 １月 29 日 

社会医療法人 愛仁会 愛仁会リハビリテーション病院 大阪府 225 床 １月 30 日 

社会医療法人 愛仁会 千船病院 大阪府 292 床 １月 30 日 

社会医療法人 愛仁会 高槻病院 大阪府 477 床 １月 30 日 

社会医療法人 愛仁会 明石医療センター 兵庫県 382 床 ２月１日 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 東京都 1,026 床 ２月１日 

北里大学病院 神奈川県 1,051 床 ２月５日 

医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 東京都 173 床 ２月６日 

地方独立行政法人 総合病院 国保旭中央病院 千葉県 989 床 ２月６日 

社会医療法人河北医療財団 河北総合病院 東京都 331 床 ２月８日 

独立行政法人労働者健康安全機構 中国労災病院 広島県 410 床 ２月 14 日 

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 東京都済生会中央病院 東京都 535 床 ２月 14 日 

医療法人社団輝生会 船橋市立リハビリテーション病院 千葉県 200 床 ２月 27 日 

日本郵政株式会社 東京逓信病院 東京都 477 床 ２月 28 日 

※ヒアリング実施日の順、掲載可の医療機関のみ記載 

 

ⅱ）ヒアリング対象者 

○ 各医療機関の入院患者等の円滑な職場復帰や就労継続支援を行っている職員に対して実施した。 

○ 具体的には、看護師、メディカルソーシャルワーカーを中心に行い、一部の医療機関では事務長、

リハ職等にヒアリングを行った。 
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ⅲ）主なヒアリング項目 

○ 治療と職業生活の両立支援のための現状と課題等について、下表のとおりヒアリングを実施した。 

○ なお、ヒアリング対象者である両立支援担当者の個人の考えに基づいた意見もあることから、各

医療機関のヒアリング個票は本報告書には掲載せず、医療機関名を特定しない形でとりまとめた

全体の内容を第５章に掲載している。 

 
 

１．貴院の患者に対する治療と仕事の両立支援の取組状況 

  ・取組のきっかけ 

  ・院内の体制 

  ・患者への周知方法 

  ・支援に対する患者のニーズ 

  ・具体的な支援内容と評価 

  ・医療機関における患者の仕事と治療の両立支援推進の課題 
 

２．貴院の院内における患者のテレワーク・テレコミュニケーションの状況とご意見 

  ・院内での電子機器使用のルール 

  ・患者の院内テレワークのニーズ 

  ・患者の院内テレワークのニーズに対するお考え 

  ・患者の院内テレワークのニーズに対する対応状況 

  ・患者の院内テレワークに対応するための医療機関としての課題 
 

３．患者の治療と仕事の両立支援で必要なご支援 

・院内でテレワーク支援を導入する場合に、国等に支援してほしいこと 

・今後の患者の勤務先（産業保健スタッフ等）との連携の在り方  

                                                                等 
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④企業に対するヒアリング調査 

○ 企業側からみた治療と職業生活の両立の課題や推進条件を明らかにするために、企業を対象とす

るヒアリング調査を実施した。 

 

ⅰ）ヒアリング協力企業 

○ 健康経営に取り組む企業あるいはテレワークを推進している企業を中心に、対象企業を選定した。 

○ そのうち、下表の20企業にご協力いただいた。 

○ なお、本報告書では業種と規模のみを公表事項とし、企業を特定しうる情報は掲載しない（掲載

内容は各企業に確認済み）。 

 

■ヒアリング実施一覧 

業種 従業員規模（連結/単体） 選定理由 ヒアリング実施日 

業務用機械器具製造業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 １月３日 

飲料・たばこ・飼料製造業 3,000 人以上／3,000 人未満 テレワーク推進 １月５日 

金融商品取引業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 １月 22 日 

電気機械器具製造業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営／テレワーク推進 １月 25 日 

その他の製造業 3,000 人以上／3,000 人未満 健康経営 １月 29 日 

ゴム製品製造業 3,000 人未満／1,000 人未満 健康経営 １月 31 日 

飲料・たばこ・飼料製造業 3,000 人以上／1,000 人未満 健康経営 ２月１日 

建設業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 ２月１日 

電気機械器具製造業 3,000 人以上 テレワーク推進 ２月５日 

金属製品製造業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 ２月５日 

重工業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 ２月６日 

情報サービス業 3,000 人以上／3,000 人未満 健康経営 ２月６日 

卸売業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 ２月６日 

その他の製造業 3,000 人以上／3,000 人未満 テレワーク推進 ２月８日 

不動産業 3,000 人以上／1,000 人未満 健康経営 ２月８日 

電気機器 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 ２月８日 

保険業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 ２月９日 

食料品製造業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営 ２月 15 日 

不動産業 3,000 人以上／3,000 人以上 テレワーク推進 ２月 16 日 

陸運業 3,000 人以上／3,000 人以上 健康経営／テレワーク推進 ２月 23 日 

※ヒアリングの実施日順 

 

ⅱ）ヒアリング対象者 

○ 各企業の人事部門の職員に対して実施した。 
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ⅲ）主なヒアリング項目 

○ 下表のとおりヒアリングを実施した。 

○ なお、ヒアリング結果の個票は企業を特定できないようにした上で、参考資料に掲載している。 

 
 

１．これまでの企業の私傷病時の取組状況について 

  ・支援に対するお考え 

・支援体制 

・支援制度の整備状況（テレワーク制度の有無） 

・社員への周知の方法 

・入院中・療養中の社員とのコミュニケーション 

・制度別の利活用状況 

・疾患による上記の違い 等 
 

２．主治医や産業医との連携状況について 

  ・社員、主治医、企業・産業保健スタッフとの連携について、うまくいっている（うまくいった）ケース 等 
 

３．テレワークの活用状況について 

・テレワークの対象社員、業務範囲、利用範囲等 

・テレワークのメリット 

・課題（テレワーク固有の課題以外） 

＜テレワークの制度はあるが、治療との両立は対象外の場合＞ 

・今後、治療と仕事の両立まで対象を広げる可能性 

・治療との両立を対象とする場合の課題 
  

４．医療機関内等（職場以外）の社員の就労状況の把握について 

・社員の就労状況の把握方法 

 

５．医療機関内等（職場以外）での社員とのコミュニケーションの現状について 

・社員とのコミュニケーションの内容、方法、制度や仕組みの有無 等 

 

６．医療機関内でのテレワークやコミュニケーションについて 

・医療機関内でのテレワークについての考え 

・医療機関内でテレワークをする場合、必要なこと 

  ⇒体制強化、制度の整備、予算の確保など 

・医療機関内での職場や会社とのコミュニケーションについての考え 

・医療機関内で職場や会社とのコミュニケーションをする場合、必要なこと 

 

７．その他 

・テレワークを導入する場合に、国等に支援してほしいこと 

・職場や会社とのコミュニケーション促進のために国等に支援してほしいこと 

・今後の病院や産業保健スタッフ等との連携の在り方 等 
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第２章 各調査の結果概要 
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Ⅰ 患者に対するアンケート調査結果概要 

（１）回答者の属性 

○ 有効回収数は、2,995 人 

○ 男性は６割半ば、女性は３割半ばで、20 代・30 代が約２割、40 代が３割超、50 代が３割半ば 

○ 職業は、会社員等の正規社員が５割近く、非正規社員が２割半ば、管理職が２割近く 

○ 企業・団体の規模は、50 人から 300 人未満が２割半ば、50 人未満と 3,000 人以上が２割超 

○ 主な傷病は、糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患が約２割、がんが２割近く、難病が１割半ば 

○ 受診状況は、通院中（入院経験なし）と退院後の通院中がそれぞれ５割近くで、入院経験ありは半数 

 

（２）入院中の「職場に関連する対応」 

①「職場に関連する対応」の実施状況 

○ 回答の対象者は 1,030 人 

○ 何らかの「職場に関連する対応」を行った人は 81.9%（844 人） 

○ このうち、「仕事に関する連絡・調整、作業」を行った人は 76.9%、「病状の報告や復帰・復職のための準備・

相談」を行った人は 67.8%、「仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション」は 29.5%、「産業

医・産業保健スタッフとの相談や連絡」は 10.9% 

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしなかった人は 16.5% 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「職場に関連する対応」の具体的な内容 

○ 対応した場所は、「談話室などの入院病棟の共有スペース」が 46.8％、「病室（相部屋）」が 38.6%、「病

室（個室）」が 29.9% 

○ 活用したツールは、「スマートフォン、携帯電話」が 91.1%で最も高い。「ノートパソコン」は 16.0%だった  
 

③「職場に関連する対応」をしなかった人の意向 

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしなかった人（170 人）のうち、「したいと思った」人は 4.7%（8 人） 

何らかの「職場

に関連する対

応」を行った

81.9%

いずれも行わなかった

16.5%

覚えていない

1.6%

仕事に関する連絡・調整、作業

病状の報告や復帰・復職のための準備・相談

仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション

産業医・産業保健スタッフとの相談や連絡

その他

76.9

67.8

29.5

10.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【回答対象：５年以内の入院経験があり、
診断当時に会社員で入院時に仕事に
就いていた人（n=1,030）】

【回答対象：何らかの「職場に関連する対応」を
行った人（n=844）】

■入院中の「職場に関連する対応」の実施状況（単数回答）

■入院中の「職場に関連する対応」の実施内容（複数回答）
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（３）通院時の「職場に関連する対応」 

①「職場に関連する対応」の実施状況 

○ 回答の対象者は 2,692 人 

○ 何らかの「職場に関連する対応」を行った人は 42.2%（1,136 人） 

○ このうち、「仕事に関する連絡・調整、作業」を行った人は 78.8%、「病状の報告や復帰・復職のための準備・

相談」を行った人は 36.0%、「仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション」は 23.9%、「産業

医・産業保健スタッフとの相談や連絡」は 10.7% 

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしなかった人は 54.5% 

仕事に関する連絡・調整、作業

病状の報告や復帰・復職のための準備・相談

仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション

産業医・産業保健スタッフとの相談や連絡

その他

78.8

36.0

23.9

10.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【回答対象：何らかの「職場に関連する対応」を
行った人（n=1,136）】

■通院時の「職場に関連する対応」の実施内容（複数回答）

【回答対象：現在通院していて、
会社員の人（n=2,692）】

■入院中の「職場に関連する対応」の実施状況（単数回答）

何らかの「職場に

関連する対応」を

行った

42.2%

いずれも行わな

かった

54.5%

覚えていない3.2%

無回答 0.1%

 

②「職場に関連する対応」の具体的な内容 

○ 対応した場所は、「待合室」が 50.1％で最も高く、次いで「談話室・喫茶室などの共有スペース」

（24.8%）、「電子機器の使用が認められた場所」（24.7%）が挙げられている 

○ 活用したツールは、「スマートフォン、携帯電話」が 89.3%で最も高い。「ノートパソコン」は 11.1%だった  
 

③「職場に関連する対応」をしていない人の意向 

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしていない人（1,466人）のうち、「したいと思う」人は9.8%（143人） 

○ 「したいと思う」人の対応しない理由は、「職場以外でできる仕事ではない」が４割超で最も高く、次いで「病院

にいる時間が短いから」が２割超となっている 
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（４）治療と仕事の両立を目的としたテレワークの利用意向 

①テレワークの活用意向 

○ 在宅勤務やサテライトオフィス勤務の制度があれば、治療と仕事の両立のために活用したいか聞いたところ、

「活用したい」「どちらともいえない」はそれぞれ約４割、「活用したくない」は１割半ばとなっている 

○ テレワーク制度の有無別でみると、テレワーク制度ありの人（422 人）で「すでに活用している」は約１割にと

どまり、「活用したい」が５割超となっている。テレワーク制度なしの人（2,217 人）でも、「活用したい」が約４

割で、そのうちテレワークができる仕事の人（380 人）では「活用したい」が６割近くとなっている 

○ テレワーク制度を活用するために必要な支援は、「必要な機器の貸与」「自宅での作業環境の整備」が多く挙

げられている 

10.7

14.9

1.1

-

52.1

62.4

26.6

33.3

21.6

13.2

36.2

54.5

15.6

9.5

36.2

12.1

0% 50% 100%

テレワークできる仕事
(n=295)

テレワークできない仕事
(n=94)

分からない
(n=33)

○テレワーク制度あり

（n=422）

テ
レ
ワ
ー
ク
と

仕
事
の
親
和
性

0.1

0.3

0.1

-

39.7

58.9

34.3

43.0

42.8

28.9

45.8

45.3

17.3

11.8

19.8

11.7

0% 50% 100%

テレワークできる仕事
(n=380)

テレワークできない仕事
(n=1,512)

分からない
(n=316)

すでに活用している 活用したい どちらともいえない 活用したくない

テ
レ
ワ
ー
ク
と

仕
事
の
親
和
性

○テレワーク制度なし

（n=2,217）

 
 

②医療機関内での入院中・自宅療養中のテレワークの活用意向 

○ 入院中・自宅療養中の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」は４割超

（1,267 人）、「病院では、対応できない方がよい」は２割近く（523 人）となっている 

○ 医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよい理由として、「仕事を中断しなくて済む」（６割超）が

最も高く、次いで「職場の負担を軽減できる」「復職に向けた準備ができる」（いずれも４割半ば）が多く挙げ

られている 

○ 「職場に関連する対応」ができるとよい場所として、「病室（個室）」（５割超）、「談話室などの入院病棟

の共有スペース」（４割半ば）が多く挙げられている。「仕事をする人のための専用スペース」は３割半ばだっ

た 

○ 「職場に関連する対応」はできない方がよい理由としては、「療養に専念すべきである」が７割超で最も高い 
 

③医療機関内での通院時のテレワークの活用意向 

○ 通院時の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」は約４割（1,194 人）、「病

院では、対応できない方がよい」は１割半ば（495 人）となっている 

○ 医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよい理由として、「仕事を中断しなくて済む」（７割超）が

最も高く、次いで「職場の負担を軽減できる」「治療が疎かになることはない」（いずれも５割近く）が多く挙げ

られている 

○ 「職場に関連する対応」ができるとよい場所として、「談話室・喫茶室などの共有スペース」「電子機器の使用が

認められた場所」（いずれも４割半ば）、「待合室」（４割超）が挙げられている。「仕事をする人のための

専用スペース」は約４割だった 

○ 「職場に関連する対応」はできない方がよい理由としては、「療養に専念すべきである」が７割近くで最も高い 
 

④「職場に関連する対応」をする際に、医療機関にあるとよい機能・サービス 

○ 「病室や共有スペースのフリーWi-Fi化」が42.4%、「パソコン、コピー機、FAXなどが備えつけられているスペー

ス」が 38.7%、「周囲の視線や音をさえぎることができるブースや個室」が 37.3%、「病室以外に、本・資料を

ひろげられる個人のスペース・机」が 37.0%となっている 
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Ⅱ．患者に対するヒアリング調査結果概要 

（１）通院時、病院内での「職場に関連する対応」 

○ 全回答者（93票）のうち通院経験有りは全員で、通院時に「病院内で職場に関連する対応」をした回答者

は 35 票と約 4 割弱であった。 

○ 具体例では、診療の待ち時間や、透析・点滴などの治療中に、携帯電話・スマートフォンでの通話・ショートメ

ール・SNS の利用を、パソコン使用でもメールチェック・スケジュール調整やメールによる業務指示など、短時間

での対応が多いことが伺える内容であった。しかし、一部にノートパソコンや通信機器を持ち込み長時間にわた

る作業や業務上の連絡・調整を行う者もいた。 

○ 通院時に病院内での「職場に関連する対応」をした者は、「テレワーク経験有り」の回答者の比率が高かった。 

 

（２）入院時、病院内での「職場に関連する対応」 

○ 入院経験有りは 68 票（全回答者の 73.1％）で、そのうち入院時に「病院内で職場に関連する対応」をし

た回答者は 40 票と約 6 割弱であった。 

○ 具体例として、電話や携帯電話メール利用での勤務先に対する病状・治療見通しの報告、傷病休暇・休職

の相談などがあった。一方、急な入院や本人しかできない仕事の場合、自分のベッドや談話室等で本格的な

仕事（パソコン作業や取引先との連絡・調整）をしている人も多かった。 

○ 入院時に病院内での「職場に関連する対応」をした者は、「テレワーク経験有り」の回答者の比率が高く、その

対応のために、入院時にノートパソコンを持ち込んだ者も多かった。また、経営者・役員＆管理職の多くが入院

時に「職場に関連する対応」を行っていた。 

 

（３）治療期間中（病院内）におけるテレワーク・ニーズ 

○ 全回答者（93 票）のうち、治療期間中の「病院内でのテレワーク・ニーズ有り」は 38 票と約 4 割であった。 

○ 「本人のテレワーク経験の有無」と「病院内テレワーク・ニーズの有無」の関係で 4 グループに分けてみると、全体

では、「D：経験無し＆ニーズ無し」が 48 名と約半数を占めて最も多く、次いで「B：経験無し＆ニーズ有り」

の 23 名、「A：経験有り＆ニーズ有り」の 15 名、「C：経験有り＆ニーズ無し」の 7 名の順であった。 

 

【各グループの特徴】 

A. 【院内テレワーク可能派】  

本人のテレワーク経験が有り、多くの場合、勤務先にテレ

ワーク制度が導入済みで、本人のスキル並びに会社として

の必要機器・ネットワーク環境が整備されており、テレワーク

受容度が高いグループ。 

 

B. 【院内テレワーク期待派】 

本人のテレワーク経験が無く、勤務先のテレワーク制度も

未導入であるものの、病院内テレワークのメリットに対する期

待感が高いグループ。 

 

C. 【院内テレワーク不要派】  

通院・入院時に「職場に関連する対応」の実施率が高いものの、病院では治療に専念すべきとする者、あ

るいは勤務先で職場以外での仕事を禁止されている者が多いグループ。 

 

D. 【院内テレワーク想定外派】  

テレワークが活用できない現場職が多く、病院内テレワークの必要性がない者が多いグループ。 

 

 

テレワーク

経験あり

病院内テレワーク

ニーズあり

Ａ．

経験有り＆

ニーズ有り

Ｂ．

経験無し＆

ニーズ有り

Ｃ．

経験有り＆

ニーズ無し

Ｄ．

経験無し＆

ニーズ無し

テレワーク

経験なし

病院内テレワーク

ニーズなし
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Ⅲ．医療機関に対するヒアリング調査結果概要 

（１）調査対象医療機関の概要 

○ 21 医療機関に対し、ヒアリングを実施した結果は以下の通り。 

 治療と仕事の両立支援：21 医療機関中 20 医療機関で実施されている。 

 電子・通信機器使用の制限の有無：制限なし。ただし、４医療機関では、医師等の許可を必要な場合

がある。 

 電子・通信機器使用の環境整備状況：全館全室 Wi-Fi 利用可能は 21 医療機関中 3 医療機関、有

線 LAN 貸出で全室利用可能は 1 医療機関であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査結果のまとめ 

①医療機関では電子・通信機器を使うことを基本的に制限していない 

○ 21 医療機関中 17 医療機関において、電子機器を持ち込むことに対する許可は必要としていなかったが、4

医療機関においては、電子機器の持ち込みについて医師等の許可を必要としていた。これは、疾患によって、

患者が自分自身の不利益に繋がる行動をとる場合があり、医師が制限の必要性について判断しているためで

ある。 

○ 電子通信機器の持ち込みの許可がいらない、あるいは許可を受けた場合には、使用のマナーを守ること（通

4
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床

未
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4

0

0

床

～

6

0

0

床

未

満

6

0

0

床

以

上

A病院 ● 有 無 全館全室

B病院 ● 有 無 全館全室

Ｃ病院 ● 有 無 全館全室（希望認可）

D病院 ● 有 医師の許可 有線LAN貸出

Ｅ病院 ● 有 無 個室に有線LAN

Ｆ病院 ● 有 無 デイルーム

Ｇ病院 ● 有 無 入院病棟の一部で有線LANの使用可能

Ｈ病院 ● 有 無 なし

Ｉ病院 ● 有 無 なし

Ｊ病院 ● 有 無 なし

K病院 ● 有 無 なし

Ｌ病院 ● 有 無 なし

M病院 ● 有 無 なし

N病院 ● 有 無 なし

Ｏ病院 ● 有 無 なし

Ｐ病院 ● 有 無 なし

Ｑ病院 ● 有 医師の許可 なし

Ｒ病院 ● 有 入院時許可 なし

Ｓ病院 ● 有 無 なし

Ｔ病院 ● 有 入院時許可 なし

Ｕ病院 ● 無 無 なし

20/21 一部制限：4/21 4/21（一部3/21）
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話は通話コーナーを利用する、消灯後に病室でパソコン等の操作をしない等）を前提に、電子機器の利用に

ついて特に制限はしていない。 

○ なお、電子・通信機器が使える環境整備状況は、21 医療機関中 4 医療機関で、全病棟で通信回線が利

用できるよう整備されている。整備されていない 17 医療機関については、必要な場合には患者自身で用意を

するよう案内しているとしていたが、いずれの医療機関も現在のニーズはそれほど多くはないとの認識であった。 

 

②医療機関は患者が院内で「職場に関連する対応」をしているかまでは把握していない 

○ 医療機関は、患者が通信機器を使っていることは目視で確認できるものの、それが「職場に関連した対応」かど

うかまでは分からないとしていた。 

 

③患者が医療機関内で仕事をすることについて 

○ 医療機関が率先して勧めることではないが、絶対安静等でない限り、患者が院内で仕事をすることを止めるこ

とはないとしていた。なお、医療者として、入院中は患者に療養してほしいとの思いがあり、医療機関内における

テレワークについては、積極的に勧めることではないという意識が見られた。 

○ 医療機関内に限らず、治療と仕事の両立全般という点では、患者の“生活の質の向上”という視点も重要であ

るとの意見もみられた。 

 

 

Ⅳ．企業に対するヒアリング調査結果概要 

①治療との両立を目的とするテレワークのニーズは在宅勤務が主体 

○ 傷病時には、療養に専念し、休みをとってもらうことが基本的な考え方となっており、無理な負荷をかけることな

く、早期の復帰を目指してもらうとの姿勢が示されている。また、本人の同意があったとしても、傷病の悪化など

が生じた場合の責任の所在に関する懸念、企業として「安全配慮義務違反」に問われることを懸念する意見

が多かった。 

○ がん治療において、通院支援を目的とした在宅勤務制度の導入事例があることや、骨折といった怪我を想定

した在宅勤務、家族のインフルエンザ罹患時など、治療との両立支援におけるテレワークのニーズは、在宅での

利用が中心にイメージされていた。 

 

②医療機関でのテレワークのニーズは限定的 

○ 入院時や通院時には、療養に専念し、休みをとってもらうことが基本的な考え方となり、医療機関内でのテレワ

ークに関するニーズは認められない。 

○ 怪我による入院時、家族の介護や看護時における付き添いや送迎時などのニーズは一部で示された。 

○ 医療機関内でテレワークを実施する際には、ネットや印刷ができる環境、隔離されたスペースが求められるとの

意見が示された。在宅やサテライトオフィスに比べ、医療機関では、業務に必要なセキュリティ環境構築の困難

さを懸念する意見も示された。 

○ 一方、セキュリティ対策は自主管理の範囲で対応ができ、Wi-Fi 環境さえあれば良いとの意見もあれば、無料

の公衆 Wi-Fi の使用を禁止している企業もあり、ニーズにはばらつきがあった。 

 

③個々のケースに応じ復職に向けたコミュニケーションを実施 

○ 復職に向けたコミュニケーションは、個々のケースに応じ、人事部や所属部により定期的にメールや電話などによ

る連絡が行われている。 

○ 復職支援にあたっては、患者本人が主治医に自らの仕事内容等を的確に伝えるコミュニケーション能力とともに、

病院からのチェックリスト提供などの情報提供の充実が重要との意見が示された。 
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第３章 患者に対するアンケート調査結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～報告書を利用するにあたって～ 

○ 図・表中のｎとは、基数となる実数のことである。 

○ 回答はｎを 100％として百分率で算出してある。小数点以下第２位を四捨五入してい

るため、百分率の合計が全体を示す数値と一致しないことがある。 

○ 図・表中の「－」は回答者が皆無のものである。 

○ 複数回答ができる質問では、回答比率の合計が 100％を超える。 

○ 図・表において、回答の選択肢表記を簡略化している場合がある。 

○ 注記に記載している「排他項目」とは、複数の選択肢を選べる設問において、他の選

択肢と重複して選択できない項目を指す（例えば、問 11 のように「療養に専念すべ

きだから」と「特に理由はない」が同時に回答されることはないため、「特に理由は

ない」が排他項目となる）。 

○ クロス集計表の赤色の網掛けは全体の割合と比べて 10％より大きいこと、緑色の網

掛けは全体の割合と比べて 10％より小さいことを表す。 

 

 

○ 本調査では、「職場に関連する対応」を「仕事に関する作業や情報収集」にとどまら

ず、「職場とのコミュニケーション」などを行うことも含むと定義して聞いている。 

 

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－
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０．調査内容と回答者数の整理 

○ 調査内容と回答者数は、下記のとおりであった。

配布者全員

20~64歳で、企業に勤務時に受診したことのある方：有効回答2,995人

問1 現在の職業
問2 主な傷病
問3 受診状況
問3-1 仕事の復帰状況
問3-2 過去５年間の入院経験
問4 診断時の職業
問5 性別
問6 年齢

通院期間中：直近（過去５年
以内）の入院経験あり

入院中または退院直後
※過去の通院は質問しない

通
院
時
の

職
場
と
の
関
わ
り

入
院
時
の

職
場
と
の
関
わ
り

問13 通院頻度（最近、半年間）
問14 通院期間中の会社の休みの種類
問15 病院内での「職場に関連する対応」の実施状況
問15-1 【有：1,136人】いつ/どのくらい
問15-2 どこで
問15-3 活用ツール
問16 【無：1,466人】通院時に「職場に関連する対応」をしたかったかどうか
問17 対応したかったにもかかわらず、しなかった理由

問22 勤め先のテレワーク制度の有無
問23 治療と仕事の両立を目的とする、テレワークの活用意向
問23-1 在宅勤務やサテライトオフィス勤務を行うために必要な支援

治
療
と
仕
事
の
関
係

問27 企業・団体規模
問28 企業・団体の業種
問29 主な業務内容
問30 現在の仕事とテレワークとの親和性

企
業

情
報

医
療
機
関
に
お
け
る
「
職
場

に
関
連
す
る
対
応
」
の
意
向

【入院中または職場復帰前の通院時】
問24 病院内での「職場に関連する対応」の意向
問24-1 【有：1,267人】対応できる方がよいと思う理由
問24-2 対応できるとよい病院内の場所
問24-3 【無：523人】対応できない方がよいと思う理由
【働きながら（仕事を継続しながら）通院する際】
問25 病院内での「職場に関連する対応」の意向
問25-1 【有：1,194人】対応できる方がよいと思う理由
問25-2 対応できるとよい病院内の場所
問25-3 【無：495人】対応できない方がよいと思う理由
【病院内での「職場に関連する対応」に意向がある人（どちらともいえない含む）】
問26 「職場に関連する対応」をする際、病院にあるとよい機能・サービス

通院期間中：直近（５年以
内）の入院経験なし

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
属
性
情
報
）

※年代および
企業に勤務していたときに受診経験があるかどうか
で、調査回答の対象者をスクリーニング

問18 勤務先との相談状況：今後の見通し
問19 仕事の制限に関する医師の見通し
問20 傷病による、仕事への支障
問21 仕事による、治療や服薬への支障

対象：現在、企業に勤めている2,862人
【下記の方は対象外】
•現在、自営業・学生・無職など

対象：現在、企業で働いている2,561人
【下記の方は対象外】
•現在、自営業・学生・無職など
•休職中など、現在働いていない人

対象：現在、企業に勤めている2,862人
【下記の方は対象外】
•現在、自営業・学生・無職など

対象：全回答者2,995人

対象：現在、通院している2,692人
【下記の方は対象外】
•現在、自営業・学生・無職など
•入院中/退院直後の人

問7 直近の入院期間
問8 入院中の会社の休み方
問9 病院内での「職場に関連する対応」の実施状況
問9-1 【有：844人】いつ/どのくらい
問9-2 どこで
問9-3 活用ツール
問10 【無：170人】入院中に「職場に関連する対応」をしたかったかどうか
問11 対応したかったにも関わらず、しなかった理由
問12 入院中に、職場について知りたかったこと

対象：直近の入院経験のある1,030人
【下記の方は対象外】
•診断時に企業勤務ではない方
•入院時に無職・既に退職した方

－ 23 －



Ⅰ．調査結果概要（再掲） 

（１）回答者の属性 

○ 有効回収数は、2,995 人

○ 男性は６割半ば、女性は３割半ばで、20 代・30 代が約２割、40 代が３割超、50 代が３割半ば

○ 職業は、会社員等の正規社員が５割近く、非正規社員が２割半ば、管理職が２割近く

○ 企業・団体の規模は、50 人から 300 人未満が２割半ば、50 人未満と 3,000 人以上が２割超

○ 主な傷病は、糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患が約２割、がんが２割近く、難病が１割半ば

○ 受診状況は、通院中（入院経験なし）と退院後の通院中がそれぞれ５割近くで、入院経験ありは半数

（２）入院中の「職場に関連する対応」 

①「職場に関連する対応」の実施状況

○ 回答の対象者は 1,030 人

○ 何らかの「職場に関連する対応」を行った人は 81.9%（844 人）

○ このうち、「仕事に関する連絡・調整、作業」を行った人は 76.9%、「病状の報告や復帰・復職のための準備・

相談」を行った人は 67.8%、「仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション」は 29.5%、「産業

医・産業保健スタッフとの相談や連絡」は 10.9%

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしなかった人は 16.5%

 

 

②「職場に関連する対応」の具体的な内容

○ 対応した場所は、「談話室などの入院病棟の共有スペース」が 46.8％、「病室（相部屋）」が 38.6%、「病

室（個室）」が 29.9%

○ 活用したツールは、「スマートフォン、携帯電話」が 91.1%で最も高い。「ノートパソコン」は 16.0%だった

③「職場に関連する対応」をしなかった人の意向

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしなかった人（170 人）のうち、「したいと思った」人は 4.7%（8 人）

何らかの「職場

に関連する対

応」を行った

81.9%

いずれも行わなかった

16.5%

覚えていない

1.6%

仕事に関する連絡・調整、作業

病状の報告や復帰・復職のための準備・相談

仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション

産業医・産業保健スタッフとの相談や連絡

その他

76.9

67.8

29.5

10.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【回答対象：５年以内の入院経験があり、
診断当時に会社員で入院時に仕事に
就いていた人（n=1,030）】

【回答対象：何らかの「職場に関連する対応」を
行った人（n=844）】

■入院中の「職場に関連する対応」の実施状況（単数回答）

■入院中の「職場に関連する対応」の実施内容（複数回答）
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（３）通院時の「職場に関連する対応」 

①「職場に関連する対応」の実施状況 

○ 回答の対象者は 2,692 人 

○ 何らかの「職場に関連する対応」を行った人は 42.2%（1,136 人） 

○ このうち、「仕事に関する連絡・調整、作業」を行った人は 78.8%、「病状の報告や復帰・復職のための準備・

相談」を行った人は 36.0%、「仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション」は 23.9%、「産業

医・産業保健スタッフとの相談や連絡」は 10.7% 

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしなかった人は 54.5% 

仕事に関する連絡・調整、作業

病状の報告や復帰・復職のための準備・相談

仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション

産業医・産業保健スタッフとの相談や連絡

その他

78.8

36.0

23.9

10.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【回答対象：何らかの「職場に関連する対応」を
行った人（n=1,136）】

■通院時の「職場に関連する対応」の実施内容（複数回答）

【回答対象：現在通院していて、
会社員の人（n=2,692）】

■入院中の「職場に関連する対応」の実施状況（単数回答）

何らかの「職場に

関連する対応」を

行った

42.2%

いずれも行わな

かった

54.5%

覚えていない3.2%

無回答 0.1%

 

 

②「職場に関連する対応」の具体的な内容 

○ 対応した場所は、「待合室」が 50.1％で最も高く、次いで「談話室・喫茶室などの共有スペース」

（24.8%）、「電子機器の使用が認められた場所」（24.7%）が挙げられている 

○ 活用したツールは、「スマートフォン、携帯電話」が 89.3%で最も高い。「ノートパソコン」は 11.1%だった  
 

③「職場に関連する対応」をしていない人の意向 

○ 「職場に関連する対応」のいずれもしていない人（1,466人）のうち、「したいと思う」人は9.8%（143人） 

○ 「したいと思う」人の対応しない理由は、「職場以外でできる仕事ではない」が４割超で最も高く、次いで「病院

にいる時間が短いから」が２割超となっている 
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（４）治療と仕事の両立を目的としたテレワークの利用意向 

①テレワークの活用意向 

○ 在宅勤務やサテライトオフィス勤務の制度があれば、治療と仕事の両立のために活用したいか聞いたところ、

「活用したい」「どちらともいえない」はそれぞれ約４割、「活用したくない」は１割半ばとなっている 

○ テレワーク制度の有無別でみると、テレワーク制度ありの人（422 人）で「すでに活用している」は約１割にと

どまり、「活用したい」が５割超となっている。テレワーク制度なしの人（2,217 人）でも、「活用したい」が約４

割で、そのうちテレワークができる仕事の人（380 人）では「活用したい」が６割近くとなっている 

○ テレワーク制度を活用するために必要な支援は、「必要な機器の貸与」「自宅での作業環境の整備」が多く挙

げられている 

10.7

14.9

1.1

-

52.1

62.4

26.6

33.3

21.6

13.2

36.2

54.5

15.6

9.5

36.2

12.1

0% 50% 100%

テレワークできる仕事
(n=295)

テレワークできない仕事
(n=94)

分からない
(n=33)

○テレワーク制度あり

（n=422）

テ
レ
ワ
ー
ク
と

仕
事
の
親
和
性

0.1

0.3

0.1

-

39.7

58.9

34.3

43.0

42.8

28.9

45.8

45.3

17.3

11.8

19.8

11.7

0% 50% 100%

テレワークできる仕事
(n=380)

テレワークできない仕事
(n=1,512)

分からない
(n=316)

すでに活用している 活用したい どちらともいえない 活用したくない

テ
レ
ワ
ー
ク
と

仕
事
の
親
和
性

○テレワーク制度なし

（n=2,217）

 
 

②医療機関内での入院中・自宅療養中のテレワークの活用意向 

○ 入院中・自宅療養中の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」は４割超

（1,267 人）、「病院では、対応できない方がよい」は２割近く（523 人）となっている 

○ 医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよい理由として、「仕事を中断しなくて済む」（６割超）が

最も高く、次いで「職場の負担を軽減できる」「復職に向けた準備ができる」（いずれも４割半ば）が多く挙げ

られている 

○ 「職場に関連する対応」ができるとよい場所として、「病室（個室）」（５割超）、「談話室などの入院病棟

の共有スペース」（４割半ば）が多く挙げられている。「仕事をする人のための専用スペース」は３割半ばだっ

た 

○ 「職場に関連する対応」はできない方がよい理由としては、「療養に専念すべきである」が７割超で最も高い 
 

③医療機関内での通院時のテレワークの活用意向 

○ 通院時の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」は約４割（1,194 人）、「病

院では、対応できない方がよい」は１割半ば（495 人）となっている 

○ 医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよい理由として、「仕事を中断しなくて済む」（７割超）が

最も高く、次いで「職場の負担を軽減できる」「治療が疎かになることはない」（いずれも５割近く）が多く挙げ

られている 

○ 「職場に関連する対応」ができるとよい場所として、「談話室・喫茶室などの共有スペース」「電子機器の使用が

認められた場所」（いずれも４割半ば）、「待合室」（４割超）が挙げられている。「仕事をする人のための

専用スペース」は約４割だった 

○ 「職場に関連する対応」はできない方がよい理由としては、「療養に専念すべきである」が７割近くで最も高い 
 

④「職場に関連する対応」をする際に、医療機関にあるとよい機能・サービス 

○ 「病室や共有スペースのフリーWi-Fi化」が42.4%、「パソコン、コピー機、FAXなどが備えつけられているスペー

ス」が 38.7%、「周囲の視線や音をさえぎることができるブースや個室」が 37.3%、「病室以外に、本・資料を

ひろげられる個人のスペース・机」が 37.0%となっている 
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Ⅱ．調査結果 

１ 回答者の基本属性 

（１）性別 

問５．あなたの性別を教えてください。 

 

○全回答者（2,995人）の性別は、「男性」は 64.0%、「女性」は 36.0%となっている。 
 

図表 1.性別（単数回答） 

男性

64.0%

女性

36.0%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 

（２）年代 

問６．あなたの年齢を教えてください。 

 

○全回答者（2,995人）の年代は、「50代」が 36.6%、「40代」が 33.0%、「30代」が 15.2%、「60～

64歳」が 10.4%となっている。 
 

図表 2.年代（単数回答） 

20代

4.8%

30代

15.2%

40代

33.0%

50代

36.6%

60～64歳

10.4%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 
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（３）職業 

①現在の職業 

問１．あなたの現在の職業を教えてください。 

 

○全回答者（2,995人）の現在の職業は、「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」が 47.7%、

「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」が 25.5%、「会社員・団体職員・公務員

等の管理職」が 18.0%となっている。 
 

図表 3.現在の職業（単数回答） 

経営者・役員

4.3%

会社員・団体職員・

公務員等の管理職

18.0%

会社員・団体職員・

公務員等の正規社

員・正規職員

47.7%

会社員・団体職員・

公務員等の非正規社

員・非正規職員

25.5%

自営業

0.3%

無職

2.3%

学生 ‐
その他 1.8%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 

②診断時の職業 

問４．あなたの傷病の診断時の職業を教えてください。 

 

○全回答者（2,995人）の診断時の職業は、「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」が

51.5%、「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」が 21.6%、「会社員・団体職員・

公務員等の管理職」が 18.3%となっている。 
 

 

図表 4.診断時の職業（単数回答） 

経営者・役員

4.2%

会社員・団体職員・

公務員等の管理職

18.3%

会社員・団体職員・

公務員等の正規社

員・正規職員

51.5%

会社員・団体職員・

公務員等の非正規社

員・非正規職員

21.6%

自営業

0.2%

無職

1.3%

学生

2.3%

その他

0.5%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 
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（４）働いている企業・団体の従業員規模 

問 27.あなたが、現在働いている企業・団体の従業員規模はどのくらいですか。 

 

○現在、企業に勤めている人（2,862人）に企業・団体の従業員規模を聞いたところ、「50～300 人未

満」が 24.8%、「50人未満」が 22.6%、「3,000人以上」が 21.5%となっている。 
 

図表 5.従業員規模（単数回答） 

50人未満

22.6%

50～300 人未満

24.8%

300 人～

1,000 人未満

15.7%

1,000 人～

3,000 人未満

10.7%

3,000 人以上

21.5%

わからない

4.5%

無回答

0.2%

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人（n=2,862）） 

 

（５）働いている企業・団体の業種 

問 28.あなたが働いている企業・団体の業種を教えてください。 

 

○現在、企業に勤めている人（2,862 人）に企業・団体の業種を聞いたところ、「製造業」が 19.8%、

「その他サービス業」が 16.5%、「医療・福祉」が 11.8%となっている。 
 

図表 6.業種（単数回答） 

建設業

5.2%

製造業

19.8%
電気・ガス・熱供給・

水道業

2.0%

情報通信業

6.6%

運輸業、郵便業

5.5%

卸売業、小売業

10.9%

金融業、保険業

5.3%
不動産業

2.1%

飲食業、宿泊業

2.2%

医療、福祉

11.8%

教育、学習支援業

5.4%

その他サービス業

16.5%

その他

6.4%

無回答

0.2%

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人（n=2,862）） 

－ 29 －



 

 

（６）主な業務内容 

問 29.あなたの主な業務内容を教えて下さい。 

 

○現在、企業に勤めている人（2,862人）に主な業務内容を聞いたところ、「事務・情報処理業務」が

38.6%、「販売・営業・サービス」が 25.1%となっている。 
 

図表 7.主な業務内容（単数回答） 

事務・情報処理業務

38.6%

製造・建築業務

10.2%

販売・営業・サービス

25.1%

研究・開発・設計業務

9.6%

その他

16.2%

無回答

0.3%

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人（n=2,862）） 

 

（７）仕事とテレワークとの親和性 

問 30．あなたの現在の仕事は、在宅勤務やサテライトオフィス勤務など、職場以外でもできる仕事ですか。 

 

○現在、企業に勤めている人（2,862 人）に、現在の仕事が在宅勤務やサテライトオフィス勤務など、

職場以外でもできる仕事（以下、テレワーク）かどうかどうか聞いたところ、「できる」が 24.8%、

「できない」が 60.0%、「わからない」が 14.8%となっている。 
 

図表 8.テレワークとの親和性（単数回答） 

できる

24.8%

できない

60.0%

わからない

14.8%

無回答

0.3%

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人（n=2,862）） 

－ 30 －



 

 

（８）主な傷病 

問２．この調査の案内を受けた病院で受診することになった傷病は次のどれですか。 

 

○全回答者（2,995 人）の主な傷病は、「糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患」が 20.6%、「がん（悪

性新生物）」が 18.2%、「難病（指定難病か否かは問わない）」が 15.2%となっている。 

 
 

図表 9.主な傷病（単数回答） 

がん（悪性新生物）

18.2%

心臓疾患・血管疾患

11.4%

脳血管疾患

6.5%

呼吸器系疾患

0.6%

肝疾患

5.4%

消化器系疾患（肝疾患を除く）

0.8%

糖尿病・高血圧・高

脂血症・腎疾患

20.6%

外傷・骨折

6.2%

心療内科・精神科疾患

11.1%

難病（指定難病か否

かは問わない）

15.2%

その他

3.9%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 

 ※インターネットモニター調査では「現在、医師から診断を受けている治療中の主な傷病」として聞いた 

 ※ 主な傷病は、回答者が自己判断で回答している。そのため、例えば肝がんの場合は「がん（悪性新生物）」を選択するこ

とを想定しているが、「肝疾患」を選択している可能性がある 

 

（９）受診状況 

問３．前問（問２）で回答した傷病(以下「あなたの傷病」と表記)について、受診状況を教えて下さい。 

 

○全回答者（2,995 人）の受診状況は、「通院中（この傷病で入院経験はない）」が 46.6%、「退院後

の通院中」が 47.5%、「入院中」が 3.4%となっている。 
 

図表 10.受診状況（単数回答） 

入院中

3.4%
退院直後（退院

後、まだ一度も通院

していない）

2.4%

退院後の通院中

47.5%

通院中（この傷病で

入院経験はない）

46.6%

無回答

0.0%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 

－ 31 －



 

 

（10）仕事の復帰状況 

問３-1．あなたの現在の仕事の復帰状況・勤務状況を教えてください。 

 

○現在、何らかの職に就いていて入院中以外の人（2,772人）に仕事の復帰状況を聞いたところ、「復

帰している／働いている」が 92.7%、「復帰していない／休職している」が 7.2%となっている。 
 

図表 11.仕事の復帰状況（単数回答） 

復帰している／

働いている

92.7%

復帰していない／

休職している

7.2%

無回答

0.1%

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」「自営業」と回答した人で、受診状況について「退院直後（退院後、まだ一度

も通院していない）」「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答

した人（n=2,772）） 

 

  

 

－ 32 －



 

 

２ 入院中の「職場に関連する対応」 

（１）対象者の範囲 

○本項目の対象者は、直近（過去５年以内）の入院経験のある人で、診断時に自営業など企業勤務以

外の人および入院時に無職だった人・退職した人を除く、1,030人である（以下、「直近の入院経

験のある人」という）。 

 

図表 12.対象者の属性 

ⅰ．性別（単数回答） 
全体 男性 女性

1,030 64.2 35.8  
 

ⅱ．年代（単数回答） 
全体 20代 30代 40代 50代 60～64歳

1,030 5.3 14.6 31.8 36.8 11.5  
 

ⅲ．現在の職業（単数回答） 

全体

経営者・役

員

会社員・団

体職員・公

務員等の

管理職

会社員・団

体職員・公

務員等の

正規社員・

正規職員

会社員・団

体職員・公

務員等の

非正規社

員・非正規

職員

自営業 無職 学生 その他

1,030 5.0 22.2 49.0 19.9 0.4 2.0 - 1.5  
 

ⅳ．企業・団体規模（単数回答） ＜自営業など、企業勤務以外の人を除く＞ 

企業勤務

50人未満 50～300

人未満

300 人～

1,000 人

未満

1,000 人

～3,000

人未満

3,000 人

以上

わからない 無回答

990 23.6 23.1 17.4 11.2 21.3 3.2 0.1  
 

ⅴ．テレワークとの親和性（単数回答） ＜自営業など、企業勤務以外の人を除く＞ 
企業勤務 できる できない わからない 無回答

990 28.1 57.0 14.6 0.3  
 

ⅵ．主な傷病（単数回答） 

全体

がん（悪性

新生物）

心臓疾患・

血管疾患

脳血管疾

患

呼吸器系

疾患

肝疾患 消化器系

疾患（肝

疾患を除

く）

糖尿病・高

血圧・高脂

血症・腎疾

患

外傷・骨折 心療内科・

精神科疾

患

難病（指

定難病か

否かは問わ

ない）

その他

1,030 36.0 14.8 8.4 0.7 2.3 1.3 10.2 7.4 1.9 12.8 4.2  
 

ⅶ．受診状況（単数回答） 

全体

入院中 退院直後

（退院後、

まだ一度も

通院してい

ない）

退院後の

通院中

通院中（こ

の傷病で入

院経験はな

い）

1,030 9.5 6.5 84.0 -  

（単位：%） 

参考）全回答者数に占める割合（単数回答） 

 

 
対象

34.4%

対象外

65.6%

全回答者(n=2,995)
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（２）直近の入院期間 

問 7．あなたの傷病について、直近の入院期間はどのくらいですか。現在、入院中の方は、見込んでいる期間をお答え

ください。 

 

○直近の入院経験のある人（1,030人）に直近の入院期間を聞いたところ、「８日から 14日以内」が

25.0%、「４日から７日以内」が 23.0%、「15日から 30日以内」が 20.0%となっている。 
 

図表 13.直近の入院期間（単数回答） 

３日以内

10.4%

４日から７日以内

23.0%

８日から14日以内

25.0%

15日から30日以内

20.0%

31日～60日

10.4%

61日より長期

11.3%

 
（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で直近（過去５年以内）の入院経験がある人で、②診断時

の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体

職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正

規職員」と回答し、③入院時に仕事に就いていた人（n=1,030）） 

 

（３）入院中の仕事のこと（休み方） 

問 8．入院のために、仕事はどうしましたか。 

 

○直近の入院経験のある人（1,030人）に入院中の仕事のこと（休み方）を聞いたところ、「有給休

暇」が 59.4%、「傷病休暇・休職」が 51.7%となっている。 
 

図表 14.入院中の仕事（休み方）（複数回答） 

59.4

51.7

1.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80%

有給休暇

傷病休暇・休職

退職

その他

 
（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人（n=1,030） 

    ※選択肢の「無職」と、「退職」のみを回答した人は n数から除いて集計した） 

 

－ 34 －



 

 

（４）入院中の「職場に関連する対応」状況 

問 9．入院中に、次の「職場に関連する対応」をしましたか。 

 

①対応有無と対応内容 

○直近の入院経験のある人（1,030人）に、入院中の「職場に関連する対応」について聞いたところ、

約８割の人が、入院中に医療機関において何らかの「職場に関連する対応」を行っており、「職場

に関連する対応」の「いずれも行わなかった」は１割半ばとなっている。 

○何らかの「職場に関連する対応」をした人（844人）のうち、「仕事に関する連絡・調整、作業」

は 76.9%、「病状の報告や復帰・復職のための準備・相談」が 67.8%、「仕事以外の職場に関する

情報収集やコミュニケーション」が 29.5%となっている。 

○現在の職業別にみると、“非正規社員”では「仕事に関する連絡・調整、作業」「仕事以外の職場

に関する情報収集やコミュニケーション」が全体と比べて低い。 

○主な傷病別にみると、“外傷・骨折”“難病”では、「何らかの『職場に関連する対応』を行った」

が９割超で全体と比べて高い。 

○直近の入院期間別にみると、“３日以内”では「いずれも行わなかった」が約３割と全体と比べて

高く、入院期間が長期化するほど「何らかの『職場に関連する対応』を行った」の比率が高くなる

傾向がみられる。何らかの「職場に関連する対応」を行った人のうち直近の入院期間が“31日～60

日”“61日より長期”では、「病状の報告や復帰・復職のための準備・相談」が全体と比べて高い。 

○働き方の変更（医師の見通し）別にみると、働き方の変更が“一時的”に必要な人、“必要あり”

の人では、「何らかの『職場に関連する対応』を行った」がそれぞれ 88.0%、92.3%と、働き方の変

更が“必要なし”と比べて高い。 
 

図表 15.対応状況（複数回答） 

ⅰ.対応有無（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           ⅱ.対応内容（複数回答） 

仕事に関する連絡・調整、作業

病状の報告や復帰・復職のための準備・相談

仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション

産業医・産業保健スタッフとの相談や連絡

その他

76.9

67.8

29.5

10.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人（ⅰ：n=1,030、ⅱ：n=844）） 

何らかの「職場に関連

する対応」を行った

81.9%

いずれも行わなかった

16.5%

覚えていない

1.6%

－ 35 －



 

 

＜ⅰ.対応有無（単数回答）＞         ＜ⅱ.対応内容（複数回答）＞ 

 

図表 16.現在の職業別 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

81.9 16.5 1.6 全体(n=844) 76.9 67.8 29.5 10.9 0.5

経営者・役員(n=51) 86.3 11.8 2.0 経営者・役員(n=44) 84.1 36.4 34.1 4.5 2.3

管理職(n=229) 87.3 11.8 0.9 管理職(n=200) 80.0 58.5 35.5 10.5 -

正社員(n=505) 82.6 15.8 1.6 正社員(n=417) 78.4 73.9 30.9 13.2 0.2

非正規社員(n=205) 74.6 23.9 1.5 非正規社員(n=153) 66.0 68.6 18.3 5.9 1.3

全体(n=1,030)

職

業

別
 

図表 17.主な傷病別 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

81.9 16.5 1.6 全体(n=844) 76.9 67.8 29.5 10.9 0.5

がん(n=371) 76.0 22.6 1.3 がん(n=282) 69.9 74.5 32.6 14.2 1.1

心疾患(n=152) 82.2 16.4 1.3 心疾患(n=125) 77.6 56.0 22.4 8.0 -

脳血管疾患(n=87) 87.4 10.3 2.3 脳血管疾患(n=76) 81.6 71.1 30.3 13.2 -

肝疾患(n=24) 83.3 16.7 - 肝疾患(n=20) 80.0 75.0 45.0 5.0 -

糖尿病等(n=105) 82.9 14.3 2.9 糖尿病等(n=87) 89.7 51.7 28.7 6.9 -

外傷・骨折(n=76) 93.4 6.6 - 外傷・骨折(n=71) 81.7 69.0 39.4 11.3 -

精神科疾患(n=20) 75.0 20.0 5.0 精神科疾患(n=15) 53.3 86.7 13.3 20.0 -

難病(n=132) 91.7 7.6 0.8 難病(n=121) 77.7 65.3 25.6 9.9 0.8

その他(n=63) 74.6 22.2 3.2 その他(n=47) 83.0 78.7 23.4 4.3 -

全体(n=1,030)

主

な

傷

病

別

 

図表 18.直近の入院期間別 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

81.9 16.5 1.6 全体(n=844) 76.9 67.8 29.5 10.9 0.5

３日以内(n=107) 68.2 29.0 2.8 ３日以内(n=73) 84.9 43.8 20.5 11.0 1.4

～７日以内(n=237) 73.8 25.3 0.8 ～７日以内(n=175) 77.1 60.0 27.4 4.6 -

～14日以内(n=257) 84.8 14.4 0.8 ～14日以内(n=218) 80.3 67.0 25.2 6.0 -

～30日以内(n=206) 85.9 12.6 1.5 ～30日以内(n=177) 73.4 70.6 29.4 15.3 1.1

31日～60日(n=107) 88.8 8.4 2.8 31日～60日(n=95) 72.6 82.1 40.0 14.7 1.1

61日より長期(n=116) 91.4 6.0 2.6 61日より長期(n=106) 73.6 81.1 38.7 20.8 -

全体(n=1,030)

直

近

の

入

院

期

間

別

 

図表 19.働き方の変更（医師の見通し）別 

（参照：図表 49＜企業勤務以外の人、休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

81.6 16.8 1.6 全体(n=651) 78.2 65.7 29.2 10.9 0.5

必要なし(n=536) 78.4 20.5 1.1 必要なし(n=420) 80.5 63.6 26.7 9.8 0.5

一時的(n=117) 88.0 8.5 3.4 一時的(n=103) 74.8 72.8 39.8 20.4 -

必要あり(n=78) 92.3 7.7 - 必要あり(n=72) 77.8 69.4 41.7 9.7 -

分からない(n=67) 83.6 11.9 4.5 分からない(n=56) 67.9 64.3 12.5 3.6 1.8

全体(n=798)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し

)

別

 
（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人（ⅰ：n=1,030、ⅱ：n=844 ※各設問で絞り込み

がある場合は異なる）、単位：%） 

 

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 36 －



 

 

②対応の頻度 

問 9-1. 入院中の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行いましたか。 

 

○①で何らかの「職場に関連する対応」をした人（844人）に、その頻度を聞いたところ、『してい

た』（「いつもしていた」「ときどきしていた」の合計）は、“手術（腹腔鏡手術含む）のある入

院”が 84.2%、“手術のない入院”が 79.1%となっている。 
 

図表 20.対応の頻度（それぞれ単数回答） 

36.7

45.9

35.2

23.6

16.0

34.4

38.3

43.9

25.5

22.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.検査入院

(n=488)

B.手術（腹腔鏡手術含む）のある入院

(n=603)

C.手術のない入院

(n=497)

D.リハビリ入院

(n=259)

E.教育入院（糖尿病等）

(n=187)

いつもしていた

ときどきしていた

71.1

84.2

79.1

49.0

38.5

 

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人で、④何らかの「職場に関連する対応」をしたと

回答した人（n=844） 

    ※選択肢の「該当しない」はそれぞれ n数から除いて集計した） 

 

－ 37 －



 

 

③対応した場所 

問 9-2．入院中の「職場に関連する対応」は、どこで行いましたか。 

 

○①で何らかの「職場に関連する対応」をした人（844人）に、入院中に「職場に関連する対応」を

した医療機関の場所を聞いたところ、「談話室などの入院病棟の共有スペース」が 46.8%、「病室

（相部屋）」が 38.6%、「病室（個室）」が 29.9%となっている。 
 

図表 21.対応した場所（複数回答） 

46.8

38.6

29.9

14.2

5.5

5.2

0% 20% 40% 60%

談話室などの入院病棟の共有スペース

病室（相部屋）

病室（個室）

待合室などの入院病棟以外の院内

喫茶店などの病院敷地外

その他

 
（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人で、④何らかの「職場に関連する対応」をしたと

回答した人（n=844）） 

 

－ 38 －



 

 

④活用したツール 

問 9-3．入院中の「職場に関連する対応」を、何を使って行いましたか。 

 

○①で何らかの「職場に関連する対応」をした人（844人）に、入院中に何らかの「職場に関連する

対応」をする際に活用したツールを聞いたところ、「スマートフォン、携帯電話」が 91.1%となっ

ている。 
 

図表 22.活用したツール（複数回答） 

91.1

16.0

9.5

7.8

3.8

2.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォン、携帯電話

ノートパソコン

タブレット端末

紙媒体

公衆電話

その他の電子機器

その他

 

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人で、④何らかの「職場に関連する対応」をしたと

回答した人（n=844）） 

 

 

 

－ 39 －



 

 

⑤意向の有無 

問 10．入院中に「職場に関連する対応」をしたいと思いましたか。 

 

○①でいずれの「職場に関連する対応」もしなかった人（170人）に、入院中に何らかの「職場に関

連する対応」をしたかったか聞いたところ、「したいと思わなかった」が 60.0%、「どちらともい

えない」が 30.6%、「したいと思った」が 4.7%となっている。 
 

図表 23.意向の有無（単数回答） 

したいと思った

4.7%

どちらともいえない

30.6%

したいと思わなかった

60.0%

無回答

4.7%

 
（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人で、④いずれの「職場に関連する対応」もしなか

ったと回答した人（n=170）） 

 

 

－ 40 －



 

 

⑥意向があったにも関わらず対応しなかった理由 

問 11．入院中に「職場に関連する対応」をしたいと思ったのにもかかわらず、あなたが、それをしなかった理由を教え

て下さい。 

 

○⑤で何らかの「職場に関連する対応」をする意向があったにも関わらず、いずれの対応もしなかっ

た人（８人）に、その理由を聞いたところ、「療養に専念すべきだから」「体調や治療の状況が許

さなかった」がそれぞれ３件となっている。 
 

図表 24.対応しなかった理由（複数回答） 

3

3

1

1

0

2

0件 2件 4件 6件 8件

療養に専念すべきだから

体調や治療の状況が許さなかった

病院内の環境が整っていなかった

職場以外でできる仕事ではない

その他

特に理由はない

 

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人で、④いずれの「職場に関連する対応」もしなか

ったと回答し、⑤入院中に「職場に関連する対応」をしたかったと回答した人（n=8） 

    ※「特に理由はない」のみ排他項目） 

 

 

－ 41 －



 

 

（５）入院中に職場について知りたかったこと 

問 12．入院中に、職場についてあなたが知りたいと思ったことはありますか。 

 

○直近の入院経験のある人（1,030人）のうち、７割超の人は入院中に職場について何らか知りたか

ったことがあり、「特になし」は２割半ばとなっている。 

○何らか知りたかった人（761 人）のうち、知りたかったこととしては、「仕事のこと」が 60.7%、

「休暇・休職等の社内制度・規程」が 58.1%、「職場の様子や現況」が 54.1%となっている。 

○現在の職業別にみると、“経営者・役員”“管理職”は「仕事のこと」（それぞれ８割、７割超）

が全体と比べて高い。 

○直近の入院期間別にみると、“31日～60日”“61日より長期”では、「休暇・休職等の社内制度・

規程」が全体と比べて高い。 

○働き方の変更（医師の見通し）別にみると、働き方の変更が“一時的”に必要、“必要あり”とも

に、知りたかったことが「ある」が“必要なし”と比べて高い。 
 

図表 25.職場について知りたかったこと（複数回答） 

ⅰ．職場について知りたい意向有無（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

                         ⅱ.知りたい内容（複数回答） 

60.7

58.1

54.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

仕事のこと

休暇・休職等の社内制度・規程

職場の様子や現況

その他

 
（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人（ⅰ：n=1,030、ⅱ：n=761）） 

 

ある

73.9%

特になし

26.0%

無回答

0.1%

－ 42 －



 

 

＜ⅰ.職場について知りたい意向の有無（単数回答）＞      ＜ⅱ.知りたい内容（複数回答）＞ 

 

図表 26.現在の職業別 

n

ある 特になし 無回答

n

仕事のこと 休暇・休職

等の社内制

度・規程

職場の様子

や現況

その他

73.9 26.0 0.1 全体(n=761) 60.7 58.1 54.1 1.7

経営者・役員(n=51) 78.4 21.6 - 経営者・役員(n=40) 80.0 25.0 57.5 -

管理職(n=229) 79.5 20.5 - 管理職(n=182) 73.1 54.9 57.7 1.1

正社員(n=505) 75.4 24.4 0.2 正社員(n=381) 60.1 65.1 51.4 1.8

非正規社員(n=205) 64.4 35.6 - 非正規社員(n=132) 41.7 51.5 55.3 3.0

全体(n=1,030)

職

業

別
 

図表 27.主な傷病別 

n

ある 特になし 無回答

n

仕事のこと 休暇・休職

等の社内

制度・規程

職場の様

子や現況

その他

73.9 26.0 0.1 全体(n=761) 60.7 58.1 54.1 1.7

がん(n=371) 67.7 32.3 - がん(n=251) 53.4 62.9 55.4 2.0

心疾患(n=152) 69.1 30.9 - 心疾患(n=105) 65.7 52.4 49.5 -

脳血管疾患(n=87) 88.5 11.5 - 脳血管疾患(n=77) 64.9 54.5 44.2 1.3

肝疾患(n=24) 83.3 16.7 - 肝疾患(n=20) 70.0 50.0 45.0 -

糖尿病等(n=105) 74.3 25.7 - 糖尿病等(n=78) 57.7 41.0 56.4 1.3

外傷・骨折(n=76) 85.5 13.2 1.3 外傷・骨折(n=65) 76.9 64.6 60.0 4.6

精神科疾患(n=20) 70.0 30.0 - 精神科疾患(n=14) 64.3 78.6 57.1 -

難病(n=132) 81.1 18.9 - 難病(n=107) 61.7 58.9 57.9 0.9

その他(n=63) 69.8 30.2 - その他(n=44) 56.8 65.9 56.8 4.5

全体(n=1,030)

主

な

傷

病

別

 
図表 28.直近の入院期間別 

n

ある 特になし 無回答

n

仕事のこと 休暇・休職

等の社内

制度・規程

職場の様

子や現況

その他

73.9 26 0.1 全体(n=761) 60.7 58.1 54.1 1.7

３日以内(n=107) 55.1 44.9 - ３日以内(n=59) 52.5 49.2 49.2 3.4

～７日以内(n=237) 65.8 34.2 - ～７日以内(n=156) 59.6 51.3 51.9 1.3

～14日以内(n=257) 77.4 22.6 - ～14日以内(n=199) 60.8 53.8 53.3 0.5

～30日以内(n=206) 77.7 22.3 - ～30日以内(n=160) 61.3 52.5 59.4 3.1

31日～60日(n=107) 81.3 18.7 - 31日～60日(n=87) 65.5 78.2 52.9 2.3

61日より長期(n=116) 86.2 12.9 0.9 61日より長期(n=100) 62.0 74.0 55.0 1.0

全体(n=1,030)

直

近

の

入

院

期

間

別

 
図表 29. 働き方の変更（医師の見通し）別 

（参照：図表 49＜企業勤務以外の人、休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

ある 特になし 無回答

n

仕事のこと 休暇・休職

等の社内

制度・規程

職場の様

子や現況

その他

72.9 26.9 0.1 全体(n=582) 62.9 55.7 54.0 1.2

必要なし(n=536) 68.3 31.7 - 必要なし(n=366) 62.3 52.7 55.5 1.1

一時的(n=117) 87.2 12.8 - 一時的(n=102) 64.7 61.8 55.9 1.0

必要あり(n=78) 87.2 11.5 1.3 必要あり(n=68) 72.1 60.3 50.0 -

分からない(n=67) 68.7 31.3 - 分からない(n=46) 50.0 58.7 43.5 4.3

全体(n=798)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し
)

別

 
 

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院していない）」と回答

した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業に

ついて「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公

務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」

と回答し、③入院時に仕事に就いていた人（ⅰ：n=1,030、ⅱ：n=761 ※各設問で絞り込み

がある場合は異なる）、単位：%） 

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 43 －



 

 

３ 通院・受診時の「職場に関連する対応」 

（１）対象者の範囲 

○本項目の対象者は、現在、通院している人で、現在の職業が自営業など企業勤務以外の人を除く、

2,692人である（以下、「現在、通院している人」という）。 

 

図表 30.対象者の属性 

ⅰ．性別（単数回答） 
全体 男性 女性

2,692 65.4 34.6  
 

ⅱ．年代（単数回答） 
全体 20代 30代 40代 50代 60～64歳

2,692 4.5 14.9 32.6 37.6 10.3  
 

ⅲ．現在の職業（単数回答） 

全体

経営者・役

員

会社員・団

体職員・公

務員等の

管理職

会社員・団

体職員・公

務員等の

正規社員・

正規職員

会社員・団

体職員・公

務員等の

非正規社

員・非正規

職員

自営業 無職 学生 その他

2,692 4.4 18.3 49.9 27.4 - - - -  
 

ⅳ．企業・団体規模（単数回答） 

全体

50人未満 50～300

人未満

300 人～

1,000 人

未満

1,000 人

～3,000

人未満

3,000 人

以上

わからない 無回答

2,692 22.9 25.0 15.6 10.3 21.4 4.6 0.3  
 

ⅴ．テレワークとの親和性（単数回答） 
全体 できる できない わからない 無回答

2,692 23.9 60.7 15.0 0.3  
 

ⅵ．主な傷病（単数回答） 

全体

がん（悪性

新生物）

心臓疾患・

血管疾患

脳血管疾

患

呼吸器系

疾患

肝疾患 消化器系

疾患（肝

疾患を除

く）

糖尿病・高

血圧・高脂

血症・腎疾

患

外傷・骨折 心療内科・

精神科疾

患

難病（指

定難病か

否かは問わ

ない）

その他

2,692 17.1 11.7 6.0 0.5 5.9 0.7 22.0 6.3 11.3 15.5 3.0  
 

ⅶ．受診状況（単数回答） 

全体

入院中 退院直後

（退院後、

まだ一度も

通院してい

ない）

退院後の

通院中

通院中（こ

の傷病で入

院経験はな

い）

2,692 - - 50.1 49.9  

（単位：%） 

参考）全回答者数に占める割合（単数回答） 

 

対象

89.9%

対象外

10.1%

全回答者(n=2,995)
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（２）通院頻度 

問 13．あなたの傷病について、最近の通院頻度はどのくらいですか。 

 

○現在、通院している人（2,692人）に通院頻度を聞いたところ、「月に１回程度」が 37.4%、「3 か

月に１～2 回程度」が 34.8%、「月に 2～3 回程度」が 11.0%となっている。 
 

図表 31.通院頻度＜通院している人のみ＞（単数回答） 

週に１回以上

6.8%

月に２～3 回程度

11.0%

月に１回程度

37.4%

3 か月に１～2 

回程度

34.8%

半年に１回程度

6.3%

1 年に1 回

程度の頻度

3.5%

無回答

0.1%

 
（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人（n=2,692）） 
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（３）通院時の仕事のこと（休み方） 

問 14．通院にはどのような時間をあてていますか。 

 

○現在、通院している人（2, 692人）に通院時の仕事のこと（休み方）を聞いたところ、「有給休暇」

が 41.7%、「会社の休日」が 38.0%となっている。 
 

図表 32.通院時の仕事（休み方）（複数回答） 

41.7

38.0

14.7

11.9

7.0

5.1

3.1

2.2

0.1

0% 20% 40% 60%

有給休暇（時間単位、半日単位、1 日単位）

会社の休日

勤務時間外

勤務時間の合間

傷病休暇など有給休暇以外の休暇

フレックスタイム、短時間勤務を利用

その他

休職中

無回答

 

（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人（n=2,692）） 
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（４）通院・受診時の「職場に関連する対応」状況 

①対応有無と対応内容 

問 15．通院・受診時に、病院内で次の「職場に関連する対応」をしたことがありますか。 

 

○現在、通院している人（2, 692人）のうち、４割超の人が通院・受診時に医療機関において何らか

の「職場に関連する対応」を行っており、「職場に関連する対応」の「いずれも行わなかった」は

５割半ばとなっている。 

○何らかの「職場に関連する対応」をしている人（1,136人）のうち、「職場に関連する対応」とし

ては、「仕事に関する連絡・調整、作業」が 78.8%、「病状の報告や復帰・復職のための準備・相

談」が 36.0%、「仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション」が 23.9%となっている。 

○現在の職業別にみると、“経営者・役員”“管理職”では、「何らかの『職場に関連する対応』を

行った」が全体と比べて高い。また、“経営者・役員”では、「仕事に関する連絡・調整、作業」

が 91.3%と全体と比べて高い。“非正規社員”では「いずれも行わなかった」が７割近くと全体と

比べて高い。 

○主な傷病別にみると、“外傷・骨折”では「何らかの『職場に関連する対応』を行った」が６割近

くで全体と比べて高い。 

○通院頻度別にみると、“週に１回以上”“月２～３回程度”では「何らかの『職場に関連する対応』

を行った」が全体と比べて高い。 

○働き方の変更（医師の見通し）別にみると、働き方の変更が“一時的”に必要な人と“必要あり”

の人では、「何らかの『職場に関連する対応』を行った」が６割を超え、全体と比べて高い。 
 

図表 33.対応状況（複数回答） 

ⅰ．対応有無（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

                               ⅱ．対応内容（複数回答） 

               

仕事に関する連絡・調整、作業

病状の報告や復帰・復職のための準備・相談

仕事以外の職場に関する情報収集やコミュニケーション

産業医・産業保健スタッフとの相談や連絡

その他

78.8

36.0

23.9

10.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人（ⅰ：n=2,692、ⅱ：n=1,136）） 

 

 

何らかの「職場に関連

する対応」を行った

42.2%
いずれも行わなかった

54.5%

覚えていない

3.2%

無回答

0.1%
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＜ⅰ.対応有無（単数回答）＞             ＜ⅱ．対応内容（複数回答）＞ 

 

図表 34.現在の職業別 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

無回答

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

42.2 54.5 3.2 0.1 全体(n=1,136) 78.8 36.0 23.9 10.7 0.8

経営者・役員(n=118) 58.5 39.8 0.8 0.8 経営者・役員(n=69) 91.3 18.8 27.5 5.8 1.4

管理職(n=493) 52.9 45.2 1.8 - 管理職(n=261) 84.3 26.4 28.7 8.4 0.8

正社員(n=1,343) 44.5 51.7 3.6 0.2 正社員(n=597) 77.4 38.9 22.8 13.2 0.5

非正規社員(n=738) 28.3 67.9 3.8 - 非正規社員(n=209) 71.8 45.5 20.1 8.1 1.4

全体(n=2,692)

職

業

別
 

図表 35.従業員規模別 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

無回答

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

42.2 54.5 3.2 0.1 全体(n=1,136) 78.8 36.0 23.9 10.7 0.8

50人未満(n=616) 38.5 58.9 2.4 0.2 50人未満(n=237) 85.7 32.1 14.8 3.0 0.8

～300 人未満(n=674) 42.6 53.9 3.4 0.1 ～300 人未満(n=287) 77.7 36.2 26.8 7.3 0.7

～1,000 人未満(n=420) 48.6 48.8 2.6 - ～1,000 人未満(n=204) 79.4 34.8 27.5 6.4 0.5

～3,000 人未満(n=276) 43.1 54.7 2.2 - ～3,000 人未満(n=119) 73.9 43.7 27.7 14.3 0.8

3,000 人以上(n=575) 45.0 51.0 3.8 0.2 3,000 人以上(n=259) 77.2 35.1 26.6 22.8 0.8

従

業

員

規

模

別

全体(n=2,692)

 

図表 36.主な傷病別 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

無回答

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

42.2 54.5 3.2 0.1 全体(n=1,136) 78.8 36.0 23.9 10.7 0.8

がん(n=461) 42.5 54.2 3.3 - がん(n=196) 78.6 41.3 26.5 11.2 1.5

心疾患(n=314) 38.2 57.6 4.1 - 心疾患(n=120) 84.2 30.0 19.2 6.7 -

脳血管疾患(n=161) 45.3 50.3 3.1 1.2 脳血管疾患(n=73) 76.7 46.6 28.8 13.7 -

肝疾患(n=159) 44.0 52.8 3.1 - 肝疾患(n=70) 78.6 20.0 21.4 8.6 -

糖尿病等(n=591) 34.3 62.9 2.7 - 糖尿病等(n=203) 82.3 15.8 21.2 8.9 0.5

外傷・骨折(n=170) 57.6 39.4 1.8 1.2 外傷・骨折(n=98) 78.6 43.9 34.7 3.1 -

精神科疾患(n=305) 47.2 48.5 4.3 - 精神科疾患(n=144) 68.8 61.1 27.8 24.3 2.1

難病(n=418) 41.4 55.3 3.3 - 難病(n=173) 79.2 35.3 17.3 9.2 1.2

その他(n=113) 52.2 46.0 1.8 - その他(n=59) 83.1 33.9 23.7 6.8 -

全体(n=2,692)

主

な

傷

病

別

 

図表 37.通院頻度別 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

無回答

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

42.2 54.5 3.2 0.1 全体(n=1,136) 78.8 36.0 23.9 10.7 0.8

週に１回以上(n=183) 52.5 47.0 0.5 - 週に１回以上(n=96) 78.1 50.0 41.7 13.5 -

月２～3 回程度(n=296) 58.1 38.9 3.0 - 月２～3 回程度(n=172) 77.9 51.7 34.3 12.2 1.7

月に１回程度(n=1,007) 40.1 56.7 3.2 - 月に１回程度(n=404) 77.0 36.6 24.8 11.4 0.7

3か月1‐2回程度(n=938) 39.0 57.7 3.3 - 3か月1‐2回程度(n=366) 80.6 27.3 18.0 9.8 0.5

半年に１回程度(n=169) 36.1 59.2 4.7 - 半年に１回程度(n=61) 83.6 19.7 8.2 8.2 -

1年に1 回程度(n=95) 38.9 55.8 5.3 - 1年に1 回程度(n=37) 78.4 32.4 5.4 2.7 2.7

全体(n=2,692)

通

院

頻

度

別
 

図表 38. 働き方の変更（医師の見通し）別 
（参照：図表 49＜企業勤務以外の人、休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

何らかの

「職場に関

連する対

応」を行った

いずれも行

わなかった

覚えていな

い

無回答

n

仕事に関す

る連絡・調

整、作業

病状の報

告や復帰・

復職のため

の準備・相

談

仕事以外

の職場に関

する情報収

集やコミュニ

ケーション

産業医・産

業保健ス

タッフとの相

談や連絡

その他

41.6 55.1 3.3 0.0 全体(n=1,046) 80.1 33.2 23.5 10.3 0.8

必要なし(n=1,737) 39.8 57.3 2.9 - 必要なし(n=691) 80.6 28.7 18.7 9.4 1.0

一時的(n=260) 62.3 34.6 3.1 - 一時的(n=162) 74.7 50.0 36.4 13.0 -

必要あり(n=177) 61.6 35.6 2.8 - 必要あり(n=109) 82.6 44.0 39.4 14.7 -

分からない(n=340) 24.7 69.4 5.6 0.3 分からない(n=84) 83.3 23.8 17.9 7.1 1.2

全体(n=2,514)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し

)

別

 
（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

たで、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会

社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規

社員・非正規職員」と回答した人（ⅰ：n=2,692、ⅱ：n=1,136 ※各設問で絞り込みがある

場合は異なる）、単位：%） 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－
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②対応の頻度 

問 15-1. 通院・受診時の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行っていますか。 

 

○①で何らかの「職場に関連する対応」をした人（1,136人）に、その頻度を聞いたところ、『して

いる』（「いつもしている」「どきどきしている」の合計）は、“待ち時間”が 75.3%、“通院の

ための移動時間”が 64.4%、「透析や点滴など時間を要する治療や処置中」が 36.3%となっている。 
 

図表 39.対応の頻度（それぞれ、単数回答） 

27.0

24.1

16.1

37.5

51.2

20.2

0% 20% 40% 60% 80%

A.通院のための移動時間

(n=905)

B.待ち時間

(n=931)

C.透析や点滴など時間を要する治療や処置中

(n=590)

いつもしている

ときどきしている

64.4

75.3

36.3

 

（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人で、③何らかの「職場に関連する対応」をしたと回答

した人（n=1,136） 

    ※選択肢の「該当しない」はそれぞれ n数から除いて集計した） 
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③対応した場所 

問 15-2．通院・受診時の「職場に関連する対応」は、どこで行いましたか。 

 

○①で何らかの「職場に関連する対応」をした人（1,136人）に、通院・受診時に「職場に関連する

対応」をした医療機関の場所を聞いたところ、「待合室」が 50.1%、「談話室・喫茶室などの共有

スペース」が 24.8%、「電子機器の使用が認められた場所」が 24.7%となっている。 
 

図表 40.対応した場所（複数回答） 

50.1

24.8

24.7

15.4

14.2

13.5

9.5

4.1

0% 20% 40% 60%

待合室

談話室・喫茶室などの共有スペース

電子機器の使用が認められた場所

通院のために利用した交通機関内

その他病院内

喫茶店などの病院敷地外

検査や治療を受けている場所

その他

 

（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人で、③何らかの「職場に関連する対応」をしたと回答

した人（n=1,136）） 
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④活用したツール 

問 15-3．通院・受診時の「職場に関連する対応」を、何を使って行いましたか。 

 

○①で何らかの「職場に関連する対応」をした人（1,136人）に、通院・受診時に何らかの「職場に

関連する対応」をする際に活用したツールを聞いたところ、「スマートフォン、携帯電話」が約９

割を占めて最も高く、次いで、「ノートパソコン」が１割超で続いている。 
 

図表 41.活用したツール（複数回答） 

89.3

11.1

7.6

5.2

3.0

0.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォン、携帯電話

ノートパソコン

タブレット端末

紙媒体

公衆電話

その他の電子機器

その他

 
（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人で、③何らかの「職場に関連する対応」をしたと回答

した人（n=1,136）） 
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⑤意向の有無 

問 16．通院・受診時に、「職場に関連する対応」をしたいと思いますか。 

 

○①でいずれの「職場に関連する対応」もしていない人（1,466人）に、通院・受診時に何らかの「職

場に関連する対応」をしたかったか聞いたところ、「したいと思わない」が 46.5%、「どちらとも

いえない」が 40.9%、「したいと思う」が 9.8%となっている。 
 

図表 42.意向の有無（単数回答） 

したいと思う

9.8%

どちらともいえない

40.9%

したいと思わない

46.5%

無回答

2.9%

 
（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人で、③いずれの「職場に関連する対応」もしていない

と回答した人（n=1,466）） 

 

－ 52 －



 

 

⑥ 意向があったにも関わらず対応しなかった理由 

問 17．通院時・受診時に「職場に関連する対応」をしたいと思うのにもかかわらず、あなたが、それをしない理由を教

えて下さい。 

 

○⑤で何らかの「職場に関連する対応」をする意向があったにも関わらず、いずれの対応もしなかっ

た人（143人）に、その理由を聞いたところ、「職場以外でできる仕事ではない」が４割超で最も

高く、次いで「病院にいる時間が短いから」が２割超で続いている。 
 

図表 43.対応しなかった理由（複数回答） 

42.0

23.1

15.4

14.0

10.5

2.8

16.1

0% 20% 40% 60%

職場以外でできる仕事ではない

病院にいる時間が短いから

療養に専念すべきだから

病院内の環境が整っていない

体調や治療の状況が許さない

その他

特に理由はない

 
（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷病で入院経験はない）」と回答し

た人で、②現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」

「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非

正規社員・非正規職員」と回答した人で、③いずれの「職場に関連する対応」もしていない

人で、④「職場に関連する対応」を「したいと思う」と回答した人（n=143） 

    ※「特に理由はない」のみ排他項目） 
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87.9

24.1

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場の上司と話し合っている

人事・労務担当者と話し合っている

産業医や産業保健スタッフと話し合っている

４ 治療と仕事の関係＜企業勤務のみ＞ 

（１）勤務先との相談状況 

問 18．今後の病状の見通しや働き方について、勤務先と話し合っていますか。 

 

○現在、企業に勤めていて仕事に復帰している人（2,561人）のうち、勤務先と何らか話し合ってい

る人は５割超となっている。 

○話し合っている人（1,331人）としては、「職場の上司と話し合っている」が９割近く、「人事・

労務担当者と話し合っている」が２割半ばとなっている。 

○従業員規模別にみると、“3,000人以上”では「産業医や産業保健スタッフと話し合っている」が

３割超で、従業員規模が大きいと比率が高くなる傾向がみられる。 

○主な傷病別にみると、“がん”では「話し合っている」が６割半ばと、全体と比べて高い。 

○通院頻度別にみると、“週に１回以上”“月２～３回程度”では「話し合っている」がそれぞれ７

割超、６割半ばと、“月に１回程度”以下の頻度の人と比べて高い。 

○働き方の変更（医師の見通し）別にみると、変更が“一時的”に必要な人と“必要あり”の人では

「話し合っている」（それぞれ 78.8%、69.9%）が“必要なし”（50.3%）よりも高い。 
 

図表 44.勤務先との相談状況（複数回答） 

ⅰ.勤務先との相談有無（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

                            ⅱ.勤務先との相談状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、②復帰状況・勤務状況について「復帰している・働いている」

と回答した人（ⅰ：n=2,561、ⅱ．n=1,331）） 

 

 

話し合っている

52.0%

話し合う必要はあるが、

まだ話し合っていない

9.4%

話し合う必要がない

38.6%
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＜ⅰ.勤務先との相談有無（単数回答）＞        ＜勤務先との相談状況（複数回答）＞ 

 

図表 45.従業員規模別 

 

n

話し合って

いる

話し合う必

要はある

が、まだ話

し合ってい

ない

話し合う必

要がない

n

職場の上

司と話し

合っている

人事・労務

担当者と話

し合ってい

る

産業医や

産業保健

スタッフと話

し合ってい

る

52.0 9.4 38.6 全体(n=1,331) 87.9 24.1 18.0

50人未満(n=591) 45.2 9.5 45.3 50人未満(n=267) 90.3 22.1 3.4

～300 人未満(n=637) 49.1 10.2 40.7 ～300 人未満(n=313) 89.1 23.3 9.9

～1,000 人未満(n=409) 57.5 9.3 33.3 ～1,000 人未満(n=235) 84.3 31.1 20.9

～3,000 人未満(n=262) 56.1 7.6 36.3 ～3,000 人未満(n=147) 86.4 29.9 25.9

3,000 人以上(n=539) 60.7 8.5 30.8 3,000 人以上(n=327) 87.5 20.5 33.3

わからない(n=117) 33.3 12.8 53.8 わからない(n=39) 94.9 10.3 10.3

全体(n=2,561)

従

業

員

規

模

別

 

図表 46.傷病別 

n

話し合って

いる

話し合う必

要はある

が、まだ話

し合ってい

ない

話し合う必

要がない

n

職場の上

司と話し

合っている

人事・労務

担当者と話

し合ってい

る

産業医や

産業保健

スタッフと話

し合ってい

る

52.0 9.4 38.6 全体(n=1,331) 87.9 24.1 18.0

がん(n=424) 64.9 6.8 28.3 がん(n=275) 92.4 28.4 20.0

心疾患(n=314) 56.7 9.2 34.1 心疾患(n=178) 89.9 19.1 16.3

脳血管疾患(n=158) 60.1 8.9 31.0 脳血管疾患(n=95) 85.3 28.4 17.9

肝疾患(n=152) 48.7 7.2 44.1 肝疾患(n=74) 81.1 17.6 21.6

糖尿病等(n=581) 38.9 7.6 53.5 糖尿病等(n=226) 81.0 22.6 23.5

外傷・骨折(n=151) 60.9 8.6 30.5 外傷・骨折(n=92) 93.5 28.3 7.6

精神科疾患(n=278) 48.9 13.7 37.4 精神科疾患(n=136) 86.8 25.0 24.3

難病(n=401) 51.4 13.0 35.7 難病(n=206) 89.8 23.3 13.1

その他(n=102) 48.0 10.8 41.2 その他(n=49) 87.8 20.4 6.1

全体(n=2,561)

主

な

傷

病

別

 

図表 47.通院頻度別（参照：図表 31＜仕事に復帰していない人を除く＞） 

n

話し合って

いる

話し合う必

要はある

が、まだ話

し合ってい

ない

話し合う必

要がない

n

職場の上

司と話し

合っている

人事・労務

担当者と話

し合ってい

る

産業医や

産業保健

スタッフと話

し合ってい

る

51.5 9.5 39.0 全体(n=1,294) 87.9 23.6 17.9

週に１回以上(n=142) 71.1 8.5 20.4 週に１回以上(n=101) 92.1 35.6 15.8

月２～3 回程度(n=245) 65.3 11.0 23.7 月２～3 回程度(n=160) 88.1 25.0 19.4

月に１回程度(n=944) 49.7 11.2 39.1 月に１回程度(n=469) 87.6 26.9 18.6

3か月1‐2回程度(n=920) 49.0 7.6 43.4 3か月1‐2回程度(n=451) 87.8 18.2 16.6

半年に１回程度(n=169) 42.0 10.7 47.3 半年に１回程度(n=71) 87.3 21.1 22.5

1年に1 回程度(n=93) 44.1 6.5 49.5 1年に1 回程度(n=41) 82.9 14.6 17.1

全体(n=2,514)

通

院

頻

度

別
 

図表 48.働き方の変更（医師の見通し）別 

n

話し合って

いる

話し合う必

要はある

が、まだ話

し合ってい

ない

話し合う必

要がない

n

職場の上

司と話し

合っている

人事・労務

担当者と話

し合ってい

る

産業医や

産業保健

スタッフと話

し合ってい

る

52.0 9.4 38.6 全体(n=1,331) 87.9 24.1 18.0

必要なし(n=1,759) 50.3 6.5 43.1 必要なし(n=885) 88.4 21.4 17.2

一時的(n=273) 78.8 11.0 10.3 一時的(n=215) 88.4 32.6 23.3

必要あり(n=186) 69.9 17.7 12.4 必要あり(n=130) 83.8 37.7 20.8

分からない(n=343) 29.4 18.4 52.2 分からない(n=101) 88.1 12.9 10.9

全体(n=2,561)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し

)

別  

（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、②復帰状況・勤務状況について「復帰している・働いている」

と回答した人（ⅰ：n=2,561、ⅱ．n=1,331 ※各設問で絞り込みがある場合は異なる）、単

位：%） 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 55 －



 

 

（２）仕事に関する医師の見通し 

問 19．仕事の制限について、医師から、今後の見通しをどのように聞いていますか。 

 

○現在、企業に勤めていて仕事に復帰している人（2,561人）のうち、『働き方を変える必要がある』

（「一時的に働き方を変える必要がある」と「働き方を変える必要がある」の合計）は２割近く、

「働き方を変える必要はない」が 68.7%、「分からない、聞いていない」が 13.4%となっている。 
 

図表 49.仕事に関する医師の見通し（単数回答） 

働き方を変える必要

はない

68.7%

一時的に働き方を変

える必要がある

10.7%

働き方を変える必要がある

7.3%

分からない、聞いていない

13.4%

 
（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、②復帰状況・勤務状況について「復帰している・働いている」

と回答した人（n=2,561）） 

 

－ 56 －



 

 

時間帯や長時間継続して働くなど、
勤務時間に支障がある

通勤や移動に支障がある

外勤や出張に支障がある

長期的なプロジェクト等を担うことが難しい

温湿度・匂い・段差など、職場の環境面に支障がある

その他

57.5

31.0

26.6

18.6

16.5

10.7

0% 20% 40% 60% 80%

（３）仕事への支障 

問 20．傷病のために、仕事に支障が出ていると思いますか。 

 

○現在、企業に勤めていて仕事に復帰している人（2,561人）のうち、「特に支障はなく、これまで

通り働ける」が 66.0%、「何らかの支障がある人」は３割半ばとなっている。 

○何らかの支障がある人（871人）のうち、仕事への支障内容としては、「時間帯や長時間継続して

働くなど、勤務時間に支障がある」が６割近くで最も高く、「通勤や移動に支障がある」が３割超

となっている。 
 

図表 50.仕事への支障（複数回答） 

ⅰ．仕事への支障の有無（単数回答） 

 

 

 

                     ⅱ．支障の内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、②復帰状況・勤務状況について「復帰している・働いている」

と回答した人（ⅰ：n=2,561、ⅱ：n=871）） 

 

何らかの支障がある

34.0%

特に支障はなく、これ

まで通り働ける

66.0%
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 （４）治療等への支障 

問 21．仕事のために、治療や服薬に支障が出ていると思いますか。 

 

○現在、企業に勤めていて仕事に復帰している人（2,561人）のうち、仕事のために治療や服薬に支

障が出ているか聞いたところ、「支障はない」が 64.2%、「ときどき支障がある」が 24.2%、「支

障がある」が 6.2%となっている。 
 

図表 51.治療等への支障（単数回答） 

支障がある

6.2%

ときどき支障がある

24.2%

支障はない

64.2%

わからない

5.5%

 
（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、②復帰状況・勤務状況について「復帰している・働いている」

と回答した人（n=2,561）） 

 

（５）テレワーク制度の有無 

問 22．あなたの勤め先には、在宅勤務やサテライトオフィス勤務など、職場以外でも仕事ができる制度がありますか。 

 

○現在、企業に勤めている人（2,862人）にテレワーク制度の有無について聞いたところ、制度が「な

い」が 77.5%、制度が「ある」が 14.7%となっている。 
 

図表 52.テレワーク制度の有無（単数回答） 

ある

14.7%

ない

77.5%

わからない

7.7%

無回答

0.1%

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人（n=2,862）） 

－ 58 －



 

 

（６）テレワーク制度の活用意向 

問 23．在宅勤務やサテライトオフィス勤務の制度があれば、あなたは治療と仕事の両立のために活用したいですか。 

 

○現在、企業に勤めている人（2,862人）に、テレワーク制度があれば治療と仕事の両立のために活

用したいか聞いたところ、「活用したい」が 40.9%、「活用したくない」が 16.7%、「どちらとも

いえない」が 40.5%、「すでに活用している」が 1.9%となっている。 

○主な傷病別にみると、“外傷・骨折”では「活用したい」が過半数を占め、全体と比べて高い。 

○直近の入院期間別にみると、“61日より長期”では「活用したい」が過半数を占め、“３日以内”

“～７日以内”と比べて高い。 

○通院頻度別にみると、“週に１回以上”“月２～３回程度”では「活用したい」が全体と比べて高

い。 

○働き方の変更（医師の見通し）別にみると、働き方の変更が“一時的”に必要な人、“必要あり”

の人では、「活用したい」（それぞれ 48.0%、57.0%）が“必要なし”（37.4%）と比べて高い。 
 

図表 53.テレワーク制度の活用意向（単数回答） 

活用したい

40.9%

活用したくない

16.7%

どちらともいえない

40.5%

すでに活用している

1.9%

無回答

0.1%

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人（n=2,862）） 

 

図表 54.現在の職業別 

n

活用したい 活用したく

ない

どちらともい

えない

すでに活用

している

無回答

40.9 16.7 40.5 1.9 0.1

経営者・役員(n=130) 33.1 19.2 41.5 5.4 0.8

管理職(n=539) 46.0 15.0 36.9 2.0 -

正社員(n=1,430) 41.5 17.1 39.5 1.7 0.1

非正規社員(n=763) 37.4 16.8 44.6 1.3 -

職

業

別

全体(n=2,862)

 

図表 55.従業員規模別 

n

活用したい 活用したく

ない

どちらともい

えない

すでに活用

している

無回答

40.9 16.7 40.5 1.9 0.1

50人未満(n=647) 36.2 15.8 45.1 2.8 0.2

～300 人未満(n=710) 41.7 15.4 41.8 1.1 -

～1,000 人未満(n=450) 40.2 16.0 42.0 1.6 0.2

～3,000 人未満(n=305) 44.6 18.0 35.7 1.6 -

3,000 人以上(n=614) 44.6 19.2 33.9 2.1 0.2

わからない(n=129) 36.4 16.3 45.7 1.6 -

全体(n=2,862)

従

業

員

規

模

別

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－
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図表 56.主な傷病別 

n

活用したい 活用したく

ない

どちらともい

えない

すでに活用

している

無回答

40.9 16.7 40.5 1.9 0.1

がん(n=517) 42.6 14.7 41.0 1.7 -

心疾患(n=332) 34.9 22.3 40.7 2.1 -

脳血管疾患(n=182) 39.6 19.2 39.0 1.6 0.5

肝疾患(n=159) 35.8 17.0 45.9 1.3 -

糖尿病等(n=601) 34.6 20.5 42.6 2.3 -

外傷・骨折(n=182) 51.1 14.3 31.9 2.2 0.5

精神科疾患(n=308) 43.2 16.2 38.6 1.9 -

難病(n=431) 47.6 12.3 39.2 0.9 -

その他(n=150) 44.0 9.3 43.3 2.7 0.7

全体(n=2,862)

主

な

傷

病

別

 

図表 57.直近の入院期間別（参照：図 13＜直近（過去５年以内）の入院経験のある人のみ＞） 

n
活用したい 活用したく

ない

どちらともい

えない

すでに活用

している

無回答

43.7 16.2 38.8 1.2 0.1

３日以内(n=104) 37.5 18.3 43.3 1.0 -

～７日以内(n=229) 36.7 21.4 40.2 1.7 -

～14日以内(n=250) 46.0 16.8 35.6 1.6 -

～30日以内(n=191) 44.0 14.7 41.4 - -

31日～60日(n=101) 49.5 8.9 39.6 1.0 1.0

61日より長期(n=115) 53.0 11.3 33.9 1.7 -

全体(n=990)

入

院

期

間

別
 

図表 58.通院頻度別（参照：図表 31＜現在、通院している人のみ＞） 

n
活用したい 活用したく

ない

どちらともい

えない

すでに活用

している

無回答

40.2 17.0 40.9 1.9 0.1

週に１回以上(n=183) 58.5 6.6 32.8 1.6 0.5

月２～3 回程度(n=296) 48.0 14.2 35.8 2.0 -

月に１回程度(n=1,007) 38.2 18.1 41.3 2.4 -

3か月1‐2回程度(n=938) 36.8 18.3 43.2 1.7 -

半年に１回程度(n=169) 36.7 19.5 43.2 0.6 -

1年に1 回程度(n=95) 42.1 15.8 42.1 - -

通

院

頻

度

全体(n=2,692)

 
図表 59. 働き方の変更（医師の見通し）別 

（参照：図表 49＜休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

活用したい 活用したく

ない

どちらともい

えない

すでに活用

している

無回答

39.7 17.3 41.1 1.9 -

必要なし(n=1,759) 37.4 18.6 42.5 1.5 -

一時的(n=273) 48.0 15.4 34.4 2.2 -

必要あり(n=186) 57.0 11.3 28.0 3.8 -

分からない(n=343) 35.3 15.5 46.4 2.9 -

全体(n=2,561)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し

)

別

 
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員

等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答した人（n=2,862）） 

 

図表 60. テレワーク制度の有無とテレワークと仕事の親和性別（参照：図表 8、図表 52） 

n

すでに活用

している

活用したい どちらともい

えない

活用したく

ない

テレワーク制度あり(n=422) 10.7 52.1 21.6 15.6

テレワークできる仕事(n=295) 14.9 62.4 13.2 9.5

テレワークできない仕事(n=94) 1.1 26.6 36.2 36.2

分からない(n=33) - 33.3 54.5 12.1

テレワーク制度なし(n=2,217) 0.1 39.7 42.8 17.3

テレワークできる仕事(n=380) 0.3 58.9 28.9 11.8

テレワークできない仕事(n=1,512) 0.1 34.3 45.8 19.8

分からない(n=316) - 43.0 45.3 11.7

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性

 
 

（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、テレワーク制度有無とテレワークとの親和性別に聞いた、単

位：%） 

10.7

14.9

1.1

-

52.1

62.4

26.6

33.3

21.6

13.2

36.2

54.5

15.6

9.5

36.2

12.1

0% 50% 100%

テレワークできる仕事
(n=295)

テレワークできない仕事
(n=94)

分からない
(n=33)

○テレワーク制度あり

（n=422）

テ
レ
ワ
ー
ク
と

仕
事
の
親
和
性

0.1

0.3

0.1

-

39.7

58.9

34.3

43.0

42.8

28.9

45.8

45.3

17.3

11.8

19.8

11.7

0% 50% 100%

テレワークできる仕事
(n=380)

テレワークできない仕事
(n=1,512)

分からない
(n=316)

すでに活用している 活用したい どちらともいえない 活用したくない

テ
レ
ワ
ー
ク
と

仕
事
の
親
和
性

○テレワーク制度なし

（n=2,217）

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 60 －



 

 

（７）テレワーク制度を活用するために必要な支援 

問 23-1．在宅勤務やサテライトオフィス勤務制度について、あなたは、どんな支援があれば活用しやすいですか。 

 

○（６）でテレワーク制度を治療と仕事の両立のために活用したいと回答した人（2,381人）のうち、

約７割はテレワーク制度を活用するために何らかの必要な支援があると回答し、「特になし」は約

３割となっている。 

○何らかの支援を求めている人（1,661人）のうち、必要な支援としては「必要な機器の貸与」が67.4%、

「自宅での作業環境の整備」が 66.8%となっている。 
 

図表 61.テレワーク制度を活用するために必要な支援（複数回答） 

ⅰ．支援の希望有無（単数回答） 

 

 

 

 

 

                         

                            

                          ⅱ．必要な支援内容（複数回答） 

67.4

66.8

28.1

25.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

必要な機器の貸与

自宅での作業環境の整備

会社所有のサテライトオフィスの整備

自宅近くのサテライトオフィスの紹介や
使用等に対する助成

その他

 
（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、②治療との両立のためにテレワーク制度を「活用したい」「ど

ちらともいえない」「すでに活用している」と回答した人（ⅰ：n=2,381、ⅱ：n=1,661）） 

 

支援の希望あり

69.8%

特になし

30.2%

－ 61 －



 

 

＜ⅰ．支援の希望有無（単数回答）＞       ＜必要な支援内容（複数回答）＞ 

 

図表 62.主な傷病別 

n

支援の希

望あり

特になし

n

必要な機

器の貸与

自宅での作

業環境の

整備

会社所有

のサテライト

オフィスの整

備

自宅近くの

サテライトオ

フィスの紹

介や使用

等に対する

助成

その他

69.8 30.2 全体(n=1,661) 67.4 66.8 28.1 25.5 3.1

がん(n=441) 70.1 29.9 がん(n=309) 70.2 64.1 26.9 22.3 3.2

心疾患(n=258) 66.3 33.7 心疾患(n=171) 66.7 71.3 32.2 25.7 3.5

脳血管疾患(n=146) 71.2 28.8 脳血管疾患(n=104) 67.3 66.3 29.8 23.1 2.9

肝疾患(n=132) 69.7 30.3 肝疾患(n=92) 63.0 63.0 30.4 20.7 1.1

糖尿病等(n=478) 63.0 37.0 糖尿病等(n=301) 67.8 62.8 25.9 23.3 2.0

外傷・骨折(n=155) 74.2 25.8 外傷・骨折(n=115) 68.7 67.8 27.0 20.0 3.5

精神科疾患(n=258) 71.7 28.3 精神科疾患(n=185) 70.8 74.1 27.6 28.1 2.2

難病(n=378) 73.3 26.7 難病(n=277) 63.9 70.0 29.2 31.4 4.0

その他(n=135) 79.3 20.7 その他(n=107) 65.4 59.8 27.1 33.6 5.6

全体(n=2,381)

主

な

傷

病

別

 

図表 63. 働き方の変更（医師の見通し）別（参照：図表 49＜休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

支援の希

望あり

特になし

n

必要な機

器の貸与

自宅での作

業環境の

整備

会社所有

のサテライト

オフィスの整

備

自宅近くの

サテライトオ

フィスの紹

介や使用

等に対する

助成

その他

69.0 31.0 全体(n=1,460) 66.9 66.4 28.6 26.0 2.8

必要なし(n=1,431) 67.7 32.3 必要なし(n=969) 67.8 64.1 25.4 23.4 3.1

一時的(n=231) 77.9 22.1 一時的(n=180) 66.1 75.6 33.3 27.2 2.2

必要あり(n=165) 80.6 19.4 必要あり(n=133) 65.4 72.9 44.4 30.8 2.3

分からない(n=290) 61.4 38.6 分からない(n=178) 64.0 65.2 29.2 35.4 2.2

全体(n=2,117)

働

き

方

の

変

更

（

医

師

の

見

通

し

）

別  

図表 64.直近の入院期間別（参照：図表 13＜直近（過去５年以内）の入院経験のある人のみ＞） 

n

支援の希

望あり

特になし

n

自宅での作

業環境の

整備

必要な機

器の貸与

会社所有

のサテライト

オフィスの整

備

自宅近くの

サテライトオ

フィスの紹

介や使用

等に対する

助成

その他

71.3 28.7 全体(n=591) 68.5 67.9 30.8 23.9 3.7

３日以内(n=85) 67.1 32.9 ３日以内(n=57) 71.9 63.2 28.1 19.3 3.5

～７日以内(n=180) 65.0 35.0 ～７日以内(n=117) 61.5 64.1 26.5 29.9 1.7

～14日以内(n=208) 76.9 23.1 ～14日以内(n=160) 72.5 65.0 30.0 20.0 2.5

～30日以内(n=163) 70.6 29.4 ～30日以内(n=115) 63.5 70.4 37.4 27.8 6.1

31日～60日(n=91) 72.5 27.5 31日～60日(n=66) 65.2 74.2 24.2 22.7 4.5

61日より長期(n=102) 74.5 25.5 61日より長期(n=76) 78.9 73.7 36.8 21.1 5.3

全体(n=829)

直

近

の

入

院

期

間

別

 

図表 65.通院頻度別（参照：図表 31＜現在、通院している人のみ＞） 

n

支援の希

望あり

特になし

n

必要な機

器の貸与

自宅での作

業環境の

整備

会社所有

のサテライト

オフィスの整

備

自宅近くの

サテライトオ

フィスの紹

介や使用

等に対する

助成

その他

69.4 30.6 全体(n=1,548) 67.0 66.9 28.0 25.6 3.0

週に１回以上(n=170) 74.7 25.3 週に１回以上(n=127) 72.4 68.5 31.5 27.6 3.9

月２～3 回程度(n=254) 76.4 23.6 月２～3 回程度(n=194) 67.5 69.1 29.9 25.3 5.7

月に１回程度(n=825) 67.9 32.1 月に１回程度(n=560) 67.9 70.7 27.0 25.2 2.3

3か月1‐2回程度(n=766) 68.0 32.0 3か月1‐2回程度(n=521) 66.6 62.8 29.2 26.1 2.9

半年に１回程度(n=136) 63.2 36.8 半年に１回程度(n=86) 64.0 65.1 24.4 24.4 1.2

1年に1 回程度(n=80) 73.8 26.3 1年に1 回程度(n=59) 54.2 59.3 20.3 23.7 1.7

全体(n=2,232)

通

院

頻

度

別
 

（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・

団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・

非正規職員」と回答した人で、②治療との両立のためにテレワーク制度を「活用したい」「ど

ちらともいえない」「すでに活用している」と回答した人（ⅰ：n=2,381、ⅱ：n=1,661     

※各設問で絞り込みがある場合は異なる）、単位：%） 

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 62 －



 

 

５ 病院におけるテレワークのニーズ 

（１）入院中・自宅療養中の「職場に関連する対応」の意向 

①「職場に関連する対応」の意向 

問 24．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）に、病院で「職場に関連する対応」をすることを、どう思いま

すか。 

 

○全回答者（2,995人）に、入院中・自宅療養中に「職場に関連する対応」を医療機関でしたいか聞

いたところ、「病院でも、対応できる方がよい」が 42.3%、「病院では、対応できない方がよい」

が 17.5%、「どちらともいえない」が 40.2%となっている。 

○現在の職業別にみると、“経営者・役員”では「病院でも対応できる方がよい」が過半数を占め、

全体と比べて高い。 

○主な傷病別にみると、“外傷・骨折”では「病院でも対応できる方がよい」が５割半ばで、全体と

比べて高い。 

○働き方の変更（医師の見通し）別にみると、働き方の変更が“一時的”に必要な人では「病院でも

対応できる方がよい」が過半数を占め、全体と比べて高い。 
 

図表 66.入院中に「職場に関連する対応」をする意向（単数回答） 

病院でも、対応できる

方がよい

42.3%

どちらともいえない

40.2%

病院では、対応できな

い方がよい

17.5% 無回答

0.0%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 

 

－ 63 －



 

 

図表 67.現在の職業別 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

42.3 40.2 17.5 0.0

経営者・役員(n=130) 53.8 34.6 11.5 -

管理職(n=539) 48.8 33.4 17.8 -

正社員(n=1,430) 41.5 40.0 18.5 0.1

非正規社員(n=763) 36.0 46.0 18.0 -

全体(n=2,995)

職

業

別
 

図表 68.主な傷病別 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

42.3 40.2 17.5 0.0

がん(n=546) 43.8 37.5 18.7 -

心疾患(n=341) 38.7 39.9 21.4 -

脳血管疾患(n=196) 49.0 37.2 13.8 -

肝疾患(n=162) 38.3 43.2 18.5 -

糖尿病等(n=616) 37.8 42.7 19.5 -

外傷・骨折(n=186) 56.5 36.0 7.5 -

精神科疾患(n=332) 39.2 42.2 18.7 -

難病(n=455) 44.4 40.4 15.2 -

その他(n=161) 42.2 41.0 16.1 0.6

全体(n=2,995)

主

な

傷

病

別

 

図表 69.従業員規模別（参照：図表 5＜自営業など企業勤務以外の人を除く＞） 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

42.0 40.1 17.9 0.0

50人未満(n=647) 42.3 42.3 15.3 -

～300 人未満(n=710) 43.1 39.3 17.6 -

～1,000 人未満(n=450) 40.9 39.3 19.6 0.2

～3,000 人未満(n=305) 42.6 39.0 18.4 -

3,000 人以上(n=614) 42.3 36.6 21.0 -

従

業

員

規

模

別

全体(n=2,862)

 
図表 70.直近の入院期間別（参照：図表 13＜直近（過去５年以内）の入院経験のある人のみ＞） 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

47.6 36.0 16.4 -

３日以内(n=107) 43.0 37.4 19.6 -

～７日以内(n=237) 44.3 39.2 16.5 -

～14日以内(n=257) 49.8 32.3 17.9 -

～30日以内(n=206) 46.1 35.9 18.0 -

31日～60日(n=107) 50.5 37.4 12.1 -

61日より長期(n=116) 53.4 35.3 11.2 -

全体(n=1,030)

入

院

期

間

 

図表 71. 働き方の変更（医師の見通し）別 

（参照：図表 49＜企業勤務以外の人、休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

41.2 40.9 18.0 -

必要なし(n=1,759) 41.1 40.5 18.4 -

一時的(n=273) 52.7 34.4 12.8 -

必要あり(n=186) 46.2 33.9 19.9 -

分からない(n=343) 29.4 51.6 19.0 -

全体(n=2,561)

働

き

方

の

変

更

（

医

師

の

見

通

し

）

別

 
 

（対象：全回答者（n=2,995 ※各設問で絞り込みがある場合は異なる）、単位：%） 

 

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 64 －



 

 

②「職場に関連する対応」ができる方がよい理由 

問 24-1．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）に、病院でも「職場に関連する対応」ができる方がよいと思

う理由は何ですか。 

 

○①で入院中・自宅療養中に医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよいと思うと回答した

人（1,267人）に、その理由を聞いたところ、「仕事を中断しなくて済む」が 61.0%で最も高い。 
 

図表 72.よい理由（複数回答） 

61.0

45.2

44.0

38.2

34.0

1.1

2.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80%

仕事を中断しなくて済む

（自分の病気や治療で生じた）
職場の負担を軽減できる

復職に向けた準備ができる

治療が疎かになることはない

会社や職場の様子を知ることができる

その他

特に理由はない

無回答

  
（対象：入院中等の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」と回答し

た人（n=1,267） 

    ※「特に理由はない」のみ排他項目） 

 

図表 73. テレワーク制度の有無とテレワークと仕事の親和性別（参照：図表 8、図表 52） 

n

仕事を中

断しなくて

済む

治療が疎か

になることは

ない

（自分の

病気や治

療で生じ

た）職場の

負担を軽

減できる

復職に向け

た準備がで

きる

会社や職

場の様子を

知ることが

できる

その他 特に理由は

ない

無回答

テレワーク制度あり(n=242) 71.5 44.6 44.6 36.8 34.3 1.2 2.5 -

テレワークできる仕事 (n=184) 76.1 48.4 44.6 32.6 33.2 0.5 3.3 -

テレワークできない仕事 (n=39) 56.4 28.2 38.5 41.0 33.3 5.1 - -

分からない (n=19) 57.9 42.1 57.9 68.4 47.4 - - -

テレワーク制度なし(n=887) 59.1 37.1 45.5 43.7 32.7 0.9 2.3 0.1

テレワークできる仕事 (n=198) 69.7 33.8 46.5 39.4 34.3 1.0 2.0 -

テレワークできない仕事 (n=583) 54.9 37.0 43.6 45.3 33.1 0.9 2.6 -

分からない (n=104) 62.5 43.3 54.8 43.3 27.9 1.0 1.0 -

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性  
 

（対象：入院中等の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」と回答し

た人で、テレワーク制度の有無・テレワークと仕事の親和性別に聞いた、単位：%） 

 

仕事を中断しなくて済む

（自分の病気や治療で生じた）
職場の負担を軽減できる

復職に向けた準備ができる

治療が疎かになることはない

会社や職場の様子を知ることができる

その他

特に理由はない

無回答

25.8

19.1

18.6

16.2

14.4

0.5

1.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80%

全回答者
（n=2,995）

■参考：全回答者に占める割合 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 65 －



 

 

 ③「職場に関連する対応」ができるとよい病院の場所 

問 24-2．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）に、病院のどこで「職場に関連する対応」ができるとよいと

思いますか。 

 

○①で入院中・自宅療養中に医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよいと思うと回答した

人（1,267人）に、医療機関のどこで対応できるとよいか聞いたところ、「病室（個室）」が 53.6%、

「談話室などの入院病棟の共有スペース」が45.1%、「仕事をする人のための専用スペース」が35.9%

となっている。 
 

図表 74.「職場に関連する対応」ができるとよい場所（複数回答） 

53.6

45.1

35.9

29.0

24.9

12.0

0.8

0.1

0% 20% 40% 60%

病室（個室）

談話室などの入院病棟の共有スペース

仕事をする人のための専用スペース

病室（相部屋）

待合室などの入院病棟以外の院内

喫茶店などの病院敷地外

その他

無回答

  

（対象：入院時等の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」と回答し

た人（n=1,267）） 

 

 

22.7

19.1

15.2

12.3

10.5

5.1

0.3

0.0

0% 20% 40% 60%

病室（個室）

談話室などの入院病棟の共有スペース

仕事をする人のための専用スペース

病室（相部屋）

待合室などの入院病棟以外の院内

喫茶店などの病院敷地外

その他

無回答
全回答者
（n=2,995）

■参考：全回答者に占める割合 

－ 66 －



 

 

④「職場に関連する対応」ができないほうがよいと思う理由 

問 24-3．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）は、病院では「職場に関連する対応」ができない方がよいと

思う理由は何ですか。 

 

○①で入院中・自宅療養中に医療機関で「職場に関連する対応」ができない方がよいと思うと回答し

た人（523人）に、その理由を聞いたところ、「療養に専念すべきである」が 72.5%で最も高い。 
 

図表 75.できない方がよい理由（複数回答） 

72.5

26.2

25.0

22.4

16.4

12.8

4.4

2.1

9.2

0% 20% 40% 60% 80%

療養に専念すべきである

他の患者に迷惑をかけるおそれがある

職場以外でできる仕事ではない

病状に拘わらず、仕事をすることを求められるようになる

企業情報が外部へ出てしまうおそれがある

病院内は電子機器の使用が禁止されている

会社から、仕事をすることを禁止されている

その他

特に理由はない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（対象：入院時等の「職場に関連する対応」について、「病院では、対応できない方がよい」と回答

した人（n=523） 

    ※「特に理由はない」のみ排他項目） 

 

療養に専念すべきである

他の患者に迷惑をかけるおそれがある

職場以外でできる仕事ではない

病状に拘わらず、仕事をすることを
求められるようになる

企業情報が外部へ出てしまうおそれがある

病院内は電子機器の使用が禁止されている

会社から、仕事をすることを禁止されている

その他

特に理由はない

12.7

4.6

4.4

3.9

2.9

2.2

0.8

0.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

全回答者
（n=2,995）

■参考：全回答者に占める割合 

－ 67 －



 

 

（２）通院時の「職場に関連する対応」の意向 

①「職場に関連する対応」の意向 

問 25．働きながら通院する際に、病院で「職場に関連する対応」をすることを、どう思いますか。 

 

○全回答者（2,995人）に通院時に「職場に関連する対応」を医療機関でしたいか聞いたところ、「病

院でも、対応できる方がよい」が 39.9%、「病院では、対応できない方がよい」が 16.5%、「どち

らともいえない」が 43.5%となっている。 

○傷病別にみると、“外傷・骨折”では「病院でも対応できる方がよい」が過半数を占め、全体と比

べて高い。 
 

図表 76.通院時に「職場に関連する対応」をする意向（単数回答） 

病院でも、対応できる

方がよい

39.9%

どちらともいえない

43.5%

病院では、対応できな

い方がよい

16.5%

無回答

0.1%

 

（対象：全回答者（n=2,995）） 

 

図表 77.現在の職業別 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

39.9 43.5 16.5 0.1

経営者・役員(n=130) 49.2 39.2 11.5 -

管理職(n=539) 44.9 38.2 16.9 -

正社員(n=1,430) 39.3 43.4 17.2 0.1

非正規社員(n=763) 34.6 48.2 17.0 0.1

全体(n=2,995)

職

業

別
 

図表 78.主な傷病別 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

39.9 43.5 16.5 0.1

がん(n=546) 40.3 41.8 17.9 -

心疾患(n=341) 33.1 44.0 22.9 -

脳血管疾患(n=196) 41.8 44.9 13.3 -

肝疾患(n=162) 34.6 48.8 16.7 -

糖尿病等(n=616) 37.3 46.1 16.4 0.2

外傷・骨折(n=186) 50.0 42.5 7.5 -

精神科疾患(n=332) 42.2 41.3 16.3 0.3

難病(n=455) 41.1 43.3 15.6 -

その他(n=161) 45.3 38.5 16.1 -

全体(n=2,995)

傷

病

別

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 68 －



 

 

図表 79.従業員規模別（参照：図表 5＜自営業など、企業勤務以外の人を除く＞） 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

39.6 43.5 16.8 0.1

50人未満(n=647) 39.4 46.5 14.1 -

～300 人未満(n=710) 38.9 43.7 17.5 -

～1,000 人未満(n=450) 42.4 41.3 16.2 -

～3,000 人未満(n=305) 39.3 41.3 19.3 -

3,000 人以上(n=614) 38.4 41.9 19.7 -

従

業

員

規

模

別

全体(n=2,862)

 
図表 80.通院頻度別（参照：図表 31＜現在、通院している人のみ＞） 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

38.7 44.2 17.1 0.1

週に１回以上(n=183) 48.1 41.5 10.4 -

月２～3 回程度(n=296) 48.6 37.5 13.5 0.3

月に１回程度(n=1,007) 38.3 43.3 18.3 0.1

3か月1‐2回程度(n=938) 33.6 48.1 18.3 -

半年に１回程度(n=169) 38.5 43.8 17.8 -

1年に1 回程度(n=95) 43.2 42.1 14.7 -

通

院

頻

度

全体(n=2,692)

 

図表 81.働き方の変更（医師の見通し）別 

（参照：図表 49＜企業勤務以外の人、休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

病院でも、

対応できる

方がよい

どちらともい

えない

病院では、

対応できな

い方がよい

無回答

38.4 44.8 16.7 0.1

必要なし(n=1,759) 38.4 43.9 17.7 0.1

一時的(n=273) 48.7 40.3 11.0 -

必要あり(n=186) 46.2 36.6 17.2 -

分からない(n=343) 25.9 57.7 16.0 0.3

全体(n=2,561)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し

)

別

 

 

（対象：全回答者（n=2,995 ※各設問で絞り込みがある場合は異なる）、単位：%） 

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 69 －



②「職場に関連する対応」ができる方がよい理由

問 25-1．働きながら通院する際に、病院でも「職場に関連する対応」ができる方がよいと思う理由は何ですか。 

○①で通院時に医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよいと思うと回答した人（1,194人）

に、その理由を聞いたところ、「仕事を中断しなくて済む」が最も高く、71.4%となっている。 

図表 82.よい理由（複数回答） 

71.4

48.6

47.0

33.7

1.0

2.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80%

仕事を中断しなくて済む

（自分の病気や治療で生じた）
職場の負担を軽減できる

治療が疎かになることはない

会社や職場の様子を知ることができる

その他

特に理由はない

無回答

（対象：通院時の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」と回答した

人（n=1,194） 

※「特に理由はない」のみ排他項目） 

図表 83. テレワーク制度の有無とテレワークと仕事の親和性別（参照：図表 8、図表 52） 

n

仕事を中

断しなくて

済む

治療が疎か

になることは

ない

（自分の

病気や治

療で生じ

た）職場の

負担を軽

減できる

会社や職

場の様子を

知ることが

できる

その他 特に理由は

ない

無回答

テレワーク制度あり(n=223) 80.3 50.7 46.6 33.2 0.9 0.9 -

テレワークできる仕事 (n=176) 83.0 52.8 43.8 30.7 1.1 0.6 -

テレワークできない仕事 (n=29) 72.4 44.8 48.3 37.9 - 3.4 -

分からない (n=18) 66.7 38.9 72.2 50.0 - - -

テレワーク制度なし(n=833) 70.2 46.3 49.1 32.5 1.0 2.3 0.1

テレワークできる仕事 (n=185) 81.6 44.3 43.2 30.3 1.1 3.8 -

テレワークできない仕事 (n=539) 65.5 46.4 50.3 34.9 0.9 2.0 -

分からない (n=105) 75.2 49.5 54.3 25.7 1.0 1.0 -

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性

（対象：通院時の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」と回答した

人で、テレワーク制度の有無とテレワークと仕事の親和性別に聞いた、単位：%） 

■参考：全回答者に占める割合

仕事を中断しなくて済む

（自分の病気や治療で生じた）
職場の負担を軽減できる

治療が疎かになることはない

会社や職場の様子を知ることができる

その他

特に理由はない

無回答

28.4

19.4

18.7

13.4

0.4

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

全回答者
（n=2,995）

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 70 －



 

 

③「職場に関連する対応」ができるとよい病院の場所 

問 25-2．働きながら通院する際に、病院のどこで「職場に関連する対応」ができるとよいと思いますか。 

 

○①で通院時に医療機関で「職場に関連する対応」ができる方がよいと思うと回答した人（1,194人）

に、医療機関のどこで対応できるとよいか聞いたところ、「談話室・喫茶室などの共有スペース」

が 47.2%、「電子機器の使用が認められた場所」が 45.9%、「待合室」が 43.5%となっている。「仕

事をする人のための専用スペース」は 41.7%となっている。 
 

図表 84.「職場に関連する対応」ができるとよい場所（複数回答） 

47.2

45.9

43.5

41.7

12.1

10.8

11.9

0.8

0.1

0% 20% 40% 60%

談話室・喫茶室などの共有スペース

電子機器の使用が認められた場所

待合室

仕事をする人のための専用スペース

喫茶店などの病院敷地外

検査や治療を受けている場所

その他病院内

その他

無回答

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（対象：通院時の「職場に関連する対応」について、「病院でも、対応できる方がよい」と回答した

人（n=1,194）） 

 

■参考：全回答者に占める割合 

18.8

18.3

17.3

16.6

4.8

4.7

4.3

0.3

0.0

0% 20% 40% 60%

談話室・喫茶室などの共有スペース

電子機器の使用が認められた場所

待合室

仕事をする人のための専用スペース

喫茶店などの病院敷地外

その他病院内

検査や治療を受けている場所

その他

無回答

全回答者
（n=2,995）

－ 71 －



 

 

④「職場に関連する対応」ができないほうがよいと思う理由 

問 25-3．働きながら通院する際に、病院では「職場に関連する対応」ができない方がよいと思う理由は何ですか。 

 

○通院時に医療機関で「職場に関連する対応」ができない方がよいと思うと回答した人（495人）に、

その理由を聞いたところ、「療養に専念すべきである」が最も高く、67.9%となっている。 
 

図表 85.できない方がよい理由（複数回答） 

67.9

28.5

26.9

22.4

18.8

2.8

1.4

1.6

8.7

0% 20% 40% 60% 80%

療養に専念すべきである

他の患者に迷惑をかけるおそれがある

職場以外でできる仕事ではない

病状に拘わらず、仕事をすることを求められるようになる

企業情報が外部へ出てしまうおそれがある

会社から、仕事をすることを禁止されている

病院からの許可が出なかった

その他

特に理由はない

 

 

 

 

 

 

 

 
（対象：通院時の「職場に関連する対応」について、「病院では、対応できない方がよい」と回答し

た人（n=495） 

    ※「特に理由はない」のみ排他項目） 

 

 

■参考：全回答者に占める割合 

療養に専念すべきである

他の患者に迷惑をかけるおそれがある

職場以外でできる仕事ではない

病状に拘わらず、仕事をすることを
求められるようになる

企業情報が外部へ出てしまうおそれがある

会社から、仕事をすることを禁止されている

病院からの許可が出なかった

その他

特に理由はない

11.2

4.7

4.4

3.7

3.1

0.5

0.2

0.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

全回答者
（n=2,995）

－ 72 －



 

 

（３）入院中・通院時の「職場に関連する対応」の意向 

○（１）と（２）を再集計した。 

○「入院中も通院時も対応できる方がよい」が 33.1%、「入院中も通院時も対応できない方がよい」

が 12.2%、「入院中は対応できる方がよい」が 9.2%（通院時は「対応できない方がよい」含む）、

「通院時は対応できる方がよい」（入院中は「対応できない方がよい」含む）が 6.7%となっている。 

○現在の職業別にみると、“経営者・役員”では「入院中も通院時も対応できる方がよい」が４割半

ばで、全体と比べて高い。 

○主な傷病別にみると、“外傷・骨折”では「入院中も通院時も対応できる方がよい」が４割半ばで、

全体と比べて高い。 
 

図表 86.入院中と通院時に「職場に関連する対応」をする意向（単数回答） 

入院中も通院時も対

応できる方がよい

33.1%

入院中は対応でき

る方がよい

9.2%

通院時は対応できる方がよい

6.7%

入院中も通院時も対

応できない方がよい

12.2%

それ以外※

38.8%

 
（対象：全回答者（n=2,995） 

※「それ以外」は、入院中・通院時ともに「どちらともいえない」、あるいは、入院中と通院

時が「どちらともいえない」「対応できない方がよい」の組み合わせを指す） 

図表 87.現在の職業別 

n

入院中も

通院時も

対応できる

方がよい

入院中は

対応できる

方がよい

通院時は

対応できる

方がよい

入院中も

通院時も

対応できな

い方がよい

それ以外

（※）

33.1 9.2 6.7 12.2 38.8

経営者・役員(n=130) 45.4 8.5 3.8 9.2 33.1

管理職(n=539) 39.3 9.5 5.6 12.6 33.0

正社員(n=1,430) 32.4 9.1 6.9 13.0 38.7

非正規社員(n=763) 27.4 8.5 7.2 12.2 44.7

全体(n=2,995)

職

業

別
 

図表 88.主な傷病別 

n

入院中も

通院時も

対応できる

方がよい

入院中は

対応できる

方がよい

通院時は

対応できる

方がよい

入院中も

通院時も

対応できな

い方がよい

それ以外

（※）

33.1 9.2 6.7 12.2 38.8

がん(n=546) 33.2 10.6 7.1 13.2 35.9

心疾患(n=341) 29.0 9.7 4.1 15.8 41.3

脳血管疾患(n=196) 35.2 13.8 6.6 9.7 34.7

肝疾患(n=162) 29.0 9.3 5.6 13.0 43.2

糖尿病等(n=616) 30.4 7.5 7.0 13.1 42.0

外傷・骨折(n=186) 44.6 11.8 5.4 4.8 33.3

精神科疾患(n=332) 33.4 5.4 8.7 12.3 40.1

難病(n=455) 34.1 10.3 7.0 10.5 38.0

その他(n=161) 36.6 5.6 8.1 13.0 36.6

全体(n=2,995)

主

な

傷

病

別

 
図表 89.働き方の変更（医師の見通し）別 

（参照：図表 49＜企業勤務以外の人、休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

  

 
（対象：全回答者（n=2,995 ※各設問

で絞り込みがある場合は異な

る）、単位：%） 

n

入院中も

通院時も

対応できる

方がよい

入院中は

対応できる

方がよい

通院時は

対応できる

方がよい

入院中も

通院時も

対応できな

い方がよい

それ以外

（※）

32.1 9.1 6.3 12.4 40.2

必要なし(n=1,759) 32.1 9.0 6.3 13.0 39.6

一時的(n=273) 40.7 12.1 8.1 7.7 31.5

必要あり(n=186) 38.2 8.1 8.1 14.0 31.7

分からない(n=343) 21.9 7.3 4.1 12.2 54.5

全体(n=2,561)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し

)

別

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 73 －



 

 

（４）「職場に関連する対応」をする際に、病院にあるとよい機能・サービス 

問 26. 病院で「職場に関連する対応」をする際、病院にどのような機能・サービスがあるとよいと思いますか。（あて

はまるものに全てに○） 

 

○入院中あるいは通院時に病院で「職場に関連する対応」ができる方がよいあるいは「どちらともい

えない」と回答した人（2,629人）に、病院にあるとよい機能・サービスを聞いたところ、「病室

や共有スペースのフリーWi-Fi化」が 42.4%、「パソコン、コピー機、FAXなどが備えつけられてい

るスペース」が 38.7%、「周囲の視線や音をさえぎることができるブースや個室」が 37.3%「病室

以外に、本・資料をひろげられる個人のスペース・机」が 37.0%となっている。 

○通院頻度別にみると、“週に１回以上”では「病室や共有スペースのフリーWi-Fi化」（57.4%）、

「病室内の電源（コンセント数・配置）の充実」（42.0%）が全体と比べて高い。 
 

図表 90.病院にあるとよい機能・サービス（複数回答） 

42.4

38.7

37.3

37.0

34.1

29.9

22.3

14.4

0.4

20.9

0.2

0% 20% 40% 60%

病室や共有スペースのフリーWi-Ｆｉ化

パソコン、コピー機、FAXなどが
備えつけられているスペース

周囲の視線や音をさえぎることができるブースや個室

病室以外に、本・資料をひろげられる個人のスペース・机

病院内でのPC・スマートフォンの
使用制限（時間・場所）の緩和

病室内の電源（コンセント数・配置）の充実

来客・面会者との面談・打合せスペース

電子機器や書類等を
収納・保管できるロッカー等の充実

その他

特になし

無回答

 

（対象：入院中や通院時等に、「病院でも、対応できる方がよい」または「どちらともいえない」と

回答した人（n=2,629） 

    ※「特になし」のみ排他項目） 

 

－ 74 －



 

 

図表 91.現在の職業別 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

42.4 38.7 37.3 37.0 34.1 29.9 22.3 14.4 0.4 20.9 0.2

経営者・役員(n=118) 46.6 36.4 38.1 41.5 33.9 29.7 28.8 18.6 0.8 18.6 -

管理職(n=471) 45.0 43.7 39.3 42.3 31.8 31.0 24.4 13.4 0.4 12.5 -

正社員(n=1,244) 41.4 37.6 37.4 37.7 32.8 29.2 21.1 15.0 0.2 22.1 0.2

非正規社員(n=670) 40.4 37.5 33.1 31.6 36.1 28.8 19.9 12.7 0.4 25.8 0.6

職

業

別

全体(n=2,629)

 

図表 92.主な傷病別 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

42.4 38.7 37.3 37.0 34.1 29.9 22.3 14.4 0.4 20.9 0.2

がん(n=474) 44.1 36.7 37.8 36.9 31.6 28.1 24.1 14.3 0.2 19.0 0.4

心疾患(n=287) 40.8 36.6 33.4 29.3 33.8 23.7 23.3 10.5 0.3 21.3 -

脳血管疾患(n=177) 40.7 40.7 35.0 38.4 31.1 24.3 28.8 13.0 1.1 18.1 -

肝疾患(n=141) 30.5 42.6 40.4 31.9 29.1 28.4 20.6 13.5 - 24.8 -

糖尿病等(n=535) 35.5 37.2 30.8 36.8 27.7 25.0 17.8 12.1 0.2 27.5 0.2

外傷・骨折(n=177) 54.2 39.5 45.2 44.1 35.6 39.0 29.9 13.0 - 11.9 -

精神科疾患(n=291) 36.1 29.6 35.7 32.0 30.2 27.8 17.5 15.1 - 32.6 0.3

難病(n=407) 47.7 45.5 39.3 41.0 43.0 36.9 21.6 17.7 1.0 13.5 0.2

その他(n=140) 62.9 47.9 55.0 47.1 57.1 47.9 27.1 25.0 0.7 10.0 0.7

全体(n=2,629)

主

な

傷

病

別

 

図表 93.従業員規模別（参照：図表 5＜自営業など、企業勤務以外の人を除く＞） 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

42.1 38.7 37.1 36.6 33.6 29.4 21.7 14.2 0.4 21.1 0.2

50人未満(n=578) 39.6 36.3 33.4 34.6 33.7 29.2 20.8 12.5 0.2 26.5 -

～300 人未満(n=627) 42.9 38.6 37.8 35.7 33.8 27.4 22.2 13.2 0.3 20.7 -

～1,000 人未満(n=394) 43.9 42.1 36.3 33.8 31.2 30.5 22.3 15.5 1.0 15.2 -

～3,000 人未満(n=262) 43.9 41.2 39.7 41.6 36.6 30.5 26.7 18.3 0.4 17.9 -

3,000 人以上(n=517) 42.7 37.3 40.6 40.0 33.1 30.2 21.9 13.7 0.2 20.5 -

従

業

員

規

模

別

全体(n=2,503)

 

図表 94.直近の入院期間別（参照：図表 13＜直近（過去５年以内）の入院経験のある人のみ＞） 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

47.2 40.2 39.7 39.0 35.4 31.4 28.7 15.4 0.4 14.4 0.1

３日以内(n=88) 47.7 31.8 34.1 33.0 35.2 31.8 15.9 12.5 - 14.8 1.1

～７日以内(n=212) 48.1 36.3 37.7 34.0 36.8 28.3 25.9 10.4 - 17.0 -

～14日以内(n=222) 48.6 46.8 43.7 41.9 38.7 34.2 27.5 19.4 - 11.7 -

～30日以内(n=180) 43.3 39.4 35.6 37.2 30.0 27.2 37.2 16.7 0.6 18.3 -

31日～60日(n=97) 48.5 43.3 40.2 46.4 34.0 36.1 25.8 14.4 1.0 12.4 -

61日より長期(n=106) 47.2 39.6 46.2 44.3 35.8 34.0 35.8 17.9 1.9 9.4 -

全体(n=905)

直

近

の

入

院

期

間

別

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 75 －



 

 

図表 95.通院頻度別（参照：図表 31＜現在、通院している人のみ＞） 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

41.4 38.2 36.6 35.7 33.4 29.2 21.4 13.4 0.3 21.8 0.3

週に１回以上(n=169) 57.4 37.3 45.0 39.1 39.1 42.0 30.2 16.6 0.6 13.0 0.6

月２～3 回程度(n=274) 45.3 39.4 41.2 39.4 33.6 33.9 24.5 17.5 0.4 17.2 0.4

月に１回程度(n=870) 39.8 37.4 33.4 36.0 32.8 28.0 19.8 13.6 0.3 24.1 0.1

3か月1‐2回程度(n=808) 37.4 38.1 36.0 32.8 31.8 26.2 19.7 11.6 0.2 23.0 0.4

半年に１回程度(n=144) 42.4 37.5 36.1 38.2 32.6 25.0 22.2 9.0 - 22.9 -

1年に1 回程度(n=84) 48.8 46.4 41.7 35.7 44.0 35.7 25.0 16.7 - 17.9 -

全体(n=2,352)

通

院

頻

度

 

図表 96.働き方の変更（医師の見通し）別 

（参照：図表 49＜企業勤務以外の人、休職中など企業勤務で働いていない人を除く＞） 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

40.6 38.1 36.1 35.6 33.1 28.8 20.9 13.5 0.3 22.2 0.2

必要なし(n=1,531) 39.5 38.1 36.4 34.1 31.9 27.6 18.8 12.0 0.3 22.7 0.2

一時的(n=252) 48.8 40.5 42.1 42.9 36.1 29.8 29.8 14.3 0.4 11.9 -

必要あり(n=160) 41.9 41.9 36.9 38.8 34.4 35.6 28.8 22.5 0.6 21.3 -

分からない(n=301) 38.5 34.2 29.2 35.2 35.5 30.6 19.6 15.6 0.3 28.9 0.7

全体(n=2,244)

働

き

方

の

変

更

(

医

師

の

見

通

し

)

別

 

図表 97.入院する医療機関で「職場に関連する対応」を行った経験別 

（参照：図表 15＜入院中に、何らかの「職場に関連する対応」を行った人のみ＞） 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

47.2 40.2 39.7 39.0 35.4 31.4 28.7 15.4 0.4 14.4 0.1

職場に関連する対応を行っ

た(n=764)
49.3 42.4 42.0 40.6 36.4 33.8 31.8 16.6 0.5 11.1 -

いずれも行わなかった

(n=128)
35.9 28.9 28.1 31.3 29.7 20.3 12.5 9.4 - 30.5 0.8

覚えていない(n=13) 30.8 23.1 15.4 23.1 30.8 - 7.7 - - 46.2 -

全体(n=905)

入

院

中

の

病

院

内

で

の

対

応

有

無

別

 

図表 98.通院する医療機関で「職場に関連する対応」を行った経験別 

（参照：図表 33＜通院時に、何らかの「職場に関連する対応」を行った人のみ＞） 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

41.4 38.2 36.6 35.7 33.4 29.2 21.4 13.4 0.3 21.8 0.3

職場に関連する対応を行っ

た(n=1,042)
48.3 42.4 43.9 41.7 35.7 34.2 27.5 15.0 0.2 12.3 -

いずれも行わなかった

(n=1,228)
35.7 34.8 31.2 30.9 31.4 25.2 16.4 12.2 0.4 29.3 0.5

覚えていない(n=79) 36.7 35.4 22.8 27.8 32.9 25.3 17.7 11.4 - 31.6 -

通

院

時

の

病

院

内

で

の

対

応

有

無

別

全体(n=2,352)

 

凡例

全体+10％

全体-10％＋

－

－ 76 －



 

 

図表 99.テレワーク制度の有無とテレワークと仕事の親和性別（参照：図表 8、図表 52） 

n

病室や共

有スペース

のフリーWi‐

Fi 化

病室以外

に、本・資

料をひろげ

られる個人

のスペース・

机

周囲の視

線や音をさ

えぎることが

できるブース

や個室

パソコン、コ

ピー機、

FAX などが

備えつけら

れているス

ペース

病室内の

電源（コン

セント数・

配置）の

充実

病院内での

PC・スマー

トフォンの使

用制限

（時間・場

所）の緩

和

来客・面会

者との面

談・打合せ

スペース

電子機器

や書類等を

収納・保管

できるロッ

カー等の充

実

その他 特になし 無回答

テレワーク制度あり(n=373) 50.4 47.7 46.6 43.4 36.7 34.6 28.7 19.8 0.3 9.7 -

テレワークできる仕事 (n=266) 51.9 48.1 48.5 45.1 38.3 33.8 30.8 19.9 0.4 7.9 -

テレワークできない仕事 (n=76) 39.5 43.4 36.8 35.5 27.6 28.9 25.0 14.5 - 14.5 -

分からない (n=31) 64.5 54.8 54.8 48.4 45.2 54.8 19.4 32.3 - 12.9 -

テレワーク制度なし(n=1,931) 41.7 35.4 35.3 38.2 28.4 33.8 20.8 13.1 0.4 22.3 0.3

テレワークできる仕事 (n=337) 49.6 46.6 41.8 44.5 35.0 38.0 24.0 18.4 1.2 11.3 -

テレワークできない仕事 (n=1,307) 40.0 32.2 34.0 36.0 26.8 33.4 20.4 12.2 0.2 24.3 -

分からない (n=278) 40.6 37.1 34.2 41.7 28.1 30.6 19.4 11.5 0.4 26.6 -

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性

テ

レ

ワ

ー

ク

と

の

親

和

性  
（対象：入院中や通院時等に、「病院でも、対応できる方がよい」または「どちらともいえない」と

回答した人（n=2,629 ※各設問で絞り込みがある場合は異なる）、単位：%） 
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全体-10％＋
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第４章 患者に対するヒアリング調査結果 
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Ⅰ．調査結果概要（再掲） 

（１）通院時、病院内での「職場に関連する対応」 

○ 全回答者（93票）のうち通院経験有りは全員で、通院時に「病院内で職場に関連する対応」をした回答者

は 35 票と約 4 割弱であった。 

○ 具体例では、診療の待ち時間や、透析・点滴などの治療中に、携帯電話・スマートフォンでの通話・ショートメ

ール・SNS の利用を、パソコン使用でもメールチェック・スケジュール調整やメールによる業務指示など、短時間

での対応が多いことが伺える内容であった。しかし、一部にノートパソコンや通信機器を持ち込み長時間にわた

る作業や業務上の連絡・調整を行う者もいた。 

○ 通院時に病院内での「職場に関連する対応」をした者は、「テレワーク経験有り」の回答者の比率が高かった。 

 

（２）入院時、病院内での「職場に関連する対応」 

○ 入院経験有りは 68 票（全回答者の 73.1％）で、そのうち入院時に「病院内で職場に関連する対応」をし

た回答者は 40 票と約 6 割弱であった。 

○ 具体例として、電話や携帯電話メール利用での勤務先に対する病状・治療見通しの報告、傷病休暇・休職

の相談などがあった。一方、急な入院や本人しかできない仕事の場合、自分のベッドや談話室等で本格的な

仕事（パソコン作業や取引先との連絡・調整）をしている人も多かった。 

○ 入院時に病院内での「職場に関連する対応」をした者は、「テレワーク経験有り」の回答者の比率が高く、その

対応のために、入院時にノートパソコンを持ち込んだ者も多かった。また、経営者・役員＆管理職の多くが入院

時に「職場に関連する対応」を行っていた。 

 

（３）治療期間中（病院内）におけるテレワーク・ニーズ 

○ 全回答者（93 票）のうち、治療期間中の「病院内でのテレワーク・ニーズ有り」は 38 票と約 4 割であった。 

○ 「本人のテレワーク経験の有無」と「病院内テレワーク・ニーズの有無」の関係で 4 グループに分けてみると、全体

では、「D：経験無し＆ニーズ無し」が 48 名と約半数を占めて最も多く、次いで「B：経験無し＆ニーズ有り」

の 23 名、「A：経験有り＆ニーズ有り」の 15 名、「C：経験有り＆ニーズ無し」の 7 名の順であった。 

 

【各グループの特徴】 

A. 【院内テレワーク可能派】  

本人のテレワーク経験が有り、多くの場合、勤務先にテレ

ワーク制度が導入済みで、本人のスキル並びに会社として

の必要機器・ネットワーク環境が整備されており、テレワーク

受容度が高いグループ。 

 

B. 【院内テレワーク期待派】 

本人のテレワーク経験が無く、勤務先のテレワーク制度も

未導入であるものの、病院内テレワークのメリットに対する期

待感が高いグループ。 

 

C. 【院内テレワーク不要派】  

通院・入院時に「職場に関連する対応」実施率が高いものの、病院では治療に専念すべきとする者、ある

いは勤務先で職場以外での PC 仕事を禁止されている者が多いグループ。 

 

D. 【院内テレワーク想定外派】  

テレワークが活用できない現場職が多く、病院内テレワークの必要性がない者が多いグループ。 

 

テレワーク

経験あり

病院内テレワーク

ニーズあり

Ａ．

経験有り＆

ニーズ有り

Ｂ．

経験無し＆

ニーズ有り

Ｃ．

経験有り＆

ニーズ無し

Ｄ．

経験無し＆

ニーズ無し

テレワーク

経験なし

病院内テレワーク

ニーズなし
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Ⅱ．調査結果 

１ 回答者の属性 

【性別・年代】 

○ 有効回収数は、93 票 

○ 「男性」は 62 票（66.7％）、「女性」は 31 票（33.3％） 

○ 年代は、「50 代」が 40 票（43.0％）、「40 代」が 31 票（33.3％）と、この両者で全体の約8 割弱を占

める。 

 

【雇用形態と勤務先の従業員規模】 

○ 回答者（n=93）の職業は、「会社員等の正規社員」が 51 票（54.8％）で最も多く、次いで「非正規社

員」が 18 票（19.4％）、「管理職」が 16 票（17.2％）。他に、「経営者・役員」2 票、「自営」3 票、「無

職」3 票であった。 

○ 現在の勤務先（n=90）の従業員規模は、「50人から300人未満」が28票（31.1％）と「50人未満」

が 24 票（26.7％）と、中小・零細規模の企業が 6 割弱を占める。一方、「3,000 人以上」は 17 票

（18.9％）であった。 

※従業員規模の回答は、無職 3 票を除く、90 票を全体数とした。 

 

【本人のテレワーク経験と勤務先のテレワーク制度の有無】 

○ 回答者本人（n=93）の「テレワークの経験有り」は 22 票（23.7％）で、現在の勤務先（n=90）に「テ

レワーク制度有り」は 20 票（22.2％）と、ともに約 2 割程度。 

※「テレワーク」とは、情報通信技術を活用した、時間・場所にとらわれない柔軟な働き方（本来のテレワーク

の定義）で、在宅勤務・サテライトオフィス勤務等と説明。 

※勤務先のテレワーク制度の回答は、無職 3 票を除く 90 票が集計対象。 

 

○ 本人の「テレワーク経験」の有無と勤務先制度の有無が一致していない例は16票（本人のテレワーク経験有

りで勤務先制度無しは 9 票、本人のテレワーク経験無しで勤務先制度有りは 7 票）であった。 

※なお、「勤務先にテレワーク制度が無いにも関わらず、本人のテレワーク経験有り」と回答した者（9 票）の

中には、正式な会社制度はないが特例（報酬有り）として認められた者と、サービス労働（報酬無し）

で対応している者が含まれていた。 

 

 

【主な傷病】  
○ 主な傷病（n=93）は、「糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患」が 29 票（31.2％）、「難病」が 23 票

（24.7％）、「がん」が 20 票（21.5％）の順で多い。 

※複数の傷病がある方は 19 票。複数の傷病がある方の「主な傷病」は本人の主訴によって単数回答化して

集計している。 

 

 

【仕事への支障の有無】 

○ 回答者（n=93）のうち、「仕事への支障有り」は 48 票（51.6％）と、約半数。 

○ 同じ病気であっても、現在の病状だけでなく就労意欲によっても受け止め方が異なり、仕事への支障の判断が

変わっていた。支障の内容としては、「通勤の負担」が多く挙げられた。 
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２ 治療期間中（病院内）における「職場に関連する対応」の実態 

 

【通院頻度】 

○ 回答者全員（n=93）が現在通院中で、その通院頻度は、「月に 1 回程度」と「3 ヶ月に 1～2 回程度」の

両者が 23 票（24.7％）の同数で最も多く、次いで「週に 1 回以上」が 22 票（23.7％）、「月に 2～3

回」が 18 票（19.4％）と続き、バラツキがあった。 

※現在の通院状況を聞き、複数の傷病・複数の病院に通院している場合は、全てを合算しおよその通院頻度

を算出し集計した。 

 

【通院時、病院内での「職場に関連する対応」の有無】 

○ 通院時（n=93）に、病院内で「職場に関連する対応有り」は 35 票（37.6％）と約 4 割弱であった。 

※「職場に関連する対応」とは、仕事に関する連絡・調整・作業、仕事以外での職場とのコミュニケーション、病

状の報告や復帰・復職のための準備・相談、産業医・産業保健スタッフとの相談や連絡等と説明。 

 

○ 「本人のテレワーク経験の有無」との関係では、テレワーク経験有り22票のうち、通院時の「職場に関連する対

応有り」は13票（経験有りの59.1％）、経験無し71票のうち、「職場に関連する対応有り」は22票（経

験無しの 31.0％）と、病前を含めたテレワーク経験有りの者の方が経験無しに比べ高く、病院内での「職場

に関連する対応」比率の差は約 28 ポイントとなっている。 

○ 同様に「勤務先でのテレワーク制度の有無」との関係では、テレワーク制度有り20票のうち、通院時の「職場に

関連する対応有り」は 11 票（制度有りの 55.0％）、制度無し 70 票のうち、「職場に関連する対応有り」

は 32 票（制度無しの 45.7％）と、勤務先のテレワーク制度有りの方が制度無しに比べやや高く、病院内で

の「職場に関連する対応」比率は約 9 ポイントとなっている。 

※勤務先や職場にテレワーク制度があっても、現場職のために業務で利用できない・利用する必要がない者が

含まれているためと推定される。 

○ 以上の結果から、通院時の「職場に関連する対応」有無に最も影響を与えているのは「本人のテレワーク経験

の有無」と推測される。 

 

■通院時、病院内での「職場に関連する対応」の有無 

 

 

有り

37.6%

無し

62.4%

n=93
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【通院時、病院内での「職場に関連する対応」の具体例】 

○ 通院時、病院内で「職場に関連する対応有り」（n=35）の回答から具体例をみると、透析・点滴などの治

療中（透析・処置室）や、診療の待ち時間（待合室）に、メールチェック・スケジュール調整やメールによる

業務指示など、短時間での対応が多いことが伺える内容であった。その際に活用しているツールとしては、携帯

電話・スマートフォンでの通話・ショートメール・SNS が多い。パソコンを利用しているような場合でも、メールでの

活用例が多かった。しかし、なかには、ノートパソコンや通信機器を持ち込み、通常の業務と同様に、長時間に

わたる作業や業務上の連絡・調整を行う者もいた。 

 

○ また、病院内ということで、操作音や通話音声に配慮するなど、周囲への気遣いを行っている者が多い。通院

中の対応の特徴として、患者側から勤務先・仕事先に連絡を取ることよりも、業務上の緊急事項の発生により、

相手側から患者に連絡が入ることが多い。 

○ 診療待ち時間では、いつ呼ばれるか分からないので、喫茶室などの静かで机がある場所ではなく、待合室の長

椅子で行っている人が多い。 

 

○ 一方、「職場に関連する対応無し」（n=58）の回答内容では、『事前に業務調整ができている』、『診療が

予約制で待ち時間がない（短い）』、『会社が休みの日に通院している』などの理由から、通院時には病院内

で職場に関連する対応は必要ないとの回答が多かった。 

 

○ 通院時に医療機関で「職場に関連する対応」をする理由は、各回答者が置かれた状況によって異なるため一

概にはいえないが、通院のタイミング（平日/休日、就業前後/休暇）や仕事の緊急度合い、仕事の代替性

の有無（代替要員の確保）が大きく影響していると推測される。 

○ 職場と連絡を取っていた人のなかでも、『復職直前は組織や人間関係がどうなっているか知りたいため必要』と

いった意見がある一方で、『総務や所属部署とやり取りがあり、大きな負担だった』といった意見もあった。 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋 

※回答者属性は、順番に「性年代」「主な業務内容」「現在の職業」「デスクワークか否か」「主な傷病」としてい

る。以下、同様。 

 

●通院時の「病院内での職場に関連する対応」の具体例（テレワーク経験有り） 

 回答者属性 通院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験有り） 

01 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、腎疾患 

・午前透析の際には、医師の許可を得て、ノートPCとルーターをベッド

に持ち込み、片手で PC 仕事をこなしていた（但し、1 時間程度が限

界）。 

02 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、外勤、糖

尿病とその他 

・整形外科の待ち時間で、多いときには１時間ほどテレワークをしてい

る（リハビリで首を牽引するとできない）。 

03 男性 40 代、その他、経営者、デス

クワーク・外勤、腎疾患とがんとそ

の他 

・夜間透析（Wi-Fi環境有り）でスマホ・iPad・ノートPCを利用。現在も透

析中にメールチェックや電話連絡を行う。 

04 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

がん 

・電話連絡が多いが、ノート PC を常時持ち歩き、必要に応じてメール

での業務連絡を行う。 

05 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員(管理職）、外勤、腎

疾患 

・待ち時間に電話・メールのやり取りがある。営業専任担当が自分 1 人

のため、常に取引先・顧客との連絡業務が発生する。 

06 男性 50 代、その他、経営者、デス

クワーク・外勤、肝疾患 

・仕事に関する連絡・調整、作業は行うが、周囲の患者の視線があり、

スマホを使う程度である。以前、スマホでメールチェックをしたところ、

ペースメーカー使用者に文句を言われた。 

07 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

難病 

・モバイル機器を常に持ち歩いているので、メールチェックやスケジュ

ール確認を頻繁に行っている。 
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 回答者属性 通院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験有り） 

08 男性 60 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク・外

勤、その他 

・仕事相手との調整が頻繁にあるため、電話・メールで連絡調整を行う

（短時間のため書類作成等は行っていない）。 

・クリニックの待合室は 20 人程度のスペースのため、電話は病院の外

でするなど、気を遣っている 

09 女性30代、総務・経理、パート、デ

スクワーク、脳血管疾患 

・こちらから連絡することはないが、職場から留守録が残っている時は

ある。 

10 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク・外勤、

難病 

・スマホで十分。通院時に、よほどの事でない限り、仕事に関わること

をする必要性はない。 

11 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、糖尿病

と心療内科・精神科疾患 

・メールチェックや電話連絡等は、病院に限定せず、移動中にも頻繁

に行っている。 

12 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、難病

とその他 

・土曜通院のため職場とのやり取りはあまりないが、メールチェックと急

な用件のときに対応する。会社からWi-FiルーターとノートPCが支給

されており、常に持ち歩き病院でも仕事をする。いつ順番が来るか分

からないため待合室で行っている。 

・数年前まで院内では電波が遮断されていたが、最近可能になった。 

・なるべく音を出さないよう周囲に配慮している。 

13 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、難病

とその他 

・緊急性の高い業務の場合だけ、メールのやり取りを行う。各検査の呼

び出しもあって落ち着かつかないので、メールチェックぐらいしかでき

ない。 

 

●通院時の「病院内での職場に関連する対応」の具体例（テレワーク経験無し） 

 回答者属性 通院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験無し） 

01 男性 30 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、腎疾患 

・就業時間内に仕事を完了できなった場合、同僚から引き継ぎ確認の

電話や携帯メールが来る。 

02 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、がん 

・ときどき検査結果・病状を電話報告する程度。体調が悪いと仕事どこ

ろではない。 

03 男性 50代、その他、個人事業主、

デスクワーク・現場、腎疾患 

・LINE や携帯メールで仕事の連絡・調整を行う。取引先は治療のこと

を知っていても、日時まで意識せず連絡してくる。 

04 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク、腎疾患 

・会社支給の携帯電話を常に携帯し、緊急事態（例えば震度３以上の

地震など）があると、現場から携帯に連絡が入る。 

・電話で数値を確認し、現場に対し指示を出す。24 時間体制で自分と

もう１人の職員で対応する。 

05 女性 30 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

・通院のため定時退社した場合など、電車の移動時間にスマホでメー

ルのやり取りをしている（ＰＣは持ち歩かない）。 

06 女性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、外勤、糖尿病 

・会社支給のスマホでメールチェック。現在は土曜日に通院しているた

め職場とやり取りする機会は多くない。 

07 男性 30 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、難病 

・5～10分の電話連絡くらい。 

08 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、心療内科・

精神科疾患 

・休職・通院中に会社とメールのやり取りをした。復職直前は、就労意

欲が高まり、組織や人間関係がどうなっているか知りたくなるので、そ

のタイミングでの電話連絡は必要だと思う。 

09 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク・外勤、がん 

・仕事に関する連絡・調整、作業（書類のチェック等）を通院の移動時

間や病院の診療待ち時間に、電車のなかや待合室で、スマホを使っ

て対応 

10 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、腎疾

患 

・夜間透析中に、ときどき翌朝の仕事内容の確認や急用時で電話連絡

をすることはあった。 

11 男性 50 代、その他、正社員、デス

クワーク・外勤、難病 

・診断当初は、院内から携帯電話の通話・メールで部下に指示したり、

ATM で業務振込を行った。現在は、通院頻度も減り、前もって調整

のうえで通院しているので LINEで業務連絡を取り合う程度。 

・病院内で PC仕事をする人を見たことはない。 
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 回答者属性 通院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験無し） 

12 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク、心臓疾患 

・iPhone を使って、会社のメールを見たり、部下に指示を出すことはあ

る。特に不便は感じていない。 

13 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、デスクワ

ーク・外勤、難病 

・スマホで仕事の連絡や調整をすることはある。 

14 女性 20 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、心療内科・

精神科疾患 

・通院時（休職期間中）も、総務や所属部署とメールや電話でやり取り

（データの保存場所や対応方法など、担当者しか分からない案件の

確認）をしており、大きな負担となった。 

 

【入院期間】 

○ 回答者（n=93）のうち、入院経験有りは 68 票（全回答者の 73.1％）であった。 

○ 入院経験者（n=68）の入院期間は、「61日より長期」が 18票（入院経験者の26.5％）、「8日～14

日以内」が 16 票（同 23.5％）、「31 日～60 日以内」が 12 票（同 17.6％）とバラツキがあった。 

※傷病を限定せず、過去にあった全ての入院を対象に聞き、複数の入院経験がある場合は、最も長い入院期

間を採用し集計した。『昔のことで忘れた』あるいは『たくさんあり過ぎて回答できない』については、期間不明

（4 票）とした。 

 

【入院時、病院内での「職場に関連する対応」の有無】 

○ 入院経験者（n=68）のうち、入院時に病院内で「職場に関連する対応有り」は 40 票（58.8％）と約 6

割弱であった。 

※傷病を限定せず、過去にあった全ての入院時のことを対象に聞いた。複数回入院経験がある場合、いずれ

かの病院で 1 度でも対応があれば「有り」としている。 

※なお、入院時、病院内での「職場に関連する対応」の有無について未確認（4 票）は「不明」とした。 

 

○ 「本人のテレワーク経験の有無」との関係では、テレワーク経験有り22票のうち、通院時の「職場に関連する対

応有り」は16票（経験有りの72.7％）、経験無し71票のうち、「職場に関連する対応有り」は24票（経

験無しの 33.8％）と、病前を含めたテレワーク経験者の方が、病院内での「職場に関連する対応」比率の差

は約 39 ポイントとかなり高い。 

○ 「勤務先でのテレワーク制度の有無」との関係では、テレワーク制度有り 20 票のうち、入院時の「職場に関連

する対応有り」は 8 票（制度有りの 40.0％）、制度無し 70 票のうち、「職場に関連する対応有り」は 32

票（制度無しの 45.7％）と、勤務先のテレワーク制度無しの方が、病院内での「職場に関連する対応」比

率は 6 ポイントほど高いものの、ほぼ同程度の結果であった。 

○ 以上の結果から、入院時の「職場に関連する対応」有無に最も影響を与えているのは「本人のテレワーク経験

の有無」と推測される。 

 

■入院時、病院内での「職場に関連する対応」の有無 

 

 

 

 

 

有り

58.8%

無し

35.3%

不明

5.9%

n=68
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【入院時、病院内での「職場に関連する対応」の具体例】 

○ 入院時、病院内で「職場に関連する対応有り」（n=40）の回答内容をみると、電話や携帯電話メールを利

用しての勤務先に対する病状報告や治療見通しの報告、あるいは休みの相談をすることが多いようであった。

そのため、入院時の対応の特徴としては、患者側から勤務先・仕事先に連絡を取ることが多いようである。 

 

○ 一方、予定された入院ではなく急な入院であったり、本人しかできない仕事の場合には、自分のベッドや談話

室等で、業務の引き継ぎ資料、提案書・企画書の作成など、本格的な仕事をしたと回答した者もいた。なかに

は『体調よりも仕事の方を優先せざるをえなかった』（経営者）や『人任せにできず、期日のある仕事でつらか

った』と、入院中にも関わらず、仕事をせざるを得ない状況の人もいた（3 名）。 

 

○ 入院経験が有るテレワーク経験者（n=18）のうち、「職場に関連する対応」をした者は 16 名おり、さらに入

院時に病院内にノート PC を持ち込んだ者は 13 名と多かった。なかには、病院内で行った仕事を、勤務先に

出勤扱いあるいは時給支払いの対象として認めてもらい、労働報酬を得ていた者（2 名）もいた。 

○ 一方、「テレワーク経験無し」では、携帯電話やスマートフォンを使用し、通話・メール・SNS で、勤務先と業務

上の連絡をする者が多かった。勤務先（連絡相手）の業務多忙時間帯を避けるために、電話ではなく携帯

電話のメールや SNS（特に LINE）を利用したとの回答もあった。 

 

○ 入院経験が有る経営者・役員＆管理職（n=15）のうち、入院中に「職場に関連する対応」をした者は 13

名と非常に多かった。管理職以上の職位では、会社からパソコン・タブレット端末や通信用機器を支給されて

いる者も多いようである。 

○ 具体的な内容としては、部下への指示が多かった。 

 

○ 一方、入院時「職場に関連する対応無し」（n=24）の回答理由では、『入院中は治療に専念すべき』、

『（接客・介護・建築など）現場以外で仕事はできない』『（計画入院のため事前調整済みで）連絡や仕

事をする必要がなかった』などが挙げられた。また、『傷病手当金を受給中』『休職中』のため、仕事はできないと

の回答もあった。 

 

○ 入院時に「職場に関連する対応」をする理由は、各回答者がおかれた状況によって異なるため一概にはいえな

いが、傷病の状態や仕事の緊急度合い、仕事の代替性の有無（代替要員の確保）が大きく影響していると

推測される。 

○ 「職場に関連する対応」をしたことを肯定的に捉えている人からは、『同僚や顧客に迷惑をかけずに済んだ』『仕

事が心配だったため苦ではなかった』『（体調が安定していて）暇だったので良かった』といった意見があり、納

得して対応していたことが伺えた。否定的に捉えている人からは、『締切を抱えていたが、術後はベッドでゆっくり

過ごしたかった』『やらざるを得なかったが非常に辛かった』といった意見があった。 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋 

●入院時の「病院内で職場に関連する対応」の具体例（本人のテレワーク経験有り） 

 回答者属性 入院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験有り） 

01 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、腎疾患 

・治療入院の際は、個室なので医師の許可を得て、ノート PCを持ち込

み、メールチェックや取引先との連絡調整を実施。 

02 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、外勤、糖

尿病とその他 

・教育入院の際にテレワークを行い出勤扱いとした。自分で持ち込ん

だWi-Fi と PCを使い、連絡も普通にしていた。全て自己申告制度で

ある。 

・音が出るため病室ではできず、待合室、中庭などでしていた。 

03 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務（管理職）、正社員、外勤、難

病、糖尿病とその他 

・手術をした病院では、談話室に PCがあり、1人 30分を上限に 18時

まで使用できた。声は出せないため、メールでやり取りをしていた。 

・病院がメール使用可能なのでお客様に迷惑をかけなくて済んだ。動

くことはできたため、入院翌日からメールをしていた。 
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 回答者属性 入院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験有り） 

04 男性 40 代、その他、経営者、デス

クワーク・外勤、腎疾患とがんとそ

の他 

・企業勤務時には透析中にノート PC を持ち込んで業務処理（社員の

給与チェック等）を 1～2時間実施した。疾病を理由に、仕事の遅れを

出したくなかった。 

05 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

がん 

・入院中はノート PC を持ち込み、上司からの指示で事業計画案作成

などの業務を継続していた。また、部下からのメールをチェックし、指

示を与えていた。 

・術後経過が順調（暇だったの）で、仕事をしていても特に体への負担

感はなかった。病室（個室）で行っており、医師の許可は得ていた。 

06 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

外傷・骨折 

・最初の入院先は痛みがひどく、職場との関わりはなかった。 

・転院後は、家族にノート PC を持ってきてもらい、2 人部屋（7 割は 1

人）で職場に関連する対応を行った。部署からも仕事が振られ、納得

できる範囲内で自分しかできない仕事に対応した。 

07 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、デスクワーク、がん 

・取引先とのメール・電話のやり取りを行う。病室内は通話禁止だった

のでデイルームでスマホを利用した。 

・上司・人事に対しは病状報告や有休利用手続きを行った。 

08 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員(管理職）、外勤、腎

疾患 

・ノートPCとポケットWi-Fiを持ち込み、仕事（動画を使った顧客説明、

進捗報告、技術見積作成など）をした。体調云々よりも、仕事をやらざ

るを得ない状況であった（傷病休暇中で勤務扱いではない）。 

・PC仕事は相部屋の病室ではなく、デイルームや中庭で実施。 

09 男性 50 代、その他、経営者、デス

クワーク・外勤、肝疾患 

・仕事の連絡・調整、作業や仕事以外の職場に関する情報収集やコミ

ュニケーションを行った。入院 3 日後には、病室でスマホでメールチ

ェック、ノート PC（家族に持ってきてもらった）・ルーターを使って仕事

をした。支払いなどの仕事を頼める人がおらず、借入金もあったた

め、体調よりも仕事の方が優先となった。 

10 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

難病 

・ノート PCを持ち込み、メールチェックや業務連絡を実施。 

11 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

がん 

・ノート PC を病室（相部屋）に持ち込み、仕事で利用。病室には有線

LAN が引き込まれていた。術後数日して体調が安定してから、ほぼ

毎日 E-mailで部下と業務報告・指示のやり取りを行った。 

12 女性30代、総務・経理、パート、デ

スクワーク、脳血管疾患 

・急性期病院では PC持込は不可で身体的にも不可能だった。回復期

病院で病状も安定しリハ時間以外は暇だったので、主治医の許可を

得て、通信カード付のノート PC を持ち込み、伝票整理と入力作業を

ベッド上で行った。病院で仕事する患者は初めてだと言われた。勤

務先も院内仕事を認めてくれて時給が支払われた。 

13 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク・外勤、

難病 

・入院中は、PC でメールのやりとりを少しした。業務上の事ではなく、

病状・経過の報告程度だった。 

・自分の PCを持ち込んだ。病室に LANケーブルまであり、普通に PC

で連絡を取り合うことができた。スマホを持ち込んでも問題なかった。 

14 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク、脳血管疾患 

・入院棟の待合室限定で Wi-Fi 環境が有り、部下と業務上の連絡・確

認をした。しかし、疲れるため極力行わないようにしていた。 

15 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、デスクワ

ーク、糖尿病 

・人任せにできない仕事があり、1日に 3～4時間は仕事をこなした。ノ

ート PC と通信カードを持参し、談話室で作業した。病室は相部屋で

同室者に迷惑がかかるので共有スペースを利用。PC 持ちこみは病

院側の事前許可を得た。 

・期日のある仕事であったので、正直つらかった。術後はベッドでゆっ

くりと過ごしたかった。 

16 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、難病

とその他 

・急な入院であったため、ノート PCを持ち込み業務の引き継ぎや部下

への作業指示をメールのやり取りで行った。自分でしかできない仕事

で締切のある仕事を抱えていたので、ベッド上で作業したが非常に

つらく 1日 2時間が限度であった。 
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●入院時の「病院内で職場に関連する対応」の具体例（本人のテレワーク経験無し） 

 回答者属性 入院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験無し） 

01 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

難病とその他 

・治療入院は事前調整のうえでの入院であったため、病状報告など数

回のみ。手術入院は急な入院だったため、十分な引き継ぎができ

ず、部下への指示は、スマホで社内ネットワークにアクセスし、必要な

スレッドに書き込みを行って対応した。 

02 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、がん 

・検査結果や病状・見通しについて上司に電話連絡。急な入院時に

は、上司選定の後任者と携帯メールのやり取り（業務上の確認）があ

った。 

03 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク・外

勤、がんとその他患 

・春休みとゴールデンウィークを利用して入院したが、この時期は繁忙

期であり、外部スタッフ・取引先と連絡を頻繁に行わざるを得なかっ

た。 

・点滴時間以外は自由時間で、医師の許可を得て、病室（個室）でスマ

ホを利用し仕事をしていた。 

04 女性 30 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

・会議の書類作成や職場からの仕事の引き継ぎに関する連絡を１日１

時間程度行った。談話コーナーでは利用許可が必要となるため、相

部屋の病室で対応した。簡単なものは携帯のメールで対応し、デー

タファイルを送ることが必要な場合は持ち込んだPCで対応した。音さ

え出なければ良いという感じだった。 

05 女性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

・スマホのメールで上司に病状報告。さらに仲の良い同僚とのやり取り

で職場の情報を得ていた。ただ、治療に専念するよう言われ、具体的

な仕事はしていない。 

06 女性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、がん 

・時間を決め自分にしかできない緊急度合いの高い案件（納期や海外

工場とのやり取り）について、電話で対応した。他にメール、ＬＩＮＥを

利用。仕事が心配だったため、対応は苦ではなかった。 

・病室へのＰＣ持ち込み不可のため、PC を持って談話室（図書室）で

仕事を行っていた。会社専用システムでの進捗確認が出来ずに電話

対応していたため困った。パソコンがあれば良かった。 

07 女性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、脳血管疾

患 

・院内にコミュニティルームがあり、自分のＰＣが使えたので、携帯のテ

ザリングを使って会社と連絡をとっていた。 

08 女性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

・仕事は個人情報の関係で持ち帰れない。電話での業務連絡程度を

行い、本格的な業務を病院で行うことはなかった。 

・点滴治療で熱が下がった後は元気なので、何かしたいなと思った。

病院内でも出来る仕事であれば、出来ることは良いと思う。 

09 女性 50 代、その他、正社員、デス

クワーク、がん 

・次のシフトはどうするか、何日から出勤するかについて、入院中や退

院後に会社に相談の電話を入れた。 

・入院当時はスマホではなく携帯電話が主流。電源を切る必要はなか

ったが、マナーとして通話エリアで電話をかけるようにとのことだっ

た。 

10 男性 30 代、製造・建築業務、パー

ト、現場、糖尿病 

・入院中に１回、担当業務の進行状況の確認を行い、退院直前にその

報告で１回、職場に電話連絡を行った。 

11 男性 30 代、その他、正社員、現

場、がん 

・入院中は体調について電話連絡をした。休職中は、郵送でもよいと

いわれたが、書類を提出するために毎月職場に出向いた。 

12 男性 30 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、現場、がん 

・電話連絡のみ。こちらからは、病状や結果報告（検査・手術）を行っ

た。職場からは頻繁に業務確認の連絡が来ていた。 

13 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク・外勤、がん 

・手術入院では、病状報告のみを携帯メールで行った。 

・化学療法入院では、会社からの問合せ連絡に対応した。病室のほ

か、通話可能な談話室で行った（手術後、部下に引き継ぎを行ったた

め、それ以降は携帯のやりとりとなった）。 

・タブレットや PC を持ち込めば、図面を引くなど仕事ができたと思う

が、そこまで仕事に追われているわけではなかった。 

14 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、難病 

・いつも突然の入院なので、業務の引き継ぎのため、資料やデータの

所在を電話連絡する必要がある。 

－ 89 －



 

 

 回答者属性 入院時の「職場に関連する対応」の内容（テレワーク経験無し） 

15 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、デスクワ

ーク・外勤、難病 

・仕事に関する連絡・調整や作業、仕事以外の面での職場の情報収

集などを、緊急度合いに応じて適宜実施。傷病手当金の関係で、会

社として入院中の仕事は不可。 

・部長として中心的な役割を担っており、顧客対応や部下への指示を

携帯で行ったほか、部下が週２回来て指示を出した。 

16 女性 30 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

・復帰時期や通院の状況などを勤務先と１回/月、電話連絡を行った。

在宅であれば仕事が出来る病状だったが、今の仕事内容ではできな

い。 

・病室への PC や通信機器の持ち込みが可能で、時間があるのでイン

ターネットを見ていた。 

・辛い状態は最初の約１週間で、後は暇だったので、仕事をしたいとも

思った。 

－ 90 －



 

 

 

３ 治療期間中（病院内）におけるテレワーク・ニーズと理由 

○ 全回答者（n=93）のうち、治療期間中の、病院内でのテレワーク・ニーズ有りは 38 票（40.9％）と約 4

割であった。 

 

 ■病院内でのテレワーク・ニーズの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ここで、病院内での「職場に関連する対応」の有無に、最も影響を与えていると推測される「本人のテレワーク

の経験」の有無と、治療期間中の「病院内テレワーク・ニーズ」の有無の2軸によって、回答者全体（n=93）

を 4 グループに分けると、下記のような構成比となる。 

○ 全体としてみると、「D.経験無し＆ニーズ無し」が48名と約半数を占めて最も多く、次いで「B.経験無し＆ニー

ズ有り」の 23 名、「A.経験有り＆ニーズ有り」の 15 名、「C.経験有り＆ニーズ無し」の 7 名の順であった。 

A. 本人のテレワーク経験有り ＆ 病院内テレワーク・ニーズ有り： 15 名（16.1％） 

B. 本人のテレワーク経験無し ＆ 病院内テレワーク・ニーズ有り： 23 名（24.7％） 

C. 本人のテレワーク経験有り ＆ 病院内テレワーク・ニーズ無し：  7 名（ 7.5％） 

D. 本人のテレワーク経験無し ＆ 病院内テレワーク・ニーズ無し： 48 名（51.6％） 

 

※ここでの「テレワーク」は、本来の定義のテレワークを指す 

 

治療中のテレワーク・ニーズ有り↑

↓治療中のテレワーク・ニーズ無し

→

テレワーク経験有り

←

テレワーク経験無し

経験有り＆ニーズ有り

(n=15, 16.1％)

経験無し＆ニーズ有り

(n=23, 24.7％)

経験有り＆ニーズ無し

(n=7, 7.5％)

経験無し＆ニーズ無し

(n=48, 51.6％)

 

 

有り

40.9%

無し

59.1%

n=93

－ 91 －



 

 

【4グループごとの特徴と、病院内での病院内テレワーク・ニーズの理由】 

○ ４グループごとの「病院内のテレワーク・ニーズの有無」の理由について回答内容をみると、様々な意見が聞か

れた。その回答内容と各グループを構成する回答者の属性上の特徴から、4 グループをそれぞれ「A.テレワーク

可能派」、「B.テレワーク期待派」「C.テレワーク不要派」「D.テレワーク想定外派」とした。 

 

A．本人のテレワーク経験有り ＆ 病院内テレワーク・ニーズ有り：15名（16.1％） 

〇テレワーク可能派 

・回答者の属性：「職場に関連する対応有り」は通院時9票（60.0％）＆入院時12票（80.0％）、「勤

務先にテレワーク制度有り」は 7 票（46.7％）、「管理職以上」は 7 票（46.7％）、「現場職」は 0 票 

・このグループは、既に本人のテレワーク経験があり、かつ多くの場合、勤務先でもテレワーク制度が導入済みで、

本人（患者）の意識・スキル、必要機器・ネットワーク環境のいずれも整っており、テレワークの受容度が高い。 

・病院内テレワークのメリットを認め、推進するという意見が多くを占めるものの、その前提として、体調・病状の安

定や本人の意志の尊重を指摘する回答者も多かった。 

・但し、全体に対する構成比は約 1 割強であり、人数ボリュームは大きくない。 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋 

●A. テレワーク可能派 ：テレワーク経験有り＆院内テレワーク・ニーズ有りの理由・意見 
 回答者属性 病院内テレワーク・ニーズ有りの理由（テレワーク経験有り） 

01 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、腎疾患 

・病院内での業務稼働を正式に認められれば、自分の入院時に減給

にならないよう交渉できたかもしれない。 

02 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、外勤、糖

尿病とその他 

・既にテレワーク可能な環境を会社側で整備済みである。病院内で

は、人に迷惑をかけずに仕事できる環境があれば、仕事ができると思

う。 

03 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、外勤、難

病と糖尿病とその他 

・患者が使える PCが病院談話室にあり大変助かった。 

04 男性 40 代、その他、経営者、デス

クワーク・外勤、腎疾患とがんとそ

の他 

・治療期間中のテレワークは必要な働き方で、運用するためには、本

人の資質（責任感があり自律した働き方が出来る）と、雇用側の努力

（自宅勤務で社員を孤立させない仕組み）が必要である。 

05 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

がん 

・良いと思う。病院内で仕事ができれば収入確保につながるので生活

面で安心できる。 

・企業としては、業務内容ではなく、自律して仕事ができる人が対象で

ないと制度導入は難しい。例えば、新入社員ではなく、管理職なら対

象になる。 

・大前提として病気をした本人の体調と意向が優先される。 

06 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

外傷・骨折 

・但し、一長一短ある。病院のテレワークスペースは Wi-Fi 環境がある

と良い。会社から支給されなければ、活用したかもしれない。テレワ

ークスペースは消灯時間が遅くなると良い。 

・テレワーク制度を活用し、病院での仕事時間が出勤扱いとなれば非

常に良い。 

・けがの様子や会社によってケースバイケースだと思うが、自分の会社

では、労務管理面で難しい。 

07 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、デスクワーク、がん 

・自分の場合は PC とネット環境さえあれば、どこでも仕事ができるた

め、導入に賛成。在宅でのテレワークを認めてもらえれば、さらにうれ

しい。 

08 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員(管理職）、外勤、腎

疾患 

・大歓迎。特別な設備は不要で、Wi-Fi環境さえ提供されればよい。長

期入院する場合は利用したい。 

09 男性 50 代、その他、経営者、デス

クワーク・外勤、肝疾患 

・病院のテレワークコーナーは良い。検査入院や拘束時間が長い場合

は使うと思う。病院で仕事のメールは見たくないが、やるしかない。 

－ 92 －



 

 

 回答者属性 病院内テレワーク・ニーズ有りの理由（テレワーク経験有り） 

10 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

難病 

・もともとの業務がモバイルワークを前提としているので、どこでも仕事

ができて当たり前の生活である。モバイル機器は会社貸与品がある

ので、特別な施設・設備は不要である。病院建物内で無線 LANが整

備されれば十分である。社外でできるのは、メールチェックやスケジュ

ール確認程度である。 

・社外でプリントアウトできる場所が増えるのは便利だとは思うが、病院

内でのニーズがそんなにあるとは思えない。 

11 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

がん 

・歓迎したい。但し、あくまで個人の病状や体力的な問題がクリアされ

ていることが前提である。 

・病気にかかる年代は、職場でも責任ある地位に就いている頃なの

で、入院中でも判断や決裁を求められる立場であり、仕事ができる環

境が病院に整備されていることは喜ばしいと思う。 

12 男性 60 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク・外

勤、その他 

・病院にテレワークコーナーがあれば両立に役立つと思う。仕事を理

由に通院しない場合は体調が悪化する。テレワークコーナーがあれ

ば安心して病院に行く人もいるはず。気兼ねせず仕事ができる場所

があるのは良いと思う。 

・また、仕事の締切や相手との調整など、会社では時間との戦いの部

分がある。治療に行きながら仕事ができることは、このご時世なら有り

難いのではないか。しゃかりきになって働かないといけない時期や立

場の人にとっては、治療しながらでも時間を活かせる場所があるに越

したことはない。 

13 女性30代、総務・経理、パート、デ

スクワーク、脳血管疾患 

・回復期病院でリハビリは 1 日 2 単位 40 分以内と決まっていたので、

入院中はとにかく暇だった。寝ながらTVを見続けるよりも、PC仕事を

した方が身体も楽で精神的にも良いと思う。時間に余裕があるので楽

しんで仕事ができた。 

・病院内でのテレワーク実施に賛成。長期入院で病院に閉じこもること

になるので、仕事に限定せず何らかの形で社会とのつながりを持ち

たい。設備は、無線 LAN環境さえあれば良い。 

14 男性 50 代、製造・建築業務、正社

員、デスクワーク・外勤、難病 

・入院時には、会社との情報共有をしておきたい。任せるところは任せ

るが、自分が気になるところはある。あまりかけ離れてしまうのは不安

がある。 

15 女性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

・病院ではメールだけでも見られると良い。 

 

 

B. 本人のテレワーク経験無し ＆ 病院内テレワーク・ニーズ有り：23名（24.7％） 

〇テレワーク期待派 

・「職場に関連する対応有り」は、通院時 7 票（30.4％）＆入院時 11 票（47.8％） 

・「勤務先にテレワーク制度有り」は 1 票（4.3％） 

・「管理職以上」は 3 票（13.0％）、「現場職」は 1 票（4.3％） 

・このグループは、本人のテレワーク経験がなく、勤務先のテレワーク制度も未導入だが、本人（患者）の病院

内テレワーク制度・設備の導入メリットへの期待感が高い。 

・期待理由としては、「容易に会社との繋がりを維持できる」「入院中の仕事に対し報酬が期待できる」「入院中

も業務を進めることで職場・同僚への迷惑を最小限にとどめることができる」といったことが挙げられた。 

・全体に対する構成比は約 2 割強である。 

 

 

 

 

 

 

 

－ 93 －



 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋 

●B. テレワーク期待派 ：テレワーク経験無し＆院内テレワーク・ニーズ有りの理由・意見 
 回答者属性 病院内テレワーク・ニーズ有りの理由（テレワーク経験無し） 

01 男性 30代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、腎疾患 

・治療中でも仕事ができるのは良い。仕事することは「やりがい」にな

り、人が生きていくうえで必要なことである。報酬はその次に来るが、

長期入院時に収入が確保できるのは有り難い。 

・病院内に専用スペース（ビジネスセンター機能）があれば便利だと思

う。 

02 男性 40代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

難病とその他 

・入院中でもスマホで仕事ができる時代なので、病院としても対応する

必要があるだろう。ビジネスセンター設備もあれば利用する。 

・但し、治療中のことであり、本人だけでは決められない。主治医や会

社と相談のうえで実施されなければならない。 

03 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、がん 

・入院が長期化すると、気持ちも落ち込むが、病院内にオフィスと同等

の環境があれば、職場とのつながりが持てるので気力が沸く。仕事

ができれば心の支えになる。体調・体力が許せば、利用したい。 

04 男性 50代、その他、個人事業主、

デスクワーク・現場、腎疾患 

・若い患者や特別な仕事スキルを持つ患者は、病院内でも仕事をする

ニーズがあり、歓迎されるだろう。可能ならば自分も在宅で働きたい

が、病院・自宅で仕事ができる特別なスキルはない。 

05 男性 50代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク・外

勤、がんとその他 

・病院内にビジネスセンター（印刷・コピーサービス）があれば助かる。

個室利用はあまりに高額なので、有料でも PC＆スペース貸与する設

備があれば利用したい。 

06 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク、腎疾患 

・管理職という立場のため、緊急事態には常に対応する必要がある。

会社では情報セキュリティの観点で、テレワークは難しいため、検討

したことはないが、緊急事態に備える必要は感じている。 

・現場の状況を映像で見ることができたり、送られてくるデータを見て

判断した方が、指示の精度は上がると思う。 

07 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、デスクワーク・外

勤、糖尿病 

・入院中にテレワークができれば良いと思う。 

・治療中は仕事を休むのが大前提ではあるが、本人の意思で仕事が

したい場合には、病院内にビジネスセンターのような専用スペースが

あれば良いと思う。 

08 女性 30代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

・病院にテレワークコーナーがあれば使う。Wi-Fi、机・椅子、PC（フリ

ーアドレス）があれば良い。入院中は暇なので気晴らしになる。病院

では検査・診察があり、仕事ができる時間は限られる。会社がどの位

の仕事を割り振ってくるのか仕事量が見極められないので、事前調

整は必要だ。 

09 女性 40代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

・入院中は暇だったため、テレワークコーナーがあれば利用したと思

う。PC、電話、TV 電話、FAX、ネット環境があれば良い。また、話を

聞かれないように個室が良い。同室患者も仕事の電話連絡をしてい

たので、病院にあれば使う人は多いと思う。 

10 女性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、外勤、糖尿病 

・病院でのニーズ有り。病院の待ち時間を活用して、テレワークができ

ると非常に良い。Wi‐Fi環境と、仕事をしても良いビジネスセンターが

あると良い。お金を払ってでも利用したい。病院でテレワークが可能

になれば、社内イントラネットにつなげ資料作成もしたい。職種を問

わずニーズはあると思う。多くの人が、待ち時間にイライラしている。

呼び出しをどうするかという問題だけだと思う。 

・どこまで利用されるかは分からないが、短い診療時間では伝えられ

ない「治療しながら仕事をすることへの漠然とした不安」をビジネスル

ームで医師に相談できると良い。ビジネスマンは、「自分は大丈夫」と

言ってしまいがちで、相談できていないのではないかと思う。 

11 女性 40代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、がん 

・午前中に治療し、病院の食堂・コンビニで昼食を取り、そこで仕事が

できれば、移動時間が節約可能だ。ストレスを抱え込まない事務仕

事なら、むしろ気分転換になるので試したい。 
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 回答者属性 病院内テレワーク・ニーズ有りの理由（テレワーク経験無し） 

12 女性 40代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

・院内テレワークコーナーはあった方がいい。使うかどうかは患者次第

ではあるが、専用スペースがあるのとないのとでは、安心感が全然違

う。 

・患者は、会社から隔離された時期を過ごすので、病院の外と連絡が

取りあえることで希望を持つことができる。入院中は完全看護で安心

できるが、退院後が大変だという気持ちがある。入院中から会社とや

り取りができるのは、会社に戻るための準備になると思う。 

13 女性 50代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、脳血管疾

患 

・病気の人は治療に専念した方が良いと思うが、繋がっていたいという

気持ちもあるので、会社に連絡出来るくらいで良い。 

14 女性 50代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

・テレワークができる仕事とできない仕事がある。自分自身も病気が長

くなった場合は、病院内にテレワーク可能な場所があると良いと思

う。但し、今の仕事では出来ない。 

15 女性 50代、その他、正社員、デス

クワーク、がん 

・自分はそういう仕事ではないが、ビジネスセンターのようなものがあっ

た方がいい。使いたくない人は使わなくてよく、使いたい人が使える

環境にあることが重要。 

16 女性 20代、事務・情報処理業務、

非正規社員、デスクワーク、腎疾

患 

・数ヵ月超の長期入院で、透析のない日は暇で時間を持て余してい

た。院内で仕事ができ、収入に結びつくなら良いことだと思う。 

 

 

C. 本人のテレワーク経験有り ＆ 病院内テレワーク・ニーズ無し： 7名（7.5％） 

〇テレワーク不要派 

・回答者の属性：「職場に関連する対応有り」は、通院時4票（57.1％）＆入院時4票（57.1％）、「勤

務先にテレワーク制度有り」は 6 票（85.7％）、「管理職以上」は 3 票（42.9％）、「現場職」は 0 票 

・このグループは、本人のテレワーク経験があり、勤務先のテレワーク制度の導入率も高い。また、通院時と入院

時には、それぞれ約6割弱が「職場に関連する対応」を行っていたものの、『ニーズはあっても反対だ、正直仕事

をしてつらかった』『（仕方がなく仕事をしたが）入院中は治療に専念すべきだ、（本当は）治療に専念したか

った』『病院で手術が有る場合には賛成できない』『職場以外でできない仕事、社外での業務は不可能なシス

テム』など、院内テレワーク導入に積極的に反対、もしくは会社制度上で不可能とする意見が聞かれた。 

・全体に対する構成比は約 1 割未満と最も低い。 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋 

●C. テレワーク不要派：テレワーク経験有り＆院内テレワーク・ニーズ無しの理由・意見 

 回答者属性 テレワーク・ニーズ無しの理由（テレワーク経験有り） 

01 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク・外勤、

難病 

・やはり治療に専念した方が良いと自分自身も感じた。 

02 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、糖尿病

と心療内科・精神科疾患 

・ＰＣの操作音や電磁波など周囲の迷惑になりそうなので院内での PC

利用は制限すべきだと思う。「仕事専用スペース」（プリンター設置）は

魅力的だが、病院内でそこまでする必要があるか疑問である。病院

では治療に専念し、仕事と言っても電話連絡程度に留めるべきだ。

職務内容によってはきちんとセキュリティ対策を講じる必要がある。 

03 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク、脳血管疾患 

・病院でのニーズは無し。入院中は治療に専念すべきである。病院で

仕事をするとストレスになり、治療に差し障りがある。 

・在宅勤務は通勤負荷や煩わしい電話連絡がなく、集中して仕事がで

きるので、自分の業務には合致した。残業はせず、家族との時間を大

切にするようになった。在宅勤務に向かない人のために、サテライト

オフィスという選択肢もあっても良いと思う。 
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 回答者属性 テレワーク・ニーズ無しの理由（テレワーク経験有り） 

04 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、デスクワ

ーク、糖尿病 

・一般的なニーズは有るかもしれないが、反対である。病院では治療

に専念すべきである。PC 仕事が可能な環境が病院に整備されると、

入院中でも会社側から安易に仕事の要請が出ることになる。また、セ

キュリティ対策を講じるのも面倒である。 

・同じテレワークでも在宅勤務ならば良いと思う。セキュリティ対策もし

易いし、自宅なので仕事に集中できる。 

05 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、難病

とその他 

・病院内にテレワークコーナーがあっても、診察に呼ばれるタイミング

が分からないため、利用は難しいと思う。 

06 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、難病

とその他 

・治療中は無理しないで安静にしておくべきだ。自分も引き継ぎさえ出

来ていれば仕事はしたくなかった。 

07 男性 50 代、その他、正社員、デス

クワーク、腎疾患 

・今の仕事（映像編集）は職場以外では出来ない。 

 

 

D. 本人のテレワーク経験無し ＆ 病院内テレワーク・ニーズ無し：48名（51.6％） 

〇テレワーク想定外派 

・回答者の属性：「職場に関連する対応有り」は、通院時 15 票（31.3％）＆入院時 13 票（27.1％）、

「勤務先にテレワーク制度有り」は 6 票（12.5％）、「管理職以上」は 5 票（10.4％）、「現場職」は 13

票（27.1％） 

・このグループは、本人のテレワーク経験がなく、勤務先のテレワーク制度も導入率も低い。また、テレワークが活

用できない現場職（接客、工場、運転手、講師、介護職など）の比率も 4 グループの中で最も高く、院内テ

レワークの必要性がないとした。また、『病院では治療に専念すべき、入院中は安静が必要だった』『病状により

仕事や会社との連絡は禁止されていた』『自宅でのニーズはあるが病院でのニーズはない』『セキュリティ対策上、

職場以外での業務は禁止』など、積極的な反対意見も多かった。 

・全体に対する構成比は約 5 割未満と最も高い。 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋 

●D. テレワーク想定外派 ：テレワーク経験無し＆院内テレワーク・ニーズ無しの理由・意見 
 回答者属性 病院内テレワーク・ニーズ無しの理由（テレワーク経験無し） 

01 男性 20 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、現場・デスクワー

ク、難病 

・職種や個人情報の取り扱いの問題で自身の活用の可能性は低い。 

02 男性 30 代、製造・建築業務、パ

ート、現場、糖尿病 

・現在の業務内容ではPCは使用しない。現場以外でPCを使用する仕

事は無い。 

03 男性 30 代、その他、正社員、現

場、がん 

・介護職なので仕事柄、テレワークは考えられない。 

04 男性 30 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、現場、がん 

・自分の場合は接客サービスなので必要はない。 

・但し、一般的には病院内でのニーズは有ると思う。良い点は、体調急

変しても、医療職が近くにいるので安心して仕事ができること。悪い点

は仕事とプライベートの境界があいまいになってしまうこと。 

・あくまで病状や体調に問題がなく、本人の意思で行うことが前提であ

り、企業側の強制であってはならない。 

05 男性 30 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、難病 

・テレワークは大企業の話だ。現在の仕事は在宅や病院でもできる内容

だが、会社ではパソコンやデータ持ち出しは厳禁なので、利用出来な

い。 

06 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、デスクワーク・外

勤、心療内科・精神科疾患 

・金融機関は情報セキュリティに厳しく（FAX・メールも禁止）、テレワーク

は考えられない。 
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 回答者属性 病院内テレワーク・ニーズ無しの理由（テレワーク経験無し） 

07 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク・外勤、がん 

・設計業務は PC と携帯があれば職場以外でもできるが、傷病休暇中、

自宅での機密文書の取り扱い、病院で手術のある場合など賛成できな

い。 

08 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、難病 

・技術的には職場以外でも十分作業は可能であるが、セキュリティ上の

問題から社外からのデータへのアクセスは禁止されている。同様の理

由からデータの持ち出しも物理的にできないシステムである。制度的

にはメールチェックは可能だが社外での業務は不可能である。 

09 男性 40 代、事務・情報処理業

務、正社員、デスクワーク・外勤、

腎疾患 

・透析や入院中は治療に専念すべきである。透析中は片手が動かせな

いので、本格的な PC 仕事は難しい。基本的には安静にしているべ

き。 

10 男性 50 代、その他、正社員、デ

スクワーク・外勤、難病 

・私の場合は、業務の特性上、病院内で本格的な仕事はできないし、ま

た、できるような病状でもない。本人の体調や病気次第だと思うが、院

内で PC 仕事ができる環境があれば、安心して入院できるかもしれな

い。 

11 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク、心臓疾患 

・病院は病気を治すための施設である。医療機関へのテレワークコーナ

ーの利用は、骨折患者は可能かもしれないが、がんや心臓病、脳疾

患の患者に仕事をさせるのは酷ではないか。状態が落ち着いて暇に

なったときに、復職に向け頭を切り替えて利用するのであれば、あって

も良いと思う。 

12 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、デスクワ

ーク・外勤、難病 

・病院にテレワークスペースがあっても良いとは思うが、自分自身は面

倒なのでそこまではやらない（携帯で十分）。ただ、会社としてのインフ

ラが無いと意味がない。 

13 女性 30 代、事務・情報処理業

務、正社員、デスクワーク、難病 

・今の仕事内容がテレワークには適さない。 

・出来るのであれば、体の負担のことを考え、在宅もしくは自宅から近い

場所で働きたい。 

14 女性 40 代、その他、非正規社

員、現場、がん 

・利用者宅での仕事（介護職）のためテレワークはできない。入院中に、

退院後のシフト調整の話（電話連絡）があることは問題ない。 

15 男性 50 代、製造・建築業務、正

社員、現場、がん 

・医療機関では療養に専念すべきである。 
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４ 病院内テレワークに関する意見・要望等 

 

【病院への要望・意見】 

○ 院内テレワークコーナー（専用スペース）の設置の要望・期待の意見は一定数あった。一方で、単に無線

LAN 環境のみ、あるいは、机・椅子や機密性が保てる部屋のみの整備といった意見もあった。 

○ テレワーク制度を導入済みの企業では、ノートパソコン・モバイル端末、通信機器が貸与・支給されている場合

も多いとのことである。そのため、環境整備の中には、電源やプリンターの整備・貸与の意見も含まれていた。 

○ また、専用スペースを、復職準備・職業訓練のための場所や、仕事と治療の両立を医師等に相談する場所と

して活用できれば良いという意見もあった。 

○ なお、特にテレワーク経験のない人にとっては、漠然としたイメージでの回答も多くみられた。 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋（一部再掲有り） 

●「病院」への要望・意見 

 回答者属性 病院内テレワークに関する「病院」への要望・意見 

01 男性 30 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、腎疾患 

【グループ B】 

・病院内に専用スペース（ビジネスセンター機能）があれば便利だと思

う。 

02 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、腎疾患 

【グループ A】 

・病院もしくは関連機関等で職業訓練的なことを実施し、職場復帰を支

援してもらえば、助かる人は多いと思う。 

03 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、外勤、糖

尿病とその他 

【グループ A】 

一般の人は相部屋が多いので、防音スペースがあれば良い。 

04 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員（管理職）、外勤、難

病、糖尿病とその他 

【グループ A】 

・患者が使える PCが病院談話室にあり大変助かった。 

05 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

がん 

【グループ A】 

・働きたくても働けない人を支援する制度や設備であれば、病院内に

あっても良い。 

・病院は治療するところであり、会社は仕事を与えるところ。病院内でも

働くということは、本人次第（体調と意欲）である。 

06 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

外傷・骨折 

【グループ A】 

・病院のテレワークスペースは Wi-Fi 環境があると良い。テレワークス

ペースは消灯時間が遅くなると良い。 

07 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員(管理職）、外勤、腎

疾患 

【グループ A】 

・特別な設備は不要で、Wi-Fi環境さえ提供されればよい。 

08 男性 50 代、その他、経営者、デス

クワーク・外勤、肝疾患 

【グループ A】 

・インターネットカフェのようにモニターの大きな PC があれば、ノート

PCを持ち運ぶ必要もない。データは、その日の作業用データをUSB

等で持ち歩けば楽だろう。また、プリンタや携帯電話の充電、手荷物

預かりなどのサービスがあると良い。 

09 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

難病 

【グループ A】 

・会社貸与品があるので、特別な施設・設備は不要である。病院建物

内で無線 LAN が整備されれば十分である。社外でプリントアウトでき

る場所が増えるのは便利だとは思うが、病院内でのニーズがそれほ

どあるとは思えない。 

10 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク・外

勤、がんとその他 

【グループ B】 

・病院内にビジネスセンター（印刷・コピーサービス）があれば助かる。

有料でも PC＆スペース貸与する設備があれば利用したい。 
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 回答者属性 病院内テレワークに関する「病院」への要望・意見 

11 男性 60 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク・外

勤、その他 

【グループ A】 

・病院内にテレワークコーナーがあれば安心して病院に行く人もいる

はず。気兼ねせず仕事ができる場所があるのは良いと思う。 

・有料でも良いので、ＰＣ、プリンタ、ＦＡＸがあるとビジネスマンなら嬉

しいのではないか。 

12 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、デスクワーク・外

勤、糖尿病 

【グループ B】 

・治療中は仕事を休むのが大前提ではあるが、本人の意思で仕事がし

たい場合には、病院内にビジネスセンターのような専用スペースがあ

れば良いと思う。 

13 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク・外勤、

難病 

【グループ C】 

・病院設備としては、無線LAN環境があり、仕事というより連絡をレスポ

ンスよくやり取りできるだけで良いと思う。相部屋の場合を考えると、

仕事専用スペースがあると良い。しかし、特別なものではなくWi-Fi と

電源くらいがあれば十分だと思う。 

14 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク・外勤、がん 

【グループ D】 

・検査入院など病状が安定している、あるいは長期入院の場合で、欠

勤扱いにならないのであれば病院でのテレワークはメリットがある。

Wi-Fi（会社支給なら不要）、スペース（机、椅子、棚）、図書館にある

ような周囲の視線を遮ることのできる間仕切りがあると仕事しやすい。 

15 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク・外勤、難病

とその他 

【グループ C】 

・あまり不便はないが、敢えて挙げるとすると、病院内には電源コンセ

ントが少ない。 

16 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、心療内科・

精神科疾患 

【グループ D】 

・復帰準備として院内に PC作業場所があっても良いと思う。 

17 女性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

【グループ A】 

・ＰＣ、ネット環境があり、印刷ができると良いと思う。 

18 女性 50 代、事務・情報処理業務、

非正規社員、デスクワーク、難病 

【グループ D】 

・もし、病院内に専用 PCスペースを確保するのであれば、何か備品を

買って新設するのではなく、仕事ができるテーブルさえ置けば良い。

そして、診察室から自分の順番が来たことを知らせてくれれば良い。 

19 女性 30 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

【グループ B】 

・病院にテレワークコーナーがあれば使う。Wi-Fi、机・椅子、PC（フリ

ーアドレス）があれば良い。 

20 女性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、外勤、糖尿病 

【グループ B】 

・仕事をしても良いビジネスセンターがあると良い。お金を払ってでも

利用したい。呼び出しをどうするかという問題だけだと思う。 

・短い診療時間では言えない「治療しながら仕事をすることへの漠然と

した不安」をビジネスルームで医師に相談できると良い。 

21 女性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

【グループ B】 

・院内テレワークコーナーはあった方がいい。使うかどうかは患者次第

ではあるが、専用スペースがあるのとないのとでは、安心感が全然違

う。 

・患者は、会社から隔離された時期を過ごすので、病院の外と連絡が

取りあえることで希望を持つことができる。入院中は完全看護で安心

できるが、退院後が大変だという気持ちがある。入院中から会社とや

り取りができるのは、会社に戻るための準備ステップになると思う。 

22 女性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

【グループＢ】 

・自分自身も病気が長くなった場合は、病院内にテレワーク可能な場

所があると良いと思う。但し、今の仕事では出来ない。病院のデイル

ームに仕切りがあるスペースが２ヵ所あったが、そのような環境がある

と良いと感じた。 

・骨折等は歩行が困難なため病室で使える方が良いと思った。 
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 回答者属性 病院内テレワークに関する「病院」への要望・意見 

23 女性 40 代、その他、正社員、デス

クワーク・外勤、がん 

【グループＤ】 

・日本人の場合、仕事環境が整備されれば、やり過ぎてしまうのではな

いか。入院中であれば電話連絡程度で済ませるべきだと思う。どうし

てもということであれば、時間制限を設ける必要がある。入院治療中

なのだから、何らかの線引きが必要だ。 

 

 

【企業への要望・意見】 

○ 企業に対する具体的な要望・意見数は少なかったものの、そのなかでは、病院内で働いた場合の労働対価・

報酬に関する意見が多かった。特に、無報酬での労働、際限のない労働の強要など、労働者の不利益に繋が

らないよう、病院内テレワークの導入条件や制度内容を検討する必要性を感じている人が多かった。 

○ また、業務ではなくても、会社とつながっている（連絡し合える）ことで安心感が得られる、職場復帰のモチベ

ーション維持になるとの意見も聞かれた。 

 

患者ヒアリング個票からの抜粋（一部再掲有り） 

●「企業」への要望・意見 

 回答者属性 病院内テレワークに関する「企業」への要望・意見 

01 男性 40 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

難病とその他 

【グループ B】 

・（病院では）会社で仕事をする場合と同じ評価（報酬）にはならないだ

ろう。制度化され、会社側から仕事を強要されれば体調が悪化する。

治療が長引けば元も子もない。便利な働き方だが、ケースバイケース

の対応になりそうだ。 

・多様な働き方を認める方向性は良いと思うが、労働者が不利になら

ないよう、第三者機関が制度導入企業のチェック・評価を行い、公表

するなどの仕組みが必要だと思う。 

02 男性 50 代、事務・情報処理業務、

正社員（管理職）、デスクワーク、

外傷・骨折 

【グループ A】 

・テレワーク制度を活用し、病院での仕事時間が出勤扱いとなれば非

常に良い。 

03 男性 50 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、デスクワーク、がん 

【グループ A】 

・国の指針に対し、企業側の勝手な解釈で病気を理由に患者本人の

負担増や賃金水準の引き下げが行われないよう、導入の際の条件付

けや監視・配慮が必要である。 

04 男性 30 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、現場、がん 

【グループ D】 

・あくまで病状や体調に問題がなく、本人の意思で行うことが前提であ

り、企業側の強制であってはならない。 

05 男性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、デスクワーク・外

勤、心療内科・精神科疾患 

【グループ D】 

・3 ヵ月休職すると、社内のシステムが変わったりして浦島太郎状態に

なる。復帰直後のストレスとなるため、復職前に事前にシステムの変

更、社内通達、手続きの変更など分かるといい。 

06 男性 40 代、研究・開発・設計業

務、正社員、デスクワーク、糖尿病

と心療内科・精神科疾患 

【グループ C】 

・入院中の仕事に対する「対価・報酬」の問題もある。無給（サービス残

業の扱い）でも、逆に傷病休暇中に報酬を支払うこともおかしな話に

なる。 

07 男性 50 代、研究・開発・設計業

務、正社員（管理職）、デスクワー

ク、心臓疾患 

【グループ C】 

・仮に病院にテレワークコーナーを設置するのであれば、実働に見合

った報酬についても考える必要がある。 

08 女性 30 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、難病 

【グループ B】 

・（病院からでも）会社のネットワークにつなげられれば良かった。 

・会社がどの位の仕事を割り振ってくるのか仕事量が見極められない

ので、事前調整は必要だ。 

－ 100 －



 

 

 回答者属性 病院内テレワークに関する「企業」への要望・意見 

09 女性 40 代、販売・営業・サービス

業務、正社員、外勤、糖尿病 

【グループ B】 

・病院でテレワークが可能になれば、社内イントラネットにつなげ資料

作成もしたい。職種を問わずニーズはあると思う。 

10 女性４0 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、がん 

【グループ B】 

・（がん告知時は）喪失感が大きく、「何かとつながっている」という感覚

が欲しかった。会社もその1つ。自分が必要とされていると感じたかっ

た。入院中でも会社とやり取りできるのは良い事だと思う。 

11 女性 20 代、事務・情報処理業務、

正社員、デスクワーク、心療内科・

精神科疾患 

【グループ B】 

・入院中のテレワークを労働時間とみなす制度や、慣らし出勤は良い

と思う。メリットとしては自分の好きな時に働けること・休めることで、デ

メリットとしてはプライベートな場で仕事をするため気持ちの切り替え

が難しいのではないかとの不安がある。 
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第５章 医療機関に対するヒアリング調査結果 
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Ⅰ．調査結果概要（再掲） 

（１）調査対象医療機関の概要 

○ 21 医療機関に対し、ヒアリングを実施した結果は以下の通り。 

 治療と仕事の両立支援：21 医療機関中 20 医療機関で実施 

 電子・通信機器使用の制限の有無：制限なし。ただし、４医療機関では、医師等の許可を必要な場合

がある。 

 電子・通信機器使用の環境整備状況：全館全室 Wi-Fi 利用可能は 21 医療機関中 3 医療機関、有

線 LAN 貸出で全室利用可能は 1 医療機関であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査結果のまとめ 

①医療機関では電子・通信機器を使うことを基本的に制限していない 

○ 21 医療機関中 17 医療機関において、電子機器を持ち込むことに対する許可は必要としていなかったが、4

医療機関においては、電子機器の持ち込みについて医師等の許可を必要としていた。これは、疾患によって、

患者が自分自身の不利益に繋がる行動をとる場合があり、医師が制限の必要性について判断しているためで

ある。 
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Ｃ病院 ● 有 無 全館全室（希望認可）

D病院 ● 有 医師の許可 有線LAN貸出

Ｅ病院 ● 有 無 個室に有線LAN

Ｆ病院 ● 有 無 デイルーム
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○ 電子通信機器の持ち込みの許可がいらない、あるいは許可を受けた場合には、使用のマナーを守ること（通

話は通話コーナーを利用する、消灯後に病室でパソコン等の操作をしない等）を前提に、電子機器の利用に

ついて特に制限はしていない。 

 

○ なお、電子・通信機器が使える環境整備状況は、21 医療機関中 4 医療機関で全病棟で通信回線が利用

できるよう整備されている。整備されていない 17 医療機関については、必要な場合には患者自身で用意をす

るよう案内しているとしていたが、いずれの医療機関も現在のニーズはそれほど多くはないとの認識であった。 

 

②医療機関は患者が院内で「職場に関連する対応」をしているかまでは把握していない 

○ 医療機関は、患者が通信機器を使っていることは目視で確認できるものの、それが「職場に関連した対応」かど

うかまでは分からないとしていた。 

 

③患者が医療機関内で仕事をすることについて 

○ 医療機関が率先して勧めることではないが、絶対安静等でない限り、患者が院内で仕事をすることを止めるこ

とはないとしていた。なお、医療者として、入院中は患者に療養してほしいとの思いがあり、医療機関内における

テレワークについては、積極的に勧めることではないという意識が見られた。 

○ 医療機関内に限らず、治療と仕事の両立全般という点では、患者の“生活の質の向上”という視点も重要であ

るとの意見もみられた。 
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Ⅱ．調査結果 

１ 患者に対する治療と仕事の両立支援の取組状況 

（１）取組のきっかけ 

○ 経済的な理由により治療が中断しないよう、また未収金対策もあって、患者の経済的不安に対し、以前より

医療機関においてはメディカルソーシャルワーカーが相談を受けている。 

○ 「がん診療連携拠点病院等」においては、相談支援センターの設置が義務付けられ（平成26年1月10日

健発 0110 第 7 号「がん診療連携拠点病院等の整備について」）、相談支援センターの業務に就労に関す

る支援が含まれているため、相談支援の一環として相談を受けている。 

○ なお、医療機関によっては、患者相談支援センター等の相談窓口を設置し、ワンストップで患者の様々な相談

に対応している医療機関も見られた。 

 

（２）院内の体制 

○ がん相談支援センターについては、がん専門看護師やメディカルソーシャルワーカー等が対応している。医療機

関の中では、月 1 回の社労士が同席する日を設定し、就労支援相談を受けたり、外部の連携している社労

士につなげたりと、社労士を積極的に就労支援に活用している医療機関も見られた。 

○ 患者相談支援センターについては、メディカルソーシャルワーカー等や事務部門等が窓口となり、内容に応じて

適切な担当者につなげている。 

○ 患者によって必要な体制は異なり、例えば急性期の精神科では、患者本人が企業側と交渉することは困難な

症例が多いため、介入が必要であるとし、がん患者については、自ら行動することができる（必要書類を入手

し手続きを進める）ため介入はそれほど必要とはしないという意見も聞かれた。 

○ なお、回復期では、特に窓口を整備しているわけではなく、メディカルソーシャルワーカー等が一人一人の患者

の相談を受けているが、復職を希望する患者の１割程度については、病院職員が勤務先との交渉に介在し、

場合によっては、総務人事との面談だけでなく、産業医・産業保健スタッフとも面談を行うこともあるとしていた。 

 

（３）患者への周知方法 

○ がん相談支援センターはチラシやポスターで周知しているものの、外来や病棟のスタッフの積極的な声掛けや聞

き取りが相談につながっている。 

○ 患者相談支援センターについては、受付付近などにコーナーを設置しており、患者の目に留まりやすいよう配置

されている。 

 

（４）支援に対する患者のニーズ 

○ 患者はいろいろな不安や悩みを抱えており、その中の一部が仕事に関連する内容である。医療機関の相談窓

口に、仕事の相談に来る人はほとんど見られず、メディカルソーシャルワーカー等の対応したスタッフが患者の不

安や悩みを丁寧に掘り下げる中で、初めて表出する内容であり、患者自身、不安や悩みが仕事に関係してい

るという意識は希薄である。 

○ ＡＣジャパンの「ながらワーカー」のＣＭは、がん患者の就労支援に対する潜在需要を掘り起こすきっかけにな

るという意見が多く聞かれた。 

○ なお、高齢患者が多い医療機関やがん患者が少ない医療機関においては、復職・就労支援の対象者が少な

く、患者支援の優先順位として就労支援はプライオリティが高くないため、積極的に取り組む必要性を感じてい

ない。 

 

（５）具体的な支援内容と評価 

○ 腎疾患や肝疾患、難病患者については、金銭面で比較的公的支援が充実しているものの、がんは公的支援

がないため、経済的な理由で治療を中断させないためには、患者の中でも特にがん患者に対する相談支援の
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必要性を感じている医療機関は多い。 

○ 特にがんについては、告知された患者の多くが、まだ「死」を強くイメージしてしまい、仕事のことまで頭が回らない

というのが現状である。実際、仕事を辞めてから不安や悩みを相談に来る人もあるとのことで、仕事を辞める前

に相談を受けるよう促す支援が求められている。 

 

（６）医療機関における患者の仕事と治療の両立支援推進の課題 

○ がん相談支援センターの担当者は、がんの告知をする医療機関が患者の就労も含め相談支援を積極的に行

う必要はあるとの認識があるものの、医療機関のスタッフ間でも治療と仕事の両立支援に対する課題認識が十

分ではなく、医療機関内における意識統一を図る必要性を感じていた。 

○ 医療機関によっては、新人職員研修や職員の入職時のオリエンテーションで、メディカルソーシャルワーカー等の

取組や活動を紹介したり、社労士により就労支援のセミナーを開催する等、啓発に取り組んでいる。 

○ 急性期病院では平均在院日数が短くなる傾向にある中で、就労の相談支援までには至らないとの認識があり、

急性期医療機関からは回復期病院や在宅療養において、より必要な支援ではないかとの意見も聞かれた。 

○ 一方、回復期リハビリテーション病院の中には、実際に患者がどのような仕事をしているかを踏まえ、理学療法

士・作業療法士がリハビリを行う必要性を感じており、今後、強化をしたいとの声も聞かれた。 

 

 

２ 院内における「職場とのかかわり」の状況とご意見 

（１）院内での電子機器使用のルール（どのような使用制限をしているか） 

○ 21 医療機関中４医療機関で、電子機器について入院時や医師の許可を受ける必要があるとしていた。その

他では特に制限はなかった。個別対応として、例えば、脳血管疾患に罹患した患者で判断力の低下がみられ

る場合には、安易にパソコンを使用することで本人の不利益につながる場合もあり、病状に応じて慎重に対応

しているとしていた。本人の不利益とは、例えば、職場や取引先に滅茶苦茶な内容の e-mail を送信したり、

意味不明の電話をかけてしまい、会社側から職場復帰は完全に無理だと判断され、退職に至るケースであ

る。 

○ そのほかの医療機関においては、他の患者に配慮したマナーとして通話エリアを設けたり、病室内での通話は避

けるよう案内をしたりしているが、携帯電話の通話利用以外の使用制限は特にしていなかった。 

○ 通信機器については特に制限を設けている医療機関はみられず、病室ではパソコンのキーボードをたたく音やス

クリーンの明かりについて気にする患者もいるため、消灯時間を過ぎてからの使用は控えるなどマナーを守って使

用するよう患者に伝えている。 

○ なお、Wi-Fi 環境が整備されていない医療機関においては、必要な場合には患者自身で用意をするよう案内

を行っている。 

○ 全室全館で Wi-Fi が使えたり、全病棟で有線ＬＡＮが使えるよう整備されている医療機関は 21 医療機関

中 4 医療機関見られた。ある医療機関（回復期）は整備した理由として、30～40 代の入院患者が増え、

ネット環境ニーズも高まったためで、利用者からは概ね好評であるとしていた。 

 

（２）患者の院内テレワークのニーズ 

○ 医療機関はテレワークをしているかどうかまでは把握していない。必要な人は患者自身がパソコンや Wi-Fi を持

ち込んでいるとしているが、いずれの医療機関もニーズはそれほど多くはないとの認識であった。 

 

（３）患者の院内テレワークニーズに対する考え（患者が仕事をすることを制限しているか） 

○ 医療機関が率先して勧めることではないが、絶対安静等でない限り、患者が院内で仕事をすることを止めるこ

とはないとしている。 

○ 患者がテレワークをすることを止めはしないものの、医療者として、入院中は患者に療養してほしいとの思いがあ

り、医療機関内におけるテレワークについては、積極的に勧めることではないという意識は根強い。 

○ その一方で、Wi-Fi を整備している医療機関からは、仕事をすることが患者のＱＯＬ（生活の質）を上げる
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ことにつながるのであれば、医療機関内でテレワークができるよう環境を整えることも必要との意見が聞かれた。 

 

（４）患者の院内テレワークのニーズに対する対応状況 

○ Wi-Fi が全館全室に整備されていたのは 21 医療機関中 4 医療機関で、Wi-Fi を整備している医療機関は

少数派である。ニーズがあれば対応を検討するが、現状ではニーズはそれほどないと感じており、状況を見なが

ら検討するとしている。 

 

（５）患者の院内テレワークに対応するための医療機関としての課題 

○ 医療機関は、テレワーク（労働）に限定した通信環境の整備に抵抗を感じている。 

○ テレワークに限定しないのであれば、患者サービスの一環として、プライバシーやセキュリティが確保されたコーナ

ーや、疾患に関する情報が得られたり相談ができたりするコーナー（図書室）に必要性を感じる医療機関も

見られた。 

○ なお、専用スペースを設置する場合、体調悪化・急変時の管理・サポート体制も整備する必要があり、人員

配置のためのコスト増を憂慮する声や、Wi-Fi 整備のランニングコストの負担感を憂慮する声、また医療機関

において業務用 Wi-Fi は飛んでいることから、業務用 Wi-Fi への影響を心配する声も聞かれた。 

 

 

３ 病院の「患者の治療と仕事の両立支援」に、必要なご支援 

○ Wi-Fi 整備費の補助。ただし、ランニングコストもかかるため、導入時の補助だけでは整備は難しいとの声が聞

かれた。 

○ スペースの確保に対する支援。図書室/ビジネスセンター的な場所を提供したくても、スペースが取れない。病

床が埋まらない病院では、病室や病棟をつぶすことも可能だが、患者が多い病院ではスペースを確保することが

難しいとの声が聞かれた。 

○ 郊外に立地する医療機関からは、車の運転ができなくなることで通勤が困難になるとして、仕事が継続できな

い例があるとの指摘があった。 
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第６章 企業に対するヒアリング調査結果 
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Ⅰ．調査結果概要（再掲） 

①治療との両立を目的とするテレワークのニーズは在宅勤務が主体 

○ 傷病時には、療養に専念し、休みをとってもらうことが基本的な考え方となっており、無理な負荷をかけることな

く、早期の復帰を目指してもらうとの姿勢が示されている。また、本人の同意があったとしても、傷病の悪化など

が生じた場合の責任の所在に関する懸念、企業として「安全配慮義務違反」に問われることを懸念する意見

が多かった。 

○ がん治療において、通院支援を目的とした在宅勤務制度の導入事例があることや、骨折といった怪我を想定

した在宅勤務、家族のインフルエンザ罹患時など、治療との両立支援におけるテレワークのニーズは、在宅での

利用が中心にイメージされていた。 

 

②医療機関でのテレワークのニーズは限定的 

○ 入院時や通院時には、療養に専念し、休みをとってもらうことが基本的な考え方となり、医療機関内でのテレワ

ークに関するニーズは認められない。 

○ 怪我による入院時、家族の介護や看護時における付き添いや送迎時などのニーズは一部で示された。 

○ 医療機関内でテレワークを実施する際には、ネットや印刷ができる環境、隔離されたスペースが求められるとの

意見が示された。在宅やサテライトオフィスに比べ、医療機関では、業務に必要なセキュリティ環境構築の困難

さを懸念する意見も示された。 

○ 一方、セキュリティ対策は自主管理の範囲で対応ができ、Wi-Fi 環境さえあれば良いとの意見もあれば、無料

の公衆 Wi-Fi の使用を禁止している企業もあり、ニーズにはばらつきがあった。 

 

③個々のケースに応じ復職に向けたコミュニケーションを実施 

○ 復職に向けたコミュニケーションは、個々のケースに応じ、人事部や所属部により定期的にメールや電話などによ

る連絡が行われている。 

○ 復職支援にあたっては、患者本人が主治医に自らの仕事内容等を的確に伝えるコミュニケーション能力とともに、

病院からのチェックリスト提供などの情報提供の充実が重要との意見が示された。 
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Ⅱ．調査結果 

１ 全体の傾向 

○ ヒアリングを実施した企業の概要は、以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）治療と職業の両立支援 

○ 治療と職業の両立支援ガイドラインの作成、仕事とがん治療の両立支援に関する取組、復職支援制度など、

治療と職業の両立支援に向けた取組が導入されている。 

○ 導入企業においては、治療と職業の両立支援が、従業員、企業の各々にとってメリットがあるとの認識に立ち、

制度化や考え方の普及に努めている。 

 

（２）テレワークの活用状況 

○ 在宅勤務制度を始め、多くの企業でテレワークの制度化が図られているところではあるが、企業により取組のス

ピードには差が見られ、現在、試行中のところもみられた。 

○ テレワークは、育児や介護を主な目的とした在宅勤務から着手した企業が多く、現在も対象者を育児や介護

300人

未満

1,000

人未満

3,000

人未満

5,000

人未満

5,000

人以上
テレワーク導入状況

院内テレワーク

への対応

Ａ社 重工業 〇● 在宅勤務 －

Ｂ社 飲料・たばこ・飼料製造業 〇 ● テレワーク 想定していない

Ｃ社 食料品製造業 〇 ● テレワーク 想定していない

Ｄ社 各種商品卸売業 〇 ● 在宅勤務 －

Ｅ社 その他の製造業 〇 ●
テレワーク

（在宅/モバイル）
想定していない

Ｆ社 電気機械器具製造業 〇● テレワーク 限定的活用ニーズ

Ｇ社 飲料・たばこ・飼料製造業 〇 ● テレワーク 限定的活用ニーズ

Ｈ社 情報サービス業 〇 ● テレワーク －

Ｉ社 不動産業 〇 ●
テレワーク

（在宅/モバイル）
想定していない

Ｊ社 金融商品取引業 〇● 在宅勤務 限定的活用ニーズ

Ｋ社 建設業 〇● テレワーク：試行中 想定していない

Ｌ社 業務用機械器具製造業 〇 ● テレワーク：試行中 想定していない

Ｍ社 陸運業 〇 ● テレワーク 想定していない

Ｎ社 その他の製造業 〇 ●
在宅勤務

テレワーク（一部）
想定していない

Ｏ社 ゴム製品製造業 〇 ● テレワーク：検討中 想定していない

Ｐ社 不動産業 〇 ● テレワーク 想定していない

Ｑ社 電気機械器具製造業 〇● テレワーク 想定していない

Ｒ社 電気機械器具製造業 〇 ● 在宅勤務 想定していない

Ｓ社 保険業 〇 テレワーク 想定していない

Ｔ社 金属製品製造業 〇 ● 在宅勤務 想定していない

Ｕ社 繊維工業 〇●
モバイルワーク

テレワーク：試行中
限定的活用ニーズ

企業名 業種

テレワーク導入状況従業員規模（〇単独、●連結）

－ 114 －



 

 

に限った限定的なテレワーク制度から、働き方改革の観点より、目的や場所を限定しないテレワーク制度まで、

企業により制度の内容に差がみられる。 

 

（３）治療との両立を目的とした、テレワークのニーズやコミュニケーションニーズ 

○ 傷病時には、療養への専念を第一義とし、テレワークにより仕事と治療を両立させるということを想定していな

い。 

○ そのため、例えば退院後の在宅での療養中や骨折等の物理的に動けない疾患については活用可能性も考え

られるとしていたが、医療機関内での企業としてのテレワークのニーズは基本的にはない。医療機関において仕

事をしたいという社員のニーズがあれば、考えるとするにとどまっている。 

○ 普及や利用促進に向けては、労働時間の管理の柔軟性を求める意見が多く示された。 

○ 復職に向けたコミュニケーションは、ＩＣＴを活用する場合、活用しない場合があるが、何らかの形で定期的な

情報連絡・共有はすでに図られている場合もある。ある企業では、管理部門としては現状ではコミュニケーショ

ンも想定していないとしていた。 

 

２ 私傷病時の取組状況とテレワークの活用状況 

【私傷病時の取組状況とテレワークの活用状況】 

（１）治療との両立支援 

○ がん治療が長期にわたることなどを背景に、がんとの両立支援に特化し、これまでは個別対応していた支援を

制度化している事例が見られる。短時間勤務や在宅勤務などの柔軟な勤務制度や休暇制度、医療機関と

の連携を強化しての予防や治療体制の充実などの取組が実施されている。相談しやすい雰囲気づくりやがん

への理解を深める社内風土づくりが進められている。 

○ 規範となる治療と就業の両立支援ガイドブックを作成し、社員への周知を図り、産業医による対応促進を図っ

ている取組例があった。 

 

（２）復職支援 

○ 療養からの円滑な復職支援に向け、短時間勤務とするリハビリ期間を設定し、産業医などの意見も踏まえて

復職を判断する仕組みなどが導入されている。 

 

（３）コラボヘルス※ 

○ 人事部と産業保健スタッフ、健康保険組合が三位一体となり連携して取組を展開している例や、役員を交え

た定期的な健康経営を推進する会議を通した検討を行っている例がある。 
 

   ※健康保険組合等の保険者と事業主が積極的に連携し、明確な役割分担と良好な職場環境のもと、 

加入者の予防・健康づくりを効果的・効率的に実行すること（厚生労働省『コラボヘルスガイドライン』（平成

29 年７月）） 

 

【テレワークの活用状況】 

（１）働き方改革の視点からの在宅勤務やテレワーク導入 

○ 在宅勤務や、場所を限定しないテレワーク制度が、多くの企業で導入、または導入に向けた検討や試行が実

施されている。 

○ 主な利用目的を育児や介護などに絞って導入している例がある一方、利用目的を限定しない例がある。傾向

として、多様な働き方や、働き方改革の観点から、場所や目的を限定しない制度設計へのシフトが見られる。 

○ 育児や介護を主な利用目的として導入した在宅勤務制度に変え、場所や時間等の制限がない、柔軟な運
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用によるテレワーク制度を導入した取組例や、生産性や創造性向上を狙いとした場所を限定しないテレワーク

制度を導入した取組例がある。 

○ テレワークにあわせて、フレックス制度や時間有給休暇を組み合わせて導入したことで利用しやすさが向上し、

在宅勤務に比べて利用が大きく増加した例もある。 

○ また、利用可能な対象者は、業務の特性により、対象を限定している例、パート労働者なども含め、全ての従

業員を対象としている例がある。 

○ 全社一律的な制度化をあえて行わず、個々の状況に照らし、その都度判断を柔軟に行い対応する事例も見

られる。 

○ 自前や外部機関との契約により、サテライトオフィスを確保している企業がある。 

 

（２）ＩＣＴやセキュリティ環境整備 

○ 在宅勤務やテレワークの導入に当たっては、各々の業務特性に応じたＩＣＴやセキュリティ環境などを整備し

ている。 

 

３ 治療との両立を目的とした、テレワークやコミュニケーションに関するニーズや課題 

（１）治療との両立を目的とするテレワークのニーズは在宅勤務が主体 

○ 傷病時には、治療に専念し、休みをとってもらうことが基本的な考え方となっており、無理な負荷をかけることな

く、早期の復帰を目指してもらうとの姿勢が示されている。また、本人の同意があったとしても、傷病の悪化など

が生じた場合の責任の所在に関する懸念についても意見が示された。傷病を悪化させた場合、企業として「安

全配慮義務違反」に問われることを懸念する意見が多かった。 

○ 在宅勤務やテレワークを制度化しているが、傷病は対象外としている企業もある。 

○ 私傷病手当などが支給できなくなり、従業員の不利益となることへの懸念が示された。 

○ 場所や目的を限定しないテレワークを導入した取組では、傷病時の医療機関での利用も結果的に可能となっ

ているが、そうした利用事例は把握されていない。 

○ がん治療において、通院支援を目的とした在宅勤務制度の導入事例があることや、骨折といった怪我を想定

した在宅でのテレワーク、家族のインフルエンザ罹患時など、治療との両立支援におけるテレワークのニーズは、

在宅での利用が中心にイメージされている。 

○ 心療内科・精神科疾患の場合、回復のためには規則正しい生活が必要との判断から、在宅勤務等のテレワ

ークにはそぐわないという意見が示される一方で、心療内科・精神科疾患でも、能力を発揮する場のひとつとし

て在宅勤務もあり得るとする意見もあった。 

 

（２）医療機関でのテレワークのニーズは限定的 

○ 入院時や通院時には、治療に専念し、休みをとってもらうことが基本的な考え方となり、医療機関内でのテレワ

ークに関するニーズは認められない。現在、入院期間は短縮化が促進されており、仕事ができるくらいであれば

退院を勧告されるのではないかとの声もあった。 

○ 怪我による入院時、家族の介護や看護時における付き添いや送迎時などのニーズは一部で示された。 

○ 医療機関でテレワークを実施する際には、ネットや印刷ができる環境、隔離されたスペースが求められるとの意

見が示された。在宅やサテライトオフィスに比べ、医療機関では、業務に必要なセキュリティ環境構築の困難さ

を懸念する意見も示された。 

○ 一方、セキュリティ対策は自主管理の範囲で対応ができ、WI-FI環境さえあれば良いとの意見もあれば、無料

の公衆 Wi-Fi はセキュリティの関係で使用禁止としている企業もあり、ニーズにはばらつきがあった。 

 

（３）労働時間や成果の管理、罹患者に対する理解の促進が課題 

○ 治療との両立を目的としてテレワークを導入している企業からは、テレワークの普及促進に向けて、法整備を含

めた、時間管理についての柔軟性の確保を検討することが必要との意見が示された。 

○ 始業と終業時間の報告を求める制度がある一方、事後の自己申請に委ねている制度も見られる。労働時間
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の管理は、各企業でのテレワーク導入や運用に当たっての課題となっており、厳密に時間を管理することの困難

さや、利用しやすさを向上し成果中心の管理とする考え方などがあった。 

○ 病気を抱えながら就業している社員への対応は、産業保健スタッフなどの専門職は、理解はしているが、人事

総務部門や社員と接する職制は、例えばがんや糖尿病の社員に対してどのような対応が必要なのかなどの理

解が進んでいないことが課題との意見が示された。 

 

（４）個々のケースに応じ復職に向けたコミュニケーションを実施 

○ 復職に向けたコミュニケーションは、個々のケースに応じ、人事部や所属部により定期的にメールや電話などによ

る連絡が行われている。 

○ 復職支援に当たっては、患者本人が主治医に自らの仕事内容等を的確に伝えるコミュニケーション能力ととも

に、病院からのチェックリスト提供などの情報提供の充実が重要との意見が示された。 

○ 会社としては復職は困難と判断するようなケースでも、医療機関から復職可との判断が示される例もあり、根

拠の明示や、全国の症例などの病院間での共有を求める意見が示された。 

○ 職場復帰に関する主治医の段階的な判断基準が示されるとよいのではないかとの意見があった。例えば、短

時間の勤務は可能であったり、通勤負荷が軽減されれば勤務可という判断が示されれば、時差通勤や在宅

勤務も検討しやすいという声があった。 

 

 

４ その他の参考意見 

○ 地域毎（市町村毎程度）にセキュリティやＩＣＴ環境が整備されたテレワークセンターを整備して欲しいとの

意見が示された。 

○ テレワーク制度の導入に際しては、セキュリティの確保などのために投資が必要になる。中小企業向けには資金

面での助成制度があるとよいという考えが示された。 
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第７章 検討委員会としてのまとめ 
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本調査は、限られた時間のなかで、できる限り、疾患、受診状況（入院か外来か）、さらには地域特性（通院、

通勤の範囲の差異）も考慮して調査対象を設定して実施した。また、各質問においては、可能な限り想定範囲を

広くした選択肢を設定し、「テレワーク」ということばの意味するところがまだまだ普遍化されていない状況であることも考

慮して調査票を作成した。 

本調査では、概要及び本文に記述したような結果を得ることができた。これを踏まえて、検討委員会で意見交換を

行い、入院・通院時におけるテレワークの活用について以下のようにとりまとめた。 

 

１ 入院・通院時におけるテレワーク活用についての考察 

高齢化及び定年延長に伴い、多くの企業で傷病を抱える労働者が増加することが懸念される現状において、治

療と職業生活の両立に関する様々な社会的支援は、労使ともに関心事である。 

その中で、時間と場所を有効に活用できる柔軟な働き方であるテレワークは、直接的な業務以外の職場への

種々の連絡を含めて、治療と職業生活の両立支援の一助となるものであり、本調査結果においても、「職場に関

連する対応」を入院・通院中に行っている実態やニーズが認められた。一方で、本調査で焦点を当てた入院・通院

時におけるテレワークを行うにあたっては、以下の点に留意する必要がある。 

 

（１）入院・通院時は療養に専念し、早期回復・職場復帰に努めることが基本 

○ 企業に勤務している労働者は、それぞれの就業規則上の休暇・休職制度を利用して、入院・通院を行っている

実態からも明らかなとおり、業務を行わないという制度の趣旨に応じて、入院・通院時には療養に専念し、早期

回復に努めることは言を俟たない。 

○ したがって、情報通信手段を利用した場所や時間にとらわれない働き方と定義されるテレワークは、業務遂行の

形態であるという意味で、治療に専念すべき入院・通院とは両立しにくい概念であることを改めて理解する必要

がある。 

○ 傷病を抱える労働者を就業させることに対しては、育児や介護を目的とする場合と異なり、本人の就業能力の

低下による就労中の事故や災害、傷病悪化のリスクが高いため、企業に対しては、より慎重で高度な就業可否

判断と就業中の安全配慮義務履行が求められる。また、企業は、これら安全配慮義務等の法的・社会的責任

に加え、労働者が短期的に休んだとしても、回復後の中・長期的な活躍・活用等を期待していることも推認され

る。 

○ このように、現状においても、入院・通院時は業務時間外として扱っているのであるから、入院・通院時に業務を

担当させることは適当ではない。 

○ 一方で、テレワークは、情報通信手段を用いて業務上を含む諸連絡を行うという広い意味で理解されている現

実もあり、この観点では、（２）で述べるような情報通信手段の使い方が、あり得ると考えられる。また、柔軟な

働き方であるテレワークが有する本来の意味においても、（３）の例外的ケースがあり得ると考えられる。 

 

（２）入院・通院時においても職場への種々の連絡を行う必要性 

○ 入院・通院時に、業務上の連絡、休暇制度、職場復帰の相談、状況報告等、種々の目的で職場、あるいは

関係部署・産業医と連絡を取ることはかなり広く行われており、その必要性も認められる。 

○ こうした職場との連絡などが、入院や継続的な治療について、仕事を理由に断念させない環境づくり、スムーズな

職場復帰のために、療養に支障のない範囲で行われることはあり得るのではないか。 

○ 特に、回復期における職場復帰に向けた連絡は、療養者の復帰を円滑に進めるために有用ではないか。 

○ また、こうした目的、あるいは付き添い者や見舞客の便宜のために、病院内に Wi-Fi が利用できる環境を整える

例はある。また今日の最も通常の通信手段であるスマホでは、多くの地域では公衆サービスを利用できる。 

 

（３）業務としての例外的な扱い 

○ 患者の希望と医療機関・医師の判断等の一定の条件下で、入院・通院中に会社業務等の実施を認める例外

的なケースはあり得るのではないか。 

○ 具体的には、本人の意思、治療や健康に支障がないこと、就労可能との医師の判断、業務を行う合理性、他

の入院患者などに迷惑が掛からないこと、職場も了解していること等が条件となるのではないか。その際、無理な
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就労とならないよう、何らかの対応を講じることも必要である。 

○ この場合のテレワークは休暇等ではなく労働時間となり得ることに留意する必要がある。  

○ 但し、こうした例外的な扱いに対して、医療機関内におけるテレワークコーナーの設置も含め、情報通信環境を

どこまで整える必要があるかは、こうしたケースがどれほどあるのかを踏まえて検討されるべきであろう。その際、入

院・通院中に医療機関内での職場との連絡等を出来ない方がよいとした人がいることにも配慮すべきである。 

 

２ 通常時におけるテレワークの普及 

テレワーク制度の普及状況や安全配慮義務を負う企業の立場上、現状では治療と職業生活の両立支援を目

的にしたテレワークの活用可能性を検討するよりも、テレワーク自体を制度的に推進する中で、治療と職業生活の

両立支援への活用を検討する考え方が実態に即しているのではないか。その際は、まずは企業がテレワーク制度自

体の導入を進め、その中で患者となる労働者の意向等を踏まえて、治療と職業生活の両立に活用できるか検討す

ることが妥当ではないか。 

 

 

≪参考：各委員の個別意見（抜粋）≫ 

○ 検討委員会としてのまとめとは別に、各委員からは多角的な視点に基づいた様々な意見が出された。下記の

各テーマに沿って、各委員から出された個別意見の抜粋を記載する。 

 

（１）治療と職業生活の両立を目的とした、テレワークの活用について 

  いただいたご意見 

○ 退院後に１か月ほど自宅療養してから会社に復帰する人もいることを考えれば、テレワークが治療と仕事

を両立させるための一つの方法になりうる。 

○ 本人の働く意欲、治療や健康に差し支えがないこと、就労可能との意思の判断、業務上の合理性（本

人が対応しなければ業務に支障が出る場合など）がそろえば、就労を認めてあげる方が良いだろう。それ

により、スムーズな復職などにも効果があると思われる。ただし、本人に就労希望がないにも関わらず、会

社が無理に働かせるというようなことが発生しないよう、何らかの歯止めは必要である。 

○ テレワークを推進する場合、テレワークを導入するメリットを周知するとともに、現行の法制度（労務管理、

傷病手当金など）との整合性を検討することが必要である。 

○ 経験上、テレワークは便利だが、それほど急ぎではない仕事も休日にしてしまうなど、サービス（就業）の

温床ともなりえるため、善し悪しがある。 

○ 個人事業主や経営層と被雇用者では状況が異なるが、仕事に対する裁量や自由度をどのようにマネジメ

ントするかも重要である。 

○ 本人に不利益が及ぶことが強く懸念される際には、携帯やパソコンを預かり、電話の回数制限等で外部と

の接触制限が必要な場合もある。 

○ 社会に必要とされている実感を持つことも大切。医療職は、そのような心理面の理解を進め、治療と就労

の両立を支援することも必要である。 

○ 労働者側も、「業務の見える化」を普段から心がけることで、不測の事態が起きても業務遂行になるべく

影響を与えないように休むことができたり、不安が軽減したり、職場に関連する対応の頻度も減らせられる

ことになるだろう。 

○ 「職場に関連する対応」を行った実態・行いたい意向ともに、勤務先にテレワーク制度のある患者の方が、

制度のない患者よりも、明らかにスコアが高く出ている。仮説だが、「勤務先にテレワーク制度があれば活

用場面もイメージしやすいし、実際の活用も増えていく」といえるのではないか。 

○ 療養第一/回復後の中・長期的な活躍を願う企業の現状の考え方からすると、治療と仕事の両立を目

的にテレワークの活用余地を探るよりも、テレワーク自体を制度的に推進する中で、治療と仕事の両立に

活用できる余地を探る方が話は早く、実態にも即しているのではないか。その場合、まずは企業がテレワー

ク制度自体を推進し、その中で、患者となる従業員の意向等を踏まえて、治療と仕事の両立に活用でき

るかを検討する順番となる。 

○ 調査結果を踏まえると、その際は、次の点を絶対に避けることが必要 
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 患者となる従業員の意に反する労働の強制：入院・自宅療養中に、職場に関連する対応をできない方

がよいとする人も 2 割弱いることに、十分に留意する必要がある。 

 治療中の仕事を起因とするストレス・疲労等による病状の悪化：患者に加え、医療機関にとっても本意

に反し、企業にとっても中・長期的に重大な損失となる。 

 サービス就業：たとえ患者自身の意向に沿った仕事であっても同様である。 

 なお、中小企業の場合は大企業よりも業務状況・人員体制等で、より逼迫した状況ではあるが、避ける

べき事項はほぼ同様ではないか。 

○ 高齢化と定年延長に伴い、多くの職場で傷病を抱える労働者が増加するため、治療と職業生活の両立

に関する様々な社会的支援（医療機関からの支援）は、労使ともにニーズのあるものである。 

○ 働く意欲と能力のある労働者に対しては両立支援が必要であるが、傷病により本人の働く意欲や能力が

著しく低下している労働者に対してまで、無理に労働を強制するようなことがないよう留意しなければなら

ない。 

○ 傷病を抱える労働者を就業させることに対しては、育児や介護の場合と異なり、本人の就業能力低下に

よる就労中の事故や災害、傷病の増悪リスクが高いため、事業者に対しては、より慎重で高度な就業可

否判断と就業中の安全配慮義務履行が求められる。 

○ 傷病による休暇中・休職中の労働者が労働をすることは、労災や賃金支払い等を含め法的な問題があ

る。労働者性の判断については、「在宅勤務の労働者性の判断（昭和６０年労働基準法研究会報

告）」が参考になる。 

 

（２）医療機関における「職場に関する対応」「テレワーク」 

いただいたご意見 

○ 全体として一定程度のニーズがあると分かった。難しい点として、現状では医療機関はテレワークをしている

患者を黙認しているが、テレワークコーナーを設けると、治療第一と考える患者を圧迫することにつながる可

能性がある。治療第一を前提に、仕事・治療・仕事という流れにスムーズに乗れるような手段として、どの

ように考えるかということになる。あるいは、けがのように、一定期間で治るようなケースで、仕事を織り込め

る可能性もある。 

○ 医療機関に限定するのではなく、テレワークによって患者が望めばどこでも仕事ができるという方向感の方

が分かりやすい。 

○ 病院内にテレワークコーナーを設置することについては、賛成・反対のそれぞれの意見がある。様々な意見

をオープンにしていくことが、まずは必要である。本事業の報告書も意見を並列する形とし、今後の施策を

検討する上での基礎資料となれば良い。 

○ 医療機関内で患者が仕事をすることは、一概に悪いというわけではない。テレワーク全般と同様に、本人

の意欲と客観的な条件、業務上の合理性があれば、医療機関内にテレワークコーナーを設けても良いと

思う。実際に、骨折や悪性ではない消化器の手術などは考えられる（ただし、早期退院が多い）。 

○ テレワークコーナーを設置することによる病院側へのメリット（設備のある医療機関への一定の報酬など）

の検討も必要である。 

○ 職場と連絡をとりたいときにとれる環境整備は良いが、携帯やタブレット端末を持つ人が増えていることから

すると、どこまで切実に、医療機関における環境づくりが必要されているのかは疑問である（あれば良いけ

ど、無くても困らない等）。 

○ 医療機関が環境整備をしたところで、企業のテレワーク体制が整備されなければ無駄になる（対象者が

少ない）ことが懸念される。 

○ 医療機関内には働いていない人も多くいる。サービス提供という意味では、診療や会計の待ち時間をなる

べく正確に示すようにすることなどが、仕事に限らず、いつ終わるかという不安を感じないことにつながるた

め、まずはこれらの対策をさらに進めることが良いのではないか。 

○ 仮に、医療機関で Wi-Fi 環境を整備するのであれば、「ワーク」に限定することに違和感がある。使用目

的は患者に任せる形で良い。 

○ “Wi-Fi コーナー”というハードを提供するとした場合、ランニングコストや利用のためのルール作りが必要とな

る。医療機関が、そこまでの労力・時間・費用・場所のコストをかける必要があるかは疑問である。 

○ 医療機関からのヒアリング結果では、サポート体制の整備や各種コストの負担増、業務用 Wi-Fi への影

響等を心配する声が出ている。患者が実際にテレワークを行うとするならば、場所がどこであっても Wi-Fi
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環境は極めて重要であるが、本調査では、従業員の疾病時には治療への専念を第一義とする企業から

の「医療機関でのテレワークニーズはまだ限定的である」とのヒアリング結果も出ており、現時点では医療機

関におけるテレワーク環境の整備は時期尚早なのではないか。 

○ 医療機関においては、テレワークに限らず、患者の社会復帰や円滑な職業生活の支援の観点で、何がど

こまでできるかを広く考えるべきではないか。 

○ Wi-Fi 環境の整備等の多大なる負担増が病院経営を圧迫したり、業務用 Wi-Fi 等への影響で本来の

医療行為自体を左右しては、本末転倒である。 

○ 入院中（通院中）でも、休暇や休職を取得せずに労働（仕事）を続けることは可能であるが、その際

は、事業者に相応の安全配慮義務が課せられるのはもちろんであるが、医療機関内で生じた労働による

事故や傷病悪化について医療機関側の管理責任も問われる可能性がないか整理が必要である。 

○ 医療機関内においても、ICT を活用できる環境整備（Wi-Fi やパソコン、プリンタ等の機器）は、社会の

ニーズもあり多くの方が賛成だが、医療機関内での仕事が主目的となると上記リスクも含め、賛否両論の

意見がある。（テレワークやサテライトオフィスという言葉は労働そのものと捉えられる） 

○ 医療機関のサテライトオフィスやテレワーク環境は、仕事を理由に入院や通院継続を断念する労働者を

少しでも防ぐとともに、スムーズに職場復帰をするためのサポートに役立つことが考えられる。入院早期や復

帰前の会社（職場や人事・産業保健スタッフ）との連絡調整、職場復帰準備としての自己研修や情報

収集、就業の模擬訓練などの実施は、安心して療養に専念できる環境と早期の職場復帰訓練に資する

と思われる。 

○ 医療機関として、両立支援（在宅労働支援）を考える場合は、サテライトオフィスのようなハード対策だ

けでなく、外来待ち時間の短縮化、夕方や土日等の診療時間の延長、会社側（人事や産業医）との

情報共有、診断書発行手続きの簡素化、スタッフ教育などの「ソフト面」の対策もある 

 

 

（３）その他、両立支援全般について 

いただいたご意見 

○ ＩＣＴの活用という点では、医療機関に整備したテレワークコーナーのインフラを活用し、主治医と産業

医の連携を図ることができれば、当該労働者の就労と健康を両者が協力して支援することができ、非常に

有益である。 

○ 大企業に限った話になるかもしれないが、産業医は、患者の検査データやＣＴ画像をオンラインでみて病

状を理解した上で対応を考えたり、これまでの健康生活や健康状態を主治医に知らせたりすることができ

る。また、退院にあたり、主治医から今後の見通しを産業医に伝えるなど、医者同士の情報交換に活用

できれば役立つだろう。 

○ 医師は、家族・過程の背景、経済的な状況、仕事の状況まで思いが及んでいないことが実態と感じる。 

○ 医学部教育にも両立支援の内容が含まれるようになることから、今後は仕事も含めた患者背景に、より

興味を持っていく医師が増えていくと期待している。 

○ 主治医としては、患者のために良かれと思って作成した診断書・意見書が、結果として良くない方向（解

雇等）に進むことが一番の懸念である。社会全体として、治療と就労の両立の風土の醸成が重要であ

る。 

○ より柔軟な働き方に対しての法整備とともに、治療に専念したいという個人の意思も尊重できると良い。 

○ 大企業（大規模事業場）では、多様な働き方を可能にする勤務制度、休暇・休職制度が整備され、

労働者・医療機関・職場のコーディネートを産業医が担うなど、両立支援が適切に行われているところも

多い。しかし、中小企業（中小事業場）では、支援制度や体制が十分でないと労使双方が感じてい

る。 

○ 中小企業の方が、代替要員がいないなど、ニーズが高いと考える。今後、中小企業を対象とした調査も

実施すると良いのではないか。 

○ 医師は多忙なため、患者の仕事のことにまで手が回っていないのが実態である。治療と職業生活の両立

を推進するための財政的な仕組みも必要である。 
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Ⅰ．患者に対するアンケート調査 医療機関で配布したチラシ・調査票 

○ 医療機関で配布したチラシは下記のとおりであった（QR コード、URL、問い合わせ先

等は伏せている）。

－ 127 －
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 問
7．

あ
な

た
の

傷
病

に
つ

い
て

、
直

近
の

⼊
院

期
間

は
ど

の
く

ら
い

で
す

か
。

現
在

、
⼊

院
中

の
⽅

は
、

⾒
込

ん
で

い
る

期
間

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（

１
つ

に
○

）
 

 
1.

３
⽇

以
内

 
3.

８
⽇

か
ら

14
⽇

以
内

 
5.

31
⽇

〜
60

⽇
 

2.
４

⽇
か

ら
７

⽇
以

内
 

4.
15

⽇
か

ら
30

⽇
以

内
 

6.
61

⽇
よ

り
⻑

期
 

問
8．

⼊
院

の
た

め
に

、
仕

事
は

ど
う

し
ま

し
た

か
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

 

1.
有

給
休

暇
 

3.
退

職
 

5.
無

職
 

⇒
問

13
 

2.
傷

病
休

暇
・

休
職

 
4.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

※
 紙

の
調
査
票
で
は
、
入
院
中
に
「
無
職
」
か
ど
う
か
は
聞
い
て
い
な
い

 

問
9．

⼊
院

中
に

、
次

の
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

を
し

ま
し

た
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
 仕

事
に

関
す

る
連

絡
・

調
整

、
作

業
 

2.
 仕

事
以

外
の

職
場

に
関

す
る

情
報

収
集

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
3.

 病
状

の
報

告
や

復
帰

・
復

職
の

た
め

の
準

備
・

相
談

 
4.

 産
業

医
・

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

と
の

相
談

や
連

絡
 

5.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
6.

上
記

の
い

ず
れ

も
⾏

わ
な

か
っ

た
 

⇒
問

10
 

7.
覚

え
て

い
な

い
 

⇒
問

12
 

 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
9の

1.
2.

3.
4.

5）
選

択
者

 
問

9-
1.

 ⼊
院

中
の

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
は

、
い

つ
、

ど
の

く
ら

い
⾏

い
ま

し
た

か
。

（
そ

れ
ぞ

れ
１

つ
に

○
）

  
い

つ
も

し
て

い
た

 
と

き
ど

き
し

て
い

た
 

し
な

か
っ

た
 該

当
し

な
い

 

A.
検

査
⼊

院
 

１
 

２
 

３
 

４
 

B.
⼿

術
（

腹
腔

鏡
⼿

術
含

む
）

の
あ

る
⼊

院
 

１
 

２
 

３
 

４
 

C.
⼿

術
の

な
い

⼊
院

 
１

 
２

 
３

 
４

 
D.

リ
ハ

ビ
リ

⼊
院

 
１

 
２

 
３

 
４

 
E.

教
育

⼊
院

（
糖

尿
病

等
）

 
１

 
２

 
３

 
４

 

※
Ａ

〜
Ｅ

の
経

験
が

な
い

場
合

に
、

「
該

当
し

な
い

」
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

 

  
 

あ
な

た
の

傷
病

に
つ

い
て

、
⼊

院
経

験
の

あ
る

⽅
に

お
伺

い
し

ま
す
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 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
9の

1.
2.

3.
4.

5）
選

択
者

 
問

9-
2．

⼊
院

中
の

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
は

、
ど

こ
で

⾏
い

ま
し

た
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 1.
病

室
（

個
室

）
 

4.
待

合
室

な
ど

の
⼊

院
病

棟
以

外
の

院
内

2.
病

室
（

相
部

屋
）

 
5.

喫
茶

店
な

ど
の

病
院

敷
地

外
 

3.
談

話
室

な
ど

の
⼊

院
病

棟
の

共
有

ス
ペ

ー
ス

 
6.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

9の
1.

2.
3.

4.
5）

選
択

者
 

問
9-

3．
⼊

院
中

の
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

を
、

何
を

使
っ

て
⾏

い
ま

し
た

か
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

⇒
問

12
 

1.
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
携

帯
電

話
 

3.
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

 
5.

紙
媒

体
 

7.
そ

の
他

（
 

 
）

 
2.

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
  

4.
そ

の
他

の
電

⼦
機

器
 

6.
公

衆
電

話
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

9の
6）

選
択

者
 

問
10

．
⼊

院
中

に
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

を
し

た
い

と
思

い
ま

し
た

か
。

（
１

つ
に

○
）

 
1.

し
た

い
と

思
っ

た
 

⇒
問

11
 

3.
し

た
い

と
思

わ
な

か
っ

た
 

⇒
問

12
 

2.
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

⇒
問

12
 

 
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

10
の

1）
選

択
者

 
問

11
．

⼊
院

中
に

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

し
た

い
と

思
っ

た
の

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

あ
な

た
が

、
そ

れ
を

し
な

か
っ

た
理

由
を

教
え

て
下

さ
い

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
療

養
に

専
念

す
べ

き
だ

か
ら

 
4.

職
場

以
外

で
で

き
る

仕
事

で
は

な
い

2.
体

調
や

治
療

の
状

況
が

許
さ

な
か

っ
た

 
5.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

3.
病

院
内

の
環

境
が

整
っ

て
い

な
か

っ
た

 
6.

特
に

理
由

は
な

い
 

問
12

．
⼊

院
中

に
、

職
場

に
つ

い
て

あ
な

た
が

知
り

た
い

と
思

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
休

暇
・

休
職

等
の

社
内

制
度

・
規

程
 

2.
仕

事
の

こ
と

 
3.

職
場

の
様

⼦
や

現
況

 
4.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

5.
特

に
な

し
 

 こ
の

時
点

で
の

分
岐

 
〇

通
院

あ
り

（
問

3の
3、

4）
選

択
者

：
⇒

問
13

 
 〇

通
院

な
し

：
現

在
、

会
社

等
に

在
籍

し
て

い
る

⽅
（

問
1で

1〜
4選

択
）

 
・

（
問

3の
1選

択
）

：
⇒

問
22

 
・

（
問

3の
2選

択
）

か
つ

（
問

3-
1で

1選
択

）
：

⇒
問

18
 

・
（

問
3の

2選
択

）
か

つ
（

問
3-

1で
2選

択
）

：
⇒

問
22

 
 〇

通
院

な
し

（
無

職
等

）
 

・
（

問
3の

1〜
2選

択
）

か
つ

（
問

1で
5、

6、
7、

8選
択

）
：

⇒
問

24
 

 
 

（
病
院
・
Ｗ
ｅ
ｂ
共
通
）
 

 

- 
6 

- 

 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
3の

3.
4）

選
択

者
 

  問
13

．
あ

な
た

の
傷

病
に

つ
い

て
、

最
近

の
通

院
頻

度
は

ど
の

く
ら

い
で

す
か

。
（

１
つ

に
○

）
 

1.
週

に
１

回
以

上
 

3.
⽉

に
１

回
程

度
 

5.
半

年
に

１
回

程
度

 
2.

⽉
に

２
〜

3回
程

度
 

4.
3か

⽉
に

１
〜

2回
程

度
 

6.
1年

に
1回

程
度

 
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
「
7.
そ
れ
以
下
の
頻
度
」
も
聞
い
た
 

 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
1の

1.
2.

3.
4.

5）
選

択
者

、
※

（
問

1の
6.

7.
8）

選
択

者
⇒

問
24

 
問

14
．

通
院

に
は

ど
の

よ
う

な
時

間
を

あ
て

て
い

ま
す

か
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

 
 

1.
有

給
休

暇
（

時
間

単
位

、
半

⽇
単

位
、

1⽇
単

位
）

 
5.

勤
務

時
間

外
 

2.
会

社
の

休
⽇

 
6.

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

、
短

時
間

勤
務

を
利

⽤
 

3.
傷

病
休

暇
な

ど
有

給
休

暇
以

外
の

休
暇

 
7.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

4.
勤

務
時

間
の

合
間

 
8.

休
職

中
 

問
15

．
通

院
・

受
診

時
に

、
病

院
内

で
次

の
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

を
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

 

1.
 仕

事
に

関
す

る
連

絡
・

調
整

、
作

業
 

2.
 仕

事
以

外
の

職
場

に
関

す
る

情
報

収
集

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
3.

 病
状

の
報

告
や

復
帰

・
復

職
の

た
め

の
準

備
・

相
談

 
4.

 産
業

医
・

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

と
の

相
談

や
連

絡
 

5.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
6.

上
記

の
い

ず
れ

も
⾏

わ
な

か
っ

た
 

⇒
問

16
 

7.
覚

え
て

い
な

い
 

⇒
問

18
 

 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
15

の
1.

2.
3.

4.
5）

選
択

者
 

問
15

-1
. 通

院
・

受
診

時
の

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
は

、
い

つ
、

ど
の

く
ら

い
⾏

っ
て

い
ま

す
か

。
（

そ
れ

ぞ
れ

１
つ

に
○

）
 

 
い

つ
も

し
て

い
る

 
と

き
ど

き
し

て
い

る
 

し
て

い
な

い
 

該
当

し
な

い
 

A.
通

院
の

た
め

の
移

動
時

間
 

１
 

２
 

３
 

４
 

B.
待

ち
時

間
 

１
 

２
 

３
 

４
 

C.
透

析
や

点
滴

な
ど

時
間

を
要

す
る

治
療

や
処

置
中

 
１

 
２

 
３

 
４

 

※
Ａ

〜
Ｃ

の
経

験
が

な
い

場
合

に
、

「
該

当
し

な
い

」
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

 

 
※
 紙

の
調
査
票
で
は
、
「
C.

 透
析
や
点
滴
な
ど
時
間
を
要
す
る
治
療
や
処
置
中
」
を
「
C.
治
療
中
（
透
析
や
点
適
等
を
受

け
て
い
る
時
間
）
」
で
聞
い
た

 
 

 

あ
な

た
の

傷
病

に
つ

い
て

、
現

在
の

通
院

状
況

に
つ

い
て

伺
い

ま
す

。
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 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
15

の
1.

2.
3.

4.
5）

選
択

者
 

問
15

-2
．

通
院

・
受

診
時

の
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

は
、

ど
こ

で
⾏

い
ま

し
た

か
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

 
1.

待
合

室
5.

そ
の

他
病

院
内

 
2.

談
話

室
・

喫
茶

室
な

ど
の

共
有

ス
ペ

ー
ス

 
6.

喫
茶

店
な

ど
の

病
院

敷
地

外
 

3.
電

⼦
機

器
の

使
⽤

が
認

め
ら

れ
た

場
所

 
7.

通
院

の
た

め
に

利
⽤

し
た

交
通

機
関

内
4.

検
査

や
治

療
を

受
け

て
い

る
場

所
 

8.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

15
の

1.
2.

3.
4.

5）
選

択
者

 
問

 1
5-

3．
通

院
・

受
診

時
の

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

、
何

を
使

っ
て

⾏
い

ま
し

た
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
携

帯
電

話
 

3.
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

 
5.

紙
媒

体
 

7.
そ

の
他

（
 

 
）

 
2.

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
  

4.
そ

の
他

の
電

⼦
機

器
 

6.
公

衆
電

話
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

15
の

6）
選

択
者

 
問

16
．

通
院

・
受

診
時

に
、

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

し
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

（
１

つ
に

○
）

 
1し

た
い

と
思

う
 

⇒
問

17
 

3.
し

た
い

と
思

わ
な

い
 

⇒
問

18
 

2.
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

⇒
問

18
 

 
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

16
の

1）
選

択
者

 
問

17
．

通
院

時
・

受
診

時
に

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

し
た

い
と

思
う

の
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
あ

な
た

が
、

そ
れ

を
し

な
い

理
由

を
教

え
て

下
さ

い
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

 
1.

療
養

に
専

念
す

べ
き

だ
か

ら
 

5.
病

院
に

い
る

時
間

が
短

い
か

ら
2.

体
調

や
治

療
の

状
況

が
許

さ
な

い
 

6.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

3.
病

院
内

の
環

境
が

整
っ

て
い

な
い

 
7.

特
に

理
由

は
な

い
 

4.
職

場
以

外
で

で
き

る
仕

事
で

は
な

い
 

 

  
 

（
病
院
・
Ｗ
ｅ
ｂ
共
通
）
 

 

- 
8 
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 ※
こ

こ
か

ら
ペ

ー
ジ

替
え

 
↓

対
象

者
限

定
：

（
問

1の
1.

2.
3.

4）
か

つ
（

問
3-

1の
1）

選
択

者
 

   問
18

．
今

後
の

病
状

の
⾒

通
し

や
働

き
⽅

に
つ

い
て

、
勤

務
先

と
話

し
合

っ
て

い
ま

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
職

場
の

上
司

と
話

し
合

っ
て

い
る

 
4.

話
し

合
う

必
要

は
あ

る
が

、
ま

だ
話

し
合

っ
て

い
な

い
 

2.
⼈

事
・

労
務

担
当

者
と

話
し

合
っ

て
い

る
 

5.
話

し
合

う
必

要
が

な
い

 
3.

産
業

医
や

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

と
話

し
合

っ
て

い
る

 
 

問
19

．
仕

事
の

制
限

に
つ

い
て

、
医

師
か

ら
、

今
後

の
⾒

通
し

を
ど

の
よ

う
に

聞
い

て
い

ま
す

か
。

（
１

つ
に

○
）

 1.
働

き
⽅

を
変

え
る

必
要

は
な

い
 

 
3.

働
き

⽅
を

変
え

る
必

要
が

あ
る

 
2.

⼀
時

的
に

働
き

⽅
を

変
え

る
必

要
が

あ
る

 
4.

 分
か

ら
な

い
、

聞
い

て
い

な
い

 

問
20

．
傷

病
の

た
め

に
、

仕
事

に
⽀

障
が

出
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
特

に
⽀

障
は

な
く

、
こ

れ
ま

で
通

り
働

け
る

 
2.

通
勤

や
移

動
に

⽀
障

が
あ

る
 

3.
時

間
帯

や
⻑

時
間

継
続

し
て

働
く

な
ど

、
勤

務
時

間
に

⽀
障

が
あ

る
 

4.
外

勤
や

出
張

に
⽀

障
が

あ
る

 
5.

⻑
期

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

担
う

こ
と

が
難

し
い

 
6.

温
湿

度
・

匂
い

・
段

差
な

ど
、

職
場

の
環

境
⾯

に
⽀

障
が

あ
る

 
7.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

問
21

．
仕

事
の

た
め

に
、

治
療

や
服

薬
に

⽀
障

が
出

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

（
１

つ
に

○
）

 
1.

⽀
障

が
あ

る
 

3.
⽀

障
は

な
い

 
2.

と
き

ど
き

⽀
障

が
あ

る
 

4.
わ

か
ら

な
い

 
  

 

治
療

と
仕

事
の

関
係

に
つ

い
て

、
現

在
、

企
業

等
で

働
い

て
い

る
⽅

に
お

伺
い

し
ま

す
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Ｗ
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共
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）
 

 

- 
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- 

 ※
こ

こ
か

ら
ペ

ー
ジ

替
え

 
   ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

1の
１

.2
.3

.4
）

選
択

者
（

企
業

等
の

勤
務

者
）

 
問

22
．

あ
な

た
の

勤
め

先
に

は
、

在
宅

勤
務

や
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

勤
務

な
ど

、
職

場
以

外
で

も
仕

事
が

で
き

る
制

度
が

あ
り

ま
す

か
。

（
１

つ
に

○
）

 
1.

あ
る

 
2.

な
い

 
3.

わ
か

ら
な

い
・

在
宅

勤
務

：
⾃

宅
で

仕
事

を
し

、
パ

ソ
コ

ン
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

電
話

、
FA

Xで
会

社
と

連
絡

を
と

る
働

き
⽅

 
・

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
勤

務
：

勤
務

地
以

外
の

オ
フ

ィ
ス

ス
ペ

ー
ス

（
社

内
LA

Nが
つ

な
が

る
ス

ポ
ッ

ト
オ

フ
ィ

ス
、

専
⽤

サ
テ

ラ
イ

ト
、

複
数

社
が

利
⽤

す
る

共
同

サ
テ

ラ
イ

ト
、

レ
ン

タ
ル

オ
フ

ィ
ス

等
）

で
パ

ソ
コ

ン
等

を
利

⽤
し

た
働

き
⽅

 
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

1の
１

.2
.3

.4
）

選
択

者
（

企
業

等
の

勤
務

者
）

 
問

23
．

在
宅

勤
務

や
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

勤
務

の
制

度
が

あ
れ

ば
、

あ
な

た
は

治
療

と
仕

事
の

両
⽴

の
た

め
に

活
⽤

し
た

い
で

す
か

。
（

１
つ

に
○

）
 

1.
活

⽤
し

た
い

 
⇒

問
23

-1
 

3.
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 
⇒

問
23

-1
 

2.
活

⽤
し

た
く

な
い

  
4.

す
で

に
活

⽤
し

て
い

る
 

⇒
問

23
-1

 
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

23
の

１
.3

.4
）

選
択

者
 

問
23

-1
．

在
宅

勤
務

や
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

勤
務

制
度

に
つ

い
て

、
あ

な
た

は
、

ど
ん

な
⽀

援
が

あ
れ

ば
活

⽤
し

や
す

い
で

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
必

要
な

機
器

の
貸

与
 

2.
⾃

宅
で

の
作

業
環

境
の

整
備

 
3.

会
社

所
有

の
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

の
整

備
 

4.
⾃

宅
近

く
の

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
の

紹
介

や
使

⽤
等

に
対

す
る

助
成

 
5.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
6.

特
に

な
し

 

治
療

と
仕

事
の

関
係

に
つ

い
て

、
現

在
、

企
業

等
で

勤
務

し
て

い
る

⽅
に

お
伺

い
し

ま
す
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Ｗ
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- 
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 -
 

 ※
こ

こ
か

ら
ペ

ー
ジ

替
え

 
※

全
回

答
者

対
象

 
    ※

⼊
院

中
、

ま
た

は
職

場
復

帰
前

の
通

院
時

（
⾃

宅
療

養
中

）
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
 

 問
24

．
⼊

院
中

ま
た

は
職

場
復

帰
前

の
通

院
時

（
⾃

宅
療

養
中

）
に

、
病

院
で

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

す
る

こ
と

を
、

ど
う

思
い

ま
す

か
。

（
１

つ
に

○
）

 
1.

病
院

で
も

、
対

応
で

き
る

⽅
が

よ
い

 
⇒

問
24

-1
 

2.
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 
⇒

問
25

 
3.

病
院

で
は

、
対

応
で

き
な

い
⽅

が
よ

い
 

⇒
問

24
-3

 
 

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
と

は
、

病
院

内
で

「
仕

事
に

関
す

る
作

業
や

情
報

収
集

」
、

「
職

場
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
な

ど
を

⾏
う

こ
と

を
意

味
し

ま
す

。
 

 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
24

の
１

）
選

択
者

 
問

24
-1

．
⼊

院
中

ま
た

は
職

場
復

帰
前

の
通

院
時

（
⾃

宅
療

養
中

）
に

、
病

院
で

も
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

が
で

き
る

⽅
が

よ
い

と
思

う
理

由
は

何
で

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
仕

事
を

中
断

し
な

く
て

済
む

 
2.

治
療

が
疎

か
に

な
る

こ
と

は
な

い
 

3.
（

⾃
分

の
病

気
や

治
療

で
⽣

じ
た

）
職

場
の

負
担

を
軽

減
で

き
る

 
4.

復
職

に
向

け
た

準
備

が
で

き
る

 
5.

会
社

や
職

場
の

様
⼦

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
 

6.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

7.
特

に
理

由
は

な
い

 
 ↓

対
象

者
限

定
：

（
問

24
の

１
）

選
択

者
 

問
24

-2
．

⼊
院

中
ま

た
は

職
場

復
帰

前
の

通
院

時
（

⾃
宅

療
養

中
）

に
、

病
院

の
ど

こ
で

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
が

で
き

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
⇒

問
25

へ
 

1.
病

室
（

個
室

）
 

5.
仕

事
を

す
る

⼈
の

た
め

の
専

⽤
ス

ペ
ー

ス
 

2.
病

室
（

相
部

屋
）

 
6.

喫
茶

店
な

ど
の

病
院

敷
地

外
 

3.
談

話
室

な
ど

の
⼊

院
病

棟
の

共
有

ス
ペ

ー
ス

 
7.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
4.

待
合

室
な

ど
の

⼊
院

病
棟

以
外

の
院

内
 

 
  

 

⼊
院

中
や

職
場

復
帰

前
の

通
院

時
（

⾃
宅

療
養

中
）

に
、

 
病

院
で

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

⾏
う

こ
と

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す
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  ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
24

の
3）

選
択

者
 

問
24

-3
．

⼊
院

中
ま

た
は

職
場

復
帰

前
の

通
院

時
（

⾃
宅

療
養

中
）

は
、

病
院

で
は

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
が

で
き

な
い

⽅
が

よ
い

と
思

う
理

由
は

何
で

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
療

養
に

専
念

す
べ

き
で

あ
る

 
2.

会
社

か
ら

、
仕

事
を

す
る

こ
と

を
禁

⽌
さ

れ
て

い
る

 
3.

他
の

患
者

に
迷

惑
を

か
け

る
お

そ
れ

が
あ

る
 

4.
病

状
に

拘
わ

ら
ず

、
仕

事
を

す
る

こ
と

を
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
5.

企
業

情
報

が
外

部
へ

出
て

し
ま

う
お

そ
れ

が
あ

る
 

6.
病

院
内

は
電

⼦
機

器
の

使
⽤

が
禁

⽌
さ

れ
て

い
る

 
7.

職
場

以
外

で
で

き
る

仕
事

で
は

な
い

 
8.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

9.
特

に
理

由
は

な
い

 
  

 

（
病
院
・
Ｗ
ｅ
ｂ
共
通
）
 

 

- 
12

 -
 

 ※
こ

こ
か

ら
ペ

ー
ジ

替
え

 

  ※
働

き
な

が
ら

（
仕

事
を

継
続

し
な

が
ら

）
通

院
す

る
際

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
 

 問
25

．
働

き
な

が
ら

通
院

す
る

際
に

、
病

院
で

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

す
る

こ
と

を
、

ど
う

思
い

ま
す

か
。

（
１

つ
に

○
）

 
1.

病
院

で
も

、
対

応
で

き
る

⽅
が

よ
い

 
⇒

問
25

-1
 

2.
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 
⇒

問
26

 
3.

病
院

で
は

、
対

応
で

き
な

い
⽅

が
よ

い
 

⇒
問

25
-3

 
 

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
と

は
、

病
院

内
で

「
仕

事
に

関
す

る
作

業
や

情
報

収
集

」
、

「
職

場
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
な

ど
を

⾏
う

こ
と

を
意

味
し

ま
す

。
 

 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
25

の
１

）
選

択
者

 
問

25
-1

．
働

き
な

が
ら

通
院

す
る

際
に

、
病

院
で

も
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

が
で

き
る

⽅
が

よ
い

と
思

う
理

由
は

何
で

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
 

1.
仕

事
を

中
断

し
な

く
て

済
む

 
2.

治
療

が
疎

か
に

な
る

こ
と

は
な

い
 

3.
（

⾃
分

の
病

気
や

治
療

で
⽣

じ
た

）
職

場
の

負
担

を
軽

減
で

き
る

 
4.

会
社

や
職

場
の

様
⼦

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
 

5.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
6.

特
に

理
由

は
な

い
 

 ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
25

の
１

）
選

択
者

 
問

25
-2

．
働

き
な

が
ら

通
院

す
る

際
に

、
病

院
の

ど
こ

で
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

が
で

き
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

か
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

※
問

26
へ

 
1.

待
合

室
 

5.
 仕

事
を

す
る

⼈
の

た
め

の
専

⽤
ス

ペ
ー

ス
 

2.
談

話
室

・
喫

茶
室

な
ど

の
共

有
ス

ペ
ー

ス
 

6.
そ

の
他

病
院

内
 

3.
電

⼦
機

器
の

使
⽤

が
認

め
ら

れ
た

場
所

 
7.

喫
茶

店
な

ど
の

病
院

敷
地

外
 

4.
検

査
や

治
療

を
受

け
て

い
る

場
所

 
8.

 そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

  
 

働
き

な
が

ら
（

仕
事

を
継

続
し

な
が

ら
）

通
院

す
る

際
に

、
 

病
院

で
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

を
⾏

う
こ

と
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
 

－ 133 －



（
病
院
・
Ｗ
ｅ
ｂ
共
通
）
 

 

- 
13

 -
 

  ↓
対

象
者

限
定

：
（

問
25

の
3）

選
択

者
 

問
25

-3
．

働
き

な
が

ら
通

院
す

る
際

に
、

病
院

で
は

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
が

で
き

な
い

⽅
が

よ
い

と
思

う
理

由
は

何
で

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
に

全
て

に
○

）
※

無
職

は
終

了
 

1.
療

養
に

専
念

す
べ

き
で

あ
る

 
2.

会
社

か
ら

、
仕

事
を

す
る

こ
と

を
禁

⽌
さ

れ
て

い
る

 
3.

他
の

患
者

に
迷

惑
を

か
け

る
お

そ
れ

が
あ

る
 

4.
病

状
に

拘
わ

ら
ず

、
仕

事
を

す
る

こ
と

を
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
5.

企
業

情
報

が
外

部
へ

出
て

し
ま

う
お

そ
れ

が
あ

る
 

6.
病

院
か

ら
の

許
可

が
出

な
か

っ
た

 
7.

職
場

以
外

で
で

き
る

仕
事

で
は

な
い

 
8.

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

9.
特

に
理

由
は

な
い

 

 ※
こ

こ
か

ら
ペ

ー
ジ

替
え

 
↓

対
象

者
限

定
：

（
問

24
の

1.
2）

選
択

者
 

お
よ

び
 

（
問

25
の

1.
2）

選
択

者
 

病
院

で
「

職
場

に
関

連
す

る
対

応
」

を
⾏

う
意

向
の

あ
る

⽅
へ

 
 問

26
. 病

院
で

「
職

場
に

関
連

す
る

対
応

」
を

す
る

際
、

病
院

に
ど

の
よ

う
な

機
能

・
サ

ー
ビ

ス
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

か
。

（
あ

て
は

ま
る

も
の

に
全

て
に

○
）

 
1.

病
室

以
外

に
、

本
・

資
料

を
ひ

ろ
げ

ら
れ

る
個

⼈
の

ス
ペ

ー
ス

・
机

2.
周

囲
の

視
線

や
⾳

を
さ

え
ぎ

る
こ

と
が

で
き

る
ブ

ー
ス

や
個

室
 

3.
パ

ソ
コ

ン
、

コ
ピ

ー
機

、
FA

Xな
ど

が
備

え
つ

け
ら

れ
て

い
る

ス
ペ

ー
ス

 
4.

来
客

・
⾯

会
者

と
の

⾯
談

・
打

合
せ

ス
ペ

ー
ス

 
5.

病
室

や
共

有
ス

ペ
ー

ス
の

フ
リ

ー
W

i-F
i化

 
6.

病
室

内
の

電
源

（
コ

ン
セ

ン
ト

数
・

配
置

）
の

充
実

 
7.

電
⼦

機
器

や
書

類
等

を
収

納
・

保
管

で
き

る
ロ

ッ
カ

ー
等

の
充

実
 

8.
病

院
内

で
の

PC
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

使
⽤

制
限

（
時

間
・

場
所

）
の

緩
和

9.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
10

.特
に

な
し

 
※

排
他

 
  ※

問
１

の
５

〜
８

（
無

職
、

⾃
営

業
、

学
⽣

、
そ

の
他

の
⽅

）
は

終
了

 
  

 

（
病
院
・
Ｗ
ｅ
ｂ
共
通
）
 

 

- 
14

 -
 

 ※
こ

こ
か

ら
ペ

ー
ジ

替
え

 
   問

27
.あ

な
た

が
、

現
在

働
い

て
い

る
企

業
・

団
体

の
従

業
員

規
模

は
ど

の
く

ら
い

で
す

か
。

（
1 

つ
に

○
）

 
1.

50
⼈

未
満

 
3.

30
0⼈

〜
1,

00
0⼈

未
満

 
5.

3,
00

0⼈
以

上
 

2.
50

〜
30

0⼈
未

満
 

4.
1,

00
0⼈

〜
3,

00
0⼈

未
満

 
6.

わ
か

ら
な

い
 

問
28

.あ
な

た
が

働
い

て
い

る
企

業
・

団
体

の
業

種
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

（
1 

つ
に

○
）

 
1.

建
設

業
 

6.
卸

売
業

、
⼩

売
業

 
11

.教
育

、
学

習
⽀

援
業

 
2.

製
造

業
 

7.
⾦

融
業

、
保

険
業

 
12

.そ
の

他
サ

ー
ビ

ス
業

 
3.

電
気

・
ガ

ス
・

熱
供

給
・

⽔
道

業
 

8.
不

動
産

業
 

13
.そ

の
他

 
4.

情
報

通
信

業
 

9.
飲

⾷
業

、
宿

泊
業

 
 

5.
運

輸
業

、
郵

便
業

 
10

.医
療

、
福

祉
 

 

問
29

.あ
な

た
の

主
な

業
務

内
容

を
教

え
て

下
さ

い
。

（
1 

つ
に

○
）

 
1.

事
務

・
情

報
処

理
業

務
 

3.
販

売
・

営
業

・
サ

ー
ビ

ス
 

5.
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

）
 

2.
製

造
・

建
築

業
務

 
4.

研
究

・
開

発
・

設
計

業
務

 
 

問
30

．
あ

な
た

の
現

在
の

仕
事

は
、

在
宅

勤
務

や
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

勤
務

な
ど

、
職

場
以

外
で

も
で

き
る

仕
事

で
す

か
。

（
１

つ
に

○
）

 
1.

で
き

る
 

2.
で

き
な

い
 

3.
わ

か
ら

な
い

 
・

在
宅

勤
務

：
⾃

宅
で

仕
事

を
し

、
パ

ソ
コ

ン
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

電
話

、
FA

Xで
会

社
と

連
絡

を
と

る
働

き
⽅

 
・

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
勤

務
：

勤
務

地
以

外
の

オ
フ

ィ
ス

ス
ペ

ー
ス

（
社

内
LA

Nが
つ

な
が

る
ス

ポ
ッ

ト
オ

フ
ィ

ス
、

専
⽤

サ
テ

ラ
イ

ト
、

複
数

社
が

利
⽤

す
る

共
同

サ
テ

ラ
イ

ト
、

レ
ン

タ
ル

オ
フ

ィ
ス

等
）

で
パ

ソ
コ

ン
等

を
利

⽤
し

た
働

き
⽅

 

 以
上

で
ア

ン
ケ

ー
ト

は
終

了
で

す
。

ご
協

⼒
頂

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

お
仕

事
の

こ
と

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
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Ⅱ．患者に対するアンケート調査 集計表 

～利用するにあたって～

○ 図・表中のｎとは、基数となる実数のことである。

○ 回答はｎを 100％として百分率で算出してある。小数点以下第２位を四捨五入してい

るため、百分率の合計が全体を示す数値と一致しないことがある。

○ 図・表中の「－」は回答者が皆無のものである。

○ 複数回答ができる質問では、回答比率の合計が 100％を超える。

○ 図・表において、回答の選択肢表記を簡略化している場合がある。

○ クロス集計の分析軸に使用した設問は、次のとおり。

クロス軸の 
表記名 

設問 
番号 

設問⽂ 留意点 

現在の職業別 問 1 あなたの現在の職業を教えてください ― 
診断時の職業
別 

問 4 あなたの傷病の診断時の職業を教えてくだ
さい 

― 

主な傷病別 問 2 この調査の案内を受けた病院で受診するこ
とになった傷病は次のどれですか 

・主な傷病は、回答者が⾃⼰
判断で回答している。そのため、
例えば肝がんの場合は「がん
（悪性新⽣物）」を選択する
ことを想定しているが、「肝疾
患」を選択している可能性があ
る 

性別 問 5 あなたの性別を教えてください ― 
年代別 問 6 あなたの年齢を教えてください ― 
従業員規模別 問 27 あなたが、現在働いている企業・団体の従

業員規模はどのくらいですか 
・⾃営業など、企業勤務以外の
⼈を除く 

働き⽅の変更
（医師の⾒通
し）別 

問 19 仕事の制限について、医師から、今後の⾒
通しをどのように聞いていますか 

・企業勤務以外の⼈、休職中
など企業勤務で働いていない
⼈を除く 

直近の⼊院期
間別 

問 7 あなたの傷病について、直近の⼊院期間は
どのくらいですか。現在、⼊院中の⽅は、⾒
込んでいる期間をお答えください 

・直近（過去５年以内）の⼊
院経験のある⼈のみ 

通院頻度別 問 13 あなたの傷病について、最近の通院頻度は
どのくらいですか 

・現在、通院している⼈のみ 

⼊院中の病院
内での対応有
無別 

問 9 ⼊院中に、次の「職場に関連する対応」をし
ましたか 

・「職場に関連する対応」を「仕
事に関する作業や情報収集」
にとどまらず、「職場とのコミュニ
ケーション」などを⾏うことも含む
と定義して聞いている 

・それぞれ、何らかの「職場に関
連する対応」を⾏った⼈のみ 

通院時の病院
内での対応有
無別 

問 15 通院・受診時に、病院内で次の「職場に関
連する対応」をしたことがありますか 
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問１．あなたの現在の職業を教えてください。（１つに○）　 （%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,995 4.3 18.0 47.7 25.5 0.3 2.3 - 1.8 -

経営者・役員 130 100.0 - - - - - - - -

会社員等の管理職 539 - 100.0 - - - - - - -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 - - 100.0 - - - - - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 - - - 100.0 - - - - -

経営者・役員 125 92.0 1.6 1.6 2.4 0.8 1.6 - - -

会社員等の管理職 548 1.6 81.9 10.2 4.2 - 1.6 - 0.4 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,543 0.3 5.2 83.6 7.9 0.3 1.6 - 1.0 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 648 - 0.3 5.2 83.0 0.8 5.1 - 5.6 -

がん（悪性新生物） 546 4.4 17.6 47.1 25.6 0.2 3.7 - 1.5 -

心臓疾患・血管疾患 341 6.2 22.3 48.1 20.8 0.3 1.2 - 1.2 -

脳血管疾患 196 7.7 19.4 45.9 19.9 1.0 4.1 - 2.0 -

呼吸器系疾患 18 5.6 27.8 44.4 16.7 5.6 - - - -

肝疾患 162 3.1 25.9 50.0 19.1 - 0.6 - 1.2 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 - 28.0 40.0 28.0 - 4.0 - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 7.5 22.2 45.6 22.2 0.2 0.5 - 1.8 -

外傷・骨折 186 1.1 18.3 57.0 21.5 - 1.1 - 1.1 -

心療内科・精神科疾患 332 0.9 9.0 42.5 40.4 0.9 3.3 - 3.0 -

難病（指定難病か否かは問わない） 455 1.8 12.5 48.6 31.9 - 2.9 - 2.4 -

男性 1,917 6.2 24.8 51.4 14.9 0.3 1.6 - 0.8 -

女性 1,078 1.1 5.9 41.2 44.2 0.5 3.5 - 3.5 -

20代 145 - 4.8 57.9 34.5 - 0.7 - 2.1 -

30代 454 1.5 7.9 58.1 28.2 - 2.4 - 1.8 -

40代 989 2.7 16.6 50.4 24.8 0.7 2.5 - 2.3 -

50代 1,097 5.6 26.8 43.3 21.2 0.2 1.6 - 1.3 -

60～64歳 310 11.3 12.3 35.2 34.5 0.3 4.5 - 1.9 -

（対象：全回答者（n=2,995））

全体

　　n

診
断
時
の

職
業
別

現
在

の
職
業
別

年
代
別

性
別

主
な
傷
病
別

1

（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,862 4.5 18.8 50.0 26.7 - - - - -

50人未満 647 14.7 13.0 43.7 28.6 - - - - -

50～300 人未満 710 3.1 19.3 50.0 27.6 - - - - -

300 人～1,000 人未満 450 1.1 25.8 49.3 23.8 - - - - -

1,000 人～3,000 人未満 305 1.3 21.6 55.4 21.6 - - - - -

3,000 人以上 614 0.7 21.8 59.4 18.1 - - - - -

（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,561 4.6 18.9 49.2 27.3 - - - - -

働き方を変える必要はない 1,759 4.8 20.4 49.6 25.2 - - - - -

一時的に働き方を変える必要がある 273 4.8 22.7 51.3 21.2 - - - - -

働き方を変える必要がある 186 5.4 17.2 51.6 25.8 - - - - -

分からない、聞いていない 343 3.2 9.6 44.0 43.1 - - - - -

（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

1,030 5.0 22.2 49.0 19.9 0.4 2.0 - 1.5 -

3日以内 107 9.3 19.6 49.5 18.7 0.9 0.9 - 0.9 -

4日から7日以内 237 3.4 24.9 42.2 26.2 - 2.1 - 1.3 -

8日から14日以内 257 3.1 24.1 51.8 18.3 0.4 1.2 - 1.2 -

15日から30日以内 206 5.8 19.9 43.2 23.8 - 4.9 - 2.4 -

31日～60日 107 6.5 19.6 57.0 11.2 0.9 1.9 - 2.8 -

61日より長期 116 5.2 21.6 59.5 12.9 0.9 - - - -

　　n

　　n

　　n

全体

全体

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

従
業
員
規
模

別
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（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,692 4.4 18.3 49.9 27.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

週に1回以上 183 6.0 15.8 51.4 26.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

月に2～3回程度 296 2.7 16.6 53.7 27.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

月に1回程度 1,007 4.8 17.9 48.8 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3か月に1～2 回程度 938 4.4 19.5 49.7 26.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

半年に1回程度 169 3.0 23.7 48.5 24.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1年に1 回程度 95 4.2 12.6 50.5 32.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

問２．この調査の案内を受けた病院で受診することになった傷病は次のどれですか。（１つに○）　 （%）
がん（悪
性新生
物）

心臓疾
患・血管
疾患

脳血管疾
患

呼吸器系
疾患

肝疾患 消化器系
疾患（肝
疾患を除
く）

糖尿病・
高血圧・
高脂血
症・腎疾
患

外傷・骨
折

心療内
科・精神
科疾患

難病（指
定難病か
否かは問
わない）

その他 無回答

2,995 18.2 11.4 6.5 0.6 5.4 0.8 20.6 6.2 11.1 15.2 3.9 -

経営者・役員 130 18.5 16.2 11.5 0.8 3.8 - 35.4 1.5 2.3 6.2 3.8 -

会社員等の管理職 539 17.8 14.1 7.1 0.9 7.8 1.3 25.4 6.3 5.6 10.6 3.2 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 18.0 11.5 6.3 0.6 5.7 0.7 19.7 7.4 9.9 15.5 5.0 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 18.3 9.3 5.1 0.4 4.1 0.9 18.0 5.2 17.6 19.0 2.1 -

がん（悪性新生物） 546 100.0 - - - - - - - - - - -

心臓疾患・血管疾患 341 - 100.0 - - - - - - - - - -

脳血管疾患 196 - - 100.0 - - - - - - - - -

呼吸器系疾患 18 - - - 100.0 - - - - - - - -

肝疾患 162 - - - - 100.0 - - - - - - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 - - - - - 100.0 - - - - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 - - - - - - 100.0 - - - - -

外傷・骨折 186 - - - - - - - 100.0 - - - -

心療内科・精神科疾患 332 - - - - - - - - 100.0 - - -

難病（指定難病か否かは問わない） 455 - - - - - - - - - 100.0 - -

男性 1,917 13.9 14.8 8.0 0.6 6.5 0.7 26.0 6.2 9.7 11.2 2.5 -

女性 1,078 25.9 5.4 3.9 0.6 3.4 1.1 10.9 6.3 13.6 22.3 6.6 -

20代 145 9.7 8.3 1.4 0.7 2.8 0.7 9.7 14.5 21.4 23.4 7.6 -

30代 454 12.1 7.3 5.1 0.7 4.6 1.5 11.2 10.4 18.1 22.5 6.6 -

40代 989 18.4 7.4 7.4 0.6 6.6 0.6 19.1 6.6 11.6 17.7 4.0 -

50代 1,097 20.5 14.0 6.5 0.5 4.9 1.0 26.2 4.1 8.4 11.3 2.6 -

60～64歳 310 22.6 22.3 8.7 0.6 5.8 - 24.2 2.6 3.9 6.5 2.9 -

（対象：全回答者
（n=2,995））

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

　　n

全体

全体

通
院
頻
度
別

現
在

の
職
業
別

3

（%）
がん（悪
性新生
物）

心臓疾
患・血管
疾患

脳血管疾
患

呼吸器系
疾患

肝疾患 消化器系
疾患（肝
疾患を除
く）

糖尿病・
高血圧・
高脂血
症・腎疾
患

外傷・骨
折

心療内
科・精神
科疾患

難病（指
定難病か
否かは問
わない）

その他 無回答

2,862 18.1 11.6 6.4 0.6 5.6 0.8 21.0 6.4 10.8 15.1 3.8 -

50人未満 647 20.6 11.4 5.7 0.2 4.5 1.1 21.3 4.8 10.5 17.2 2.8 -

50～300 人未満 710 16.3 13.4 5.8 0.6 6.9 0.7 22.4 5.8 9.6 14.5 4.1 -

300 人～1,000 人未満 450 18.7 12.0 9.1 0.2 5.3 0.9 21.1 6.9 8.0 14.7 3.1 -

1,000 人～3,000 人未満 305 17.4 10.5 6.2 0.7 5.2 1.0 21.3 9.5 10.5 12.1 5.6 -

3,000 人以上 614 17.9 11.1 6.7 1.5 5.9 0.7 19.4 6.5 12.7 13.2 4.6 -

（%）
がん（悪
性新生
物）

心臓疾
患・血管
疾患

脳血管疾
患

呼吸器系
疾患

肝疾患 消化器系
疾患（肝
疾患を除
く）

糖尿病・
高血圧・
高脂血
症・腎疾
患

外傷・骨
折

心療内
科・精神
科疾患

難病（指
定難病か
否かは問
わない）

その他 無回答

2,561 16.6 12.3 6.2 0.5 5.9 0.7 22.7 5.9 10.9 15.7 2.7 -

働き方を変える必要はない 1,759 18.0 12.6 6.0 0.6 6.5 0.6 25.8 4.9 8.6 14.0 2.3 -

一時的に働き方を変える必要がある 273 19.4 13.2 7.0 - 2.9 0.7 13.2 12.5 14.3 14.3 2.6 -

働き方を変える必要がある 186 10.2 14.0 9.1 - 7.5 - 14.5 7.0 19.4 16.7 1.6 -

分からない、聞いていない 343 10.2 8.7 5.0 0.9 4.7 1.5 18.7 5.0 15.2 24.5 5.8 -

（%）
がん（悪
性新生
物）

心臓疾
患・血管
疾患

脳血管疾
患

呼吸器系
疾患

肝疾患 消化器系
疾患（肝
疾患を除
く）

糖尿病・
高血圧・
高脂血
症・腎疾
患

外傷・骨
折

心療内
科・精神
科疾患

難病（指
定難病か
否かは問
わない）

その他 無回答

1,030 36.0 14.8 8.4 0.7 2.3 1.3 10.2 7.4 1.9 12.8 4.2 -

3日以内 107 29.9 22.4 1.9 0.9 1.9 2.8 14.0 7.5 2.8 10.3 5.6 -

4日から7日以内 237 41.8 17.3 7.6 0.8 0.8 0.4 8.9 6.3 0.4 8.9 6.8 -

8日から14日以内 257 41.2 15.6 5.8 0.8 2.3 1.6 11.7 5.1 1.6 8.9 5.4 -

15日から30日以内 206 35.9 15.0 7.8 - 2.4 1.9 10.7 6.8 1.9 16.5 1.0 -

31日～60日 107 29.0 12.1 7.5 1.9 5.6 0.9 8.4 11.2 1.9 17.8 3.7 -

61日より長期 116 25.0 2.6 24.1 - 2.6 - 6.9 12.1 5.2 20.7 0.9 -

（%）
がん（悪
性新生
物）

心臓疾
患・血管
疾患

脳血管疾
患

呼吸器系
疾患

肝疾患 消化器系
疾患（肝
疾患を除
く）

糖尿病・
高血圧・
高脂血
症・腎疾
患

外傷・骨
折

心療内
科・精神
科疾患

難病（指
定難病か
否かは問
わない）

その他 無回答

2,692 17.1 11.7 6.0 0.5 5.9 0.7 22.0 6.3 11.3 15.5 3.0 0.0

週に1回以上 183 21.9 2.2 8.2 0.0 2.2 0.5 15.8 31.7 4.4 5.5 7.7 0.0

月に2～3回程度 296 22.3 4.1 3.7 0.7 3.7 0.3 7.4 13.5 25.3 14.5 4.4 0.0

月に1回程度 1,007 8.3 12.3 4.3 0.2 4.2 0.7 30.1 3.5 18.2 16.4 1.9 0.0

3か月に1～2 回程度 938 20.8 14.2 7.6 0.9 7.4 0.6 21.7 2.3 3.3 18.7 2.6 0.0

半年に1回程度 169 35.5 13.0 5.9 0.6 13.0 0.6 13.0 4.1 3.0 6.5 4.7 0.0

1年に1 回程度 95 16.8 20.0 9.5 1.1 11.6 2.1 11.6 6.3 3.2 14.7 3.2 0.0

　　n

　　n

　　n

　　n

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体
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問３．前問（問２）で回答した傷病( 以下「あなたの傷病」と表記) について、受診状況を教えて下さい。（１つに○）
入院中 退院直後

（退院後、
まだ一度
も通院し
ていない）

退院後の
通院中

通院中（こ
の傷病で
入院経験
はない）

無回答

（%）

その他

2,995 3.4 2.4 47.5 46.6 0.0 -

経営者・役員 130 4.6 4.6 45.4 45.4 - -

会社員等の管理職 539 3.9 4.6 46.6 44.9 - -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 3.8 2.2 46.9 47.0 0.1 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 2.4 0.9 48.4 48.4 - -

がん（悪性新生物） 546 6.6 4.0 80.0 9.3 - -

心臓疾患・血管疾患 341 1.8 3.5 63.6 31.1 - -

脳血管疾患 196 3.1 7.7 74.5 14.3 0.5 -

呼吸器系疾患 18 16.7 - 22.2 61.1 - -

肝疾患 162 - - 27.8 72.2 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 20.0 4.0 32.0 44.0 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 1.1 0.5 28.1 70.3 - -

外傷・骨折 186 5.4 1.1 45.7 47.8 - -

心療内科・精神科疾患 332 0.6 0.3 15.1 84.0 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 455 1.3 2.0 49.5 47.3 - -

男性 1,917 3.0 2.5 46.8 47.6 0.1 -

女性 1,078 4.1 2.3 48.7 44.9 - -

20代 145 8.3 4.8 40.0 46.9 - -

30代 454 4.8 2.6 43.2 49.3 - -

40代 989 3.7 2.3 45.9 47.9 0.1 -

50代 1,097 2.5 2.2 49.8 45.6 - -

60～64歳 310 1.3 2.3 54.5 41.9 - -

　（対象：全回答者（n=2,995））

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

5

（%）
入院中 退院直後

（退院後、
まだ一度
も通院し
ていない）

退院後の
通院中

通院中（こ
の傷病で
入院経験
はない）

無回答 その他

2,862 3.5 2.4 47.2 46.9 0.0 -

50人未満 647 3.4 1.4 51.3 43.9 - -

50～300 人未満 710 3.1 2.0 47.2 47.7 - -

300 人～1,000 人未満 450 2.0 4.7 48.4 44.9 - -

1,000 人～3,000 人未満 305 5.2 4.3 45.9 44.6 - -

3,000 人以上 614 4.4 1.8 43.6 50.0 0.2 -

（%）
入院中 退院直後

（退院後、
まだ一度
も通院し
ていない）

退院後の
通院中

通院中（こ
の傷病で
入院経験
はない）

無回答 その他

2,561 - 1.8 48.3 49.9 - -

働き方を変える必要はない 1,759 - 1.3 48.3 50.4 - -

一時的に働き方を変える必要がある 273 - 4.8 53.1 42.1 - -

働き方を変える必要がある 186 - 4.8 52.7 42.5 - -

分からない、聞いていない 343 - 0.9 42.0 57.1 - -

（%）
入院中 退院直後

（退院後、
まだ一度
も通院し
ていない）

退院後の
通院中

通院中（こ
の傷病で
入院経験
はない）

無回答 その他

1,030 9.5 6.5 84.0 - - -

3日以内 107 15.0 7.5 77.6 - - -

4日から7日以内 237 5.9 8.4 85.7 - - -

8日から14日以内 257 9.3 5.8 84.8 - - -

15日から30日以内 206 9.2 7.3 83.5 - - -

31日～60日 107 12.1 4.7 83.2 - - -

61日より長期 116 10.3 3.4 86.2 - - -

（%）
入院中 退院直後

（退院後、
まだ一度
も通院し
ていない）

退院後の
通院中

通院中（こ
の傷病で
入院経験
はない）

無回答 その他

2,692 0.0 0.0 50.1 49.9 0.0 0.0

週に1回以上 183 0.0 0.0 60.1 39.9 0.0 0.0

月に2～3回程度 296 0.0 0.0 49.0 51.0 0.0 0.0

月に1回程度 1,007 0.0 0.0 42.7 57.3 0.0 0.0

3か月に1～2 回程度 938 0.0 0.0 55.1 44.9 0.0 0.0

半年に1回程度 169 0.0 0.0 57.4 42.6 0.0 0.0

1年に1 回程度 95 0.0 0.0 49.5 50.5 0.0 0.0

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

　　n
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問３-1．あなたの現在の仕事の復帰状況・勤務状況を教えてください。（１つに○） （%）
復帰して
いる／働
いている

復帰して
いない／
休職して
いる

無回答

2,772 92.7 7.2 0.1

経営者・役員 124 95.2 4.0 0.8

会社員等の管理職 518 93.6 6.2 0.2

会社員等の正規社員・正規職員 1,375 91.6 8.3 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 745 93.7 6.3 -

がん（悪性新生物） 484 87.6 12.4 -

心臓疾患・血管疾患 327 96.3 3.7 -

脳血管疾患 177 90.4 9.0 0.6

呼吸器系疾患 15 100.0 - -

肝疾患 159 95.6 4.4 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 19 94.7 5.3 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 595 97.8 2.2 -

外傷・骨折 172 87.8 11.6 0.6

心療内科・精神科疾患 309 90.9 9.1 -

難病（指定難病か否かは問わない） 426 94.1 5.9 -

男性 1,813 93.9 5.9 0.2

女性 959 90.4 9.6 -

20代 129 81.4 17.8 0.8

30代 413 89.6 10.4 -

40代 906 93.6 6.3 0.1

50代 1,038 93.7 6.2 0.1

60～64歳 286 95.8 4.2 -

　（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・
団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公
務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公
務員等の非正規社員・非正規職員」「自営業」と回答し
た人で、受診状況について「退院直後（退院後、まだ一
度も通院していない）」「退院後の通院中」「通院中（この
傷病で入院経験はない）」と回答した人（n=2,772））

　　n

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

現
在

の
職
業
別

7

（%）
復帰して
いる／働
いている

復帰して
いない／
休職して
いる

無回答

2,762 92.7 7.2 0.1

50人未満 625 94.6 5.3 0.2

50～300 人未満 688 92.6 7.4 -

300 人～1,000 人未満 441 92.7 7.0 0.2

1,000 人～3,000 人未満 289 90.7 9.3 -

3,000 人以上 586 92.0 7.8 0.2

（%）
復帰して
いる／働
いている

復帰して
いない／
休職して
いる

無回答

2,561 100.0 - -

働き方を変える必要はない 1,759 100.0 - -

一時的に働き方を変える必要がある 273 100.0 - -

働き方を変える必要がある 186 100.0 - -

分からない、聞いていない 343 100.0 - -

（%）
復帰して
いる／働
いている

復帰して
いない／
休職して
いる

無回答

899 89.1 10.9 -

3日以内 90 88.9 11.1 -

4日から7日以内 215 88.8 11.2 -

8日から14日以内 227 89.0 11.0 -

15日から30日以内 173 91.9 8.1 -

31日～60日 90 88.9 11.1 -

61日より長期 104 85.6 14.4 -

（%）
復帰して
いる／働
いている

復帰して
いない／
休職して
いる

無回答

2,692 93.4 6.5 0.1

週に1回以上 183 77.6 21.3 1.1

月に2～3回程度 296 82.8 17.2 0.0

月に1回程度 1,007 93.7 6.2 0.1

3か月に1～2 回程度 938 98.1 1.9 0.0

半年に1回程度 169 100.0 0.0 0.0

1年に1 回程度 95 97.9 2.1 0.0

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別
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問４．あなたの傷病の診断時の職業を教えてください。（１つに○）　 （%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,995 4.2 18.3 51.5 21.6 0.2 1.3 2.3 0.5 -

経営者・役員 130 88.5 6.9 3.8 - 0.8 - - - -

会社員等の管理職 539 0.4 83.3 15.0 0.4 - 0.2 0.7 - -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 0.1 3.9 90.2 2.4 0.1 0.2 2.7 0.4 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 0.4 3.0 16.0 70.5 0.5 4.6 3.7 1.3 -

経営者・役員 125 100.0 - - - - - - - -

会社員等の管理職 548 - 100.0 - - - - - - -

会社員等の正規社員・正規職員 1,543 - - 100.0 - - - - - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 648 - - - 100.0 - - - - -

がん（悪性新生物） 546 4.6 19.4 49.6 25.1 0.2 0.9 0.2 - -

心臓疾患・血管疾患 341 6.2 22.0 50.7 17.3 0.6 - 1.5 1.8 -

脳血管疾患 196 9.2 24.0 46.4 16.3 - 2.0 1.0 1.0 -

呼吸器系疾患 18 5.6 27.8 50.0 16.7 - - - - -

肝疾患 162 2.5 22.8 58.6 12.3 - 1.2 1.2 1.2 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 - 32.0 40.0 24.0 - - - 4.0 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 6.2 21.3 50.0 19.3 0.2 1.3 1.6 0.2 -

外傷・骨折 186 1.1 18.3 56.5 24.2 - - - - -

心療内科・精神科疾患 332 0.9 10.2 54.2 27.7 0.3 3.3 3.3 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 455 2.0 11.2 52.1 24.4 0.2 2.0 7.5 0.7 -

男性 1,917 6.0 25.5 54.8 11.3 0.2 0.6 1.4 0.3 -

女性 1,078 0.9 5.6 45.6 40.0 0.3 2.6 4.0 1.0 -

20代 145 - 4.1 49.7 27.6 - 1.4 14.5 2.8 -

30代 454 1.3 8.4 61.9 19.6 0.2 2.4 5.7 0.4 -

40代 989 2.7 15.3 54.6 23.4 0.4 1.7 1.5 0.4 -

50代 1,097 5.3 26.2 48.0 18.7 - 0.7 0.7 0.4 -

60～64歳 310 11.0 21.3 39.7 26.8 0.3 0.3 - 0.6 -

（対象：全回答者（n=2,995））

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

9

（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,862 4.3 18.8 52.3 20.1 0.2 1.4 2.4 0.6 -

50人未満 647 13.6 13.8 45.4 22.6 0.3 1.1 2.5 0.8 -

50～300 人未満 710 3.0 18.5 52.7 21.0 0.3 1.8 2.1 0.7 -

300 人～1,000 人未満 450 1.3 26.4 51.1 17.1 0.2 0.7 2.4 0.7 -

1,000 人～3,000 人未満 305 1.3 20.3 58.0 16.7 0.3 0.3 3.0 - -

3,000 人以上 614 0.5 21.3 61.1 13.4 - 1.3 2.3 0.2 -

（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,561 4.3 18.9 52.0 20.0 0.2 1.4 2.6 0.5 -

働き方を変える必要はない 1,759 4.6 19.4 52.4 18.8 0.1 1.4 2.7 0.6 -

一時的に働き方を変える必要がある 273 4.0 22.7 54.2 17.2 0.4 0.4 1.1 - -

働き方を変える必要がある 186 5.4 19.9 54.8 16.1 - 1.1 1.6 1.1 -

分からない、聞いていない 343 2.6 12.8 46.4 30.0 0.9 2.6 4.1 0.6 -

（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

1,030 5.0 23.6 52.0 19.3 - - - - -

3日以内 107 8.4 19.6 52.3 19.6 - - - - -

4日から7日以内 237 3.4 24.1 47.3 25.3 - - - - -

8日から14日以内 257 3.1 24.1 56.4 16.3 - - - - -

15日から30日以内 206 5.8 24.8 45.1 24.3 - - - - -

31日～60日 107 6.5 22.4 61.7 9.3 - - - - -

61日より長期 116 6.9 24.1 55.2 13.8 - - - - -

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

　　n

　　n

　　n

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

従
業
員
規
模

別

全体
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（%）
経営者・
役員

会社員・
団体職
員・公務
員等の管
理職

会社員・
団体職
員・公務
員等の正
規社員・
正規職員

会社員・
団体職
員・公務
員等の非
正規社
員・非正
規職員

自営業 無職 学生 その他 無回答

2,692 4.1 18.1 52.6 20.4 0.2 1.4 2.6 0.6 0.0

週に1回以上 183 6.0 14.8 55.2 23.0 0.0 0.5 0.0 0.5 0.0

月に2～3回程度 296 3.4 17.2 54.1 21.6 0.3 1.0 2.4 0.0 0.0

月に1回程度 1,007 4.1 17.8 52.0 21.3 0.3 1.1 2.6 0.9 0.0

3か月に1～2 回程度 938 4.3 18.6 52.8 18.7 0.2 1.9 3.2 0.4 0.0

半年に1回程度 169 3.0 24.3 49.1 18.9 0.0 2.4 1.8 0.6 0.0

1年に1 回程度 95 2.1 15.8 51.6 23.2 0.0 2.1 4.2 1.1 0.0

問５．あなたの性別を教えてください。（1 つに○）　 （%）
男性 女性 無回答

2,995 64.0 36.0 -

経営者・役員 130 90.8 9.2 -

会社員等の管理職 539 88.1 11.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 69.0 31.0 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 37.5 62.5 -

がん（悪性新生物） 546 48.9 51.1 -

心臓疾患・血管疾患 341 83.0 17.0 -

脳血管疾患 196 78.6 21.4 -

呼吸器系疾患 18 66.7 33.3 -

肝疾患 162 77.2 22.8 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 52.0 48.0 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 80.8 19.2 -

外傷・骨折 186 63.4 36.6 -

心療内科・精神科疾患 332 55.7 44.3 -

難病（指定難病か否かは問わない） 455 47.3 52.7 -

男性 1,917 100.0 - -

女性 1,078 - 100.0 -

20代 145 23.4 76.6 -

30代 454 45.2 54.8 -

40代 989 58.5 41.5 -

50代 1,097 75.2 24.8 -

60～64歳 310 88.4 11.6 -

（対象：全回答者（n=2,995））

　　n

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

通
院
頻
度
別

全体

現
在

の
職
業
別

全体

　　n

11

（%）
男性 女性 無回答

2,862 65.2 34.8 -

50人未満 647 59.0 41.0 -

50～300 人未満 710 67.9 32.1 -

300 人～1,000 人未満 450 63.6 36.4 -

1,000 人～3,000 人未満 305 72.8 27.2 -

3,000 人以上 614 73.6 26.4 -

（%）
男性 女性 無回答

2,561 66.3 33.7 -

働き方を変える必要はない 1,759 68.3 31.7 -

一時的に働き方を変える必要がある 273 65.2 34.8 -

働き方を変える必要がある 186 69.9 30.1 -

分からない、聞いていない 343 55.4 44.6 -

（%）
男性 女性 無回答

1,030 64.2 35.8 -

3日以内 107 61.7 38.3 -

4日から7日以内 237 55.7 44.3 -

8日から14日以内 257 61.1 38.9 -

15日から30日以内 206 68.0 32.0 -

31日～60日 107 72.9 27.1 -

61日より長期 116 75.9 24.1 -

（%）
男性 女性 無回答

2,692 65.4 34.6 0.0

週に1回以上 183 61.2 38.8 0.0

月に2～3回程度 296 60.8 39.2 0.0

月に1回程度 1,007 67.2 32.8 0.0

3か月に1～2 回程度 938 67.8 32.2 0.0

半年に1回程度 169 61.5 38.5 0.0

1年に1 回程度 95 52.6 47.4 0.0

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別
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問６．あなたの年齢を教えてください。（1 つに○）　 （%）
20代 30代 40代 50代 60～64歳 65歳以上 無回答 20歳未満

2,995 4.8 15.2 33.0 36.6 10.4 - - -

経営者・役員 130 - 5.4 20.8 46.9 26.9 - - -

会社員等の管理職 539 1.3 6.7 30.4 54.5 7.1 - - -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 5.9 18.5 34.8 33.2 7.6 - - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 6.6 16.8 32.1 30.5 14.0 - - -

がん（悪性新生物） 546 2.6 10.1 33.3 41.2 12.8 - - -

心臓疾患・血管疾患 341 3.5 9.7 21.4 45.2 20.2 - - -

脳血管疾患 196 1.0 11.7 37.2 36.2 13.8 - - -

呼吸器系疾患 18 5.6 16.7 33.3 33.3 11.1 - - -

肝疾患 162 2.5 13.0 40.1 33.3 11.1 - - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 4.0 28.0 24.0 44.0 - - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 2.3 8.3 30.7 46.6 12.2 - - -

外傷・骨折 186 11.3 25.3 34.9 24.2 4.3 - - -

心療内科・精神科疾患 332 9.3 24.7 34.6 27.7 3.6 - - -

難病（指定難病か否かは問わない） 455 7.5 22.4 38.5 27.3 4.4 - - -

男性 1,917 1.8 10.7 30.2 43.0 14.3 - - -

女性 1,078 10.3 23.1 38.0 25.2 3.3 - - -

20代 145 100.0 - - - - - - -

30代 454 - 100.0 - - - - - -

40代 989 - - 100.0 - - - - -

50代 1,097 - - - 100.0 - - - -

60～64歳 310 - - - - 100.0 - - -

（対象：全回答者（n=2,995））

全体

現
在

の
職
業
別

　　n

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

13

（%）
20代 30代 40代 50代 60～64歳 65歳以上 無回答 20歳未満

2,862 4.9 15.2 32.6 37.1 10.1 - - -

50人未満 647 3.7 13.1 36.5 36.3 10.4 - - -

50～300 人未満 710 4.9 13.7 34.1 36.9 10.4 - - -

300 人～1,000 人未満 450 5.6 17.1 30.4 36.9 10.0 - - -

1,000 人～3,000 人未満 305 5.9 17.7 29.2 35.1 12.1 - - -

3,000 人以上 614 3.9 15.1 30.6 41.4 9.0 - - -

（%）
20代 30代 40代 50代 60～64歳 65歳以上 無回答 20歳未満

2,561 4.1 14.4 32.8 37.9 10.7 - - -

働き方を変える必要はない 1,759 3.7 12.9 31.4 40.3 11.8 - - -

一時的に働き方を変える必要がある 273 6.6 19.8 33.7 31.9 8.1 - - -

働き方を変える必要がある 186 3.8 17.7 41.9 30.6 5.9 - - -

分からない、聞いていない 343 4.4 16.3 34.7 34.7 9.9 - - -

（%）
20代 30代 40代 50代 60～64歳 65歳以上 無回答 20歳未満

1,030 5.3 14.6 31.8 36.8 11.5 - - -

3日以内 107 4.7 13.1 19.6 43.9 18.7 - - -

4日から7日以内 237 4.6 14.3 33.3 37.1 10.5 - - -

8日から14日以内 257 5.4 13.6 34.2 36.6 10.1 - - -

15日から30日以内 206 4.9 14.6 29.1 35.9 15.5 - - -

31日～60日 107 9.3 15.0 33.6 32.7 9.3 - - -

61日より長期 116 4.3 18.1 37.9 35.3 4.3 - - -

（%）
20代 30代 40代 50代 60～64歳 65歳以上 無回答 20歳未満

2,692 4.5 14.9 32.6 37.6 10.3 0.0 0.0 0.0

週に1回以上 183 4.4 21.9 37.2 29.5 7.1 0.0 0.0 0.0

月に2～3回程度 296 7.1 21.6 35.1 25.7 10.5 0.0 0.0 0.0

月に1回程度 1,007 3.8 14.9 32.2 39.5 9.6 0.0 0.0 0.0

3か月に1～2 回程度 938 3.9 10.9 31.6 41.6 12.0 0.0 0.0 0.0

半年に1回程度 169 5.9 13.6 36.7 34.3 9.5 0.0 0.0 0.0

1年に1 回程度 95 8.4 22.1 25.3 35.8 8.4 0.0 0.0 0.0

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別
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問7 ．あなたの傷病について、直近の入院期間はどのくらいですか。現在、入院中の方は、見込んでいる期間をお答えください。（１つに○）　
３日以内 ４日から７

日以内
８日から
14日以内

15日から
30日以内

31日～60
日

61日より
長期

（%）

1,030 10.4 23.0 25.0 20.0 10.4 11.3 -

経営者・役員 51 19.6 15.7 15.7 23.5 13.7 11.8 -

会社員等の管理職 229 9.2 25.8 27.1 17.9 9.2 10.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 505 10.5 19.8 26.3 17.6 12.1 13.7 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 205 9.8 30.2 22.9 23.9 5.9 7.3 -

経営者・役員 52 17.3 15.4 15.4 23.1 13.5 15.4 -

会社員等の管理職 243 8.6 23.5 25.5 21.0 9.9 11.5 -

会社員等の正規社員・正規職員 536 10.4 20.9 27.1 17.4 12.3 11.9 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 199 10.6 30.2 21.1 25.1 5.0 8.0 -

がん（悪性新生物） 371 8.6 26.7 28.6 19.9 8.4 7.8 -

心臓疾患・血管疾患 152 15.8 27.0 26.3 20.4 8.6 2.0 -

脳血管疾患 87 2.3 20.7 17.2 18.4 9.2 32.2 -

呼吸器系疾患 7 14.3 28.6 28.6 - 28.6 - -

肝疾患 24 8.3 8.3 25.0 20.8 25.0 12.5 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 13 23.1 7.7 30.8 30.8 7.7 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 105 14.3 20.0 28.6 21.0 8.6 7.6 -

外傷・骨折 76 10.5 19.7 17.1 18.4 15.8 18.4 -

心療内科・精神科疾患 20 15.0 5.0 20.0 20.0 10.0 30.0 -

難病（指定難病か否かは問わない） 132 8.3 15.9 17.4 25.8 14.4 18.2 -

男性 661 10.0 20.0 23.8 21.2 11.8 13.3 -

女性 369 11.1 28.5 27.1 17.9 7.9 7.6 -

20代 55 9.1 20.0 25.5 18.2 18.2 9.1 -

30代 150 9.3 22.7 23.3 20.0 10.7 14.0 -

40代 328 6.4 24.1 26.8 18.3 11.0 13.4 -

50代 379 12.4 23.2 24.8 19.5 9.2 10.8 -

60～64歳 118 16.9 21.2 22.0 27.1 8.5 4.2 -

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院
後、まだ一度も通院していない）」と回答した人または
「退院後の通院中」で直近（過去５年以内）の入院経験
がある人で、②診断時の職業について「経営者・役員」
「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体
職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体
職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答し、
③入院時に仕事に就いていた人（n=1,030））

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

　　n

15

（%）
３日以内 ４日から７

日以内
８日から
14日以内

15日から
30日以内

31日～60
日

61日より
長期

無回答

990 10.5 23.1 25.3 19.3 10.2 11.6 -

50人未満 234 12.4 25.2 23.1 20.9 9.4 9.0 -

50～300 人未満 229 7.9 19.2 31.0 21.0 9.2 11.8 -

300 人～1,000 人未満 172 9.3 27.3 21.5 16.9 11.6 13.4 -

1,000 人～3,000 人未満 111 10.8 27.0 26.1 18.9 8.1 9.0 -

3,000 人以上 211 12.3 18.0 23.2 18.0 12.8 15.6 -

（%）
３日以内 ４日から７

日以内
８日から
14日以内

15日から
30日以内

31日～60
日

61日より
長期

無回答

798 10.0 23.9 25.2 19.9 9.9 11.0 -

働き方を変える必要はない 536 11.8 27.8 27.2 17.5 8.2 7.5 -

一時的に働き方を変える必要がある 117 7.7 17.1 24.8 23.1 12.8 14.5 -

働き方を変える必要がある 78 1.3 11.5 16.7 25.6 17.9 26.9 -

分からない、聞いていない 67 10.4 19.4 19.4 26.9 9.0 14.9 -

（%）
３日以内 ４日から７

日以内
８日から
14日以内

15日から
30日以内

31日～60
日

61日より
長期

無回答

1,030 10.4 23.0 25.0 20.0 10.4 11.3 -

3日以内 107 100.0 - - - - - -

4日から7日以内 237 - 100.0 - - - - -

8日から14日以内 257 - - 100.0 - - - -

15日から30日以内 206 - - - 100.0 - - -

31日～60日 107 - - - - 100.0 - -

61日より長期 116 - - - - - 100.0 -

（%）

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別
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問8 ．入院のために、仕事はどうしましたか。（あてはまるものに全てに○） （%）
有給休暇 傷病休

暇・休職
退職 その他 無職 無回答

1,030 59.4 51.7 1.1 4.5 - -

経営者・役員 51 52.9 43.1 - 11.8 - -

会社員等の管理職 229 75.1 39.3 0.9 3.1 - -

会社員等の正規社員・正規職員 505 59.2 54.5 0.4 3.2 - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 205 44.9 61.5 2.4 7.8 - -

経営者・役員 52 50.0 44.2 - 11.5 - -

会社員等の管理職 243 74.9 41.6 0.4 2.9 - -

会社員等の正規社員・正規職員 536 60.1 53.0 0.9 3.2 - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 199 41.2 62.8 2.5 8.0 - -

がん（悪性新生物） 371 57.7 53.4 1.3 5.7 - -

心臓疾患・血管疾患 152 73.0 34.2 - 3.3 - -

脳血管疾患 87 59.8 57.5 - 2.3 - -

呼吸器系疾患 7 57.1 57.1 - - - -

肝疾患 24 54.2 58.3 8.3 4.2 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 13 53.8 30.8 - 30.8 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 105 60.0 47.6 1.0 2.9 - -

外傷・骨折 76 53.9 57.9 1.3 3.9 - -

心療内科・精神科疾患 20 25.0 95.0 5.0 5.0 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 132 54.5 61.4 0.8 3.0 - -

男性 661 64.6 47.5 0.9 3.5 - -

女性 369 50.1 59.3 1.4 6.2 - -

20代 55 38.2 76.4 3.6 1.8 - -

30代 150 54.0 62.7 2.7 3.3 - -

40代 328 56.7 56.1 0.6 4.9 - -

50代 379 62.0 45.4 0.8 5.0 - -

60～64歳 118 75.4 34.7 - 4.2 - -

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院
後、まだ一度も通院していない）」と回答した人または
「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある
人で、②診断時の職業について「経営者・役員」「会社
員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・
公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・
公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答し、③入
院時に仕事に就いていた人（n=1,030）
　　　　※選択肢の「無職」と、「退職」のみを回答

した人はn数から除いて集計した）

　　n

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

17

（%）
有給休暇 傷病休

暇・休職
退職 その他 無職 無回答

990 59.6 51.8 0.9 4.5 - -

50人未満 234 48.3 53.4 0.4 6.0 - -

50～300 人未満 229 60.7 48.5 1.7 6.6 - -

300 人～1,000 人未満 172 59.3 56.4 - 2.9 - -

1,000 人～3,000 人未満 111 73.9 45.9 0.9 2.7 - -

3,000 人以上 211 66.4 52.1 0.9 1.9 - -

（%）
有給休暇 傷病休

暇・休職
退職 その他 無職 無回答

798 61.8 48.9 0.8 4.3 - -

働き方を変える必要はない 536 65.5 42.2 0.2 4.7 - -

一時的に働き方を変える必要がある 117 59.8 54.7 2.6 3.4 - -

働き方を変える必要がある 78 55.1 69.2 2.6 2.6 - -

分からない、聞いていない 67 43.3 68.7 - 4.5 - -

（%）
有給休暇 傷病休

暇・休職
退職 その他 無職 無回答

1,030 59.4 51.7 1.1 4.5 - -

3日以内 107 69.2 28.0 - 8.4 - -

4日から7日以内 237 67.1 36.3 - 5.1 - -

8日から14日以内 257 65.8 43.2 0.4 3.1 - -

15日から30日以内 206 53.4 57.8 3.4 5.8 - -

31日～60日 107 43.9 80.4 - 2.8 - -

61日より長期 116 45.7 87.1 2.6 1.7 - -

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

　　n
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問9 ．入院中に、次の「職場に関連する対応」をしましたか。（あてはまるものに全てに○） （%）
ⅰ．対応有無 ⅱ.対応内容

何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

1,030 81.9 16.5 1.6 844.0 76.9 29.5 67.8 10.9 0.5

経営者・役員 51 86.3 11.8 2.0 44.0 84.1 34.1 36.4 4.5 2.3

会社員等の管理職 229 87.3 11.8 0.9 200.0 80.0 35.5 58.5 10.5 -

会社員等の正規社員・正規職員 505 82.6 15.8 1.6 417.0 78.4 30.9 73.9 13.2 0.2

会社員等の非正規社員・非正規職員 205 74.6 23.9 1.5 153.0 66.0 18.3 68.6 5.9 1.3

経営者・役員 52 86.5 11.5 1.9 45.0 84.4 37.8 40.0 6.7 2.2

会社員等の管理職 243 86.4 12.3 1.2 210.0 79.0 36.7 59.0 11.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 536 81.7 16.6 1.7 438.0 79.0 29.5 73.5 12.6 0.2

会社員等の非正規社員・非正規職員 199 75.9 22.6 1.5 151.0 65.6 17.2 71.5 6.0 1.3

がん（悪性新生物） 371 76.0 22.6 1.3 282.0 69.9 32.6 74.5 14.2 1.1

心臓疾患・血管疾患 152 82.2 16.4 1.3 125.0 77.6 22.4 56.0 8.0 -

脳血管疾患 87 87.4 10.3 2.3 76.0 81.6 30.3 71.1 13.2 -

呼吸器系疾患 7 71.4 28.6 - 5.0 100.0 40.0 80.0 20.0 -

肝疾患 24 83.3 16.7 - 20.0 80.0 45.0 75.0 5.0 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 13 69.2 30.8 - 9.0 77.8 22.2 88.9 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 105 82.9 14.3 2.9 87.0 89.7 28.7 51.7 6.9 -

外傷・骨折 76 93.4 6.6 - 71.0 81.7 39.4 69.0 11.3 -

心療内科・精神科疾患 20 75.0 20.0 5.0 15.0 53.3 13.3 86.7 20.0 -

難病（指定難病か否かは問わない） 132 91.7 7.6 0.8 121.0 77.7 25.6 65.3 9.9 0.8

男性 661 83.2 15.0 1.8 550.0 79.1 29.6 62.9 11.8 0.7

女性 369 79.7 19.2 1.1 294.0 72.8 29.3 76.9 9.2 -

20代 55 94.5 5.5 - 52.0 63.5 26.9 73.1 9.6 -

30代 150 84.0 12.7 3.3 126.0 84.9 34.9 64.3 15.1 -

40代 328 81.4 17.1 1.5 267.0 76.8 33.0 75.3 11.2 0.7

50代 379 81.3 17.9 0.8 308.0 75.0 27.9 64.3 9.1 0.3

60～64歳 118 77.1 20.3 2.5 91.0 80.2 18.7 59.3 11.0 1.1

　（対象：①受診状況について
「入院中」「退院直後（退院後、ま
だ一度も通院していない）」と回
答した人または「退院後の通院
中」で過去５年以内に入院経験
がある人で、②診断時の職業に
ついて「経営者・役員」「会社員・
団体職員・公務員等の管理職」
「会社員・団体職員・公務員等の
正規社員・正規職員」「会社員・
団体職員・公務員等の非正規社
員・非正規職員」と回答し、③入
院時に仕事に就いていた人（ⅰ：
n=1,030、ⅱ：n=844））

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

19

（%）
何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

　　n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

990 82.2 16.4 1.4 814.0 76.8 29.9 67.1 10.7 0.5

50人未満 234 78.2 18.4 3.4 183.0 76.0 22.4 65.0 1.1 1.1

50～300 人未満 229 85.2 14.4 0.4 195.0 77.9 29.2 59.5 3.6 0.5

300 人～1,000 人未満 172 86.0 13.4 0.6 148.0 72.3 29.7 64.9 14.2 0.7

1,000 人～3,000 人未満 111 84.7 13.5 1.8 94.0 83.0 39.4 74.5 14.9 -

3,000 人以上 211 81.0 19.0 - 171.0 77.2 35.7 76.0 24.0 -

（%）
何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

　　n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

798 81.6 16.8 1.6 651.0 78.2 29.2 65.7 10.9 0.5

働き方を変える必要はない 536 78.4 20.5 1.1 420.0 80.5 26.7 63.6 9.8 0.5

一時的に働き方を変える必要がある 117 88.0 8.5 3.4 103.0 74.8 39.8 72.8 20.4 -

働き方を変える必要がある 78 92.3 7.7 - 72.0 77.8 41.7 69.4 9.7 -

分からない、聞いていない 67 83.6 11.9 4.5 56.0 67.9 12.5 64.3 3.6 1.8

（%）
何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

　　n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

1,030 81.9 16.5 1.6 844.0 76.9 29.5 67.8 10.9 0.5

3日以内 107 68.2 29.0 2.8 73.0 84.9 20.5 43.8 11.0 1.4

4日から7日以内 237 73.8 25.3 0.8 175.0 77.1 27.4 60.0 4.6 -

8日から14日以内 257 84.8 14.4 0.8 218.0 80.3 25.2 67.0 6.0 -

15日から30日以内 206 85.9 12.6 1.5 177.0 73.4 29.4 70.6 15.3 1.1

31日～60日 107 88.8 8.4 2.8 95.0 72.6 40.0 82.1 14.7 1.1

61日より長期 116 91.4 6.0 2.6 106.0 73.6 38.7 81.1 20.8 -

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

20－ 145 －



 問9-1. 入院中の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行いましたか。（それぞれ１つに○） 
A.検査入院 （%）

いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

488 36.7 34.4 28.5 0.4 -

経営者・役員 29 58.6 10.3 31.0 - -

会社員等の管理職 121 37.2 34.7 28.1 - -

会社員等の正規社員・正規職員 230 33.5 39.1 26.5 0.9 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 85 35.3 30.6 34.1 - -

経営者・役員 30 53.3 16.7 30.0 - -

会社員等の管理職 121 34.7 33.9 31.4 - -

会社員等の正規社員・正規職員 254 34.6 39.0 25.6 0.8 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 83 39.8 27.7 32.5 - -

がん（悪性新生物） 166 36.7 31.3 31.9 - -

心臓疾患・血管疾患 76 43.4 28.9 27.6 - -

脳血管疾患 42 28.6 35.7 35.7 - -

呼吸器系疾患 2 - 100.0 - - -

肝疾患 13 7.7 61.5 30.8 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 4 - 75.0 25.0 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 61 49.2 32.8 18.0 - -

外傷・骨折 36 25.0 30.6 41.7 2.8 -

心療内科・精神科疾患 4 50.0 - 50.0 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 71 38.0 43.7 18.3 - -

男性 339 35.7 36.6 27.1 0.6 -

女性 149 38.9 29.5 31.5 - -

20代 29 31.0 37.9 24.1 6.9 -

30代 76 31.6 38.2 30.3 - -

40代 144 41.0 34.0 25.0 - -

50代 184 36.4 32.6 31.0 - -

60～64歳 55 36.4 34.5 29.1 - -

　（対象（問9-1共通）：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ
一度も通院していない）」と回答した人または「退院後の通院中」で過去５年以
内に入院経験がある人で、②診断時の職業について「経営者・役員」「会社員・
団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正
規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答し、
③入院時に仕事に就いていた人で、④何らかの「職場に関連する対応」をした
と回答した人（n=844）
　　　　※選択肢の「該当しない」はそれぞれn数から除いて集計した）

全体

現
在

の
職
業
別

　　n

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

21

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

465 36.3 34.6 28.6 0.4 -

50人未満 95 41.1 26.3 31.6 1.1 -

50～300 人未満 110 31.8 35.5 32.7 - -

300 人～1,000 人未満 89 36.0 34.8 29.2 - -

1,000 人～3,000 人未満 56 26.8 41.1 32.1 - -

3,000 人以上 103 44.7 35.0 19.4 1.0 -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

374 37.4 33.7 28.6 0.3 -

働き方を変える必要はない 237 36.7 31.6 31.6 - -

一時的に働き方を変える必要がある 63 42.9 30.2 27.0 - -

働き方を変える必要がある 45 37.8 42.2 17.8 2.2 -

分からない、聞いていない 29 31.0 44.8 24.1 - -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

488 36.7 34.4 28.5 0.4 -

3日以内 46 47.8 32.6 19.6 - -

4日から7日以内 94 35.1 35.1 29.8 - -

8日から14日以内 137 35.0 32.1 32.8 - -

15日から30日以内 101 39.6 32.7 27.7 - -

31日～60日 59 22.0 49.2 27.1 1.7 -

61日より長期 51 45.1 27.5 25.5 2.0 -

　　n

　　n

　　n

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

22－ 146 －



問9-1. 入院中の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行いましたか。（それぞれ１つに○） 
B.手術（腹腔鏡手術含む）のある入院 （%）

いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

603 45.9 38.3 15.6 0.2 -

経営者・役員 30 43.3 36.7 20.0 - -

会社員等の管理職 142 49.3 34.5 16.2 - -

会社員等の正規社員・正規職員 300 46.7 38.0 15.0 0.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 109 42.2 42.2 15.6 - -

経営者・役員 32 46.9 34.4 18.8 - -

会社員等の管理職 144 47.9 36.8 15.3 - -

会社員等の正規社員・正規職員 317 46.4 37.9 15.5 0.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 110 41.8 42.7 15.5 - -

がん（悪性新生物） 246 48.8 41.5 9.8 - -

心臓疾患・血管疾患 101 50.5 39.6 9.9 - -

脳血管疾患 35 42.9 25.7 31.4 - -

呼吸器系疾患 2 - 50.0 50.0 - -

肝疾患 13 61.5 23.1 15.4 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 4 50.0 50.0 - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 48 41.7 25.0 33.3 - -

外傷・骨折 67 43.3 38.8 17.9 - -

心療内科・精神科疾患 2 - - 100.0 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 60 38.3 38.3 23.3 - -

男性 392 46.4 37.0 16.3 0.3 -

女性 211 45.0 40.8 14.2 - -

20代 34 35.3 41.2 20.6 2.9 -

30代 83 44.6 41.0 14.5 - -

40代 189 47.1 35.4 17.5 - -

50代 231 50.6 35.5 13.9 - -

60～64歳 66 33.3 51.5 15.2 - -

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

23

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

581 46.3 37.9 15.7 0.2 -

50人未満 121 47.9 33.9 17.4 0.8 -

50～300 人未満 141 44.7 39.0 16.3 - -

300 人～1,000 人未満 106 42.5 42.5 15.1 - -

1,000 人～3,000 人未満 68 30.9 50.0 19.1 - -

3,000 人以上 133 57.9 30.1 12.0 - -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

472 46.4 37.5 16.1 - -

働き方を変える必要はない 321 49.2 36.1 14.6 - -

一時的に働き方を変える必要がある 77 44.2 36.4 19.5 - -

働き方を変える必要がある 45 44.4 42.2 13.3 - -

分からない、聞いていない 29 24.1 48.3 27.6 - -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

603 45.9 38.3 15.6 0.2 -

3日以内 52 46.2 34.6 19.2 - -

4日から7日以内 138 40.6 37.7 21.7 - -

8日から14日以内 158 51.3 36.1 12.7 - -

15日から30日以内 123 41.5 47.2 11.4 - -

31日～60日 67 41.8 44.8 11.9 1.5 -

61日より長期 65 56.9 24.6 18.5 - -

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

　　n

　　n

　　n

全体

24－ 147 －



問9-1. 入院中の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行いましたか。（それぞれ１つに○） 
C.手術のない入院 （%）

いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

497 35.2 43.9 20.1 0.8 -

経営者・役員 30 50.0 33.3 13.3 3.3 -

会社員等の管理職 131 31.3 51.1 17.6 - -

会社員等の正規社員・正規職員 234 35.9 43.2 19.7 1.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 86 31.4 39.5 29.1 - -

経営者・役員 31 48.4 35.5 12.9 3.2 -

会社員等の管理職 140 28.6 52.9 18.6 - -

会社員等の正規社員・正規職員 245 37.6 41.6 19.6 1.2 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 81 34.6 38.3 27.2 - -

がん（悪性新生物） 142 33.1 39.4 27.5 - -

心臓疾患・血管疾患 61 31.1 45.9 23.0 - -

脳血管疾患 55 41.8 41.8 14.5 1.8 -

呼吸器系疾患 4 25.0 75.0 - - -

肝疾患 16 18.8 56.3 25.0 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 5 20.0 80.0 - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 62 38.7 40.3 21.0 - -

外傷・骨折 33 27.3 27.3 42.4 3.0 -

心療内科・精神科疾患 13 23.1 61.5 15.4 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 95 45.3 49.5 4.2 1.1 -

男性 346 33.8 44.5 20.8 0.9 -

女性 151 38.4 42.4 18.5 0.7 -

20代 30 23.3 53.3 20.0 3.3 -

30代 86 29.1 59.3 11.6 - -

40代 160 41.3 39.4 19.4 - -

50代 171 34.5 39.8 24.0 1.8 -

60～64歳 50 36.0 40.0 24.0 - -

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

現
在

の
職
業
別

　　n

25

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

481 34.7 44.1 20.4 0.8 -

50人未満 107 39.3 38.3 20.6 1.9 -

50～300 人未満 113 27.4 47.8 24.8 - -

300 人～1,000 人未満 88 31.8 45.5 22.7 - -

1,000 人～3,000 人未満 53 34.0 45.3 20.8 - -

3,000 人以上 106 44.3 39.6 14.2 1.9 -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

378 36.0 42.1 21.4 0.5 -

働き方を変える必要はない 230 34.3 40.4 24.8 0.4 -

一時的に働き方を変える必要がある 62 32.3 50.0 17.7 - -

働き方を変える必要がある 52 48.1 32.7 17.3 1.9 -

分からない、聞いていない 34 35.3 52.9 11.8 - -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

497 35.2 43.9 20.1 0.8 -

3日以内 36 30.6 55.6 13.9 - -

4日から7日以内 88 30.7 44.3 25.0 - -

8日から14日以内 126 34.1 37.3 28.6 - -

15日から30日以内 111 41.4 41.4 16.2 0.9 -

31日～60日 60 23.3 58.3 15.0 3.3 -

61日より長期 76 44.7 40.8 13.2 1.3 -

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別
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問9-1. 入院中の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行いましたか。（それぞれ１つに○） 
D.リハビリ入院 （%）

いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

259 23.6 25.5 51.0 - -

経営者・役員 19 26.3 15.8 57.9 - -

会社員等の管理職 65 27.7 21.5 50.8 - -

会社員等の正規社員・正規職員 118 22.9 27.1 50.0 - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 47 19.1 27.7 53.2 - -

経営者・役員 20 30.0 15.0 55.0 - -

会社員等の管理職 72 23.6 25.0 51.4 - -

会社員等の正規社員・正規職員 122 23.0 25.4 51.6 - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 45 22.2 31.1 46.7 - -

がん（悪性新生物） 69 21.7 13.0 65.2 - -

心臓疾患・血管疾患 35 22.9 20.0 57.1 - -

脳血管疾患 40 35.0 45.0 20.0 - -

呼吸器系疾患 1 - - 100.0 - -

肝疾患 8 - 25.0 75.0 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） - - - - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 25 16.0 16.0 68.0 - -

外傷・骨折 40 32.5 27.5 40.0 - -

心療内科・精神科疾患 5 20.0 20.0 60.0 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 30 20.0 33.3 46.7 - -

男性 197 24.4 24.4 51.3 - -

女性 62 21.0 29.0 50.0 - -

20代 18 22.2 27.8 50.0 - -

30代 52 21.2 30.8 48.1 - -

40代 73 26.0 27.4 46.6 - -

50代 91 23.1 20.9 56.0 - -

60～64歳 25 24.0 24.0 52.0 - -

全体

　　n

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

27

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

249 23.7 24.9 51.4 - -

50人未満 51 19.6 19.6 60.8 - -

50～300 人未満 52 25.0 26.9 48.1 - -

300 人～1,000 人未満 54 22.2 27.8 50.0 - -

1,000 人～3,000 人未満 32 9.4 34.4 56.3 - -

3,000 人以上 56 35.7 21.4 42.9 - -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

195 23.1 21.5 55.4 - -

働き方を変える必要はない 107 19.6 16.8 63.6 - -

一時的に働き方を変える必要がある 40 27.5 22.5 50.0 - -

働き方を変える必要がある 34 26.5 38.2 35.3 - -

分からない、聞いていない 14 28.6 14.3 57.1 - -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

259 23.6 25.5 51.0 - -

3日以内 14 - 7.1 92.9 - -

4日から7日以内 38 7.9 21.1 71.1 - -

8日から14日以内 59 25.4 10.2 64.4 - -

15日から30日以内 56 26.8 28.6 44.6 - -

31日～60日 33 9.1 48.5 42.4 - -

61日より長期 59 42.4 32.2 25.4 - -

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

28－ 149 －



問9-1. 入院中の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行いましたか。（それぞれ１つに○） 
E.教育入院（糖尿病等） （%）

いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

187 16.0 22.5 59.9 1.6 -

経営者・役員 17 11.8 23.5 64.7 - -

会社員等の管理職 47 17.0 34.0 48.9 - -

会社員等の正規社員・正規職員 90 20.0 20.0 56.7 3.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 30 6.7 10.0 83.3 - -

経営者・役員 17 17.6 17.6 64.7 - -

会社員等の管理職 51 13.7 33.3 52.9 - -

会社員等の正規社員・正規職員 92 19.6 19.6 57.6 3.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 27 7.4 14.8 77.8 - -

がん（悪性新生物） 51 15.7 9.8 74.5 - -

心臓疾患・血管疾患 21 4.8 19.0 76.2 - -

脳血管疾患 14 28.6 21.4 50.0 - -

呼吸器系疾患 1 - - 100.0 - -

肝疾患 10 10.0 20.0 70.0 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） - - - - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 43 20.9 53.5 25.6 - -

外傷・骨折 22 9.1 13.6 68.2 9.1 -

心療内科・精神科疾患 5 20.0 - 80.0 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 17 23.5 5.9 70.6 - -

男性 146 15.8 24.7 58.2 1.4 -

女性 41 17.1 14.6 65.9 2.4 -

20代 15 20.0 13.3 53.3 13.3 -

30代 34 23.5 14.7 61.8 - -

40代 55 18.2 32.7 49.1 - -

50代 69 11.6 21.7 65.2 1.4 -

60～64歳 14 7.1 14.3 78.6 - -

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

29

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

184 16.3 22.3 59.8 1.6 -

50人未満 45 8.9 17.8 71.1 2.2 -

50～300 人未満 36 13.9 30.6 55.6 - -

300 人～1,000 人未満 41 19.5 19.5 61.0 - -

1,000 人～3,000 人未満 25 24.0 28.0 48.0 - -

3,000 人以上 35 20.0 17.1 57.1 5.7 -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

149 14.8 22.8 61.7 0.7 -

働き方を変える必要はない 93 15.1 25.8 59.1 - -

一時的に働き方を変える必要がある 25 8.0 20.0 72.0 - -

働き方を変える必要がある 23 21.7 21.7 52.2 4.3 -

分からない、聞いていない 8 12.5 - 87.5 - -

（%）
いつもし
ていた

ときどきし
ていた

しなかっ
た

無回答 該当しな
い

187 16.0 22.5 59.9 1.6 -

3日以内 11 - - 100.0 - -

4日から7日以内 33 12.1 27.3 60.6 - -

8日から14日以内 58 20.7 20.7 58.6 - -

15日から30日以内 40 17.5 32.5 50.0 - -

31日～60日 22 - 27.3 63.6 9.1 -

61日より長期 23 30.4 8.7 56.5 4.3 -

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

　　n

　　n

直
近
の
入
院
期

間
別

30－ 150 －



問9-2 ．入院中の「職場に関連する対応」は、どこで行いましたか。（あてはまるものに全てに○）　 （%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

844 29.9 38.6 46.8 14.2 5.5 5.2 -

経営者・役員 44 54.5 40.9 34.1 13.6 4.5 2.3 -

会社員等の管理職 200 34.5 38.5 50.0 14.0 4.5 2.0 -

会社員等の正規社員・正規職員 417 28.1 39.3 48.0 16.1 5.5 5.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 153 21.6 35.9 41.8 9.8 6.5 9.2 -

経営者・役員 45 51.1 42.2 37.8 15.6 6.7 2.2 -

会社員等の管理職 210 35.2 40.0 50.5 12.9 5.2 1.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 438 27.6 38.6 46.8 17.4 5.5 5.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 151 22.5 35.8 44.4 6.6 5.3 10.6 -

がん（悪性新生物） 282 34.4 39.7 40.4 12.1 5.7 6.4 -

心臓疾患・血管疾患 125 26.4 43.2 46.4 10.4 3.2 3.2 -

脳血管疾患 76 30.3 52.6 55.3 15.8 3.9 2.6 -

呼吸器系疾患 5 60.0 - 80.0 20.0 - - -

肝疾患 20 20.0 30.0 55.0 50.0 10.0 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 9 66.7 11.1 55.6 - - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 87 28.7 37.9 42.5 14.9 6.9 3.4 -

外傷・骨折 71 29.6 46.5 46.5 11.3 4.2 7.0 -

心療内科・精神科疾患 15 46.7 26.7 13.3 6.7 26.7 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 121 18.2 28.9 62.0 19.8 6.6 7.4 -

男性 550 31.3 39.5 48.7 15.1 4.9 2.9 -

女性 294 27.2 37.1 43.2 12.6 6.5 9.5 -

20代 52 32.7 34.6 44.2 17.3 3.8 9.6 -

30代 126 35.7 37.3 53.2 17.5 11.1 3.2 -

40代 267 25.8 36.7 50.2 16.1 5.6 7.1 -

50代 308 30.8 41.9 42.9 12.3 4.5 3.9 -

60～64歳 91 28.6 37.4 42.9 8.8 1.1 4.4 -

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一
度も通院していない）」と回答した人または「退院後の通院中」で過
去５年以内に入院経験がある人で、②診断時の職業について「経
営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団
体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公
務員等の非正規社員・非正規職員」と回答し、③入院時に仕事に
就いていた人で、④何らかの「職場に関連する対応」をしたと回答
した人（n=844））

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

　　n

年
代
別

31

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

814 29.9 38.6 46.6 14.3 5.4 5.0 -

50人未満 183 26.2 40.4 44.8 10.9 6.6 6.6 -

50～300 人未満 195 28.2 33.3 44.6 16.4 4.1 4.6 -

300 人～1,000 人未満 148 31.1 46.6 41.9 10.1 5.4 6.1 -

1,000 人～3,000 人未満 94 34.0 27.7 59.6 19.1 9.6 3.2 -

3,000 人以上 171 34.5 43.9 45.6 16.4 4.1 3.5 -

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

651 28.4 39.0 47.2 14.7 5.7 4.0 -

働き方を変える必要はない 420 30.5 37.4 44.3 13.6 5.7 4.5 -

一時的に働き方を変える必要がある 103 29.1 48.5 47.6 12.6 7.8 3.9 -

働き方を変える必要がある 72 19.4 44.4 59.7 25.0 4.2 4.2 -

分からない、聞いていない 56 23.2 26.8 51.8 14.3 3.6 - -

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

844 29.9 38.6 46.8 14.2 5.5 5.2 -

3日以内 73 27.4 43.8 28.8 9.6 5.5 6.8 -

4日から7日以内 175 25.7 36.6 39.4 11.4 6.3 7.4 -

8日から14日以内 218 29.8 38.5 50.0 15.1 6.0 5.0 -

15日から30日以内 177 30.5 33.9 52.5 16.9 3.4 4.5 -

31日～60日 95 32.6 40.0 53.7 17.9 4.2 3.2 -

61日より長期 106 34.9 45.3 49.1 12.3 7.5 3.8 -

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

　　n

　　n

　　n

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

32－ 151 －



問9-3 ．入院中の「職場に関連する対応」を、何を使って行いましたか。（あてはまるものに全てに○）　 （%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

844 91.1 9.5 16.0 2.6 7.8 3.8 2.1 -

経営者・役員 44 93.2 25.0 25.0 9.1 15.9 2.3 4.5 -

会社員等の管理職 200 89.0 14.5 32.0 3.0 10.5 0.5 1.5 -

会社員等の正規社員・正規職員 417 92.1 7.9 12.5 1.7 7.2 4.6 1.7 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 153 90.2 4.6 3.9 2.0 3.9 6.5 3.9 -

経営者・役員 45 93.3 22.2 26.7 8.9 17.8 2.2 2.2 -

会社員等の管理職 210 88.6 14.8 31.0 2.9 10.0 1.0 2.4 -

会社員等の正規社員・正規職員 438 92.0 7.1 11.9 2.1 7.8 4.8 1.4 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 151 91.4 5.3 4.0 2.0 2.0 5.3 4.0 -

がん（悪性新生物） 282 87.9 11.7 18.4 2.8 7.1 3.9 2.1 -

心臓疾患・血管疾患 125 92.8 3.2 14.4 0.8 4.8 4.0 4.0 -

脳血管疾患 76 92.1 15.8 19.7 6.6 11.8 5.3 3.9 -

呼吸器系疾患 5 100.0 20.0 40.0 - 20.0 - - -

肝疾患 20 80.0 15.0 20.0 - 15.0 5.0 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 9 100.0 11.1 11.1 - 33.3 - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 87 95.4 6.9 20.7 1.1 5.7 4.6 1.1 -

外傷・骨折 71 94.4 11.3 15.5 4.2 5.6 2.8 - -

心療内科・精神科疾患 15 80.0 6.7 13.3 - 6.7 6.7 6.7 -

難病（指定難病か否かは問わない） 121 95.0 9.1 8.3 3.3 7.4 1.7 0.8 -

男性 550 90.7 11.3 21.1 3.3 9.6 3.1 1.8 -

女性 294 91.8 6.1 6.5 1.4 4.4 5.1 2.7 -

20代 52 92.3 5.8 7.7 7.7 5.8 3.8 1.9 -

30代 126 88.1 14.3 20.6 4.0 12.7 4.8 1.6 -

40代 267 91.8 9.0 15.0 0.7 7.9 2.6 3.0 -

50代 308 92.2 10.1 17.2 2.9 7.1 4.9 1.0 -

60～64歳 91 89.0 4.4 13.2 2.2 4.4 2.2 4.4 -

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院
後、まだ一度も通院していない）」と回答した人または
「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験がある
人で、②診断時の職業について「経営者・役員」「会社
員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・
公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・
公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答し、③入
院時に仕事に就いていた人で、④何らかの「職場に関
連する対応」をしたと回答した人（n=844））

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

　　n

年
代
別

33

（%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

814 91.0 9.8 16.3 2.5 7.9 3.8 2.2 -

50人未満 183 90.7 9.3 11.5 1.1 6.0 3.8 2.2 -

50～300 人未満 195 91.8 8.2 20.5 1.5 4.6 2.1 3.1 -

300 人～1,000 人未満 148 88.5 8.8 18.9 2.0 4.7 2.0 1.4 -

1,000 人～3,000 人未満 94 89.4 11.7 11.7 7.4 17.0 5.3 3.2 -

3,000 人以上 171 93.6 12.9 19.3 2.9 12.3 5.3 1.2 -

（%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

651 90.6 9.8 17.2 2.2 6.5 3.8 2.3 -

働き方を変える必要はない 420 91.2 9.3 14.5 2.1 5.0 2.9 3.1 -

一時的に働き方を変える必要がある 103 89.3 11.7 20.4 2.9 5.8 7.8 1.0 -

働き方を変える必要がある 72 87.5 9.7 33.3 1.4 19.4 2.8 1.4 -

分からない、聞いていない 56 92.9 10.7 10.7 1.8 1.8 5.4 - -

（%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

844 91.1 9.5 16.0 2.6 7.8 3.8 2.1 -

3日以内 73 89.0 4.1 13.7 1.4 5.5 2.7 4.1 -

4日から7日以内 175 89.1 6.9 14.3 1.1 5.7 4.6 1.1 -

8日から14日以内 218 89.9 10.6 12.4 4.1 9.6 2.8 0.9 -

15日から30日以内 177 93.2 7.3 15.3 1.7 6.8 3.4 4.0 -

31日～60日 95 94.7 11.6 16.8 3.2 5.3 3.2 1.1 -

61日より長期 106 91.5 17.0 28.3 3.8 13.2 6.6 2.8 -

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

　　n

　　n

　　n

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

34－ 152 －



問10．入院中に「職場に関連する対応」をしたいと思いましたか。（１つに○） （%）
したいと
思った

どちらとも
いえない

したいと
思わな
かった

無回答

170 4.7 30.6 60.0 4.7

経営者・役員 6 16.7 50.0 33.3 -

会社員等の管理職 27 3.7 29.6 59.3 7.4

会社員等の正規社員・正規職員 80 6.3 26.3 63.8 3.8

会社員等の非正規社員・非正規職員 49 2.0 36.7 57.1 4.1

経営者・役員 6 16.7 50.0 33.3 -

会社員等の管理職 30 3.3 33.3 56.7 6.7

会社員等の正規社員・正規職員 89 5.6 24.7 64.0 5.6

会社員等の非正規社員・非正規職員 45 2.2 37.8 57.8 2.2

がん（悪性新生物） 84 3.6 29.8 61.9 4.8

心臓疾患・血管疾患 25 - 32.0 64.0 4.0

脳血管疾患 9 22.2 22.2 55.6 -

呼吸器系疾患 2 - 50.0 50.0 -

肝疾患 4 - - 100.0 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 4 - 75.0 25.0 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 15 13.3 26.7 53.3 6.7

外傷・骨折 5 - - 100.0 -

心療内科・精神科疾患 4 25.0 25.0 50.0 -

難病（指定難病か否かは問わない） 10 - 30.0 60.0 10.0

男性 99 6.1 31.3 57.6 5.1

女性 71 2.8 29.6 63.4 4.2

20代 3 - 33.3 33.3 33.3

30代 19 10.5 10.5 78.9 -

40代 56 3.6 30.4 58.9 7.1

50代 68 2.9 33.8 60.3 2.9

60～64歳 24 8.3 37.5 50.0 4.2

　（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院し
ていない）」と回答した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験
がある人で、②診断時の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公
務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社
員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答し、③入院時に仕
事に就いていた人で、④いずれの「職場に関連する対応」もしなかったと回答
した人（n=170））

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

　　n

年
代
別

35

（%）
したいと
思った

どちらとも
いえない

したいと
思わな
かった

無回答

162 4.9 30.9 59.9 4.3

50人未満 43 9.3 27.9 60.5 2.3

50～300 人未満 33 6.1 39.4 51.5 3.0

300 人～1,000 人未満 23 4.3 26.1 60.9 8.7

1,000 人～3,000 人未満 15 - 40.0 53.3 6.7

3,000 人以上 40 2.5 25.0 67.5 5.0

（%）
したいと
思った

どちらとも
いえない

したいと
思わな
かった

無回答

134 5.2 32.8 59.0 3.0

働き方を変える必要はない 110 3.6 30.0 62.7 3.6

一時的に働き方を変える必要がある 10 10.0 60.0 30.0 -

働き方を変える必要がある 6 33.3 16.7 50.0 -

分からない、聞いていない 8 - 50.0 50.0 -

（%）
したいと
思った

どちらとも
いえない

したいと
思わな
かった

無回答

170 4.7 30.6 60.0 4.7

3日以内 31 - 32.3 61.3 6.5

4日から7日以内 60 1.7 20.0 71.7 6.7

8日から14日以内 37 8.1 40.5 48.6 2.7

15日から30日以内 26 3.8 42.3 53.8 -

31日～60日 9 11.1 33.3 44.4 11.1

61日より長期 7 28.6 14.3 57.1 -

問11．入院中に「職場に関連する対応」をしたいと思ったのにもかかわらず、あなたが、それをしなかった理由を教えて下さい。（あてはまるものに全てに○）　
療養に専
念すべき
だから

体調や治
療の状況
が許さな
かった

病院内の
環境が
整ってい
なかった

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

（%）

8 37.5 37.5 12.5 12.5 - 25.0 -

（対象：①受診状況について「入院中」「退院直後（退院後、まだ一度も通院し
ていない）」と回答した人または「退院後の通院中」で過去５年以内に入院経験
がある人で、②診断時の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公
務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社
員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答し、③入院時に仕
事に就いていた人で、④いずれの「職場に関連する対応」もしなかったと回答
し、⑤入院中に「職場に関連する対応」をしたかったと回答した人（n=8）
　　　　※「特に理由はない」のみ排他項目）

全体

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

36－ 153 －



問12．入院中に、職場についてあなたが知りたいと思ったことはありますか。（あてはまるものに全てに○） （%）
ⅰ.職場について知りたい意向有無 ⅱ.知りたい内容

ある 特になし 無回答

n

休暇・休
職等の社
内制度・
規程

仕事のこ
と

職場の様
子や現況

その他

1,030 73.9 26.0 0.1 761.0 58.1 60.7 54.1 1.7

経営者・役員 51 78.4 21.6 - 40.0 25.0 80.0 57.5 -

会社員等の管理職 229 79.5 20.5 - 182.0 54.9 73.1 57.7 1.1

会社員等の正規社員・正規職員 505 75.4 24.4 0.2 381.0 65.1 60.1 51.4 1.8

会社員等の非正規社員・非正規職員 205 64.4 35.6 - 132.0 51.5 41.7 55.3 3.0

経営者・役員 52 78.8 21.2 - 41.0 24.4 78.0 58.5 -

会社員等の管理職 243 79.4 20.6 - 193.0 54.9 71.5 55.4 1.0

会社員等の正規社員・正規職員 536 74.8 25.0 0.2 401.0 65.6 60.3 52.1 2.2

会社員等の非正規社員・非正規職員 199 63.3 36.7 - 126.0 50.0 39.7 57.1 1.6

がん（悪性新生物） 371 67.7 32.3 - 251.0 62.9 53.4 55.4 2.0

心臓疾患・血管疾患 152 69.1 30.9 - 105.0 52.4 65.7 49.5 -

脳血管疾患 87 88.5 11.5 - 77.0 54.5 64.9 44.2 1.3

呼吸器系疾患 7 100.0 - - 7.0 85.7 57.1 71.4 -

肝疾患 24 83.3 16.7 - 20.0 50.0 70.0 45.0 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 13 61.5 38.5 - 8.0 50.0 62.5 62.5 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 105 74.3 25.7 - 78.0 41.0 57.7 56.4 1.3

外傷・骨折 76 85.5 13.2 1.3 65.0 64.6 76.9 60.0 4.6

心療内科・精神科疾患 20 70.0 30.0 - 14.0 78.6 64.3 57.1 -

難病（指定難病か否かは問わない） 132 81.1 18.9 - 107.0 58.9 61.7 57.9 0.9

男性 661 73.4 26.5 0.2 485.0 55.9 68.9 52.0 1.4

女性 369 74.8 25.2 - 276.0 62.0 46.4 58.0 2.2

20代 55 90.9 7.3 1.8 50.0 68.0 48.0 50.0 -

30代 150 84.0 16.0 - 126.0 63.5 64.3 55.6 -

40代 328 75.3 24.7 - 247.0 59.9 58.7 54.3 2.8

50代 379 69.1 30.9 - 262.0 57.3 62.2 57.3 1.9

60～64歳 118 64.4 35.6 - 76.0 39.5 64.5 43.4 1.3

　（対象：①受診状況について「入院中」「退
院直後（退院後、まだ一度も通院していな
い）」と回答した人または「退院後の通院中」
で過去５年以内に入院経験がある人で、②
診断時の職業について「経営者・役員」「会
社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社
員・団体職員・公務員等の正規社員・正規
職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正
規社員・非正規職員」と回答し、③入院時に
仕事に就いていた人（ⅰ：n=1,030、ⅱ：
n=761））

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

37

（%）
ある 特になし 無回答

n

休暇・休
職等の社
内制度・
規程

仕事のこ
と

職場の様
子や現況

その他

990 74.2 25.7 0.1 735.0 58.0 61.1 54.0 1.8

50人未満 234 70.1 29.9 - 164.0 40.9 57.9 58.5 1.8

50～300 人未満 229 76.0 24.0 - 174.0 59.8 60.9 55.2 2.9

300 人～1,000 人未満 172 79.7 20.3 - 137.0 54.7 61.3 44.5 2.2

1,000 人～3,000 人未満 111 76.6 23.4 - 85.0 67.1 60.0 57.6 -

3,000 人以上 211 73.5 26.1 0.5 155.0 72.9 63.2 54.2 1.3

（%）
ある 特になし 無回答

n

休暇・休
職等の社
内制度・
規程

仕事のこ
と

職場の様
子や現況

その他

798 72.9 26.9 0.1 582.0 55.7 62.9 54.0 1.2

働き方を変える必要はない 536 68.3 31.7 - 366.0 52.7 62.3 55.5 1.1

一時的に働き方を変える必要がある 117 87.2 12.8 - 102.0 61.8 64.7 55.9 1.0

働き方を変える必要がある 78 87.2 11.5 1.3 68.0 60.3 72.1 50.0 -

分からない、聞いていない 67 68.7 31.3 - 46.0 58.7 50.0 43.5 4.3

（%）
ある 特になし 無回答

n

休暇・休
職等の社
内制度・
規程

仕事のこ
と

職場の様
子や現況

その他

1,030 73.9 26.0 0.1 761.0 58.1 60.7 54.1 1.7

3日以内 107 55.1 44.9 - 59.0 49.2 52.5 49.2 3.4

4日から7日以内 237 65.8 34.2 - 156.0 51.3 59.6 51.9 1.3

8日から14日以内 257 77.4 22.6 - 199.0 53.8 60.8 53.3 0.5

15日から30日以内 206 77.7 22.3 - 160.0 52.5 61.3 59.4 3.1

31日～60日 107 81.3 18.7 - 87.0 78.2 65.5 52.9 2.3

61日より長期 116 86.2 12.9 0.9 100.0 74.0 62.0 55.0 1.0

直
近
の
入
院
期

間
別

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

38－ 154 －



問13．あなたの傷病について、最近の通院頻度はどのくらいですか。（１つに○）　 （%）
週に１回
以上

月に２～3
回程度

月に１回
程度

3 か月に
１～2 回
程度

半年に１
回程度

1 年に1
回程度以
下の頻度

無回答 週に１回
～月に２
～3 回程
度計

半年に１
回～1 年
に1 回程
度以下の
頻度計

2,692 6.8 11.0 37.4 34.8 6.3 3.5 0.1 17.8 9.8

経営者・役員 118 9.3 6.8 40.7 34.7 4.2 3.4 0.8 16.1 7.6

会社員等の管理職 493 5.9 9.9 36.5 37.1 8.1 2.4 - 15.8 10.5

会社員等の正規社員・正規職員 1,343 7.0 11.8 36.6 34.7 6.1 3.6 0.2 18.8 9.7

会社員等の非正規社員・非正規職員 738 6.6 10.8 39.0 33.6 5.7 4.2 - 17.5 9.9

がん（悪性新生物） 461 8.7 14.3 18.2 42.3 13.0 3.5 - 23.0 16.5

心臓疾患・血管疾患 314 1.3 3.8 39.5 42.4 7.0 6.1 - 5.1 13.1

脳血管疾患 161 9.3 6.8 26.7 44.1 6.2 5.6 1.2 16.1 11.8

呼吸器系疾患 14 - 14.3 14.3 57.1 7.1 7.1 - 14.3 14.3

肝疾患 159 2.5 6.9 26.4 43.4 13.8 6.9 - 9.4 20.8

消化器系疾患（肝疾患を除く） 18 5.6 5.6 38.9 33.3 5.6 11.1 - 11.1 16.7

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 591 4.9 3.7 51.3 34.5 3.7 1.9 - 8.6 5.6

外傷・骨折 170 34.1 23.5 20.6 12.9 4.1 3.5 1.2 57.6 7.6

心療内科・精神科疾患 305 2.6 24.6 60.0 10.2 1.6 1.0 - 27.2 2.6

難病（指定難病か否かは問わない） 418 2.4 10.3 39.5 41.9 2.6 3.3 - 12.7 6.0

男性 1,761 6.4 10.2 38.4 36.1 5.9 2.8 0.1

女性 931 7.6 12.5 35.4 32.4 7.0 4.8 0.2

20代 122 6.6 17.2 31.1 30.3 8.2 6.6 -

30代 401 10.0 16.0 37.4 25.4 5.7 5.2 0.2

40代 878 7.7 11.8 36.9 33.7 7.1 2.7 -

50代 1,013 5.3 7.5 39.3 38.5 5.7 3.4 0.3

60～64歳 278 4.7 11.2 34.9 40.6 5.8 2.9 -

（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院
中（この傷病で入院経験はない）」と回答した人で、②現
在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・
公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正
規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非
正規社員・非正規職員」と回答した人（n=2,692））

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

39

（%）
週に１回
以上

月に２～3
回程度

月に１回
程度

3 か月に
１～2 回
程度

半年に１
回程度

1 年に1
回程度以
下の頻度

無回答 週に１回
～月に２
～3 回程
度計

半年に１
回～1 年
に1 回程
度以下の
頻度計

2,692 6.8 11.0 37.4 34.8 6.3 3.5 0.1 17.8 9.8

50人未満 616 6.0 9.6 41.2 34.3 5.7 3.1 0.2 15.6 8.8

50～300 人未満 674 7.7 10.2 35.9 38.1 3.9 4.0 0.1 18.0 7.9

300 人～1,000 人未満 420 6.9 11.9 33.6 34.8 7.6 5.2 - 18.8 12.9

1,000 人～3,000 人未満 276 6.2 10.5 37.0 34.8 9.1 2.5 - 16.7 11.6

3,000 人以上 575 6.6 11.8 37.4 32.7 8.0 3.3 0.2 18.4 11.3

（%）
週に１回
以上

月に２～3
回程度

月に１回
程度

3 か月に
１～2 回
程度

半年に１
回程度

1 年に1
回程度以
下の頻度

無回答 週に１回
～月に２
～3 回程
度計

半年に１
回～1 年
に1 回程
度以下の
頻度計

2,514 5.6 9.7 37.5 36.6 6.7 3.7 0.0 15.4 10.4

働き方を変える必要はない 1,737 3.7 7.3 36.0 41.0 7.9 4.1 - 10.9 12.0

一時的に働き方を変える必要がある 260 11.5 18.1 38.5 24.6 4.2 3.1 - 29.6 7.3

働き方を変える必要がある 177 11.9 16.4 46.9 18.6 3.4 2.8 - 28.2 6.2

分からない、聞いていない 340 7.9 12.6 40.0 32.4 4.1 2.6 0.3 20.6 6.8

（%）
週に１回
以上

月に２～3
回程度

月に１回
程度

3 か月に
１～2 回
程度

半年に１
回程度

1 年に1
回程度以
下の頻度

無回答 週に１回
～月に２
～3 回程
度計

半年に１
回～1 年
に1 回程
度以下の
頻度計

2,692 6.8 11.0 37.4 34.8 6.3 3.5 0.1 17.8 9.8

週に1回以上 183 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

月に2～3回程度 296 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

月に1回程度 1,007 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3か月に1～2 回程度 938 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

半年に1回程度 169 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

1年に1 回程度 95 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

　　n

　　n

　　n

全体

通
院
頻
度
別

40－ 155 －



問14．通院にはどのような時間をあてていますか。（あてはまるものに全てに○） （%）
有給休暇
（時間単
位、半日
単位、1
日単位）

会社の休
日

傷病休暇
など有給
休暇以外
の休暇

勤務時間
の合間

勤務時間
外

フレックス
タイム、短
時間勤務
を利用

その他 休職中 無回答

2,692 41.7 38.0 7.0 11.9 14.7 5.1 3.1 2.2 0.1

経営者・役員 118 16.9 21.2 5.1 53.4 11.9 10.2 2.5 - 0.8

会社員等の管理職 493 54.6 32.5 6.5 14.2 8.1 5.3 1.0 1.6 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,343 48.5 36.7 7.7 10.7 13.3 5.0 2.0 2.5 0.2

会社員等の非正規社員・非正規職員 738 24.8 46.9 6.4 6.0 22.1 4.2 6.5 2.4 -

がん（悪性新生物） 461 55.3 23.0 13.7 11.7 8.5 3.7 5.6 3.3 -

心臓疾患・血管疾患 314 49.0 32.2 4.1 13.1 11.8 5.1 1.9 1.0 -

脳血管疾患 161 41.6 40.4 8.7 6.8 6.8 2.5 1.9 5.6 1.2

呼吸器系疾患 14 64.3 28.6 - 14.3 7.1 7.1 - - -

肝疾患 159 41.5 43.4 7.5 9.4 15.1 3.8 0.6 1.3 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 18 55.6 33.3 5.6 5.6 11.1 5.6 5.6 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 591 33.0 41.8 4.4 16.1 16.8 4.2 2.2 0.3 -

外傷・骨折 170 35.3 38.8 8.2 16.5 27.1 7.1 3.5 4.1 1.2

心療内科・精神科疾患 305 19.3 52.8 6.2 6.2 23.6 8.5 1.6 3.9 -

難病（指定難病か否かは問わない） 418 48.3 40.2 4.8 9.8 12.7 5.3 4.3 1.9 -

男性 1,761 44.4 36.5 6.6 12.9 13.8 4.6 1.9 1.9 0.1

女性 931 36.6 40.9 7.6 10.0 16.3 5.9 5.4 2.9 0.2

20代 122 34.4 51.6 8.2 6.6 13.9 4.9 4.1 6.6 -

30代 401 39.9 44.9 7.0 11.2 17.5 5.2 3.2 3.5 0.2

40代 878 42.6 37.9 8.3 10.7 14.9 5.8 3.8 2.1 -

50代 1,013 42.8 36.0 5.6 13.3 14.1 4.7 2.2 1.7 0.3

60～64歳 278 40.6 29.9 7.2 14.0 12.2 3.6 3.6 1.1 -

　（対象：①受診状況について「退院後の通
院中」「通院中（この傷病で入院経験はな
い）」と回答した人で、②現在の職業につい
て「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務
員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員
等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職
員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と
回答した人（n=2,692））

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

41

（%）
有給休暇
（時間単
位、半日
単位、1
日単位）

会社の休
日

傷病休暇
など有給
休暇以外
の休暇

勤務時間
の合間

勤務時間
外

フレックス
タイム、短
時間勤務
を利用

その他 休職中 無回答

2,692 41.7 38.0 7.0 11.9 14.7 5.1 3.1 2.2 0.1

50人未満 616 28.9 36.9 6.3 19.6 17.0 6.0 3.4 1.9 0.2

50～300 人未満 674 41.1 38.3 6.5 9.2 14.7 3.1 3.0 2.1 0.1

300 人～1,000 人未満 420 50.7 37.4 9.5 9.5 13.1 4.5 3.6 1.4 -

1,000 人～3,000 人未満 276 49.3 35.1 4.7 10.1 13.8 4.7 2.9 2.9 -

3,000 人以上 575 50.4 37.9 7.8 10.4 12.9 7.7 1.7 3.0 0.2

（%）
有給休暇
（時間単
位、半日
単位、1
日単位）

会社の休
日

傷病休暇
など有給
休暇以外
の休暇

勤務時間
の合間

勤務時間
外

フレックス
タイム、短
時間勤務
を利用

その他 休職中 無回答

2,514 42.6 39.6 5.4 12.3 15.3 5.3 3.0 0.4 0.0

働き方を変える必要はない 1,737 43.3 37.7 4.3 12.7 15.1 4.6 2.6 0.2 -

一時的に働き方を変える必要がある 260 42.3 41.5 11.2 12.7 14.6 6.9 2.7 0.4 -

働き方を変える必要がある 177 45.8 45.2 9.6 11.9 16.9 7.3 5.1 1.1 -

分からない、聞いていない 340 37.6 44.7 4.7 10.6 16.2 6.2 4.4 1.2 0.3

（%）
有給休暇
（時間単
位、半日
単位、1
日単位）

会社の休
日

傷病休暇
など有給
休暇以外
の休暇

勤務時間
の合間

勤務時間
外

フレックス
タイム、短
時間勤務
を利用

その他 休職中 無回答

2,692 41.7 38.0 7.0 11.9 14.7 5.1 3.1 2.2 0.1

週に1回以上 183 30.6 29.5 19.7 16.9 25.7 12.6 6.6 6.0 0.0

月に2～3回程度 296 38.2 38.5 15.5 13.2 20.9 5.7 3.7 5.4 0.0

月に1回程度 1,007 35.0 44.1 5.1 12.0 17.4 4.5 2.1 2.7 0.0

3か月に1～2 回程度 938 49.3 34.5 4.6 10.8 9.3 4.6 3.5 0.5 0.0

半年に1回程度 169 53.8 30.8 1.8 11.8 9.5 4.1 1.8 0.0 0.0

1年に1 回程度 95 51.6 37.9 9.5 9.5 8.4 1.1 3.2 1.1 0.0

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

42－ 156 －



問15．通院・受診時に、病院内で次の「職場に関連する対応」をしたことがありますか。（あてはまるものに全てに○）　 （%）
ⅰ.対応の有無 ⅱ.対応内容

何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

無回答

n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

2,692 42.2 54.5 3.2 0.1 1136.0 78.8 23.9 36.0 10.7 0.8

経営者・役員 118 58.5 39.8 0.8 0.8 69.0 91.3 27.5 18.8 5.8 1.4

会社員等の管理職 493 52.9 45.2 1.8 - 261.0 84.3 28.7 26.4 8.4 0.8

会社員等の正規社員・正規職員 1,343 44.5 51.7 3.6 0.2 597.0 77.4 22.8 38.9 13.2 0.5

会社員等の非正規社員・非正規職員 738 28.3 67.9 3.8 - 209.0 71.8 20.1 45.5 8.1 1.4

がん（悪性新生物） 461 42.5 54.2 3.3 - 196.0 78.6 26.5 41.3 11.2 1.5

心臓疾患・血管疾患 314 38.2 57.6 4.1 - 120.0 84.2 19.2 30.0 6.7 -

脳血管疾患 161 45.3 50.3 3.1 1.2 73.0 76.7 28.8 46.6 13.7 -

呼吸器系疾患 14 50.0 50.0 - - 7.0 85.7 - 28.6 - -

肝疾患 159 44.0 52.8 3.1 - 70.0 78.6 21.4 20.0 8.6 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 18 50.0 50.0 - - 9.0 77.8 33.3 44.4 11.1 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 591 34.3 62.9 2.7 - 203.0 82.3 21.2 15.8 8.9 0.5

外傷・骨折 170 57.6 39.4 1.8 1.2 98.0 78.6 34.7 43.9 3.1 -

心療内科・精神科疾患 305 47.2 48.5 4.3 - 144.0 68.8 27.8 61.1 24.3 2.1

難病（指定難病か否かは問わない） 418 41.4 55.3 3.3 - 173.0 79.2 17.3 35.3 9.2 1.2

男性 1,761 44.5 51.9 3.5 0.1 783.0 80.6 23.8 31.4 11.5 0.6

女性 931 37.9 59.3 2.6 0.2 353.0 74.8 24.4 46.2 9.1 1.1

20代 122 44.3 54.1 1.6 - 54.0 70.4 20.4 46.3 14.8 -

30代 401 50.1 45.9 3.7 0.2 201.0 78.6 28.9 44.8 8.5 1.0

40代 878 44.0 53.2 2.8 - 386.0 77.2 27.2 36.3 10.1 0.8

50代 1,013 40.4 56.5 2.9 0.3 409.0 81.4 20.0 32.3 12.0 1.0

60～64歳 278 30.9 63.7 5.4 - 86.0 79.1 18.6 25.6 10.5 -

（対象：①受診状況に
ついて「退院後の通
院中」「通院中（この
傷病で入院経験はな
い）」と回答した人で、
②現在の職業につい
て「経営者・役員」「会
社員・団体職員・公務
員等の管理職」「会社
員・団体職員・公務員
等の正規社員・正規
職員」「会社員・団体
職員・公務員等の非
正規社員・非正規職
員」と回答した人（ⅰ：
n=2,692、ⅱ：
n=1,136））

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

　　n

年
代
別

43

（%）
何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

無回答

n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

2,692 42.2 54.5 3.2 0.1 1136.0 78.8 23.9 36.0 10.7 0.8

50人未満 616 38.5 58.9 2.4 0.2 237.0 85.7 14.8 32.1 3.0 0.8

50～300 人未満 674 42.6 53.9 3.4 0.1 287.0 77.7 26.8 36.2 7.3 0.7

300 人～1,000 人未満 420 48.6 48.8 2.6 - 204.0 79.4 27.5 34.8 6.4 0.5

1,000 人～3,000 人未満 276 43.1 54.7 2.2 - 119.0 73.9 27.7 43.7 14.3 0.8

3,000 人以上 575 45.0 51.0 3.8 0.2 259.0 77.2 26.6 35.1 22.8 0.8

（%）
何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

無回答

n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

2,514 41.6 55.1 3.3 0.0 1046.0 80.1 23.5 33.2 10.3 0.8

働き方を変える必要はない 1,737 39.8 57.3 2.9 - 691.0 80.6 18.7 28.7 9.4 1.0

一時的に働き方を変える必要がある 260 62.3 34.6 3.1 - 162.0 74.7 36.4 50.0 13.0 -

働き方を変える必要がある 177 61.6 35.6 2.8 - 109.0 82.6 39.4 44.0 14.7 -

分からない、聞いていない 340 24.7 69.4 5.6 0.3 84.0 83.3 17.9 23.8 7.1 1.2

（%）
何らかの
「職場に
関する対
応」を行っ
た

いずれも
行わな
かった

覚えてい
ない

無回答

n

仕事に関
する連絡・
調整、作
業

仕事以外
の職場に
関する情
報収集や
コミュニ
ケーション

病状の報
告や復
帰・復職
のための
準備・相
談

産業医・
産業保健
スタッフと
の相談や
連絡

その他

2,692 42.2 54.5 3.2 0.1 1136.0 78.8 23.9 36.0 10.7 0.8

週に1回以上 183 52.5 47.0 0.5 0.0 96.0 78.1 41.7 50.0 13.5 0.0

月に2～3回程度 296 58.1 38.9 3.0 0.0 172.0 77.9 34.3 51.7 12.2 1.7

月に1回程度 1,007 40.1 56.7 3.2 0.0 404.0 77.0 24.8 36.6 11.4 0.7

3か月に1～2 回程度 938 39.0 57.7 3.3 0.0 366.0 80.6 18.0 27.3 9.8 0.5

半年に1回程度 169 36.1 59.2 4.7 0.0 61.0 83.6 8.2 19.7 8.2 0.0

1年に1 回程度 95 38.9 55.8 5.3 0.0 37.0 78.4 5.4 32.4 2.7 2.7

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

通
院
頻
度
別

44－ 157 －



問15-1. 通院・受診時の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行っていますか。（それぞれ１つに○）
A.通院のための移動時間 （%）

いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

905 27.0 37.5 35.5 0.1 -

経営者・役員 59 40.7 33.9 25.4 - -

会社員等の管理職 235 28.9 41.7 28.9 0.4 -

会社員等の正規社員・正規職員 464 26.5 37.5 36.0 - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 147 19.7 32.0 48.3 - -

がん（悪性新生物） 162 27.8 34.0 38.3 - -

心臓疾患・血管疾患 101 31.7 36.6 31.7 - -

脳血管疾患 55 29.1 43.6 27.3 - -

呼吸器系疾患 5 40.0 20.0 40.0 - -

肝疾患 59 30.5 35.6 33.9 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 7 - 85.7 14.3 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 164 32.9 34.8 32.3 - -

外傷・骨折 85 28.2 44.7 25.9 1.2 -

心療内科・精神科疾患 99 20.2 36.4 43.4 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 134 17.9 35.1 47.0 - -

男性 639 29.3 37.6 33.0 0.2 -

女性 266 21.4 37.2 41.4 - -

20代 39 23.1 35.9 41.0 - -

30代 160 20.6 41.9 37.5 - -

40代 308 24.4 43.5 32.1 - -

50代 325 29.5 32.3 37.8 0.3 -

60～64歳 73 42.5 26.0 31.5 - -

　（対象（問15-1共通）：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この
傷病で入院経験はない）」と回答した人で、②現在の職業について「経営者・役
員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の
正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職
員」と回答した人で、③何らかの「職場に関連する対応」をしたと回答した人
（n=1,136）
　　　　※選択肢の「該当しない」はそれぞれn数から除いて集計した）

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

45

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

905 27.0 37.5 35.5 0.1 -

50人未満 186 25.8 35.5 38.7 - -

50～300 人未満 229 28.4 34.5 36.7 0.4 -

300 人～1,000 人未満 162 26.5 42.0 31.5 - -

1,000 人～3,000 人未満 98 24.5 37.8 37.8 - -

3,000 人以上 210 29.0 38.1 32.9 - -

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

841 26.9 37.3 35.7 0.1 -

働き方を変える必要はない 551 26.0 34.8 39.2 - -

一時的に働き方を変える必要がある 140 31.4 37.9 30.7 - -

働き方を変える必要がある 89 24.7 47.2 28.1 - -

分からない、聞いていない 61 27.9 44.3 26.2 1.6 -

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

905 27.0 37.5 35.5 0.1 0.0

週に1回以上 79 43.0 34.2 21.5 1.3 0.0

月に2～3回程度 133 20.3 47.4 32.3 0.0 0.0

月に1回程度 320 27.8 36.9 35.3 0.0 0.0

3か月に1～2 回程度 299 26.1 33.8 40.1 0.0 0.0

半年に1回程度 47 21.3 44.7 34.0 0.0 0.0

1年に1 回程度 27 22.2 33.3 44.4 0.0 0.0

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

通
院
頻
度
別

46－ 158 －



問15-1. 通院・受診時の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行っていますか。（それぞれ１つに○）
B.待ち時間 （%）

いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

931 24.1 51.2 24.6 0.1 -

経営者・役員 60 33.3 51.7 15.0 - -

会社員等の管理職 233 26.6 55.4 17.6 0.4 -

会社員等の正規社員・正規職員 484 23.1 50.4 26.4 - -

会社員等の非正規社員・非正規職員 154 19.5 47.4 33.1 - -

がん（悪性新生物） 169 26.6 53.3 20.1 - -

心臓疾患・血管疾患 104 24.0 52.9 23.1 - -

脳血管疾患 60 30.0 43.3 26.7 - -

呼吸器系疾患 7 14.3 71.4 14.3 - -

肝疾患 59 25.4 49.2 25.4 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 7 42.9 42.9 14.3 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 168 25.6 54.8 19.6 - -

外傷・骨折 84 26.2 50.0 22.6 1.2 -

心療内科・精神科疾患 97 20.6 36.1 43.3 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 142 16.2 55.6 28.2 - -

男性 649 25.0 52.7 22.2 0.2 -

女性 282 22.0 47.9 30.1 - -

20代 40 12.5 62.5 25.0 - -

30代 163 20.9 48.5 30.7 - -

40代 319 24.1 53.3 22.6 - -

50代 340 25.3 50.3 24.1 0.3 -

60～64歳 69 31.9 46.4 21.7 - -

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

47

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

931 24.1 51.2 24.6 0.1 -

50人未満 192 23.4 49.0 27.6 - -

50～300 人未満 235 22.1 53.2 24.3 0.4 -

300 人～1,000 人未満 169 24.9 55.0 20.1 - -

1,000 人～3,000 人未満 99 21.2 49.5 29.3 - -

3,000 人以上 218 28.0 50.9 21.1 - -

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

866 23.9 51.3 24.7 0.1 -

働き方を変える必要はない 566 23.1 50.9 26.0 - -

一時的に働き方を変える必要がある 141 27.7 50.4 22.0 - -

働き方を変える必要がある 93 21.5 53.8 24.7 - -

分からない、聞いていない 66 25.8 53.0 19.7 1.5 -

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

931 24.1 51.2 24.6 0.1 0.0

週に1回以上 82 35.4 43.9 19.5 1.2 0.0

月に2～3回程度 133 22.6 58.6 18.8 0.0 0.0

月に1回程度 334 23.4 51.8 24.9 0.0 0.0

3か月に1～2 回程度 310 22.3 49.4 28.4 0.0 0.0

半年に1回程度 48 22.9 52.1 25.0 0.0 0.0

1年に1 回程度 24 29.2 50.0 20.8 0.0 0.0

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

従
業
員
規
模

別

全体

　　n

　　n

　　n

全体

通
院
頻
度
別
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問15-1. 通院・受診時の「職場に関連する対応」は、いつ、どのくらい行っていますか。（それぞれ１つに○）
C.治療中（透析や点滴等を受けている時間） （%）

いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

590 16.1 20.2 63.4 0.3 -

経営者・役員 38 28.9 13.2 57.9 - -

会社員等の管理職 147 18.4 21.1 59.9 0.7 -

会社員等の正規社員・正規職員 312 14.1 21.2 64.4 0.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 93 14.0 18.3 67.7 - -

がん（悪性新生物） 119 20.2 20.2 59.7 - -

心臓疾患・血管疾患 65 20.0 16.9 63.1 - -

脳血管疾患 36 16.7 8.3 75.0 - -

呼吸器系疾患 4 25.0 - 75.0 - -

肝疾患 47 2.1 29.8 68.1 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 2 - 50.0 50.0 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 105 19.0 21.0 60.0 - -

外傷・骨折 56 19.6 23.2 55.4 1.8 -

心療内科・精神科疾患 51 13.7 17.6 68.6 - -

難病（指定難病か否かは問わない） 89 12.4 21.3 66.3 - -

男性 427 16.2 21.8 61.6 0.5 -

女性 163 16.0 16.0 68.1 - -

20代 21 - 38.1 57.1 4.8 -

30代 104 11.5 28.8 59.6 - -

40代 201 16.4 20.9 62.7 - -

50代 218 17.0 16.5 66.1 0.5 -

60～64歳 46 28.3 6.5 65.2 - -

　　n

性
別

年
代
別

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

49

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

590 16.1 20.2 63.4 0.3 -

50人未満 119 18.5 16.8 64.7 - -

50～300 人未満 155 12.3 21.3 65.8 0.6 -

300 人～1,000 人未満 103 13.6 22.3 63.1 1.0 -

1,000 人～3,000 人未満 62 14.5 17.7 67.7 - -

3,000 人以上 144 20.1 21.5 58.3 - -

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

547 15.7 19.4 64.7 0.2 -

働き方を変える必要はない 362 16.0 17.1 66.9 - -

一時的に働き方を変える必要がある 87 17.2 27.6 55.2 - -

働き方を変える必要がある 65 13.8 23.1 63.1 - -

分からない、聞いていない 33 12.1 15.2 69.7 3.0 -

（%）
いつもし
ている

ときどきし
ている

していな
い

無回答 該当しな
い

590 16.1 20.2 63.4 0.3 0.0

週に1回以上 63 30.2 25.4 41.3 3.2 0.0

月に2～3回程度 87 17.2 29.9 52.9 0.0 0.0

月に1回程度 200 15.5 21.0 63.5 0.0 0.0

3か月に1～2 回程度 188 10.6 14.9 74.5 0.0 0.0

半年に1回程度 34 14.7 8.8 76.5 0.0 0.0

1年に1 回程度 18 27.8 22.2 50.0 0.0 0.0

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

通
院
頻
度
別

50－ 160 －



問15-2．通院・受診時の「職場に関連する対応」は、どこで行いましたか。（あてはまるものに全てに○） （%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

通院のた
めに利用
した交通
機関内

その他 無回答

1,136 50.1 24.8 24.7 9.5 14.2 13.5 15.4 4.1 -

経営者・役員 69 55.1 33.3 43.5 7.2 17.4 23.2 21.7 2.9 -

会社員等の管理職 261 52.9 36.0 31.8 6.9 13.8 14.6 16.1 2.3 -

会社員等の正規社員・正規職員 597 51.1 19.6 22.1 10.4 15.1 11.6 14.4 4.9 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 209 42.1 23.0 17.2 11.0 11.0 14.4 15.3 4.8 -

がん（悪性新生物） 196 48.5 35.2 31.1 8.7 12.8 10.2 12.8 3.1 -

心臓疾患・血管疾患 120 52.5 23.3 23.3 6.7 11.7 13.3 12.5 3.3 -

脳血管疾患 73 49.3 28.8 26.0 4.1 16.4 9.6 21.9 9.6 -

呼吸器系疾患 7 85.7 14.3 14.3 - - - - - -

肝疾患 70 51.4 25.7 24.3 10.0 15.7 21.4 17.1 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 9 55.6 11.1 33.3 - 22.2 22.2 11.1 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 203 52.7 27.6 23.6 8.4 13.8 13.8 15.8 3.4 -

外傷・骨折 98 57.1 23.5 25.5 7.1 17.3 9.2 9.2 1.0 -

心療内科・精神科疾患 144 43.1 13.2 13.2 25.0 11.1 12.5 16.0 4.2 -

難病（指定難病か否かは問わない） 173 43.9 22.5 26.6 6.9 18.5 15.6 15.0 8.1 -

男性 783 49.4 26.3 26.2 9.5 15.6 12.5 14.4 3.2 -

女性 353 51.6 21.5 21.5 9.6 11.0 15.6 17.6 6.2 -

20代 54 55.6 27.8 18.5 11.1 9.3 18.5 20.4 1.9 -

30代 201 53.2 21.4 23.4 12.4 13.9 18.9 14.4 3.0 -

40代 386 50.0 26.2 24.6 9.8 15.5 14.0 16.6 4.7 -

50代 409 49.4 24.0 26.2 6.8 14.2 10.5 13.9 4.9 -

60～64歳 86 43.0 29.1 25.6 12.8 11.6 9.3 16.3 2.3 -

　（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院
中（この傷病で入院経験はない）」と回答した人で、②現
在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・
公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正
規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非
正規社員・非正規職員」と回答した人で、③何らかの
「職場に関連する対応」をしたと回答した人（n=1,136））

性
別

年
代
別

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

51

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

通院のた
めに利用
した交通
機関内

その他 無回答

1,136 50.1 24.8 24.7 9.5 14.2 13.5 15.4 4.1 -

50人未満 237 49.4 20.7 23.6 8.0 12.2 14.3 15.6 5.9 -

50～300 人未満 287 49.5 26.8 25.8 8.0 13.6 13.2 15.3 3.8 -

300 人～1,000 人未満 204 49.5 27.0 21.6 7.8 15.2 13.2 18.6 3.4 -

1,000 人～3,000 人未満 119 44.5 21.0 33.6 12.6 19.3 10.9 12.6 5.0 -

3,000 人以上 259 56.8 28.2 22.8 11.2 13.9 14.7 14.3 3.1 -

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

通院のた
めに利用
した交通
機関内

その他 無回答

1,046 50.5 24.9 24.5 8.9 14.1 13.3 15.2 4.3 -

働き方を変える必要はない 691 49.1 24.3 23.7 6.8 12.4 12.0 12.7 4.8 -

一時的に働き方を変える必要がある 162 54.3 32.7 27.8 14.2 17.9 17.3 19.8 1.9 -

働き方を変える必要がある 109 49.5 23.9 31.2 14.7 18.3 15.6 20.2 2.8 -

分からない、聞いていない 84 56.0 15.5 15.5 8.3 15.5 13.1 20.2 7.1 -

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

通院のた
めに利用
した交通
機関内

その他

0.0

1,136 50.1 24.8 24.7 9.5 14.2 13.5 15.4 4.1

週に1回以上 96 59.4 29.2 31.3 17.7 17.7 11.5 15.6 0.0

月に2～3回程度 172 54.1 25.0 26.2 14.0 15.7 13.4 19.2 2.9

月に1回程度 404 47.5 24.8 22.0 11.6 15.3 15.3 14.9 3.7

3か月に1～2 回程度 366 49.5 23.0 24.6 4.1 11.7 12.0 15.6 5.7
半年に1回程度 61 52.5 31.1 29.5 6.6 14.8 8.2 9.8 4.9
1年に1 回程度 37 37.8 21.6 24.3 2.7 8.1 21.6 10.8 8.1

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

　　n

　　n

全体

通
院
頻
度
別

　　n

52－ 161 －



問 15-3 ．通院・受診時の「職場に関連する対応」を、何を使って行いましたか。（あてはまるものに全てに○）　 （%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

1,136 89.3 7.6 11.1 0.7 5.2 3.0 3.1 -

経営者・役員 69 92.8 26.1 20.3 2.9 4.3 1.4 4.3 -

会社員等の管理職 261 92.3 11.5 18.0 1.1 1.9 1.5 1.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 597 89.1 4.9 9.0 0.5 5.9 2.7 3.0 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 209 84.7 4.3 5.3 - 7.7 6.2 4.3 -

がん（悪性新生物） 196 90.3 14.3 15.3 0.5 4.6 4.6 1.5 -

心臓疾患・血管疾患 120 91.7 3.3 11.7 0.8 2.5 2.5 1.7 -

脳血管疾患 73 90.4 9.6 5.5 1.4 5.5 5.5 5.5 -

呼吸器系疾患 7 100.0 - 14.3 - - - - -

肝疾患 70 87.1 8.6 18.6 1.4 2.9 - 1.4 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 9 100.0 - - - - - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 203 92.1 7.9 11.3 0.5 4.9 3.0 2.0 -

外傷・骨折 98 90.8 7.1 11.2 1.0 3.1 4.1 2.0 -

心療内科・精神科疾患 144 78.5 6.9 6.9 - 11.8 2.8 8.3 -

難病（指定難病か否かは問わない） 173 89.6 4.0 9.2 1.2 5.2 2.3 3.5 -

男性 783 90.0 8.2 13.0 1.0 4.2 2.3 2.3 -

女性 353 87.5 6.2 6.8 - 7.4 4.5 4.8 -

20代 54 90.7 5.6 9.3 - 5.6 - 3.7 -

30代 201 87.1 7.0 12.9 1.0 7.0 1.0 4.5 -

40代 386 90.2 6.7 10.9 0.8 4.9 4.7 2.6 -

50代 409 90.5 8.6 10.5 0.5 4.4 3.2 2.7 -

60～64歳 86 83.7 9.3 11.6 1.2 5.8 1.2 3.5 -

（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院
中（この傷病で入院経験はない）」と回答した人で、②現
在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・
公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正
規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非
正規社員・非正規職員」と回答した人で、③何らかの
「職場に関連する対応」をしたと回答した人（n=1,136））

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

53

（%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

1,136 89.3 7.6 11.1 0.7 5.2 3.0 3.1 -

50人未満 237 92.4 6.3 5.9 0.4 2.5 4.2 3.4 -

50～300 人未満 287 88.9 7.0 12.5 0.7 5.6 2.4 3.5 -

300 人～1,000 人未満 204 89.7 10.8 13.2 1.0 3.9 3.9 2.0 -

1,000 人～3,000 人未満 119 84.9 7.6 14.3 0.8 10.1 - 3.4 -

3,000 人以上 259 88.8 7.3 11.6 0.8 5.8 2.7 2.7 -

（%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

1,046 89.7 7.5 10.5 0.7 5.1 2.9 3.1 -

働き方を変える必要はない 691 89.3 7.2 8.7 0.7 5.6 2.3 3.3 -

一時的に働き方を変える必要がある 162 92.0 10.5 15.4 - 1.2 4.3 2.5 -

働き方を変える必要がある 109 89.0 6.4 14.7 0.9 8.3 5.5 - -

分からない、聞いていない 84 89.3 4.8 10.7 1.2 3.6 1.2 6.0 -

（%）
スマート
フォン、携
帯電話

タブレット
端末

ノートパソ
コン

その他の
電子機器

紙媒体 公衆電話 その他 無回答

1,136 89.3 7.6 11.1 0.7 5.2 3.0 3.1 0.0

週に1回以上 96 90.6 13.5 20.8 3.1 4.2 3.1 3.1 0.0

月に2～3回程度 172 88.4 11.6 14.0 0.6 4.1 4.1 2.3 0.0

月に1回程度 404 88.4 6.2 12.1 0.5 7.2 2.7 3.7 0.0

3か月に1～2 回程度 366 90.7 7.1 6.6 0.5 4.4 3.0 2.2 0.0

半年に1回程度 61 86.9 3.3 11.5 0.0 4.9 1.6 1.6 0.0

1年に1 回程度 37 89.2 0.0 5.4 0.0 0.0 2.7 10.8 0.0

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

54－ 162 －



問16．通院・受診時に、「職場に関連する対応」をしたいと思いますか。（１つに○） （%）
したいと
思う

どちらとも
いえない

したいと
思わない

無回答

1,466 9.8 40.9 46.5 2.9

経営者・役員 47 6.4 44.7 48.9 -

会社員等の管理職 223 9.4 35.0 52.0 3.6

会社員等の正規社員・正規職員 695 10.1 39.9 47.1 3.0

会社員等の非正規社員・非正規職員 501 9.8 44.5 42.9 2.8

がん（悪性新生物） 250 10.8 44.4 42.0 2.8

心臓疾患・血管疾患 181 9.4 37.0 53.6 -

脳血管疾患 81 6.2 49.4 39.5 4.9

呼吸器系疾患 7 14.3 28.6 57.1 -

肝疾患 84 10.7 40.5 45.2 3.6

消化器系疾患（肝疾患を除く） 9 - 55.6 44.4 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 372 7.5 39.2 51.3 1.9

外傷・骨折 67 11.9 34.3 50.7 3.0

心療内科・精神科疾患 148 10.1 37.2 48.0 4.7

難病（指定難病か否かは問わない） 231 11.3 44.6 39.8 4.3

男性 914 9.1 38.8 49.0 3.1

女性 552 10.9 44.2 42.2 2.7

20代 66 12.1 43.9 39.4 4.5

30代 184 13.6 42.4 42.4 1.6

40代 467 10.5 43.3 43.9 2.4

50代 572 8.4 37.8 50.2 3.7

60～64歳 177 7.3 41.8 48.0 2.8

　（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院中（この傷
病で入院経験はない）」と回答した人で、②現在の職業について
「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・
団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・
公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答した人で、③いずれ
の「職場に関連する対応」もしていないと回答した人（n=1,466））

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

55

（%）
したいと
思う

どちらとも
いえない

したいと
思わない

無回答

1,466 9.8 40.9 46.5 2.9

50人未満 363 7.4 45.7 44.9 1.9

50～300 人未満 363 10.5 44.4 42.4 2.8

300 人～1,000 人未満 205 9.8 38.5 49.8 2.0

1,000 人～3,000 人未満 151 7.9 31.1 57.6 3.3

3,000 人以上 293 12.3 35.2 48.8 3.8

（%）
したいと
思う

どちらとも
いえない

したいと
思わない

無回答

1,385 9.6 41.1 46.9 2.5

働き方を変える必要はない 996 7.2 40.2 50.7 1.9

一時的に働き方を変える必要がある 90 16.7 45.6 31.1 6.7

働き方を変える必要がある 63 19.0 38.1 39.7 3.2

分からない、聞いていない 236 14.4 44.1 38.6 3.0

（%）
したいと
思う

どちらとも
いえない

したいと
思わない

無回答

1,466 9.8 40.9 46.5 2.9

週に1回以上 86 22.1 43.0 31.4 3.5

月に2～3回程度 115 16.5 41.7 37.4 4.3

月に1回程度 571 8.8 40.1 48.2 3.0

3か月に1～2 回程度 541 7.9 40.1 48.8 3.1

半年に1回程度 100 9.0 42.0 48.0 1.0

1年に1 回程度 53 5.7 49.1 45.3 0.0

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

全体

　　n

　　n

56－ 163 －



問17．通院時・受診時に「職場に関連する対応」をしたいと思うのにもかかわらず、あなたが、それをしない理由を教えて下さい。（あてはまるものに全てに○）　
療養に専
念すべき
だから

体調や治
療の状況
が許さな
い

病院内の
環境が
整ってい
ない

職場以外
でできる
仕事では
ない

病院にい
る時間が
短いから

その他 特に理由
はない

（%）

143 15.4 10.5 14.0 42.0 23.1 2.8 16.1 -

経営者・役員 3 66.7 33.3 - 33.3 - - 33.3 -

会社員等の管理職 21 23.8 14.3 14.3 19.0 19.0 - 14.3 -

会社員等の正規社員・正規職員 70 14.3 4.3 15.7 50.0 30.0 4.3 11.4 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 49 10.2 16.3 12.2 40.8 16.3 2.0 22.4 -

がん（悪性新生物） 27 25.9 7.4 7.4 33.3 22.2 3.7 14.8 -

心臓疾患・血管疾患 17 11.8 17.6 11.8 41.2 41.2 5.9 11.8 -

脳血管疾患 5 40.0 20.0 - 60.0 - - 20.0 -

呼吸器系疾患 1 - - - 100.0 - - - -

肝疾患 9 22.2 - 11.1 33.3 33.3 - 11.1 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 0 - - - - - - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 28 10.7 7.1 17.9 35.7 21.4 3.6 17.9 -

外傷・骨折 8 - - 25.0 25.0 25.0 - 37.5 -

心療内科・精神科疾患 15 26.7 33.3 20.0 60.0 13.3 - 6.7 -

難病（指定難病か否かは問わない） 26 7.7 3.8 15.4 42.3 19.2 - 23.1 -

男性 83 20.5 12.0 12.0 44.6 24.1 2.4 13.3 -

女性 60 8.3 8.3 16.7 38.3 21.7 3.3 20.0 -

20代 8 25.0 12.5 25.0 37.5 12.5 - 12.5 -

30代 25 - 8.0 24.0 40.0 24.0 4.0 24.0 -

40代 49 22.4 12.2 14.3 46.9 16.3 2.0 18.4 -

50代 48 10.4 8.3 8.3 41.7 31.3 4.2 8.3 -

60～64歳 13 30.8 15.4 7.7 30.8 23.1 - 23.1 -

（対象：①受診状況について「退院後の通院中」「通院
中（この傷病で入院経験はない）」と回答した人で、②現
在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・
公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正
規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非
正規社員・非正規職員」と回答した人で、③いずれの
「職場に関連する対応」もしていない人で、④「職場に関
連する対応」を「したいと思う」と回答した人（n=143）
　　　　※「特に理由はない」のみ排他項目）

全体

現
在

の
職
業
別

　　n

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

57

（%）
療養に専
念すべき
だから

体調や治
療の状況
が許さな
い

病院内の
環境が
整ってい
ない

職場以外
でできる
仕事では
ない

病院にい
る時間が
短いから

その他 特に理由
はない

無回答

143 15.4 10.5 14.0 42.0 23.1 2.8 16.1 -

50人未満 27 18.5 14.8 25.9 44.4 25.9 - 7.4 -

50～300 人未満 38 13.2 10.5 7.9 36.8 26.3 2.6 18.4 -

300 人～1,000 人未満 20 15.0 10.0 10.0 50.0 15.0 - 10.0 -

1,000 人～3,000 人未満 12 25.0 - 8.3 33.3 41.7 16.7 8.3 -

3,000 人以上 36 13.9 8.3 13.9 47.2 16.7 - 19.4 -

（%）
療養に専
念すべき
だから

体調や治
療の状況
が許さな
い

病院内の
環境が
整ってい
ない

職場以外
でできる
仕事では
ない

病院にい
る時間が
短いから

その他 特に理由
はない

無回答

133 12.8 9.0 13.5 42.1 24.1 3.0 16.5 -

働き方を変える必要はない 72 12.5 4.2 12.5 33.3 27.8 4.2 18.1 -

一時的に働き方を変える必要がある 15 13.3 13.3 20.0 33.3 26.7 6.7 20.0 -

働き方を変える必要がある 12 33.3 25.0 8.3 41.7 25.0 - 8.3 -

分からない、聞いていない 34 5.9 11.8 14.7 64.7 14.7 - 14.7 -

（%）
療養に専
念すべき
だから

体調や治
療の状況
が許さな
い

病院内の
環境が
整ってい
ない

職場以外
でできる
仕事では
ない

病院にい
る時間が
短いから

その他 特に理由
はない

無回答

143 15.4 10.5 14.0 42.0 23.1 2.8 16.1 0.0

週に1回以上 19 26.3 15.8 5.3 57.9 15.8 0.0 10.5 0.0

月に2～3回程度 19 5.3 15.8 31.6 31.6 15.8 5.3 26.3 0.0

月に1回程度 50 14.0 8.0 10.0 40.0 30.0 0.0 16.0 0.0

3か月に1～2 回程度 43 20.9 11.6 16.3 44.2 20.9 0.0 14.0 0.0

半年に1回程度 9 0.0 0.0 11.1 22.2 22.2 33.3 22.2 0.0

1年に1 回程度 3 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

通
院
頻
度
別

58－ 164 －



問18．今後の病状の見通しや働き方について、勤務先と話し合っていますか。（あてはまるものに全てに○）　 （%）
ⅰ.勤務先との相談有無 ⅱ.勤務先との相談状況

話し合っ
ている

話し合う
必要はあ
るが、まだ
話し合っ
ていない

話し合う
必要がな
い

n

職場の上
司と話し
合ってい
る

人事・労
務担当者
と話し合っ
ている

産業医や
産業保健
スタッフと
話し合っ
ている

2,561 52.0 9.4 38.6 1331.0 87.9 24.1 18.0

経営者・役員 118 33.9 4.2 61.9 40.0 72.5 32.5 10.0

会社員等の管理職 485 58.4 6.4 35.3 283.0 83.7 30.4 22.6

会社員等の正規社員・正規職員 1,260 57.7 9.0 33.3 727.0 90.0 22.4 20.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 698 40.3 13.0 46.7 281.0 89.0 21.0 9.3

がん（悪性新生物） 424 64.9 6.8 28.3 275.0 92.4 28.4 20.0

心臓疾患・血管疾患 314 56.7 9.2 34.1 178.0 89.9 19.1 16.3

脳血管疾患 158 60.1 8.9 31.0 95.0 85.3 28.4 17.9

呼吸器系疾患 14 42.9 14.3 42.9 6.0 83.3 16.7 -

肝疾患 152 48.7 7.2 44.1 74.0 81.1 17.6 21.6

消化器系疾患（肝疾患を除く） 18 50.0 5.6 44.4 9.0 77.8 33.3 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 581 38.9 7.6 53.5 226.0 81.0 22.6 23.5

外傷・骨折 151 60.9 8.6 30.5 92.0 93.5 28.3 7.6

心療内科・精神科疾患 278 48.9 13.7 37.4 136.0 86.8 25.0 24.3

難病（指定難病か否かは問わない） 401 51.4 13.0 35.7 206.0 89.8 23.3 13.1

男性 1,699 54.8 7.9 37.3 931.0 85.8 25.3 19.5

女性 862 46.4 12.3 41.3 400.0 92.8 21.3 14.5

20代 105 43.8 14.3 41.9 46.0 95.7 17.4 10.9

30代 370 55.7 13.2 31.1 206.0 91.7 27.7 18.4

40代 841 54.8 10.6 34.6 461.0 88.7 23.6 18.0

50代 971 49.7 7.3 42.9 483.0 85.9 24.0 20.3

60～64歳 274 49.3 6.2 44.5 135.0 83.7 23.0 11.9

（対象：①現在の職業について「経営者・役
員」「会社員・団体職員・公務員等の管理
職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社
員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員
等の非正規社員・非正規職員」と回答した人
で、②復帰状況・勤務状況について「復帰し
ている・働いている」と回答した人（ⅰ：
n=2,561、ⅱ．n=1,331））

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

現
在

の
職
業
別

　　n

全体

59

（%）
話し合っ
ている

話し合う
必要はあ
るが、まだ
話し合っ
ていない

話し合う
必要がな
い

n

職場の上
司と話し
合ってい
る

人事・労
務担当者
と話し合っ
ている

産業医や
産業保健
スタッフと
話し合っ
ている

2,561 52.0 9.4 38.6 1331.0 87.9 24.1 18.0

50人未満 591 45.2 9.5 45.3 267.0 90.3 22.1 3.4

50～300 人未満 637 49.1 10.2 40.7 313.0 89.1 23.3 9.9

300 人～1,000 人未満 409 57.5 9.3 33.3 235.0 84.3 31.1 20.9

1,000 人～3,000 人未満 262 56.1 7.6 36.3 147.0 86.4 29.9 25.9

3,000 人以上 539 60.7 8.5 30.8 327.0 87.5 20.5 33.3

（%）
話し合っ
ている

話し合う
必要はあ
るが、まだ
話し合っ
ていない

話し合う
必要がな
い

n

職場の上
司と話し
合ってい
る

人事・労
務担当者
と話し合っ
ている

産業医や
産業保健
スタッフと
話し合っ
ている

2,561 52.0 9.4 38.6 1331.0 87.9 24.1 18.0

働き方を変える必要はない 1,759 50.3 6.5 43.1 885.0 88.4 21.4 17.2

一時的に働き方を変える必要がある 273 78.8 11.0 10.3 215.0 88.4 32.6 23.3

働き方を変える必要がある 186 69.9 17.7 12.4 130.0 83.8 37.7 20.8

分からない、聞いていない 343 29.4 18.4 52.2 101.0 88.1 12.9 10.9

（%）
話し合っ
ている

話し合う
必要はあ
るが、まだ
話し合っ
ていない

話し合う
必要がな
い

n

職場の上
司と話し
合ってい
る

人事・労
務担当者
と話し合っ
ている

産業医や
産業保健
スタッフと
話し合っ
ている

798 68.4 6.9 24.7 546.0 90.1 28.6 18.5

3日以内 80 61.3 8.8 30.0 49.0 87.8 26.5 16.3

4日から7日以内 191 61.3 8.4 30.4 117.0 92.3 26.5 12.8

8日から14日以内 201 73.1 4.5 22.4 147.0 93.2 21.8 12.9

15日から30日以内 159 70.4 5.0 24.5 112.0 90.2 38.4 26.8

31日～60日 79 68.4 8.9 22.8 54.0 90.7 27.8 20.4

61日より長期 88 76.1 9.1 14.8 67.0 80.6 32.8 26.9

（%）
話し合っ
ている

話し合う
必要はあ
るが、まだ
話し合っ
ていない

話し合う
必要がな
い

n

職場の上
司と話し
合ってい
る

人事・労
務担当者
と話し合っ
ている

産業医や
産業保健
スタッフと
話し合っ
ている

2,514 51.5 9.5 39.0 1294.0 87.9 23.6 17.9

週に1回以上 142 71.1 8.5 20.4 101.0 92.1 35.6 15.8

月に2～3回程度 245 65.3 11.0 23.7 160.0 88.1 25.0 19.4

月に1回程度 944 49.7 11.2 39.1 469.0 87.6 26.9 18.6

3か月に1～2 回程度 920 49.0 7.6 43.4 451.0 87.8 18.2 16.6

半年に1回程度 169 42.0 10.7 47.3 71.0 87.3 21.1 22.5

1年に1 回程度 93 44.1 6.5 49.5 41.0 82.9 14.6 17.1

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

　　n

　　n

　　n

　　n

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

60－ 165 －



問19．仕事の制限について、医師から、今後の見通しをどのように聞いていますか。（１つに○）
働き方を
変える必
要はない

一時的に
働き方を
変える必
要がある

働き方を
変える必
要がある

分からな
い、聞い
ていない

（%）

2,561 68.7 10.7 7.3 13.4 -

経営者・役員 118 71.2 11.0 8.5 9.3 -

会社員等の管理職 485 73.8 12.8 6.6 6.8 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,260 69.3 11.1 7.6 12.0 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 698 63.6 8.3 6.9 21.2 -

経営者・役員 111 73.0 9.9 9.0 8.1 -

会社員等の管理職 484 70.5 12.8 7.6 9.1 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,331 69.3 11.1 7.7 11.9 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 511 64.8 9.2 5.9 20.2 -

がん（悪性新生物） 424 74.8 12.5 4.5 8.3 -

心臓疾患・血管疾患 314 70.7 11.5 8.3 9.6 -

脳血管疾患 158 66.5 12.0 10.8 10.8 -

呼吸器系疾患 14 78.6 - - 21.4 -

肝疾患 152 75.0 5.3 9.2 10.5 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 18 61.1 11.1 - 27.8 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 581 78.1 6.2 4.6 11.0 -

外傷・骨折 151 57.6 22.5 8.6 11.3 -

心療内科・精神科疾患 278 54.3 14.0 12.9 18.7 -

難病（指定難病か否かは問わない） 401 61.6 9.7 7.7 20.9 -

男性 1,699 70.7 10.5 7.7 11.2 -

女性 862 64.7 11.0 6.5 17.7 -

20代 105 61.9 17.1 6.7 14.3 -

30代 370 61.4 14.6 8.9 15.1 -

40代 841 65.6 10.9 9.3 14.1 -

50代 971 72.9 9.0 5.9 12.3 -

60～64歳 274 75.5 8.0 4.0 12.4 -

　（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等
の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団
体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答した人で、②復帰状況・
勤務状況について「復帰している・働いている」と回答した人（n=2,561））

全体

現
在

の
職
業
別

診
断
時
の

職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

61

（%）
働き方を
変える必
要はない

一時的に
働き方を
変える必
要がある

働き方を
変える必
要がある

分からな
い、聞い
ていない

無回答

2,561 68.7 10.7 7.3 13.4 -

50人未満 591 66.2 10.3 7.1 16.4 -

50～300 人未満 637 68.9 10.5 7.2 13.3 -

300 人～1,000 人未満 409 68.7 11.0 8.6 11.7 -

1,000 人～3,000 人未満 262 69.5 9.2 9.2 12.2 -

3,000 人以上 539 71.8 12.4 5.9 9.8 -

（%）
働き方を
変える必
要はない

一時的に
働き方を
変える必
要がある

働き方を
変える必
要がある

分からな
い、聞い
ていない

無回答

2,561 68.7 10.7 7.3 13.4 -

働き方を変える必要はない 1,759 100.0 - - - -

一時的に働き方を変える必要がある 273 - 100.0 - - -

働き方を変える必要がある 186 - - 100.0 - -

分からない、聞いていない 343 - - - 100.0 -

（%）
働き方を
変える必
要はない

一時的に
働き方を
変える必
要がある

働き方を
変える必
要がある

分からな
い、聞い
ていない

無回答

798 67.2 14.7 9.8 8.4 -

3日以内 80 78.8 11.3 1.3 8.8 -

4日から7日以内 191 78.0 10.5 4.7 6.8 -

8日から14日以内 201 72.6 14.4 6.5 6.5 -

15日から30日以内 159 59.1 17.0 12.6 11.3 -

31日～60日 79 55.7 19.0 17.7 7.6 -

61日より長期 88 45.5 19.3 23.9 11.4 -

（%）
働き方を
変える必
要はない

一時的に
働き方を
変える必
要がある

働き方を
変える必
要がある

分からな
い、聞い
ていない

無回答

2,514 69.1 10.3 7.0 13.5 0.0

週に1回以上 142 45.1 21.1 14.8 19.0 0.0

月に2～3回程度 245 51.4 19.2 11.8 17.6 0.0

月に1回程度 944 66.2 10.6 8.8 14.4 0.0

3か月に1～2 回程度 920 77.5 7.0 3.6 12.0 0.0

半年に1回程度 169 81.7 6.5 3.6 8.3 0.0

1年に1 回程度 93 76.3 8.6 5.4 9.7 0.0

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

62－ 166 －



問20．傷病のために、仕事に支障が出ていると思いますか。（あてはまるものに全てに○） （%）
ⅰ.仕事への支障の有無 ⅱ.支援の内容

何らかの
支障があ
る

特に支障
はなく、こ
れまで通
り働ける

n

通勤や移
動に支障
がある

時間帯や
長時間継
続して働く
など、勤
務時間に
支障があ
る

外勤や出
張に支障
がある

長期的な
プロジェク
ト等を担う
ことが難し
い

温湿度・
匂い・段
差など、
職場の環
境面に支
障がある

その他

2,561 34.0 66.0 871.0 31.0 57.5 26.6 18.6 16.5 10.7

経営者・役員 118 33.1 66.9 39.0 35.9 59.0 35.9 23.1 15.4 5.1

会社員等の管理職 485 29.9 70.1 145.0 40.7 57.2 31.7 22.1 9.7 8.3

会社員等の正規社員・正規職員 1,260 34.4 65.6 434.0 30.0 53.0 30.2 18.9 16.6 11.3

会社員等の非正規社員・非正規職員 698 36.2 63.8 253.0 26.5 65.2 16.2 15.4 20.6 11.9

がん（悪性新生物） 424 32.5 67.5 138.0 26.1 63.0 27.5 25.4 12.3 11.6

心臓疾患・血管疾患 314 27.4 72.6 86.0 30.2 55.8 22.1 19.8 11.6 5.8

脳血管疾患 158 41.1 58.9 65.0 41.5 52.3 24.6 16.9 23.1 9.2

呼吸器系疾患 14 21.4 78.6 3.0 66.7 - 66.7 - 33.3 -

肝疾患 152 26.3 73.7 40.0 30.0 52.5 27.5 17.5 10.0 5.0

消化器系疾患（肝疾患を除く） 18 38.9 61.1 7.0 14.3 42.9 14.3 14.3 14.3 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 581 17.6 82.4 102.0 28.4 67.6 33.3 12.7 10.8 3.9

外傷・骨折 151 51.7 48.3 78.0 52.6 34.6 34.6 5.1 19.2 9.0

心療内科・精神科疾患 278 50.0 50.0 139.0 25.2 70.5 18.7 30.2 18.0 9.4

難病（指定難病か否かは問わない） 401 45.1 54.9 181.0 30.4 57.5 26.5 15.5 23.8 15.5

男性 1,699 32.1 67.9 545.0 32.1 55.2 32.3 21.1 13.2 7.9

女性 862 37.8 62.2 326.0 29.1 61.3 17.2 14.4 22.1 15.3

20代 105 45.7 54.3 48.0 27.1 54.2 16.7 6.3 18.8 20.8

30代 370 43.2 56.8 160.0 37.5 61.3 23.8 19.4 18.8 10.6

40代 841 37.1 62.9 312.0 29.5 57.1 26.3 22.1 20.8 9.9

50代 971 28.8 71.2 280.0 29.6 58.2 29.3 18.6 10.4 10.7

60～64歳 274 25.9 74.1 71.0 31.0 50.7 31.0 9.9 15.5 7.0

　　（対象：①現在の職業につい
て「経営者・役員」「会社員・団体
職員・公務員等の管理職」「会社
員・団体職員・公務員等の正規
社員・正規職員」「会社員・団体
職員・公務員等の非正規社員・
非正規職員」と回答した人で、②
復帰状況・勤務状況について「復
帰している・働いている」と回答し
た人（ⅰ：n=2,561、ⅱ：n=871））

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

63

（%）
何らかの
支障があ
る

特に支障
はなく、こ
れまで通
り働ける

n

通勤や移
動に支障
がある

時間帯や
長時間継
続して働く
など、勤
務時間に
支障があ
る

外勤や出
張に支障
がある

長期的な
プロジェク
ト等を担う
ことが難し
い

温湿度・
匂い・段
差など、
職場の環
境面に支
障がある

その他

2,561 34.0 66.0 871.0 31.0 57.5 26.6 18.6 16.5 10.7

50人未満 591 35.7 64.3 211.0 32.2 64.5 23.7 19.0 19.0 9.5

50～300 人未満 637 33.9 66.1 216.0 31.9 52.3 27.3 17.1 11.6 14.4

300 人～1,000 人未満 409 33.0 67.0 135.0 28.1 53.3 27.4 20.7 14.8 6.7

1,000 人～3,000 人未満 262 31.7 68.3 83.0 32.5 56.6 28.9 25.3 16.9 14.5

3,000 人以上 539 34.0 66.0 183.0 32.8 57.9 30.1 18.0 18.0 8.2
（%）

何らかの
支障があ
る

特に支障
はなく、こ
れまで通
り働ける

n

通勤や移
動に支障
がある

時間帯や
長時間継
続して働く
など、勤
務時間に
支障があ
る

外勤や出
張に支障
がある

長期的な
プロジェク
ト等を担う
ことが難し
い

温湿度・
匂い・段
差など、
職場の環
境面に支
障がある

その他

2,561 34.0 66.0 871.0 31.0 57.5 26.6 18.6 16.5 10.7

働き方を変える必要はない 1,759 20.1 79.9 353.0 29.7 48.2 25.5 12.5 15.6 13.9

一時的に働き方を変える必要がある 273 72.5 27.5 198.0 33.3 63.1 26.8 20.2 13.1 6.6

働き方を変える必要がある 186 87.6 12.4 163.0 31.3 73.6 30.7 31.3 17.8 6.7

分からない、聞いていない 343 45.8 54.2 157.0 30.6 54.8 24.8 17.2 21.7 12.7
（%）

何らかの
支障があ
る

特に支障
はなく、こ
れまで通
り働ける

通勤や移
動に支障
がある

時間帯や
長時間継
続して働く
など、勤
務時間に
支障があ
る

外勤や出
張に支障
がある

長期的な
プロジェク
ト等を担う
ことが難し
い

温湿度・
匂い・段
差など、
職場の環
境面に支
障がある

その他

798 40.9 59.1 326.0 33.4 57.4 32.2 20.2 16.6 9.2

3日以内 80 25.0 75.0 20.0 25.0 55.0 15.0 25.0 10.0 15.0

4日から7日以内 191 33.5 66.5 64.0 28.1 60.9 14.1 12.5 7.8 7.8

8日から14日以内 201 34.8 65.2 70.0 34.3 58.6 31.4 21.4 17.1 5.7

15日から30日以内 159 47.8 52.2 76.0 39.5 56.6 40.8 15.8 17.1 9.2

31日～60日 79 53.2 46.8 42.0 28.6 54.8 40.5 28.6 23.8 9.5

61日より長期 88 61.4 38.6 54.0 37.0 55.6 42.6 25.9 22.2 13.0
（%）

何らかの
支障があ
る

特に支障
はなく、こ
れまで通
り働ける

n

通勤や移
動に支障
がある

時間帯や
長時間継
続して働く
など、勤
務時間に
支障があ
る

外勤や出
張に支障
がある

長期的な
プロジェク
ト等を担う
ことが難し
い

温湿度・
匂い・段
差など、
職場の環
境面に支
障がある

その他

2,514 33.5 66.5 841.0 30.6 57.8 26.5 18.7 16.8 10.9

週に1回以上 142 64.1 35.9 91.0 49.5 51.6 40.7 19.8 16.5 9.9

月に2～3回程度 245 58.4 41.6 143.0 32.2 59.4 28.0 22.4 14.0 11.9

月に1回程度 944 35.9 64.1 339.0 28.6 64.0 25.4 17.7 18.0 8.6

3か月に1～2 回程度 920 24.2 75.8 223.0 26.9 51.1 25.6 18.8 16.1 13.9

半年に1回程度 169 14.8 85.2 25.0 32.0 52.0 8.0 12.0 12.0 8.0

1年に1 回程度 93 21.5 78.5 20.0 5.0 50.0 5.0 10.0 30.0 20.0

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

　　n
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問21．仕事のために、治療や服薬に支障が出ていると思いますか。（１つに○）
支障があ
る

ときどき支
障がある

支障はな
い

わからな
い

（%）

2,561 6.2 24.2 64.2 5.5 -

経営者・役員 118 6.8 22.9 68.6 1.7 -

会社員等の管理職 485 6.2 23.5 67.4 2.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,260 6.2 26.0 62.6 5.2 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 698 6.0 21.8 63.9 8.3 -

がん（悪性新生物） 424 6.1 20.8 68.6 4.5 -

心臓疾患・血管疾患 314 4.1 16.9 74.2 4.8 -

脳血管疾患 158 7.0 22.8 63.9 6.3 -

呼吸器系疾患 14 - 21.4 71.4 7.1 -

肝疾患 152 4.6 21.1 67.8 6.6 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 18 5.6 27.8 55.6 11.1 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 581 2.6 17.6 76.6 3.3 -

外傷・骨折 151 9.3 39.7 47.0 4.0 -

心療内科・精神科疾患 278 12.2 33.8 46.0 7.9 -

難病（指定難病か否かは問わない） 401 8.0 31.9 52.6 7.5 -

男性 1,699 5.9 22.1 67.7 4.4 -

女性 862 6.7 28.4 57.2 7.7 -

20代 105 6.7 35.2 51.4 6.7 -

30代 370 11.6 29.7 51.6 7.0 -

40代 841 6.9 27.3 59.0 6.8 -

50代 971 4.1 20.8 70.5 4.5 -

60～64歳 274 3.6 15.0 79.2 2.2 -

　（対象：①現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職
員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社
員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正
規職員」と回答した人で、②復帰状況・勤務状況について「復帰し
ている・働いている」と回答した人（n=2,561））

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

全体

65

（%）
支障があ
る

ときどき支
障がある

支障はな
い

わからな
い

無回答

2,561 6.2 24.2 64.2 5.5 -

50人未満 591 7.6 24.2 62.3 5.9 -

50～300 人未満 637 4.9 24.2 65.8 5.2 -

300 人～1,000 人未満 409 7.3 24.7 63.8 4.2 -

1,000 人～3,000 人未満 262 5.0 26.0 64.9 4.2 -

3,000 人以上 539 5.9 24.7 64.4 5.0 -

（%）
支障があ
る

ときどき支
障がある

支障はな
い

わからな
い

無回答

2,561 6.2 24.2 64.2 5.5 -

働き方を変える必要はない 1,759 2.7 18.5 74.9 4.0 -

一時的に働き方を変える必要がある 273 8.4 47.3 40.3 4.0 -

働き方を変える必要がある 186 24.7 43.0 28.0 4.3 -

分からない、聞いていない 343 12.2 25.1 47.8 14.9 -

（%）
支障があ
る

ときどき支
障がある

支障はな
い

わからな
い

無回答

798 7.8 25.7 62.9 3.6 -

3日以内 80 6.3 26.3 66.3 1.3 -

4日から7日以内 191 6.8 19.9 71.2 2.1 -

8日から14日以内 201 6.0 22.9 65.2 6.0 -

15日から30日以内 159 9.4 32.1 57.2 1.3 -

31日～60日 79 8.9 31.6 51.9 7.6 -

61日より長期 88 11.4 27.3 56.8 4.5 -

（%）
支障があ
る

ときどき支
障がある

支障はな
い

わからな
い

無回答

2,514 5.8 24.0 64.7 5.5 0.0

週に1回以上 142 14.8 36.6 43.0 5.6 0.0

月に2～3回程度 245 10.2 42.9 42.4 4.5 0.0

月に1回程度 944 5.7 26.9 61.3 6.0 0.0

3か月に1～2 回程度 920 4.2 16.7 73.9 5.1 0.0

半年に1回程度 169 1.8 14.8 79.3 4.1 0.0

1年に1 回程度 93 3.2 15.1 74.2 7.5 0.0

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別
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問22．あなたの勤め先には、在宅勤務やサテライトオフィス勤務など、職場以外でも仕事ができる制度がありますか。（１つに○）　
ある ない わからな

い
無回答 （%）

2,862 14.7 77.5 7.7 0.1

経営者・役員 130 29.2 63.1 6.9 0.8

会社員等の管理職 539 23.7 72.4 3.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 14.5 77.3 8.0 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 6.4 83.7 9.8 -

がん（悪性新生物） 517 17.8 74.9 7.4 -

心臓疾患・血管疾患 332 13.9 78.0 8.1 -

脳血管疾患 182 15.9 75.8 7.7 0.5

呼吸器系疾患 17 23.5 76.5 - -

肝疾患 159 18.9 71.1 10.1 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 24 16.7 75.0 8.3 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 601 13.5 79.0 7.5 -

外傷・骨折 182 17.6 74.2 7.7 0.5

心療内科・精神科疾患 308 11.7 80.8 7.5 -

難病（指定難病か否かは問わない） 431 10.9 81.4 7.7 -

男性 1,865 16.7 75.7 7.6 0.1

女性 997 11.0 80.8 7.9 0.2

20代 141 13.5 78.7 7.1 0.7

30代 435 18.9 71.5 9.7 -

40代 934 14.7 78.6 6.7 -

50代 1,063 14.1 78.1 7.6 0.2

60～64歳 289 11.8 79.9 8.3 -

（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の
管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体
職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答した人（n=2,862））

主
な
傷
病
別

性
別

　　n

年
代
別

全体

現
在

の
職
業
別

67

（%）
ある ない わからな

い
無回答

2,862 14.7 77.5 7.7 0.1

50人未満 647 11.1 81.3 7.4 0.2

50～300 人未満 710 8.6 85.4 6.1 -

300 人～1,000 人未満 450 12.7 80.7 6.4 0.2

1,000 人～3,000 人未満 305 18.7 75.1 6.2 -

3,000 人以上 614 28.2 61.9 9.8 0.2

（%）
ある ない わからな

い
無回答

2,561 14.5 78.4 7.1 -

働き方を変える必要はない 1,759 14.3 79.0 6.8 -

一時的に働き方を変える必要がある 273 22.0 69.2 8.8 -

働き方を変える必要がある 186 18.8 76.9 4.3 -

分からない、聞いていない 343 7.6 83.7 8.7 -

（%）
ある ない わからな

い
無回答

990 16.4 76.0 7.6 0.1

3日以内 104 12.5 73.1 14.4 -

4日から7日以内 229 16.2 78.2 5.7 -

8日から14日以内 250 14.4 78.0 7.6 -

15日から30日以内 191 18.8 74.9 6.3 -

31日～60日 101 16.8 77.2 5.0 1.0

61日より長期 115 20.0 70.4 9.6 -

（%）
ある ない わからな

い
無回答

2,692 13.6 78.9 7.4 0.1

週に1回以上 183 21.9 71.0 6.6 0.5

月に2～3回程度 296 15.5 76.7 7.8 0.0

月に1回程度 1,007 13.4 79.7 6.9 0.0

3か月に1～2 回程度 938 12.2 79.9 8.0 0.0

半年に1回程度 169 12.4 79.3 8.3 0.0

1年に1 回程度 95 11.6 83.2 5.3 0.0

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別
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問23．在宅勤務やサテライトオフィス勤務の制度があれば、あなたは治療と仕事の両立のために活用したいですか。（１つに○）　
活用した
い

活用したく
ない

どちらとも
いえない

すでに活
用してい
る

無回答 （%）

2,862 40.9 16.7 40.5 1.9 0.1

経営者・役員 130 33.1 19.2 41.5 5.4 0.8

会社員等の管理職 539 46.0 15.0 36.9 2.0 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 41.5 17.1 39.5 1.7 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 37.4 16.8 44.6 1.3 -

がん（悪性新生物） 517 42.6 14.7 41.0 1.7 -

心臓疾患・血管疾患 332 34.9 22.3 40.7 2.1 -

脳血管疾患 182 39.6 19.2 39.0 1.6 0.5

呼吸器系疾患 17 52.9 5.9 41.2 - -

肝疾患 159 35.8 17.0 45.9 1.3 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 24 33.3 - 58.3 8.3 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 601 34.6 20.5 42.6 2.3 -

外傷・骨折 182 51.1 14.3 31.9 2.2 0.5

心療内科・精神科疾患 308 43.2 16.2 38.6 1.9 -

難病（指定難病か否かは問わない） 431 47.6 12.3 39.2 0.9 -

男性 1,865 40.2 17.6 40.4 1.8 0.1

女性 997 42.1 15.0 40.6 2.0 0.2

20代 141 52.5 17.7 28.4 0.7 0.7

30代 435 50.6 12.6 34.9 1.8 -

40代 934 43.9 13.2 41.5 1.4 -

50代 1,063 37.1 18.4 42.0 2.4 0.2

60～64歳 289 24.9 27.3 45.7 2.1 -

（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公
務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規
職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と
回答した人（n=2,862））

年
代
別

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

69

（%）
活用した
い

活用したく
ない

どちらとも
いえない

すでに活
用してい
る

無回答

2,862 40.9 16.7 40.5 1.9 0.1

50人未満 647 36.2 15.8 45.1 2.8 0.2

50～300 人未満 710 41.7 15.4 41.8 1.1 -

300 人～1,000 人未満 450 40.2 16.0 42.0 1.6 0.2

1,000 人～3,000 人未満 305 44.6 18.0 35.7 1.6 -

3,000 人以上 614 44.6 19.2 33.9 2.1 0.2

（%）
活用した
い

活用したく
ない

どちらとも
いえない

すでに活
用してい
る

無回答

2,561 39.7 17.3 41.1 1.9 -

働き方を変える必要はない 1,759 37.4 18.6 42.5 1.5 -

一時的に働き方を変える必要がある 273 48.0 15.4 34.4 2.2 -

働き方を変える必要がある 186 57.0 11.3 28.0 3.8 -

分からない、聞いていない 343 35.3 15.5 46.4 2.9 -

（%）
活用した
い

活用したく
ない

どちらとも
いえない

すでに活
用してい
る

無回答

990 43.7 16.2 38.8 1.2 0.1

3日以内 104 37.5 18.3 43.3 1.0 -

4日から7日以内 229 36.7 21.4 40.2 1.7 -

8日から14日以内 250 46.0 16.8 35.6 1.6 -

15日から30日以内 191 44.0 14.7 41.4 - -

31日～60日 101 49.5 8.9 39.6 1.0 1.0

61日より長期 115 53.0 11.3 33.9 1.7 -

（%）
活用した
い

活用したく
ない

どちらとも
いえない

すでに活
用してい
る

無回答

2,692 40.2 17.0 40.9 1.9 0.1

週に1回以上 183 58.5 6.6 32.8 1.6 0.5

月に2～3回程度 296 48.0 14.2 35.8 2.0 0.0

月に1回程度 1,007 38.2 18.1 41.3 2.4 0.0

3か月に1～2 回程度 938 36.8 18.3 43.2 1.7 0.0

半年に1回程度 169 36.7 19.5 43.2 0.6 0.0

1年に1 回程度 95 42.1 15.8 42.1 0.0 0.0

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

　　n
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（%）
活用した
い

活用したく
ない

どちらとも
いえない

すでに活
用してい
る

無回答

990 43.7 16.2 38.8 1.2 0.1

職場に関連する対応を行った 814 46.6 15.1 37.0 1.2 0.1

いずれも行わなかった 162 32.1 21.0 45.7 1.2 -

覚えていない 14 14.3 21.4 64.3 - -

（%）
活用した
い

活用したく
ない

どちらとも
いえない

すでに活
用してい
る

無回答

2,692 40.2 17.0 40.9 1.9 0.1

職場に関連する対応を行った 1,136 48.2 13.3 36.1 2.3 0.1

いずれも行わなかった 1,466 34.4 19.8 44.3 1.4 -

覚えていない 86 33.7 16.3 46.5 3.5 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

　　n

　　n

全体

全体

71

問23-1．在宅勤務やサテライトオフィス勤務制度について、あなたは、どんな支援があれば活用しやすいですか。（あてはまるものに全てに○）　 （%）
ⅰ.支援の希望有無 ⅱ.必要な支援内容

支援の希
望あり

特になし

n

必要な機
器の貸与

自宅での
作業環境
の整備

会社所有
のサテラ
イトオフィ
スの整備

自宅近く
のサテラ
イトオフィ
スの紹介
や使用等
に対する
助成

その他

2,381 69.8 30.2 1661.0 67.4 66.8 28.1 25.5 3.1

経営者・役員 104 54.8 45.2 57.0 52.6 68.4 28.1 17.5 5.3

会社員等の管理職 458 75.5 24.5 346.0 66.8 67.6 27.2 22.5 2.6

会社員等の正規社員・正規職員 1,184 70.5 29.5 835.0 70.3 67.2 29.3 23.4 3.0

会社員等の非正規社員・非正規職員 635 66.6 33.4 423.0 64.3 65.0 26.5 33.3 3.3

がん（悪性新生物） 441 70.1 29.9 309.0 70.2 64.1 26.9 22.3 3.2

心臓疾患・血管疾患 258 66.3 33.7 171.0 66.7 71.3 32.2 25.7 3.5

脳血管疾患 146 71.2 28.8 104.0 67.3 66.3 29.8 23.1 2.9

呼吸器系疾患 16 87.5 12.5 14.0 64.3 71.4 28.6 28.6 -

肝疾患 132 69.7 30.3 92.0 63.0 63.0 30.4 20.7 1.1

消化器系疾患（肝疾患を除く） 24 70.8 29.2 17.0 58.8 47.1 35.3 35.3 5.9

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 478 63.0 37.0 301.0 67.8 62.8 25.9 23.3 2.0

外傷・骨折 155 74.2 25.8 115.0 68.7 67.8 27.0 20.0 3.5

心療内科・精神科疾患 258 71.7 28.3 185.0 70.8 74.1 27.6 28.1 2.2

難病（指定難病か否かは問わない） 378 73.3 26.7 277.0 63.9 70.0 29.2 31.4 4.0

男性 1,536 68.0 32.0 1045.0 67.4 67.7 30.7 23.7 3.0

女性 845 72.9 27.1 616.0 67.5 65.3 23.7 28.6 3.2

20代 115 83.5 16.5 96.0 65.6 68.8 27.1 21.9 3.1

30代 380 77.9 22.1 296.0 72.0 73.0 32.4 30.1 2.4

40代 811 72.1 27.9 585.0 68.9 65.8 30.6 27.7 2.7

50代 865 65.4 34.6 566.0 66.6 65.9 25.6 23.1 3.4

60～64歳 210 56.2 43.8 118.0 54.2 58.5 17.8 17.8 5.1

（対象：①現在の職業について「経営者・役
員」「会社員・団体職員・公務員等の管理
職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社
員・正規職員」「会社員・団体職員・公務員
等の非正規社員・非正規職員」と回答した人
で、②治療との両立のためにテレワーク制
度を「活用したい」「どちらともいえない」「す
でに活用している」と回答した人（ⅰ：
n=2,381、ⅱ：n=1,661））

　　n

年
代
別

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

72－ 171 －



（%）
支援の希
望あり

特になし

n

必要な機
器の貸与

自宅での
作業環境
の整備

会社所有
のサテラ
イトオフィ
スの整備

自宅近く
のサテラ
イトオフィ
スの紹介
や使用等
に対する
助成

その他

2,381 69.8 30.2 1661.0 67.4 66.8 28.1 25.5 3.1

50人未満 544 61.9 38.1 337.0 61.4 66.8 23.4 26.1 2.1

50～300 人未満 601 68.9 31.1 414.0 66.9 66.9 25.6 24.2 2.7

300 人～1,000 人未満 377 72.9 27.1 275.0 68.4 65.5 29.8 23.6 4.0

1,000 人～3,000 人未満 250 74.4 25.6 186.0 68.8 62.4 32.8 30.1 4.3

3,000 人以上 495 75.4 24.6 373.0 71.6 70.0 31.1 23.6 3.2

（%）
支援の希
望あり

特になし

n

必要な機
器の貸与

自宅での
作業環境
の整備

会社所有
のサテラ
イトオフィ
スの整備

自宅近く
のサテラ
イトオフィ
スの紹介
や使用等
に対する
助成

その他

2,117 69.0 31.0 1460.0 66.9 66.4 28.6 26.0 2.8

働き方を変える必要はない 1,431 67.7 32.3 969.0 67.8 64.1 25.4 23.4 3.1

一時的に働き方を変える必要がある 231 77.9 22.1 180.0 66.1 75.6 33.3 27.2 2.2

働き方を変える必要がある 165 80.6 19.4 133.0 65.4 72.9 44.4 30.8 2.3

分からない、聞いていない 290 61.4 38.6 178.0 64.0 65.2 29.2 35.4 2.2

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

73

（%）
支援の希
望あり

特になし

n

必要な機
器の貸与

自宅での
作業環境
の整備

会社所有
のサテラ
イトオフィ
スの整備

自宅近く
のサテラ
イトオフィ
スの紹介
や使用等
に対する
助成

その他

829 71.3 28.7 591.0 67.9 68.5 30.8 23.9 3.7

3日以内 85 67.1 32.9 57.0 63.2 71.9 28.1 19.3 3.5

4日から7日以内 180 65.0 35.0 117.0 64.1 61.5 26.5 29.9 1.7

8日から14日以内 208 76.9 23.1 160.0 65.0 72.5 30.0 20.0 2.5

15日から30日以内 163 70.6 29.4 115.0 70.4 63.5 37.4 27.8 6.1

31日～60日 91 72.5 27.5 66.0 74.2 65.2 24.2 22.7 4.5

61日より長期 102 74.5 25.5 76.0 73.7 78.9 36.8 21.1 5.3

（%）
支援の希
望あり

特になし

n

必要な機
器の貸与

自宅での
作業環境
の整備

会社所有
のサテラ
イトオフィ
スの整備

自宅近く
のサテラ
イトオフィ
スの紹介
や使用等
に対する
助成

その他

2,232 69.4 30.6 1548.0 67.0 66.9 28.0 25.6 3.0

週に1回以上 170 74.7 25.3 127.0 72.4 68.5 31.5 27.6 3.9

月に2～3回程度 254 76.4 23.6 194.0 67.5 69.1 29.9 25.3 5.7

月に1回程度 825 67.9 32.1 560.0 67.9 70.7 27.0 25.2 2.3

3か月に1～2 回程度 766 68.0 32.0 521.0 66.6 62.8 29.2 26.1 2.9

半年に1回程度 136 63.2 36.8 86.0 64.0 65.1 24.4 24.4 1.2

1年に1 回程度 80 73.8 26.3 59.0 54.2 59.3 20.3 23.7 1.7

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

74－ 172 －



問24．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）に、病院で「職場に関連する対応」をすることを、どう思いますか。（１つに○）　
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答 （%）

2,995 42.3 40.2 17.5 0.0

経営者・役員 130 53.8 34.6 11.5 -

会社員等の管理職 539 48.8 33.4 17.8 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 41.5 40.0 18.5 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 36.0 46.0 18.0 -

がん（悪性新生物） 546 43.8 37.5 18.7 -

心臓疾患・血管疾患 341 38.7 39.9 21.4 -

脳血管疾患 196 49.0 37.2 13.8 -

呼吸器系疾患 18 50.0 27.8 22.2 -

肝疾患 162 38.3 43.2 18.5 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 56.0 32.0 12.0 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 37.8 42.7 19.5 -

外傷・骨折 186 56.5 36.0 7.5 -

心療内科・精神科疾患 332 39.2 42.2 18.7 -

難病（指定難病か否かは問わない） 455 44.4 40.4 15.2 -

男性 1,917 42.7 38.3 18.9 0.1 （対象：全回答者（n=2,995））

女性 1,078 41.6 43.6 14.8 -

20代 145 49.7 38.6 11.0 0.7

30代 454 48.9 36.6 14.5 -

40代 989 43.6 40.0 16.4 -

50代 1,097 40.3 40.5 19.2 -

60～64歳 310 32.3 45.8 21.9 -

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

　　n

性
別

年
代
別

75

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,862 42.0 40.1 17.9 0.0

50人未満 647 42.3 42.3 15.3 -

50～300 人未満 710 43.1 39.3 17.6 -

300 人～1,000 人未満 450 40.9 39.3 19.6 0.2

1,000 人～3,000 人未満 305 42.6 39.0 18.4 -

3,000 人以上 614 42.3 36.6 21.0 -

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,561 41.2 40.9 18.0 -

働き方を変える必要はない 1,759 41.1 40.5 18.4 -

一時的に働き方を変える必要がある 273 52.7 34.4 12.8 -

働き方を変える必要がある 186 46.2 33.9 19.9 -

分からない、聞いていない 343 29.4 51.6 19.0 -

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

1,030 47.6 36.0 16.4 -

3日以内 107 43.0 37.4 19.6 -

4日から7日以内 237 44.3 39.2 16.5 -

8日から14日以内 257 49.8 32.3 17.9 -

15日から30日以内 206 46.1 35.9 18.0 -

31日～60日 107 50.5 37.4 12.1 -

61日より長期 116 53.4 35.3 11.2 -

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別
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（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,692 41.3 40.5 18.2 0.0

週に1回以上 183 51.4 37.2 10.9 0.5

月に2～3回程度 296 51.4 36.1 12.5 0.0

月に1回程度 1,007 40.2 40.4 19.4 0.0

3か月に1～2 回程度 938 36.9 43.7 19.4 0.0

半年に1回程度 169 39.1 37.9 23.1 0.0

1年に1 回程度 95 48.4 35.8 15.8 0.0

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

1,030 47.6 36.0 16.4 -

職場に関連する対応を行った 844 51.5 35.1 13.4 -

いずれも行わなかった 170 28.8 40.6 30.6 -

覚えていない 16 37.5 37.5 25.0 -

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,692 41.3 40.5 18.2 0.0

職場に関連する対応を行った 1,136 53.1 32.4 14.4 0.1

いずれも行わなかった 1,466 32.7 45.8 21.4 -

覚えていない 86 30.2 58.1 11.6 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

　　n

　　n

　　n

全体

通
院
頻
度
別

全体

全体

77

問24-1．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）に、病院でも「職場に関連する対応」ができる方がよいと思う理由は何ですか。（あてはまるものに全てに○）　
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

復職に向
けた準備
ができる

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答 （%）

1,267 61.0 38.2 45.2 44.0 34.0 1.1 2.5 0.2

経営者・役員 70 77.1 52.9 44.3 25.7 38.6 1.4 2.9 -

会社員等の管理職 263 72.6 39.2 45.6 41.4 31.2 0.4 1.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 593 62.6 36.1 45.2 41.0 34.4 0.7 2.4 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 275 46.2 38.2 43.6 51.3 30.9 2.2 3.3 0.4

がん（悪性新生物） 239 55.6 40.6 41.4 51.5 31.4 0.8 2.9 -

心臓疾患・血管疾患 132 65.9 38.6 37.9 34.8 33.3 - 2.3 -

脳血管疾患 96 52.1 28.1 43.8 46.9 31.3 1.0 3.1 1.0

呼吸器系疾患 9 88.9 55.6 66.7 44.4 55.6 - - -

肝疾患 62 75.8 40.3 33.9 37.1 30.6 - 1.6 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 14 50.0 28.6 57.1 28.6 35.7 - 7.1 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 233 66.5 37.3 37.8 29.6 26.2 0.9 3.0 -

外傷・骨折 105 61.9 41.0 50.5 49.5 33.3 - - -

心療内科・精神科疾患 130 53.8 43.8 50.8 46.9 36.2 2.3 4.6 0.8

難病（指定難病か否かは問わない） 202 61.9 37.1 55.4 50.5 41.1 3.0 1.5 -

男性 819 66.8 40.3 42.4 39.6 33.3 0.9 2.3 0.1

女性 448 50.4 34.4 50.4 52.2 35.3 1.6 2.9 0.2

20代 72 59.7 31.9 51.4 44.4 37.5 1.4 - -

30代 222 64.0 38.7 50.5 49.1 34.2 0.9 2.3 -

40代 431 61.7 40.6 43.9 44.8 33.4 1.9 2.1 0.2

50代 442 60.9 36.4 42.8 42.3 33.5 0.5 3.8 0.2

60～64歳 100 53.0 39.0 46.0 37.0 36.0 1.0 1.0 -

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

復職に向
けた準備
ができる

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

1,201 61.9 38.2 44.9 42.5 33.1 1.0 2.5 0.1

50人未満 274 61.3 40.1 50.4 38.3 32.8 1.5 2.9 -

50～300 人未満 306 60.8 38.9 42.5 44.4 30.1 1.0 2.9 -

300 人～1,000 人未満 184 59.2 32.6 40.8 39.7 32.6 0.5 2.2 -

1,000 人～3,000 人未満 130 64.6 38.5 43.1 46.9 37.7 - 1.5 -

3,000 人以上 260 65.8 40.4 45.0 43.1 37.3 1.2 1.9 -

（対象：入院中等の「職場に関連する対応」について、
「病院でも、対応できる方がよい」と回答した人
（n=1,267）
　　　　※「特に理由はない」のみ排他項目）

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

従
業
員
規
模

別

　　n

　　n

78－ 174 －



（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

復職に向
けた準備
ができる

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

1,054 63.8 36.8 44.7 39.8 32.3 1.0 2.7 0.1

働き方を変える必要はない 723 67.8 36.0 42.7 38.2 31.1 1.0 2.9 -

一時的に働き方を変える必要がある 144 59.0 44.4 46.5 38.9 32.6 0.7 0.7 -

働き方を変える必要がある 86 53.5 39.5 45.3 47.7 37.2 1.2 3.5 -

分からない、聞いていない 101 50.5 29.7 55.4 46.5 35.6 2.0 3.0 1.0

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

復職に向
けた準備
ができる

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

490 55.1 39.2 46.1 48.2 37.6 0.6 2.0 -

3日以内 46 58.7 32.6 43.5 28.3 39.1 - 2.2 -

4日から7日以内 105 47.6 31.4 43.8 43.8 41.0 - 3.8 -

8日から14日以内 128 62.5 35.9 53.9 51.6 37.5 1.6 1.6 -

15日から30日以内 95 54.7 49.5 46.3 49.5 35.8 - 2.1 -

31日～60日 54 55.6 50.0 37.0 53.7 40.7 - - -

61日より長期 62 50.0 38.7 43.5 56.5 30.6 1.6 1.6 -

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

復職に向
けた準備
ができる

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

1,112 62.0 37.8 44.7 42.3 32.8 1.0 2.6 0.1

週に1回以上 94 59.6 46.8 52.1 55.3 35.1 2.1 1.1 0.0

月に2～3回程度 152 52.0 44.7 49.3 52.0 38.2 2.0 2.6 0.7

月に1回程度 405 59.3 39.5 45.9 41.7 33.3 1.0 3.5 0.0

3か月に1～2 回程度 346 69.4 31.2 39.9 34.7 30.3 0.6 2.3 0.0

半年に1回程度 66 65.2 31.8 45.5 45.5 31.8 0.0 1.5 0.0

1年に1 回程度 46 63.0 39.1 41.3 39.1 28.3 0.0 2.2 0.0

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

全体

　　n

　　n

　　n
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（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

復職に向
けた準備
ができる

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

490 55.1 39.2 46.1 48.2 37.6 0.6 2.0 -

職場に関連する対応を行った 435 56.8 40.0 48.0 48.3 38.2 0.7 1.4 -

いずれも行わなかった 49 44.9 34.7 28.6 46.9 36.7 - 6.1 -

覚えていない 6 16.7 16.7 50.0 50.0 - - 16.7 -

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

復職に向
けた準備
ができる

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

1,112 62.0 37.8 44.7 42.3 32.8 1.0 2.6 0.1

職場に関連する対応を行った 603 65.2 42.0 50.6 41.0 32.2 0.8 1.8 -

いずれも行わなかった 480 59.2 32.5 38.1 43.8 34.0 1.3 3.5 0.2

覚えていない 26 38.5 38.5 34.6 42.3 30.8 - 3.8 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

　　n

全体

全体

　　n

80－ 175 －



問24-2．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）に、病院のどこで「職場に関連する対応」ができるとよいと思いますか。（あてはまるものに全てに○）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答 （%）

1,267 53.6 29.0 45.1 24.9 35.9 12.0 0.8 0.1

経営者・役員 70 64.3 28.6 42.9 24.3 40.0 14.3 - -

会社員等の管理職 263 55.5 32.3 46.0 29.7 32.7 10.6 0.4 -

会社員等の正規社員・正規職員 593 55.3 30.0 43.3 22.9 36.1 11.5 0.2 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 275 47.3 25.8 45.1 21.8 35.6 13.1 2.5 0.4

がん（悪性新生物） 239 51.9 31.0 47.7 21.8 31.0 10.9 1.3 -

心臓疾患・血管疾患 132 55.3 26.5 49.2 22.0 31.1 9.1 - -

脳血管疾患 96 52.1 36.5 42.7 18.8 26.0 8.3 1.0 -

呼吸器系疾患 9 55.6 33.3 77.8 22.2 55.6 33.3 - -

肝疾患 62 56.5 22.6 40.3 32.3 32.3 4.8 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 14 85.7 50.0 64.3 28.6 42.9 14.3 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 233 50.6 25.8 42.1 23.2 36.5 12.0 0.4 -

外傷・骨折 105 47.6 33.3 42.9 31.4 35.2 10.5 - -

心療内科・精神科疾患 130 56.2 18.5 34.6 25.4 38.5 13.8 0.8 0.8

難病（指定難病か否かは問わない） 202 54.5 31.2 47.5 27.7 42.1 17.8 2.0 -

男性 819 55.3 30.9 43.0 24.8 31.4 10.6 0.5 -

女性 448 50.4 25.4 48.9 25.0 44.2 14.5 1.3 0.2

20代 72 54.2 36.1 33.3 22.2 37.5 12.5 - -

30代 222 62.2 36.5 44.1 27.0 41.9 18.0 1.4 -

40代 431 53.8 28.3 45.5 24.6 38.1 11.4 1.2 -

50代 442 48.6 26.7 46.2 25.8 32.1 10.2 0.2 0.2

60～64歳 100 55.0 20.0 49.0 19.0 29.0 9.0 1.0 -

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,201 54.0 29.5 44.3 24.2 35.5 11.8 0.7 0.1

50人未満 274 52.6 27.4 43.1 19.3 39.4 12.8 0.4 -

50～300 人未満 306 51.3 31.0 46.7 27.5 33.3 7.5 1.3 -

300 人～1,000 人未満 184 53.3 29.9 42.9 21.7 27.2 11.4 1.1 -

1,000 人～3,000 人未満 130 60.0 33.8 42.3 30.8 37.7 15.4 - -

3,000 人以上 260 58.5 28.8 44.6 26.2 35.8 15.0 0.8 -

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,054 54.5 28.4 44.6 24.3 34.4 11.5 0.5 0.1

働き方を変える必要はない 723 57.1 26.7 42.9 23.1 33.3 10.5 0.1 -

一時的に働き方を変える必要がある 144 43.1 34.0 49.3 29.2 34.0 14.6 0.7 -

働き方を変える必要がある 86 52.3 31.4 54.7 26.7 37.2 11.6 1.2 -

分からない、聞いていない 101 53.5 29.7 41.6 23.8 40.6 13.9 2.0 1.0

　（対象：入院時等の「職場に関連する対応」
について、「病院でも、対応できる方がよい」
と回答した人（n=1,267））

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

　　n

　　n

　　n

性
別

年
代
別

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

81

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

490 52.0 34.5 51.2 26.3 33.3 10.0 0.8 -

3日以内 46 71.7 34.8 45.7 30.4 30.4 10.9 - -

4日から7日以内 105 47.6 25.7 54.3 23.8 37.1 5.7 1.0 -

8日から14日以内 128 49.2 43.0 53.1 25.8 38.3 13.3 - -

15日から30日以内 95 46.3 32.6 56.8 30.5 29.5 13.7 1.1 -

31日～60日 54 53.7 33.3 46.3 22.2 38.9 5.6 - -

61日より長期 62 58.1 35.5 41.9 25.8 19.4 8.1 3.2 -

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,112 54.0 28.8 44.3 24.4 35.0 11.9 0.7 0.1

週に1回以上 94 53.2 43.6 46.8 29.8 34.0 14.9 3.2 0.0

月に2～3回程度 152 52.0 30.9 44.1 30.9 38.2 13.2 0.7 0.7

月に1回程度 405 51.9 27.9 44.2 23.2 36.5 12.6 0.7 0.0

3か月に1～2 回程度 346 53.2 24.9 45.4 22.0 31.8 11.0 0.3 0.0

半年に1回程度 66 69.7 31.8 45.5 24.2 28.8 7.6 0.0 0.0

1年に1 回程度 46 63.0 26.1 34.8 19.6 43.5 8.7 0.0 0.0

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

490 52.0 34.5 51.2 26.3 33.3 10.0 0.8 -

職場に関連する対応を行った 435 51.5 36.1 51.7 28.0 33.8 9.9 0.9 -

いずれも行わなかった 49 55.1 24.5 46.9 14.3 30.6 12.2 - -

覚えていない 6 66.7 - 50.0 - 16.7 - - -

（%）
病室（個
室）

病室（相
部屋）

談話室な
どの入院
病棟の共
有スペー
ス

待合室な
どの入院
病棟以外
の院内

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,112 54.0 28.8 44.3 24.4 35.0 11.9 0.7 0.1

職場に関連する対応を行った 603 56.6 32.2 48.9 30.0 35.8 13.1 0.3 -

いずれも行わなかった 480 50.4 25.4 40.0 18.1 33.8 10.8 1.3 0.2

覚えていない 26 57.7 15.4 23.1 7.7 34.6 3.8 - -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

全体

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

全体

82－ 176 －



問24-3．入院中または職場復帰前の通院時（自宅療養中）は、病院では「職場に関連する対応」ができない方がよいと思う理由は何ですか。（あてはまるものに全てに○）　
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院内は
電子機器
の使用が
禁止され
ている

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

（%）

523 72.5 4.4 26.2 22.4 16.4 12.8 25.0 2.1 9.2 -

経営者・役員 15 66.7 6.7 20.0 20.0 13.3 20.0 33.3 - 6.7 -

会社員等の管理職 96 81.3 4.2 33.3 28.1 14.6 12.5 14.6 3.1 4.2 -

会社員等の正規社員・正規職員 264 74.6 6.1 25.4 21.2 16.3 11.4 24.6 1.5 8.7 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 137 62.8 1.5 24.8 19.7 18.2 14.6 33.6 2.2 13.1 -

がん（悪性新生物） 102 85.3 5.9 22.5 19.6 10.8 7.8 25.5 1.0 5.9 -

心臓疾患・血管疾患 73 72.6 4.1 31.5 19.2 13.7 20.5 23.3 - 11.0 -

脳血管疾患 27 77.8 3.7 25.9 22.2 18.5 7.4 18.5 7.4 3.7 -

呼吸器系疾患 4 100.0 - - - 25.0 25.0 - - - -

肝疾患 30 63.3 10.0 33.3 10.0 13.3 16.7 26.7 3.3 13.3 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 3 66.7 - 33.3 66.7 - - 66.7 - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 120 56.7 2.5 23.3 19.2 14.2 13.3 25.0 1.7 15.8 -

外傷・骨折 14 78.6 7.1 42.9 21.4 42.9 7.1 35.7 - - -

心療内科・精神科疾患 62 72.6 4.8 21.0 29.0 17.7 8.1 25.8 3.2 6.5 -

難病（指定難病か否かは問わない） 69 75.4 2.9 30.4 29.0 26.1 14.5 29.0 2.9 8.7 -

男性 363 71.9 4.7 26.4 19.6 13.8 12.7 22.0 2.8 9.9 -

女性 160 73.8 3.8 25.6 28.8 22.5 13.1 31.9 0.6 7.5 -

20代 16 68.8 6.3 25.0 18.8 18.8 12.5 6.3 - 18.8 -

30代 66 80.3 3.0 27.3 34.8 33.3 12.1 30.3 - 6.1 -

40代 162 75.9 4.9 32.7 29.0 18.5 11.7 22.8 1.9 6.2 -

50代 211 70.1 3.8 26.1 19.4 11.8 13.7 25.1 3.3 10.9 -

60～64歳 68 64.7 5.9 10.3 4.4 8.8 13.2 29.4 1.5 11.8 -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院内は
電子機器
の使用が
禁止され
ている

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

512 72.5 4.5 26.6 22.1 16.4 12.7 25.4 2.0 9.0 -

50人未満 99 67.7 2.0 30.3 18.2 8.1 10.1 33.3 - 8.1 -

50～300 人未満 125 66.4 2.4 24.0 20.8 12.8 12.8 31.2 2.4 12.0 -

300 人～1,000 人未満 88 78.4 8.0 30.7 26.1 19.3 10.2 21.6 2.3 4.5 -

1,000 人～3,000 人未満 56 76.8 1.8 23.2 28.6 23.2 12.5 26.8 1.8 8.9 -

3,000 人以上 129 77.5 7.8 24.8 22.5 19.4 15.5 15.5 2.3 7.0 -

（対象：入院時等の「職場に関連する対応」
について、「病院では、対応できない方がよ
い」と回答した人（n=523）
　　　　※「特に理由はない」のみ排他項目）性

別

年
代
別

全体

従
業
員
規
模

別

　　n

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

83

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院内は
電子機器
の使用が
禁止され
ている

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

460 71.1 3.9 27.0 22.0 16.5 13.0 25.9 1.7 9.1 -

働き方を変える必要はない 323 71.2 3.4 24.8 18.3 15.2 12.1 25.1 1.5 9.3 -

一時的に働き方を変える必要がある 35 77.1 5.7 37.1 31.4 11.4 17.1 20.0 2.9 2.9 -

働き方を変える必要がある 37 78.4 10.8 35.1 27.0 27.0 10.8 18.9 2.7 2.7 -

分からない、聞いていない 65 63.1 1.5 27.7 32.3 20.0 16.9 36.9 1.5 15.4 -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院内は
電子機器
の使用が
禁止され
ている

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

169 84.0 4.1 32.0 20.7 13.0 9.5 23.7 2.4 4.7 -

3日以内 21 71.4 - 19.0 14.3 4.8 9.5 28.6 - 14.3 -

4日から7日以内 39 84.6 2.6 25.6 17.9 5.1 7.7 28.2 - 2.6 -

8日から14日以内 46 84.8 2.2 28.3 26.1 15.2 13.0 15.2 2.2 4.3 -

15日から30日以内 37 89.2 10.8 45.9 16.2 18.9 8.1 21.6 2.7 2.7 -

31日～60日 13 84.6 7.7 30.8 30.8 15.4 7.7 38.5 - 7.7 -

61日より長期 13 84.6 - 46.2 23.1 23.1 7.7 23.1 15.4 - -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院内は
電子機器
の使用が
禁止され
ている

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

489 71.8 3.9 27.0 21.7 16.4 13.1 26.2 1.8 9.2 0.0

週に1回以上 20 80.0 5.0 35.0 30.0 25.0 20.0 50.0 5.0 0.0 0.0

月に2～3回程度 37 83.8 5.4 13.5 27.0 18.9 16.2 21.6 5.4 0.0 0.0

月に1回程度 195 62.1 4.1 25.1 22.1 17.9 13.3 24.1 0.5 12.8 0.0

3か月に1～2 回程度 182 77.5 2.7 30.2 19.2 12.1 11.0 26.9 2.2 9.9 0.0

半年に1回程度 39 79.5 7.7 23.1 23.1 15.4 15.4 23.1 0.0 5.1 0.0

1年に1 回程度 15 73.3 0.0 46.7 20.0 26.7 13.3 33.3 6.7 0.0 0.0

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

　　n

　　n

　　n

通
院
頻
度
別

84－ 177 －



（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院内は
電子機器
の使用が
禁止され
ている

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

169 84.0 4.1 32.0 20.7 13.0 9.5 23.7 2.4 4.7 -

職場に関連する対応を行った 113 85.8 6.2 31.0 23.0 14.2 8.8 23.0 2.7 2.7 -

いずれも行わなかった 52 82.7 - 32.7 15.4 9.6 11.5 25.0 1.9 5.8 -

覚えていない 4 50.0 - 50.0 25.0 25.0 - 25.0 - 50.0 -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院内は
電子機器
の使用が
禁止され
ている

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

489 71.8 3.9 27.0 21.7 16.4 13.1 26.2 1.8 9.2 -

職場に関連する対応を行った 164 77.4 4.9 31.7 27.4 15.2 14.0 20.7 1.2 4.3 -

いずれも行わなかった 314 70.4 3.5 25.2 19.1 16.6 12.7 29.3 1.9 11.1 -

覚えていない 10 30.0 - 10.0 10.0 20.0 10.0 20.0 10.0 30.0 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

　　n

　　n

全体

全体

85

問25．働きながら通院する際に、病院で「職場に関連する対応」をすることを、どう思いますか。（１つに○）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答 （%）

2,995 39.9 43.5 16.5 0.1

経営者・役員 130 49.2 39.2 11.5 -

会社員等の管理職 539 44.9 38.2 16.9 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 39.3 43.4 17.2 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 34.6 48.2 17.0 0.1

がん（悪性新生物） 546 40.3 41.8 17.9 -

心臓疾患・血管疾患 341 33.1 44.0 22.9 -

脳血管疾患 196 41.8 44.9 13.3 -

呼吸器系疾患 18 55.6 22.2 22.2 -

肝疾患 162 34.6 48.8 16.7 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 25 40.0 40.0 20.0 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 616 37.3 46.1 16.4 0.2

外傷・骨折 186 50.0 42.5 7.5 -

心療内科・精神科疾患 332 42.2 41.3 16.3 0.3

難病（指定難病か否かは問わない） 455 41.1 43.3 15.6 -

男性 1,917 39.6 42.1 18.2 0.1 　（対象：全回答者（n=2,995））

女性 1,078 40.4 46.0 13.5 0.1

20代 145 46.2 39.3 14.5 -

30代 454 48.7 38.1 13.2 -

40代 989 42.2 42.3 15.5 0.1

50代 1,097 36.5 46.4 17.0 0.1

60～64歳 310 28.7 47.4 23.9 -

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,862 39.6 43.5 16.8 0.1

50人未満 647 39.4 46.5 14.1 -

50～300 人未満 710 38.9 43.7 17.5 -

300 人～1,000 人未満 450 42.4 41.3 16.2 -

1,000 人～3,000 人未満 305 39.3 41.3 19.3 -

3,000 人以上 614 38.4 41.9 19.7 -

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,561 38.4 44.8 16.7 0.1

働き方を変える必要はない 1,759 38.4 43.9 17.7 0.1

一時的に働き方を変える必要がある 273 48.7 40.3 11.0 -

働き方を変える必要がある 186 46.2 36.6 17.2 -

分からない、聞いていない 343 25.9 57.7 16.0 0.3

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

現
在

の
職
業
別

　　n

　　n

　　n

全体

86－ 178 －



（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

1,030 41.1 42.3 16.6 -

3日以内 107 36.4 43.0 20.6 -

4日から7日以内 237 39.2 45.6 15.2 -

8日から14日以内 257 40.9 40.1 19.1 -

15日から30日以内 206 39.3 43.7 17.0 -

31日～60日 107 47.7 38.3 14.0 -

61日より長期 116 46.6 41.4 12.1 -

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,692 38.7 44.2 17.1 0.1

週に1回以上 183 48.1 41.5 10.4 0.0

月に2～3回程度 296 48.6 37.5 13.5 0.3

月に1回程度 1,007 38.3 43.3 18.3 0.1

3か月に1～2 回程度 938 33.6 48.1 18.3 0.0

半年に1回程度 169 38.5 43.8 17.8 0.0

1年に1 回程度 95 43.2 42.1 14.7 0.0

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

1,030 41.1 42.3 16.6 -

職場に関連する対応を行った 844 45.4 40.3 14.3 -

いずれも行わなかった 170 21.8 51.2 27.1 -

覚えていない 16 18.8 56.3 25.0 -

（%）
病院で
も、対応
できる方
がよい

どちらとも
いえない

病院で
は、対応
できない
方がよい

無回答

2,692 38.7 44.2 17.1 0.1

職場に関連する対応を行った 1,136 53.9 34.2 11.9 -

いずれも行わなかった 1,466 27.5 50.9 21.5 0.1

覚えていない 86 27.9 61.6 10.5 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

全体

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

全体

87

問25-1．働きながら通院する際に、病院でも「職場に関連する対応」ができる方がよいと思う理由は何ですか。（あてはまるものに全てに○）　
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答 （%）

1,194 71.4 47.0 48.6 33.7 1.0 2.2 0.1

経営者・役員 64 79.7 53.1 42.2 37.5 - 3.1 -

会社員等の管理職 242 83.5 51.2 40.1 29.3 0.8 1.2 -

会社員等の正規社員・正規職員 562 72.6 42.5 48.8 34.2 0.7 2.3 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 264 61.0 50.0 54.2 31.8 1.9 2.3 0.4

がん（悪性新生物） 220 68.6 46.8 45.5 30.9 2.3 1.4 -

心臓疾患・血管疾患 113 74.3 46.9 37.2 28.3 - 2.7 -

脳血管疾患 82 65.9 43.9 46.3 32.9 1.2 - -

呼吸器系疾患 10 80.0 50.0 60.0 30.0 - 10.0 -

肝疾患 56 80.4 42.9 35.7 32.1 - 5.4 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 10 70.0 50.0 80.0 30.0 - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 230 78.3 40.4 40.9 26.5 0.4 3.0 -

外傷・骨折 93 68.8 58.1 47.3 39.8 - - -

心療内科・精神科疾患 140 70.0 55.0 55.7 37.9 0.7 4.3 -

難病（指定難病か否かは問わない） 187 65.8 44.9 60.4 40.1 2.1 1.1 -

男性 759 76.9 48.2 43.1 32.3 0.5 2.5 -

女性 435 61.6 44.8 58.2 36.1 1.8 1.6 0.2

20代 67 71.6 47.8 52.2 37.3 - - -

30代 221 71.9 48.0 54.8 37.6 0.9 1.8 -

40代 417 72.4 47.2 50.1 33.1 1.9 1.7 0.2

50代 400 70.5 45.8 43.8 32.5 0.5 3.5 -

60～64歳 89 68.5 48.3 44.9 29.2 - 1.1 -

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

1,132 72.6 46.7 47.8 32.8 1.0 2.1 0.1

50人未満 255 71.8 48.2 51.4 34.1 0.8 2.0 -

50～300 人未満 276 74.6 47.1 45.3 31.9 0.7 2.2 -

300 人～1,000 人未満 191 69.6 44.5 42.4 28.8 1.6 3.1 -

1,000 人～3,000 人未満 120 73.3 46.7 45.0 31.7 - 0.8 -

3,000 人以上 236 76.7 48.3 51.7 36.0 1.7 1.7 -

（対象：通院時の「職場に関連する対応」について、「病
院でも、対応できる方がよい」と回答した人（n=1,194）
　　　　※「特に理由はない」のみ排他項目）

全体

従
業
員
規
模

別

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

　　n

88－ 179 －



（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

983 73.0 45.7 46.9 31.6 0.8 2.2 -

働き方を変える必要はない 675 74.8 43.3 43.6 29.3 0.9 2.7 -

一時的に働き方を変える必要がある 133 69.2 51.9 50.4 34.6 0.8 1.5 -

働き方を変える必要がある 86 74.4 51.2 52.3 34.9 1.2 - -

分からない、聞いていない 89 64.0 49.4 61.8 41.6 - 2.2 -

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

423 71.4 48.9 47.8 36.6 0.7 1.2 -

3日以内 39 74.4 48.7 41.0 35.9 - - -

4日から7日以内 93 66.7 46.2 47.3 39.8 2.2 2.2 -

8日から14日以内 105 74.3 45.7 54.3 39.0 - 1.0 -

15日から30日以内 81 69.1 49.4 48.1 37.0 - 2.5 -

31日～60日 51 68.6 56.9 47.1 37.3 - - -

61日より長期 54 77.8 51.9 40.7 25.9 1.9 - -

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

1,041 72.9 45.9 47.6 32.4 0.9 2.3 0.1

週に1回以上 88 72.7 55.7 52.3 35.2 1.1 1.1 0.0

月に2～3回程度 144 64.6 55.6 53.5 42.4 2.8 1.4 0.0

月に1回程度 386 70.5 47.2 50.5 32.4 0.8 2.8 0.0

3か月に1～2 回程度 315 77.8 40.3 41.0 26.3 0.3 3.2 0.3

半年に1回程度 65 75.4 33.8 44.6 32.3 0.0 0.0 0.0

1年に1 回程度 41 82.9 39.0 46.3 39.0 0.0 0.0 0.0

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

89

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

423 71.4 48.9 47.8 36.6 0.7 1.2 -

職場に関連する対応を行った 383 71.5 49.9 48.6 36.3 0.8 1.0 -

いずれも行わなかった 37 67.6 40.5 40.5 40.5 - 2.7 -

覚えていない 3 100.0 33.3 33.3 33.3 - - -

（%）
仕事を中
断しなくて
済む

治療が疎
かになる
ことはな
い

（自分の
病気や治
療で生じ
た）職場
の負担を
軽減でき
る

会社や職
場の様子
を知ること
ができる

その他 特に理由
はない

無回答

1,041 72.9 45.9 47.6 32.4 0.9 2.3 0.1

職場に関連する対応を行った 612 74.5 48.4 51.5 34.2 1.0 1.3 -

いずれも行わなかった 403 71.0 42.4 42.2 30.5 0.5 3.7 0.2

覚えていない 24 62.5 37.5 41.7 20.8 4.2 4.2 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

　　n

　　n

全体

全体

90－ 180 －



問25-2．働きながら通院する際に、病院のどこで「職場に関連する対応」ができるとよいと思いますか。（あてはまるものに全てに○）　 （%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,194 43.5 47.2 45.9 10.8 41.7 11.9 12.1 0.8 0.1

経営者・役員 64 56.3 56.3 64.1 10.9 35.9 12.5 20.3 - -

会社員等の管理職 242 48.3 50.8 46.7 12.8 38.0 14.0 9.9 0.4 -

会社員等の正規社員・正規職員 562 45.2 44.8 45.4 7.7 44.0 11.7 11.6 0.7 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 264 34.1 47.0 40.5 15.2 41.3 11.0 12.1 1.9 0.4

がん（悪性新生物） 220 41.4 51.8 48.2 11.4 37.3 10.9 10.9 1.4 -

心臓疾患・血管疾患 113 52.2 48.7 45.1 5.3 29.2 5.3 6.2 1.8 -

脳血管疾患 82 30.5 56.1 48.8 9.8 35.4 9.8 8.5 - -

呼吸器系疾患 10 40.0 60.0 30.0 10.0 40.0 10.0 30.0 10.0 -

肝疾患 56 44.6 37.5 48.2 7.1 46.4 10.7 5.4 - -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 10 70.0 70.0 80.0 50.0 50.0 20.0 20.0 - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 230 41.7 47.0 45.2 10.0 40.0 13.9 10.9 0.4 -

外傷・骨折 93 46.2 49.5 44.1 5.4 38.7 10.8 9.7 - -

心療内科・精神科疾患 140 37.9 32.9 32.1 24.3 47.9 11.4 19.3 0.7 -

難病（指定難病か否かは問わない） 187 42.8 49.2 49.7 8.6 46.0 16.0 16.0 0.5 -

男性 759 45.7 47.4 45.6 11.2 38.2 12.5 12.0 0.8 -

女性 435 39.5 46.9 46.4 10.1 47.8 10.8 12.2 0.9 0.2

20代 67 46.3 37.3 50.7 9.0 44.8 6.0 16.4 - -

30代 221 48.4 47.5 40.7 15.4 48.9 12.7 17.2 0.5 -

40代 417 46.8 48.2 46.3 11.3 40.0 10.3 11.3 1.7 0.2

50代 400 40.5 48.3 49.0 8.3 40.3 14.0 10.0 0.5 -

60～64歳 89 27.0 44.9 39.3 10.1 36.0 12.4 9.0 - -

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,132 43.9 47.3 45.6 10.7 41.6 12.1 11.8 0.9 0.1

50人未満 255 41.6 51.8 45.9 10.2 43.9 12.2 14.9 0.4 -

50～300 人未満 276 47.1 48.6 48.2 10.5 39.9 9.8 10.1 0.4 -

300 人～1,000 人未満 191 41.4 43.5 45.5 9.9 36.1 11.5 9.4 1.6 -

1,000 人～3,000 人未満 120 48.3 49.2 46.7 13.3 37.5 9.2 10.8 - -

3,000 人以上 236 47.0 45.3 44.1 9.3 46.2 16.5 14.0 1.7 -

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

983 44.5 46.9 45.1 10.7 40.4 11.8 12.2 0.7 -

働き方を変える必要はない 675 43.6 47.0 44.6 8.9 37.6 10.7 11.0 0.7 -

一時的に働き方を変える必要がある 133 48.1 46.6 45.1 9.8 42.1 14.3 16.5 0.8 -

働き方を変える必要がある 86 46.5 46.5 47.7 19.8 45.3 11.6 11.6 - -

分からない、聞いていない 89 43.8 47.2 46.1 16.9 53.9 16.9 15.7 1.1 -

（対象：通院時の「職場に関連する対応」に
ついて、「病院でも、対応できる方がよい」と
回答した人（n=1,194））

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

　　n

　　n

　　n

91

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

423 47.8 53.2 50.8 9.9 39.7 11.6 9.5 0.7 -

3日以内 39 48.7 43.6 59.0 10.3 46.2 15.4 7.7 - -

4日から7日以内 93 54.8 52.7 50.5 5.4 43.0 6.5 9.7 - -

8日から14日以内 105 45.7 55.2 52.4 12.4 45.7 14.3 8.6 1.0 -

15日から30日以内 81 39.5 59.3 48.1 14.8 29.6 12.3 11.1 2.5 -

31日～60日 51 47.1 49.0 56.9 5.9 39.2 9.8 11.8 - -

61日より長期 54 51.9 51.9 40.7 9.3 33.3 13.0 7.4 - -

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,041 44.8 46.8 44.8 10.4 41.5 11.9 12.2 0.8 0.1

週に1回以上 88 52.3 54.5 48.9 18.2 43.2 11.4 10.2 0.0 0.0

月に2～3回程度 144 48.6 47.2 47.9 11.8 44.4 13.2 13.9 0.7 0.0

月に1回程度 386 41.7 45.9 41.2 12.4 45.3 13.5 13.5 1.0 0.0

3か月に1～2 回程度 315 45.1 46.0 45.4 6.3 35.9 8.9 12.1 0.6 0.3

半年に1回程度 65 44.6 43.1 49.2 6.2 33.8 13.8 4.6 0.0 0.0

1年に1 回程度 41 39.0 48.8 48.8 7.3 46.3 14.6 12.2 2.4 0.0

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

423 47.8 53.2 50.8 9.9 39.7 11.6 9.5 0.7 -

職場に関連する対応を行った 383 48.8 54.6 50.9 10.7 39.7 11.2 9.1 0.8 -

いずれも行わなかった 37 37.8 40.5 51.4 2.7 40.5 16.2 13.5 - -

覚えていない 3 33.3 33.3 33.3 - 33.3 - - - -

（%）
待合室 談話室・

喫茶室な
どの共有
スペース

電子機器
の使用が
認められ
た場所

検査や治
療を受け
ている場
所

仕事をす
る人のた
めの専用
スペース

その他病
院内

喫茶店な
どの病院
敷地外

その他 無回答

1,041 44.8 46.8 44.8 10.4 41.5 11.9 12.2 0.8 0.1

職場に関連する対応を行った 612 55.1 51.3 44.4 11.8 39.5 13.2 14.7 0.5 -

いずれも行わなかった 403 29.5 41.2 46.2 8.7 43.7 10.4 8.9 1.2 0.2

覚えていない 24 33.3 25.0 33.3 4.2 54.2 4.2 4.2 - -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

全体

92－ 181 －



問25-3．働きながら通院する際に、病院では「職場に関連する対応」ができない方がよいと思う理由は何ですか。（あてはまるものに全てに○） （%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院から
の許可が
出なかっ
た

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

495 67.9 2.8 28.5 22.4 18.8 1.4 26.9 1.6 8.7 -

経営者・役員 15 53.3 - 13.3 13.3 6.7 - 20.0 - 13.3 -

会社員等の管理職 91 79.1 3.3 31.9 27.5 16.5 - 18.7 2.2 3.3 -

会社員等の正規社員・正規職員 246 72.0 3.7 28.5 23.6 19.5 1.6 25.2 1.2 6.1 -

会社員等の非正規社員・非正規職員 130 56.2 1.5 26.9 17.7 18.5 2.3 36.9 1.5 16.2 -

がん（悪性新生物） 98 76.5 3.1 31.6 16.3 17.3 - 21.4 2.0 6.1 -

心臓疾患・血管疾患 78 62.8 1.3 37.2 24.4 16.7 2.6 26.9 - 7.7 -

脳血管疾患 26 73.1 - 26.9 34.6 19.2 - 23.1 - - -

呼吸器系疾患 4 100.0 - - - - - - - - -

肝疾患 27 63.0 7.4 44.4 25.9 22.2 3.7 29.6 - 3.7 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 5 100.0 - 40.0 40.0 - - 60.0 - - -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 101 54.5 2.0 19.8 15.8 18.8 1.0 30.7 1.0 18.8 -

外傷・骨折 14 78.6 - 35.7 42.9 35.7 7.1 35.7 7.1 - -

心療内科・精神科疾患 54 66.7 3.7 14.8 22.2 14.8 - 33.3 1.9 9.3 -

難病（指定難病か否かは問わない） 71 70.4 4.2 35.2 26.8 23.9 2.8 23.9 4.2 8.5 -

男性 349 69.9 2.9 28.7 21.2 16.9 1.1 24.6 1.1 8.3 -

女性 146 63.0 2.7 28.1 25.3 23.3 2.1 32.2 2.7 9.6 -

20代 21 66.7 - 33.3 28.6 28.6 4.8 28.6 - 9.5 -

30代 60 81.7 5.0 26.7 30.0 28.3 - 23.3 - 8.3 -

40代 153 73.9 3.3 34.6 30.1 20.3 1.3 24.8 3.3 5.2 -

50代 187 64.2 2.1 23.5 18.2 15.0 2.1 27.3 1.6 11.2 -

60～64歳 74 54.1 2.7 28.4 9.5 14.9 - 32.4 - 9.5 -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院から
の許可が
出なかっ
た

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

482 68.5 2.9 28.2 22.4 18.3 1.5 27.0 1.5 8.5 -

50人未満 91 67.0 3.3 25.3 18.7 11.0 - 31.9 1.1 12.1 -

50～300 人未満 124 60.5 1.6 24.2 25.0 13.7 0.8 31.5 1.6 11.3 -

300 人～1,000 人未満 73 69.9 4.1 35.6 20.5 16.4 1.4 26.0 - 5.5 -

1,000 人～3,000 人未満 59 76.3 3.4 22.0 27.1 27.1 1.7 20.3 - 5.1 -

3,000 人以上 121 75.2 2.5 30.6 23.1 21.5 2.5 21.5 2.5 6.6 -

　（対象：通院時の「職場に関連する対応」に
ついて、「病院では、対応できない方がよい」
と回答した人（n=495）
　　　　※「特に理由はない」のみ排他項目）

従
業
員
規
模

別

年
代
別

全体

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

　　n

　　n

93

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院から
の許可が
出なかっ
た

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

428 67.1 2.6 29.0 22.2 18.0 1.4 28.5 1.4 8.6 -

働き方を変える必要はない 311 66.6 1.3 28.0 17.7 16.4 0.6 27.7 1.0 8.4 -

一時的に働き方を変える必要がある 30 80.0 3.3 33.3 43.3 16.7 6.7 23.3 - 3.3 -

働き方を変える必要がある 32 71.9 6.3 34.4 34.4 28.1 3.1 31.3 - 6.3 -

分からない、聞いていない 55 60.0 7.3 29.1 29.1 21.8 1.8 34.5 5.5 14.5 -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院から
の許可が
出なかっ
た

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

171 76.6 1.8 31.0 24.0 15.2 1.2 22.2 1.8 5.3 -

3日以内 22 68.2 4.5 22.7 22.7 9.1 - 27.3 - 13.6 -

4日から7日以内 36 72.2 - 36.1 19.4 5.6 - 25.0 - 2.8 -

8日から14日以内 49 77.6 - 18.4 24.5 12.2 - 20.4 - 4.1 -

15日から30日以内 35 77.1 2.9 37.1 17.1 25.7 2.9 11.4 5.7 5.7 -

31日～60日 15 93.3 6.7 60.0 40.0 33.3 6.7 33.3 - - -

61日より長期 14 78.6 - 28.6 35.7 14.3 - 28.6 7.1 7.1 -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院から
の許可が
出なかっ
た

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

460 67.6 2.6 28.7 22.4 18.3 1.5 28.0 1.3 8.7 0.0

週に1回以上 19 78.9 0.0 52.6 31.6 36.8 10.5 42.1 5.3 0.0 0.0

月に2～3回程度 40 65.0 2.5 30.0 27.5 20.0 0.0 32.5 2.5 2.5 0.0

月に1回程度 184 67.4 3.8 27.7 20.1 21.2 1.6 25.5 0.5 10.3 0.0

3か月に1～2 回程度 172 68.6 1.7 27.9 23.8 14.0 0.6 27.9 0.6 9.9 0.0

半年に1回程度 30 60.0 3.3 20.0 20.0 10.0 3.3 26.7 3.3 6.7 0.0

1年に1 回程度 14 71.4 0.0 35.7 14.3 14.3 0.0 35.7 7.1 7.1 0.0

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

94－ 182 －



（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院から
の許可が
出なかっ
た

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

171 76.6 1.8 31.0 24.0 15.2 1.2 22.2 1.8 5.3 -

職場に関連する対応を行った 121 77.7 1.7 27.3 28.1 18.2 1.7 19.8 2.5 3.3 -

いずれも行わなかった 46 76.1 2.2 39.1 13.0 6.5 - 28.3 - 6.5 -

覚えていない 4 50.0 - 50.0 25.0 25.0 - 25.0 - 50.0 -

（%）
療養に専
念すべき
である

会社か
ら、仕事を
することを
禁止され
ている

他の患者
に迷惑を
かけるお
それがあ
る

病状に拘
わらず、
仕事をす
ることを求
められる
ようになる

企業情報
が外部へ
出てしまう
おそれが
ある

病院から
の許可が
出なかっ
た

職場以外
でできる
仕事では
ない

その他 特に理由
はない

無回答

460 67.6 2.6 28.7 22.4 18.3 1.5 28.0 1.3 8.7 -

職場に関連する対応を行った 135 68.9 1.5 25.9 32.6 17.8 2.2 25.9 0.7 4.4 -

いずれも行わなかった 315 68.3 2.9 30.5 18.4 18.1 1.3 29.5 1.6 9.8 -

覚えていない 9 33.3 11.1 11.1 11.1 22.2 - 11.1 - 33.3 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

　　n

全体

全体

　　n

95

問26. 病院で「職場に関連する対応」をする際、病院にどのような機能・サービスがあるとよいと思いますか。（あてはまるものに全てに○） （%）
病室以外
に、本・資
料をひろ
げられる
個人のス
ペース・机

周囲の視
線や音を
さえぎるこ
とができ
るブース
や個室

パソコン、
コピー機、
FAX など
が備えつ
けられて
いるス
ペース

来客・面
会者との
面談・打
合せス
ペース

病室や共
有スペー
スのフ
リーWi-Fi
化

病室内の
電源（コン
セント数・
配置）の
充実

電子機器
や書類等
を収納・保
管できる
ロッカー
等の充実

病院内で
のPC・ス
マートフォ
ンの使用
制限（時
間・場所）
の緩和

その他 特になし 無回答

2,629 37.0 37.3 38.7 22.3 42.4 29.9 14.4 34.1 0.4 20.9 0.2

経営者・役員 118 41.5 38.1 36.4 28.8 46.6 29.7 18.6 33.9 0.8 18.6 -

会社員等の管理職 471 42.3 39.3 43.7 24.4 45.0 31.0 13.4 31.8 0.4 12.5 -

会社員等の正規社員・正規職員 1,244 37.7 37.4 37.6 21.1 41.4 29.2 15.0 32.8 0.2 22.1 0.2

会社員等の非正規社員・非正規職員 670 31.6 33.1 37.5 19.9 40.4 28.8 12.7 36.1 0.4 25.8 0.6

がん（悪性新生物） 474 36.9 37.8 36.7 24.1 44.1 28.1 14.3 31.6 0.2 19.0 0.4

心臓疾患・血管疾患 287 29.3 33.4 36.6 23.3 40.8 23.7 10.5 33.8 0.3 21.3 -

脳血管疾患 177 38.4 35.0 40.7 28.8 40.7 24.3 13.0 31.1 1.1 18.1 -

呼吸器系疾患 14 50.0 64.3 35.7 28.6 64.3 57.1 28.6 57.1 - 14.3 -

肝疾患 141 31.9 40.4 42.6 20.6 30.5 28.4 13.5 29.1 - 24.8 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 22 45.5 59.1 59.1 40.9 59.1 40.9 31.8 59.1 - 13.6 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 535 36.8 30.8 37.2 17.8 35.5 25.0 12.1 27.7 0.2 27.5 0.2

外傷・骨折 177 44.1 45.2 39.5 29.9 54.2 39.0 13.0 35.6 - 11.9 -

心療内科・精神科疾患 291 32.0 35.7 29.6 17.5 36.1 27.8 15.1 30.2 - 32.6 0.3

難病（指定難病か否かは問わない） 407 41.0 39.3 45.5 21.6 47.7 36.9 17.7 43.0 1.0 13.5 0.2

男性 1,651 35.7 34.9 37.9 22.7 38.7 27.9 13.7 30.4 0.5 22.4 0.1

女性 978 39.2 41.3 40.1 21.7 48.6 33.2 15.5 40.4 0.2 18.5 0.5

20代 134 49.3 45.5 45.5 25.4 53.0 32.1 15.7 29.9 - 11.9 -

30代 408 45.1 42.2 41.7 24.3 49.8 38.7 17.4 40.2 0.7 16.4 0.2

40代 876 39.2 40.6 39.0 23.7 45.3 31.4 16.4 36.4 0.2 19.5 0.2

50代 951 32.8 33.6 37.4 20.0 38.9 25.9 11.9 31.5 0.5 23.0 0.3

60～64歳 260 26.2 27.3 34.2 21.2 28.1 24.2 11.5 28.5 - 29.6 -

（%）
病室以外
に、本・資
料をひろ
げられる
個人のス
ペース・机

周囲の視
線や音を
さえぎるこ
とができ
るブース
や個室

パソコン、
コピー機、
FAX など
が備えつ
けられて
いるス
ペース

来客・面
会者との
面談・打
合せス
ペース

病室や共
有スペー
スのフ
リーWi-Fi
化

病室内の
電源（コン
セント数・
配置）の
充実

電子機器
や書類等
を収納・保
管できる
ロッカー
等の充実

病院内で
のPC・ス
マートフォ
ンの使用
制限（時
間・場所）
の緩和

その他 特になし 無回答

2,503 37.1 36.6 38.7 21.7 42.1 29.4 14.2 33.6 0.4 21.1 0.2

50人未満 578 33.4 34.6 36.3 20.8 39.6 29.2 12.5 33.7 0.2 26.5 -

50～300 人未満 627 37.8 35.7 38.6 22.2 42.9 27.4 13.2 33.8 0.3 20.7 -

300 人～1,000 人未満 394 36.3 33.8 42.1 22.3 43.9 30.5 15.5 31.2 1.0 15.2 -

1,000 人～3,000 人未満 262 39.7 41.6 41.2 26.7 43.9 30.5 18.3 36.6 0.4 17.9 -

3,000 人以上 517 40.6 40.0 37.3 21.9 42.7 30.2 13.7 33.1 0.2 20.5 -

　（対象：入院中や通
院時等に、「病院で
も、対応できる方がよ
い」または「どちらとも
いえない」と回答した
人（n=2,629）
※「特になし」のみ排
他項目）

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

全体

従
業
員
規
模

別

　　n

　　n

96－ 183 －



（%）
病室以外
に、本・資
料をひろ
げられる
個人のス
ペース・机

周囲の視
線や音を
さえぎるこ
とができ
るブース
や個室

パソコン、
コピー機、
FAX など
が備えつ
けられて
いるス
ペース

来客・面
会者との
面談・打
合せス
ペース

病室や共
有スペー
スのフ
リーWi-Fi
化

病室内の
電源（コン
セント数・
配置）の
充実

電子機器
や書類等
を収納・保
管できる
ロッカー
等の充実

病院内で
のPC・ス
マートフォ
ンの使用
制限（時
間・場所）
の緩和

その他 特になし 無回答

2,244 36.1 35.6 38.1 20.9 40.6 28.8 13.5 33.1 0.3 22.2 0.2

働き方を変える必要はない 1,531 36.4 34.1 38.1 18.8 39.5 27.6 12.0 31.9 0.3 22.7 0.2

一時的に働き方を変える必要がある 252 42.1 42.9 40.5 29.8 48.8 29.8 14.3 36.1 0.4 11.9 -

働き方を変える必要がある 160 36.9 38.8 41.9 28.8 41.9 35.6 22.5 34.4 0.6 21.3 -

分からない、聞いていない 301 29.2 35.2 34.2 19.6 38.5 30.6 15.6 35.5 0.3 28.9 0.7

（%）
病室以外
に、本・資
料をひろ
げられる
個人のス
ペース・机

周囲の視
線や音を
さえぎるこ
とができ
るブース
や個室

パソコン、
コピー機、
FAX など
が備えつ
けられて
いるス
ペース

来客・面
会者との
面談・打
合せス
ペース

病室や共
有スペー
スのフ
リーWi-Fi
化

病室内の
電源（コン
セント数・
配置）の
充実

電子機器
や書類等
を収納・保
管できる
ロッカー
等の充実

病院内で
のPC・ス
マートフォ
ンの使用
制限（時
間・場所）
の緩和

その他 特になし 無回答

905 39.7 39.0 40.2 28.7 47.2 31.4 15.4 35.4 0.4 14.4 0.1

3日以内 88 34.1 33.0 31.8 15.9 47.7 31.8 12.5 35.2 - 14.8 1.1

4日から7日以内 212 37.7 34.0 36.3 25.9 48.1 28.3 10.4 36.8 - 17.0 -

8日から14日以内 222 43.7 41.9 46.8 27.5 48.6 34.2 19.4 38.7 - 11.7 -

15日から30日以内 180 35.6 37.2 39.4 37.2 43.3 27.2 16.7 30.0 0.6 18.3 -

31日～60日 97 40.2 46.4 43.3 25.8 48.5 36.1 14.4 34.0 1.0 12.4 -

61日より長期 106 46.2 44.3 39.6 35.8 47.2 34.0 17.9 35.8 1.9 9.4 -

（%）
病室以外
に、本・資
料をひろ
げられる
個人のス
ペース・机

周囲の視
線や音を
さえぎるこ
とができ
るブース
や個室

パソコン、
コピー機、
FAX など
が備えつ
けられて
いるス
ペース

来客・面
会者との
面談・打
合せス
ペース

病室や共
有スペー
スのフ
リーWi-Fi
化

病室内の
電源（コン
セント数・
配置）の
充実

電子機器
や書類等
を収納・保
管できる
ロッカー
等の充実

病院内で
のPC・ス
マートフォ
ンの使用
制限（時
間・場所）
の緩和

その他 特になし 無回答

2,352 36.6 35.7 38.2 21.4 41.4 29.2 13.4 33.4 0.3 21.8 0.3

週に1回以上 169 45.0 39.1 37.3 30.2 57.4 42.0 16.6 39.1 0.6 13.0 0.6

月に2～3回程度 274 41.2 39.4 39.4 24.5 45.3 33.9 17.5 33.6 0.4 17.2 0.4

月に1回程度 870 33.4 36.0 37.4 19.8 39.8 28.0 13.6 32.8 0.3 24.1 0.1

3か月に1～2 回程度 808 36.0 32.8 38.1 19.7 37.4 26.2 11.6 31.8 0.2 23.0 0.4

半年に1回程度 144 36.1 38.2 37.5 22.2 42.4 25.0 9.0 32.6 0.0 22.9 0.0

1年に1 回程度 84 41.7 35.7 46.4 25.0 48.8 35.7 16.7 44.0 0.0 17.9 0.0

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

全体

　　n

　　n

　　n

97

（%）
病室以外
に、本・資
料をひろ
げられる
個人のス
ペース・机

周囲の視
線や音を
さえぎるこ
とができ
るブース
や個室

パソコン、
コピー機、
FAX など
が備えつ
けられて
いるス
ペース

来客・面
会者との
面談・打
合せス
ペース

病室や共
有スペー
スのフ
リーWi-Fi
化

病室内の
電源（コン
セント数・
配置）の
充実

電子機器
や書類等
を収納・保
管できる
ロッカー
等の充実

病院内で
のPC・ス
マートフォ
ンの使用
制限（時
間・場所）
の緩和

その他 特になし 無回答

905 39.7 39.0 40.2 28.7 47.2 31.4 15.4 35.4 0.4 14.4 0.1

職場に関連する対応を行った 764 42.0 40.6 42.4 31.8 49.3 33.8 16.6 36.4 0.5 11.1 -

いずれも行わなかった 128 28.1 31.3 28.9 12.5 35.9 20.3 9.4 29.7 - 30.5 0.8

覚えていない 13 15.4 23.1 23.1 7.7 30.8 - - 30.8 - 46.2 -

（%）
病室以外
に、本・資
料をひろ
げられる
個人のス
ペース・机

周囲の視
線や音を
さえぎるこ
とができ
るブース
や個室

パソコン、
コピー機、
FAX など
が備えつ
けられて
いるス
ペース

来客・面
会者との
面談・打
合せス
ペース

病室や共
有スペー
スのフ
リーWi-Fi
化

病室内の
電源（コン
セント数・
配置）の
充実

電子機器
や書類等
を収納・保
管できる
ロッカー
等の充実

病院内で
のPC・ス
マートフォ
ンの使用
制限（時
間・場所）
の緩和

その他 特になし 無回答

2,352 36.6 35.7 38.2 21.4 41.4 29.2 13.4 33.4 0.3 21.8 0.3

職場に関連する対応を行った 1,042 43.9 41.7 42.4 27.5 48.3 34.2 15.0 35.7 0.2 12.3 -

いずれも行わなかった 1,228 31.2 30.9 34.8 16.4 35.7 25.2 12.2 31.4 0.4 29.3 0.5

覚えていない 79 22.8 27.8 35.4 17.7 36.7 25.3 11.4 32.9 - 31.6 -

入
院
中
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

通
院
時
の

病
院
内
で

の
対
応

有
無
別

全体

全体

　　n

　　n

98－ 184 －



問27. あなたが、現在働いている企業・団体の従業員規模はどのくらいですか。（1 つに○）　 （%）
50人未満 50～300

人未満
300 人～
1,000 人
未満

1,000 人
～3,000
人未満

3,000 人
以上

わからな
い

無回答

2,862 22.6 24.8 15.7 10.7 21.5 4.5 0.2

経営者・役員 130 73.1 16.9 3.8 3.1 3.1 - -

会社員等の管理職 539 15.6 25.4 21.5 12.2 24.9 0.2 0.2

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 19.8 24.8 15.5 11.8 25.5 2.4 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 24.2 25.7 14.0 8.7 14.5 12.3 0.5

がん（悪性新生物） 517 25.7 22.4 16.2 10.3 21.3 3.7 0.4

心臓疾患・血管疾患 332 22.3 28.6 16.3 9.6 20.5 2.7 -

脳血管疾患 182 20.3 22.5 22.5 10.4 22.5 1.6 -

呼吸器系疾患 17 5.9 23.5 5.9 11.8 52.9 - -

肝疾患 159 18.2 30.8 15.1 10.1 22.6 3.1 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 24 29.2 20.8 16.7 12.5 16.7 4.2 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 601 23.0 26.5 15.8 10.8 19.8 3.8 0.3

外傷・骨折 182 17.0 22.5 17.0 15.9 22.0 5.5 -

心療内科・精神科疾患 308 22.1 22.1 11.7 10.4 25.3 8.1 0.3

難病（指定難病か否かは問わない） 431 25.8 23.9 15.3 8.6 18.8 7.4 0.2

男性 1,865 20.5 25.8 15.3 11.9 24.2 2.1 0.1

女性 997 26.6 22.9 16.4 8.3 16.2 9.0 0.5

20代 141 17.0 24.8 17.7 12.8 17.0 10.6 -

30代 435 19.5 22.3 17.7 12.4 21.4 6.4 0.2

40代 934 25.3 25.9 14.7 9.5 20.1 4.3 0.2

50代 1,063 22.1 24.6 15.6 10.1 23.9 3.3 0.4

60～64歳 289 23.2 25.6 15.6 12.8 19.0 3.8 -

（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・
団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公
務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体職員・公
務員等の非正規社員・非正規職員」と回答した人
（n=2,862））

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

　　n

性
別

年
代
別

99

（%）
50人未満 50～300

人未満
300 人～
1,000 人
未満

1,000 人
～3,000
人未満

3,000 人
以上

わからな
い

無回答

2,862 22.6 24.8 15.7 10.7 21.5 4.5 0.2

50人未満 647 100.0 - - - - - -

50～300 人未満 710 - 100.0 - - - - -

300 人～1,000 人未満 450 - - 100.0 - - - -

1,000 人～3,000 人未満 305 - - - 100.0 - - -

3,000 人以上 614 - - - - 100.0 - -

（%）
50人未満 50～300

人未満
300 人～
1,000 人
未満

1,000 人
～3,000
人未満

3,000 人
以上

わからな
い

無回答

2,561 23.1 24.9 16.0 10.2 21.0 4.6 0.2

働き方を変える必要はない 1,759 22.2 25.0 16.0 10.3 22.0 4.3 0.2

一時的に働き方を変える必要がある 273 22.3 24.5 16.5 8.8 24.5 3.3 -

働き方を変える必要がある 186 22.6 24.7 18.8 12.9 17.2 3.8 -

分からない、聞いていない 343 28.3 24.8 14.0 9.3 15.5 7.6 0.6

（%）
50人未満 50～300

人未満
300 人～
1,000 人
未満

1,000 人
～3,000
人未満

3,000 人
以上

わからな
い

無回答

990 23.6 23.1 17.4 11.2 21.3 3.2 0.1

3日以内 104 27.9 17.3 15.4 11.5 25.0 1.9 1.0

4日から7日以内 229 25.8 19.2 20.5 13.1 16.6 4.8 -

8日から14日以内 250 21.6 28.4 14.8 11.6 19.6 4.0 -

15日から30日以内 191 25.7 25.1 15.2 11.0 19.9 3.1 -

31日～60日 101 21.8 20.8 19.8 8.9 26.7 2.0 -

61日より長期 115 18.3 23.5 20.0 8.7 28.7 0.9 -

（%）
50人未満 50～300

人未満
300 人～
1,000 人
未満

1,000 人
～3,000
人未満

3,000 人
以上

わからな
い

無回答

2,692 22.9 25.0 15.6 10.3 21.4 4.6 0.3

週に1回以上 183 20.2 28.4 15.8 9.3 20.8 4.9 0.5

月に2～3回程度 296 19.9 23.3 16.9 9.8 23.0 6.8 0.3

月に1回程度 1,007 25.2 24.0 14.0 10.1 21.4 5.1 0.2

3か月に1～2 回程度 938 22.5 27.4 15.6 10.2 20.0 3.9 0.3

半年に1回程度 169 20.7 15.4 18.9 14.8 27.2 3.0 0.0

1年に1 回程度 95 20.0 28.4 23.2 7.4 20.0 1.1 0.0

　　n

　　n

　　n

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

100－ 185 －



問28. あなたが働いている企業・団体の業種を教えてください。（1 つに○）　 （%）
建設業 製造業 電気・ガ

ス・熱供
給・水道

情報通信
業

運輸業、
郵便業

卸売業、
小売業

金融業、
保険業

不動産業 飲食業、
宿泊業

医療、福
祉

教育、学
習支援業

その他
サービス
業

その他 無回答

2,862 5.2 19.8 2.0 6.6 5.5 10.9 5.3 2.1 2.2 11.8 5.4 16.5 6.4 0.2

経営者・役員 130 13.1 12.3 3.8 4.6 6.2 9.2 3.8 7.7 3.8 8.5 2.3 18.5 6.2 -

会社員等の管理職 539 6.1 24.7 2.4 8.9 3.2 11.7 7.1 3.0 1.7 7.8 3.3 14.7 5.4 0.2

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 5.2 21.7 2.0 6.5 5.9 9.2 4.9 1.5 1.2 13.8 5.6 15.5 6.9 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 3.1 14.3 1.4 5.6 6.3 13.9 5.1 1.4 4.2 11.5 7.1 19.3 6.2 0.5

がん（悪性新生物） 517 5.2 18.8 2.1 3.9 4.1 12.8 6.2 1.5 1.9 12.2 7.5 16.2 7.2 0.4

心臓疾患・血管疾患 332 6.0 24.4 2.7 4.8 6.0 11.7 3.9 1.8 1.8 12.0 5.1 13.3 6.3 -

脳血管疾患 182 7.1 15.9 2.2 8.8 7.7 8.8 6.6 2.7 2.7 11.0 3.8 16.5 6.0 -

呼吸器系疾患 17 - 35.3 - 11.8 - 5.9 11.8 - - 11.8 - 17.6 5.9 -

肝疾患 159 8.2 22.6 3.1 6.3 8.8 10.1 5.0 - 2.5 10.1 6.3 10.7 6.3 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 24 8.3 29.2 - 8.3 4.2 4.2 4.2 - 4.2 8.3 4.2 16.7 8.3 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 601 5.5 18.8 2.0 8.2 8.5 10.1 4.7 2.0 2.0 8.8 4.2 19.0 6.0 0.3

外傷・骨折 182 2.2 23.1 3.8 5.5 5.5 8.2 4.9 2.7 3.3 12.6 5.5 15.9 6.6 -

心療内科・精神科疾患 308 3.9 20.8 2.3 7.5 2.3 12.3 5.5 2.6 3.2 10.1 5.5 20.1 3.6 0.3

難病（指定難病か否かは問わない） 431 3.9 16.9 0.7 7.7 3.9 11.6 4.9 2.6 1.4 15.8 6.0 17.2 7.2 0.2

男性 1,865 5.7 23.6 2.3 7.8 6.9 10.1 4.7 2.1 1.6 6.8 4.8 17.3 6.2 0.1

女性 997 4.2 12.8 1.5 4.5 2.9 12.4 6.4 2.0 3.3 21.3 6.5 14.9 6.6 0.5

20代 141 2.8 18.4 2.1 9.2 2.8 10.6 5.0 2.1 3.5 16.3 5.0 16.3 5.7 -

30代 435 4.1 20.5 1.4 3.9 3.2 11.5 3.9 1.6 3.2 21.1 6.0 14.5 4.8 0.2

40代 934 6.1 18.7 2.2 8.0 5.8 11.6 5.8 1.5 2.5 12.6 4.1 15.4 5.5 0.2

50代 1,063 5.3 21.2 2.2 6.4 6.8 10.3 5.4 2.4 1.6 7.7 5.8 17.2 7.4 0.4

60～64歳 289 4.5 18.3 1.7 5.9 4.5 10.4 5.9 3.1 1.4 8.3 7.6 20.4 8.0 -
（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規
職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答した人（n=2,862））

　　n

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

101

（%）
建設業 製造業 電気・ガ

ス・熱供
給・水道

情報通信
業

運輸業、
郵便業

卸売業、
小売業

金融業、
保険業

不動産業 飲食業、
宿泊業

医療、福
祉

教育、学
習支援業

その他
サービス
業

その他 無回答

2,862 5.2 19.8 2.0 6.6 5.5 10.9 5.3 2.1 2.2 11.8 5.4 16.5 6.4 0.2

50人未満 647 10.8 13.0 2.0 4.3 3.4 14.4 1.5 3.7 3.2 13.3 7.0 18.9 4.5 -

50～300 人未満 710 4.4 21.3 1.4 8.2 5.8 10.1 2.0 1.8 2.1 16.5 5.6 16.9 3.9 -

300 人～1,000 人未満 450 4.2 20.4 1.6 8.2 6.2 10.0 4.4 1.1 2.7 14.9 4.9 14.2 7.1 -

1,000 人～3,000 人未満 305 3.3 22.3 2.6 7.2 5.6 8.5 8.2 1.6 0.3 9.2 3.0 18.4 9.8 -

3,000 人以上 614 2.6 26.5 2.9 5.9 7.2 8.1 12.5 1.8 1.3 5.2 3.9 13.0 9.0 -

（%）
建設業 製造業 電気・ガ

ス・熱供
給・水道

情報通信
業

運輸業、
郵便業

卸売業、
小売業

金融業、
保険業

不動産業 飲食業、
宿泊業

医療、福
祉

教育、学
習支援業

その他
サービス
業

その他 無回答

2,561 5.2 19.7 2.0 6.8 5.3 11.3 5.2 2.0 2.0 11.7 5.5 16.6 6.6 0.2

働き方を変える必要はない 1,759 5.5 20.0 2.0 6.1 5.1 10.9 5.5 1.8 1.8 12.0 5.3 16.7 7.2 0.2

一時的に働き方を変える必要がある 273 5.1 19.8 2.2 5.9 4.4 13.2 6.2 4.0 2.2 10.6 7.7 16.1 2.6 -

働き方を変える必要がある 186 4.3 20.4 1.1 13.4 10.8 10.2 3.8 1.6 3.2 7.5 4.3 14.5 4.8 -

分からない、聞いていない 343 4.4 18.1 2.6 7.0 4.7 12.2 4.1 1.5 2.0 13.1 5.2 17.2 7.3 0.6

（%）
建設業 製造業 電気・ガ

ス・熱供
給・水道

情報通信
業

運輸業、
郵便業

卸売業、
小売業

金融業、
保険業

不動産業 飲食業、
宿泊業

医療、福
祉

教育、学
習支援業

その他
サービス
業

その他 無回答

990 6.1 20.8 2.5 5.7 6.0 10.5 5.5 1.8 2.1 11.5 4.9 15.9 6.7 0.1

3日以内 104 4.8 20.2 5.8 5.8 7.7 7.7 3.8 4.8 1.0 11.5 6.7 14.4 4.8 1.0

4日から7日以内 229 6.1 17.0 3.1 5.7 4.8 11.4 3.5 0.9 2.6 12.2 7.4 17.9 7.4 -

8日から14日以内 250 5.2 21.2 2.0 6.0 6.4 11.2 8.8 1.6 2.4 13.6 2.0 14.0 5.6 -

15日から30日以内 191 5.2 23.6 1.6 3.7 5.8 9.4 4.2 1.6 2.1 11.5 6.3 18.3 6.8 -

31日～60日 101 7.9 23.8 2.0 4.0 6.9 5.9 5.0 3.0 4.0 8.9 3.0 15.8 9.9 -

61日より長期 115 8.7 20.9 1.7 9.6 5.2 15.7 6.1 0.9 - 7.8 4.3 13.0 6.1 -

（%）
建設業 製造業 電気・ガ

ス・熱供
給・水道

情報通信
業

運輸業、
郵便業

卸売業、
小売業

金融業、
保険業

不動産業 飲食業、
宿泊業

医療、福
祉

教育、学
習支援業

その他
サービス
業

その他 無回答

2,692 5.2 19.8 2.1 6.6 5.2 11.0 5.3 2.0 2.0 11.8 5.6 16.7 6.4 0.3

週に1回以上 183 3.3 19.7 3.3 8.7 3.3 10.9 6.6 2.2 3.3 10.9 5.5 16.9 4.9 0.5

月に2～3回程度 296 3.0 23.3 2.7 8.4 4.1 10.5 5.1 0.7 2.0 10.5 6.8 18.2 4.4 0.3

月に1回程度 1,007 5.7 19.2 1.5 7.1 6.4 11.0 5.1 2.5 2.5 9.3 5.2 18.2 6.3 0.2

3か月に1～2 回程度 938 5.8 19.7 2.2 5.4 5.2 11.1 5.3 1.9 1.2 13.4 5.9 15.6 6.9 0.3

半年に1回程度 169 4.7 18.3 2.4 5.3 3.0 10.7 6.5 2.4 2.4 17.8 4.7 12.4 9.5 0.0

1年に1 回程度 95 6.3 20.0 3.2 4.2 4.2 11.6 4.2 0.0 2.1 16.8 5.3 15.8 6.3 0.0

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

全体

　　n

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

　　n

　　n

　　n

102－ 186 －



問29. あなたの主な業務内容を教えて下さい。（1 つに○） （%）
事務・情
報処理業
務

製造・建
築業務

販売・営
業・サービ
ス

研究・開
発・設計
業務

その他 無回答

2,862 38.6 10.2 25.1 9.6 16.2 0.3

経営者・役員 130 36.2 6.9 30.0 3.8 23.1 -

会社員等の管理職 539 41.2 8.5 27.1 12.6 10.2 0.4

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 37.6 10.8 22.7 12.7 16.0 0.1

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 39.1 10.9 27.4 2.5 19.7 0.5

がん（悪性新生物） 517 41.4 8.1 25.3 8.7 16.1 0.4

心臓疾患・血管疾患 332 37.3 11.1 25.9 9.9 15.4 0.3

脳血管疾患 182 35.2 11.5 24.7 9.9 18.7 -

呼吸器系疾患 17 35.3 - 41.2 17.6 5.9 -

肝疾患 159 38.4 13.8 22.6 6.9 18.2 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 24 33.3 16.7 16.7 4.2 29.2 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 601 33.9 10.5 26.8 9.3 19.1 0.3

外傷・骨折 182 25.8 16.5 29.7 13.2 14.8 -

心療内科・精神科疾患 308 43.8 8.1 25.0 9.1 13.6 0.3

難病（指定難病か否かは問わない） 431 45.0 10.2 21.6 9.5 13.5 0.2

男性 1,865 32.9 12.5 25.5 12.8 16.1 0.2

女性 997 49.3 5.9 24.4 3.5 16.3 0.5

20代 141 38.3 12.1 31.2 4.3 14.2 -

30代 435 39.5 12.6 25.3 8.7 13.6 0.2

40代 934 40.4 11.2 25.5 8.6 14.1 0.2

50代 1,063 37.0 8.3 24.4 11.3 18.6 0.5

60～64歳 289 37.7 9.7 23.2 10.4 19.0 -

全体

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

　（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・
公務員等の管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正
規職員」「会社員・団体職員・公務員等の非正規社員・非正規職
員」と回答した人（n=2,862））

　　n

年
代
別

103

（%）
事務・情
報処理業
務

製造・建
築業務

販売・営
業・サービ
ス

研究・開
発・設計
業務

その他 無回答

2,862 38.6 10.2 25.1 9.6 16.2 0.3

50人未満 647 35.2 12.2 26.7 7.4 18.4 -

50～300 人未満 710 35.9 13.0 26.9 6.8 17.3 0.1

300 人～1,000 人未満 450 41.1 9.6 24.7 9.6 15.1 -

1,000 人～3,000 人未満 305 42.6 8.9 18.7 14.4 15.4 -

3,000 人以上 614 43.0 7.5 23.6 14.0 11.9 -

（%）
事務・情
報処理業
務

製造・建
築業務

販売・営
業・サービ
ス

研究・開
発・設計
業務

その他 無回答

2,561 39.0 9.9 25.1 9.7 16.0 0.3

働き方を変える必要はない 1,759 39.1 8.7 25.1 10.2 16.6 0.3

一時的に働き方を変える必要がある 273 40.7 12.5 24.2 8.1 14.7 -

働き方を変える必要がある 186 37.6 10.8 28.0 10.8 12.9 -

分からない、聞いていない 343 37.9 13.7 24.2 8.2 15.5 0.6

（%）
事務・情
報処理業
務

製造・建
築業務

販売・営
業・サービ
ス

研究・開
発・設計
業務

その他 無回答

990 38.9 11.1 26.1 8.6 15.2 0.2

3日以内 104 30.8 8.7 33.7 8.7 17.3 1.0

4日から7日以内 229 38.4 10.0 27.1 10.9 13.5 -

8日から14日以内 250 44.0 10.8 19.6 9.6 15.6 0.4

15日から30日以内 191 37.2 11.0 29.3 7.3 15.2 -

31日～60日 101 39.6 15.8 24.8 4.0 15.8 -

61日より長期 115 38.3 12.2 27.0 7.8 14.8 -

（%）
事務・情
報処理業
務

製造・建
築業務

販売・営
業・サービ
ス

研究・開
発・設計
業務

その他 無回答

2,692 39.0 9.9 25.0 9.6 16.2 0.3

週に1回以上 183 39.3 6.6 25.1 13.1 15.3 0.5

月に2～3回程度 296 37.8 9.1 24.3 12.5 15.9 0.3

月に1回程度 1,007 38.4 11.1 26.0 8.1 16.1 0.2

3か月に1～2 回程度 938 40.2 9.4 23.8 9.1 17.2 0.4

半年に1回程度 169 37.9 8.9 24.3 13.0 16.0 0.0

1年に1 回程度 95 37.9 12.6 29.5 8.4 11.6 0.0

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

通
院
頻
度
別

全体

従
業
員
規
模

別

　　n

　　n

　　n

　　n

104－ 187 －



問30．あなたの現在の仕事は、在宅勤務やサテライトオフィス勤務など、職場以外でもできる仕事ですか。（１つに○）
できる できない わからな

い
無回答 （%）

2,862 24.8 60.0 14.8 0.3

経営者・役員 130 50.0 38.5 11.5 -

会社員等の管理職 539 38.4 48.4 12.8 0.4

会社員等の正規社員・正規職員 1,430 23.8 59.9 16.0 0.2

会社員等の非正規社員・非正規職員 763 12.8 72.1 14.5 0.5

がん（悪性新生物） 517 25.7 60.0 13.7 0.6

心臓疾患・血管疾患 332 28.9 57.8 13.0 0.3

脳血管疾患 182 30.8 53.3 15.9 -

呼吸器系疾患 17 47.1 47.1 5.9 -

肝疾患 159 28.3 57.9 13.8 -

消化器系疾患（肝疾患を除く） 24 29.2 50.0 20.8 -

糖尿病・高血圧・高脂血症・腎疾患 601 24.3 60.6 14.8 0.3

外傷・骨折 182 23.6 61.5 14.8 -

心療内科・精神科疾患 308 17.9 64.9 16.9 0.3

難病（指定難病か否かは問わない） 431 21.1 62.4 16.2 0.2

男性 1,865 28.6 56.6 14.7 0.2

女性 997 17.9 66.5 15.0 0.6

20代 141 20.6 63.8 15.6 -

30代 435 24.6 61.4 13.6 0.5

40代 934 25.2 60.0 14.7 0.2

50代 1,063 26.1 58.4 15.1 0.5

60～64歳 289 21.8 62.3 15.9 -

全体

　（対象：現在の職業について「経営者・役員」「会社員・団体職員・公務員等の
管理職」「会社員・団体職員・公務員等の正規社員・正規職員」「会社員・団体
職員・公務員等の非正規社員・非正規職員」と回答した人（n=2,862））

現
在

の
職
業
別

主
な
傷
病
別

性
別

年
代
別

　　n

105

（%）
できる できない わからな

い
無回答

2,862 24.8 60.0 14.8 0.3

50人未満 647 23.5 60.4 16.1 -

50～300 人未満 710 21.8 64.8 13.2 0.1

300 人～1,000 人未満 450 27.6 58.2 14.2 -

1,000 人～3,000 人未満 305 26.6 59.7 13.8 -

3,000 人以上 614 31.3 53.3 15.3 0.2

（%）
できる できない わからな

い
無回答

2,561 24.7 60.2 14.8 0.3

働き方を変える必要はない 1,759 25.8 60.5 13.4 0.3

一時的に働き方を変える必要がある 273 30.8 54.9 14.3 -

働き方を変える必要がある 186 26.3 60.8 12.9 -

分からない、聞いていない 343 13.4 63.0 23.0 0.6

（%）
できる できない わからな

い
無回答

990 28.1 57.0 14.6 0.3

3日以内 104 26.0 59.6 12.5 1.9

4日から7日以内 229 27.1 63.3 9.6 -

8日から14日以内 250 27.2 56.4 16.0 0.4

15日から30日以内 191 31.4 57.1 11.5 -

31日～60日 101 26.7 50.5 22.8 -

61日より長期 115 29.6 48.7 21.7 -

（%）
できる できない わからな

い
無回答

2,692 23.9 60.7 15.0 0.3

週に1回以上 183 27.3 57.9 13.7 1.1

月に2～3回程度 296 25.3 57.8 16.6 0.3

月に1回程度 1,007 22.9 61.2 15.7 0.2

3か月に1～2 回程度 938 23.6 61.6 14.4 0.4

半年に1回程度 169 25.4 58.6 16.0 0.0

1年に1 回程度 95 24.2 65.3 10.5 0.0

全体

直
近
の
入
院
期

間
別

全体

全体

従
業
員
規
模

別

全体

働
き
方
の
変

更

（
医
師
の

見
通
し

）
別

通
院
頻
度
別

　　n

　　n

　　n

　　n
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Ⅲ．患者に対するヒアリング調査 個票 

１ 病院内テレワークの意向有り（3８票） 1 

２ 病院内テレワークの意向無し（55 票） 40 
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1 

病
院

内
テ

レ
ワ

ー
ク

の
意

向
有

り
（

3
８

票
）

 

調
査

N
O

 
M

01
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/3

0
代

 

業
種

・規
模

 
運

輸
業

・郵
便

業
、

従
業

員
30

0～
1,

00
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

・通
勤

は
電

車
で

30
分

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

※
会

社
で

は
業

務
の

持
ち

出
し

禁
止

。
 

・
「
傷

病
休

暇
制

度
/
傷

病
手

当
制

度
」
は

有
り

。
利

用
経

験
は

な
い

が
充

実
し

て
い

る
（休

職
３
ヵ

月
は

10
0％

給
与

支
払

い
有

り
、

そ
の

後
１
年

間
は

減
額

で

の
支

払
い

、
最

大
３
年

間
の

休
職

可
能

）。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

り
。

 

・
人

事
部

に
相

談
し

た
結

果
、

外
回

り
か

ら
内

勤
に

異
動

さ
せ

て
く

れ
、

勤
務

時

間
帯

を
透

析
時

間
に

合
わ

せ
30

分
早

め
て

、
8：

00
-1

6：
45

に
変

更
し

て
く

れ

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・透

析
：週

３
回

、
18

時
か

ら
４
時

間
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
は

電
車

で
30

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
就

業
時

間
内

に
仕

事
を

完
了

で
き

な
っ

た
場

合
、

同
僚

か
ら

引
き

継
ぎ

確
認

の
電

話
や

携
帯

メ
ー

ル
が

来
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・大

学
生

の
と

き
に

14
日

間
の

検
査

入
院

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

治
療

中
で

も
仕

事
が

で
き

る
の

は
良

い
。

仕
事

す
る

こ
と

は
「や

り
が

い
」
に

な
り

、
人

が
生

き
て

行
く

う
え

で
必

要
な

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

次
に

報

酬
が

来
る

が
、

長
期

入
院

時
に

収
入

が
確

保
で

き
る

の
は

有
り

難
い

。
 

・
病

院
内

に
専

用
ス

ペ
ー

ス
（
ビ

ジ
ネ

ス
セ

ン
タ

ー
機

能
）
が

あ
れ

ば
便

利
だ

と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・私
自

身
は

現
在

（会
社

の
傷

病
制

度
や

配
慮

）が
恵

ま
れ

て
い

る
の

で
、

会
社

へ
の

要
望

は
な

い
。

 

・
透

析
患

者
は

、
働

き
た

く
て

も
働

け
な

い
（
雇

用
さ

れ
な

い
）
人

も
多

い
。

雇
用

促
進

に
努

め
て

も
ら

い
た

い
。

 

2 

調
査

N
O

 
M

02
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
40

代
 

業
種

・規
模

 
教

育
・学

習
支

援
、

従
業

員
1,

00
0～

3,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」
は

無
し

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

の
問

題
で

、
社

外
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

は
禁

止
さ

れ
て

い
る

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

利
用

は
可

能
。

管
理

職
以

上
に

は
業

務
用

に
iP

ad
が

支
給

さ
れ

て
い

る
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」無

し
。

「傷
病

手
当

制
度

」は
有

っ
て

利
用

し
た

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

と
そ

の
他

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

無
し

。
上

司
の

理
解

、
職

場
の

サ
ポ

ー
ト
に

よ
り

仕
事

に
支

障
は

な
い

。
 

・視
力

低
下

は
あ

る
も

の
の

、
仕

事
に

支
障

は
な

く
、

通
院

治
療

を
継

続
し

な
が

ら
仕

事
を

続
け

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・眼

科
は

２
ヵ

月
に

１
回

で
半

日
の

治
療

（平
日

で
有

休
利

用
）。

 

・皮
膚

科
は

週
１
回

で
１
～

２
時

間
の

治
療

（会
社

休
み

の
土

曜
日

に
通

院
）。

 

通
院

所
要

時
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
事

前
調

整
の

う
え

で
の

通
院

の
た

め
、

職
場

と
連

絡
を

取
り

合
う
必

要
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
 

入
院

期
間

 
・治

療
入

院
で

１
ヵ

月
間

、
緊

急
手

術
で

14
日

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
治

療
入

院
は

事
前

調
整

の
う

え
で

の
入

院
で

あ
っ

た
た

め
、

病
状

報
告

な
ど

数
回

の
み

。
手

術
入

院
は

急
な

入
院

だ
っ

た
た

め
、

十
分

な
引

き
継

ぎ
が

で
き

ず
、

部
下

へ
の

指
示

は
、

ス
マ

ホ
で

社
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
ア

ク
セ

ス
し

、

必
要

な
ス

レ
ッ

ド
に

書
き

込
み

を
行

っ
て

対
応

し
た

。
 

治
療

中
（病

院
）に

お
け

る
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

入
院

中
で

も
ス

マ
ホ

で
仕

事
が

で
き

る
時

代
な

の
で

、
病

院
と

し

て
も

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
だ

ろ
う
。

ビ
ジ

ネ
ス

セ
ン

タ
ー

設
備

も
あ

れ
ば

利
用

す
る

。
 

・但
し

、
治

療
中

の
こ

と
で

あ
り

、
本

人
だ

け
で

は
決

め
ら

れ
な

い
。

主
治

医
や

会

社
と

相
談

の
う
え

で
実

施
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

・
会

社
で

仕
事

を
す

る
場

合
と

同
じ

評
価

（
報

酬
）
に

は
な

ら
な

い
だ

ろ
う

し
、

制

度
化

さ
れ

会
社

側
か

ら
仕

事
を

強
要

さ
れ

体
調

悪
化

し
治

療
が

長
引

け
ば

元

も
子

も
な

い
。

便
利

な
働

き
方

だ
が

、
ケ

ー
ス

バ
イ

ケ
ー

ス
の

対
応

に
な

り
そ

う
。

 

そ
の

他
 

・多
様

な
働

き
方

を
認

め
る

方
向

性
は

良
い

と
思

う
が

、
労

働
者

が
不

利
に

な
ら

な
い

よ
う
、

第
三

者
機

関
が

制
度

を
導

入
し

た
企

業
の

チ
ェ

ッ
ク

・評
価

を
行

い

公
表

す
る

な
ど

の
仕

組
み

が
必

要
だ

と
思

う
。
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3 

調
査

N
O

 
M

03
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
運

輸
業

・郵
便

業
、

従
業

員
30

0～
1,

00
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
（現

在
は

在
宅

勤
務

と
半

々
）。

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

（罹
患

前
は

現
場

仕
事

）。
 

・現
在

、
通

勤
2

時
間

（罹
患

前
は

2.
5

時
間

）。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

有
り

（在
宅

勤
務

）。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

今
回

、
自

分
の

為
に

特
別

に
、

退
院

後
の

在
宅

勤
務

、
ま

た
、

近
い

営
業

所
・配

置
転

換
で

対
応

し
て

く
れ

た
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

無
し

、
「傷

病
手

当
制

度
」は

有
り

。
 

・休
職

は
６
ヵ

月
ま

で
、

３
ヵ

月
ま

で
は

有
休

と
な

る
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

有
り

。
現

場
訪

問
や

会
社

通
勤

は
負

担
が

大
き

い
た

め
、

透
析

日
と

重
複

し
た

場
合

は
、

透
析

変
更

を
医

師
に

依
頼

し
た

。
 

・入
院

1
ヵ

月
も

含
め

３
ヵ

月
間

の
休

職
後

、
職

場
復

帰
し

た
が

、
会

社
側

で
は

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

業
務

に
配

置
転

換
の

う
え

、
透

析
治

療
日

は
在

宅
勤

務
を

認

め
、

通
勤

時
間

の
短

い
営

業
所

に
異

動
さ

せ
て

く
れ

た
。

 

・但
し

、
給

与
は

月
額

10
万

円
減

収
と

言
わ

れ
、

障
害

年
金

支
給

と
透

析
時

間

を
踏

ま
え

、
受

け
入

れ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・透

析
は

週
３
日

。
朝

８
～

13
時

の
在

宅
勤

務
後

に
通

院
し

て
お

り
、

１
日

勤
務

日
の

扱
い

（短
時

間
で

も
1

日
と

認
定

）。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

４
時

間
の

透
析

。
 

・通
院

は
バ

イ
ク

利
用

で
10

分
（帰

り
は

身
体

に
負

担
有

り
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・午
前

透
析

（最
初

の
４
年

間
）の

際
に

は
、

医
師

の
許

可
を

得
て

、
ノ

ー
ト

P
C

と

ル
ー

タ
ー

を
ベ

ッ
ド

に
持

ち
込

み
、

片
手

で
P
C

仕
事

を
こ

な
し

て
い

た
。

但

し
、

１
時

間
程

度
が

限
界

だ
っ

た
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（３

回
）。

 

入
院

期
間

 
・緊

急
入

院
１
ヵ

月
間

、
胃

腸
炎

１
週

間
、

前
立

腺
炎

１
週

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・治
療

入
院

の
際

は
、

個
室

な
の

で
医

師
の

許
可

を
得

て
、

ノ
ー

ト
P
C

を
持

ち

込
み

、
メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

や
取

引
先

と
の

連
絡

調
整

を
実

施
。

 

・
緊

急
入

院
時

は
、

部
長

・
上

司
が

来
院

し
、

治
療

見
通

し
の

確
認

や
休

職
手

続
き

を
、

同
僚

は
仕

事
の

引
き

継
ぎ

で
病

院
に

て
打

合
せ

を
数

回
行

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・病
院

内
で

の
業

務
稼

働
を

正
式

に
認

め
ら

れ
れ

ば
、

自
分

の
入

院
時

に
、

減

給
に

な
ら

な
い

よ
う
交

渉
で

き
た

か
も

し
れ

な
い

。
 

そ
の

他
 

・（
要

望
）病

気
に

よ
っ

て
現

場
仕

事
や

肉
体

労
働

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

、
同

じ
会

社
で

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

（P
C

仕
事

）に
配

置
転

換
で

き
れ

ば
退

職
せ

ず
に

済

む
。

病
院

も
し

く
は

関
連

機
関

等
で

職
業

訓
練

的
な

こ
と

を
実

施
し

、
職

場
復

帰
を

支
援

し
て

も
ら

え
ば

、
助

か
る

人
は

多
い

と
思

う
。

 

・障
害

者
年

金
制

度
の

受
給

に
は

、
病

院
紹

介
の

社
労

士
の

支
援

有
り

。
 

4 

調
査

N
O

 
M

04
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
30

0～
1,

00
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
（管

理
職

）、
完

全
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
、

外
勤

。
 

・月
16

0
時

間
以

内
は

深
夜

や
土

日
の

労
働

も
制

限
が

な
い

。
 

・残
業

の
認

識
は

あ
ま

り
な

い
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・社
員

の
約

７
割

が
活

用
。

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
利

用
の

経
験

あ
り

。
全

て
ク

ラ
ウ

ド
の

た
め

、
Ｐ

Ｃ
と

携
帯

さ
え

あ
れ

ば
仕

事
が

で
き

る
。

テ
レ

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

出
社

は
１
週

間
に

１
回

と
い

う
人

も
い

る
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・有
り

。
会

社
は

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
を

推
進

し
て

い
る

（病
気

・私
用

理
由

で
も

活

用
可

能
）。

 

・自
宅

か
ら

10
～

15
分

く
ら

い
の

場
所

の
、

提
携

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
、

コ
ワ

ー

キ
ン

グ
ル

ー
ム

を
利

用
（自

宅
で

は
働

い
て

い
な

い
と

近
所

で
噂

さ
れ

る
の

が

嫌
だ

か
ら

）。
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
は

都
内

な
ら

ど
こ

で
も

利
用

可
だ

が
、

な
け

れ
ば

カ
フ

ェ
で

も
O

K
で

あ
る

。
 

・社
内

手
続

き
は

月
１
回

の
W

eb
申

告
で

済
む

。
仕

事
は

自
由

裁
量

制
で

あ
る

（労
働

時
間

で
は

管
理

さ
れ

て
い

な
い

）。
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
は

、
日

頃
の

コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

で
分

か
る

。
信

頼
さ

れ
て

い
る

か
ら

こ
そ

、
怠

け
ら

れ
な

い
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
、

そ
の

他
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

は
無

い
。

透
析

が
必

要
に

な
っ

た
時

に
体

力
的

・制
度

的
に

仕
事

が
で

き
る

の
か

不
安

が
あ

る
。

月
１

回
の

産
業

医
や

メ
ン

タ
ル

相
談

窓
口

の
活

用
も

可
能

だ
が

、
そ

れ
ほ

ど
重

症
で

は
な

い
た

め
利

用
経

験
は

な
い

。
 

・
糖

尿
病

の
場

合
、

医
師

か
ら

は
私

生
活

の
こ

と
く

ら
い

し
か

言
わ

れ
て

い
な

い
。

糖
尿

病
に

よ
る

仕
事

量
の

制
限

は
な

い
。

 

・職
場

で
は

、
飲

み
会

の
際

に
薬

を
飲

む
た

め
、

オ
ー

プ
ン

に
し

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・糖

尿
病

：２
～

３
週

間
に

１
回

。
 

・頸
椎

症
：１

週
間

に
１
回

、
糖

尿
病

と
は

違
う
病

院
で

予
約

制
で

は
な

い
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・糖
尿

病
は

問
診

と
採

血
で

１
時

間
程

度
。

 

・頸
椎

は
整

形
外

科
で

待
ち

時
間

が
２
時

間
ほ

ど
か

か
る

。
 

・仕
事

は
特

に
休

ま
ず

に
、

病
院

近
く

の
営

業
を

組
ん

で
調

整
し

て
い

る
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
整

形
外

科
の

待
ち

時
間

で
、

多
い

と
き

に
は

１
時

間
ほ

ど
テ

レ
ワ

ー
ク

し
て

い

る
（た

だ
し

リ
ハ

ビ
リ
で

首
を

牽
引

す
る

と
で

き
な

い
）。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・糖

尿
病

で
、

教
育

入
院

を
含

め
２
週

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・教
育

入
院

の
際

に
テ

レ
ワ

ー
ク

を
行

い
出

勤
扱

い
と

し
た

。
自

分
で

持
ち

込
ん

だ
Ｗ

ｉ-
Ｆ

ｉと
P
C

を
使

い
、

連
絡

も
普

通
に

し
て

い
た

。
全

て
自

己
申

告
制

度

で
あ

る
。

 

・音
が

出
る

た
め

病
室

で
は

で
き

ず
、

待
合

室
や

中
庭

な
ど

で
し

て
い

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
既

に
テ

レ
ワ

ー
ク

可
能

な
環

境
を

会
社

側
で

整
備

済
み

で
あ

る
。

病
院

内
で

は
、

他
の

人
に

迷
惑

を
か

け
ず

に
仕

事
が

で
き

る
環

境
が

あ
れ

ば
、

仕
事

で

き
る

と
思

う
。

一
般

の
人

は
相

部
屋

が
多

い
の

で
、

防
音

ス
ペ

ー
ス

が
あ

れ
ば

良
い

。
 

・透
析

が
必

要
に

な
っ

た
と

き
に

雇
用

し
て

く
れ

る
企

業
、

自
分

を
活

か
し

て
く

れ

る
企

業
は

多
く

は
な

い
。

今
後

、
ど

の
よ

う
な

リ
ス

ク
を

負
う

か
分

か
ら

な
い

の

で
、

今
の

会
社

で
働

き
続

け
た

い
と

思
う
。

 

－ 191 －



5 

そ
の

他
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
利

用
は

、
企

業
の

管
理

部
門

、
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

に
限

ら
れ

る

が
、

当
社

で
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
や

レ
ン

タ
ル

ス
ペ

ー
ス

、
シ

ェ
ア

オ
フ

ィ

ス
を

活
用

し
て

い
る

人
は

多
い

。
 

・W
eb

会
議

は
、

「家
の

中
が

見
え

る
か

ら
」と

嫌
が

る
人

が
い

る
。

公
共

の
場

で

職
場

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

れ
る

こ
と

が
理

想
だ

が
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

が
保

た
れ

な
い

。
 

・部
下

が
自

宅
療

養
中

に
テ

レ
ワ

ー
ク

を
2

ヵ
月

間
行

っ
た

。
顧

客
の

訪
問

以
外

の
タ

ス
ク

を
与

え
る

こ
と

で
、

何
の

支
障

も
な

か
っ

た
。

休
み

中
に

仕
事

を
す

る

こ
と

で
、

浦
島

太
郎

に
な

ら
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

は
、

会
社

に
も

都
合

が
よ

い
。

そ
の

点
を

会
社

が
理

解
す

る
か

ど
う
か

が
問

題
と

な
る

だ
ろ

う
。

 

・家
族

の
介

護
や

子
ど

も
な

ど
の

治
療

の
場

合
も

、
二

親
等

く
ら

い
ま

で
は

看
護

す
る

こ
と

が
多

い
た

め
、

テ
レ

ワ
ー

ク
の

適
用

拡
大

範
囲

に
な

れ
ば

よ
い

（
自

社
で

は
適

用
済

み
）。

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
適

用
デ

イ
の

よ
う
に

、
有

休
の

よ
う
な

枠
を

設
け

、
必

ず
20

日
は

使
う
よ

う
に

す
れ

ば
浸

透
す

る
と

思
う
。

 

・営
業

活
動

の
合

間
に

１
時

間
半

あ
れ

ば
、

会
社

に
戻

ら
ず

最
寄

り
の

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
で

仕
事

を
す

る
。

治
療

に
対

し
て

ど
う

シ
フ

ト
で

き
る

か
だ

と
思

う
。

有
休

を
超

過
す

れ
ば

休
職

と
な

り
、

収
入

も
ダ

ウ
ン

す
る

た
め

、
病

院
に

仕
事

環
境

が
あ

れ
ば

、
寝

込
ん

で
い

な
い

限
り

、
仕

事
を

す
る

。
 

6 

調
査

N
O

 
M

05
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
建

設
業

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
（管

理
職

）、
外

勤
。

 

・週
６
日

（月
曜

～
土

曜
）で

、
土

曜
日

は
隔

週
で

休
み

。
８
時

間
/日

。
 

・営
業

な
の

で
土

日
に

出
る

こ
と

も
あ

る
。

通
勤

は
車

で
15

分
程

度
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・モ
バ

イ
ル

ワ
ー

ク
あ

り
（現

場
仕

事
で

あ
り

、
お

客
さ

ん
と

の
面

談
な

ど
で

）。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

、
糖

尿
病

と
そ

の
他

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

、
肉

体
的

に
は

安
定

し
て

い
る

が
、

仕
事

が
過

密
で

精
神

的
に

は
き

つ
い

。
 

・
病

気
自

体
は

特
効

薬
が

あ
り

、
定

期
的

に
薬

を
飲

ん
で

い
れ

ば
悪

化
は

し
な

い
。

今
の

治
療

の
中

心
は

糖
尿

病
。

数
値

は
悪

か
っ

た
が

、
自

覚
症

状
は

全
く

な
か

っ
た

。
病

院
を

変
え

た
こ

と
で

、
薬

が
変

わ
り

、
数

値
は

改
善

し
た

が
、

逆

に
低

血
糖

気
味

に
な

っ
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・現

在
は

２
ヵ

月
に

１
回

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・平

日
に

半
休

ま
た

は
全

休
を

と
り

通
院

し
て

い
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
、

以
前

の
会

社
で

は
部

下
も

多
く

、
物

件
が

常
に

動
い

て
い

る
た

め
、

会

社
と

常
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

と
不

安
で

仕
方

が
な

か
っ

た
。

 

・今
は

、
通

院
時

は
ス

マ
ホ

の
電

源
を

落
と

し
、

会
社

と
つ

な
が

ら
な

い
よ

う
に

し

て
い

る
。

連
絡

が
で

き
て

も
、

す
ぐ

に
対

応
で

き
な

い
の

は
お

客
様

に
も

失
礼

な
た

め
、

か
え

っ
て

連
絡

が
つ

か
な

い
方

が
よ

い
。

 

・ま
た

病
院

内
で

は
通

話
禁

止
で

あ
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・３

回
。

 

入
院

期
間

 
・1

0
代

後
半

に
３
ヵ

月
、

30
代

に
２
ヵ

月
、

40
代

に
１
週

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・手
術

を
し

た
病

院
で

は
、

談
話

室
に

P
C

が
あ

り
、

１
人

30
分

を
上

限
に

18
時

ま
で

使
用

で
き

た
。

声
は

出
せ

な
い

た
め

、
メ

ー
ル

で
や

り
取

り
し

て
い

た
。

入

院
中

は
昼

夜
逆

転
し

が
ち

で
、

夜
に

眠
れ

な
か

っ
た

た
め

、
ル

ー
ル

違
反

で

は
あ

る
が

、
夜

間
に

談
話

室
に

設
置

さ
れ

て
い

る
P
C

を
使

い
、

会
社

内
外

と

連
絡

を
取

る
な

ど
し

て
い

た
。

昼
間

は
病

室
で

指
示

を
出

し
た

こ
と

へ
の

回
答

な
ど

を
ス

マ
ホ

で
確

認
し

た
程

度
だ

っ
た

。
 

・病
院

で
は

、
メ

ー
ル

使
用

可
能

で
お

客
様

に
迷

惑
を

か
け

な
く

て
済

ん
だ

。
動

く
こ

と
は

で
き

た
た

め
、

入
院

翌
日

か
ら

メ
ー

ル
を

し
て

い
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

入
院

患
者

が
使

用
で

き
る

P
C

が
病

院
の

談
話

室
に

あ
り

、
大

変
助

か
っ

た
。

夜
に

談
話

室
で

仕
事

を
し

て
い

る
と

、
カ

ー
テ

ン
１
枚

で
仕

切
ら

れ
て

い
る

だ
け

な
の

で
音

が
気

に
な

る
し

、
消

灯
時

間
が

過
ぎ

る
と

明
か

り
も

気
に

な
っ

た
。

 

そ
の

他
 

・会
社

に
病

気
の

こ
と

は
話

し
て

い
な

い
。

糖
尿

病
は

自
己

管
理

が
で

き
て

い
な

い
と

い
う
印

象
を

持
た

れ
る

気
が

す
る

。
 

・治
療

費
は

月
平

均
7,

00
0

円
。

イ
ン

ス
リ
ン

の
自

己
注

射
で

は
、

費
用

を
抑

え

る
た

め
、

針
を

１
日

変
え

な
い

で
使

用
し

て
い

る
。

治
療

費
の

支
援

が
あ

る
と

い

い
。
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7 

調
査

N
O

 
M

06
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
経

営
者

・役
員

 

就
労

状
況

 
・経

営
者

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

（地
方

出
張

有
り

）。

・S
W

資
格

保
有

、
通

勤
徒

歩
10

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
の

有
り

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
 

・現
会

社
で

障
害

者
（透

析
患

者
）を

パ
ー

ト
社

員
と

し
て

雇
用

し
た

経
験

有
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
と

が
ん

（悪
性

新
生

物
）と

そ
の

他
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

無
し

。
夜

間
透

析
の

翌
朝

に
身

体
が

つ
ら

い
時

は
あ

る

が
、

仕
事

に
支

障
が

出
る

ほ
ど

で
は

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・透
析

治
療

は
週

３
回

、
近

所
の

専
門

ク
リ
ニ

ッ
ク

へ
行

っ
て

い
る

。
 

・が
ん

と
難

聴
は

最
初

入
院

し
た

大
学

病
院

に
、

が
ん

で
年

1
回

C
T

検
査

を
、

難
聴

で
月

１
回

補
聴

器
調

整
の

た
め

に
通

院
。

 

・大
企

業
就

労
時

は
17

時
退

社
で

夜
間

透
析

を
利

用
し

て
い

た
。

多
忙

で
フ

レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

は
利

用
で

き
ず

、
疾

病
諸

制
度

も
手

厚
い

会
社

で
あ

っ
た

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・透
析

は
約

５
時

間
（1

6
時

～
21

時
）、

予
約

制
で

待
ち

時
間

無
し

、
通

院
は

徒

歩
３
分

。
 

・出
張

の
際

は
地

方
で

透
析

を
行

う
。

ネ
ッ

ト
で

事
前

予
約

可
能

（診
療

情
報

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・夜
間

透
析

（W
i-

F
i
環

境
有

り
）で

ス
マ

ホ
・i

P
ad

・ノ
ー

ト
P
C

を
利

用
。

現
在

も

透
析

中
に

メ
ー

ル
チ

ェ
ッ

ク
や

電
話

連
絡

を
行

う
。

 

・使
用

内
容

は
不

明
だ

が
ノ

ー
ト

P
C

を
持

ち
込

む
人

も
よ

く
見

か
け

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
、

中
学

ま
で

は
毎

年
、

成
人

後
は

３
回

（透
析

治
療

導
入

、
手

術
）。

 

入
院

期
間

 
・最

大
10

日
間

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・企
業

勤
務

時
に

は
透

析
中

に
ノ

ー
ト
Ｐ

Ｃ
を

持
ち

込
ん

で
業

務
処

理
（社

員
の

給
与

チ
ェ

ッ
ク

等
）を

１
～

２
時

間
実

施
。

疾
病

を
理

由
に

仕
事

の
遅

れ
を

出
し

た
く

な
か

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

。
治

療
期

間
中

の
テ

レ
ワ

ー
ク

は
必

要
な

働
き

方
で

、
運

用
す

る

た
め

に
は

、
本

人
の

資
質

（
責

任
感

が
あ

り
自

律
し

た
働

き
方

が
出

来
る

）
と

、

雇
用

側
の

努
力

（在
宅

勤
務

で
孤

立
さ

せ
な

い
仕

組
み

）が
必

要
で

あ
る

。
 

そ
の

他
 

・
自

治
体

に
よ

り
差

は
あ

る
が

、
透

析
治

療
は

無
料

、
も

し
く

は
月

額
上

限
設

定

が
有

る
。

国
内

透
析

患
者

は
恵

ま
れ

過
ぎ

だ
と

思
う
。

 

・患
者

ア
ン

ケ
ー

ト
（平

均
68

歳
で

就
労

者
は

50
％

）で
は

、
非

就
労

の
理

由
は

体
調

・
体

力
の

問
題

で
は

な
く

、
治

療
費

ゼ
ロ

+
障

害
者

手
当

+
同

居
両

親
依

存
で

非
就

労
者

が
多

い
と

の
結

果
で

あ
っ

た
。

要
す

る
甘

え
て

い
る

患
者

も
多

い
と

思
う
。

 

・国
は

患
者

活
用

を
も

っ
と

考
え

る
べ

き
。

IP
S

再
生

腎
臓

治
験

支
援

な
ど

治
療

法
開

発
に

患
者

を
巻

き
込

ん
で

欲
し

い
。

 

・「
オ

ー
バ

ー
ナ

イ
ト
透

析
」（

夜
22

時
～

朝
8

時
）で

は
、

完
全

個
室

制
が

増

え
、

仕
事

が
し

易
い

環
境

（W
i-

F
i）

が
用

意
さ

れ
て

い
る

。
た

だ
し

治
療

費
と

は

別
に

2,
00

0
円

/回
利

用
料

が
必

要
で

あ
る

。
 

8 

調
査

N
O

 
M

07
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
5

日
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 

・通
勤

は
電

車
で

40
分

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
（モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

有
り

、
在

宅
勤

務
・サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
経

験
は

無
し

）。
 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

（
在

宅
勤

務
・
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
）
」
は

有
り

（
利

用
社

員

は
少

な
い

）。
 

・
「
傷

病
休

暇
制

度
/
傷

病
手

当
制

度
」
は

有
り

（
利

用
し

た
こ

と
が

な
い

の
で

詳

細
は

不
明

）。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

い
。

特
に

問
題

も
な

く
職

場
復

帰
で

き
、

現
在

も
支

障
は

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・3

ヵ
月

に
1

回
、

平
日

に
有

休
を

利
用

し
て

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

2
時

間
程

度
、

治
療

は
血

液
検

査
と

問
診

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・電
話

連
絡

が
多

い
が

、
ノ

ー
ト

P
C

を
常

時
持

ち
歩

き
、

必
要

に
応

じ
て

メ
ー

ル

で
の

業
務

連
絡

を
行

う
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・検

査
入

院
2

日
間

、
手

術
入

院
20

日
間

（と
も

に
有

休
を

利
用

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・入
院

中
は

ノ
ー

ト
P
C

を
持

ち
込

み
、

上
司

か
ら

の
指

示
で

事
業

計
画

案
の

作

成
な

ど
の

業
務

を
継

続
し

て
い

た
。

ま
た

、
部

下
か

ら
の

メ
ー

ル
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

指
示

を
与

え
て

い
た

。
 

・
術

後
の

経
過

が
順

調
（
暇

だ
っ

た
の

）
で

、
仕

事
を

し
て

い
て

も
特

に
体

へ
の

負
担

感
は

な
か

っ
た

。
病

室
（個

室
）で

行
っ

て
お

り
、

医
師

の
許

可
は

得
て

い

た
。

 

治
療

中
（病

院
）に

お
け

る
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

良
い

と
思

う
。

病
院

内
で

仕
事

が
で

き
れ

ば
収

入
確

保
に

つ
な

が
る

の
で

生
活

面
で

安
心

で
き

る
。

企
業

と
し

て
は

、
業

務
内

容
で

は
な

く
、

自

律
し

て
仕

事
が

で
き

る
人

が
対

象
で

な
い

と
制

度
導

入
は

難
し

い
。

例
え

ば
、

新
入

社
員

で
は

な
く

、
管

理
職

な
ら

対
象

に
な

る
。

 

・大
前

提
と

し
て

病
気

を
し

た
本

人
の

体
調

と
意

向
が

優
先

さ
れ

る
。

働
き

た
く

て

も
働

け
な

い
人

を
支

援
す

る
制

度
や

設
備

で
あ

れ
ば

、
病

院
内

に
あ

っ
て

も
良

い
。

 

そ
の

他
 

・
自

社
で

テ
レ

ワ
ー

ク
勤

務
が

拡
大

し
な

い
の

は
、

自
宅

は
仕

事
環

境
（
照

明
・

デ
ス

ク
・L

A
N

等
）が

整
わ

な
い

こ
と

に
加

え
、

サ
テ

ラ
イ

ト
は

場
所

が
限

定
さ

れ

て
い

る
の

で
、

自
社

拠
点

に
合

致
し

な
い

こ
と

も
理

由
の

1
つ

。
 

・病
院

は
治

療
す

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

会
社

は
仕

事
を

与
え

る
と

こ
ろ

。
病

院
内

で

も
働

く
と

い
う
こ

と
は

、
本

人
次

第
（体

調
と

意
欲

）で
あ

る
。

 

－ 193 －



9 

調
査

N
O

 
M

08
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

5
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

・通
勤

：当
初

電
車

で
12

0
分

⇒
引

っ
越

し
で

徒
歩

15
分

に
短

縮
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

現
在

、
導

入
の

た
め

の
テ

ス
ト
運

用
中

。
 

・
「
傷

病
休

暇
（
休

職
）
制

度
/
傷

病
手

当
制

度
」
は

有
り

手
厚

い
。

最
大

３
年

間

休
職

可
能

で
、

当
初

６
ヵ

月
間

は
10

0％
の

給
与

補
償

有
り

、
７
ヵ

月
目

以
降

は

50
％

支
給

で
徐

々
に

引
き

下
げ

３
年

間
ま

で
支

払
い

有
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

い
。

 

・転
院

で
治

療
法

が
変

わ
り

、
体

調
・体

力
が

急
速

に
改

善
し

た
結

果
、

早
期

に

職
場

に
再

復
帰

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

た
。

 

・
産

業
医

の
判

断
で

、
当

初
３

ヶ
月

間
は

１
日

４
時

間
の

時
短

勤
務

と
な

っ
て

い

る
の

で
負

担
は

感
じ

な
い

。
業

務
内

容
も

職
場

側
で

配
慮

し
て

も
ら

っ
て

い
る

の
で

助
か

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・月
に

２
回

、
傷

病
休

暇
を

利
用

。
 

・
休

職
（
在

宅
療

養
）
期

間
は

、
週

１
回

の
病

状
報

告
と

月
１

回
の

病
院

診
断

書

の
提

出
を

行
っ

た
。

傷
病

休
暇

制
度

の
利

用
条

件
だ

っ
た

。
 

・休
職

・復
帰

時
は

、
人

事
か

ら
の

指
示

で
産

業
医

と
面

談
を

行
っ

た
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・治

療
は

待
ち

時
間

も
含

め
半

日
程

度
（化

学
療

法
）。

 

・通
院

は
バ

ス
利

用
で

20
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・と
き

ど
き

、
検

査
結

果
・病

状
を

電
話

報
告

す
る

程
度

だ
っ

た
。

 

・体
調

が
悪

い
と

仕
事

ど
こ

ろ
で

は
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（４

回
）。

 

入
院

期
間

 
手

術
入

院
１
ヵ

月
間

、
検

査
入

院
10

日
間

×
３
回

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・検
査

結
果

や
病

状
・見

通
し

に
つ

い
て

上
司

に
電

話
で

連
絡

し
た

。
 

・
急

な
入

院
時

に
は

、
上

司
選

定
の

後
任

者
と

携
帯

メ
ー

ル
の

や
り

取
り

（
業

務

上
の

確
認

）が
あ

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

。
入

院
が

長
期

化
す

る
と

、
気

持
ち

も
落

ち
込

む
が

、
病

院
内

に

オ
フ

ィ
ス

と
同

等
の

環
境

が
あ

れ
ば

、
職

場
と

の
つ

な
が

り
が

持
て

る
の

で
気

力
が

わ
く

。
仕

事
が

で
き

れ
ば

心
の

支
え

に
な

る
。

体
調

・
体

力
が

許
せ

ば
、

利
用

し
た

い
。

 

そ
の

他
 

・
職

場
以

外
の

場
所

で
作

業
可

能
な

業
務

は
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

問
題

や
業

務
内

容
で

範
囲

が
限

定
さ

れ
る

が
、

ど
の

会
社

に
も

可
能

な
仕

事
は

あ
る

は
ず

で
あ

る
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
（管

理
職

）、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

通
勤

１
時

間
20

分
程

度
（電

車
）。

 

・
週

５
日

（
月

～
金

）
。

裁
量

労
働

で
時

短
勤

務
か

ら
、

残
業

無
し

の
自

由
裁

量

労
働

の
適

用
中

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
は

週
１
回

。
ス

マ
ホ

で
も

会
社

の
メ

ー
ル

は
使

用
可

能
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・制
度

が
有

り
、

会
社

の
支

給
P
C

で
会

社
シ

ス
テ

ム
に

ア
ク

セ
ス

可
能

。
部

署

長
の

許
可

で
週

２
回

ま
で

可
能

。
し

か
し

、
疲

れ
る

た
め

症
状

が
良

く
な

れ
ば

止
め

る
。

 

・メ
ン

タ
ル

系
の

復
職

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

育
児

・介
護

の
時

短
制

度
は

あ
る

が
、

治
療

目
的

の
制

度
は

な
く

、
運

用
で

カ
バ

ー
さ

れ
て

い
る

。
 

・傷
病

休
暇

制
度

（有
休

の
積

み
立

て
（介

護
・治

療
を

目
的

））
は

、
有

り
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

外
傷

・骨
折

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
通

勤
や

勤
務

時
間

、
段

差
等

の
環

境
面

、
残

業
・外

勤
・出

張
（以

前
は

２
～

３
ヵ

月
に

１
回

）・
外

部
団

体
と

の
会

合
へ

の
出

席
（以

前
は

月
４

～
５

回
）、

医
師

の
指

示
で

重
た

い
も

の
を

持
つ

こ
と

は
禁

止
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・週

に
１
回

以
上

、
休

日
（土

曜
日

）を
利

用
し

て
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
は

あ
ま

り
な

く
、

リ
ハ

ビ
リ
、

レ
ン

ト
ゲ

ン
、

問
診

で
２
時

間
程

度
。

 

・往
路

は
車

で
送

っ
て

も
ら

い
10

分
、

復
路

は
リ
ハ

ビ
リ
を

兼
ね

徒
歩

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
休

日
通

院
で

病
院

に
い

る
時

間
が

短
い

の
で

し
て

い
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（痛

み
が

落
ち

着
く

と
リ
ハ

ビ
リ
時

間
以

外
は

暇
だ

っ
た

）。
 

入
院

期
間

 
・約

４
ヵ

月
、

有
休

と
積

み
立

て
休

暇
を

活
用

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

、
最

初
の

入
院

先
は

痛
み

が
ひ

ど
く

、
職

場
と

の
関

わ
り

は
な

か
っ

た
。

 

・転
院

後
は

、
家

族
に

ノ
ー

ト
P
C

を
持

っ
て

き
て

も
ら

い
、

２
人

部
屋

（７
割

は
１

人
）
で

職
場

に
関

連
す

る
対

応
を

行
っ

た
。

部
署

か
ら

も
仕

事
が

振
ら

れ
、

納

得
で

き
る

範
囲

内
で

自
分

し
か

で
き

な
い

仕
事

に
対

応
し

た
。

 

・上
司

に
は

週
１

回
程

度
の

病
状

報
告

を
、

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
と

は
業

務
の

や
り

取
り

を
と

き
ど

き
実

施
し

た
。

会
社

の
健

康
管

理
室

に
は

社
内

制
度

、
健

保
に

は
高

額
医

療
費

申
請

等
を

相
談

し
た

。
 

・
職

場
は

こ
ち

ら
の

状
況

が
分

か
ら

な
い

た
め

、
療

養
に

専
念

で
き

な
く

な
る

の

で
は

と
の

不
安

は
あ

っ
た

。
治

り
具

合
と

の
バ

ラ
ン

ス
で

自
分

で
も

コ
ン

ト
ロ

ー

ル
し

た
つ

も
り

だ
が

、
リ

ハ
ビ

リ
中

に
仕

事
の

こ
と

を
考

え
る

こ
と

が
あ

り
良

く
な

か
っ

た
。

不
安

で
も

医
師

や
看

護
師

に
相

談
す

る
こ

と
で

は
な

い
と

思
う
。

 

・入
院

し
た

病
院

だ
け

か
も

し
れ

な
い

が
、

ベ
ッ

ド
で

使
え

る
机

が
な

か
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

は
有

る
が

、
一

長
一

短
あ

る
。

病
院

の
テ

レ
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

は
、

今

の
状

況
で

あ
れ

ば
い

ら
な

い
。

強
い

て
あ

げ
れ

ば
、

W
i-

F
i

環
境

が
あ

る
と

良

い
。

会
社

か
ら

支
給

さ
れ

な
け

れ
ば

、
活

用
し

た
か

も
し

れ
な

い
（途

中
ま

で
、

テ
ザ

リ
ン

グ
で

対
応

）。
テ

レ
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

で
は

、
消

灯
時

間
が

遅
く

な
る

と

よ
い

。
仮

に
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

を
活

用
し

、
病

院
で

の
仕

事
時

間
が

出
勤

扱
い

と
な

れ
ば

、
非

常
に

よ
い

。
 

・
け

が
の

様
子

や
会

社
に

よ
っ

て
ケ

ー
ス

バ
イ

ケ
ー

ス
だ

と
思

う
が

、
実

際
に

自

社
で

は
、

労
務

管
理

面
で

難
し

い
と

思
う
。
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基
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属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
卸

売
業

・小
売

業
、

従
業

員
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

5
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

残
業

無
し

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

経
験

（
在

宅
を

含
む

モ
バ

イ
ル

ワ
ー

ク
）
は

有
り

、
現

在
は

し
て

い

な
い

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・触

診
・問

診
が

２
ヵ

月
に

１
回

、
超

音
波

検
査

が
年

２
回

、
C

T
撮

影
が

年
１
回

あ

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・病

院
は

会
社

か
ら

徒
歩

10
分

で
、

仕
事

の
合

間
に

通
院

が
可

能
（遅

刻
早

退

な
し

で
通

院
可

能
な

た
め

、
休

み
を

取
る

必
要

が
な

い
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
必

要
性

が
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・切

除
手

術
９
日

間
（有

休
を

利
用

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

取
引

先
と

の
メ

ー
ル

・
電

話
の

や
り

取
り

を
行

う
。

病
室

内
は

通
話

禁
止

だ
っ

た
の

で
デ

イ
ル

ー
ム

で
ス

マ
ホ

を
利

用
し

た
。

 

・ま
た

、
上

司
・人

事
に

対
し

は
病

状
報

告
や

有
休

利
用

手
続

き
を

行
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
）に

お
け

る
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

導
入

に
賛

成
。

自
分

の
場

合
、

P
C

と
ネ

ッ
ト
環

境
さ

え
あ

れ
ば

、

ど
こ

で
も

仕
事

が
で

き
る

か
ら

。
病

院
だ

け
で

な
く

、
在

宅
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

を

認
め

て
も

ら
え

れ
ば

、
さ

ら
に

う
れ

し
い

。
 

・
仮

に
病

院
内

導
入

が
一

般
化

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
国

の
指

針
に

対
し

、
企

業
側

の
勝

手
な

解
釈

で
病

気
を

理
由

に
患

者
本

人
負

担
や

賃
金

水
準

の
引

き
下

げ
が

行
わ

れ
な

い
よ

う
、

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
導

入
の

際
の

条
件

付
け

や
監

視
・配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

 

そ
の

他
 

・国
の

「6
5

歳
定

年
延

長
」の

方
針

に
対

し
、

企
業

側
で

延
長

す
る

代
わ

り
に

50

代
か

ら
賃

金
体

系
の

見
直

し
を

行
い

、
中

高
年

者
の

大
幅

な
賃

金
引

き
下

げ

を
行

っ
た

よ
う
な

こ
と

が
起

き
な

い
よ

う
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

・ま
た

、
大

企
業

・著
名

企
業

だ
け

で
な

く
、

中
小

・零
細

企
業

も
同

じ
対

応
が

な

さ
れ

る
よ

う
、

国
の

指
導

が
望

ま
れ

る
。

自
分

の
場

合
は

、
病

気
治

療
を

き
っ

か

け
に

給
与

引
き

下
げ

を
断

行
さ

れ
た

。
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齢

 
男

性
/5

0
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業
種

・規
模

 
建

設
業

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

外
勤

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
。

正
式

で
は

な
く

、
休

み
の

日
に

や
ら

ざ
る

を
得

ず
に

自

宅
で

仕
事

を
行

っ
て

い
る

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
い

が
、

今
回

の
入

院
で

特
別

に
対

応
し

て
も

ら
っ

た
（傷

病
休

暇
＋

給
与

支
給

扱
い

）。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

り
。

体
調

不
良

の
際

は
会

社
を

休
み

、
自

宅
で

電
話

・メ

ー
ル

で
取

引
先

の
対

応
を

行
う
。

小
さ

な
会

社
な

の
で

、
上

司
・同

僚
と

も
に

退

職
に

な
ら

な
い

よ
う
、

サ
ポ

ー
ト
し

て
く

れ
る

。
 

・そ
の

後
も

寛
解

期
と

活
動

期
を

定
期

的
に

繰
り

返
す

が
、

透
析

は
せ

ず
、

食
事

療
法

と
投

薬
治

療
を

継
続

。
も

し
、

透
析

治
療

に
な

っ
た

場
合

は
、

腎
臓

移
植

を
予

定
し

て
お

り
、

医
師

（
３

ヵ
月

入
院

）
と

会
社

（
継

続
雇

用
）
は

と
も

に
了

承

済
み

で
あ

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・退

院
直

後
の

週
１
回

か
ら

、
現

在
は

月
１
回

の
通

院
（傷

病
休

暇
扱

い
）。

 

通
院

所
要

時
間

 
・治

療
は

、
待

ち
時

間
も

含
め

約
１
時

間
（血

液
＆

尿
検

査
と

投
薬

）。
 

・通
院

は
電

車
利

用
で

20
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
待

ち
時

間
に

電
話

・メ
ー

ル
の

や
り

取
り

が
あ

る
。

営
業

専
任

担
当

が
自

分
1

人
の

た
め

、
常

に
取

引
先

・顧
客

と
の

連
絡

業
務

が
発

生
す

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・１

ヵ
月

間
（シ

ャ
ン

ト
手

術
＋

教
育

入
院

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・ノ
ー

ト
P
C

と
ポ

ケ
ッ

ト
W

i-
F
i

を
持

ち
込

み
、

仕
事

（動
画

を
使

っ
た

顧
客

説

明
、

進
捗

報
告

、
技

術
見

積
作

成
な

ど
）
を

し
た

。
体

調
云

々
よ

り
も

、
仕

事
を

や
ら

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
あ

る
（傷

病
休

暇
中

で
勤

務
扱

い
で

は
な

い
）。

 

・P
C

仕
事

は
相

部
屋

の
病

室
で

は
な

く
、

デ
イ

ル
ー

ム
や

中
庭

で
実

施
。

 

治
療

中
（病

院
）に

お
け

る
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
、

大
歓

迎
で

あ
る

。
特

別
な

設
備

は
不

要
で

、
W

i-
F
i環

境
さ

え
提

供
さ

れ
れ

ば
よ

い
。

長
期

入
院

す
る

場
合

は
利

用
し

た
い

。
 

そ
の

他
 

・
１

ヵ
月

間
の

入
院

と
そ

れ
に

続
く

通
院

、
体

調
不

良
の

休
み

に
対

し
、

会
社

は

特
別

に
傷

病
休

暇
で

対
応

し
て

く
れ

た
。

も
し

、
入

院
中

に
人

員
補

充
を

さ
れ

て
い

た
ら

、
退

院
後

の
自

分
の

居
場

所
は

な
か

っ
た

は
ず

で
、

感
謝

し
て

い

る
。

将
来

、
腎

臓
移

植
と

な
り

長
期

休
職

が
必

要
に

な
れ

ば
、

ギ
リ
ギ

リ
の

人
数

で
仕

事
を

こ
な

し
て

い
る

会
社

に
迷

惑
を

か
け

ら
れ

な
い

の
で

、
改

め
て

休

職
・退

職
の

相
談

を
す

る
こ

と
に

な
る

だ
ろ

う
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 

・経
営

者
、

週
５
日

勤
務

だ
が

、
実

質
的

に
は

仕
事

の
状

況
に

応
じ

て
働

く
。

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

が
９
割

、
営

業
が

１
割

（ス
タ

ジ
オ

に
２
～

３
日

こ
も

る
こ

と
も

）。
 

・基
本

は
自

宅
で

、
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
は

40
分

程
度

の
と

こ
ろ

に
あ

る
（電

車
・

徒
歩

各
20

分
）。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
有

り
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

、
特

に
無

し
（就

業
規

則
は

作
っ

た
が

あ
ま

り
活

用
し

て
い

な
い

）。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

肝
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
有

り
、

特
に

満
員

電
車

の
移

動
が

つ
ら

い
。

外
見

的
に

体
調

が
悪

そ
う
に

み
え

な
い

た
め

、
周

囲
の

理
解

を
得

る
こ

と
は

難
し

い
。

 

・医
師

に
は

が
ん

に
な

ら
な

い
よ

う
に

祈
る

し
か

な
い

と
言

わ
れ

て
お

り
、

将
来

的

な
不

安
が

あ
る

。
最

初
は

安
静

に
と

言
わ

れ
て

い
た

が
、

現
在

は
ど

の
く

ら
い

体
を

動
か

し
て

良
い

か
聞

い
て

も
よ

く
答

え
て

も
ら

え
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・退

院
後

す
ぐ

は
２
週

間
に

１
回

、
現

在
は

１
ヵ

月
に

１
回

の
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・予

約
し

て
も

待
ち

時
間

も
含

め
２
時

間
程

度
（毎

月
、

検
査

）。
 

・通
院

は
徒

歩
25

分
（１

年
後

に
変

わ
っ

た
自

宅
近

く
の

病
院

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
、

仕
事

に
関

す
る

連
絡

・
調

整
、

作
業

は
行

う
が

、
周

囲
の

患
者

の
視

線

が
あ

り
、

ス
マ

ホ
を

使
う

程
度

で
あ

る
。

以
前

、
ス

マ
ホ

で
メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

を
し

た
と

こ
ろ

、
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

使
用

者
に

文
句

を
言

わ
れ

た
こ

と
が

あ
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（手

術
な

し
・検

査
・輸

血
）。

 

入
院

期
間

 
・3

0
日

間
程

度
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

、
仕

事
の

連
絡

・調
整

、
作

業
や

仕
事

以
外

の
職

場
に

関
す

る
情

報
収

集

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

。
入

院
３
日

後
に

は
、

病
室

で
、

ス
マ

ホ
で

メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

、
ノ

ー
ト

P
C

（家
族

に
よ

る
持

ち
込

み
）・

ル
ー

タ
ー

を
使

っ
て

仕

事
を

し
た

。
支

払
い

な
ど

の
仕

事
を

頼
め

る
人

が
お

ら
ず

、
借

入
金

も
あ

っ
た

た
め

、
体

調
よ

り
も

仕
事

の
方

が
優

先
と

な
っ

た
。

 

・主
治

医
に

は
、

あ
ま

り
生

活
や

仕
事

の
話

は
聞

い
て

も
ら

え
な

か
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（病

院
）、

病
院

の
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

は
よ

い
。

検
査

入
院

や

拘
束

時
間

が
長

い
場

合
は

使
う

と
思

う
。

病
院

で
仕

事
の

メ
ー

ル
は

見
た

く
な

い
が

、
や

る
し

か
な

い
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
カ

フ
ェ

の
よ

う
に

モ
ニ

タ
ー

の
大

き
な

P
C

が
あ

れ
ば

、
ノ

ー
ト

P
C

を
持

ち
運

ぶ
必

要
も

な
い

。
デ

ー
タ

は
、

そ
の

日
の

作
業

用
デ

ー
タ

を
U

SB
等

で
持

ち
歩

け
ば

楽
だ

ろ
う
。

 

・ま
た

、
プ

リ
ン

タ
や

携
帯

電
話

の
充

電
、

手
荷

物
預

か
り

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
が

あ

る
と

良
い

。
 

・ニ
ー

ズ
無

し
（自

宅
）、

今
は

自
分

と
家

族
だ

け
だ

が
、

人
が

増
え

る
と

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
な

ど
か

ら
労

力
に

見
合

わ
な

い
の

で
、

導
入

は
考

え
ら

れ
な

い
。

 

そ
の

他
 

・
収

入
面

の
支

援
が

あ
る

と
良

い
。

手
術

代
も

高
い

と
聞

く
た

め
、

治
療

に
二

の

足
を

踏
む

。
高

額
医

療
費

な
ど

の
様

々
な

制
度

は
あ

る
が

、
申

請
に

か
か

る
費

用
が

高
い

。
発

症
後

は
保

険
に

も
入

れ
な

い
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
が

有
り

、
発

病
前

か
ら

モ
バ

イ
ル

ワ
ー

カ
ー

。
 

・ル
ー

タ
ー

や
ノ

ー
ト

P
C

は
会

社
貸

与
。

但
し

、
自

宅
へ

の
持

ち
帰

り
仕

事
は

し

な
い

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
有

り
、

在
宅

勤
務

有
り

、
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」
は

、
た

ぶ
ん

有
り

（利
用

し
て

い
な

い
の

で
詳

細
不

明
）。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

り
。

体
調

が
悪

化
す

る
と

有
休

で
対

応
し

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・１
ヵ

月
に

２
回

の
通

院
、

「血
液

検
査

⇒
次

回
、

検
査

結
果

を
受

け
て

問
診

」の

繰
り

返
し

。
根

本
的

な
治

療
法

は
確

立
し

て
い

な
い

。
 

・有
休

を
利

用
し

て
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・予
約

制
だ

が
待

ち
時

間
が

長
い

。
早

朝
７
時

に
来

院
し

、
朝

一
の

８
時

半
の

診

察
を

し
て

も
ら

っ
て

も
最

低
２
時

間
の

拘
束

時
間

と
な

る
。

 

・通
院

は
電

車
利

用
で

40
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・モ
バ

イ
ル

機
器

を
常

に
持

ち
歩

い
て

い
る

の
で

、
メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

や
ス

ケ
ジ

ュ

ー
ル

確
認

を
頻

繁
に

行
っ

て
い

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・３

年
前

、
検

査
入

院
1

日
間

、
十

二
指

腸
ポ

リ
ー

プ
の

切
除

手
術

５
日

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・ノ
ー

ト
P
C

を
持

ち
込

み
、

メ
ー

ル
チ

ェ
ッ

ク
や

業
務

連
絡

を
実

施
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

も
と

も
と

の
業

務
が

モ
バ

イ
ル

ワ
ー

ク
を

前
提

と
し

て
い

る
の

で
、

ど
こ

で
も

仕
事

が
で

き
て

当
た

り
前

の
生

活
で

あ
る

。
モ

バ
イ

ル
機

器
は

会
社

貸
与

品
が

あ
る

の
で

、
特

別
な

施
設

・設
備

は
不

要
で

あ
る

。
病

院
建

物
内

で

無
線

L
A

N
が

整
備

さ
れ

れ
ば

十
分

で
あ

る
。

 

・社
外

で
で

き
る

の
は

、
メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
確

認
程

度
で

あ
る

。

社
外

で
プ

リ
ン

ト
ア

ウ
ト
で

き
る

場
所

が
増

え
る

の
は

便
利

だ
と

は
思

う
が

、
病

院
内

で
の

ニ
ー

ズ
が

そ
れ

ほ
ど

あ
る

と
は

思
え

な
い

。
 

そ
の

他
 

・難
病

指
定

の
対

象
疾

病
が

増
え

る
の

は
望

ま
し

い
が

、
自

己
負

担
の

上
限

額

を
値

上
げ

し
な

い
で

欲
し

い
。

生
涯

治
療

が
必

要
な

の
に

、
金

額
が

ど
ん

ど
ん

上
昇

し
、

負
担

感
が

大
き

い
。
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男

性
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0
代

 

業
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・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
の

有
り

（在
宅

療
養

期
間

中
に

実
施

、
無

報
酬

）。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

１
週

間
の

在
宅

療
養

後
に

す
ぐ

に
職

場
復

帰
し

、
そ

の
後

は
通

常
通

り
の

勤
務

を
継

続
中

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・３

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
、

平
日

午
前

か
土

曜
日

に
通

院
。

平
日

は
有

休
（半

休
）

を
利

用
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

も
含

め
約

３
時

間
。

 

・治
療

内
容

は
、

C
T

撮
影

、
血

液
検

査
、

問
診

。
 

・通
院

は
自

宅
か

ら
電

車
と

送
迎

バ
ス

で
計

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
、

予
定

さ
れ

て
い

る
通

院
の

た
め

、
職

場
と

の
連

絡
の

必
要

は
な

か
っ

た
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・３

週
間

×
１
回

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・ノ
ー

ト
P
C

を
病

室
（相

部
屋

）に
持

ち
込

み
、

仕
事

で
利

用
。

病
室

に
は

有
線

L
A

N
が

引
き

込
ま

れ
て

い
た

。
術

後
数

日
し

て
体

調
が

安
定

し
て

か
ら

、
ほ

ぼ

毎
日

、
E
-m

ai
lで

部
下

と
業

務
報

告
・指

示
の

や
り

取
り

を
行

っ
た

。
 

・1
週

間
の

在
宅

療
養

（有
休

）中
に

自
宅

で
仕

事
を

実
施

（無
報

酬
）し

た
。

業

務
メ

ー
ル

の
チ

ェ
ッ

ク
や

や
り

取
り

、
企

画
提

案
書

の
作

成
を

行
っ

た
。

在
宅

療

養
中

で
も

仕
事

を
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

だ
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

歓
迎

し
た

い
。

但
し

、
あ

く
ま

で
個

人
の

病
状

や
体

力
的

な
問

題

が
ク

リ
ア

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

前
提

で
あ

る
。

 

・
病

気
に

か
か

る
年

代
は

、
職

場
で

も
責

任
あ

る
地

位
に

就
い

て
い

る
頃

な
の

で
、

入
院

中
で

も
判

断
や

決
裁

を
求

め
ら

れ
る

立
場

で
あ

り
、

仕
事

が
で

き
る

環
境

が
病

院
に

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

喜
ば

し
い

と
思

う
。

 

そ
の

他
 

・（
国

へ
の

要
望

）傷
病

手
当

金
制

度
の

支
給

額
を

引
き

上
げ

て
欲

し
い

。
傷

病

目
的

に
用

途
を

限
定

し
た

有
休

日
数

を
付

与
し

て
欲

し
い

。
 

・（
病

院
へ

の
要

望
）無

線
L
A

N
の

整
備

。
 

1
6 

調
査

N
O

 
M

15
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/ 

50
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・個

人
事

業
主

、
月

28
日

稼
働

×
８
時

間
（仕

事
次

第
）。

 

・現
場

と
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
が

半
々

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
な

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・制

度
は

な
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

有
り

。
透

析
治

療
の

時
間

制
約

で
、

単
価

の
安

い
仕

事
を

選
ば

ざ
る

を
得

な
い

。
収

入
面

で
の

将
来

へ
の

不
安

が
大

き
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・透
析

は
週

３
日

、
5.

5
時

間
の

通
院

で
あ

る
。

フ
リ
ー

ラ
ン

ス
の

た
め

、
透

析
時

間
を

避
け

、
昼

間
と

夜
間

に
就

労
し

て
い

る
。

 

・合
併

症
は

、
循

環
器

・消
化

器
の

内
視

鏡
検

査
に

年
１
回

、
通

院
し

て
い

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
は

バ
イ

ク
で

10
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
L
IN

E
や

携
帯

メ
ー

ル
で

仕
事

の
連

絡
・調

整
を

行
う
。

取
引

先
は

治
療

の
こ

と
を

知
っ

て
い

て
も

、
日

時
ま

で
意

識
せ

ず
連

絡
し

て
く

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・３

ヵ
月

×
１
回

、
３
日

間
×

２
回

（心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
手

術
な

ど
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
入

院
中

に
は

な
い

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

。
若

い
患

者
や

特
別

な
仕

事
ス

キ
ル

を
持

つ
患

者
は

、
病

院
内

で
も

仕
事

を
す

る
ニ

ー
ズ

が
あ

り
、

歓
迎

さ
れ

る
だ

ろ
う

。
可

能
な

ら
ば

自
分

も

在
宅

で
働

き
た

い
が

、
病

院
・
自

宅
で

仕
事

が
で

き
る

特
別

な
ス

キ
ル

は
な

い
。

 

そ
の

他
 

・透
析

患
者

の
多

く
は

高
齢

化
し

働
い

て
い

な
い

人
も

多
い

。
P
C

操
作

を
研

修

し
、

透
析

中
の

就
労

機
会

を
作

っ
て

あ
げ

る
施

策
も

有
効

だ
と

思
う
。

 

・一
方

で
、

巨
額

な
治

療
費

が
か

か
る

慢
性

疾
患

患
者

に
対

し
、

さ
ら

に
税

金
を

投
入

す
る

こ
と

に
疑

問
を

感
じ

も
す

る
。

 

・夜
間

透
析

ク
リ
ニ

ッ
ク

は
、

ス
タ

ッ
フ

人
件

費
が

嵩
み

、
病

院
経

営
的

に
は

見
合

わ
な

い
の

で
増

え
な

い
。

人
手

不
足

で
人

為
的

な
ミ

ス
や

事
故

も
多

い
と

聞

く
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
教

育
・学

習
支

援
業

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
。

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

（地
方

出
張

有
り

、
大

学
・企

業
・自

治
体

訪
問

）。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・
「
傷

病
休

暇
制

度
/
傷

病
手

当
制

度
」
は

無
し

。
障

害
保

険
の

み
、

上
部

団
体

の
共

済
組

合
に

加
入

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
）と

そ
の

他
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・薬
の

副
作

用
で

肝
・腎

機
能

が
低

下
し

た
が

、
仕

事
に

支
障

は
な

い
。

 

・講
師

1
名

の
た

め
、

自
分

の
代

わ
り

が
居

な
い

。
し

ゃ
べ

れ
な

く
な

る
と

仕
事

先

自
体

が
解

散
に

な
っ

て
し

ま
う
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・投
薬

治
療

：２
ヵ

月
に

21
回

の
通

院
（有

休
利

用
）、

１
回

の
治

療
費

は
１
万

円

で
負

担
が

大
き

い
。

 

・P
E
T

検
査

は
年

１
回

（有
休

利
用

）。
 

通
院

所
要

時
間

 
・治

療
（採

血
、

問
診

、
薬

４
種

の
点

滴
）は

５
～

６
時

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
元

気
が

あ
れ

ば
電

話
を

取
る

こ
と

も
で

き
る

が
、

点
滴

中
は

ベ
ッ

ド
で

安

静
に

し
て

い
る

こ
と

が
原

則
で

あ
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（２

回
）。

 

入
院

期
間

 
・検

査
入

院
７
日

間
（有

休
利

用
）、

化
学

療
法

入
院

14
日

間
（有

休
利

用
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

、
春

休
み

と
G

W
を

利
用

し
て

入
院

し
た

が
、

こ
の

時
期

は
繁

忙
期

で
あ

り
、

外
部

ス
タ

ッ
フ

・取
引

先
と

連
絡

を
頻

繁
に

行
わ

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

。
 

・点
滴

時
間

以
外

は
自

由
時

間
で

、
医

師
の

許
可

を
得

て
、

病
室

（個
室

）で
ス

マ
ホ

を
利

用
し

仕
事

を
し

て
い

た
。

 

治
療

中
（病

院
）に

お
け

る
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

病
院

内
に

ビ
ジ

ネ
ス

セ
ン

タ
ー

（印
刷

・コ
ピ

ー
サ

ー
ビ

ス
）が

あ

れ
ば

助
か

る
。

個
室

利
用

は
あ

ま
り

に
高

額
な

の
で

、
有

料
で

も
P
C

＆
ス

ペ

ー
ス

貸
与

す
る

設
備

が
あ

れ
ば

利
用

し
た

い
。

 

そ
の

他
 

・団
体

保
険

の
対

象
が

け
が

限
定

の
た

め
、

入
院

・通
院

治
療

費
は

す
べ

て
自

己
負

担
に

な
っ

た
。

再
発

の
不

安
も

抱
え

な
が

ら
、

以
前

と
同

じ
よ

う
に

仕
事

を

継
続

す
る

の
が

つ
ら

く
感

じ
る

。
患

者
の

悩
み

や
相

談
を

気
軽

に
受

け
る

場
所

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

 

・同
じ

病
気

の
入

院
患

者
同

士
で

、
情

報
交

換
や

交
流

で
き

る
場

所
や

機
会

が

あ
っ

て
も

よ
い

と
思

っ
た

。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/ 

60
代

 

業
種

・規
模

 
電

気
・ガ

ス
・熱

供
給

・水
道

業
、

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
５
日

 
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

（9
:0

0-
17

:0
0）

。
 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

、
通

勤
は

電
車

を
利

用
し

、
片

道
１
時

間
20

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」
無

し
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
問

題
で

情
報

を
外

部
に

持
ち

出

せ
な

い
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
く

、
何

か
あ

れ
ば

運
用

で
カ

バ
ー

さ

れ
て

い
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・貧
血

気
味

に
な

っ
た

り
、

疲
れ

る
と

体
調

が
悪

く
な

る
な

ど
、

時
々

仕
事

に
支

障

が
あ

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

 

・病
院

な
の

で
平

日
し

か
や

っ
て

お
ら

ず
、

半
休

を
と

っ
て

通
院

し
て

い
る

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

２
～

３
時

間
。

内
容

は
、

血
液

検
査

。
 

・通
院

は
電

車
利

用
で

片
道

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
会

社
支

給
の

携
帯

電
話

を
常

に
携

帯
し

、
緊

急
事

態
（例

え
ば

震
度

3

以
上

の
地

震
な

ど
）
が

あ
る

と
、

現
場

か
ら

携
帯

に
連

絡
が

入
る

。
電

話
で

数

値
を

確
認

し
、

現
場

に
対

し
指

示
を

出
す

。
24

時
間

体
制

で
、

自
分

と
も

う
１
人

の
職

員
で

対
応

す
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
- 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

- 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

、
管

理
職

と
い

う
立

場
に

あ
り

、
緊

急
事

態
に

は
常

に
対

応
す

る

必
要

が
あ

る
。

会
社

で
は

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の

観
点

で
、

テ
レ

ワ
ー

ク
は

難
し

い
た

め
、

検
討

し
た

こ
と

は
な

い
が

、
緊

急
事

態
に

備
え

る
必

要
は

感
じ

て
い

る
。

 

・現
場

の
状

況
を

映
像

で
見

る
こ

と
が

で
き

た
り

、
送

ら
れ

て
く

る
デ

ー
タ

を
見

て

判
断

し
た

ほ
う
が

、
指

示
の

精
度

は
上

が
る

と
思

う
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/6

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
（管

理
職

）、
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
勤

務
（残

業
２
～

３
時

間
が

常
態

）。
 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

が
半

々
。

 

・通
勤

１
時

間
20

分
（電

車
）、

土
日

も
連

絡
等

は
随

時
あ

る
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

有
り

。
自

宅
作

業
や

出
先

か
ら

職
場

に
戻

ら
ず

に
自

宅
で

作
業

す
る

方
が

効
率

的
な

時
な

ど
、

自
由

裁
量

と
し

て
行

っ
て

い
る

。
厳

格
な

労
務

管
理

は
行

っ
て

お
ら

ず
、

自
由

裁
量

が
き

く
（成

果
が

出
れ

ば
良

い
）。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

、
無

し
。

産
業

医
も

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

そ
の

他
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・服
薬

で
症

状
が

出
な

い
た

め
、

日
常

生
活

に
も

仕
事

に
も

特
に

支
障

は
な

し
。

服
薬

も
習

慣
化

し
て

い
る

た
め

滞
る

こ
と

は
な

い
。

 

・症
状

が
出

て
い

た
際

は
、

電
話

や
メ

ー
ル

で
済

む
よ

う
な

仕
事

を
し

、
ア

ポ
イ

ン

ト
が

入
っ

て
い

る
場

合
は

、
何

ら
か

の
理

由
を

つ
け

て
再

調
整

し
た

。
 

・薬
の

副
作

用
は

今
の

と
こ

ろ
な

い
が

、
将

来
へ

の
不

安
は

多
少

あ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・３

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

仕
事

の
休

み
の

日
を

利
用

し
て

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
は

30
分

程
度

、
通

勤
途

上
の

ク
リ
ニ

ッ
ク

で
徒

歩
圏

内
。

 

・一
生

、
１
日

１
粒

の
服

薬
を

続
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
、

仕
事

相
手

と
の

調
整

が
頻

繁
に

あ
る

た
め

、
電

話
・
メ

ー
ル

で
連

絡
調

整
を

行
う
（短

時
間

の
た

め
書

類
作

成
等

は
行

っ
て

い
な

い
）。

 

・ク
リ
ニ

ッ
ク

の
待

合
室

は
20

人
程

度
の

ス
ペ

ー
ス

の
た

め
、

電
話

は
病

院
の

外

で
す

る
な

ど
、

気
を

遣
っ

て
い

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

病
院

に
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

が
あ

れ
ば

両
立

に
役

立
つ

と
思

う
。

仕
事

を
理

由
に

通
院

し
な

い
場

合
は

体
調

が
悪

化
す

る
。

テ
レ

ワ
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
が

あ
れ

ば
安

心
し

て
病

院
に

行
く

人
も

い
る

は
ず

。
気

兼
ね

せ
ず

仕

事
が

で
き

る
場

所
が

あ
る

の
は

良
い

と
思

う
。

 

・ま
た

、
仕

事
の

締
切

や
相

手
と

の
調

整
な

ど
、

会
社

で
は

時
間

と
の

戦
い

の
部

分
が

あ
る

。
治

療
に

行
き

な
が

ら
仕

事
が

で
き

る
こ

と
は

、
こ

の
ご

時
世

な
ら

有

り
難

い
の

で
は

な
い

か
。

し
ゃ

か
り

き
に

な
っ

て
働

か
な

い
と

い
け

な
い

時
期

や

立
場

の
人

に
と

っ
て

は
、

治
療

し
な

が
ら

で
も

時
間

を
活

か
せ

る
場

所
が

あ
る

と

越
し

た
こ

と
は

な
い

。
 

・有
料

で
も

良
い

の
で

、
Ｐ

Ｃ
、

プ
リ
ン

タ
、

Ｆ
Ａ

Ｘ
が

あ
る

と
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ン
な

ら
嬉

し
い

の
で

は
な

い
か

。
 

そ
の

他
 

・傷
病

休
暇

制
度

を
取

り
入

れ
ら

れ
る

か
ど

う
か

は
企

業
規

模
に

よ
る

。
休

業
保

障
の

よ
う
な

救
済

制
度

と
し

て
国

か
ら

も
支

援
が

あ
る

と
良

い
。

日
本

の
技

術
を

伝
承

し
て

い
く

に
は

、
職

人
の

健
康

を
大

事
に

す
る

よ
う

な
制

度
が

あ
る

と
よ

い
。

 

2
0 

調
査

N
O

 
F
01

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/3

0
代

 

業
種

・規
模

 
医

療
、

福
祉

業
、

従
業

員
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
経

理
・総

務
 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
週

３
～

４
日

（通
院

日
は

午
後

出
勤

）、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 

・通
勤

は
電

車
利

用
で

50
分

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
（在

宅
勤

務
）は

有
り

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
介

護
・子

育
て

の
時

短
勤

務
が

有
る

が
利

用
し

た
こ

と
は

な
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

脳
血

管
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

る
。

麻
痺

に
よ

り
、

片
手

で
の

P
C

操
作

と
な

り
時

間
が

か

か
る

。
移

動
・
通

勤
に

以
前

よ
り

時
間

が
か

か
り

、
急

い
で

歩
く

こ
と

が
で

き
な

い
。

移
動

の
際

に
は

時
間

に
余

裕
を

も
っ

て
出

か
け

る
。

 

・手
術

し
た

病
院

で
主

治
医

と
相

談
し

現
在

の
病

院
に

紹
介

し
て

も
ら

い
、

外
来

通
院

し
５
年

が
経

過
し

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・週

に
３
回

の
通

院
、

通
院

日
は

午
後

出
勤

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・予
約

制
の

た
め

待
ち

時
間

は
な

く
、

治
療

時
間

は
40

分
（リ

ハ
２
単

位
）。

 

・通
院

は
自

宅
か

ら
電

車
利

用
で

約
60

分
、

病
院

か
ら

勤
務

先
ま

で
は

電
車

等

で
約

60
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
こ

ち
ら

か
ら

連
絡

す
る

こ
と

は
な

い
が

、
職

場
か

ら
留

守
録

が
残

っ
て

い

る
時

は
あ

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・急

性
期

病
院

約
１
ヶ

月
（手

術
）、

回
復

期
病

院
約

４
ヶ

月
（リ

ハ
ビ

リ
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
急

性
期

病
院

で
は

P
C

持
込

は
不

可
で

身
体

的
に

も
不

可
能

だ
っ

た
。

回
復

期
病

院
で

病
状

も
安

定
し

リ
ハ

時
間

以
外

は
暇

だ
っ

た
の

で
、

主
治

医

の
許

可
を

得
て

、
通

信
カ

ー
ド

付
の

ノ
ー

ト
P
C

を
持

ち
込

み
、

伝
票

整
理

と
入

力
作

業
を

ベ
ッ

ド
上

で
行

っ
た

。
病

院
で

仕
事

す
る

患
者

は
初

め
て

だ
と

言
わ

れ
た

。
勤

務
先

も
院

内
仕

事
を

認
め

て
く

れ
て

時
給

が
支

払
わ

れ
た

。
 

治
療

に
お

け
る

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
は

有
り

。
回

復
期

病
院

で
リ
ハ

ビ
リ
は

１
日

２
単

位
40

分
以

内
と

決
ま

っ

て
い

た
の

で
、

入
院

中
は

と
に

か
く

暇
だ

っ
た

。
寝

な
が

ら
T
V

を
見

続
け

る
よ

り
も

、
P
C

仕
事

を
し

た
方

が
身

体
も

楽
で

精
神

的
に

も
よ

い
と

思
う
。

時
間

に
余

裕
が

あ
る

の
で

楽
し

ん
で

仕
事

が
で

き
た

。
 

・病
院

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

実
施

に
賛

成
。

長
期

入
院

で
病

院
に

閉
じ

こ
も

る
こ

と
に

な
る

の
で

、
仕

事
に

限
定

せ
ず

何
ら

か
の

形
で

社
会

と
の

つ
な

が
り

を
持

ち
た

い
。

設
備

は
、

無
線

L
A

N
環

境
さ

え
あ

れ
ば

よ
い

。
 

そ
の

他
 

・ネ
ッ

ト
で

自
分

の
病

気
と

リ
ハ

ビ
リ
治

療
に

つ
い

て
自

ら
調

べ
、

早
期

の
機

能
回

復
の

た
め

の
、

リ
ハ

ビ
リ
の

適
切

な
タ

イ
ミ
ン

グ
と

内
容

に
つ

い
て

、
医

師
・看

護

師
・リ

ハ
ビ

リ
職

員
に

相
談

・確
認

し
、

支
援

を
願

っ
た

。
 

・私
の

よ
う
な

障
害

者
（半

身
麻

痺
）は

「何
が

で
き

て
何

が
で

き
な

い
か

」「
サ

ポ

ー
ト
が

必
要

な
こ

と
は

何
か

、
不

要
な

こ
と

は
何

か
」を

、
も

っ
と

積
極

的
に

声
に

出
す

べ
き

だ
。

入
院

・
通

院
を

通
じ

て
、

同
様

の
マ

マ
友

・
麻

痺
友

が
出

来
た

が
、

身
体

機
能

が
回

復
す

る
ま

で
病

院
や

自
宅

に
閉

じ
こ

も
っ

て
し

ま
う

人
が

多
か

っ
た

。
自

ら
声

を
上

げ
動

く
こ

と
で

、
仕

事
や

社
会

と
の

関
わ

り
を

持
つ

べ

き
だ

と
考

え
る

。
病

気
に

な
っ

た
時

（
入

院
で

時
間

に
余

裕
が

で
き

た
時

）
こ

そ
、

社
会

と
の

関
わ

り
の

中
で

自
分

は
何

が
出

来
る

か
を

整
理

す
る

よ
い

機
会

に
な

る
と

思
う
。
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2
1 

調
査

N
O

 
F
02

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/3

0
代

 

業
種

・規
模

 
医

療
・福

祉
 

従
業

員
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
（繁

忙
期

は
20

、
21

時
ま

で
残

業
）。

 

通
勤

１
時

間
（電

車
利

用
）。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

経
験

は
無

し
。

企
業

や
一

般
の

顧
客

と
の

面
談

が
中

心
の

業
務

で
職

場
へ

の
出

勤
が

必
要

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

有
り

。
以

前
は

、
「通

院
職

免
」（

通
院

目
的

の
3

時
間

ま

で
の

時
間

休
）が

あ
っ

た
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

り
。

 

・疲
れ

や
す

く
、

夕
方

に
作

業
効

率
が

悪
く

な
っ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
。

 

・突
発

性
難

聴
で

電
話

対
応

が
で

き
な

い
と

き
が

あ
る

（周
囲

が
フ

ォ
ロ

ー
）。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
～

２
回

の
通

院
、

休
日

や
仕

事
終

わ
り

（～
19

：0
0）

を
利

用
。

 

・子
ど

も
の

頃
に

入
院

し
て

い
た

大
学

病
院

の
医

師
が

開
業

し
た

ク
リ
ニ

ッ
ク

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
は

10
分

（予
約

制
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
通

院
の

た
め

に
定

時
で

退
社

し
た

場
合

な
ど

、
電

車
の

移
動

時
間

に
ス

マ
ホ

で
メ

ー
ル

の
や

り
取

り
を

し
て

い
る

（Ｐ
Ｃ

は
持

ち
歩

か
な

い
）。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（社

会
人

２
年

目
の

と
き

）。
 

入
院

期
間

 

・１
ヵ

月
（病

気
休

暇
制

度
（当

時
は

３
ヵ

月
ま

で
減

給
）で

対
応

）。
 

・発
熱

（3
9～

40
度

）が
１
ヵ

月
間

続
き

、
そ

の
う
ち

治
る

と
楽

観
し

て
い

た
が

治
ら

ず
入

院
と

な
っ

た
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

会
議

の
書

類
作

成
や

職
場

か
ら

の
仕

事
の

引
き

継
ぎ

に
関

す
る

連
絡

を
１

日
１

時
間

程
度

行
っ

た
。

談
話

コ
ー

ナ
ー

で
は

利
用

許
可

が
必

要
と

な
る

た
め

、
相

部
屋

の
病

室
で

対
応

。
簡

単
な

も
の

は
携

帯
の

メ
ー

ル
、

デ
ー

タ
フ

ァ
イ

ル
を

送
る

こ
と

が
必

要
な

場
合

は
持

ち
込

ん
だ

P
C

で
対

応
（音

さ
え

出
な

け
れ

ば
よ

い
と

い
う
感

じ
）。

 

・
労

働
時

間
に

は
な

ら
な

っ
た

が
、

傷
病

手
当

金
を

受
給

し
て

い
た

の
で

納
得

は
し

て
い

た
（難

病
指

定
で

あ
ま

り
医

療
費

も
か

か
ら

な
か

っ
た

）。
 

・会
社

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

に
つ

な
げ

ら
れ

れ
ば

良
か

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）。

メ
リ
ッ

ト
と

し
て

は
、

通
院

に
体

力
を

使
う
た

め
負

担
軽

減

に
な

る
。

ま
た

、
夏

の
日

差
し

が
病

気
の

関
係

で
だ

め
な

た
め

自
宅

だ
と

よ
い

。

デ
メ

リ
ッ

ト
は

、
個

人
情

報
を

ど
こ

ま
で

取
り

扱
え

る
か

に
よ

っ
て

、
仕

事
内

容
が

制
限

さ
れ

る
。

週
１

回
な

ら
、

自
宅

可
能

な
作

業
内

容
を

調
整

で
き

る
た

め
活

用
の

可
能

性
は

あ
る

。
た

だ
、

皆
が

実
際

に
使

わ
な

い
と

、
普

及
は

難
し

い
。

 

・
ニ

ー
ズ

有
り

（
病

院
）
。

病
院

に
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

が
あ

れ
ば

使
う

。

W
i-

F
i、

机
・
椅

子
、

P
C

（
フ

リ
ー

ア
ド

レ
ス

）
が

あ
れ

ば
よ

い
。

入
院

中
は

暇
な

の
で

気
晴

ら
し

に
な

る
。

病
院

で
は

検
査

・
診

察
が

あ
り

仕
事

が
で

き
る

時
間

は
限

ら
れ

る
。

会
社

が
ど

の
位

の
仕

事
を

割
り

振
っ

て
く

る
の

か
仕

事
量

が
見

極
め

ら
れ

な
い

の
で

、
事

前
調

整
は

必
要

だ
。

 

そ
の

他
 

・
難

病
に

な
っ

た
当

時
は

医
療

費
が

ほ
ぼ

０
だ

っ
た

が
、

現
在

は
負

担
が

増
え

た
。

 

・大
雪

の
日

に
ヘ

ル
プ

カ
ー

ド
を

付
け

た
が

、
電

車
で

の
配

慮
は

な
か

っ
た

。
 

2
2 

調
査

N
O

 
F
03

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
金

融
業

・保
険

業
、

従
業

員
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
（転

職
３
年

目
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
。

通
常

の
残

業
時

間
１
～

２

時
間

、
繁

忙
期

（３
月

）は
21

、
22

時
ま

で
。

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

、
通

勤
30

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

書
類

の
持

ち
出

し
禁

止
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
（最

大
１
年

半
）/

傷
病

手
当

制
度

」は
有

り
。

 

・
企

業
内

診
療

所
（
内

科
、

歯
科

医
）
が

あ
り

、
産

業
医

と
複

数
の

女
性

の
相

談

員
が

お
り

、
病

気
や

会
社

の
ち

ょ
っ

と
し

た
不

安
を

相
談

で
き

る
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・上
司

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

産
業

医
に

会
う
よ

う
言

わ
れ

た
。

仕
事

を
休

む
際

、
産

業
医

等
が

い
た

こ
と

で
手

続
き

が
ス

ム
ー

ズ
だ

っ
た

。
 

・休
む

に
あ

た
り

、
同

じ
部

署
に

戻
れ

る
の

か
、

他
の

人
が

ど
う
思

っ
て

い
る

の
か

不
安

が
あ

っ
た

。
十

分
な

引
き

継
ぎ

が
で

き
な

い
ま

ま
だ

っ
た

た
め

、
自

分
が

担
当

し
て

い
た

仕
事

が
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
の

か
非

常
に

気
に

な
っ

た
。

 

・
支

障
有

り
。

復
職

後
２

ヵ
月

間
は

、
慣

ら
し

出
勤

と
し

て
午

後
か

ら
出

社
し

た
。

薬
の

影
響

で
午

前
中

は
仕

事
に

な
ら

ず
、

通
勤

は
し

ん
ど

か
っ

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
回

、
有

休
を

利
用

し
て

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
は

１
時

間
弱

、
待

ち
時

間
は

30
分

程
度

（予
約

制
）。

以
前

は
、

待
ち

時

間
が

２
時

間
だ

っ
た

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
（
退

院
後

の
自

宅
療

養
時

）
。

企
業

内
診

療
所

の
相

談
員

か
ら

、
病

状
や

復
帰

意
向

に
つ

い
て

問
合

せ
メ

ー
ル

が
あ

っ
た

。
復

帰
前

１
ヵ

月
は

、
自

ら
復

帰
時

期
や

復
帰

後
の

業
務

内
容

の
整

理
、

勤
務

時
間

調
整

等
を

連
絡

し
た

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・２

週
間

強
（大

学
病

院
）、

そ
の

後
も

含
め

計
３
ヵ

月
間

、
仕

事
を

休
ん

だ
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

ス
マ

ホ
の

メ
ー

ル
で

上
司

に
病

状
報

告
。

さ
ら

に
仲

の
良

い
同

僚
と

の

や
り

取
り

で
職

場
の

情
報

を
得

て
い

た
。

た
だ

、
治

療
に

専
念

す
る

よ
う

言
わ

れ
、

具
体

的
な

仕
事

は
し

て
い

な
い

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）、

仕
事

の
７

割
は

自
宅

で
で

き
る

内
容

。
週

何
日

か
は

在

宅
テ

レ
ワ

ー
ク

が
可

能
。

自
宅

で
仕

事
が

で
き

る
と

と
て

も
よ

い
。

既
に

、
営

業

部
署

は
可

能
だ

が
、

事
務

職
で

テ
レ

ワ
ー

ク
し

た
い

と
考

え
る

人
が

ど
の

位
い

る
か

は
不

明
。

企
業

体
質

が
古

い
の

で
導

入
さ

れ
れ

ば
革

新
的

だ
と

思
う
。

 

・
ニ

ー
ズ

有
り

（
病

院
）
。

入
院

中
は

暇
だ

っ
た

た
め

、
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

が

あ
れ

ば
利

用
し

た
と

思
う
。

P
C

、
電

話
、

T
V

電
話

、
F
A

X
、

ネ
ッ

ト
環

境
が

あ
れ

ば
よ

い
。

ま
た

、
話

を
聞

か
れ

な
い

よ
う
に

個
室

が
よ

い
。

同
室

患
者

も
仕

事
の

電
話

連
絡

を
し

て
い

た
の

で
、

病
院

に
あ

れ
ば

使
う
人

は
多

い
と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・
自

社
は

、
休

職
や

傷
病

休
暇

に
寛

大
な

職
場

だ
が

、
事

務
職

の
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

導
入

に
は

ハ
ー

ド
ル

が
あ

る
よ

う
に

感
じ

る
。

 

・入
院

中
や

自
宅

療
養

時
に

会
社

と
連

絡
が

取
れ

な
か

っ
た

こ
と

が
最

も
つ

ら
か

っ
た

。
み

ん
な

が
休

ん
だ

こ
と

に
対

し
ど

う
感

じ
て

い
る

か
、

復
帰

時
に

自
分

の

戻
る

居
場

所
が

あ
る

か
ど

う
か

不
安

で
、

入
院

中
は

、
会

社
か

ら
遮

断
さ

れ
た

よ
う

な
気

持
ち

だ
っ

た
。

テ
レ

ワ
ー

ク
勤

務
の

場
合

、
疎

外
感

は
な

い
と

思
う

。

全
く

手
が

離
れ

る
の

で
は

な
く

、
少

し
で

も
仕

事
を

し
て

い
た

い
。

自
分

の
居

場

所
が

な
く

な
る

の
で

は
な

い
か

と
慌

て
て

職
場

に
戻

る
人

も
い

る
。
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N
O

 
F
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
不

動
産

業
・従

業
員

50
～

30
0

人
 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
（み

な
し

あ
り

）、
外

勤
、

残
業

は
約

３
時

間
/日

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
但

し
、

シ
ス

テ
ム

環
境

が
整

え
ば

、
職

場
以

外
を

拠

点
に

し
て

仕
事

は
可

能
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
無

し
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
た

め
。

但
し

、
役

職
者

に
の

み
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

支
給

あ
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・低
血

糖
で

困
る

こ
と

は
あ

る
が

、
長

年
付

き
合

っ
て

い
れ

ば
う
ま

く
で

き
る

よ
う
に

な
る

。
仕

事
に

支
障

は
ほ

ぼ
な

い
。

 

・教
え

て
い

な
い

同
僚

に
も

知
ら

れ
て

い
て

、
嫌

な
思

い
を

す
る

こ
と

は
あ

る
。

 

・決
ま

っ
た

時
間

に
ご

飯
が

食
べ

ら
れ

な
い

、
会

食
が

多
い

、
ス

ト
レ

ス
が

あ
る

仕

事
な

の
で

、
仕

事
が

治
療

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
は

あ
る

が
、

自
分

で
う
ま

く
や

る
し

か
な

い
と

思
う
。

医
師

は
職

場
を

変
え

た
ら

ど
う
か

と
言

っ
て

い
る

。
薬

の
調

整
は

し
て

く
れ

る
。

 

・転
職

の
ハ

ー
ド

ル
が

上
が

る
（病

気
を

理
由

に
断

ら
れ

た
こ

と
が

１
度

あ
る

）。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・現

在
は

１
～

３
ヵ

月
に

１
回

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

は
３
時

間
程

度
（大

学
病

院
）。

 

・退
院

直
後

は
平

日
に

外
回

り
に

あ
わ

せ
て

通
院

（会
社

→
病

院
→

会
社

）。
 

・現
在

は
、

土
曜

日
に

通
院

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
会

社
支

給
の

ス
マ

ホ
で

メ
ー

ル
チ

ェ
ッ

ク
。

現
在

は
土

曜
日

に
通

院
し

て

い
る

た
め

職
場

と
や

り
取

り
す

る
機

会
は

多
く

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（診

断
時

に
強

制
入

院
）。

 

入
院

期
間

 
・１

ヵ
月

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
入

院
前

に
２
～

３
日

の
猶

予
を

も
ら

い
点

滴
を

打
ち

な
が

ら
病

院
か

ら
出

勤
し

て
引

き
継

ぎ
を

行
っ

た
た

め
、

入
院

中
は

治
療

に
専

念
し

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（病

院
）、

病
院

の
待

ち
時

間
を

活
用

し
て

、
テ

レ
ワ

ー
ク

が
で

き
る

と
非

常
に

よ
い

。
W

i‐
F
i

環
境

と
、

仕
事

が
可

能
な

ビ
ジ

ネ
ス

セ
ン

タ
ー

が
あ

る

と
よ

い
。

お
金

を
払

っ
て

で
も

利
用

し
た

い
。

病
院

で
テ

レ
ワ

ー
ク

が
可

能
に

な

れ
ば

、
社

内
イ

ン
ト
ラ

ネ
ッ

ト
に

つ
な

げ
資

料
作

成
も

し
た

い
。

職
種

を
問

わ
ず

ニ
ー

ズ
は

あ
る

と
思

う
。

多
く

の
人

が
、

待
ち

時
間

に
イ

ラ
イ

ラ
し

て
い

る
。

 

・呼
び

出
し

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
問

題
だ

け
だ

と
思

う
。

 

・短
い

診
療

時
間

で
は

言
え

な
い

「治
療

し
な

が
ら

仕
事

を
す

る
こ

と
へ

の
漠

然

と
し

た
不

安
」を

ビ
ジ

ネ
ス

ル
ー

ム
で

医
師

に
相

談
で

き
る

と
良

い
。

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ン

は
、

「自
分

は
大

丈
夫

」と
言

っ
て

し
ま

い
が

ち
だ

と
思

う
。

 

・ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）、

在
宅

勤
務

が
で

き
れ

ば
、

通
院

は
楽

に
な

る
と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・医
療

費
が

か
か

る
た

め
、

補
助

が
あ

る
と

楽
に

な
る

。
 

・休
み

を
取

り
や

す
く

し
て

も
ら

う
と

、
通

院
し

や
す

く
な

る
。
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N
O

 
F
05

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

の
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

。
 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

、
シ

ー
ズ

ン
に

よ
っ

て
２
～

３
時

間
の

残
業

が
あ

る
。

 

・今
は

体
調

を
第

一
優

先
に

し
、

定
時

退
社

に
努

め
て

い
る

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

、
最

初
１

～
２

ヵ
月

は
電

車
の

つ
り

革
に

つ
か

ま
る

こ
と

が
大

変
だ

っ

た
。

ア
パ

レ
ル

業
界

の
た

め
、

人
の

目
や

服
装

に
も

気
を

遣
う

が
、

副
作

用
で

汗
を

か
く

た
め

生
地

の
薄

く
デ

ザ
イ

ン
性

の
高

い
服

は
着

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

・副
作

用
の

影
響

で
風

邪
を

引
き

や
す

い
な

ど
、

治
療

プ
ラ

ス
α

の
と

こ
ろ

で
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

感
じ

る
。

通
院

時
や

体
調

不
良

時
な

ど
、

事
前

調
整

を
し

て
も

誰
か

に
フ

ォ
ロ

ー
し

て
も

ら
う
必

要
が

あ
る

。
周

囲
へ

の
心

遣
い

が
1

番
大

変
で

あ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・現

在
は

半
年

に
１
回

（ホ
ル

モ
ン

注
射

）、
退

院
直

後
は

１
週

間
に

１
回

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・検

査
を

数
種

類
と

注
射

の
た

め
、

病
院

に
は

１
～

２
時

間
。

会
社

ま
で

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（事

前
準

備
が

で
き

、
有

休
で

対
応

）。
 

入
院

期
間

 
・手

術
時

に
１
週

間
（８

セ
ン

チ
切

り
、

２
～

３
日

後
に

は
歩

い
て

い
た

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

、
時

間
を

決
め

自
分

に
し

か
で

き
な

い
緊

急
度

合
い

の
高

い
案

件
（納

期

や
海

外
工

場
と

の
や

り
取

り
）に

電
話

対
応

し
た

。
他

に
メ

ー
ル

、
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

（通
常

の
外

出
時

の
対

応
と

同
じ

よ
う
な

感
覚

）を
利

用
。

仕
事

が
心

配
だ

っ
た

た
め

、

対
応

は
苦

で
は

な
か

っ
た

。
 

・
病

室
へ

の
Ｐ

Ｃ
持

ち
込

み
不

可
の

た
め

、
談

話
室

（
図

書
室

）
で

仕
事

を
行

っ

て
い

た
。

会
社

専
用

シ
ス

テ
ム

で
の

進
捗

確
認

が
出

来
ず

に
電

話
対

応
し

て

い
た

た
め

困
っ

た
。

パ
ソ

コ
ン

が
あ

れ
ば

良
か

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）、

通
院

日
に

治
療

か
ら

帰
宅

し
て

か
ら

自
宅

で
仕

事
が

で

き
れ

ば
良

い
。

入
力

業
務

・
事

務
・
電

話
対

応
が

で
き

る
。

会
社

に
在

宅
勤

務

制
度

が
あ

れ
ば

活
用

し
た

い
。

 

・
ニ

ー
ズ

有
り

（
病

院
）
、

午
前

中
に

治
療

し
、

病
院

の
食

堂
・
コ

ン
ビ

ニ
で

昼
食

を
取

り
、

そ
こ

で
仕

事
が

で
き

れ
ば

、
移

動
時

間
が

節
約

可
能

。
ス

ト
レ

ス
を

抱

え
込

ま
な

い
事

務
仕

事
な

ら
、

む
し

ろ
気

分
転

換
に

な
る

の
で

試
し

た
い

。
 

そ
の

他
 

・病
院

か
ら

、
「こ

の
病

気
で

こ
の

く
ら

い
の

治
療

期
間

が
あ

る
た

め
、

こ
う

い
う
仕

事
を

さ
せ

る
こ

と
を

推
奨

す
る

」と
言

っ
て

も
ら

え
る

と
よ

い
。
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2
5 

調
査

N
O

 
F
06

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/4

0
代

 
業

種
・規

模
 

建
設

業
、

従
業

員
1,

00
0

人
～

3,
00

0
人

未
満

 
職

業
・職

種
 

事
務

・情
報

処
理

業
務

 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
完

全
週

休
２
日

。
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
が

メ
イ

ン
。

 
・通

勤
は

片
道

１
時

間
程

度
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

 
・「

傷
病

休
暇

制
度

」有
り

。
傷

病
手

当
は

給
料

の
７
割

程
度

と
思

う
が

、
最

大
１
ヵ

月
程

度
ま

で
給

料
が

補
て

ん
さ

れ
、

下
が

る
こ

と
は

な
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
 

・女
性

ホ
ル

モ
ン

を
抑

え
る

治
療

を
し

て
お

り
、

関
節

が
こ

わ
ば

っ
た

り
、

ホ
ッ

ト
フ

ラ
ッ

シ
ュ

な
ど

が
あ

り
、

つ
ら

い
と

き
が

あ
る

。
 

通
院

状
況

と
通

院
時

の
テ

レ
ワ

ー
ク

等
 

通
院

頻
度

 
・半

年
に

１
回

、
検

査
の

た
め

に
受

診
し

て
い

る
。

そ
の

場
合

は
休

ん
で

い
る

。
 

・薬
は

近
く

の
ク

リ
ニ

ッ
ク

で
処

方
し

て
も

ら
っ

て
い

る
（
90

日
に

１
回

）。
土

日
も

開
い

て
い

る
た

め
、

仕
事

に
支

障
は

な
い

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・検

査
は

半
日

か
か

る
。

 
・検

査
の

場
合

は
片

道
１
時

間
10

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と
入

院
時

の
テ

レ
ワ

ー
ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・が

ん
で

1
週

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
入

院
・自

宅
療

養
中

は
、

社
内

と
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

な
ど

で
、

社
外

と
は

電
話

で
連

絡
を

し
た

。
入

院
中

も
普

通
に

職
場

か
ら

電
話

が
あ

っ
た

。
 

・ま
た

、
P
C

で
資

料
作

成
も

行
っ

た
。

機
密

情
報

も
あ

り
、

病
室

で
は

仕
事

は
せ

ず
、

食
事

や
休

憩
す

る
ス

ペ
ー

ス
（外

来
患

者
も

出
入

り
可

）で
仕

事
を

し
た

。
他

に
も

仕
事

で
電

話
を

掛
け

て
い

る
人

も
い

た
。

 
・
上

司
と

は
「職

場
の

同
僚

に
ど

こ
ま

で
話

す
か

、
話

し
て

欲
し

く
な

い
か

」
に

つ
い

て
話

し
合

い
を

し
た

。
 

・病
院

か
ら

は
、

通
信

機
器

の
利

用
マ

ナ
ー

を
守

る
よ

う
話

は
あ

っ
た

が
、

仕
事

を
制

限
す

る
よ

う
な

話
は

な
か

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

（自
宅

）
、

会
社

に
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

が
あ

れ
ば

、
利

用
し

て
い

た
と

思
う
。

 
・ニ

ー
ズ

有
り

（病
院

）、
院

内
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

は
あ

っ
た

方
が

よ
い

。
使

う
か

ど
う
か

は
患

者
次

第
で

は
あ

る
が

、
専

用
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

の
と

な
い

の
と

で
は

、
安

心
感

が
全

く
異

な
る

。
 

・患
者

は
、

会
社

か
ら

隔
離

さ
れ

た
時

期
を

過
ご

す
の

で
、

病
院

の
外

と
連

絡
が

取
り

あ
え

る
こ

と
で

希
望

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。

入
院

中
は

完
全

看
護

で
安

心
で

き
る

が
、

退
院

後
が

大
変

だ
と

い
う
気

持
ち

が
あ

る
。

入
院

中
か

ら
会

社
と

や
り

取
り

が
で

き
る

の
は

、
会

社
に

戻
る

た
め

の
準

備
ス

テ
ッ

プ
に

な
る

と
思

う
。

 

そ
の

他
 

・が
ん

告
知

の
際

、
仕

事
は

続
け

ら
れ

な
い

の
で

退
職

し
よ

う
と

思
っ

た
。

し
か

し
医

師
や

看
護

師
か

ら
の

丁
寧

な
説

明
で

、
段

階
を

踏
み

な
が

ら
、

復
職

が
可

能
と

思
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
・最

初
は

、
喪

失
感

が
大

き
く

、
「何

か
と

つ
な

が
っ

て
い

る
」と

い
う
感

覚
が

欲
し

か
っ

た
。

会
社

も
そ

の
１

つ
。

自
分

が
必

要
と

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

た
か

っ
た

。
入

院
中

で
も

会
社

と
や

り
取

り
で

き
る

の
は

よ
い

こ
と

だ
と

思
う
。

 
・
テ

レ
ワ

ー
ク

や
時

短
勤

務
が

当
た

り
前

な
社

会
に

な
る

と
よ

い
。

復
職

後
は

、
自

分
で

テ
レ

ワ
ー

ク
や

時
短

を
選

べ
る

と
働

き
や

す
い

。
す

ぐ
に

復
職

は
で

き
な

く
て

も
、

テ
レ

ワ
ー

ク
勤

務
な

ら
可

能
と

い
う

業
務

も
多

い
。

社
内

制
度

と
し

て
、

誰
も

が
自

由
に

選
択

で
き

れ
ば

よ
い

と
思

う
。
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調
査

N
O

 
F
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/ 
50

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

30
0～

1,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
正

社
員

、
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

脳
血

管
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

あ
り

。
速

記
や

英
文

速
記

が
出

来
な

い
、

電
話

メ
モ

も
書

き
直

し
が

必
要

に
な

っ
た

。
フ

ァ
イ

ル
ボ

ッ
ク

ス
な

ど
重

た
い

物
が

持
て

な
い

。
 

・以
前

は
１
分

で
で

き
た

仕
事

が
６
分

く
ら

い
か

か
る

よ
う
に

な
り

、
効

率
が

悪
く

な

っ
て

イ
ラ

イ
ラ

す
る

こ
と

は
あ

る
。

 

・長
く

歩
く

の
が

つ
ら

い
た

め
、

歩
か

な
く

て
済

む
よ

う
に

乗
り

換
え

回
数

は
増

え

た
が

通
勤

経
路

を
変

え
た

。
 

・会
社

復
帰

は
人

間
関

係
の

良
い

会
社

な
の

で
心

配
は

な
か

っ
た

。
今

は
、

以

前
の

よ
う

に
仕

事
を

し
な

い
（さ

せ
な

い
）よ

う
に

職
場

の
人

や
夫

が
気

を
配

っ

て
く

れ
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・半
年

間
は

リ
ハ

ビ
リ
病

院
に

１
～

２
回

/週
に

通
院

し
て

い
た

が
、

時
間

休
が

あ

る
た

め
、

１
時

間
早

く
退

社
し

て
、

そ
れ

を
使

っ
て

病
院

に
通

っ
て

い
た

。
 

・
今

は
土

曜
日

に
循

環
器

に
定

期
検

査
と

薬
を

も
ら

い
に

通
院

し
て

、
平

日
に

休
ま

な
い

よ
う
に

し
て

い
る

。
 

通
院

所
要

時
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・治

療
入

院
を

１
ヵ

月
、

リ
ハ

ビ
リ
入

院
を

１
ヵ

月
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
院

内
に

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ル

ー
ム

が
あ

り
、

自
分

の
Ｐ

Ｃ
が

使
え

た
の

で
、

携

帯
の

テ
ザ

リ
ン

グ
を

使
っ

て
会

社
と

連
絡

を
と

っ
て

い
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

。
病

気
の

人
は

治
療

に
専

念
し

た
方

が
よ

い
と

思
う

が
、

繋
が

っ

て
い

た
い

と
い

う
気

持
ち

も
あ

る
の

で
、

会
社

に
連

絡
出

来
る

く
ら

い
で

よ
い

。
 

そ
の

他
 

・今
ま

で
の

生
活

に
戻

れ
る

と
い

う
証

み
た

い
な

も
の

が
「会

社
に

復
帰

す
る

」と

い
う
こ

と
だ

っ
た

。
 

・長
く

歩
く

の
が

つ
ら

い
が

人
目

に
は

分
か

ら
な

い
し

、
言

う
と

心
配

さ
れ

た
り

可

哀
想

が
ら

れ
た

り
す

る
か

ら
、

あ
ま

り
言

い
た

く
な

い
の

で
言

っ
て

い
な

い
。

 

・秘
書

業
務

な
ど

は
職

場
で

の
仕

事
な

の
で

テ
レ

ワ
ー

ク
は

難
し

い
が

、
も

し
自

分
が

動
け

な
く

な
っ

て
い

て
職

務
転

換
を

し
な

く
て

は
な

ら
な

か
っ

た
ら

テ
レ

ワ

ー
ク

が
出

来
る

業
務

も
考

え
る

か
も

し
れ

な
い

。
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

数
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
平

日
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
、

毎
月

14
日

程
度

約
30

分
の

残
業

。
 

・現
在

の
会

社
勤

続
年

数
は

12
年

、
通

勤
時

間
1.

5
時

間
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
、

「傷
病

休
暇

制
度

」有
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
支

障
無

し
。

診
断

後
す

ぐ
に

上
司

に
相

談
、

入
院

期
間

と
自

宅
療

養
期

間
を

説
明

し
、

退
院

直
後

は
土

日
休

み
前

日
の

お
試

し
出

勤
を

利
用

。
通

院
時

も

融
通

が
あ

る
。

 

・組
織

は
、

自
分

が
い

な
く

て
も

出
来

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

そ
う
で

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
思

う
。

そ
の

よ
う
な

会
社

で
あ

る
方

が
安

心
し

て
働

け
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・経

過
観

察
で

２
回

/年
（有

休
利

用
）。

 

通
院

所
要

時
間

 

・会
社

と
病

院
が

近
い

た
め

朝
に

治
療

を
受

け
て

か
ら

出
勤

す
る

な
ど

し
た

。
特

に
休

暇
等

は
使

わ
ず

に
、

遅
刻

30
分

控
除

に
し

て
貰

っ
た

（自
宅

勤
務

）。
会

社
側

は
不

要
と

の
判

断
で

あ
っ

た
が

、
他

の
社

員
と

の
兼

ね
合

い
も

あ
る

た
め

自
ら

30
分

の
給

与
減

収
を

依
頼

し
た

。
 

・会
社

か
ら

は
バ

ス
で

10
分

く
ら

い
。

待
ち

時
間

は
30

分
～

60
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
会

社
の

行
き

帰
り

の
通

院
で

、
特

に
必

要
性

が
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・が

ん
の

手
術

で
10

日
間

、
他

に
骨

折
で

３
週

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
入

院
前

に
１
日

１
回

、
会

社
の

同
僚

と
連

絡
を

入
れ

る
約

束
を

し
た

の
で

毎
日

決
ま

っ
た

時
間

に
電

話
し

て
い

た
。

そ
の

中
で

仕
事

の
問

い
合

わ
せ

が

少
し

あ
っ

た
程

度
で

あ
る

。
そ

う
し

た
こ

と
で

精
神

的
に

も
支

え
て

も
ら

え
た

。
連

絡
は

携
帯

電
話

で
、

デ
イ

ル
ー

ム
で

し
て

い
た

。
 

・病
室

は
携

帯
メ

ー
ル

も
P
C

も
問

題
な

く
使

え
た

（本
人

は
携

帯
の

み
使

用
）。

・
が

ん
の

時
は

準
備

し
て

入
院

で
き

た
の

で
特

に
支

障
は

な
か

っ
た

が
、

骨
折

し
た

時
は

突
然

だ
っ

た
た

め
、

P
C

が
使

え
る

環
境

が
あ

る
と

よ
い

な
と

感
じ

た

（当
時

は
使

え
な

か
っ

た
）。

P
C

を
前

に
し

て
電

話
で

き
た

ら
仕

事
の

話
は

分

か
り

や
す

い
と

思
っ

た
。

短
期

・
長

期
に

関
係

な
く

突
然

の
入

院
の

時
が

最
も

必
要

と
感

じ
る

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

テ
レ

ワ
ー

ク
が

で
き

る
仕

事
と

で
き

な
い

仕
事

が
あ

る
。

自
分

自

身
も

病
気

が
長

く
な

っ
た

場
合

は
、

病
院

内
に

テ
レ

ワ
ー

ク
可

能
な

場
所

が
あ

る
と

よ
い

と
思

う
。

但
し

、
今

の
仕

事
で

は
出

来
な

い
。

病
院

の
デ

イ
ル

ー
ム

に

仕
切

り
が

あ
る

ス
ペ

ー
ス

が
2

ヵ
所

あ
っ

た
が

、
そ

の
よ

う
な

環
境

が
あ

る
と

よ
い

と
感

じ
た

。
 

・骨
折

等
は

歩
行

が
困

難
な

た
め

病
室

で
使

え
る

方
が

よ
い

と
思

っ
た

。
 

そ
の

他
 

・入
院

期
間

は
短

く
な

っ
て

き
て

お
り

、
入

院
の

長
い

人
は

重
症

患
者

で
あ

る
こ

と
が

多
い

。
不

安
も

大
き

く
な

る
と

思
う

の
で

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

社
会

と
の

関

わ
り

が
少

し
で

も
出

来
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

か
。
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調
査

N
O

 
F
09

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
金

融
業

・保
険

業
、

 
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
フ

ル
タ

イ
ム

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 

・現
在

の
会

社
に

14
、

15
年

勤
務

（以
前

も
同

業
種

）。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・
「傷

病
手

当
金

」が
あ

り
、

業
務

給
が

１
年

間
支

払
わ

れ
た

の
で

お
金

の
心

配

は
な

か
っ

た
。

「特
別

休
暇

制
度

」は
無

い
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

あ
り

。
救

急
搬

送
は

昇
進

試
験

日
だ

っ
た

た
め

、
昇

進
の

道
は

閉
ざ

さ
れ

た
。

現
在

は
、

急
な

欠
勤

が
あ

る
た

め
、

他
社

員
を

フ
ォ

ロ
ー

す
る

役
割

に
配

置
換

え
と

な
っ

た
。

 

・転
勤

で
通

勤
が

２
時

間
半

+フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
と

な
り

、
今

は
、

非
常

に
き

つ
い

状
態

で
あ

る
。

会
社

帰
り

に
通

院
も

で
き

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・３
ヵ

月
に

１
回

の
P
E
T

検
査

と
血

液
検

査
が

あ
る

。
 

・手
が

痛
い

た
め

同
じ

病
院

の
整

形
外

科
に

２
～

３
週

間
に

１
回

、
通

院
し

て
い

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・治
療

は
待

ち
時

間
も

含
め

1
時

間
く

ら
い

だ
が

、
血

液
検

査
に

い
っ

た
り

、
あ

ち
ら

こ
ち

ら
と

検
査

の
た

め
動

い
て

い
る

た
め

、
す

ぐ
に

過
ぎ

る
。

 

・通
院

は
自

転
車

で
20

～
30

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
有

り
。

 

入
院

期
間

 
手

術
の

入
院

で
１
ヵ

月
、

点
滴

治
療

１
週

間
を

数
回

繰
り

返
し

た
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

個
人

情
報

が
あ

る
た

め
仕

事
は

持
ち

帰
れ

な
い

。
電

話
で

の
業

務
連

絡
程

度
を

行
っ

た
。

本
格

的
な

業
務

を
病

院
で

行
う
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

・点
滴

治
療

で
熱

が
下

が
っ

た
後

は
元

気
な

の
で

、
何

か
し

た
い

な
と

思
っ

た
。

出
来

る
仕

事
で

あ
れ

ば
出

来
る

と
よ

い
と

は
思

う
。

 

・
休

職
中

に
月

１
回

面
談

、
職

場
か

ら
の

連
絡

も
あ

り
復

職
は

し
や

す
か

っ
た

。

復
職

時
は

短
縮

時
間

+残
業

無
し

で
対

応
し

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（在

宅
）。

在
宅

ワ
ー

ク
が

出
来

れ
ば

、
通

勤
時

間
が

無
く

な
る

の

で
非

常
に

楽
。

体
調

が
悪

い
時

は
休

ん
だ

り
自

分
の

ペ
ー

ス
で

仕
事

が
出

来

る
の

で
よ

い
。

会
社

と
の

関
わ

り
を

持
つ

意
味

で
、

１
日

/
週

は
会

社
に

出
向

き
、

４
日

は
近

く
の

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
や

在
宅

と
い

う
の

が
理

想
。

そ
う
す

る
と

休
暇

を
取

ら
ず

に
通

院
も

出
来

る
。

 

そ
の

他
 

・１
年

間
の

休
暇

を
取

る
と

、
次

の
年

に
は

新
入

社
員

時
と

同
じ

10
日

く
ら

い
の

有
休

に
な

り
病

院
に

行
く

た
め

だ
け

の
休

暇
に

な
っ

て
し

ま
う
。

産
休

・育
休

の

よ
う
に

通
院

休
暇

な
ど

が
国

の
制

度
と

し
て

出
来

る
と

よ
い

と
思

う
。
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調
査

N
O

 
F
10

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/5

0
代

 
業

種
・規

模
 

そ
の

他
サ

ー
ビ

ス
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
休

２
日

の
交

代
制

変
則

勤
務

。
シ

フ
ト
制

。
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 
・月

９
～

10
日

休
み

で
祝

日
を

吸
収

。
月

所
定

労
働

時
間

は
16

0
時

間
。

 
・１

日
8.

5
時

間
拘

束
、

う
ち

45
分

休
憩

で
、

30
分

/日
分

に
つ

い
て

は
繁

忙
状

況
に

合
わ

せ
て

シ
フ

ト
に

組
み

込
ま

れ
る

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」有

り
。

有
休

は
２
年

た
つ

と
消

え
る

が
、

そ
れ

を
保

存
休

と
し

て
最

大
20

日
ま

で
、

傷
病

休
暇

に
の

み
使

え
る

繰
り

越
し

有
休

が
あ

る
。

診
断

書
を

提
出

す
る

こ
と

で
使

え
る

よ
う

に
な

る
の

で
、

傷
病

休
暇

と
有

休
の

ど
ち

ら
か

ら
使

っ
て

も
構

わ
な

い
。

 
・
「
傷

病
手

当
制

度
」
有

り
。

正
社

員
は

共
済

組
合

に
自

動
的

に
加

入
し

（
月

1,
00

0
円

程
度

給
与

か
ら

天
引

き
）、

同
一

疾
患

の
診

療
に

つ
い

て
、

月
3,

00
0

円
以

上
の

支
払

い
に

つ
い

て
は

共
済

組
合

か
ら

戻
っ

て
く

る
。

 

疾
患

状
況

 
疾

患
名

 
が

ん
（悪

性
新

生
物

） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 
・復

職
後

は
ト
イ

レ
に

行
く

回
数

が
増

え
た

程
度

で
、

そ
れ

以
外

に
仕

事
へ

の
支

障
は

無
い

。
 

通
院

状
況

と
通

院
時

の
テ

レ
ワ

ー
ク

等
 

通
院

頻
度

 

・
退

院
後

１
年

間
は

、
２

ヵ
月

に
１

回
、

そ
の

後
３

ヵ
月

に
１

回
に

。
５

年
経

過
し

た
の

で
、

今
後

は
半

年
に

１
回

を
継

続
。

 
・保

存
休

や
有

休
を

利
用

。
検

査
は

年
に

１
回

、
M

R
I

や
内

視
鏡

検
査

を
別

々
の

日
に

受
け

、
そ

の
後

、
診

断
を

聞
き

に
通

院
す

る
た

め
計

３
日

間
休

む
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・通

常
は

検
査

（血
液

検
査

・尿
検

査
）、

年
1

回
M

R
I、

内
視

鏡
検

査
。

 
・片

道
45

分
、

休
暇

を
利

用
し

て
通

院
し

て
い

る
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と
入

院
時

の
テ

レ
ワ

ー
ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・1

0
日

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
次

の
シ

フ
ト
は

ど
う

す
る

か
、

何
日

か
ら

出
勤

す
る

か
、

入
院

中
や

退
院

後
に

会
社

に
相

談
の

電
話

を
入

れ
た

。
入

院
当

時
は

ス
マ

ホ
で

は
な

く
携

帯
電

話
が

主
流

。
電

源
を

切
る

必
要

は
な

か
っ

た
が

、
マ

ナ
ー

と
し

て
通

話
エ

リ
ア

で
電

話
を

か
け

る
よ

う
に

と
の

こ
と

だ
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

自
分

は
そ

の
よ

う
な

仕
事

で
は

な
い

が
、

ビ
ジ

ネ
ス

セ
ン

タ
ー

の
よ

う
な

も
の

が
あ

っ
た

方
が

よ
い

。
使

い
た

く
な

い
人

は
使

わ
な

く
て

よ
く

、
使

い
た

い
人

が
使

え
る

環
境

に
あ

る
こ

と
が

重
要

。
 

そ
の

他
 

・治
療

費
を

補
て

ん
し

て
く

れ
た

り
、

保
存

休
が

あ
っ

た
り

な
ど

制
度

が
整

っ
て

い
る

が
、

そ
の

よ
う
に

ど
の

会
社

で
も

制
度

が
整

っ
て

く
る

と
い

い
。

 
・
例

え
ば

、
会

社
で

最
近

、
半

有
休

が
取

得
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

時
間

給
で

取
得

で
き

る
な

ど
、

よ
り

使
い

や
す

い
制

度
と

な
る

と
よ

い
。

 
・健

康
診

断
の

項
目

は
健

康
保

険
組

合
に

よ
る

と
は

思
う
が

、
健

診
項

目
が

も
っ

と
充

実
す

る
よ

う
支

援
が

あ
る

と
よ

い
。

 

3
0 

M
19

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/3
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
不

定
期

雇
用

、
現

場
勤

務
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
と

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・職
場

に
相

談
し

た
こ

と
は

な
い

。
病

気
へ

の
配

慮
は

な
く

、
病

状
で

勤
務

時
間

が
短

く
な

る
わ

け
で

も
な

い
。

せ
い

ぜ
い

喫
煙

所
エ

リ
ア

を
除

外
し

て
も

ら
う

程

度
で

あ
る

。
 

・仕
事

は
度

々
変

わ
っ

て
い

る
が

病
気

と
直

接
関

係
は

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・（

中
学

生
以

来
ず

っ
と

）３
ヵ

月
に

１
回

、
同

じ
大

学
病

院
に

通
院

。
 

・通
院

は
仕

事
の

な
い

日
を

利
用

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・診

療
は

15
分

程
度

。
 

・通
院

時
間

は
電

車
40

分
と

徒
歩

15
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
通

院
中

に
仕

事
先

か
ら

電
話

が
来

る
こ

と
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（手

術
無

し
）。

 

入
院

期
間

 
・腎

炎
で

約
２
ヵ

月
間

（中
学

生
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
入

院
し

た
病

院
は

電
子

機
器

の
使

用
が

禁
止

さ
れ

て
い

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・有
り

。
 

・今
、

入
院

し
た

な
ら

、
W

i-
F
i

環
境

が
整

備
さ

れ
て

い
て

自
由

に
使

用
で

き
れ

ば
よ

い
と

思
う
。

入
院

当
時

は
厳

し
く

制
限

さ
れ

て
い

た
。

 

・入
院

患
者

は
音

（押
し

ボ
タ

ン
音

、
会

話
な

ど
）が

気
に

な
る

の
で

、
配

慮
が

な

さ
れ

て
い

れ
ば

よ
い

。
 

・学
生

向
け

に
自

習
ス

ペ
ー

ス
が

あ
れ

ば
よ

い
。
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3
1 

調
査

N
O

 
M

20
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
建

設
業

、
従

業
員

30
0～

1,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
製

造
・建

築
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
、

残
業

１
～

２
時

間
。

 

・国
の

制
度

の
お

か
げ

で
人

を
増

や
し

て
40

時
間

厳
守

と
な

っ
た

。
 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

＆
現

場
（現

場
50

％
、

事
務

所
50

％
P
C

使
用

）。
 

・通
勤

時
間

1.
5

時
間

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
（在

宅
勤

務
）。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」有
り

。
P
C

貸
与

に
よ

る
在

宅
勤

務
（詳

細
は

不
明

）が
あ

る
が

、
自

分
が

所
属

す
る

部
署

で
は

利
用

者
は

い
な

い
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

、
1

番
の

負
担

は
通

勤
で

、
満

員
電

車
で

押
さ

れ
る

と
筋

力
が

な
い

の
で

倒
れ

る
し

、
階

段
の

登
り

降
り

が
つ

ら
い

。
満

員
電

車
を

避
け

る
た

め
、

朝

直
接

、
現

場
に

行
く

。
通

勤
途

中
で

苦
し

く
な

り
タ

ク
シ

ー
利

用
で

１
万

円
を

払

っ
て

帰
宅

し
た

時
も

あ
る

。
 

・
体

調
が

悪
い

時
は

１
日

休
む

と
、

だ
い

ぶ
良

く
な

る
。

１
週

間
休

ん
だ

時
も

あ

る
。

座
っ

て
い

ら
れ

な
く

な
る

。
そ

の
時

は
医

師
に

診
断

書
を

書
い

て
も

ら
い

休

暇
を

と
っ

た
。

有
休

は
ま

だ
使

い
切

ら
ず

に
は

済
ん

で
い

る
。

 

・
診

断
後

は
入

院
も

な
く

、
通

院
で

投
薬

治
療

の
み

。
診

断
後

は
診

断
書

を
上

司
に

渡
し

、
仕

事
量

を
調

整
し

て
貰

っ
た

。
体

も
気

持
ち

も
楽

に
な

っ
た

。
 

院
状

況
と

通

院
時

の
テ

レ

ワ
ー

ク
等

 

通
院

頻
度

 
・１

回
/月

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・通
院

は
バ

ス
で

30
分

。
待

ち
時

間
は

混
み

具
合

に
よ

っ
て

は
１
～

２
時

間
と

な

る
。

診
療

時
間

15
分

程
度

で
、

そ
の

後
に

リ
ハ

ビ
リ

20
分

と
な

る
た

め
、

有
休

を
使

っ
て

い
る

。
 

・次
の

診
療

ま
で

１
ヵ

月
あ

る
の

で
、

あ
る

程
度

の
仕

事
の

調
整

は
で

き
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
緊

急
の

場
合

は
電

話
が

入
る

が
、

現
在

は
な

い
。

診
療

の
呼

び
出

し
が

あ
る

の
で

、
そ

れ
が

気
に

な
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

（
病

院
）
。

入
院

時
に

は
、

会
社

と
の

情
報

共
有

を
し

て
お

き
た

い
。

任
せ

る
と

こ
ろ

は
任

せ
る

が
、

自
分

が
気

に
な

る
と

こ
ろ

は
あ

る
。

あ
ま

り
か

け
離

れ
て

し
ま

う
の

は
不

安
が

あ
る

。
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
）。

サ
テ

ラ
イ

ト
で

出
来

る
仕

事
が

あ
れ

ば
、

通
勤

が
な

く
な

る
の

で
よ

い
。

在
宅

で
の

仕
事

は
自

分
に

向
い

て
い

な
い

の

で
、

近
く

に
サ

テ
ラ

イ
ト
の

よ
う
な

場
所

が
あ

る
と

よ
い

。
 

そ
の

他
 

・
在

宅
制

度
の

利
用

希
望

を
自

分
か

ら
は

言
い

づ
ら

い
の

で
、

国
が

も
っ

と
推

進
し

て
く

れ
た

ら
、

会
社

も
動

き
出

す
と

思
う
。

 

3
2 

調
査

N
O

 
M

21
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

30
0～

1,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

外
回

り
と

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

が
半

々
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」
は

無
し

。
社

外
で

の
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

は
認

め
ら

れ
て

い

る
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
、

特
に

無
し

。
 

・発
症

時
か

ら
会

社
は

変
わ

っ
て

い
な

い
。

 

・健
診

の
際

に
は

産
業

医
と

の
面

談
が

あ
る

が
、

お
酒

を
飲

み
過

ぎ
な

い
よ

う
に

注
意

が
あ

る
だ

け
で

特
別

な
指

導
は

な
い

。
 

・仕
事

上
の

配
慮

の
必

要
性

は
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

 

・会
社

が
休

み
の

土
曜

日
に

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・診
療

は
、

待
ち

時
間

も
含

め
30

分
程

度
。

血
液

・尿
検

査
の

結
果

を
受

け
て

の
問

診
で

あ
る

。
 

・完
全

予
約

制
の

た
め

混
ん

で
い

な
い

。
 

・病
院

は
徒

歩
５
分

の
近

所
の

と
こ

ろ
に

通
院

し
て

い
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
会

社
の

休
み

の
土

曜
日

に
連

絡
を

取
る

よ
う
な

業
務

は
な

い
。

 

・通
院

先
で

P
C

仕
事

を
し

て
い

る
人

を
み

た
こ

と
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

入
院

中
に

テ
レ

ワ
ー

ク
が

で
き

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

 

・治
療

中
は

仕
事

を
休

む
の

が
大

前
提

で
は

あ
る

が
、

本
人

の
意

思
で

仕
事

が

し
た

い
場

合
に

は
、

病
院

内
に

ビ
ジ

ネ
ス

セ
ン

タ
ー

の
よ

う
な

専
用

ス
ペ

ー
ス

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

 

そ
の

他
 

・営
業

業
務

で
サ

ー
バ

へ
の

ア
ク

セ
ス

は
可

能
で

、
休

日
に

会
社

サ
ー

バ
に

ア

ク
セ

ス
し

て
業

務
を

し
た

場
合

は
、

出
勤

扱
い

に
な

る
。

 

・但
し

現
在

、
会

社
に

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
は

な
く

、
出

先
で

の
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

の

み
認

め
ら

れ
て

い
る

。
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3
3 

調
査

N
O

 
M

22
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
卸

売
業

・小
売

業
、

従
業

員
数

 
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・フ

リ
ー

ラ
ン

ス
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
業

務
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

時
々

有
り

。
通

勤
ラ

ッ
シ

ュ
を

避
け

て
10

時
出

社
に

変
更

。
電

車
で

は
、

ト
イ

レ
に

駆
け

込
め

る
よ

う
ド

ア
付

近
と

決
め

て
い

る
。

 

・発
症

し
て

か
ら

2
年

間
は

仕
事

が
出

来
な

い
状

態
が

続
き

、
３
年

半
前

に
今

の

会
社

か
ら

声
を

か
け

て
貰

っ
た

。
し

か
し

、
通

勤
の

ス
ト
レ

ス
と

疲
れ

で
、

１
年

く

ら
い

安
定

し
て

い
た

症
状

が
再

発
し

て
し

ま
っ

た
（通

勤
80

分
）。

各
駅

の
ト
イ

レ
の

場
所

を
把

握
し

、
２
時

間
前

に
は

家
を

出
て

い
る

。
 

・
職

場
も

病
気

を
理

解
し

た
上

で
の

誘
い

だ
っ

た
の

で
、

特
に

職
場

で
支

障
は

な
い

し
、

症
状

が
ひ

ど
い

時
は

休
ま

せ
て

も
ら

っ
て

い
る

。
 

・
体

に
負

担
が

か
か

ら
な

け
れ

ば
他

の
仕

事
先

を
増

や
し

て
も

会
社

側
と

し
て

は
問

題
な

い
契

約
に

な
っ

て
い

る
が

、
今

の
と

こ
ろ

、
な

か
な

か
そ

の
よ

う
な

仕

事
が

な
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

ヵ
月

に
１
回

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・電

車
利

用
で

30
分

、
待

ち
時

間
は

長
い

時
に

は
２
時

間
半

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
い

つ
呼

ば
れ

る
か

分
か

ら
ず

席
を

外
す

こ
と

は
出

来
な

い
。

呼
び

出
し

が
気

に
な

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・
無

し
。

処
方

薬
の

切
り

替
え

の
際

に
入

院
を

勧
め

ら
れ

た
が

、
仕

事
が

な
く

な

る
の

で
断

っ
た

。
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

。
通

院
時

の
診

療
の

待
ち

時
間

の
呼

び
出

し
を

常
に

気
に

す
る

必
要

が
な

く
、

P
C

環
境

が
整

っ
て

い
れ

ば
利

用
す

る
と

思
う
。

ま
た

、
入

院
中

で
も

体
調

が
落

ち
着

い
て

い
れ

ば
、

P
C

環
境

が
あ

れ
ば

便
利

だ
と

思
う
。

ト
イ

レ
が

あ
れ

ば
仕

事
は

な
ん

と
か

出
来

る
。

 

そ
の

他
 

・現
在

の
会

社
で

仕
事

を
増

や
し

た
い

が
、

会
社

側
か

ら
は

社
会

保
障

制
度

で

対
応

で
き

な
い

と
言

わ
れ

て
い

る
。

 

3
4 

調
査

N
O

 
F
11

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/2
0

代
 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

繁
忙

期
は

残
業

あ
り

。
 

・
コ

ア
タ

イ
ム

の
な

い
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
勤

務
。

基
本

的
に

定
時

出
勤

だ
が

、
体

調
が

良
く

な
い

と
き

は
遅

く
出

社
し

て
い

る
。

 

・周
囲

に
は

、
フ

レ
ッ

ク
ス

勤
務

を
活

用
し

、
通

院
後

に
出

社
す

る
人

も
い

る
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

関
係

上
、

持
ち

帰
り

不
可

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・有
り

。
拠

点
に

よ
り

、
テ

レ
ワ

ー
ク

・リ
モ

ー
ト
ワ

ー
ク

を
積

極
的

に
推

進
（人

事
・

経
理

部
門

の
活

用
が

多
く

、
運

用
部

門
は

あ
ま

り
な

い
）。

 

・介
護

理
由

で
の

利
用

者
の

評
判

が
良

い
と

聞
く

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
支

障
有

り
。

夜
眠

れ
な

い
こ

と
や

、
午

前
中

を
中

心
に

無
気

力
状

態
に

な
る

。

朝
起

き
上

が
れ

な
い

で
、

遅
く

出
社

し
た

り
休

ん
だ

り
す

る
。

通
勤

時
間

（
１

時

間
）が

つ
ら

い
。

 

・メ
ー

ル
で

の
や

り
取

り
が

多
く

、
調

子
が

悪
い

と
内

容
を

把
握

す
る

こ
と

が
大

変

に
な

る
。

週
末

の
シ

ス
テ

ム
エ

ラ
ー

を
週

明
け

に
み

る
こ

と
が

し
ん

ど
い

。
 

・フ
レ

ッ
ク

ス
勤

務
で

は
あ

る
が

、
基

本
的

に
９
時

に
出

勤
す

る
人

が
多

い
た

め
、

遅
れ

る
と

何
か

し
ら

あ
る

人
と

の
見

方
を

さ
れ

る
。

 

・病
院

に
行

っ
て

す
ぐ

に
上

司
に

相
談

し
、

柔
軟

に
働

け
て

い
る

（相
談

に
少

し

抵
抗

は
あ

っ
た

）
。

仕
事

が
休

み
の

日
あ

る
い

は
仕

事
あ

が
り

に
通

院
し

て
い

る
た

め
、

通
院

に
支

障
は

な
い

。
服

用
も

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
て

い
る

 

・
医

師
か

ら
は

、
で

き
れ

ば
１

ヵ
月

間
の

休
み

を
取

っ
た

方
が

良
い

と
言

わ
れ

た

が
、

踏
み

切
れ

な
か

っ
た

。
変

に
気

を
遣

わ
れ

て
も

困
る

た
め

、
周

囲
に

は
病

気
の

こ
と

は
伝

え
て

い
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

週
間

に
１
回

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・
病

院
は

職
場

に
近

い
（
自

宅
か

ら
だ

と
電

車
で

１
時

間
程

度
）
。

待
ち

時
間

は

10
～

15
分

程
度

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

仕
事

の
性

質
上

、
テ

レ
ワ

ー
ク

は
で

き
な

い
が

、
環

境
さ

え
整

え

ば
可

能
で

あ
る

。
入

院
中

の
テ

レ
ワ

ー
ク

を
労

働
時

間
と

み
な

す
制

度
や

、
慣

ら
し

出
勤

は
よ

い
と

思
う

。
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

は
自

分
の

好
き

な
時

に
働

け
る

こ
と

・

休
め

る
こ

と
。

デ
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

は
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
な

場
で

仕
事

を
す

る
た

め
気

持
ち

の
切

り
替

え
が

難
し

い
の

で
は

な
い

か
と

の
不

安
が

あ
る

。
 

そ
の

他
 

・仕
事

の
悩

み
は

、
同

期
や

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト
の

友
人

に
し

て
い

る
。
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3
5 

調
査

N
O

 
F
12

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/2

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
週

２
日

勤
務

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
中

心
。

 

・通
勤

は
電

車
40

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」無
し

。
「傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」無

し
。

 

・患
者

団
体

で
職

員
も

全
員

患
者

。
就

労
が

継
続

で
き

る
よ

う
、

互
い

に
支

援
し

融
通

し
あ

っ
て

い
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

透
析

の
翌

朝
は

つ
ら

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・透
析

は
週

３
回

、
４
時

間
（仕

事
終

了
後

に
通

院
）。

 

・そ
の

他
、

合
併

症
等

の
経

過
観

察
（整

形
・貧

血
・埋

込
シ

ャ
ン

ト
）で

２
ヵ

月
に

１
～

２
回

通
院

（仕
事

休
み

の
日

に
通

院
）。

 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
は

電
車

利
用

で
30

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
必

要
性

は
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・７

日
間

（低
血

糖
・低

血
圧

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

数
ヵ

月
超

の
長

期
入

院
で

、
透

析
の

な
い

日
は

暇
で

時
間

を
持

て
余

し
て

い
た

。
院

内
で

仕
事

が
で

き
、

収
入

に
結

び
つ

く
な

ら
良

い
こ

と
だ

と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・長
期

間
の

入
院

・通
院

で
学

歴
が

な
く

、
世

間
の

常
識

に
も

疎
い

た
め

、
就

労

チ
ャ

ン
ス

が
な

い
。

P
C

操
作

も
苦

手
。

 

・時
間

制
約

が
多

い
透

析
患

者
に

も
就

労
機

会
が

多
く

な
る

よ
う
、

行
政

で
対

策

を
考

え
て

欲
し

い
。

 

3
6 

0 調
査

N
O

 
F
13

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
建

設
業

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

9：
00

～
17

：3
0、

残
業

は
ほ

ぼ
な

し
。

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

（銀
行

に
行

く
程

度
）。

 

・通
勤

50
分

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
そ

の
他

の
制

度
も

特
に

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

有
り

。
 

・
副

作
用

は
ま

だ
出

て
い

な
い

が
、

毎
日

早
退

し
て

通
院

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
が

負
担

と
な

っ
て

い
る

。
通

院
の

時
間

に
な

る
と

早
退

し
な

い
と

い
け

な

い
た

め
、

仕
事

も
中

途
半

端
に

な
っ

て
し

ま
う
。

現
在

は
元

社
員

が
パ

ー
ト
と

し

て
手

伝
い

に
来

て
く

れ
て

い
る

た
め

、
助

か
っ

て
い

る
。

 

・治
療

と
仕

事
の

相
談

を
で

き
る

人
は

周
囲

に
は

い
な

い
。

医
師

も
患

者
が

多
く

忙
し

そ
う

で
相

談
が

で
き

な
い

。
が

ん
の

相
談

室
の

案
内

チ
ラ

シ
も

も
ら

っ
た

が
、

今
の

と
こ

ろ
余

裕
が

な
く

て
行

っ
て

い
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・放

射
線

治
療

中
の

た
め

、
平

日
は

毎
日

早
退

し
て

通
院

し
て

い
る

。
 

・有
休

を
使

い
切

り
、

次
の

有
休

を
前

借
り

し
て

い
る

状
態

で
あ

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・予
約

し
て

い
る

た
め

、
待

ち
時

間
は

ほ
ぼ

な
い

。
 

・平
日

25
日

間
の

放
射

線
治

療
を

受
け

て
お

り
、

現
在

は
開

始
１
週

間
目

で
あ

る
。

 

・通
院

は
、

自
宅

か
ら

は
15

分
、

会
社

か
ら

は
30

分
か

か
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

・退
院

日
に

職
場

に
連

絡
し

た
程

度
で

あ
る

（退
院

し
た

こ
と

、
復

帰
日

）。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・1

2
月

に
、

８
日

間
の

入
院

を
し

て
手

術
。

 

・退
院

の
翌

々
日

に
は

職
場

に
復

帰
し

た
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）。

Ｐ
Ｃ

と
電

話
さ

え
あ

れ
ば

自
宅

で
も

作
業

は
可

能
だ

が
、

会
社

に
制

度
が

な
く

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

問
題

も
あ

っ
て

実
施

で
き

な
い

。
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（病

院
）。

病
院

の
場

合
、

放
射

線
治

療
中

は
横

に
な

っ
て

い
る

た

め
無

理
だ

が
、

外
科

な
ど

待
ち

時
間

が
長

い
際

に
は

仕
事

が
で

き
る

と
よ

い
。

 

そ
の

他
 

・休
み

を
取

り
や

す
い

環
境

を
整

備
し

て
ほ

し
い

。
 

・
高

額
医

療
費

の
申

請
は

し
て

い
る

が
、

毎
月

の
支

払
い

が
大

変
。

手
当

て
が

あ
る

と
良

い
。
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3
7 

調
査

N
O

 
F
14

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
教

育
・学

習
支

援
業

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・フ

ル
タ

イ
ム

正
社

員
、

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

（在
宅

勤
務

）は
無

し
。

労
務

環
境

改
善

の
動

き
か

ら
介

護
・

傷
病

休
暇

制
度

や
テ

レ
ワ

ー
ク

業
務

制
度

の
導

入
を

検
討

中
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・現
在

は
仕

事
へ

の
支

障
は

時
々

有
り

。
手

の
震

え
・耳

鳴
り

・目
眩

・頭
痛

な
ど

の
症

状
。

 

・年
に

1～
2

回
は

体
調

不
良

で
休

む
。

 

・眩
暈

対
策

で
座

る
た

め
に

遠
回

り
ル

ー
ト
で

通
勤

す
る

た
め

に
30

分
余

計
に

か
か

る
。

通
勤

が
一

番
の

ス
ト
レ

ス
。

 

・発
症

時
の

会
社

の
上

司
・産

業
医

に
相

談
し

た
が

、
改

善
ど

こ
ろ

か
何

の
対

応

も
な

か
っ

た
。

現
在

の
会

社
に

病
気

・休
職

経
験

は
報

告
し

て
い

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・月

に
１
回

（処
方

の
み

）。
 

通
院

所
要

時
間

 

・通
勤

途
中

で
、

夜
遅

く
ま

で
診

療
し

て
い

る
病

院
。

 

・自
宅

か
ら

車
利

用
で

20
分

、
電

車
利

用
で

30
分

。
待

ち
時

間
30

分
、

待
た

な
い

時
は

10
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・有
り

（病
院

）。
自

分
自

身
の

入
院

だ
け

で
な

く
、

家
族

の
入

院
時

に
病

院
で

テ

レ
ワ

ー
ク

が
で

き
る

と
非

常
に

助
か

っ
た

は
ず

。
院

内
施

設
で

仕
事

が
出

来
た

り
、

会
社

に
連

絡
が

出
来

る
と

よ
い

。
 

・
自

分
の

仕
事

は
、

編
集

業
務

な
の

で
、

個
人

情
報

の
問

題
は

な
く

、
病

院
や

自
宅

で
も

出
来

る
仕

事
で

あ
る

。
 

そ
の

他
 

・
国

か
ら

働
き

か
け

が
あ

れ
ば

、
企

業
側

で
も

き
ち

ん
と

し
た

制
度

化
が

進
む

と

思
う
。

 

・介
護

休
暇

・時
短

勤
務

制
度

に
加

え
、

在
宅

勤
務

・テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
が

整
備

さ
れ

れ
ば

、
就

業
機

会
は

増
え

る
と

思
う

。
育

休
・
産

休
は

徐
々

に
整

備
さ

れ

て
来

て
い

る
が

、
介

護
・傷

病
休

暇
制

度
は

短
く

、
普

及
も

遅
れ

て
い

る
。

 

・
国

は
、

家
族

の
病

気
や

介
護

の
た

め
に

退
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

方
が

、
次

の
就

労
は

非
正

規
や

派
遣

社
員

に
な

ら
ざ

る
を

得
な

い
状

況
を

改
善

し
て

欲

し
い

。
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査

N
O

 
F
15

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

30
0～

1,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

、
残

業
は

約
20

時
間

/月
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

・通
勤

１
時

間
半

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
。

基
本

的
に

は
職

場
で

な
け

れ
ば

で
き

な
い

仕
事

の
た

め
、

病
気

を
理

由
と

し
た

日
頃

か
ら

の
利

用
で

は
な

く
、

電
車

の
運

転
見

合
わ

せ
時

な
ど

に
利

用
。

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
で

は
Ｐ

Ｃ
で

事
務

処
理

を
行

う
。

テ
レ

ワ
ー

ク
と

の
親

和
性

が
高

い

仕
事

内
容

の
人

は
、

活
用

が
進

ん
で

い
る

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」
有

り
。

目
的

は
限

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

Ｐ
Ｃ

は
会

社
支

給

（た
だ

し
、

ネ
ッ

ト
環

境
は

自
前

で
用

意
）。

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
も

複
数

あ
り

、
Ｉ

Ｄ
を

入
力

す
る

こ
と

で
会

社
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
も

ア
ク

セ
ス

可
能

。
労

務
管

理

は
社

員
全

員
が

参
加

す
る

チ
ャ

ッ
ト
機

能
で

開
始

・終
了

時
刻

を
報

告
す

る
ほ

か
、

Ｐ
Ｃ

の
前

に
い

る
と

印
が

出
る

仕
組

み
と

な
っ

て
い

る
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

恐
ら

く
有

り
（詳

細
は

不
明

）。
 

・産
業

医
は

い
る

が
、

活
用

し
た

こ
と

は
な

い
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
、

と
き

ど
き

あ
る

。
 

・月
に

１
回

（１
日

～
数

日
）、

全
身

の
ど

こ
か

の
関

節
が

腫
れ

る
た

め
、

事
務

作

業
（
字

を
書

く
、

パ
ン

チ
、

消
し

ゴ
ム

、
ホ

チ
キ

ス
等

）
の

効
率

が
落

ち
る

こ
と

が

あ
る

（キ
ー

ボ
ー

ド
を

打
つ

こ
と

は
可

能
）。

 

・膝
が

腫
れ

る
と

、
通

勤
時

間
や

離
れ

た
他

部
署

へ
行

く
こ

と
が

大
変

に
な

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・１
ヵ

月
に

１
回

、
大

学
病

院
に

通
院

。
 

・電
車

で
片

道
１
時

間
半

か
か

り
、

通
勤

経
路

上
に

あ
る

病
院

で
は

な
い

。
 

・定
期

的
な

血
液

検
査

、
尿

検
査

、
数

ヵ
月

に
１
回

の
レ

ン
ト
ゲ

ン
（骨

に
異

常
が

な
い

か
の

確
認

）を
し

て
い

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

は
１
時

間
半

以
上

で
、

ト
ー

タ
ル

で
半

日
は

か
か

る
。

 

・自
宅

か
ら

片
道

40
分

か
か

る
（病

院
―

会
社

間
は

１
時

間
半

）。
 

・
半

日
あ

る
い

は
１

日
の

有
休

を
使

っ
て

通
院

し
て

い
る

。
半

日
の

場
合

は
、

通

院
後

に
会

社
に

出
勤

す
る

こ
と

も
あ

る
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

（以
前

の
会

社
で

は
、

電
話

の
や

り
と

り
を

し
た

こ
と

が
あ

る
）。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

有
り

（
自

宅
）
。

通
勤

時
間

を
有

効
活

用
で

き
る

。
ま

た
、

症
状

が
出

た

時
に

自
宅

で
仕

事
が

で
き

る
と

良
い

。
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（病

院
）。

病
院

で
は

メ
ー

ル
だ

け
で

も
見

ら
れ

る
と

よ
い

。
Ｐ

Ｃ
、

ネ

ッ
ト
環

境
が

あ
り

、
印

刷
が

で
き

る
と

よ
い

と
思

う
。

 

そ
の

他
 

・治
療

費
（特

に
注

射
）が

高
い

た
め

、
費

用
の

免
除

・補
助

が
あ

る
と

よ
い

。
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性
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女
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0
代

 

業
種

・規
模

 
無

職
 

職
業

・職
種

 
―

 

就
労

状
況

 
―

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
と

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

体
調

は
安

定
し

て
お

り
、

働
き

た
い

。
 

・昨
年

秋
か

ら
就

職
活

動
を

し
て

い
る

が
、

現
時

点
で

就
職

で
き

て
い

な
い

。
企

業
側

に
、

時
間

制
約

の
あ

る
透

析
治

療
に

対
す

る
理

解
が

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・透

析
の

た
め

に
、

週
３
回

、
４
時

間
の

通
院

。
 

・合
併

症
は

、
月

１
回

、
採

血
検

査
（透

析
と

同
系

列
病

院
）。

 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
は

30
分

（自
転

車
・電

車
・徒

歩
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・現
在

は
無

職
。

 

・通
院

先
で

は
、

ス
マ

ホ
・電

子
機

器
の

使
用

を
口

頭
で

は
禁

止
し

て
い

る
も

の

の
、

使
用

者
に

対
し

て
は

黙
認

し
て

い
る

。
透

析
中

に
仕

事
を

し
て

い
る

人
を

見
か

け
た

こ
と

も
あ

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・中

学
生

３
ヵ

月
、

高
校

・検
査

入
院

10
日

、
成

人
以

降
・透

析
導

入
入

院
３

ヵ

月
、

尿
結

石
手

術
７
日

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
必

要
な

か
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
有

り
。

治
療

中
に

仕
事

が
で

き
る

こ
と

に
賛

成
。

健
康

管
理

を
き

ち
ん

と

す
れ

ば
透

析
中

で
も

問
題

な
い

。
慢

性
疾

患
で

長
期

治
療

が
必

要
な

人
に

と

っ
て

は
、

少
し

で
も

収
入

が
確

保
で

き
る

の
で

あ
り

が
た

い
。

 

・疾
患

特
性

や
病

状
に

対
す

る
理

解
の

あ
る

透
析

ク
リ
ニ

ッ
ク

自
体

が
、

積
極

的

に
雇

用
協

力
（駐

車
場

管
理

、
透

析
準

備
作

業
等

）す
れ

ば
よ

い
。

 

そ
の

他
 

・腎
不

全
の

よ
う

な
内

的
疾

患
を

、
身

体
障

害
と

一
括

り
に

せ
ず

、
雇

用
促

進
支

援
を

行
っ

て
ほ

し
い

。
経

営
者

の
無

理
解

か
ら

、
透

析
患

者
の

就
労

機
会

は

少
な

く
、

ま
た

就
労

で
き

て
も

早
退

し
づ

ら
い

・
休

み
が

取
り

づ
ら

い
な

ど
我

慢

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
点

が
多

い
。

 

4
0 

2
 

病
院

内
テ

レ
ワ

ー
ク

の
意

向
無

し
（

5
5

票
）
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査
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O

 
M

23
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/2

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

サ
ー

ビ
ス

業
、

従
業

員
3,

00
0

人
以

上
 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

24
時

間
の

シ
フ

ト
制

、
概

ね
５
日

/週
。

残
業

も
あ

る
。

 

・現
場

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

（１
～

２
割

）。
 

・会
社

へ
の

通
勤

１
時

間
、

現
場

ま
で

は
概

ね
30

分
程

度
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

特
に

無
し

。
配

置
転

換
制

度
は

有
り

。

産
業

医
と

は
定

期
健

康
診

断
時

に
経

過
報

告
を

行
っ

て
い

る
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
時

々
有

り
。

 

・検
査

等
の

た
め

に
、

１
週

間
ほ

ど
会

社
を

休
ん

だ
（有

休
）。

 

・症
状

が
ひ

ど
い

時
に

は
頻

繁
に

お
手

洗
い

に
行

か
ね

ば
な

ら
な

く
な

る
た

め
、

警
備

で
動

い
て

は
い

け
な

い
と

き
な

ど
通

常
業

務
に

影
響

が
あ

っ
た

。
 

・医
師

か
ら

、
規

則
正

し
い

生
活

を
し

た
方

が
良

い
と

の
助

言
で

、
事

務
部

門
に

一
時

的
に

配
置

転
換

を
し

て
も

ら
っ

た
。

半
年

後
に

は
症

状
が

改
善

し
た

た

め
、

通
常

の
比

較
的

楽
な

警
備

業
務

に
戻

っ
た

。
 

・薬
を

飲
め

ば
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

で
き

る
が

、
改

善
は

し
て

も
治

る
わ

け
で

は
な

い
。

職
場

に
難

病
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
も

ら
う

こ
と

が
大

変
だ

っ
た

。
病

院
で

病

気
の

資
料

を
も

ら
い

、
説

明
し

た
。

現
在

は
、

周
囲

の
理

解
も

得
ら

れ
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
～

２
回

の
通

院
の

ほ
か

、
年

に
１
回

定
期

検
査

を
し

て
い

る
。

 

・仕
事

が
休

み
の

日
、

夜
勤

明
け

に
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

は
30

分
程

度
。

 

・服
薬

、
定

期
検

査
（年

１
回

）。
 

・通
院

は
自

宅
か

ら
徒

歩
15

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

最
初

に
会

社
を

休
ん

だ
際

に
、

病
状

の
報

告
や

仕
事

内
容

に
つ

い
て

電
話

で
職

場
に

連
絡

し
た

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

職
種

や
個

人
情

報
の

取
り

扱
い

の
問

題
で

自
身

の
活

用
の

可

能
性

は
低

い
。

 

・但
し

、
仕

事
内

容
が

テ
レ

ワ
ー

ク
に

な
じ

む
場

合
は

、
自

宅
作

業
で

き
る

こ
と

は

負
担

軽
減

に
な

っ
て

よ
い

と
思

う
。

 

そ
の

他
 

・
多

く
の

薬
を

飲
む

必
要

が
あ

る
た

め
、

難
病

指
定

に
よ

る
補

助
が

あ
る

こ
と

は

有
り

難
い

（病
気

に
な

っ
て

初
め

て
こ

の
よ

う
な

制
度

が
あ

る
と

知
っ

た
）。

 

・敢
え

て
改

善
点

を
挙

げ
る

と
す

る
と

、
申

請
・更

新
（年

１
回

）手
続

き
が

簡
便

に

な
る

と
仕

事
が

忙
し

く
て

も
で

き
る

よ
う
に

な
る

た
め

よ
い

。
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4
1 

調
査

N
O

 
M

62
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/3

0
代

 

業
種

・規
模

 
運

輸
、

郵
便

業
、

従
業

員
1,

00
0～

3,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
現

場
職

。
休

職
中

で
、

職
場

復
帰

を
目

指
し

慣
ら

し
通

勤
を

開
始

。
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

現
場

職
。

 

・通
勤

は
電

車
利

用
で

約
60

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」
は

無
し

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
で

業
務

資
料

の
職

場
持

出

し
は

禁
止

さ
れ

て
い

る
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

有
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

脳
血

管
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

一
部

、
麻

痺
が

残
る

も
の

の
、

事
務

仕
事

に
支

障
は

な
い

。
し

か
し

電
車

の
通

勤
が

つ
ら

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・現

在
、

週
に

３
回

の
通

院
（休

職
中

）。
 

通
院

所
要

時
間

 
・予

約
制

の
た

め
待

ち
時

間
は

な
く

、
治

療
時

間
は

40
分

（リ
ハ

２
単

位
）。

 

・通
院

は
自

宅
か

ら
車

利
用

で
約

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
、

２
回

。
 

入
院

期
間

 
・急

性
期

１
ヶ

月
半

（放
射

線
治

療
）、

回
復

期
約

４
ヶ

月
（リ

ハ
ビ

リ
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・急
性

期
病

院
（無

し
）で

は
、

ほ
ぼ

寝
た

き
り

で
要

介
助

状
態

だ
っ

た
の

で
、

会

社
と

の
や

り
取

り
は

全
て

家
族

に
任

せ
た

。
 

・
回

復
期

病
院

（
有

り
）
で

は
、

電
話

や
携

帯
メ

ー
ル

で
、

病
状

や
治

療
見

通
し

な
ど

を
報

告
。

上
司

や
同

僚
が

見
舞

い
に

来
て

、
会

社
の

様
子

や
職

場
復

帰

に
向

け
た

相
談

も
病

院
で

行
っ

た
。

 

治
療

に
お

け
る

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

は
無

し
。

自
分

の
場

合
は

現
場

業
務

の
た

め
、

自
宅

や
病

院
な

ど
の

職
場

以
外

で
の

テ
レ

ワ
ー

ク
は

で
き

な
い

。
 

・病
院

内
に

テ
レ

ワ
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
が

あ
れ

ば
、

気
兼

ね
な

く
勤

務
先

へ
の

業
務

通
話

も
で

き
る

し
、

仕
事

上
の

P
C

利
用

も
で

き
、

便
利

だ
と

思
う
。

事
務

系
の

会
社

員
に

は
、

入
院

中
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

維
持

に
役

立
つ

と
思

う
。

た
だ

、

病
院

設
備

と
し

て
は

、
ネ

ッ
ト
（無

線
L
A

N
）環

境
が

提
供

さ
れ

て
い

れ
ば

十
分

だ
と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・現
在

の
医

療
保

険
制

度
で

は
、

多
額

の
費

用
が

高
齢

者
の

医
療

・介
護

に
使

わ
れ

る
傾

向
に

あ
り

、
若

い
就

労
世

代
が

病
気

・け
が

で
就

労
困

難
に

な
っ

た

場
合

の
治

療
や

職
場

復
帰

訓
練

の
た

め
に

使
わ

れ
る

べ
き

費
用

を
圧

迫
し

て

い
る

か
と

思
う
と

、
残

念
に

思
う
。
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/3
0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
・建

築
業

 

職
業

・職
種

 
製

造
・建

築
業

務
、

従
業

員
50

人
未

満
 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
、

現
場

勤
務

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・現
在

の
仕

事
へ

の
支

障
は

、
特

に
無

し
。

 

・現
在

の
派

遣
会

社
に

病
気

の
報

告
は

し
て

い
な

い
。

 

・
糖

尿
病

の
発

症
後

、
会

社
の

移
転

を
き

っ
か

け
に

派
遣

会
社

に
転

職
し

た
。

病
気

は
理

由
で

は
な

く
、

通
勤

時
間

が
長

く
な

る
た

め
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

 

・有
休

を
利

用
し

て
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・診
療

は
、

待
ち

時
間

も
含

め
４

時
間

で
、

尿
検

査
と

血
液

検
査

と
そ

の
検

査
結

果
を

受
け

て
の

問
診

。
総

合
病

院
に

通
院

し
て

い
る

。
 

・通
院

は
車

利
用

で
10

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
派

遣
社

員
で

あ
り

、
そ

の
必

要
は

無
い

。
 

・通
院

中
の

病
院

で
堂

々
と

P
C

仕
事

を
し

て
い

る
人

は
見

た
こ

と
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

以
前

の
勤

務
先

で
。

糖
尿

病
と

咽
頭

炎
の

手
術

で
入

院
。

 

入
院

期
間

 
・1

0
日

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
入

院
中

に
１

回
、

担
当

業
務

の
進

行
状

況
の

確
認

を
行

い
、

退
院

直
前

に
そ

の
報

告
で

１
回

、
職

場
に

電
話

連
絡

を
行

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

現
在

の
業

務
内

容
で

は
P
C

は
使

用
し

な
い

。
現

場
以

外
で

P
C

を
使

用
す

る
仕

事
は

無
い

。
 

・病
院

内
に

P
C

仕
事

専
用

ス
ペ

ー
ス

は
あ

っ
た

方
が

よ
い

と
思

う
。

自
分

は
P
C

を
使

わ
な

い
が

、
専

用
ス

ペ
ー

ス
が

あ
れ

ば
堂

々
と

仕
事

に
使

え
る

。
病

院
内

で
こ

そ
こ

そ
と

仕
事

を
す

る
よ

り
は

ま
し

だ
と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・
糖

尿
病

は
合

併
症

が
多

い
の

で
、

今
後

、
病

状
が

悪
化

し
て

入
院

し
た

場
合

で
、

か
つ

（
仕

事
の

内
容

が
変

わ
っ

て
）
Ｐ

Ｃ
仕

事
の

必
要

が
あ

れ
ば

利
用

し

た
い

。
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調
査

N
O

 
M

25
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/3

0
代

 

業
種

・規
模

 
医

療
・福

祉
、

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
変

則
シ

フ
ト
制

、
現

場
が

大
半

。
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
は

15
分

ぐ
ら

い
。

 

・通
勤

は
車

で
30

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・ス
ト
ー

マ
を

付
け

て
い

る
が

、
仕

事
へ

の
支

障
は

特
に

な
い

。
 

・復
職

後
、

１
ヵ

月
は

日
勤

の
み

に
し

て
も

ら
い

、
２

ヵ
月

目
に

は
夜

勤
の

な
い

変

則
シ

フ
ト
に

、
３
ヵ

月
目

か
ら

元
の

変
則

シ
フ

ト
で

勤
務

し
た

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・４

ヵ
月

に
１
回

。
 

・シ
フ

ト
制

な
の

で
、

予
約

が
入

っ
て

い
る

日
は

外
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・半

日
か

か
る

。
 

・車
で

片
道

10
～

15
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・６

ヵ
月

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
入

院
中

は
体

調
に

つ
い

て
電

話
連

絡
を

し
た

。
休

職
中

は
、

郵
送

で
も

よ
い

と
い

わ
れ

た
が

、
書

類
を

提
出

す
る

た
め

に
毎

月
職

場
に

出
向

い
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

介
護

職
な

の
で

仕
事

柄
、

テ
レ

ワ
ー

ク
は

考
え

ら
れ

な
い

。
 

そ
の

他
 

・が
ん

と
告

知
さ

れ
た

と
き

は
、

仕
事

を
辞

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
っ

た
が

、

医
療

機
関

か
ら

冊
子

を
渡

さ
れ

、
治

療
の

た
め

に
仕

事
を

辞
め

る
必

要
が

な

い
と

分
か

り
、

医
療

機
関

か
ら

も
そ

の
よ

う
な

話
を

受
け

、
気

持
ち

が
切

り
替

わ

っ
た

。
 

・
介

護
職

を
継

続
で

き
た

が
、

継
続

で
き

な
い

人
の

た
め

の
就

労
支

援
は

必

要
。

 

・公
的

に
ど

の
よ

う
な

制
度

が
活

用
で

き
る

か
、

一
覧

が
あ

る
と

よ
い

。
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調
査

N
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M
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/3

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

サ
ー

ビ
ス

業
、

従
業

員
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
（シ

フ
ト
制

）、
現

場
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・３
年

前
に

同
じ

サ
ー

ビ
ス

業
（同

職
種

）に
転

職
。

以
前

の
会

社
よ

り
は

労
務

環

境
・条

件
が

良
く

な
っ

た
も

の
の

、
接

客
業

で
は

大
差

は
な

い
。

 

・再
発

・転
移

の
不

安
が

あ
る

も
の

の
、

働
く

う
え

で
は

支
障

は
な

い
。

長
時

間
労

働
に

な
っ

た
場

合
は

疲
れ

が
溜

ま
り

、
手

術
前

よ
り

も
体

力
が

低
下

し
た

よ
う

な

気
が

す
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・予

約
制

で
６
ヵ

月
に

１
回

、
休

み
の

日
を

利
用

（シ
フ

ト
勤

務
）し

て
通

院
し

て
い

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・治
療

は
問

診
・触

診
だ

け
の

時
は

30
分

で
済

む
が

、
C

T
・M

R
I

撮
影

（年
１

回
）が

あ
る

場
合

は
５
時

間
か

か
る

。
 

・通
院

は
電

車
利

用
で

40
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
接

客
業

な
の

で
現

場
以

外
で

の
業

務
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・７

日
間

（が
ん

切
除

手
術

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

、
電

話
連

絡
の

み
。

こ
ち

ら
か

ら
は

、
病

状
や

結
果

報
告

（検
査

・手
術

）を

行
っ

た
。

職
場

か
ら

は
頻

繁
に

業
務

確
認

の
連

絡
が

来
て

い
た

。
 

治
療

中
（病

院
）に

お
け

る
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

自
分

の
場

合
は

接
客

サ
ー

ビ
ス

な
の

で
必

要
は

な
い

。
 

・
但

し
、

一
般

的
に

は
病

院
内

で
の

ニ
ー

ズ
は

有
る

と
思

う
。

良
い

点
は

、
体

調

急
変

し
て

も
、

医
療

職
員

が
近

く
に

居
る

の
で

安
心

し
て

仕
事

が
で

き
る

こ
と

。

悪
い

点
は

仕
事

と
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
の

境
界

が
あ

い
ま

い
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

。

あ
く

ま
で

病
状

や
体

調
に

問
題

が
な

く
、

本
人

の
意

思
で

行
う

こ
と

が
前

提
で

あ
り

、
企

業
側

の
強

制
で

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

そ
の

他
 

・突
然

の
入

院
・手

術
で

、
保

険
に

は
未

加
入

で
あ

っ
た

。
手

術
後

、
再

発
の

可

能
性

を
危

惧
し

て
保

険
加

入
を

検
討

し
た

が
、

が
ん

保
険

は
制

約
が

多
く

、
一

度
罹

患
す

る
と

加
入

が
難

し
い

。
罹

患
患

者
が

加
入

可
能

な
保

険
が

増
え

る
よ

う
、

国
の

政
策

誘
導

を
望

む
。
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4
5 

調
査

N
o 

M
27

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/3
0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
業

 
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

、
コ

ア
タ

イ
ム

制
度

あ
り

、
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

（Ｐ
Ｃ

持
ち

出
し

厳
禁

）。
 

会
社

の
制

度
上

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
は

無
し

。
 

・
傷

病
休

暇
・
休

職
制

度
の

存
在

は
不

明
。

メ
ン

タ
ル

等
で

の
休

職
や

退
職

者

が
い

る
が

、
制

度
が

あ
る

か
ど

う
か

は
知

ら
な

い
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
会

社
か

ら
は

、
勤

退
管

理
上

で
午

後
の

休
暇

が
多

い
時

期
に

聞
か

れ
た

程

度
。

 

・仕
事

に
支

障
は

な
い

。
発

症
後

も
同

じ
業

務
を

継
続

し
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

回
/２

ヵ
月

、
有

休
を

利
用

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・通
院

は
電

車
利

用
で

20
分

。
 

・
以

前
、

待
ち

時
間

が
最

大
３

時
間

だ
っ

た
が

、
2
～

３
年

前
の

電
子

カ
ル

テ
化

で
30

分
に

短
縮

さ
れ

た
。

診
療

時
間

は
10

分
程

度
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
５
～

10
分

の
電

話
連

絡
く

ら
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

（病
院

）。
テ

レ
ワ

ー
ク

は
大

企
業

の
話

だ
と

思
う

。
現

在
の

仕
事

は
在

宅
や

病
院

で
も

で
き

る
内

容
だ

が
、

会
社

で
は

パ
ソ

コ
ン

や
デ

ー
タ

持
ち

出
し

は
厳

禁
の

た
め

利
用

は
出

来
な

い
。

 

・ニ
ー

ズ
無

し
（自

宅
）。

自
宅

で
仕

事
を

す
る

と
却

っ
て

時
間

が
無

制
限

に
な

っ

て
し

ま
う
気

も
す

る
。

会
社

で
８
時

間
勤

務
を

管
理

し
て

も
ら

う
方

が
よ

い
。

在
宅

ワ
ー

ク
は

通
院

が
し

や
す

く
な

る
程

度
で

あ
り

、
治

療
が

大
変

な
時

期
に

は
仕

事
の

こ
と

を
考

え
る

余
裕

は
な

か
っ

た
。

 

・
ニ

ー
ズ

無
し

（
モ

バ
イ

ル
）
。

電
車

内
で

メ
ー

ル
を

チ
ェ

ッ
ク

で
き

る
と

よ
い

が
、

そ
れ

ほ
ど

の
必

要
は

な
い

。
 

4
6 

調
査

N
O

 
M

28
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

完
全

フ
レ

ッ
ク

ス
制

 
週

所
定

労
働

時
間

38
時

間
。

 

※
休

職
前

は
コ

ア
タ

イ
ム

有
り

の
フ

レ
ッ

ク
ス

制
を

適
用

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

、
通

勤
１
時

間
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

活
用

し
た

い
が

、
疾

患
の

こ
と

も
あ

り
言

い
出

せ
ず

に

い
る

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」有
り

。
２
日

/週
ま

で
利

用
可

能
で

、
対

象
は

全
社

員
。

 

・会
社

に
始

め
る

旨
の

連
絡

を
し

、
業

務
開

始
と

な
る

。
P
C

の
前

に
い

る
と

、
青

ラ
ン

プ
が

つ
く

仕
組

み
で

あ
る

。
 

・有
休

以
外

に
、

年
20

日
の

「傷
病

休
暇

制
度

」有
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

 

・
残

業
が

で
き

な
い

こ
と

で
周

り
に

迷
惑

を
か

け
て

い
る

と
い

う
思

い
は

あ
る

が
、

体
調

的
に

は
特

に
な

い
。

 

・産
業

医
面

談
は

、
以

前
は

月
１
回

、
現

在
は

２
ヵ

月
に

１
回

実
施

。
面

談
の

際
、

テ
レ

ワ
ー

ク
の

意
向

に
つ

い
て

は
話

を
し

た
が

、
人

事
部

に
は

直
接

話
を

し
て

い
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・３

週
間

に
1

回
。

 

・傷
病

休
暇

を
活

用
（３

週
間

に
１
日

で
だ

い
た

い
20

日
間

を
使

い
切

る
）。

 

通
院

所
要

時
間

 
・診

療
５
～

10
分

。
 

・片
道

１
時

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

休
職

・
通

院
中

に
会

社
と

メ
ー

ル
の

や
り

取
り

を
し

た
。

就
労

直
前

は
、

復
職

意
欲

が
高

ま
り

、
組

織
や

人
間

関
係

が
ど

う
な

っ
て

い
る

か
知

り
た

く
な

る

の
で

、
そ

の
タ

イ
ミ
ン

グ
で

の
電

話
連

絡
は

必
要

だ
と

思
う
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
 

入
院

期
間

 
・６

ヵ
月

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

- 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
（病

院
）、

ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）。

現
在

も
在

宅
テ

レ
ワ

ー
ク

を
し

た

い
と

思
っ

て
い

る
。

現
在

、
社

員
会

議
は

テ
レ

ワ
ー

ク
の

日
を

外
し

、
み

ん
な

が

集
ま

る
午

後
に

設
定

さ
れ

て
い

る
が

、
ス

カ
イ

プ
な

ど
で

テ
レ

ワ
ー

ク
時

に
も

会

議
が

で
き

る
と

よ
い

。
 

そ
の

他
 

・会
社

に
提

出
す

る
診

断
書

の
費

用
を

負
担

す
る

仕
組

み
が

あ
る

と
よ

い
。
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4
7 

調
査

N
O

 
M

29
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
金

融
業

・保
険

業
、

従
業

員
3,

00
0

人
以

上
 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

７
割

・外
勤

３
割

。
 

・通
勤

１
時

間
20

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・
「傷

病
休

暇
制

度
」
は

有
り

。
10

年
分

の
有

休
繰

り
越

し
が

で
き

る
保

存
休

暇

制
が

有
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・現
在

は
、

通
常

勤
務

で
は

あ
る

が
、

勤
務

規
制

で
残

業
は

な
い

。
 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

残
業

が
で

き
な

い
こ

と
で

周
り

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

い
う
思

い
は

あ
る

が
、

体
調

的
に

は
特

に
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

週
間

に
１
回

。
業

務
命

令
（仕

事
扱

い
）。

 

通
院

所
要

時
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

休
職

中
に

会
社

（
人

事
部

）
に

報
告

義
務

が
あ

り
、

や
り

取
り

は
し

て
い

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
- 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

- 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

金
融

機
関

は
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

厳
し

く
（F

A
X

・メ
ー

ル
も

禁

止
）
、

テ
レ

ワ
ー

ク
は

考
え

ら
れ

な
い

。
個

人
的

に
は

、
例

え
ば

自
宅

で
作

業

し
、

融
資

先
へ

直
接

訪
問

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
効

率
的

だ
と

は
思

う
。

 

そ
の

他
 

・
有

休
の

保
存

休
暇

制
度

の
存

在
を

初
め

て
知

っ
た

。
こ

の
制

度
が

普
及

し
一

般
的

に
な

る
と

よ
い

と
思

う
。

 

・３
ヵ

月
休

職
数

す
る

と
、

社
内

の
シ

ス
テ

ム
が

変
わ

っ
た

り
、

浦
島

太
郎

状
態

に

な
る

。
復

帰
直

後
の

ス
ト
レ

ス
と

な
る

た
め

、
復

職
前

に
事

前
に

シ
ス

テ
ム

の
変

更
、

社
内

通
達

、
手

続
き

の
変

更
な

ど
分

か
る

と
よ

い
。

 

4
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調
査

N
O

 
M

30
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

、
通

勤
40

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
有

り
（在

宅
）。

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
済

み
の

会
社

P
C

貸
与

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」有
り

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」「

傷
病

手
当

制
度

」は
無

し
。

休
暇

制
度

は
な

い
が

、
あ

る

程
度

は
融

通
を

効
か

せ
て

く
れ

る
。

周
囲

も
割

と
協

力
的

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
支

障
な

し
。

今
は

、
と

き
ど

き
目

に
症

状
が

出
る

く
ら

い
で

他
に

症
状

は
な

く
、

日
常

生
活

に
支

障
は

な
い

。
退

院
し

て
翌

々
日

に
は

復
職

し
た

。
特

に
困

っ

た
こ

と
も

無
い

。
 

・手
術

前
に

上
司

に
報

告
し

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・今

は
１
回

/３
ヵ

月
に

高
血

圧
の

薬
と

、
１
回

/年
に

M
R
I
検

査
。

 

・退
院

当
初

は
１
回

/２
週

間
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・通
院

時
間

は
往

復
約

１
時

間
、

診
療

終
了

ま
で

30
～

60
分

程
度

。
M

R
I
検

査

の
場

合
は

結
果

を
聞

く
ま

で
に

約
1

時
間

待
つ

こ
と

が
あ

る
。

 

・
最

初
の

頃
は

通
院

が
多

か
っ

た
た

め
有

休
を

使
っ

た
り

、
途

中
で

抜
け

て
い

た
。

仕
事

柄
、

自
分

で
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

組
め

る
業

務
で

あ
っ

た
こ

と
と

、
協

力

を
受

け
や

す
い

職
場

環
境

で
支

障
な

く
で

き
て

い
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
ス

マ
ホ

で
十

分
。

通
院

時
に

、
よ

ほ
ど

の
事

で
な

い
限

り
、

仕
事

に
関

わ

る
こ

と
を

す
る

必
要

性
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・３

週
間

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
入

院
中

は
、

P
C

で
メ

ー
ル

の
や

り
と

り
を

少
し

し
た

。
業

務
上

の
事

で
は

な
く

、
病

状
・経

過
の

報
告

程
度

だ
っ

た
。

自
分

の
P
C

を
持

ち
込

ん
だ

。
病

室

に
L
A

N
ケ

ー
ブ

ル
ま

で
あ

り
、

普
通

に
P
C

で
連

絡
を

取
り

合
う
こ

と
が

で
き

た
。

ス
マ

ホ
を

持
ち

込
ん

で
も

問
題

な
か

っ
た

。
 

・病
院

設
備

と
し

て
は

、
無

線
L
A

N
環

境
が

あ
り

、
仕

事
と

い
う
よ

り
連

絡
を

レ
ス

ポ
ン

ス
よ

く
や

り
取

り
で

き
る

だ
け

で
よ

い
と

思
う
。

最
低

限
の

連
絡

が
で

き
る

方

が
本

人
も

会
社

も
よ

い
。

自
分

は
個

室
だ

っ
た

た
め

周
囲

の
人

の
こ

と
は

気
に

な
ら

な
か

っ
た

が
、

相
部

屋
の

場
合

を
考

え
る

と
、

仕
事

専
用

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
と

よ
い

。
た

だ
し

、
特

別
な

も
の

で
は

な
く

W
i-

F
iと

電
源

く
ら

い
が

あ
れ

ば
十

分
だ

と
思

う
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

や
は

り
治

療
に

専
念

し
た

方
が

よ
い

と
自

分
自

身
も

感
じ

た
。

 

・入
院

中
は

、
90

％
治

療
で

10
％

く
ら

い
は

仕
事

と
繋

が
っ

て
い

た
い

と
い

う
願

望
だ

っ
た

。
テ

レ
ワ

ー
ク

と
な

る
と

、
そ

の
割

合
が

30
～

40
％

く
ら

い
を

占
め

る

イ
メ

ー
ジ

。
そ

う
な

る
と

、
や

は
り

治
療

に
専

念
し

て
い

る
感

じ
が

し
な

い
。

 

そ
の

他
 

・業
務

取
引

先
と

は
テ

レ
ビ

会
議

を
使

う
こ

と
も

あ
る

が
、

社
内

会
議

は
顔

を
つ

き

合
わ

せ
て

や
っ

て
い

る
の

で
、

そ
の

方
が

よ
い

と
感

じ
て

い
る

。
 

・自
分

の
仕

事
は

在
宅

で
も

出
来

な
い

仕
事

で
は

な
い

が
、

社
風

や
自

分
の

仕

事
ス

タ
イ

ル
と

し
て

は
、

顔
を

合
わ

せ
て

す
る

方
が

向
い

て
い

る
。

テ
レ

ワ
ー

ク

の
雇

用
形

態
は

あ
っ

て
よ

い
と

思
う

し
、

そ
う

し
た

雇
用

が
選

択
で

き
る

よ
う

に

な
っ

て
い

る
の

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
電

気
・ガ

ス
・熱

供
給

・水
道

業
、

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 

・
正

社
員

（
管

理
職

）
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・
外

勤
（
休

日
に

施
工

現
場

を
訪

問
す

る

場
合

あ
り

）。
 

・週
５
日

で
現

在
は

時
短

勤
務

、
通

勤
１
時

間
半

（電
車

）。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」「

傷
病

休
暇

制
度

/傷
病

手
当

制
度

」は
無

し
。

 

・時
短

勤
務

は
運

用
面

で
カ

バ
ー

（個
人

の
覚

書
）。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
抗

が
ん

剤
の

後
遺

症
で

身
体

的
負

担
が

有
る

。
会

社
を

休
む

こ
と

も
あ

る
。

業
務

内
容

よ
り

、
ラ

ッ
シ

ュ
時

の
通

勤
や

移
動

、
時

間
に

支
障

が
あ

る
。

 

・主
治

医
か

ら
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

で
も

大
丈

夫
と

の
許

可
が

あ
り

、
自

身
も

早
く

復

帰
し

た
か

っ
た

た
め

、
時

短
で

は
あ

る
が

焦
っ

て
週

５
日

か
ら

復
帰

し
た

。
し

か

し
負

荷
を

か
け

す
ぎ

て
体

調
を

崩
し

、
２
～

３
週

間
休

ん
だ

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・３
ヵ

月
に

１
～

２
回

、
大

学
病

院
に

通
院

。
 

・時
短

勤
務

と
定

期
検

査
の

た
め

の
特

別
休

暇
（行

政
の

制
度

活
用

）を
利

用
し

て
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

も
含

め
、

２
時

間
程

度
（予

約
な

し
は

約
５
時

間
）。

 

・治
療

内
容

（定
期

検
査

の
ほ

か
は

、
１
回

だ
け

通
院

）。
 

・通
院

は
１
時

間
弱

（自
宅

・会
社

と
も

に
）で

、
会

社
か

ら
の

通
院

は
な

し
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

仕
事

に
関

す
る

連
絡

・
調

整
、

作
業

（
書

類
の

チ
ェ

ッ
ク

等
）
を

移
動

時

間
や

待
ち

時
間

に
、

電
車

の
な

か
や

待
合

室
で

、
ス

マ
ホ

を
使

っ
て

実
施

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・
有

り
。

有
休

か
ら

消
化

し
、

休
職

（
化

学
療

法
か

ら
傷

病
手

当
支

給
）
に

な
っ

た
。

 

入
院

期
間

 
・手

術
入

院
は

14
日

間
、

化
学

療
法

時
は

４
日

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
手

術
入

院
で

は
、

病
状

報
告

の
み

を
携

帯
メ

ー
ル

で
行

っ
た

（W
i-

F
iは

な
い

が
、

通
話

を
し

な
け

れ
ば

メ
ー

ル
は

可
能

）。
 

・
化

学
療

法
時

の
入

院
で

は
、

会
社

か
ら

の
問

合
せ

連
絡

に
対

応
し

た
。

病
室

の
ほ

か
、

通
話

可
能

な
談

話
室

で
行

っ
た

（手
術

後
、

部
下

に
引

き
継

ぎ
を

行

っ
た

た
め

、
そ

れ
以

降
は

携
帯

の
や

り
と

り
と

な
っ

た
）。

 

・タ
ブ

レ
ッ

ト
や

P
C

を
持

ち
込

め
ば

、
図

面
を

引
く

な
ど

仕
事

が
で

き
た

と
思

う

が
、

そ
こ

ま
で

仕
事

に
追

わ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

か
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
設

計
業

務
は

P
C

と
携

帯
が

あ
れ

ば
職

場
以

外
で

も
で

き
る

が
、

傷
病

休
暇

中
、

自
宅

で
の

機
密

文
書

の
取

り
扱

い
、

病
院

で
手

術
の

あ
る

場
合

な
ど

賛
成

で
き

な
い

。
 

・
た

だ
し

、
移

動
が

大
変

な
た

め
、

時
差

出
勤

な
ど

で
テ

レ
ワ

ー
ク

が
活

用
で

き

る
と

よ
い

。
必

要
最

低
限

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
で

よ
い

。
検

査
入

院
な

ど
病

状
が

安

定
し

て
い

る
、

あ
る

い
は

長
期

入
院

の
場

合
で

、
欠

勤
扱

い
に

な
ら

な
い

の
で

あ
れ

ば
病

院
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

は
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。
W

i-
F
i（

会
社

支
給

な
ら

不

要
）
、

ス
ペ

ー
ス

（
机

、
椅

子
、

棚
）
、

図
書

館
の

間
仕

切
り

（
周

囲
の

視
線

を
さ

え
ぎ

る
）が

あ
る

と
仕

事
し

や
す

い
。

 

そ
の

他
 

・ネ
ッ

ト
で

情
報

収
集

し
た

が
、

あ
ま

り
病

気
の

情
報

が
な

く
苦

労
し

た
。

 

・中
小

企
業

で
は

産
業

医
を

抱
え

る
こ

と
は

難
し

い
。

主
治

医
は

職
場

を
知

ら
な

い
た

め
、

復
職

ア
ド

バ
イ

ス
を

く
れ

る
と

こ
ろ

が
あ

る
と

良
い

。
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基
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性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

1,
00

0～
3,

00
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
の

有
り

（ノ
ー

ト
P
C

＆
ル

ー
タ

ー
貸

与
）。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

有
り

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

有
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
と

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

体
調

は
安

定
し

て
い

る
。

悪
化

し
た

場
合

は
有

休
を

取
っ

て
身

体
を

休
む

よ
う
に

し
て

い
る

。
 

・復
職

プ
ロ

セ
ス

は
ス

ム
ー

ズ
で

問
題

は
な

か
っ

た
。

自
宅

療
養

中
の

産
業

医
と

の
面

談
に

は
人

事
課

長
も

同
席

。
時

短
勤

務
を

認
め

て
く

れ
た

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・５

週
間

に
１
回

、
平

日
に

半
休

（有
休

）を
利

用
し

て
通

院
。

午
後

出
社

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

お
よ

そ
半

日
、

治
療

内
容

は
血

液
・尿

検
査

と
問

診
。

 

・通
院

は
電

車
利

用
で

25
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

や
電

話
連

絡
等

は
病

院
に

限
定

せ
ず

、
移

動
中

に
も

頻
繁

に
行

っ
て

い
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・３

ヵ
月

間
（精

神
疾

患
が

主
だ

が
、

糖
尿

病
の

治
療

も
実

施
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
精

神
疾

患
の

た
め

、
職

場
と

の
連

絡
は

禁
止

さ
れ

て
い

た
。

入
院

中
に

職
場

か
ら

の
訪

問
者

は
な

く
、

メ
ー

ル
や

電
話

で
の

や
り

取
り

も
一

切
な

か
っ

た
。

 

治
療

（病
院

）に
お

け
る

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
Ｐ

Ｃ
の

操
作

音
や

電
磁

波
な

ど
周

囲
の

迷
惑

に
な

り
そ

う
な

の

で
院

内
で

の
P
C

利
用

は
制

限
す

べ
き

だ
と

思
う
。

 

・「
仕

事
専

用
ス

ペ
ー

ス
」（

プ
リ
ン

タ
が

あ
る

と
便

利
）は

魅
力

的
だ

が
、

病
院

内

で
そ

こ
ま

で
す

る
必

要
が

あ
る

か
疑

問
で

あ
る

。
病

院
で

は
治

療
に

専
念

し
、

仕
事

と
い

っ
て

も
電

話
連

絡
程

度
に

留
め

る
べ

き
だ

。
職

務
内

容
に

よ
っ

て
は

き
ち

ん
と

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。
 

・
入

院
中

の
仕

事
に

対
す

る
「
対

価
・
報

酬
」
の

問
題

も
あ

る
。

無
給

（
サ

ー
ビ

ス

残
業

の
扱

い
）で

も
、

逆
に

傷
病

休
暇

中
に

報
酬

を
支

払
う
こ

と
も

お
か

し
な

話

に
な

る
。
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齢
 

男
性
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0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
の

勤
務

で
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
中

心
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
、

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

有
り

。
休

職
中

は
一

定
の

給
与

保
証

有
り

。
残

業
無

し
な

ど
の

就
労

制
限

も
利

用
可

能
。

障
害

者
雇

用
も

積
極

的
で

、
諸

制
度

が
充

実

し
て

い
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
、

現
在

は
な

い
。

 

・発
症

前
は

年
３
回

く
ら

い
海

外
出

張
が

あ
っ

た
が

、
現

在
は

病
気

へ
の

配
慮

で

な
い

。
 

・休
職

扱
い

に
な

っ
た

が
、

会
社

人
事

部
・産

業
医

と
相

談
の

う
え

で
復

職
が

出

来
た

（組
合

が
し

っ
か

り
し

て
い

た
）。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・１
ヵ

月
に

１
回

。
当

初
通

院
の

総
合

病
院

の
主

治
医

が
開

業
し

た
た

め
、

現
在

は
そ

ち
ら

に
通

院
し

て
い

る
。

 

・平
日

に
１
日

有
休

を
利

用
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・診

療
は

、
待

ち
時

間
も

含
め

ほ
ぼ

半
日

。
 

・通
院

は
電

車
で

約
１
時

間
+徒

歩
30

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
。

入
院

中
は

食
事

も
取

れ
ず

点
滴

の
み

で
絶

対
安

静
の

た
め

、
業

務
は

で
き

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・複

数
回

有
り

。
活

動
期

は
突

然
や

っ
て

来
て

即
入

院
と

な
る

。
 

入
院

期
間

 
・３

～
４
ヵ

月
、

10
年

く
ら

い
前

に
は

手
術

を
伴

い
６
ヵ

月
間

入
院

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
い

つ
も

突
然

の
入

院
な

の
で

、
業

務
の

引
き

継
ぎ

の
た

め
、

資
料

や
デ

ー
タ

の
所

在
を

電
話

連
絡

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

技
術

的
に

は
職

場
以

外
で

も
十

分
作

業
は

可
能

で
あ

る
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

の
問

題
か

ら
社

外
か

ら
の

デ
ー

タ
へ

の
ア

ク
セ

ス
は

禁
止

さ
れ

て

い
る

。
同

様
の

理
由

か
ら

デ
ー

タ
の

持
ち

出
し

も
物

理
的

に
で

き
な

い
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
制

度
的

に
は

メ
ー

ル
チ

ェ
ッ

ク
は

可
能

だ
が

社
外

で
の

業
務

は
不

可
能

で
あ

る
。

 

そ
の

他
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
は

ス
モ

ー
ル

オ
フ

ィ
ス

な
ら

対
応

が
可

能
か

も
し

れ
な

い
が

、
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

上
の

問
題

が
あ

り
、

大
会

社
で

は
テ

レ
ワ

ー
ク

を
認

め
る

こ
と

は

な
い

と
思

う
。

情
報

漏
洩

な
ど

の
不

正
事

件
が

よ
く

ニ
ュ

ー
ス

に
な

っ
て

い
る

し
、

性
善

説
に

立
っ

た
対

応
は

で
き

な
い

は
ず

。
逆

に
、

在
宅

勤
務

を
認

め
て

い
る

企
業

は
、

ど
の

よ
う
な

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
を

し
て

い
る

の
か

興
味

が
あ

る
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

。
 

・通
勤

は
電

車
30

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

「傷
病

休
暇

制
度

/傷
病

手
当

制
度

」無
し

。
 

・就
労

が
継

続
で

き
る

よ
う
、

互
い

に
支

援
し

融
通

し
あ

っ
て

い
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

 

・現
在

の
体

調
は

比
較

的
安

定
し

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・透

析
は

週
３
日

で
17

時
か

ら
5

時
間

。
仕

事
終

了
後

（1
6

時
終

了
）に

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
は

電
車

で
30

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
と

き
ど

き
、

翌
朝

の
仕

事
内

容
の

確
認

や
急

用
時

で
電

話
連

絡
を

す
る

こ
と

は
あ

っ
た

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・１

日
間

（足
の

切
開

手
術

）。
腎

不
全

の
因

果
関

係
は

不
明

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・入
院

中
は

無
し

。
但

し
、

退
院

後
の

約
１

ヵ
月

間
自

宅
療

養
中

に
、

病
状

報
告

や
復

帰
時

期
の

調
整

な
の

で
、

携
帯

メ
ー

ル
の

や
り

取
り

を
数

回
し

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

透
析

や
入

院
中

は
治

療
に

専
念

す
べ

き
で

あ
る

。
 

・透
析

中
は

片
手

が
動

か
せ

な
い

の
で

、
本

格
的

な
P
C

仕
事

は
難

し
い

。
フ

ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
の

更
新

ぐ
ら

い
な

ら
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

。
基

本
的

に
は

安
静

に

し
て

い
る

べ
き

。
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5
3 

調
査

N
O

 
M

35
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
不

動
産

業
、

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
経

営
者

 

就
労

状
況

 
・外

回
り

も
あ

る
が

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

中
心

。
通

勤
は

電
車

で
40

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
在

宅
勤

務
制

度
」は

あ
る

が
利

用
者

は
ゼ

ロ
。

 

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

契
約

書
類

な
ど

業
務

に
必

要
な

紙
資

料
が

多
く

、
結

局
、

会

社
に

一
度

は
立

ち
寄

ら
な

い
と

仕
事

に
な

ら
な

い
た

め
で

あ
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・と
き

ど
き

激
し

い
痛

み
に

よ
り

動
作

が
止

ま
る

（
じ

っ
と

我
慢

す
る

し
か

な
い

）
な

ど
仕

事
に

支
障

が
あ

る
。

 

・普
段

は
元

気
な

た
め

周
囲

に
は

理
解

さ
れ

に
く

い
。

 

・社
員

に
は

病
状

報
告

済
み

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・疼
痛

薬
処

方
の

た
め

、
当

初
は

週
１
回

通
院

。
 

・現
在

は
１
～

２
ヵ

月
に

１
回

の
通

院
。

 

・平
日

午
前

休
み

（有
休

消
化

）で
対

応
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・治
療

約
15

分
、

待
ち

時
間

を
含

め
て

計
1.

5～
２
時

間
。

 

・通
院

は
電

車
で

40
分

だ
が

、
そ

の
時

に
仕

事
は

し
な

い
。

 

・予
約

制
だ

が
病

院
は

混
む

。
外

部
薬

局
で

１
時

間
待

つ
こ

と
も

あ
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
診

断
当

初
は

、
院

内
か

ら
携

帯
電

話
の

通
話

・メ
ー

ル
で

部
下

に
指

示

を
し

た
り

、
A

T
M

で
業

務
振

込
を

行
っ

た
こ

と
も

あ
る

。
 

・
現

在
は

通
院

頻
度

も
減

り
、

前
も

っ
て

調
整

の
う

え
で

通
院

し
て

い
る

の
で

L
IN

E
で

業
務

連
絡

を
取

り
合

う
程

度
。

病
院

内
で

P
C

仕
事

を
す

る
人

を
見

た

こ
と

は
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・１

泊
２
日

の
検

査
入

院
（２

年
１
回

、
病

状
を

確
認

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
検

査
は

首
を

固
定

し
造

影
剤

を
使

用
し

て
の

M
R
I撮

影
で

、
絶

対
安

静

が
必

要
で

、
T
V

や
読

書
も

禁
止

さ
れ

て
お

り
、

何
も

で
き

な
い

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
自

身
の

場
合

は
、

業
務

の
特

性
上

、
病

院
内

で
本

格
的

な
仕

事
は

で
き

な
い

し
、

ま
た

、
で

き
る

よ
う
な

病
状

で
も

な
い

。
 

・本
人

の
体

調
や

病
気

次
第

だ
と

思
う
が

、
院

内
で

P
C

仕
事

が
で

き
る

環
境

が

あ
れ

ば
、

安
心

し
て

入
院

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
。

 

そ
の

他
 

・不
動

産
業

界
は

競
争

が
激

し
く

、
自

社
の

特
徴

を
出

す
た

め
、

営
業

エ
リ
ア

拡

大
が

経
営

課
題

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
も

、
社

員
の

通
勤

時
間

を
無

駄
に

し
な

い
よ

う
、

本
格

的
な

テ
レ

ワ
ー

ク
の

導
入

を
図

り
た

い
が

、
会

社
側

の
イ

ン
フ

ラ

整
備

資
金

に
余

裕
が

な
い

。
自

社
業

務
に

合
致

す
る

ア
プ

リ
提

供
や

レ
ン

タ
ル

シ
ス

テ
ム

販
売

開
始

を
待

っ
て

い
る

段
階

で
あ

る
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 

・
正

社
員

（管
理

職
）
、

週
５

日
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

（現
在

は
在

宅
勤

務
で

週
１

回

の
出

勤
）、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

・会
社

へ
の

通
勤

は
自

転
車

で
30

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
（在

宅
勤

務
）。

 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

（
在

宅
勤

務
：出

産
・
傷

病
）
」
は

有
り

。
傷

病
利

用
は

自
分

が
初

め
て

の
例

と
な

っ
た

。
 

・「
傷

病
手

当
制

度
」は

有
り

。
「傷

病
休

暇
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

脳
血

管
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

り
。

深
刻

な
後

遺
症

は
な

か
っ

た
が

、
再

発
を

懸
念

し
た

会
社

側
の

判
断

で
「
在

宅
勤

務
」
（
週

１
回

の
出

社
）
に

な
っ

た
。

本
来

、
顧

客

や
製

造
現

場
と

の
打

合
せ

が
必

要
だ

が
、

再
発

防
止

に
配

慮
し

部
下

に
任

せ

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・M

R
I
検

査
２
ヵ

月
に

１
回

の
通

院
、

通
院

は
有

休
（半

日
）利

用
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

約
半

日
、

通
院

は
徒

歩
15

分
（歩

行
困

難
な

時
は

バ
ス

利

用
で

20
分

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・治

療
と

リ
ハ

で
２
回

（約
20

～
30

日
間

）、
検

査
１
泊

。
入

院
で

２
年

分
の

有
休

を
全

消
化

し
、

不
足

分
は

欠
勤

で
対

応
し

た
。

休
職

に
は

な
ら

な
か

っ
た

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
入

院
棟

の
待

合
室

限
定

で
W

i-
F
i
環

境
が

有
り

、
部

下
と

業
務

上
の

連

絡
・確

認
を

し
た

が
、

疲
れ

る
の

で
極

力
行

わ
な

い
よ

う
に

し
て

い
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
（
病

院
）
ニ

ー
ズ

無
し

。
入

院
中

は
治

療
に

専
念

す
べ

き
で

あ
る

。
病

院
で

仕

事
を

す
る

と
ス

ト
レ

ス
に

な
り

、
治

療
に

差
し

障
り

が
あ

る
。

 

・
（
在

宅
・
サ

テ
ラ

イ
ト
）
在

宅
勤

務
は

通
勤

負
荷

や
煩

わ
し

い
電

話
連

絡
が

な

く
、

集
中

し
て

仕
事

が
で

き
る

の
で

、
自

分
の

業
務

に
は

合
致

し
た

。
残

業
は

せ
ず

、
家

族
と

の
時

間
を

大
切

に
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

在
宅

勤
務

に
向

か
な

い
人

の
た

め
に

、
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
と

い
う
選

択
肢

も
あ

っ
て

も
よ

い
と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・
在

宅
勤

務
の

方
法

と
し

て
は

、
①

C
A

D
/C

A
M

と
高

精
細

モ
ニ

タ
ー

は
会

社

貸
与

、
②

毎
日

ス
カ

イ
プ

で
朝

礼
参

加
し

業
務

内
容

・目
標

を
相

互
に

報
告

、

③
本

支
社

会
議

は
テ

レ
ビ

会
議

を
利

用
、

④
設

計
元

デ
ー

タ
と

完
成

設
計

図

面
は

ク
ラ

ウ
ド

利
用

で
共

有
、

と
し

て
い

る
。

 

・
両

立
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

意
見

で
、

す
ぐ

に
職

場
復

帰
せ

ず
に

回
復

期
病

院
へ

の
転

院
と

自
宅

療
養

し
た

こ
と

が
、

今
の

機
能

回
復

に
結

び
つ

い

た
と

思
う
。

 

・
今

後
、

社
会

全
体

の
高

齢
化

の
進

展
で

、
「
治

療
と

仕
事

の
両

立
支

援
」
は

、

益
々

重
要

視
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
は

ず
。

国
は

、
支

援
策

や
両

立
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

存
在

を
も

っ
と

ア
ピ

ー
ル

す
べ

き
だ

。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 
・管

理
職

（管
理

職
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

中
心

。
 

・通
勤

約
50

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
は

あ
る

が
、

育
児

・介
護

の
目

的
で

週
１
～

２
回

に
限

定
。

 

・傷
病

休
暇

制
度

は
無

し
、

傷
病

手
当

制
度

・健
保

か
ら

給
与

の
８

割
程

度
、

共

済
会

か
ら

見
舞

金
（５

万
円

）は
有

り
。

 

・産
業

医
が

お
り

、
半

年
に

１
回

の
面

談
を

行
っ

て
い

る
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
臓

疾
患

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
現

在
は

、
日

常
生

活
に

支
障

は
無

い
。

退
院

か
ら

１
年

間
は

出
張

・
残

業
・
重

い
も

の
を

持
つ

こ
と

が
禁

止
さ

れ
て

い
た

。
産

業
医

の
指

示
で

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア

ン
ス

事
案

と
な

る
た

め
遵

守
さ

れ
た

。
現

在
は

制
限

が
な

く
な

り
、

月
20

時
間

ほ
ど

残
業

し
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

ヵ
月

に
１
回

、
午

前
勤

務
後

に
通

院
（管

理
職

の
た

め
欠

勤
で

は
な

い
）。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

も
含

め
５
時

間
程

度
。

 

・内
容

は
、

血
液

検
査

、
心

電
図

、
レ

ン
ト
ゲ

ン
、

エ
コ

ー
（３

ヵ
月

に
１
回

）。
 

・通
院

は
自

宅
か

ら
15

分
程

度
、

会
社

か
ら

１
時

間
程

度
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
iP

ho
ne

を
使

っ
て

、
会

社
の

メ
ー

ル
を

見
た

り
、

部
下

に
指

示
を

出
す

こ

と
は

あ
る

。
特

に
不

便
は

感
じ

て
い

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・２

回
。

有
休

か
ら

欠
勤

（1
2

日
程

度
）と

な
っ

た
。

 

入
院

期
間

 
・2

5
日

間
（初

回
は

20
日

程
度

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

・入
院

前
に

人
事

部
に

入
院

内
容

を
伝

え
、

術
後

14
日

ほ
ど

で
人

事
部

か
ら

訪

問
が

あ
り

、
談

話
室

で
病

状
の

報
告

等
を

行
っ

た
。

 

・仕
事

柄
、

あ
ま

り
緊

急
性

が
求

め
ら

れ
る

よ
う

な
内

容
も

な
く

、
上

司
に

任
せ

て

い
た

た
め

、
携

帯
で

の
通

話
を

含
め

、
仕

事
を

す
る

こ
と

は
な

か
っ

た
。

仕
事

の
こ

と
が

頭
を

よ
ぎ

っ
た

こ
と

は
あ

っ
た

が
、

治
療

に
専

念
し

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

病
院

は
病

気
を

治
す

た
め

の
施

設
で

あ
る

。
医

療
機

関
へ

の
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

の
利

用
は

、
骨

折
は

可
能

か
も

し
れ

な
い

が
、

が
ん

や
心

臓
病

、
脳

疾
患

の
患

者
に

仕
事

を
さ

せ
る

の
は

酷
で

は
な

い
か

。
状

態
が

落

ち
着

い
て

暇
に

な
っ

た
と

き
に

、
復

職
に

向
け

頭
を

切
り

替
え

て
利

用
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
あ

っ
て

も
良

い
と

思
う
。

 

・仮
に

病
院

に
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

を
設

置
し

仕
事

を
す

る
の

を
認

め
る

の
で

あ
れ

ば
、

実
働

に
見

合
っ

た
報

酬
に

つ
い

て
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

 

そ
の

他
 

・今
は

、
会

社
に

出
勤

し
稼

働
時

間
で

集
計

さ
れ

る
が

、
今

後
の

高
齢

化
も

踏
ま

え
る

と
、

仕
事

が
で

き
る

タ
イ

ミ
ン

グ
・
場

所
で

行
い

、
そ

の
成

果
で

評
価

し
給

与
に

反
映

す
る

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
へ

の
転

換
が

必
要

だ
と

思
う
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

約
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

と
外

勤
。

裁
量

労
働

に
近

い
運

用
。

 

・週
5

日
の

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
で

残
業

は
ほ

ぼ
な

し
。

通
勤

40
分

（電
車

）。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
い

（資
料

作
成

な
ど

は
な

い
が

、
顧

客
か

ら
の

電
話

対

応
は

あ
る

。
デ

ー
タ

の
持

ち
出

し
は

基
本

的
に

は
不

可
）。

 

会
社

の
制

度
上

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
、

傷
病

休
暇

制
度

/傷
病

手
当

制
度

は
無

し
。

 

・有
休

消
化

後
は

欠
勤

扱
い

。
厚

生
年

金
の

範
囲

で
傷

病
手

当
金

が
支

給
。

 

・時
短

勤
務

は
育

児
や

介
護

の
み

で
、

治
療

目
的

の
利

用
は

な
い

。
復

職
時

に

提
案

さ
れ

た
が

、
給

与
体

系
が

不
明

だ
っ

た
た

め
辞

退
し

た
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

、
徒

歩
移

動
が

困
難

で
、

駅
か

ら
15

～
20

分
歩

く
場

合
は

車
を

利

用
す

る
。

 

・
現

在
も

手
足

の
痺

れ
が

あ
る

。
当

初
は

キ
ー

ボ
ー

ド
を

打
つ

の
に

苦
労

し
た

が
、

今
は

慣
れ

て
き

た
。

医
師

か
ら

働
き

方
を

変
え

る
必

要
は

な
い

と
言

わ
れ

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・
入

院
し

て
い

た
病

院
へ

は
３

ヵ
月

に
１

～
２

回
、

勤
務

時
間

の
合

間
を

利
用

し

て
通

院
。

自
宅

近
く

の
整

形
病

院
は

月
１
回

の
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・
入

院
し

た
病

院
は

待
ち

時
間

も
含

め
２

時
間

か
か

り
、

通
院

は
車

で
20

～
30

分
程

度
。

自
宅

近
く

の
整

形
病

院
は

、
待

ち
時

間
は

な
く

、
徒

歩
圏

内
。

 

・リ
ハ

ビ
リ
と

し
て

は
、

ジ
ム

で
筋

ト
レ

、
鍼

（週
１
回

）が
メ

イ
ン

に
な

っ
て

い
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
ス

マ
ホ

で
仕

事
の

連
絡

や
調

整
を

す
る

こ
と

は
あ

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・1

09
日

間
、

有
休

か
ら

休
職

（欠
勤

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
仕

事
に

関
す

る
連

絡
・調

整
や

作
業

、
仕

事
以

外
の

面
で

の
職

場
の

情

報
収

集
な

ど
を

、
緊

急
度

合
い

に
応

じ
て

適
宜

実
施

。
傷

病
手

当
金

の
関

係

で
、

会
社

と
し

て
入

院
中

の
仕

事
は

不
可

に
な

っ
て

い
る

。
 

・部
長

と
し

て
中

心
的

な
役

割
を

担
っ

て
お

り
、

顧
客

対
応

や
部

下
へ

の
指

示
を

携
帯

で
行

っ
た

ほ
か

、
部

下
が

週
２
回

来
て

指
示

を
出

し
た

。
 

・療
養

に
専

念
し

た
い

と
は

思
わ

な
か

っ
た

。
W

i-
F
iが

あ
れ

ば
良

か
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

（
自

宅
）
。

仕
事

内
容

に
も

よ
る

が
、

テ
レ

ワ
ー

ク
が

活
用

で
き

れ

ば
楽

に
は

な
る

。
し

か
し

、
中

小
企

業
で

は
本

来
の

意
味

で
の

働
き

方
改

革
や

W
L
B

は
ま

だ
難

し
い

。
製

造
業

は
、

工
場

の
稼

働
日

数
に

よ
っ

て
利

益
が

変

わ
る

こ
と

に
な

る
。

 

・ニ
ー

ズ
無

し
（病

院
）。

病
院

内
に

テ
レ

ワ
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
が

あ
っ

て
も

自
分

自

身
は

面
倒

な
の

で
利

用
し

な
い

と
思

う
（携

帯
で

十
分

）。
そ

れ
に

会
社

と
し

て

の
イ

ン
フ

ラ
が

無
い

と
意

味
が

な
い

。
通

院
は

自
分

で
決

め
ら

れ
て

仕
事

の
調

整
が

可
能

な
た

め
、

な
く

て
も

事
足

り
る

。
入

院
の

場
合

は
退

院
時

期
が

分
か

ら
な

い
た

め
、

（ネ
ッ

ト
環

境
が

な
い

）ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

と
良

い
。

 

そ
の

他
 

・中
小

企
業

で
は

産
業

医
は

難
し

い
た

め
、

テ
ナ

ン
ト
単

位
な

ど
で

活
用

で
き

る

よ
う
に

な
る

と
よ

い
。

 

・病
を

抱
え

な
が

ら
働

く
場

合
、

定
量

的
な

評
価

で
は

差
が

生
じ

て
し

ま
う
。

差
別

の
な

い
形

で
、

評
価

基
準

の
優

遇
や

支
援

が
あ

る
と

良
い

。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

（管
理

職
）、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
の

有
り

（発
病

前
か

ら
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
カ

ー
、

通
信

カ
ー

ド
は

会
社

貸
与

）。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

有
り

。
育

児
＆

介
護

休
暇

社
員

限
定

で
試

行
中

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

有
り

、
「傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

無
し

。
５

年
前

に
内

勤
に

な
っ

て
か

ら
は

残
業

も
減

少
（
１

～
２
時

間
）し

、
楽

に
な

っ
た

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
回

、
平

日
に

半
休

（有
休

）を
利

用
し

て
通

院
。

午
後

出
社

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

半
日

。
 

・内
容

は
血

液
・尿

検
査

・問
診

、
通

院
は

徒
歩

10
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
午

後
出

社
し

て
い

る
の

で
必

要
が

な
い

。
 

・
土

曜
日

の
開

業
ク

リ
ニ

ッ
ク

を
探

そ
う

と
も

思
っ

た
が

、
転

院
も

面
倒

な
の

で
、

自
宅

に
近

い
病

院
に

継
続

通
院

し
て

い
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・７

日
間

（大
学

病
院

、
有

休
利

用
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

人
任

せ
に

で
き

な
い

仕
事

が
あ

り
、

１
日

に
３

～
４

時
間

は
仕

事
を

こ
な

し
た

。
ノ

ー
ト

P
C

と
通

信
カ

ー
ド

持
参

し
、

談
話

室
で

作
業

し
た

。
病

室
は

相

部
屋

で
同

室
者

に
迷

惑
が

か
か

る
た

め
共

有
ス

ペ
ー

ス
を

利
用

し
た

。
P
C

の

持
ち

こ
み

は
病

院
側

の
事

前
許

可
を

得
た

。
 

・期
日

の
あ

る
仕

事
だ

っ
た

た
め

、
正

直
つ

ら
か

っ
た

。
術

後
は

ベ
ッ

ド
で

ゆ
っ

く

り
と

過
ご

し
た

か
っ

た
。

 

治
療

（病
院

）に
お

け
る

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・一
般

的
な

ニ
ー

ズ
は

有
る

か
も

し
れ

な
い

が
、

反
対

で
あ

る
。

病
院

で
は

治
療

に
専

念
す

べ
き

で
あ

る
。

P
C

仕
事

が
可

能
な

環
境

が
病

院
に

整
備

さ
れ

る
と

、

入
院

中
で

も
会

社
側

か
ら

安
易

に
仕

事
の

要
請

が
出

る
こ

と
に

な
る

。
ま

た
、

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
を

講
じ

る
の

も
面

倒
で

あ
る

。
 

・同
じ

テ
レ

ワ
ー

ク
で

も
在

宅
勤

務
な

ら
ば

よ
い

と
思

う
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

も
し

易
い

し
、

自
宅

な
の

で
仕

事
に

集
中

で
き

る
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
フ

レ
ッ

ク
ス

勤
務

で
週

５
日

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
・外

勤
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
。

自
宅

や
出

張
時

、
遠

方
の

外
出

時
に

、
P
C

で
メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

や
書

類
作

成
を

行
っ

た
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」
は

有
り

。
た

だ
し

、
上

司
へ

の
事

前
面

談
、

報
告

義
務

が

厳
し

く
、

活
用

し
て

い
な

い
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

有
り

、
「傷

病
手

当
制

度
」は

不
明

。
有

休
は

繰
越

可
能

で
、

病
気

の
と

き
等

に
使

え
る

。
 

・時
短

勤
務

制
度

、
フ

レ
ッ

ク
ス

、
裁

量
労

働
制

、
テ

レ
ワ

ー
ク

（2
01

7
年

４
月

に

合
併

し
た

際
に

制
度

変
更

さ
れ

た
。

利
用

に
上

限
が

有
り

）が
有

る
。

 

・企
業

内
診

療
所

が
あ

る
が

利
用

し
た

こ
と

は
な

い
。

ま
た

、
保

健
師

が
い

る
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

と
そ

の
他

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

 

・難
病

の
発

症
当

時
は

１
ヵ

月
間

休
ん

だ
（有

休
）。

大
事

な
書

類
は

自
宅

に
送

っ
て

も
ら

い
、

電
話

・
メ

ー
ル

で
や

り
と

り
し

た
（
当

時
は

テ
レ

ワ
ー

ク
の

概
念

が

無
か

っ
た

頃
）。

 

・忙
し

く
て

も
、

治
療

が
疎

か
に

な
る

こ
と

は
な

か
っ

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・
難

病
は

１
ヵ

月
に

２
回

、
そ

の
他

の
疾

患
は

レ
ン

ト
ゲ

ン
が

数
ヵ

月
に

１
回

と
血

液
検

査
が

１
ヵ

月
１
回

、
C

T
が

年
１
～

２
回

と
な

っ
て

い
る

。
 

・ど
ち

ら
も

同
じ

大
学

病
院

に
、

土
曜

日
（休

日
）に

通
院

し
て

い
る

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

を
含

め
る

と
２
時

間
強

（９
時

か
ら

診
察

で
７
時

く
ら

い
に

行
く

）。
 

・難
病

は
服

薬
治

療
。

 

・通
院

は
電

車
利

用
で

40
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
基

本
的

に
会

社
が

休
み

の
土

曜
日

に
通

院
す

る
た

め
、

職
場

と
の

や
り

取
り

は
あ

ま
り

な
い

が
、

メ
ー

ル
チ

ェ
ッ

ク
と

急
な

用
件

の
と

き
に

対
応

す
る

。
 

・会
社

か
ら

W
i-

F
iル

ー
タ

ー
と

ノ
ー

ト
P
C

が
支

給
さ

れ
て

お
り

、
常

に
持

ち
歩

い
て

い
る

。
い

つ
順

番
が

来
る

か
分

か
ら

な
い

た
め

、
仕

事
は

待
合

室
で

行
っ

て
い

る
。

数
年

前
ま

で
院

内
で

は
電

波
が

遮
断

さ
れ

て
い

た
が

、
最

近
可

能
に

な
っ

た
。

な
る

べ
く

音
を

出
さ

な
い

よ
う

に
し

て
周

囲
に

は
配

慮
し

て
仕

事
を

し

て
い

る
。

あ
ま

り
不

便
は

な
い

が
、

敢
え

て
挙

げ
る

と
す

る
と

、
電

源
コ

ン
セ

ン
ト

が
少

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
無

し
（病

院
）
。

病
院

内
に

テ
レ

ワ
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
が

あ
っ

て
も

、
診

察
に

呼
ば

れ
る

タ
イ

ミ
ン

グ
が

分
か

ら
な

い
た

め
、

利
用

は
難

し
い

と
思

う
。

 

・有
り

（自
宅

）。
会

社
の

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
が

も
っ

と
簡

便
に

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
、

あ
っ

て
も

よ
い

。
現

行
制

度
は

性
悪

説
に

基
づ

い
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る

が
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
で

評
価

さ
れ

る
よ

う
に

な
れ

ば
よ

い
と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・昔
は

難
病

の
経

済
的

支
援

が
手

厚
か

っ
た

が
、

年
々

負
担

が
増

え
て

い
る

。
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5
9 

調
査

N
O

 
M

41
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
（管

理
職

）、
週

5
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

。
 

・残
業

で
毎

日
の

帰
宅

は
20

～
21

時
、

場
合

に
よ

っ
て

は
終

電
利

用
。

 

・休
日

は
週

２
日

ま
で

と
決

ま
っ

て
い

る
。

祝
日

が
あ

る
場

合
は

有
休

利
用

で
休

む
こ

と
に

な
り

有
休

消
化

が
早

い
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

経
験

は
有

り
（
ス

マ
ホ

の
テ

ザ
リ

ン
グ

を
利

用
）
。

土
日

休
日

は
自

宅
で

サ
ー

ビ
ス

残
業

を
実

施
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

有
り

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
と

そ
の

他
（け

が
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

り
。

身
体

へ
の

負
担

を
避

け
る

た
め

残
業

を
し

な
い

よ
う

に
し

て
き

た
が

、
昨

年
10

月
に

精
神

疾
患

で
休

職
と

な
っ

た
部

下
の

フ
ォ

ロ
ー

で
残

業
が

急
増

し
て

お
り

、
体

調
も

つ
ら

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・糖
尿

病
は

２
ヵ

月
に

１
回

の
通

院
、

け
が

は
２
ヵ

月
に

１
回

の
フ

ォ
ロ

ー
、

C
T

撮

影
と

問
診

。
 

・通
院

に
は

有
休

を
利

用
し

て
い

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・糖

尿
病

の
通

院
は

「血
液

・尿
検

査
、

栄
養

指
導

、
人

工
透

析
の

勉
強

会
、

問

診
」で

半
日

か
か

る
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
緊

急
性

の
高

い
業

務
の

場
合

だ
け

、
メ

ー
ル

の
や

り
取

り
を

行
う

。
各

検

査
の

呼
び

出
し

も
あ

っ
て

落
ち

着
か

つ
か

な
い

の
で

、
メ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

ぐ
ら

い

し
か

で
き

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
、

２
回

。
 

入
院

期
間

 
・2

0
日

間
を

２
回

（ど
ち

ら
も

手
術

有
り

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
ど

ち
ら

も
急

な
入

院
で

あ
っ

た
た

め
、

ノ
ー

ト
P
C

を
持

ち
込

み
業

務
の

引
き

継
ぎ

や
部

下
へ

の
作

業
指

示
を

メ
ー

ル
の

や
り

取
り

で
行

っ
た

。
 

・自
分

で
し

か
で

き
な

い
仕

事
で

締
め

切
り

の
あ

る
仕

事
を

抱
え

て
い

た
た

め
、

ベ
ッ

ド
上

で
作

業
し

た
が

非
常

に
つ

ら
く

、
１
日

２
時

間
が

限
度

で
あ

っ
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
治

療
中

は
無

理
し

な
い

で
安

静
に

し
て

お
く

べ
き

だ
。

自
分

も

引
き

継
ぎ

さ
え

出
来

て
い

れ
ば

仕
事

は
し

た
く

な
か

っ
た

。
 

・無
線

L
A

N
環

境
が

整
備

さ
れ

て
い

れ
ば

、
暇

つ
ぶ

し
に

ネ
ッ

ト
を

利
用

で
き

る

の
で

便
利

だ
と

は
思

う
。

 

そ
の

他
 

・
国

に
は

、
仕

事
と

の
両

立
支

援
の

取
組

や
復

職
、

高
額

医
療

費
制

度
、

傷
病

手
当

金
制

度
な

ど
経

済
的

支
援

に
つ

い
て

、
よ

り
積

極
的

に
P
R

し
て

欲
し

い
。
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
運

輸
業

・郵
便

業
 

従
業

員
数

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

（運
転

手
） 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
隔

日
勤

務
、

朝
6

時
か

ら
20

時
間

勤
務

（１
時

間
休

憩
、

４
時

間
ご

と

に
15

分
休

憩
）。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
、

心
臓

疾
患

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
時

々
有

り
。

 

・公
表

し
た

つ
も

り
は

な
い

が
、

職
場

で
は

皆
知

っ
て

い
る

。
社

員
に

は
予

備
軍

を
含

め
糖

尿
病

患
者

は
1～

2
割

ほ
ど

い
る

と
思

う
。

職
場

で
通

院
を

中
止

す

る
人

が
い

る
為

、
健

康
維

持
の

た
め

、
会

社
に

対
し

通
院

証
明

を
年

2
回

提
示

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
 

・数
値

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
生

活
に

支
障

は
な

く
、

医
師

に
仕

事
と

の
両

立
に

関
し

て
相

談
を

し
た

こ
と

は
な

い
。

仕
事

量
と

血
糖

値
は

別
だ

と
思

っ
て

い
る

の
で

、

特
に

仕
事

を
セ

ー
ブ

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
―

 

通
院

所
要

時
間

 

・糖
尿

と
心

疾
患

は
同

じ
病

院
。

所
要

時
間

6
時

間
。

 

・勤
務

は
隔

日
な

の
で

、
休

み
の

日
に

通
院

。
病

院
医

師
の

都
合

で
勤

務
日

が

診
療

日
に

な
る

と
、

有
休

を
利

用
す

る
（有

休
は

2
日

取
得

に
な

る
）が

、
有

休

を
使

い
切

っ
た

こ
と

は
な

い
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 

心
筋

梗
塞

は
20

日
間

（２
年

前
）、

２
泊

３
日

（2
01

7
年

検
査

）、
３
泊

４
日

（2
01

7

年
手

術
）。

 

・尿
結

石
で

27
年

前
に

入
院

し
た

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
退

院
時

に
、

傷
病

補
償

の
請

求
手

続
き

で
連

絡
を

し
た

の
み

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
運

転
業

務
の

た
め

必
要

性
が

な
い

。
 

そ
の

他
 

・糖
尿

病
の

原
因

は
自

己
管

理
不

足
と

思
っ

て
い

る
人

が
多

く
、

職
場

上
司

・経

営
者

の
理

解
が

得
に

く
い

。
一

般
的

に
、

イ
ン

シ
ュ

リ
ン

治
療

費
は

月
１

万
円

で
、

治
療

中
断

は
金

銭
的

理
由

が
多

い
と

思
う
。

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
利

用
は

会
社

環
境

や
経

営
者

判
断

が
大

き
く

影
響

す
る

。
昔

な
が

ら
の

考
え

方
（長

時
間

労
働

＝
勤

勉
）で

は
普

及
し

な
い

。
評

価
基

準
の

見
直

し
を

も
っ

と
考

え
る

べ
き

。
「働

き
方

改
革

」は
本

質
論

を
見

失
っ

て
い

る
。

ま
ず

何
を

す
べ

き
か

の
道

筋
を

立
て

な
い

と
無

理
で

あ
る

。
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1 

調
査

N
O

 
F
17

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/2

0
代

 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

約
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 

・非
正

規
社

員
、

現
在

は
休

職
中

。
週

５
日

（月
～

金
）
の

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
（9

：

00
～

17
：3

0）
。

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

(P
C

作
業

が
中

心
)が

中
心

、
宿

泊
を

伴
う
出

張
も

あ
る

。
 

・通
勤

１
時

間
半

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
あ

る
が

、
身

体
障

害
者

が
対

象
と

な
っ

て
い

る
。

自
部

署

で
は

在
宅

勤
務

が
で

き
る

P
C

が
支

給
さ

れ
る

が
、

浸
透

し
て

い
な

い
。

 

・時
間

休
（１

時
間

単
位

）の
ほ

か
、

障
害

者
特

例
休

暇
が

あ
る

。
 

・３
ヵ

月
の

休
職

期
間

終
了

後
は

欠
勤

扱
い

と
な

る
。

 

・
医

師
の

判
断

に
な

る
が

、
復

職
に

あ
た

っ
て

は
在

宅
勤

務
や

時
短

勤
務

（
週

30
時

間
程

度
）の

適
用

を
上

司
が

提
案

し
て

く
れ

て
い

る
。

 

・産
業

医
や

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

は
い

な
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
 

・満
員

電
車

等
で

の
移

動
に

支
障

が
あ

る
（付

き
添

い
が

い
れ

ば
大

丈
夫

）。
 

・他
者

評
価

が
非

常
に

気
に

な
り

、
復

職
後

の
イ

メ
ー

ジ
が

持
て

な
い

。
 

・医
師

と
は

ま
だ

復
職

の
話

は
し

て
い

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・週

に
１
回

の
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

は
５
分

程
度

。
初

診
の

診
療

時
間

は
40

分
程

度
だ

っ
た

が
、

現
在

は
５
分

程
度

で
、

別
に

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

受
け

て
い

る
。

 

・通
院

は
電

車
利

用
で

30
分

だ
が

、
電

車
移

動
が

負
担

と
な

っ
て

い
る

た
め

、

自
宅

近
く

の
医

療
機

関
に

変
更

予
定

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
上

司
と

面
談

が
あ

り
、

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

の
メ

ー
ル

で
日

程
等

の
や

り
取

り

を
行

っ
た

。
仕

事
の

引
き

継
ぎ

は
、

休
職

前
に

口
頭

で
上

司
に

行
っ

た
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

（病
院

）。
自

分
に

し
か

で
き

な
い

仕
事

が
あ

れ
ば

、
使

う
か

も
し

れ
な

い
。

医
療

機
関

に
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

が
あ

っ
た

と
し

て
、

活
用

は
場

合
に

よ
る

。

機
能

と
し

て
は

、
P
C

や
W

i-
F
i環

境
、

周
囲

の
視

線
を

さ
え

ぎ
る

こ
と

の
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
と

よ
い

。
 

・有
り

（自
宅

）。
移

動
の

ス
ト
レ

ス
が

な
く

な
る

た
め

、
在

宅
勤

務
が

で
き

る
と

有
り

難
い

。
 

そ
の

他
 

・休
職

期
間

に
制

限
が

な
け

れ
ば

、
有

り
難

い
。

 

・企
業

に
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

設
置

し
て

も
ら

え
る

と
、

話
し

易
く

な
っ

て
よ

い
。

 

6
2 

調
査

N
O

 
F
18

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/2

0
代

 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

30
0～

1,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

10
：0

0～
17

：4
0

が
所

定
時

間
で

、
残

業
は

通
常

22
：0

0、
23

：0
0

ま

で
、

週
に

何
回

か
終

電
間

際
に

な
る

。
 

・５
月

か
ら

休
職

し
、

今
は

復
帰

直
後

。
慣

ら
し

出
勤

中
で

９
～

15
時

の
時

短
勤

務
（実

質
的

な
部

署
は

管
理

部
門

預
か

り
）。

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

、
通

勤
50

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

い
が

、
特

例
的

に
し

て
い

る
人

は
い

る
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

、
有

り
。

 

・復
職

者
対

象
規

程
（３

ヵ
月

間
が

目
安

）が
あ

り
、

本
人

の
体

調
や

状
況

に
あ

わ

せ
て

慣
ら

し
勤

務
が

可
能

。
短

時
間

勤
務

、
配

置
転

換
が

で
き

る
。

 

・産
業

医
面

談
は

１
回

/２
週

間
行

い
、

生
活

リ
ズ

ム
を

整
え

る
こ

と
や

体
力

を
つ

け
る

よ
う

な
話

が
中

心
で

、
仕

事
そ

の
も

の
の

話
は

な
か

っ
た

。
復

帰
前

の
最

後
の

面
談

で
は

、
産

業
医

・上
長

・社
員

・自
分

の
４
者

面
談

を
行

う
。

 

・半
年

間
以

降
は

住
宅

手
当

な
ど

が
出

な
く

な
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
特

に
な

し
。

周
囲

が
気

遣
っ

て
く

れ
て

い
る

。
 

・社
会

人
４

年
目

で
再

度
発

症
し

、
６

ヵ
月

後
に

復
帰

。
２
回

目
は

、
所

属
部

署
と

は
連

絡
は

と
ら

ず
、

経
営

管
理

部
門

の
上

役
と

の
み

手
続

き
等

に
つ

い
て

携

帯
メ

ー
ル

で
や

り
取

り
を

行
っ

た
。

親
身

に
な

っ
て

話
を

し
て

く
れ

て
有

り
難

か

っ
た

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

週
間

に
１
回

の
通

院
。

休
日

を
利

用
し

て
通

院
し

て
き

た
が

、
体

を
休

め
ら

れ

な
く

な
る

た
め

、
今

後
は

平
日

に
通

院
す

る
予

定
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

は
ほ

ぼ
な

い
（予

約
制

）。
服

薬
治

療
。

 

・
通

院
は

自
宅

か
ら

徒
歩

約
５

分
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
。

以
前

は
人

気
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
に

通
院

し
て

い
た

が
、

診
療

時
間

が
短

く
、

薬
の

話
ば

か
り

の
た

め
変

更
し

た
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
自

宅
療

養
中

は
病

状
報

告
を

携
帯

メ
ー

ル
で

行
っ

た
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
テ

レ
ワ

ー
ク

そ
の

も
の

は
便

利
で

よ
い

と
思

う
が

、
元

々
、

人
と

関
わ

る
こ

と
が

好
き

な
た

め
自

分
に

と
っ

て
は

不
要

。
電

話
や

メ
ー

ル
は

、
実

際
に

会
っ

て
行

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
は

異
な

る
。

会
社

で
勤

務
す

る
方

が

よ
い

。
 

・医
療

機
関

の
テ

レ
ワ

ー
ク

コ
ー

ナ
ー

で
は

仕
事

が
し

づ
ら

そ
う

。
医

療
機

関
内

で
仕

事
を

す
る

の
は

、
常

に
病

状
を

医
療

職
が

診
て

い
な

い
と

い
け

な
い

よ
う

な
人

が
活

用
す

る
と

い
う
イ

メ
ー

ジ
で

あ
る

。
 

そ
の

他
 

・平
日

通
院

に
寛

容
と

な
り

、
通

院
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

が
進

む
と

よ
い

。
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調
査

N
O

 
F
19

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/3
0

代
 

業
種

・規
模

 
医

療
・福

祉
、

従
業

員
数

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・
正

社
員

（
勤

続
８

年
）
、

曜
日

に
よ

り
不

規
則

な
勤

務
時

間
。

水
・
祝

日
が

休

み
。

残
業

は
あ

っ
て

も
30

分
程

度
。

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

・通
勤

時
間

45
分

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

無
し

。
 

・傷
病

休
暇

制
度

無
し

、
健

保
の

傷
病

手
当

金
有

り
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

 

・欠
勤

扱
い

で
健

保
か

ら
の

傷
病

手
当

が
支

給
さ

れ
、

収
入

は
少

し
あ

っ
た

。
復

職
し

た
最

初
の

１
ヵ

月
は

午
前

中
だ

け
、

そ
の

後
、

通
常

業
務

に
戻

し
た

。
 

・
勤

務
先

が
病

院
で

、
病

気
へ

の
理

解
も

あ
り

支
障

は
な

い
が

、
自

身
へ

の
感

染
が

最
も

怖
い

。
 

・
体

調
が

悪
く

て
突

然
休

む
こ

と
も

あ
る

が
、

ス
タ

ッ
フ

を
増

や
し

て
い

る
の

で
、

仕
事

は
回

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

回
/月

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
時

間
は

60
分

、
治

療
（検

査
、

診
療

、
処

方
）は

待
ち

時
間

30
～

40
分

＋
血

液
・レ

ン
ト
ゲ

ン
検

査
と

診
察

で
30

分
程

度
。

平
日

休
み

に
通

院
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・１

ヵ
月

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

復
帰

の
時

期
や

通
院

の
状

況
な

ど
を

勤
務

先
と

１
回

/
月

、
電

話
連

絡

を
行

っ
た

。
在

宅
で

あ
れ

ば
仕

事
が

出
来

る
病

状
だ

っ
た

が
、

今
の

仕
事

で

は
で

き
な

い
。

 

・病
室

に
P
C

通
信

機
器

持
ち

込
み

が
可

能
で

、
時

間
が

あ
る

の
で

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト
を

見
て

い
た

。
つ

ら
い

状
態

は
最

初
約

１
週

間
で

、
後

は
暇

だ
っ

た
の

で
、

仕
事

を
し

た
い

と
も

思
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

今
の

仕
事

内
容

が
テ

レ
ワ

ー
ク

に
は

適
さ

な
い

。
 

・出
来

る
の

で
あ

れ
ば

、
体

の
負

担
の

こ
と

を
考

え
、

在
宅

も
し

く
は

自
宅

か
ら

近

い
場

所
で

働
き

た
い

。
 

そ
の

他
 

・
一

般
事

務
へ

の
転

職
を

何
回

も
考

え
た

が
、

平
日

通
院

が
必

要
な

た
め

、
転

職
後

す
ぐ

に
有

休
を

利
用

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

病
気

の
こ

と
を

伝
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
考

え
る

と
、

な
か

な
か

決
断

で
き

な
い

。
 

・治
療

費
は

難
病

指
定

の
た

め
助

か
っ

て
い

る
が

、
長

期
間

休
む

時
や

復
職

、

転
職

の
た

め
の

支
援

が
欲

し
い

。
 

・重
症

重
篤

患
者

で
は

な
く

て
も

、
あ

る
程

度
の

支
援

制
度

が
あ

る
と

良
い

。
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N
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/2

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

サ
ー

ビ
ス

業
、

従
業

員
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

9：
30

～
18

：0
0、

残
業

２
時

間
前

後
、

休
日

出
勤

あ
り

。
 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

９
割

、
１
割

が
打

合
せ

等
。

 

・通
勤

30
分

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・
「傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」
は

無
し

。
仕

事
を

半
年

間
休

ん
だ

場
合

は
退

職
と

な
る

規
程

が
あ

る
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

有
り

。
 

・薬
の

影
響

で
、

朝
起

き
る

の
が

大
変

で
、

昼
間

も
ぼ

ー
っ

と
す

る
。

 

・産
業

医
や

役
員

、
社

長
に

も
働

き
方

に
つ

い
て

相
談

し
て

い
る

が
、

嫌
な

ら
辞

め
ろ

と
動

い
て

も
ら

え
な

い
。

配
置

換
え

も
提

案
さ

れ
た

が
、

原
因

と
な

っ
て

い

る
上

司
の

部
下

が
ほ

ぼ
辞

め
て

お
り

、
配

置
転

換
後

も
同

じ
く

上
司

に
な

る
た

め
、

新
し

い
作

業
に

変
わ

る
負

荷
を

考
慮

し
て

異
動

し
て

い
な

い
。

 

・
満

員
電

車
が

つ
ら

く
、

気
分

が
悪

く
な

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

途
中

で
電

車
を

降
り

る
こ

と
も

あ
り

、
朝

早
く

出
発

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
会

社
近

く
に

引
っ

越
し

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・２
週

間
に

１
回

、
症

状
が

ひ
ど

い
（眠

れ
な

く
て

悪
夢

に
う
な

さ
れ

る
、

う
つ

状
態

が
ひ

ど
く

日
常

生
活

が
送

れ
な

い
）と

き
は

１
週

間
に

２
回

。
 

・仕
事

が
休

み
の

日
や

早
く

帰
れ

る
と

き
は

平
日

に
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
は

電
車

利
用

で
30

分
（会

社
の

近
く

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
通

院
時

（休
職

期
間

中
）も

、
総

務
や

所
属

部
署

と
メ

ー
ル

や
電

話
で

や

り
取

り
（
デ

ー
タ

の
保

存
場

所
や

対
応

方
法

な
ど

、
担

当
者

し
か

分
か

ら
な

い

案
件

の
確

認
）を

し
て

お
り

、
大

き
な

負
担

と
な

っ
た

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
（診

断
時

・休
職

中
・最

近
も

医
師

に
入

院
を

薦
め

ら
れ

た
が

、
生

活
が

大

き
く

変
わ

る
た

め
踏

み
切

れ
な

い
）。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

（
病

院
）
、

ニ
ー

ズ
有

り
（
在

宅
勤

務
）
。

無
駄

な
会

議
や

打
合

せ

が
減

り
、

人
間

関
係

の
負

担
が

減
る

と
思

う
。

自
宅

で
５
時

間
作

業
し

、
報

告
す

れ
ば

労
働

と
認

め
ら

れ
、

給
料

が
支

給
さ

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

本
当

に
よ

い
。

産
業

医
に

テ
レ

ワ
ー

ク
を

提
案

し
た

こ
と

も
あ

る
が

、
前

例
が

な
い

た
め

検
討

し

て
も

ら
え

な
か

っ
た

。
 

そ
の

他
 

・（
企

業
へ

の
要

望
）休

職
し

や
す

い
よ

う
、

人
事

に
よ

る
日

頃
か

ら
の

周
知

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
休

職
期

間
中

の
金

銭
面

の
補

助
、

体
調

を
第

一
と

す
る

社

内
規

程
（半

年
間

仕
事

を
休

ん
だ

ら
退

職
と

い
っ

た
規

程
を

な
く

す
）が

必
要

。
 

・引
き

継
ぎ

や
社

内
規

程
を

調
べ

、
診

断
か

ら
２
ヵ

月
後

に
、

３
ヵ

月
間

仕
事

を
休

ん
だ

（１
ヵ

月
間

は
有

休
・代

休
の

消
化

、
残

り
２
ヵ

月
間

は
無

給
・公

的
な

傷
病

手
当

金
を

受
給

）。
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N
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F
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
医

療
・福

祉
、

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

（介
護

職
） 

就
労

状
況

 

・
非

正
規

社
員

、
１

日
３

～
７

時
間

で
週

５
日

の
担

当
制

。
扶

養
の

範
囲

内
で

の

就
労

。
勤

続
10

年
。

現
場

業
務

。
 

・結
婚

前
は

フ
ル

タ
イ

ム
、

子
ど

も
が

幼
稚

園
入

園
後

は
午

前
中

だ
け

パ
ー

ト
勤

務
を

行
っ

た
。

 

・子
ど

も
の

学
費

確
保

や
家

に
閉

じ
こ

も
り

た
く

な
い

た
め

、
今

後
も

仕
事

は
続

け

る
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
）と

肝
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
肝

疾
患

は
内

視
鏡

の
た

め
身

体
的

負
担

が
少

な
く

、
退

院
の

翌
日

か
ら

出

勤
。

入
社

時
に

、
持

病
が

あ
っ

て
３
ヵ

月
に

１
回

、
１
週

間
～

10
日

ほ
ど

の
入

院

が
あ

る
と

説
明

し
、

了
承

を
得

た
。

職
場

は
理

解
が

あ
り

、
１
ヵ

月
ほ

ど
入

院
し

て

も
何

か
言

わ
れ

る
こ

と
は

な
い

。
 

・支
障

有
り

。
が

ん
の

診
断

時
は

軽
め

だ
っ

た
た

め
仕

事
と

の
両

立
は

可
能

と
考

え
て

い
た

が
、

予
想

外
に

放
射

線
治

療
や

抗
が

ん
剤

が
必

要
と

な
り

、
想

像
ど

お
り

に
な

ら
な

か
っ

た
。

抗
が

ん
剤

治
療

時
は

仕
事

が
１

週
間

程
度

で
き

な
か

っ
た

ほ
か

、
放

射
線

治
療

時
に

仕
事

を
調

整
し

て
通

院
し

た
こ

と
が

負
担

だ
っ

た
。

 

・医
師

か
ら

は
、

仕
事

内
容

を
伝

え
て

仕
事

を
続

け
て

も
よ

い
か

確
認

し
た

。
 

・が
ん

の
手

術
後

は
リ
ン

パ
も

切
除

し
た

た
め

、
腕

が
上

が
ら

ず
、

握
力

も
弱

く
、

重
度

者
の

介
護

（体
位

交
換

、
入

浴
介

助
等

）担
当

か
ら

外
し

て
も

ら
っ

た
。

 

・両
立

支
援

に
関

す
る

支
援

は
特

に
な

い
が

、
シ

フ
ト
は

社
員

が
カ

バ
ー

し
て

く

れ
て

い
る

。
予

定
が

立
て

ら
れ

る
通

院
は

問
題

な
い

が
、

急
な

体
調

不
良

で
仕

事
を

休
む

場
合

に
は

、
職

場
に

迷
惑

を
か

け
て

い
る

と
感

じ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・肝

疾
患

、
が

ん
と

も
に

、
大

学
病

院
に

３
ヵ

月
に

１
回

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・片

道
40

分
、

待
ち

時
間

は
肝

疾
患

が
２
時

間
、

が
ん

は
ほ

ぼ
な

く
、

ト
ー

タ
ル

で
半

日
か

か
る

。
午

後
の

予
約

と
し

、
午

前
中

は
勤

務
し

て
い

る
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・肝

疾
患

は
、

先
天

性
の

た
め

短
期

間
か

ら
長

期
ま

で
複

数
回

。
 

・が
ん

は
、

手
術

時
に

入
院

。
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
職

場
か

ら
体

調
や

退
院

の
見

通
し

、
シ

フ
ト
調

査
の

電
話

連
絡

が
あ

る
。

・
自

分
か

ら
連

絡
を

と
る

こ
と

は
あ

ま
り

な
い

が
、

入
院

期
間

が
１

ヵ
月

間
を

超
え

た
際

は
、

利
用

者
の

状
況

が
気

に
な

り
、

電
話

で
確

認
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

利
用

者
宅

で
の

仕
事

の
た

め
テ

レ
ワ

ー
ク

は
で

き
な

い
。

入
院

中
に

、
退

院
後

の
シ

フ
ト
調

整
の

話
（電

話
連

絡
）が

あ
る

こ
と

は
問

題
な

い
。

 

そ
の

他
 

・有
休

が
な

い
た

め
、

病
気

に
な

る
と

そ
の

間
は

完
全

な
休

み
と

な
る

。
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F
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

（講
師

等
） 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

・外
勤

（地
方

出
張

有
り

）。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

有
り

。
使

用
し

た
こ

と
が

な
い

の
で

詳

細
は

不
明

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

無
し

。
術

後
の

経
過

が
良

好
で

、
有

休
１

日
消

化
で

職
場

復
帰

し
た

。
そ

の
後

は
通

常
勤

務
を

続
け

て
い

る
。

 

・
小

さ
な

職
場

で
初

め
て

の
が

ん
患

者
の

た
め

、
上

司
が

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
た

。

主
治

医
か

ら
「手

術
し

て
み

な
い

と
治

療
見

通
し

が
立

た
な

い
」と

言
わ

れ
、

上

司
と

事
前

に
「長

期
治

療
＆

在
宅

テ
レ

ワ
ー

ク
対

応
」の

相
談

を
し

て
い

た
。

結

局
、

抗
が

ん
剤

治
療

の
必

要
は

な
く

、
す

ん
な

り
復

職
し

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・３

ヵ
月

に
１
回

、
有

休
（半

休
）を

利
用

し
て

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

半
日

（治
療

時
間

は
15

分
）、

治
療

は
問

診
＆

処
方

箋
。

 

・通
院

は
自

宅
か

ら
電

車
で

１
時

間
、

病
院

か
ら

勤
務

先
ま

で
電

車
で

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
午

前
治

療
＆

午
後

出
社

の
た

め
必

要
が

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・３

泊
４

日
（切

除
手

術
）、

連
休

や
土

日
と

重
複

す
る

日
程

だ
っ

た
た

め
、

有
休

１
日

で
対

応
で

き
た

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
急

な
入

院
だ

っ
た

た
め

、
許

可
を

得
て

P
C

を
持

ち
込

み
、

引
き

継
ぎ

マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
出

張
は

同
僚

に
行

っ
て

も
ら

っ
た

。
病

室
は

相
部

屋
で

ネ
ッ

ト
利

用
不

可
の

た
め

、
面

談
コ

ー
ナ

ー
で

作
業

し
、

ス
マ

ホ
経

由
で

送
付

し
た

。
 

・病
院

内
で

の
通

話
や

ス
マ

ホ
は

利
用

エ
リ
ア

の
制

限
ル

ー
ル

は
あ

っ
た

が
、

あ

ま
り

厳
密

な
運

用
は

さ
れ

て
お

ら
ず

、
短

時
間

で
あ

れ
ば

病
室

で
も

使
用

で

き
、

多
く

の
患

者
が

利
用

し
て

い
た

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

あ
れ

ば
便

利
だ

と
思

う
が

、
病

院
は

本
来

、
治

療
に

専
念

す
べ

き
場

所
で

あ
る

。
自

分
の

場
合

は
必

要
に

迫
ら

れ
て

せ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

 

・
日

本
人

の
場

合
、

仕
事

環
境

が
整

備
さ

れ
れ

ば
、

や
り

過
ぎ

て
し

ま
う

の
で

は

な
い

か
。

入
院

中
で

あ
れ

ば
電

話
連

絡
程

度
で

済
ま

せ
る

べ
き

だ
と

思
う
。

ど
う

し
て

も
と

い
う

こ
と

で
あ

れ
ば

、
時

間
制

限
を

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
入

院
治

療

中
な

の
だ

か
ら

、
何

ら
か

の
線

引
き

が
必

要
だ

。
 

そ
の

他
 

・
国

は
が

ん
専

門
病

院
に

対
し

て
き

ち
ん

と
指

導
す

べ
き

だ
。

が
ん

拠
点

病
院

に
も

関
わ

ら
ず

、
窓

口
に

相
談

し
て

も
患

者
支

援
情

報
（患

者
会

、
治

療
費

助

成
、

就
労

支
援

な
ど

）が
得

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

・働
き

方
改

革
を

言
う
前

に
、

大
学

病
院

や
専

門
医

療
機

関
の

早
朝

・夜
間

・土

曜
診

療
を

実
現

す
べ

き
だ

。
週

１
回

で
も

よ
い

の
で

実
施

す
れ

ば
、

助
か

る
人

は
多

く
、

治
療

を
受

け
な

が
ら

働
く

人
が

増
加

す
る

は
ず

。
現

在
は

専
門

主
治

医
の

診
察

日
は

平
日

２
日

間
限

定
が

多
い

た
め

、
休

み
を

取
ら

な
い

と
通

院
で

き
な

い
。

 

・企
業

に
対

し
「有

休
の

１
時

間
利

用
」の

普
及

を
指

導
し

て
欲

し
い

。
半

休
を

と

ら
ず

に
、

会
社

近
く

の
病

院
に

通
院

で
き

る
。

 

・
が

ん
拠

点
病

院
で

あ
り

が
ん

サ
ロ

ン
も

開
設

さ
れ

て
い

た
が

、
実

際
に

相
談

し

て
も

適
切

な
回

答
も

無
く

、
ほ

と
ん

ど
機

能
し

て
い

な
か

っ
た

。
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6
7 

調
査

N
O

 
F
23

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

（講
師

等
） 

就
労

状
況

 

・非
正

規
社

員
、

1
日

7～
8

時
間

就
労

で
週

7
日

勤
務

。
休

み
は

不
定

期
。

 

・通
勤

は
2～

2.
5

時
間

の
場

合
も

あ
り

、
き

つ
い

（身
体

に
負

担
が

か
か

り
過

ぎ

る
）。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

時
々

有
り

。
抗

が
ん

剤
の

副
作

用
（吐

き
気

、
口

内
炎

等
）

で
体

調
が

悪
く

て
も

、
休

め
な

い
仕

事
の

場
合

は
出

か
け

な
く

て
は

な
ら

な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・３

ヵ
月

に
１
回

程
度

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・
１

回
の

治
療

は
３

時
間

程
度

だ
が

、
治

療
後

２
～

３
日

は
安

静
が

必
要

に
な

る
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
通

院
中

に
、

勤
務

先
・訪

問
先

と
の

連
絡

・調
整

を
行

う
時

も
あ

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
（在

宅
・病

院
）。

現
在

の
仕

事
で

は
直

接
の

関
係

は
な

い
。

 

そ
の

他
 

・医
療

職
・一

般
事

務
職

に
関

係
な

く
、

職
場

の
同

僚
が

病
状

に
つ

い
て

根
ほ

り

葉
ほ

り
聞

い
て

く
る

の
が

不
快

で
あ

る
。

 

・現
在

の
日

本
は

、
出

産
・育

児
休

業
に

は
手

厚
い

が
、

一
方

で
治

療
し

な
が

ら

働
か

ざ
る

を
得

な
い

人
に

は
冷

た
い

。
働

き
方

改
革

で
は

な
く

、
治

療
費

負
担

の
減

免
を

考
え

て
欲

し
い

。
 

6
8 

調
査

N
O

 
F
24

 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
女

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・
正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
（
透

析
日

は
午

前
で

早
退

、
日

曜
出

勤
で

調
整

）、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

と
腎

疾
患

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
有

り
。

合
併

症
の

治
療

で
入

院
し

た
り

、
午

後
早

退
を

繰
り

返
し

て
い

る
た

め
、

同
僚

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
。

最
近

は
体

調
も

不
安

定

で
、

重
い

も
の

を
持

つ
が

つ
ら

い
。

 

・1
0

年
間

パ
ー

ト
で

食
品

ス
ー

パ
ー

（レ
ジ

）に
勤

務
。

合
併

症
や

体
力

低
下

で

退
職

し
た

後
、

患
者

支
援

を
行

う
仕

事
を

ず
っ

と
続

け
て

い
る

。
同

じ
患

者
同

士
と

し
て

理
解

・協
力

し
て

も
う
ら

え
る

為
、

仕
事

が
継

続
で

き
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・透
析

は
週

３
日

、
６
時

間
（平

日
早

退
し

て
対

応
）。

 

・合
併

症
は

整
形

月
１
～

２
回

、
リ
ハ

ビ
リ
週

３
回

、
心

臓
・肝

臓
・人

工
血

管
手

術

フ
ォ

ロ
ー

で
年

３
回

の
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・透

析
通

院
は

車
利

用
で

20
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
と

き
ど

き
緊

急
の

電
話

連
絡

が
あ

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・数

え
き

れ
な

い
ほ

ど
有

り
。

 

入
院

期
間

 
・昨

年
だ

け
で

３
回

入
院

（心
臓

10
日

、
肝

臓
７
日

、
体

調
不

良
７
日

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・有
り

。
引

き
継

ぎ
が

で
き

な
い

緊
急

入
院

の
場

合
、

電
話

や
携

帯
メ

ー
ル

で
連

絡
を

取
り

あ
っ

て
い

る
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
無

し
。

治
療

に
専

念
し

早
期

退
院

し
て

入
院

を
必

要
と

す
る

方
に

ベ
ッ

ド
を

譲

る
べ

き
だ

。
仕

事
を

し
た

い
方

も
い

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
自

分
は

し
た

く
な

い
。

 

・繁
忙

期
に

待
合

室
で

P
C

仕
事

を
し

て
い

る
人

を
よ

く
見

か
け

る
。

 

そ
の

他
 

・小
さ

い
時

か
ら

の
透

析
患

者
は

就
労

が
特

に
難

し
い

。
学

歴
・体

力
の

両
方

が

な
く

採
用

さ
れ

な
い

。
 

・
障

害
者

枠
で

透
析

患
者

を
定

期
雇

用
す

る
企

業
も

あ
る

が
数

は
少

な
い

。
透

析
の

時
間

制
約

を
理

解
し

、
時

間
自

由
度

の
高

い
働

き
方

を
認

め
、

透
析

患

者
を

採
用

す
る

会
社

が
増

え
て

欲
し

い
。

国
・
自

治
体

に
よ

る
誘

導
・
支

援
に

期
待

し
た

い
。

 

・様
々

な
透

析
方

法
が

あ
る

。
①

週
3

日
4

時
間

：1
7

時
く

ら
い

が
最

も
多

い
パ

タ
ー

ン
。

②
毎

日
２

～
３

時
間

：
身

体
へ

の
負

担
が

少
な

い
が

就
職

は
無

理
。

③
夜

間
透

析
：仕

事
を

早
退

せ
ず

に
透

析
可

能
。

④
オ

ー
バ

ー
ナ

イ
ト
：在

宅

時
間

が
短

く
な

る
の

で
家

族
の

あ
る

人
は

敬
遠

。
 

・
就

労
を

促
進

す
る

透
析

ク
リ
ニ

ッ
ク

増
設

を
誘

導
・支

援
す

る
助

成
や

診
療

報

酬
制

度
改

定
を

検
討

し
て

欲
し

い
。
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6
9 

調
査

N
O

 
F
25

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
医

療
・福

祉
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
現

場
職

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
と

き
ど

き
有

り
。

 

・施
設

長
（正

職
員

）の
時

は
夜

勤
が

あ
り

、
体

へ
の

負
担

も
大

き
く

パ
ー

ト
に

し

て
も

ら
っ

た
。

 

・
現

在
も

、
検

査
結

果
に

よ
り

再
検

査
が

必
要

と
な

る
こ

と
が

あ
り

、
予

め
決

め
ら

れ
た

勤
務

シ
フ

ト
に

対
応

し
た

働
き

方
が

で
き

な
い

た
め

に
、

正
社

員
に

は
な

れ
な

い
。

同
僚

に
迷

惑
が

か
か

ら
な

い
よ

う
パ

ー
ト
勤

務
を

自
ら

選
ん

で
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・
診

療
は

４
時

間
前

後
。

治
療

後
は

、
数

時
間

、
朦

朧
と

す
る

場
合

が
あ

る
。

そ

の
た

め
、

治
療

前
に

業
務

上
の

決
裁

事
項

や
用

事
が

な
い

か
、

予
め

電
話

確

認
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

施
設

長
の

際
は

、
休

日
・
旅

行
中

で
も

業
務

の
電

話
が

掛
か

っ
て

来

た
。

勤
務

先
だ

け
で

な
く

、
介

護
・医

療
の

連
携

先
事

業
者

や
利

用
者

家
族

と

の
電

話
に

よ
る

連
絡

・
調

整
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
け

が
・
事

故
・
死

亡
な

ど
の

緊

急
の

場
合

は
24

時
間

対
応

で
あ

っ
た

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
管

理
職

や
経

営
者

な
ら

求
め

ら
れ

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
現

在

は
パ

ー
ト
職

で
も

あ
り

必
要

性
は

感
じ

な
い

。
 

そ
の

他
 

・私
た

ち
は

「自
宅

へ
の

持
ち

帰
り

仕
事

」は
当

た
り

前
の

世
代

。
若

い
頃

は
、

病

気
の

こ
と

を
勤

務
先

に
正

直
に

申
告

し
に

く
い

雰
囲

気
が

あ
っ

た
。

 

7
0 

調
査

N
O

 
Ｍ

43
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/3
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
月

～
金

の
10

時
か

ら
仕

事
量

次
第

で
終

了
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
と

き
ど

き
有

り
。

会
社

に
報

告
済

み
だ

が
、

病
気

の
理

解
は

さ
れ

て
い

な
い

。
体

調
が

悪
化

し
て

も
休

む
こ

と
は

な
い

が
、

動
作

を
止

め
て

じ
っ

と
我

慢
す

る
時

が
あ

る
。

 

・現
在

の
仕

事
は

２
人

１
組

で
行

う
た

め
、

通
院

時
は

事
前

に
ペ

ア
相

手
を

交
代

し
て

対
応

し
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・月

に
１
回

の
通

院
、

年
に

１
回

の
検

査
有

り
。

 

・通
院

の
た

め
に

16
時

に
早

退
す

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・電

車
15

分
＋

徒
歩

15
分

、
待

ち
時

間
は

１
時

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
職

場
以

外
へ

の
資

料
持

ち
出

し
は

N
G

。
内

容
の

漏
洩

も
厳

禁
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
は

無
し

。
原

則
と

し
て

２
人

１
組

の
仕

事
な

の
で

社
外

で
は

で
き

な
い

。

ま
た

、
情

報
漏

洩
の

問
題

も
あ

り
、

職
場

以
外

で
の

業
務

は
禁

止
さ

れ
て

い

る
。

 

そ
の

他
 

・3
0

分
の

通
勤

時
に

症
状

が
出

る
こ

と
も

あ
る

の
で

、
仕

事
は

自
分

の
ペ

ー
ス

で

で
き

る
自

宅
で

行
い

た
い

。
自

宅
や

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
で

勤
務

で
き

る
の

で

あ
れ

ば
有

り
難

い
。

 

・
入

院
時

は
治

療
に

専
念

す
る

の
が

本
来

だ
と

思
う

が
、

現
実

に
は

、
入

院
で

収
入

が
途

絶
え

る
と

生
活

で
き

な
い

の
で

、
体

調
さ

え
許

せ
ば

、
入

院
中

で
も

仕
事

を
し

た
い

。
 

・
指

定
難

病
で

も
減

免
条

件
が

段
々

と
厳

し
く

な
り

、
負

担
が

大
き

い
（
以

前
の

自
己

負
担

は
月

千
円

だ
っ

た
が

、
今

は
上

限
１

万
円

に
な

り
、

将
来

は
廃

止
さ

れ
る

）。
 

・食
事

制
限

が
あ

る
の

で
、

食
品

購
入

の
際

に
援

助
が

あ
る

と
良

い
。
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M
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

、
従

業
員

５
0～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
人

未
満

 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

中
心

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・
「
傷

病
休

暇
制

度
」
の

有
無

は
不

明
。

周
囲

で
使

用
し

た
人

を
聞

い
た

こ
と

は

な
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
と

そ
の

他
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・当
時

は
派

遣
や

契
約

社
員

を
交

互
に

繰
り

返
し

、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

な
ど

に
従

事
し

て
い

た
が

、
胆

嚢
症

の
手

術
で

3
週

間
入

院
し

、
派

遣
会

社
は

ク
ビ

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

・現
在

、
仕

事
に

支
障

は
無

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・治

療
は

２
～

３
時

間
ぐ

ら
い

。
病

院
は

混
ん

で
い

る
。

 

・病
院

は
徒

歩
15

分
の

近
所

。
災

害
拠

点
病

院
で

大
規

模
な

総
合

病
院

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（胆

嚢
症

、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

派
遣

の
時

）。
 

入
院

期
間

 
・３

週
間

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

業
務

は
会

社
内

で
し

か
で

き
な

い
。

 

・入
院

中
に

P
C

で
仕

事
を

し
て

い
る

人
を

見
た

こ
と

も
無

い
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
現

在
の

仕
事

は
専

用
の

編
集

機
材

が
必

要
で

、
P
C

レ
ベ

ル
で

は
作

業

が
で

き
な

い
。

 

・
病

院
内

に
専

用
の

テ
レ

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

の
は

よ
い

と
思

う
が

、
現

在

の
会

社
に

は
対

応
で

き
る

制
度

が
な

い
の

で
、

利
用

し
た

く
て

も
で

き
な

い
。

ま

た
、

病
気

の
治

療
中

は
お

と
な

し
く

治
療

に
専

念
す

べ
き

だ
と

思
う
。

 

・世
間

で
は

、
T
V

C
M

よ
う
な

働
き

方
に

好
奇

心
を

持
っ

て
い

る
人

は
多

い
と

思

う
の

で
、

制
度

が
あ

れ
ば

使
う
人

は
必

ず
い

る
と

思
う
。
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

30
0～

1,
00

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

・電
車

通
勤

10
0

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
導

入
検

討
中

。
営

業
部

門
の

み
「モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

」を

導
入

済
み

。
 

・
「
傷

病
休

暇
制

度
」
有

り
。

制
度

利
用

者
は

メ
ン

タ
ル

系
疾

患
者

で
、

フ
ィ

ジ
カ

ル
系

疾
患

者
で

の
利

用
は

な
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・担
当

役
員

・直
接

上
司

・同
僚

に
報

告
し

通
院

治
療

の
了

承
済

み
。

 

・仕
事

へ
の

支
障

は
時

々
あ

り
。

症
状

が
悪

化
す

る
と

仕
事

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

が
下

が
り

、
通

院
回

数
が

増
え

、
病

院
で

の
拘

束
時

間
も

増
え

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・３
ヵ

月
に

１
回

の
通

院
（採

血
・検

査
結

果
と

問
診

・３
ヵ

月
分

の
処

方
）と

、
年

１

回
の

内
視

鏡
検

査
。

 

・平
日

午
前

中
に

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

を
利

用
し

て
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
も

含
め

１
回

に
２
時

間
く

ら
い

（予
約

制
だ

が
混

ん
で

い
る

）。
 

・通
院

は
自

宅
か

ら
車

で
20

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
。

病
院

内
に

仕
事

を
持

ち
込

め
る

雰
囲

気
は

な
い

。
過

去
に

待
合

室
で

緊
急

電
話

・メ
ー

ル
に

対
応

し
た

こ
と

は
あ

っ
た

が
、

今
は

事
前

調
整

の
う
え

で

通
院

し
て

い
る

の
で

必
要

が
な

い
。

待
ち

時
間

に
院

内
食

堂
や

コ
ン

ビ
ニ

・
イ

ー
ト
イ

ン
コ

ー
ナ

ー
で

P
C

仕
事

を
す

る
人

を
見

た
こ

と
は

あ
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
今

後
、

病
状

が
悪

化
す

れ
ば

テ
レ

ワ
ー

ク
環

境
が

あ
れ

ば
よ

い
と

は
思

う
が

、
病

院
内

で
仕

事
す

る
ほ

ど
の

必
要

性
は

感
じ

て
い

な
い

。
 

そ
の

他
 

・
現

在
、

会
社

で
は

、
テ

レ
ワ

ー
ク

環
境

（
①

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

（
ネ

ッ
ト
回

線
と

の
ぞ

き
見

防
止

）、
②

就
労

証
明

、
③

プ
リ
ン

タ
・ス

キ
ャ

ナ
ー

複
合

機
）を

整
備

し
、

子
育

て
・
介

護
・
治

療
等

に
対

応
可

能
な

多
様

な
働

き
方

を
支

援
し

た
い

が
、

就
労

成
果

を
ど

う
測

定
・評

価
す

る
か

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

個
人

的
に

は
気

持
ち

の
切

り
替

え
が

欲
し

い
の

で
、

在
宅

勤
務

よ
り

も
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
が

希
望

で
あ

る
。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
現

在
無

職
 

職
業

・職
種

 
―

 

就
労

状
況

 
―

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」は

無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

有
り

（
但

し
、

現
在

は
無

職
）
。

透
析

治
療

後
の

当
日

と
翌

日
は

頭
痛

が
酷

く
寝

込
む

こ
と

が
多

か
っ

た
の

で
、

在
宅

透
析

（
腹

膜
透

析
）

に
切

り
替

え
た

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・在
宅

透
析

を
ほ

ぼ
毎

日
４
時

間
実

施
（体

調
に

よ
り

回
数

や
時

間
を

変
え

る
）。

準
備

と
片

付
け

に
各

1
時

間
必

要
で

、
毎

日
６
時

間
の

拘
束

と
な

り
、

他
の

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
で

き
な

い
。

 

・通
院

は
３
週

間
に

１
回

、
２
～

３
年

前
ま

で
は

週
３
日

の
人

工
透

析
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・２

～
３
年

前
ま

で
は

、
透

析
4

時
間

、
通

院
は

車
利

用
で

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（２

回
）。

 

入
院

期
間

 
・血

液
透

析
準

備
で

約
２
ヵ

月
間

、
腹

膜
透

析
準

備
で

約
１
ヵ

月
間

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
透

析
は

個
人

差
が

あ
り

、
負

担
が

軽
く

就
労

で
き

る
方

も
い

る
が

、
自

分

の
場

合
は

身
体

へ
の

負
担

が
大

き
く

、
働

き
た

く
て

も
、

そ
れ

が
で

き
な

い
状

態
で

あ
る

。
 

そ
の

他
 

・
（国

・
自

治
体

へ
の

要
望

）
人

工
臓

器
開

発
・異

種
生

体
間

移
植

な
ど

の
腎

臓

病
研

究
や

、
オ

ー
バ

ー
ナ

イ
ト
透

析
実

施
医

療
機

関
へ

の
助

成
。

 

・透
析

患
者

の
９
割

は
65

歳
以

上
。

高
齢

者
と

就
労

世
代

、
あ

る
い

は
就

学
者

を
、

透
析

患
者

と
し

て
一

括
り

で
扱

う
の

は
お

か
し

い
。

事
前

準
備

な
ど

患
者

負
担

を
増

や
し

て
で

も
、

透
析

回
数

・時
間

を
本

人
が

柔
軟

に
選

択
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

。
就

労
し

な
が

ら
の

透
析

患
者

は
、

公
務

員
・大

手
企

業
・自

営

が
ほ

と
ん

ど
で

、
か

な
り

恵
ま

れ
た

層
で

あ
る

。
 

・海
外

で
は

就
労

と
治

療
の

共
存

を
可

能
に

し
、

患
者

同
士

の
グ

ル
ー

プ
治

療

な
ど

を
取

り
入

れ
て

い
る

例
も

あ
る

そ
う
だ

。
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

。
フ

レ
ッ

ク
ス

勤
務

の
た

め
時

間
は

自
由

（定
時

）。
残

業
は

20
時

間
/

月
程

度
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・ど
こ

で
も

働
け

る
仕

組
み

は
あ

る
が

、
あ

ま
り

活
用

さ
れ

て
い

な
い

。
自

分
自

身

は
自

宅
-職

場
間

が
20

分
の

た
め

、
敢

え
て

す
る

必
要

が
な

い
。

 

・治
療

と
の

両
立

を
目

的
と

し
た

会
社

独
自

の
制

度
は

な
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
２

～
３

時
間

で
あ

れ
ば

問
題

な
い

が
、

半
日

以
上

の
会

議
は

つ
ら

い
。

フ
ォ

ー
マ

ル
な

会
議

で
は

お
菓

子
を

食
べ

る
わ

け
に

も
い

か
な

い
。

 

・イ
ン

シ
ュ

リ
ン

を
い

つ
打

て
ば

良
い

か
分

か
ら

な
く

な
る

た
め

、
ア

メ
リ
カ

や
ヨ

ー

ロ
ッ

パ
な

ど
極

端
な

時
差

が
あ

る
国

へ
の

出
張

は
避

け
て

い
る

。
病

院
で

も
教

え
て

く
れ

る
が

不
安

が
あ

る
。

海
外

で
倒

れ
る

こ
と

へ
の

不
安

も
あ

る
。

 

・職
場

に
は

上
司

と
隣

に
座

っ
て

い
る

人
（元

M
R
）に

し
か

話
し

て
い

な
い

。
上

司
と

は
定

期
的

な
面

談
を

利
用

し
て

病
名

を
伝

え
て

い
る

。
 

・低
血

糖
を

防
ぐ

た
め

に
甘

い
も

の
を

常
備

し
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・個

人
病

院
に

１
ヵ

月
に

１
回

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・１

時
間

程
度

。
土

日
も

開
院

し
て

い
る

た
め

仕
事

を
休

む
こ

と
は

な
い

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・検

査
入

院
と

教
育

入
院

を
含

め
3

週
間

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

、
職

場
と

の
関

わ
り

は
な

か
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

（病
院

）。
事

務
的

な
書

類
で

あ
れ

ば
メ

ー
ル

等
で

済
ま

せ
る

な
ど

、
入

院

時
に

は
会

社
の

人
間

と
会

い
た

く
な

い
。

治
療

に
専

念
し

た
い

。
メ

ー
ル

の
内

容
は

気
に

な
る

が
、

個
人

で
仕

事
を

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
困

る
よ

う
な

こ

と
が

あ
れ

ば
、

組
織

と
し

て
成

り
立

っ
て

い
な

い
と

思
う
。

 

・無
し

（自
宅

）。
会

社
の

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
を

活
用

し
な

い
理

由
は

、
自

分
の

性

格
に

あ
る

。
仮

に
職

場
に

行
け

な
い

よ
う

な
状

態
に

な
れ

ば
、

活
用

す
る

と
思

う
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

や
ス

ペ
ー

ス
と

い
っ

た
物

理
的

な
こ

と
が

整
え

ば
問

題

な
い

。
 

そ
の

他
 

・時
間

休
の

仕
組

み
が

あ
る

と
通

院
し

て
い

る
人

に
と

っ
て

は
有

り
難

い
。

 

・糖
尿

病
の

教
育

入
院

は
暇

で
仕

方
な

い
。
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基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

 
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
研

究
・開

発
・設

計
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

 
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

。
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
が

主
で

あ
る

が
、

研
修

の
講

師
と

し
て

都
内

に
出

か
け

る
こ

と
も

多
い

、
地

方
へ

の
出

張
は

年
２
回

く
ら

い
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

流
行

時
に

、
社

内
で

在
宅

勤
務

制
度

導
入

が
検

討
さ

れ
た

が
、

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
上

の
問

題
で

実
現

し
な

か
っ

た
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・年

次
有

休
の

他
に

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ

ー
ト
休

暇
（本

人
、

家
族

の
病

気
）が

20
日

間
あ

る
。

但
し

、
部

員
が

少
な

く
迷

惑
が

掛
か

る
の

で
使

い
づ

ら
い

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

肝
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・土
日

に
休

め
ば

平
日

に
は

支
障

な
く

働
け

て
い

る
。

 

・肝
臓

病
な

の
で

体
が

だ
る

い
、

土
曜

日
に

は
半

日
寝

て
し

ま
っ

た
り

す
る

が
平

日
は

仕
事

に
行

け
な

い
程

で
は

な
い

の
で

、
な

ん
と

か
通

っ
て

い
る

。
 

・仕
事

場
で

は
特

に
病

名
な

ど
の

話
は

し
て

い
な

い
。

飲
み

会
の

時
に

肝
臓

が

悪
い

の
で

と
断

る
く

ら
い

で
あ

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・
月

に
１

回
、

会
社

休
み

の
土

曜
日

に
、

家
の

近
く

の
病

院
に

通
院

し
て

い
る

。

処
方

箋
を

も
ら

っ
て

い
る

。
 

・半
年

に
１
回

、
総

合
病

院
（紹

介
病

院
）で

血
液

検
査

を
実

施
。

 

・と
も

に
近

く
の

た
め

通
院

は
負

担
で

は
な

い
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・今

日
は

朝
早

く
病

院
に

行
っ

た
た

め
待

ち
時

間
か

ら
診

療
ま

で
30

分
で

終
了

し
た

。
混

雑
時

に
は

１
時

間
以

上
は

掛
か

る
。

通
院

は
自

転
車

で
10

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
タ

ブ
レ

ッ
ト
や

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

を
見

る
こ

と
は

あ
る

。
自

分
が

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の

仕
事

が
好

き
な

の
で

情
報

を
見

て
い

る
が

、
業

務
で

は
な

い
。

忙
し

い
時

に
は

通
院

時
に

電
話

が
掛

か
っ

て
き

た
り

し
た

事
は

あ
っ

た
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
病

院
は

他
の

患
者

も
い

る
し

、
体

も
精

神
的

に
も

ス
ト
レ

ス
が

掛
か

る
の

で
、

病
院

の
中

ま
で

仕
事

を
持

ち
込

む
の

は
、

よ
く

な
い

。
 

そ
の

他
 

・会
社

業
務

以
外

に
、

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
関

連
の

勉
強

会
に

参
加

し
、

資
料

作
成

や

３
回

/月
く

ら
い

講
師

を
担

当
し

て
い

る
が

、
つ

い
つ

い
無

理
し

て
や

り
過

ぎ
て

し
ま

う
。

 

・通
勤

に
70

分
掛

か
る

の
で

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
が

通
勤

途
中

（6
0

分
以

内
）

に
あ

れ
ば

活
用

し
た

い
。

自
宅

よ
り

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
の

方
が

気
分

転
換

で

き
る

の
で

よ
い

。
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調
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N
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M

49
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
情

報
通

信
業

 
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

。
週

５
日

、
8：

30
-1

7：
30

、
８
時

間
/日

。
残

業
は

月
40

時
間

程
度

。
 

・通
勤

は
電

車
で

1
時

間
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
の

経
験

は
無

い
た

め
、

分
か

ら
な

い
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
 

・
会

社
に

は
、

他
に

も
う

つ
病

の
人

が
い

る
が

、
会

社
は

ど
う

扱
っ

て
よ

い
か

慣

れ
て

い
な

く
て

分
か

ら
な

い
よ

う
だ

。
 

・
で

き
れ

ば
障

害
者

枠
で

採
用

を
し

て
も

ら
い

た
い

と
会

社
に

申
し

出
た

が
、

会

社
に

障
害

者
枠

は
な

く
希

望
を

聞
い

て
も

ら
え

な
か

っ
た

。
現

在
、

障
害

者
枠

で
採

用
し

て
も

ら
え

る
会

社
に

転
職

を
考

え
て

い
る

。
 

・
最

初
に

休
職

し
た

時
に

は
会

社
か

ら
離

れ
る

の
は

怖
か

っ
た

が
、

今
は

自
分

の
体

調
が

悪
く

な
っ

て
い

る
こ

と
も

分
か

る
よ

う
に

な
り

、
妻

も
休

職
を

勧
め

る
の

で
、

自
分

か
ら

休
職

し
た

い
と

申
し

出
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・現
在

、
２
週

間
に

一
度

メ
ン

タ
ル

ク
リ
ニ

ッ
ク

に
通

院
し

て
い

る
。

働
い

て
い

る
妻

も
同

行
す

る
た

め
、

土
曜

日
に

受
診

し
て

い
る

。
 

・今
の

ク
リ
ニ

ッ
ク

は
３
ヵ

所
目

。
直

近
で

は
今

年
の

４
月

に
病

院
を

変
え

た
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・最

寄
り

駅
の

近
く

。
家

か
ら

10
分

程
度

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
待

ち
時

間
が

な
い

の
で

暇
な

時
間

が
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

（病
院

）。
 

・有
り

（自
宅

）。
仕

事
が

つ
ら

い
わ

け
で

は
な

く
、

職
場

の
人

間
関

係
が

原
因

な

の
で

在
宅

テ
レ

ワ
ー

ク
が

で
き

る
な

ら
ば

、
仕

事
が

続
け

ら
れ

る
。

 

そ
の

他
 

・障
害

者
年

金
を

も
ら

っ
て

い
る

が
、

金
額

が
少

な
く

、
将

来
に

不
安

を
感

じ
る

。
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/4

0
代

 

業
種

・規
模

 
現

在
無

職
。

 

職
業

・職
種

 
―

 

就
労

状
況

 
―

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・（

28
年

前
）「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

 

・（
28

年
前

）「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・最
初

の
就

職
２
年

後
に

透
析

を
開

始
し

、
そ

の
翌

年
に

退
職

勧
告

が
あ

っ
た

。

当
時

、
体

調
は

良
好

で
仕

事
は

継
続

し
た

か
っ

た
。

次
の

会
社

は
、

親
の

介

護
で

退
職

す
る

こ
と

に
な

り
、

そ
の

後
は

現
在

ま
で

無
職

。
 

・合
併

症
で

突
然

関
節

痛
が

あ
る

が
仕

事
に

支
障

は
な

い
。

親
の

介
護

が
終

わ

り
、

体
調

も
安

定
し

て
い

る
の

で
、

平
成

29
年

末
か

ら
就

職
活

動
を

始
め

た
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・透

析
治

療
に

週
３
回

通
院

、
15

時
か

ら
５
時

間
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・透

析
は

予
約

制
で

待
ち

時
間

は
無

い
（毎

回
、

同
じ

メ
ン

バ
ー

）。
 

・通
院

は
電

車
利

用
で

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
現

在
は

無
職

。
就

労
時

も
無

い
。

 

・今
の

通
院

先
は

、
院

内
で

の
通

話
禁

止
の

た
め

業
務

連
絡

を
電

話
で

す
る

こ

と
は

な
い

。
Ｐ

Ｃ
・ス

マ
ホ

利
用

は
Ｏ

Ｋ
だ

が
ネ

ッ
ト
環

境
は

無
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
、

５
回

。
 

入
院

期
間

 
・最

大
で

7
日

間
（手

術
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
入

院
は

全
て

無
職

の
時

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
入

院
・通

院
時

に
は

治
療

に
専

念
す

べ
き

。
透

析
中

は
血

圧
変

動
も

あ

り
安

静
が

必
要

な
の

で
。

ス
ト
レ

ス
に

な
る

よ
う
な

こ
と

は
し

た
く

な
い

。
 

そ
の

他
 

・透
析

患
者

は
時

間
制

約
が

あ
る

の
で

就
職

が
困

難
で

あ
る

。
透

析
患

者
雇

用

企
業

に
対

し
、

国
・自

治
体

か
ら

助
成

や
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
設

け
、

患
者

の
雇

用
環

境
の

改
善

を
図

っ
て

欲
し

い
。

 

・
透

析
患

者
を

増
や

さ
な

い
施

策
が

重
要

。
腎

不
全

に
な

る
前

段
階

（
糖

尿
病

等
）の

治
療

研
究

や
、

患
者

教
育

を
徹

底
し

て
欲

し
い

。
 

・
会

社
経

営
者

や
採

用
担

当
者

の
疾

病
（
透

析
患

者
）
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
施

策
が

欲
し

い
。

 

7
8 

調
査

N
O

 
M

51
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
業

 

職
業

・職
種

 
製

造
・建

築
業

務
 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

。
週

５
日

、
８
時

間
/日

。
残

業
は

月
40

時
間

程
度

。
 

・通
勤

は
電

車
で

１
時

間
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

（現
場

仕
事

で
あ

り
、

テ
レ

ワ
ー

ク
は

で
き

な
い

）。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

骨
折

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・復
帰

は
で

き
た

が
、

以
前

と
同

じ
よ

う
に

は
仕

事
は

で
き

な
い

。
 

・骨
折

で
２

ヵ
月

間
休

職
。

現
在

、
P
C

入
力

は
問

題
な

い
が

、
指

を
伸

ば
そ

う
と

す
る

と
、

体
に

し
び

れ
る

よ
う
な

痛
み

が
走

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・現

在
は

２
週

間
に

１
回

の
通

院
。

指
は

リ
ハ

ビ
リ
。

 

・腕
と

肩
は

整
体

治
療

を
行

っ
て

い
る

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・電

車
30

分
、

バ
ス

15
分

。
往

復
１
時

間
30

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
病

院
で

派
遣

元
と

連
絡

を
取

り
合

う
こ

と
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
（日

帰
り

手
術

で
、

入
院

は
進

め
ら

れ
な

か
っ

た
）。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・現
状

は
必

要
な

い
。

 

・今
の

仕
事

で
は

必
要

な
い

が
、

あ
る

と
よ

い
と

は
思

う
。
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7
9 

調
査

N
O

 
M

52
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
医

療
・福

祉
、

従
業

員
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

（介
護

職
） 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
で

の
現

場
勤

務
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・以
前

は
メ

ー
カ

ー
勤

務
で

土
日

出
張

も
多

か
っ

た
。

病
気

の
診

断
を

受
け

、
通

院
に

支
障

が
な

い
、

非
正

規
の

介
護

職
に

転
職

し
た

。
収

入
は

５
分

の
１

程
度

に
な

っ
た

が
治

療
を

優
先

し
た

。
 

・現
在

の
職

場
に

は
健

康
診

断
結

果
を

受
け

て
申

告
済

み
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

 

・通
院

は
シ

フ
ト
制

の
休

み
の

日
を

利
用

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・診

療
は

、
待

ち
時

間
も

含
め

約
１
時

間
。

 

・通
院

は
車

利
用

で
５
分

の
近

所
の

病
院

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
勤

務
先

と
連

絡
を

取
り

合
う
必

要
は

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・1

0
日

間
（糖

尿
病

の
教

育
入

院
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
現

状
は

現
場

業
務

の
た

め
必

要
は

な
い

。
 

・病
状

が
悪

化
し

異
動

で
業

務
内

容
が

変
わ

れ
ば

活
用

し
た

い
。

現
在

の
現

場

業
務

が
継

続
で

き
な

く
な

れ
ば

、
管

理
部

門
の

事
務

職
に

異
動

を
願

う
だ

ろ

う
。

そ
う

な
れ

ば
治

療
中

の
テ

レ
ワ

ー
ク

を
活

用
す

る
と

思
う

。
病

院
内

に
、

勤

務
先

の
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
う
。

 

8
0 

調
査

N
O

 
M

53
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
販

売
・営

業
・サ

ー
ビ

ス
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
の

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・
「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」
は

無
し

（
一

部
の

部
署

で
在

宅
勤

務
を

試
行

中
ら

し
い

、

詳
細

は
不

明
）。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

有
り

。
産

業
医

（身
体

系
と

精
神

系
の

２
名

配
置

）。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

う
つ

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
時

々
有

り
。

病
状

は
、

服
薬

の
せ

い
か

元
々

の
病

気
の

せ

い
か

、
と

に
か

く
眠

い
こ

と
が

多
い

。
 

・3
0

代
で

診
断

さ
れ

４
ヵ

月
休

職
で

復
帰

、
そ

の
後

も
20

年
間

の
間

に
２
ヵ

月
間

の
休

職
・復

帰
を

３
回

繰
り

返
す

。
途

中
、

部
署

の
異

動
も

あ
っ

た
。

 

・休
職

期
間

中
は

、
義

務
で

は
な

く
、

自
ら

職
場

に
シ

ョ
ー

ト
メ

ー
ル

（週
１

回
）を

送
付

し
、

病
状

報
告

を
し

て
い

た
。

但
し

、
職

場
側

か
ら

の
接

触
は

一
切

な
か

っ
た

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
回

、
自

宅
近

く
の

ク
リ
ニ

ッ
ク

に
通

院
（会

社
休

み
の

土
曜

日
）。

 

通
院

所
要

時
間

 
・待

ち
時

間
は

無
し

、
治

療
内

容
（問

診
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
仕

事
か

ら
離

れ
る

の
が

治
療

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

に
お

け
る

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
仕

事
か

ら
離

れ
る

の
が

治
療

と
な

る
。

ま
た

、
現

在
の

業
務

は
、

病
院

内

で
仕

事
す

る
必

要
も

在
宅

勤
務

の
必

要
も

無
い

。
 

・
私

は
自

分
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

な
い

気
質

な
の

で
、

在
宅

勤
務

に
向

か
な

い
。

誰
の

管
理

・監
視

も
な

い
状

態
だ

と
サ

ボ
っ

て
し

ま
う
だ

ろ
う
。
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8
1 

調
査

N
O

 
Ｍ

54
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

数
50

～
30

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
、

通
勤

時
間

60
分

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
有

り
（在

宅
勤

務
）。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」あ
り

。
描

画
担

当
は

在
宅

可
能

。
編

集
作

業
ス

タ
ッ

フ
は

、

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の

問
題

上
で

で
き

な
い

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
金

制
度

」不
明

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
週

３
日

の
早

退
で

他
の

２
日

は
残

業
に

な
る

こ
と

が
多

い
。

 

・入
院

前
は

２
本

担
当

し
て

い
た

仕
事

が
、

１
本

は
打

合
せ

が
夜

に
な

っ
た

り
す

る
た

め
無

理
と

い
う
こ

と
で

一
方

的
に

1
本

に
変

更
さ

れ
た

。
 

・退
院

直
後

は
、

週
３
回

１
時

間
早

退
で

、
１
日

有
休

消
化

と
し

て
い

た
が

、
昨

年

か
ら

２
回

で
1

日
と

さ
れ

有
休

が
不

足
し

、
欠

勤
扱

い
で

減
給

と
な

っ
て

い
る

。

３
～

４
ヵ

月
で

有
休

が
完

全
消

滅
す

る
。

１
時

間
早

い
出

勤
で

調
整

し
た

い
と

希
望

を
出

し
た

が
、

認
め

て
貰

え
な

い
。

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

を
導

入
し

て
貰

え

る
と

よ
い

。
 

・
透

析
早

退
時

は
、

周
囲

に
申

し
訳

な
く

思
う

し
、

休
暇

等
も

足
り

な
く

な
っ

て
く

る
。

体
は

そ
れ

ほ
ど

の
負

担
で

は
な

い
が

、
精

神
的

な
負

担
で

あ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・透

析
3

回
/週

（月
、

水
、

金
）。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

は
な

い
。

17
時

か
ら

４
時

間
か

か
り

、
帰

宅
は

22
時

半
か

ら
23

時
。

ク
リ
ニ

ッ
ク

は
通

勤
途

中
に

あ
り

、
家

か
ら

は
30

分
く

ら
い

。
 

・ク
リ
ニ

ッ
ク

は
通

信
機

器
使

用
の

禁
止

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
自

分
の

仕
事

は
透

析
中

に
行

う
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・２

ヵ
月

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
、

突
然

の
入

院
で

、
１

ヵ
月

く
ら

い
は

連
絡

も
と

れ
な

い
く

ら
い

の
症

状
だ

っ
た

の
で

、
連

絡
し

た
頃

に
は

仕
事

は
一

段
落

し
て

い
た

。
 

・透
析

以
外

の
時

間
は

空
い

て
い

た
が

、
入

院
中

は
療

養
が

必
要

だ
っ

た
。

 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

（
病

院
）
、

ニ
ー

ズ
有

り
（
在

宅
）
。

今
の

仕
事

は
職

場
以

外
で

は

出
来

な
い

。
シ

ス
テ

ム
作

り
や

素
材

を
集

め
る

仕
事

は
透

析
を

し
な

が
ら

で
も

出
来

る
。

在
宅

で
出

来
る

仕
事

が
あ

れ
ば

、
や

り
た

い
と

思
う
。

 

そ
の

他
 

・そ
れ

ぞ
れ

の
人

に
あ

っ
た

仕
事

の
仕

方
が

あ
る

と
よ

い
。

 

・透
析

は
費

用
が

掛
か

ら
な

い
の

で
助

か
っ

て
い

る
、

そ
れ

が
無

く
な

る
と

大
変

だ
と

思
う
。

 

8
2 

調
査

N
O

 
M

55
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

の
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
中

心
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・診
断

３
ヵ

月
後

に
上

司
に

報
告

し
、

配
置

転
換

希
望

を
出

し
続

け
た

が
考

慮
は

さ
れ

ず
、

２
年

前
に

総
務

部
門

に
異

動
し

た
。

 

・今
年

３
月

か
ら

は
首

都
圏

支
店

に
異

動
し

、
自

宅
通

勤
に

な
っ

た
。

 

・社
内

に
糖

尿
病

患
者

は
多

い
。

 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

時
々

有
り

。
業

務
上

の
ス

ト
レ

ス
や

深
夜

接
待

で
翌

朝
の

体
調

悪
化

が
予

測
さ

れ
る

場
合

、
満

員
電

車
を

避
け

る
た

め
自

主
的

に
１

～
２

時
間

早
起

き
し

て
出

社
す

る
対

応
を

し
て

い
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・月
に

１
回

。
 

・
会

社
が

休
み

の
土

曜
日

に
通

院
す

る
た

め
、

仕
事

に
影

響
な

し
。

現
在

の
病

院
は

、
自

ら
ネ

ッ
ト
で

探
し

た
糖

尿
病

学
会

登
録

専
門

医
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・通
院

は
自

宅
か

ら
徒

歩
20

分
（病

院
は

自
宅

最
寄

り
駅

の
駅

前
）。

 

・１
回

の
診

療
は

約
１
時

間
（採

血
の

結
果

待
ち

も
含

む
）。

 

・予
約

制
で

は
な

い
が

、
院

内
は

空
い

て
い

る
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・必
要

無
し

。
 

・月
１
回

な
の

で
、

事
前

に
仕

事
の

調
整

が
で

き
る

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・必
要

無
し

。
投

薬
と

運
動

で
対

応
で

き
た

の
で

、
必

要
性

は
感

じ
な

い
。

 

そ
の

他
 

・
罹

患
後

に
人

事
担

当
と

な
り

、
大

き
く

考
え

方
が

変
化

し
た

。
病

気
治

療
中

の

も
の

も
含

め
、

全
社

員
の

活
躍

の
た

め
に

、
よ

り
柔

軟
な

働
き

方
を

支
援

す
る

制
度

の
導

入
は

有
効

だ
と

考
え

て
い

る
。

優
秀

な
人

材
確

保
の

た
め

に
、

在

宅
勤

務
・変

形
労

働
時

間
制

・サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
な

ど
の

提
案

を
会

社
に

対

し
積

極
的

に
行

っ
て

い
く

予
定

で
あ

る
。

 

・
対

人
関

係
に

問
題

が
あ

る
う

つ
病

の
休

職
者

に
と

っ
て

は
、

在
宅

勤
務

の
導

入
は

、
職

場
復

帰
の

準
備

策
と

し
て

有
効

だ
し

、
突

発
的

な
病

気
へ

の
対

応
を

求
め

ら
れ

る
場

合
の

リ
ス

ク
回

避
の

た
め

、
普

段
か

ら
対

応
可

能
な

制
度

（
人

材
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

＆
事

前
研

修
）も

、
今

後
検

討
し

て
い

き
た

い
。
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8
3 

調
査

N
O

 
M

56
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
卸

売
業

・小
売

業
 

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・正
社

員
、

週
５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
。

実
際

に
は

海
外

時
差

対
応

で
36

5
日

24

時
間

対
応

を
求

め
ら

れ
る

仕
事

。
 

・通
勤

は
自

転
車

で
30

分
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

既
に

モ
バ

イ
ル

ワ
ー

ク
（電

話
中

心
）は

実
践

済
み

だ
が

、
正

式
な

社
内

制
度

（報
酬

）は
無

い
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
と

そ
の

他
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・会
社

に
は

日
本

人
が

一
人

で
、

国
内

取
引

先
と

の
や

り
取

り
の

た
め

休
み

を
自

由
に

取
れ

な
い

。
 

・と
き

ど
き

支
障

あ
り

。
社

内
に

は
報

告
済

み
だ

が
、

得
意

先
は

知
ら

な
い

の
で

、

時
間

に
関

係
な

く
電

話
連

絡
が

入
り

対
応

を
求

め
ら

れ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・月

に
１
回

。
水

産
業

と
不

動
産

業
の

仕
事

の
合

間
（平

日
午

後
12

～
14

時
）に

通
院

（休
み

は
と

っ
て

い
な

い
、

業
務

が
な

い
時

間
に

行
く

）。
 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

も
含

め
1.

5～
２
時

間
。

通
院

は
職

場
か

ら
自

転
車

で
30

分
。

 

・尿
・血

液
検

査
を

実
施

し
、

結
果

が
出

て
か

ら
の

問
診

と
処

方
。

 

・予
約

制
の

た
め

院
内

は
混

ん
で

は
い

な
い

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

・１
件

の
業

務
電

話
対

応
に

30
分

以
上

は
か

か
る

た
め

、
通

院
中

に
電

話
を

と

ら
な

い
よ

う
、

事
前

調
整

済
み

で
あ

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
P
C

業
務

は
決

算
・貿

易
書

類
の

作
成

が
中

心
な

の
で

、
社

外
で

は
行

え
な

い
。

 

・
社

会
通

念
上

、
院

内
で

は
治

療
に

専
念

す
べ

き
で

、
無

理
は

禁
物

で
あ

る
。

が
ん

保
険

の
T
V

C
M

の
よ

う
に

、
病

状
が

安
定

し
長

期
の

通
院

治
療

が
必

要

で
、

か
つ

ル
ー

テ
ィ

ン
業

務
が

あ
る

人
の

場
合

は
、

病
院

内
で

P
C

作
業

環
境

が
あ

れ
ば

喜
ば

れ
る

か
も

し
れ

な
い

が
・・

・。
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調
査

N
O

 
M

57
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

サ
ー

ビ
ス

業
、

従
業

員
30

0～
1,

00
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
は

無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

し
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」「

傷
病

手
当

制
度

（6
割

支
給

）」
は

有
り

。
社

内
で

メ
ン

タ
ル

系
で

の
傷

病
休

暇
・手

当
制

度
利

用
の

前
例

が
有

り
、

手
続

き
は

ス
ム

ー
ズ

だ

っ
た

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
療

内
科

・精
神

科
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
無

し
。

 

・
主

治
医

の
診

断
に

基
づ

き
、

入
院

・
退

院
（自

宅
療

養
）
・職

場
復

帰
の

タ
イ

ミ

ン
グ

を
決

定
。

そ
の

都
度

、
会

社
側

（
上

司
・人

事
）
に

相
談

し
３

者
面

談
を

実

施
。

産
業

医
に

は
人

事
部

か
ら

連
絡

し
、

休
職

後
と

復
職

後
し

ば
ら

く
し

て
か

ら

面
談

し
た

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
で

、
有

休
を

利
用

。
 

通
院

所
要

時
間

 
・混

雑
時

は
、

待
ち

時
間

も
含

め
2～

3
時

間
（予

約
制

で
は

な
い

）。
通

院
は

車

利
用

で
30

分
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（１

回
）。

 

入
院

期
間

 
・４

ヵ
月

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
精

神
科

病
棟

は
、

治
療

上
の

方
針

で
外

部
と

の
連

絡
は

原
則

禁
止

（携

帯
・ス

マ
ホ

の
持

込
禁

止
）。

会
社

側
と

の
連

絡
・申

請
手

続
き

等
は

、
妻

を
介

し
て

行
っ

て
い

た
。

 

治
療

中
（病

院
）に

お
け

る
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

病
状

回
復

の
た

め
に

治
療

を
優

先
す

べ
き

。
精

神
科

で
は

、
ス

ト
レ

ス
に

な
り

そ
う
な

仕
事

や
会

社
と

の
連

絡
は

原
則

禁
止

で
あ

る
。

 

・復
帰

準
備

と
し

て
院

内
に

P
C

作
業

場
所

が
あ

っ
て

も
よ

い
と

思
う
。

 

・職
場

復
帰

の
際

に
は

、
産

業
医

の
ア

ド
バ

イ
ス

で
「慣

ら
し

勤
務

」（
数

回
は

通

勤
の

み
）と

「短
時

間
勤

務
」（

2
時

間
か

ら
少

し
ず

つ
長

く
す

る
）を

経
て

、
本

格

勤
務

に
移

行
す

る
こ

と
で

、
ス

ム
ー

ズ
に

復
帰

で
き

た
。

 

そ
の

他
 

・病
院

の
「オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
」（

ネ
ッ

ト
環

境
有

り
）で

P
C

操
作

の
作

業
療

法
の

時
間

が
あ

っ
た

。
患

者
は

高
齢

化
し

機
械

操
作

が
苦

手
な

人
も

多

い
の

で
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

P
C

操
作

に
詳

し
い

講
師

が
い

て
、

P
C

指
導

や

ア
ド

バ
イ

ス
を

し
て

く
れ

る
と

喜
ば

れ
る

と
思

う
。

 

・
復

帰
に

つ
い

て
は

、
メ

デ
ィ

カ
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
は

若
く

経
験

が
少

な

い
せ

い
か

、
医

師
・薬

剤
師

の
ア

ド
バ

イ
ス

が
役

立
っ

た
。

 

・
高

額
医

療
費

制
度

利
用

で
き

た
が

、
年

収
に

応
じ

た
負

担
額

が
大

き
す

ぎ
、

減
額

さ
れ

た
給

与
で

は
大

変
だ

っ
た

。
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調
査

N
O

 
M
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基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
運

輸
業

・郵
便

業
、

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

 

就
労

状
況

 
・週

休
２
日

。
８
時

間
30

分
/日

。
週

所
定

労
働

時
間

38
時

間
45

分
。

 

・デ
ス

ク
ワ

ー
ク

、
通

勤
40

～
50

分
（電

車
、

バ
ス

）。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」無
し

。
 

・「
傷

病
休

暇
制

度
/傷

病
手

当
制

度
」は

特
に

な
い

が
、

通
院

時
間

に
つ

い
て

は
業

務
扱

い
と

し
て

い
る

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

心
臓

疾
患

・血
管

疾
患

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・特
に

支
障

は
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

週
間

に
１
回

。
 

・業
務

時
間

扱
い

。
 

通
院

所
要

時
間

 

・診
療

30
分

。
 

・心
電

図
、

血
液

検
査

。
 

・会
社

か
ら

片
道

30
分

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
（病

院
）。

 

・
ニ

ー
ズ

有
り

（
自

宅
）
。

モ
バ

イ
ル

環
境

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、

テ
レ

ワ

ー
ク

を
す

る
こ

と
を

想
定

し
た

環
境

整
備

を
考

え
て

い
る

と
こ

ろ
。

 

そ
の

他
 

・有
休

の
保

存
休

暇
の

法
定

整
備

。
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調
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N
O

 
M

59
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
建

設
業

、
従

業
員

数
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
製

造
・建

築
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
と

心
臓

疾
患

・血
管

疾
患

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

へ
の

支
障

は
と

き
ど

き
有

り
。

 

・職
場

に
病

気
を

公
表

し
て

受
け

入
れ

て
も

ら
っ

た
の

で
、

楽
な

気
持

ち
で

仕
事

が
で

き
る

。
 

・体
調

に
よ

り
イ

ン
シ

ュ
リ
ン

の
効

き
方

が
違

う
た

め
、

と
き

ど
き

血
糖

値
を

計
る

。
 

・通
院

（治
療

）を
優

先
し

て
生

活
し

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・糖

尿
病

：は
３
ヵ

月
に

１
回

、
土

日
休

み
な

の
で

土
曜

日
に

通
院

。
 

・心
疾

患
は

３
ヵ

月
に

１
回

、
平

日
診

療
な

の
で

有
休

を
利

用
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・通

院
所

要
時

間
１
時

間
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・１

ヵ
月

（学
生

）、
低

血
糖

で
救

急
搬

送
が

数
回

（１
泊

）有
り

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
現

在
の

業
務

は
人

と
話

し
相

談
し

て
行

う
仕

事
で

あ
り

、
職

場

以
外

で
は

で
き

な
い

。
治

療
中

や
病

院
で

の
業

務
ニ

ー
ズ

は
無

い
。

 

そ
の

他
 

・
入

院
等

に
な

っ
た

場
合

は
、

テ
レ

ワ
ー

ク
が

で
き

る
よ

う
な

職
場

や
職

種
へ

の

配
置

転
換

は
、

今
の

年
齢

で
は

厳
し

い
も

の
と

考
え

て
い

る
。
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8
7 

調
査

N
O

 
M

60
 

基
本

属
性

 

性
別

・年
齢

 
男

性
/5

0
代

 

業
種

・規
模

 
製

造
業

、
従

業
員

50
～

30
0

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
製

造
・建

築
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
、

工
場

現
場

（P
C

作
業

中
心

）。
 

・通
勤

20
分

（自
転

車
。

以
前

は
車

で
10

～
15

分
程

度
）。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 

・「
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

」は
無

く
、

自
身

の
仕

事
で

の
活

用
は

難
し

い
。

 

・「
傷

病
休

暇
制

度
」は

無
く

、
有

休
を

消
化

す
る

と
欠

勤
扱

い
と

な
る

。
「傷

病
手

当
制

度
」は

、
１

ヶ
月

間
の

給
与

保
障

（８
割

）が
あ

る
が

、
一

度
し

か
利

用
で

き

な
い

た
め

、
今

後
の

こ
と

を
考

え
て

活
用

し
て

い
な

い
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

が
ん

（悪
性

新
生

物
） 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
仕

事
へ

の
支

障
は

特
に

な
い

が
、

骨
転

移
後

は
該

当
部

分
に

痛
み

が
あ

り
、

梱
包

作
業

の
際

に
多

少
の

不
便

が
あ

る
。

薬
の

副
作

用
で

直
射

日
光

に
当

た

る
と

皮
膚

障
害

が
出

る
た

め
、

夏
場

は
車

通
勤

し
て

い
た

。
 

・手
術

後
１

ヶ
月

間
を

休
職

（自
宅

療
養

）し
、

直
後

に
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

で
復

帰

し
た

。
 

・
日

常
生

活
上

の
制

約
は

な
い

が
、

痛
み

止
め

を
飲

ん
で

い
る

た
め

ア
ル

コ
ー

ル
は

飲
め

な
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・１

ヶ
月

に
１
回

、
検

査
の

た
め

に
通

院
。

 

・有
休

（消
化

後
は

欠
勤

扱
い

）で
通

院
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・待
ち

時
間

も
含

め
半

日
か

か
る

。
 

・治
療

は
服

薬
で

、
検

査
内

容
は

血
液

検
査

、
レ

ン
ト
ゲ

ン
、

と
き

ど
き

Ｃ
Ｔ

。
 

・通
院

は
車

利
用

で
20

分
程

度
（会

社
→

病
院

は
な

い
） 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
。

無
理

を
す

れ
ば

午
前

中
に

出
社

す
る

こ
と

も
可

能
か

も
し

れ
な

い
が

、

検
査

日
は

何
が

あ
る

か
分

か
ら

な
い

た
め

あ
ま

り
余

裕
が

な
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・検

査
入

院
⇒

手
術

（２
週

間
程

度
）⇒

副
作

用
を

み
る

た
め

の
入

院
２

回
（各

２

週
間

程
度

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
有

り
。

入
院

前
に

引
き

継
ぎ

を
し

た
た

め
ほ

ぼ
な

か
っ

た
が

、
ま

れ
に

携
帯

の

シ
ョ
ー

ト
メ

ー
ル

で
問

合
せ

が
あ

っ
た

。
復

職
な

ど
の

情
報

の
や

り
と

り
は

、
電

話
で

こ
ま

め
に

行
っ

て
い

た
。

病
院

内
で

の
職

場
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
、

不
便

は
な

か
っ

た
。

 

治
療

に
お

け
る

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

医
療

機
関

で
は

療
養

に
専

念
す

べ
き

で
あ

る
。

リ
ハ

ビ
リ
ほ

ど
で

は
な

く
、

軽
く

体
を

動
か

せ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
が

あ
る

と
良

い
。

 

そ
の

他
 

・会
社

の
運

用
が

変
わ

り
、

復
職

前
に

産
業

医
と

の
面

談
が

行
わ

れ
る

よ
う
に

な

っ
た

。
主

治
医

が
記

載
す

る
情

報
共

有
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

産
業

医
か

ら
渡

さ
れ

た
が

、
仕

事
に

復
帰

し
て

も
問

題
な

い
か

と
の

記
載

欄
に

「痛
み

止
め

の
薬

は

眠
く

な
る

成
分

が
入

っ
て

い
る

の
で

注
意

が
必

要
」と

主
治

医
が

記
載

し
た

と
こ

ろ
、

車
通

勤
が

不
可

と
な

っ
た

。
車

通
勤

に
関

す
る

記
載

で
は

な
か

っ
た

た
め

納
得

が
い

か
ず

、
主

治
医

に
相

談
し

て
薬

を
変

更
し

て
も

ら
っ

た
。

 

・入
院

前
か

ら
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

相
談

し
て

お
り

、
非

常
に

心
強

く
感

じ
て

い
る

。
ま

た
、

退
院

後
は

月
１

回
の

が
ん

サ
ロ

ン
に

ほ
ぼ

毎
回

参
加

し
て

お
り

、
様

々
な

患
者

に
会

う
こ

と
で

気
が

楽
に

な
っ

て
い

る
。

 

・休
み

が
長

期
間

に
わ

た
る

と
有

休
が

な
く

な
っ

て
給

与
に

響
く

た
め

、
治

療
の

た
め

の
休

暇
制

度
が

会
社

に
あ

る
と

よ
い

。
 

・薬
代

が
高

い
た

め
、

何
ら

か
支

援
制

度
が

あ
る

と
よ

い
（高

額
医

療
費

制
度

を

活
用

し
て

お
り

、
と

て
も

助
か

っ
て

い
る

）。
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調
査

N
O

 
Ｍ

61
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

男
性

/６
０
代

 

業
種

・規
模

 
教

育
・学

習
支

援
業

 

職
業

・職
種

 
そ

の
他

（塾
講

師
） 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
４
日

/週
、

１
日

７
時

間
勤

務
。

 

・通
勤

時
間

１
時

間
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
（自

宅
で

講
義

準
備

す
る

こ
と

は
あ

る
）。

 

会
社

の
制

度
上

 
・「

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
」無

し
。

 

・契
約

講
師

の
た

め
、

傷
病

休
暇

」「
傷

病
手

当
金

」制
度

は
無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

腎
疾

患
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・
支

障
有

り
。

地
方

都
市

で
の

課
外

授
業

の
際

に
透

析
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

変
更

が
必

要
に

な
る

。
通

常
授

業
も

、
透

析
通

院
の

な
い

日
に

設
定

し
て

い
る

。
 

・病
気

は
ハ

ン
デ

が
あ

る
。

時
間

的
な

問
題

で
ロ

ス
時

間
が

あ
る

。
透

析
中

心
に

仕
事

を
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、

ど
う
し

て
も

ハ
ン

デ
は

出
て

来
る

と
感

じ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・透

析
３
回

/週
、

そ
の

病
院

で
薬

も
処

方
（骨

粗
鬆

症
）。

 

・腎
臓

が
ん

の
通

院
（３

年
前

）、
経

過
検

査
の

た
め

に
２
回

/年
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・透
析

は
予

約
制

で
16

：3
0

か
ら

、
4.

5～
５
時

間
か

か
る

。
な

る
べ

く
時

間
を

か

け
た

方
が

負
担

は
少

な
い

た
め

、
時

間
を

か
け

て
透

析
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
病

院
を

変
え

た
。

病
院

は
通

勤
途

中
に

あ
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
。

自
分

は
し

て
い

な
い

が
、

透
析

し
な

が
ら

パ
ソ

コ
ン

の
持

ち
込

み
が

出

来
る

病
院

も
あ

る
。

片
手

が
空

い
て

い
る

の
で

可
能

で
あ

る
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・２

週
間

（３
年

前
、

腎
臓

が
ん

手
術

、
春

休
み

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
新

学
期

の
た

め
の

本
や

資
料

読
み

で
、

急
ぎ

の
連

絡
も

無
し

。
 

・入
院

時
に

同
部

屋
患

者
の

公
務

員
は

、
こ

の
時

と
ば

か
り

ゆ
っ

く
り

と
療

養
し

て

い
た

が
、

民
間

企
業

営
業

職
の

方
は

、
連

絡
等

、
忙

し
く

ピ
リ
ピ

リ
し

て
い

た
様

子
だ

っ
た

。
大

学
病

院
で

は
、

カ
フ

ェ
で

P
C

を
使

っ
て

い
る

方
を

見
た

こ
と

は

あ
る

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

手
術

等
で

の
入

院
で

仕
事

を
し

た
い

と
は

思
わ

な
い

。
 

そ
の

他
 

・
国

か
ら

の
援

助
は

、
透

析
治

療
の

場
合

は
４

時
間

ま
で

だ
が

、
患

者
の

身
体

負
担

を
考

え
る

と
本

当
は

も
っ

と
時

間
を

か
け

た
方

が
よ

く
、

問
題

と
感

じ
て

い

る
。
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調
査

N
O

 
Ｆ

26
 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/3
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

サ
ー

ビ
ス

業
、

従
業

員
50

～
10

0
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・正

社
員

、
週

５
日

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
（９

時
～

18
時

）、
土

日
が

休
み

、
月

に
２
回

残
業

有
り

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
の

み
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・現
在

、
支

障
は

な
い

。
症

状
は

朝
晩

の
服

薬
の

み
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
。

勤
務

先
の

社
長

が
親

身
に

相
談

に
乗

っ
て

く
れ

、
会

社
を

辞
め

ず
に

仕
事

を
継

続
で

き
て

い
る

。
有

休
も

と
り

や
す

い
会

社
の

た
め

助
か

っ
て

い
る

。
疲

れ

が
溜

ま
ら

な
い

よ
う
に

休
み

を
取

っ
て

配
慮

し
て

い
る

。
 

・通
勤

時
間

は
長

く
な

い
が

、
満

員
電

車
は

つ
ら

く
感

じ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・３

ヵ
月

に
１
回

、
有

休
を

利
用

し
て

通
院

。
 

通
院

所
要

時
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
通

院
中

の
職

場
と

の
関

わ
り

や
仕

事
し

た
こ

と
は

無
い

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・入

院
し

た
際

に
は

、
有

休
を

全
て

使
い

切
っ

た
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

現
在

の
仕

事
で

は
必

要
が

な
い

。
 

・割
と

元
気

な
ま

ま
で

入
院

し
、

入
院

中
の

暇
な

時
間

に
労

働
し

お
金

を
稼

ぐ
こ

と
が

で
き

れ
ば

よ
い

か
も

し
れ

な
い

が
、

そ
れ

ほ
ど

都
合

よ
く

い
く

は
ず

が
な

い
。

 

そ
の

他
 

・病
状

に
大

き
な

変
化

は
な

い
が

、
仕

事
が

事
務

だ
か

ら
継

続
で

き
て

い
る

。
よ

り
ハ

ー
ド

な
仕

事
に

は
就

け
な

い
し

、
配

置
転

換
が

あ
れ

ば
辞

め
ざ

る
を

得
な

い
。

 

9
0 

調
査

N
O

 
F
27

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/3
0

代
 

業
種

・規
模

 
教

育
・学

習
支

援
業

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

、
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

に
支

障
は

無
い

。
派

遣
社

員
な

の
で

、
体

調
不

良
の

場
合

は
遅

刻
申

請

を
行

う
の

み
。

海
外

旅
行

の
た

め
に

、
自

由
に

長
期

休
み

を
取

り
た

い
の

で
、

正
社

員
に

な
る

つ
も

り
は

な
い

。
 

・派
遣

元
に

も
派

遣
先

に
も

病
状

報
告

は
し

て
い

な
い

（自
分

の
こ

と
を

教
え

た
く

は
な

い
）。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・１
ヵ

月
に

１
回

。
有

休
を

利
用

し
て

通
院

。
 

・
本

当
は

治
療

の
た

め
に

有
休

を
使

い
た

く
は

な
い

。
海

外
で

は
有

休
と

別
に

傷
病

休
暇

が
あ

る
の

で
、

日
本

も
そ

う
あ

る
べ

き
で

は
な

い
か

と
思

う
。

 

通
院

所
要

時
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
通

院
中

の
職

場
と

の
関

わ
り

や
仕

事
の

経
験

は
無

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・1

0
日

間
の

教
育

入
院

の
ほ

か
、

病
状

悪
化

で
数

回
入

院
経

験
あ

り
。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・無
し

。
病

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
は

、
フ

リ
ー

ラ
ン

ス
の

人
・小

説
家

・漫
画

家
な

ら
よ

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
一

般
の

会
社

員
に

と
っ

て
は

逆
に

オ
ー

バ
ー

ワ
ー

ク
の

き
っ

か
け

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
な

い
か

と
思

う
。

 

そ
の

他
 

・日
本

で
は

有
休

を
取

る
た

め
に

前
日

に
残

業
す

る
人

を
よ

く
見

か
け

る
が

、
そ

の
よ

う
な

働
き

方
は

お
か

し
い

と
思

う
。

 

・画
像

通
信

を
活

用
し

た
遠

隔
医

療
が

よ
く

話
題

に
な

っ
て

い
る

が
、

医
師

が
対

面
で

患
者

を
診

な
く

て
本

当
に

大
丈

夫
な

の
だ

ろ
う
か

。
患

者
の

顔
色

の
確

認

や
感

情
を

理
解

で
き

な
い

の
で

は
な

い
か

。
 

・
テ

レ
ビ

で
取

り
上

げ
ら

れ
る

テ
レ

ワ
ー

ク
は

、
お

し
ゃ

れ
な

イ
メ

ー
ジ

が
強

調
さ

れ
て

い
る

が
、

実
際

に
は

違
う
。

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
が

導
入

さ
れ

た
と

し
て

、
逆

に
、

現
場

で
し

か
仕

事
が

で
き

な

い
人

と
の

公
平

性
が

保
て

る
の

か
疑

問
を

感
じ

る
。
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9
1 

調
査

N
O

 
F
28

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/4
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・非
正

規
社

員
（嘱

託
）、

週
４
日

（通
院

の
木

曜
日

が
休

み
）、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

。
 

・診
断

当
時

は
、

派
遣

の
フ

ル
タ

イ
ム

（入
院

直
前

ま
で

働
い

て
い

た
）。

 

・眼
の

治
療

が
必

要
で

、
通

院
頻

度
も

高
い

た
め

（内
科

は
１
回

/月
、

眼
科

は
３

回
/週

）、
自

宅
療

養
と

短
期

の
仕

事
を

し
て

い
る

時
期

が
長

か
っ

た
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
（障

害
者

枠
雇

用
制

度
の

み
）。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

と
そ

の
他

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・支
障

有
り

。
本

当
に

で
き

な
い

仕
事

内
容

は
採

用
時

に
伝

え
る

が
、

め
ま

い
が

し
た

り
、

だ
る

く
な

る
こ

と
が

あ
っ

て
も

、
お

金
を

も
ら

う
以

上
は

な
か

な
か

言
え

な
い

。
 

・
服

薬
の

間
隔

、
手

洗
い

な
ど

、
気

を
つ

け
な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
が

あ
る

た

め
苦

し
い

。
周

囲
の

理
解

も
、

自
分

が
同

じ
病

気
に

な
ら

な
い

と
本

当
に

は
理

解
で

き
な

い
。

 

・自
分

一
人

の
作

業
で

あ
れ

ば
眼

が
悪

い
と

Ａ
４

を
Ａ

３
サ

イ
ズ

で
チ

ェ
ッ

ク
す

る

な
ど

の
工

夫
で

仕
事

を
し

や
す

く
で

き
る

が
、

他
の

人
と

合
わ

せ
な

い
と

い
け

な
い

場
合

は
難

し
い

。
 

・
通

勤
は

電
車

で
１

時
間

か
か

る
が

、
座

れ
な

い
と

つ
ら

い
。

電
車

が
混

ま
な

い

時
間

帯
で

あ
れ

ば
、

体
も

楽
で

睡
眠

不
足

に
も

な
ら

な
い

た
め

よ
い

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 

・内
科

は
２
ヵ

月
に

１
回

、
眼

科
は

１
ヵ

月
に

１
回

。
 

・
基

本
的

に
仕

事
が

休
み

の
日

に
通

院
し

て
い

る
（医

師
の

指
定

が
あ

れ
ば

有

休
に

す
る

）。
 

通
院

所
要

時
間

 
・肝

炎
は

バ
ス

で
片

道
20

分
、

病
院

に
２
～

３
時

間
程

度
い

る
（検

査
含

む
）。

 

・眼
は

片
道

２
時

間
以

上
。

病
院

に
３
時

程
度

い
る

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
。

 

入
院

期
間

 
・肝

炎
発

症
時

に
２
ヵ

月
間

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
（病

院
）。

待
ち

時
間

に
作

業
す

る
と

疲
れ

る
た

め
、

病
院

内
で

の

仕
事

ニ
ー

ズ
は

な
い

。
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）。

自
宅

で
仕

事
が

で
き

る
と

通
勤

の
負

担
も

な
く

な
り

よ
い

が
、

自
分

に
で

き
る

テ
レ

ワ
ー

ク
可

能
な

仕
事

が
あ

る
の

か
は

わ
か

ら
な

い
。

 

そ
の

他
 

・体
調

が
よ

く
な

れ
ば

復
帰

で
き

る
よ

う
な

制
度

が
あ

る
と

よ
い

。
新

し
い

仕
事

を

始
め

る
と

、
ど

こ
ま

で
病

気
の

こ
と

を
話

す
か

、
仕

事
内

容
で

で
き

な
い

こ
と

を

伝
え

る
か

ど
う
か

な
ど

、
自

分
の

な
か

で
葛

藤
が

あ
り

、
大

変
で

あ
る

。
 

・肝
炎

の
場

合
、

な
か

な
か

保
険

に
入

れ
な

い
。

 

・年
収

50
0

万
円

以
上

で
な

け
れ

ば
、

日
雇

派
遣

が
で

き
な

い
よ

う
制

度
改

正
さ

れ
た

が
、

病
気

で
短

期
間

し
か

働
け

な
い

場
合

な
ど

に
困

る
。

 

・
採

用
時

に
通

院
の

必
要

性
を

伝
え

る
と

、
病

気
の

こ
と

を
聞

か
れ

る
。

採
用

さ

れ
る

わ
け

で
も

な
い

の
に

、
病

気
の

こ
と

を
話

す
こ

と
に

抵
抗

が
あ

る
。

 

・病
気

の
期

間
が

長
く

な
る

と
、

周
囲

は
病

気
の

こ
と

を
気

に
か

け
な

く
な

る
。

芸

能
人

の
よ

う
に

世
間

か
ら

注
目

さ
れ

る
と

美
談

に
な

る
が

、
一

般
人

は
そ

う
で

は

な
い

。
病

気
を

知
っ

て
も

ら
う
普

及
啓

発
も

、
働

き
方

改
革

に
は

必
要

。
 

9
2 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

50
人

未
満

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 

・非
正

規
社

員
、

週
３
日

、
７
～

８
時

間
/日

。
通

勤
１
時

間
。

 

・
毎

日
来

て
ほ

し
い

と
い

わ
れ

る
が

、
仕

事
を

今
後

も
継

続
す

る
こ

と
を

考
え

る

と
、

毎
日

は
難

し
い

。
以

前
、

出
版

社
に

週
４

日
勤

め
た

こ
と

が
あ

る
が

、
倒

れ

て
辞

め
た

。
 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

難
病

 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・通
院

治
療

中
だ

が
、

通
院

は
休

み
の

時
に

行
っ

て
い

る
の

で
仕

事
に

は
影

響

は
な

い
。

 

・た
だ

し
、

特
別

な
検

査
の

時
は

、
休

ま
ざ

る
を

得
な

い
と

き
が

あ
る

。
 

・病
気

の
こ

と
は

伝
え

て
い

る
。

日
頃

は
座

り
仕

事
だ

が
、

行
事

の
時

は
立

ち
仕

事
に

な
り

、
つ

ら
い

時
が

あ
る

。
 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・現

在
は

1.
5

ヵ
月

に
１
回

、
薬

の
処

方
の

た
め

総
合

病
院

に
通

院
し

て
い

る
。

 

通
院

所
要

時
間

 

・自
宅

か
ら

バ
ス

で
20

分
。

往
復

40
分

。
 

・待
ち

時
間

30
分

。
 

・検
査

は
３
ヵ

月
に

1
回

程
度

。
待

ち
時

間
は

な
い

。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
急

に
葬

儀
の

連
絡

が
入

っ
た

場
合

な
ど

、
自

宅
に

電
話

が
入

る
場

合
は

あ
る

が
、

通
常

、
休

み
の

時
に

通
院

し
て

い
る

た
め

、
通

院
中

に
職

場
か

ら
連

絡
が

入
る

こ
と

は
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（2

0
歳

の
時

）。
 

入
院

期
間

 
―

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

―
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・現
状

、
必

要
は

無
い

（病
院

）。
自

宅
で

で
き

る
と

よ
い

が
、

今
の

仕
事

は
自

宅

で
で

き
る

仕
事

で
は

な
い

。
 

・ニ
ー

ズ
有

り
（自

宅
）。

も
し

在
宅

勤
務

の
よ

う
な

制
度

が
導

入
さ

れ
た

ら
、

仕
事

を
変

え
て

利
用

を
考

え
た

い
と

は
思

う
。

症
状

に
波

が
あ

る
の

で
、

自
宅

で
体

調
に

合
わ

せ
て

仕
事

が
で

き
れ

ば
よ

い
と

思
う
。

 

・も
し

、
病

院
内

に
専

用
の

P
C

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
何

か
備

品
を

買
っ

て
新

設
す

る
の

で
は

な
く

、
仕

事
が

で
き

る
テ

ー
ブ

ル
さ

え
置

け
れ

ば
よ

い
。

そ
し

て
、

診
察

室
か

ら
自

分
の

順
番

が
来

た
こ

と
を

知
ら

せ
て

く
れ

れ

ば
よ

い
。

 

そ
の

他
 

・病
院

で
P
C

仕
事

を
し

て
い

る
人

を
見

か
け

る
。

仕
事

を
す

る
こ

と
は

構
わ

な
い

が
、

周
り

へ
の

配
慮

は
必

要
だ

と
思

う
。

キ
ー

タ
ッ

チ
の

音
が

カ
チ

ャ
カ

チ
ャ

と
う

る
さ

く
、

嫌
が

る
人

も
い

る
。

 

・育
休

の
よ

う
に

、
通

院
休

暇
制

度
が

あ
る

と
よ

い
。

 

調
査

N
O

 
F
29
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9
3 

調
査

N
O

 
F
30

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
教

育
。

従
業

員
50

人
未

満
 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
・非

正
規

社
員

（契
約

）、
平

日
フ

ル
タ

イ
ム

勤
務

。
月

1
回

の
み

土
曜

日
出

勤

有
り

。
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・無
し

。
 

会
社

の
制

度
上

 
・無

し
。

東
京

都
が

治
療

費
を

全
額

負
担

（患
者

負
担

無
し

）。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

・難
病

。
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・症
状

が
で

る
の

は
晩

な
の

で
、

日
中

の
仕

事
へ

の
差

し
さ

わ
り

は
な

い
。

ま
た

、

現
在

、
症

状
も

落
ち

着
い

て
い

る
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・有

休
を

利
用

す
る

こ
と

も
あ

る
が

、
通

常
は

土
曜

日
の

会
社

の
お

休
み

に
通

院

し
て

い
る

。
 

通
院

所
要

時
間

 
- 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・通
院

中
の

職
場

と
の

関
わ

り
や

仕
事

経
験

は
無

し
。

必
要

が
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・無

し
。

 

入
院

期
間

 
- 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

- 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・ニ
ー

ズ
無

し
。

理
由

は
、

現
在

の
仕

事
内

容
で

は
対

応
が

難
し

い
。

 

そ
の

他
 

・
在

宅
勤

務
や

、
治

療
中

の
病

院
で

も
労

働
と

し
て

認
め

て
も

ら
え

る
こ

と
は

良

い
と

思
う

が
、

働
き

者
の

日
本

人
は

「
仕

事
を

や
り

過
ぎ

て
し

ま
い

そ
う

」
で

怖

い
。

 

9
4 

調
査

N
O

 
F
31

 

基
本

属
性

 

性
年

齢
 

女
性

/5
0

代
 

業
種

・規
模

 
そ

の
他

、
従

業
員

3,
00

0
人

以
上

 

職
業

・職
種

 
事

務
・情

報
処

理
業

務
 

就
労

状
況

 
非

正
規

社
員

（嘱
託

採
用

で
８
年

目
）、

週
35

時
間

未
満

の
勤

務
（週

４
日

×
６

時
間

、
残

業
無

し
）。

 

テ
レ

ワ
ー

ク
 

業
務

上
 

・テ
レ

ワ
ー

ク
経

験
無

し
。

 

会
社

の
制

度
上

 
・テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

無
し

。
 

疾
患

状
況

 

疾
患

名
 

・糖
尿

病
 

仕
事

と
の

両
立

（支
障

） 

・仕
事

に
支

障
は

な
い

。
 

・職
場

に
正

式
報

告
は

し
て

い
な

い
が

、
把

握
し

て
い

る
よ

う
だ

。
 

・産
業

医
は

メ
ン

タ
ル

系
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
系

の
２

名
が

配
置

さ
れ

て
い

る
が

、
相

談

し
た

経
験

は
な

い
。

 

通
院

状
況

と

通
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

通
院

頻
度

 
・２

ヵ
月

に
１
回

の
通

院
。

有
休

を
利

用
し

て
通

院
。

 

・組
合

が
強

く
有

休
消

化
は

必
須

。
地

方
公

務
員

で
福

利
厚

生
は

手
厚

い
。

 

通
院

所
要

時
間

 
・治

療
は

待
ち

時
間

も
含

め
約

1.
5

時
間

（血
液

・尿
検

査
、

検
査

結
果

を
受

け

て
の

問
診

と
処

方
）。

 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・
無

し
、

通
院

中
の

職
場

と
の

関
わ

り
や

仕
事

の
経

験
は

な
い

。
仕

事
の

性
質

上
、

職
場

に
連

絡
を

取
る

必
要

は
な

い
。

 

入
院

状
況

と

入
院

時
の

テ
レ

ワ
ー

ク

等
 

入
院

経
験

 
・有

り
（但

し
、

糖
尿

病
で

は
な

く
細

菌
感

染
の

治
療

で
）。

 

入
院

期
間

 
・1

0
日

間
（６

年
前

）。
 

職
場

に
 

関
連

す
る

対
応

 

・無
し

。
 

治
療

中
（病

院
内

）の
 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
 

・
ニ

ー
ズ

無
し

。
機

密
性

が
高

く
職

場
で

な
い

と
で

き
な

い
業

務
で

あ
る

。
当

該

業
務

で
の

採
用

の
た

め
、

配
置

転
換

も
な

い
。

 

・テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
が

あ
れ

ば
良

い
と

は
思

う
が

、
自

分
自

身
の

利
用

は
考

え
つ

か
な

い
。
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Ⅳ．企業に対するヒアリング調査 個票 
 

 

 業種 ⾴ 
Ａ社 重⼯業 1 

Ｂ社 飲料・たばこ・飼料製造業 4 

Ｃ社 ⾷料品製造業 6 

Ｄ社 各種商品卸売業 8 

Ｅ社 その他の製造業 11 

Ｆ社 電気機械器具製造業 13 

Ｇ社 飲料・たばこ・飼料製造業 16 

Ｈ社 情報サービス業 19 

Ｉ社 不動産業 22 

Ｊ社 ⾦融商品取引業 24 

Ｋ社 建設業 26 

Ｌ社 業務⽤機械器具製造業 29 

Ｍ社 陸運業 32 

Ｎ社 その他の製造業 34 

Ｏ社 ゴム製品製造業 36 

Ｐ社 不動産業 38 

Ｑ社 電気機械器具製造業 41 

Ｒ社 電気機械器具製造業 43 

Ｓ社 保険業 45 

Ｔ社 ⾦属製品製造業 48 

Ｕ社 繊維⼯業 50 
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1

調
査

n
o
 

1
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ａ
社

（
重

工
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
病

気
な

ど
で

休
職

す
る

場
合

は
、

年
休

（
2
2
日

+
前

年
度

未
消

化
の

年
休

）
、
復

活
年
休
（
未
消
化
の
年
休
累
積
上
限

6
0
日
）
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
復
活

年

休
を

使
う

際
に

は
、

医
師

の
診

断
書

が
必

要
と

な
る

。
そ

し
て

、
そ

の
後

は
、

３
ヶ
月
の
私
傷
病
欠
勤
、
そ
の
後
休
職
（
３
年
間
ま
で
）
と
な
る
。
 

・
平
成

16
年
ま
で
休
職
期
間
が
６
年
だ
っ
た
が
、
メ
ン
タ
ル
に
よ
る
休
職
が
増
え
、

休
職

期
間

が
長

い
こ

と
で

復
職

へ
の

意
欲

が
損

な
わ

れ
る

と
い

う
こ

と
も

あ

り
、
短
縮
し
た
。
 

・
健
康
保
険
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
る
傷
病
手
当
金
（
法
定

1
.
5
年
）
に
加
え
、
付

加
給
付
（
プ
ラ
ス
１
年
）
が
あ
る
。
 

・
復

職
支

援
手

引
き

に
は

、
休

職
開

始
後

、
所

属
長

、
人

事
担

当
ス

タ
ッ

フ
、

産

業
保

健
ス

タ
ッ

フ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
復

職
に

向
け

た
支

援
の

役
割

を
明

記
し

、
対

応
し
て
い
る
。
 

・
支
援
に
際
し
て
は
、
病
名
で
は
な
く

A
K
P
（
安
全
・
勤
怠
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

に
支

障
が

あ
っ

た
場

合
は

職
場

で
対

応
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

限
定

し
た
疾
病
に
対
す
る
支
援
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
 

・
療

養
中

の
社

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

主
に

上
司

が
対

応
す

る
こ

と

に
し

て
お

り
、

１
ヶ

月
に

１
回

は
療

養
の

状
況

を
本

人
（

原
則

本
人

だ
が

、
治

療
の
状
況
に
応
じ
て
家
族
な
ど
）
か
ら
上
司
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

上
司
は
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
復

職
後

の
が

ん
の

治
療

の
た

め
の

定
期

的
な

通
院

な
ど

は
、

が
ん

の
場

合
は

年

齢
が

高
い

こ
と

が
多

い
こ

と
か

ら
、

時
間

管
理

を
し

て
い

な
い

管
理

職
・

課
長

代
理

で
あ

れ
ば

、
多

少
融

通
が

き
き

や
す

い
。

時
間

管
理

を
し

て
い

る
一

般
社

員
は

フ
レ

ッ
ク

ス
を

活
用

し
た

り
、

短
時

間
勤

務
や

早
退

な
ど

で
対

応
す

る
こ

と
が
多
い
。
 

・
復

職
の

判
断

は
、

主
治

医
の

意
見

書
が

必
要

で
、

本
人

と
人

事
と

産
業

医
に

よ

る
面

談
の

結
果

、
復

職
を

決
定

す
る

。
産

業
医

面
談

に
は

、
必

要
で

あ
れ

ば
家

族
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
。
 

・
復

職
の

目
安

を
事

前
に

協
議

し
て

お
り

、
主

治
医

に
も

伝
え

て
い

る
。

復
職

に

向
け

て
、

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

や
上

司
な

ど
も

面
談

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
の

で
、
復
職
の
条
件
が
整
っ
て
か
ら
、
復
職
面
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

復
職
時
に
は
、
再
度
の
休
職
に
な
る
状
態
を
本
人
と
話
し
合
っ
て
い
る
。
 

・
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
場
合
は
、
復
帰
時
は

8
0
％
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
も
、
半
年

後
に

1
0
0
％
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
話
し
て
お
り
、
復

職
後
も
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
る
。
 

・
時

間
単

位
年

休
を

昨
年

の
４

月
か

ら
、

育
児

・
介

護
に

導
入

し
た

。
国

の
治

療

と
就

業
の

両
立

支
援

を
推

進
す

る
と

い
う

方
針

が
追

い
風

と
な

り
、

今
年

４
月

か
ら
は
疾
病
に
も
導
入
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
 

・
事

前
申

請
の

み
で

、
疾

病
に

も
拡

充
す

る
に

あ
た

り
「

長
期

的
な

通
院

が
必

要

な
病

気
を

念
頭

に
し

て
」

と
い

う
こ

と
を

明
記

し
、

風
邪

な
ど

で
の

事
後

申
請

は
認
め
な
い
。「

長
期
的
」
の
目
安
は
半
年
以
上
の
通
院
を
考
え
て
い
る
。
 

・
疾

病
が

増
悪

し
て

ま
で

も
両

立
支

援
を

支
援

す
る

も
の

で
は

な
い

。
休

ん
で

治

療
し

た
ほ

う
が

よ
い

時
期

は
休

ん
で

治
療

に
専

念
し

て
も

ら
う

こ
と

が
基

本
と

な
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
基

本
的

に
は

本
人

か
ら

主
治

医
の

意
見

を
聞

く
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
必

要

な
場
合
は
、
産
業
医
や
産
業
保
健
師
が
主
治
医
に
連
絡
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
 

2

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

昨
年
７
月
１
日
か
ら
在
宅
勤
務
制
度
を
開
始
し
た
。

 

制
度

の
内

容
 

・
育

児
、

介
護

、
病

気
、

仕
事

上
の

事
由

が
あ

る
場

合
で

、
現

在
は

週
２

日
以

内

と
設

定
し

て
い

る
。

対
象

者
は

、
主

に
パ

ソ
コ

ン
を

使
っ

た
業

務
で

あ
っ

て
成

果
・

進
捗

が
明

確
な

も
の

と
い

う
規

定
が

あ
り

、
入

社
１

年
目

や
職

位
に

よ
っ

て
は
適
応
除
外
と
し
て
い
る
。
 

・
在

宅
勤

務
の

最
終

決
定

者
は

人
事

担
当

部
門

長
の

た
め

、
病

気
に

よ
る

場
合

は

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

と
も

協
議

を
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

人
事

部
に

産
業

保
健
部
門
が
属
し
て
い
る
。
 

・
障

害
を

も
つ

人
で

通
勤

は
で

き
な

い
が

自
宅

で
仕

事
は

で
き

る
、

と
い

う
状

況

に
対

す
る

テ
レ

ワ
ー

ク
（

ほ
ぼ

毎
日

の
在

宅
勤

務
）

を
検

討
し

て
い

る
が

、
制

度
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
 

・
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
海
外
対
応
が
あ
る
業
務
は
対
象
と
し
て
い
る
。
 

・
人

事
部

と
し

て
は

、
最

終
的

に
は

全
社

員
を

対
象

と
し

て
、

生
産

性
向

上
に

つ

な
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
 

・
周

知
は

イ
ン

ト
ラ

を
活

用
す

る
こ

と
や

、
制

度
拡

大
は

労
使

交
渉

で
決

ま
る

た

め
、
労
働
組
合
か
ら
も
会
社
か
ら
も
周
知
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
育
児
、
介
護
が
ほ
と
ん
ど
で
、
病
気
に
よ
る
在
宅
勤
務
活
用
実
績
は
ま
だ
な
い
。
 

・
メ

ン
タ

ル
疾

患
で

の
在

宅
勤

務
の

申
請

は
あ

っ
た

が
、

毎
日

職
場

に
出

勤
す

る

こ
と

も
治

療
の

一
環

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
き

ち
ん

と
説

明
し

た
上

で
承

認
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

メ
ン

タ
ル

疾
患

で
あ

っ
て

も
、

能
力

を
発

揮
す

る
一

つ
と

し
て
在
宅
勤
務
も
有
り
得
る
と
は
考
え
て
い
る
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
―

 

具
体

的
な

内
容

 

・
管
理
監
督
者
層
だ
が
、
短
期
入
院
の
際
に
メ
ー
ル
を
見
る
程
度
は
行
っ
て
い
る
。 

・
が

ん
療

養
中

に
で

き
る

限
り

仕
事

に
か

か
わ

っ
て

い
た

い
と

い
う

本
人

・
家

族

の
強

い
意

向
が

あ
り

、
療

養
に

と
っ

て
も

よ
い

と
い

う
こ

と
で

、
メ

ー
ル

を
見

る
な

ど
は

個
別

対
応

し
た

こ
と

が
あ

る
。

月
に

一
度

の
出

社
を

し
な

が
ら

と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
管
理
職
で
あ
る
。
 

・
以

前
に

は
、

メ
ン

タ
ル

疾
患

で
、

パ
ソ

コ
ン

能
力

を
あ

げ
た

ほ
う

が
職

場
復

帰

し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

―
 

 
具

体
的

な
内

容
 

・
個
別
対
応
に
な
る
と
考
え
る
。
 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

理
由

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
は

、
治

療
を

優
先

し
て

も
ら

い
た

い
が

基
本

的
な

考
え

方
で

あ
る

。
 

・
一

方
、

個
別

対
応

と
な

る
が

、
治

療
に

影
響

し
な

い
範

囲
で

は
可

能
性

は
否

定
し

な
い

。
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3

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

・
国
が
両
立
支
援
を
推
進
す
る
方
針
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
企
業
側
も
両
立
支

援
を
や
り
や
す
く
な
っ
た
。
一
方
で
、
会
社
は
働
く
場
所
の
た
め
、
ど
こ
ま
で

支
援
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
は
あ
る
。
 

・
治
療
が
長
期
に
な
る
疾
患
も
あ
る
た
め
、
病
気
に
よ
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

落
ち
て
し
ま
う
状
態
が
継
続
し
て
し
ま
う
が
、
活
躍
で
き
る
場
を
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
多
く
は
降
格
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
そ
う
い
っ
た
面
で
も
他
社
員

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
く
な
る
。
育
児
の
場
合
は
、
短
時
間
勤
務
を
活
用
す
る

が
、
短
時
間
に
し
た
分
給
与
を
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
 

・
両
立
支
援
と
し
て
多
目
的
ト
イ
レ
を
整
備
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
自
己

注
射

や
人

工
肛

門
装

着
で

も
利

用
し

や
す

く
な

る
と

い
う

従
業

員
か

ら
の

声

も
あ
り
、
施
設
設
備
面
で
も
充
実
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
 

休
憩
室
も
希
望
が
あ
れ
ば
整
備
し
て
い
き
た
い
と
は
考
え
て
い
る
。
車
い
す
の

方
が
長
時
間
座
り
っ
ぱ
な
し
に
な
る
と
褥
瘡
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
の
で
、
昼

休
み
中
に
横
に
な
れ
る
よ
う
な
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
 

4

調
査

n
o
 

2
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

B
社

（
飲

料
・
た

ば
こ

・
飼

料
製

造
業

）
 

調
査

日
時

 
20

18
年

2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
年
休
の
繰
り
越
し
分
を
上
限

4
0
日
ま
で
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
し

て
、

積
立

休
暇

制
度

が
あ

る
。

一
週

間
以

上
の

傷
病

を
発

症
し

た
場

合
は

、
診

断
書
を
提
出
し
た
上
で
、
積
立
休
暇
を
充
当
し
、
有
給
で
休
む
こ
と
が
で
き
る
。

制
度

の
要

件
に

は
制

約
が

あ
る

た
め

、
今

後
、

が
ん

な
ど

の
断

続
的

な
治

療
に

も
使

い
や

す
く

な
る

よ
う

な
要

件
緩

和
に

向
け

て
組

合
等

と
検

討
し

て
い

る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
 

・
長

期
間

の
治

療
・

療
養

が
必

要
な

場
合

は
、

積
立

休
暇

を
充

当
後

は
、

休
職

と

い
う
形
に
な
る
。
 

・
復

職
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ

り
、

身
体

的
・

精
神

的
な

疾
病

等
に

よ
ら

ず
、

メ

ニ
ュ

ー
化

し
た

も
の

で
あ

る
。

復
職

に
際

し
て

は
、

基
本

的
に

は
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
そ
っ
て
対
応
し
て
い
く
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
主

治
医

や
産

業
医

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
ル

ー
ル

化
は

し
て

い
な

い
が

、
保

健

師
に
情
報
を
集
め
て
、
産
業
医
に
経
過
報
告
を
し
な
が
ら
相
談
し
て
い
る
。
 

・
復

職
時

に
は

、
産

業
保

健
ス

タ
ッ

フ
や

総
務

部
な

ど
が

連
携

し
な

が
ら

対
応

し

て
い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
や
在
宅
勤
務
は

1
0
～
1
5
年
前
か
ら
導
入
し
て
い
る
が
、

旧
態

依
然

と
し

た
働

き
方

が
中

心
に

な
っ

て
い

た
た

め
、

育
児

、
介

護
の

事
情

で
の

活
用

と
な

っ
て

い
た

。
昨

年
か

ら
、

効
率

的
に

、
自

由
に

働
い

て
い

こ
う

と
い

う
風

土
醸

成
を

進
め

て
き

て
お

り
、

病
気

を
事

由
に

し
た

在
宅

勤
務

や
ス

ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
も
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

・
在

宅
勤

務
は

書
面

に
よ

る
事

前
申

請
・

承
認

と
い

う
手

続
き

が
あ

っ
た

が
、

口

頭
や

メ
ー

ル
な

ど
の

申
請

や
承

認
を

可
能

と
し

た
こ

と
で

、
活

用
し

や
す

く
し

て
い
る
。
 

・
在
宅
勤
務
の
活
用
状
況
は
、
平
均
す
る
と
２
、
３

ヵ
月
に
１
名
く
ら
い
だ
が
、
介

護
な
ど
の
場
合
は
週
に
２
回
な
ど
活
用
頻
度
が
高
い
。
 

・
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
活
用
状
況
は
、
昨
年
の
倍
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
上

司
も

テ
レ

ワ
ー

ク
を

推
奨

し
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

社
内

で
は

テ
レ

ワ
ー

ク

が
違
和
感
の
な
い
状
況
に
は
な
っ
て
い
る
。
 

・
基

本
的

に
は

社
員

は
ノ

ー
ト

型
の

パ
ソ

コ
ン

を
使

っ
て

い
る

の
で

、
何

か
あ

っ

た
時

に
持

ち
帰

っ
て

い
れ

ば
在

宅
で

仕
事

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
は
気
を
つ
け
る
よ
う
徹
底
し
て
い
る
。
 

・
労

働
時

間
は

実
労

働
時

間
で

管
理

し
て

い
る

。
在

宅
勤

務
の

際
に

仕
事

を
し

て

い
る

か
ど

う
か

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
在

宅
で

あ
っ

て
も

職
場

で
あ

っ
て

も
仕

事
は

仕
事

と
い

う
考

え
方

で
あ

る
た

め
、

在
宅

勤
務

に
限
っ
て
特
段
の
成
果
を
求
め
る
、
書
類
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
 

・
社

員
へ

の
周

知
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

な
規

則
類

は
イ

ン
ト

ラ
に

掲
載

し
、

何

か
あ
っ
た
場
合
は
、
管
理
部
門
等
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
相
談
が
き
て
い
る
。
 

・
自

宅
に

パ
ソ

コ
ン

を
持

ち
帰

っ
て

い
れ

ば
出

張
の

際
に

会
社

に
い

く
必

要
は

な

く
、
法
人
契
約
し
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
首
都
圏
に

3
0
か
所
）
が

あ

る
の

で
、

最
寄

り
の

オ
フ

ィ
ス

に
立

ち
寄

れ
る

な
ど

、
移

動
時

間
で

の
拘

束
は

少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
社
員
の
負
担
も
減
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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5

制
度

の
内

容
 

・
フ

ェ
イ

ス
t
o
フ

ェ
イ

ス
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

疎
遠

に
な

る
と

い
う

デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
支
給
し
た
り
、
テ
レ
ビ
電

話
で

会
話

も
で

き
て

い
る

の
で

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

使
っ

て
解

消
さ

れ
て

い

る
。
 

・
上
司
に
よ
っ
て
は
、
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て
い
る
か
と
い
う
懸
念
を
抱
く
場
合

も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
見
え
な
い
部
分
が
で
て
き
て
し
ま
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
継

続
的

な
通

院
が

必
要

な
社

員
が

、
午

前
中

は
通

院
、

午
後

は
在

宅
勤

務
と

い

っ
た
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 

な
し

 

・
ニ

ー
ズ

は
な

い
。

 

・
仕

事
と

い
っ

て
よ

い
か

は
別

だ
が

、
支

給
し

て
い

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
会

社
の

メ
ー

ル
の

確
認

等
は

で
き

る
た

め
、

実
態

と
し

て
は

有
り

得
る

。
 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

―
 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

理
由

 

・
治

療
中

は
治

療
に

専
念

を
す

る
と

い
う

の
が

基
本

的
な

考
え

で
あ

る
。

 

・
医

療
機

関
内

で
テ

レ
ワ

ー
ク

を
す

る
状

況
が

想
定

で
き

な
い

。
例

え
ば

、
足

を
骨

折
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
入

院
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状
況

で
あ

れ

ば
治

療
に

専
念

し
て

ほ
し

い
。
昨

今
は

早
期

に
退

院
と

な
る

の
で

、
入

院
と

い
う

状
況

は
、

何
ら

か
の

治
療

が
必

要
な

は
ず

な
の

で
、
そ

う
い

っ
た

状
況

で
も

働
か

せ
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
な

い
。

 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

・
病

気
を

も
ち

な
が

ら
就

業
し

て
い

る
社

員
へ

の
対

応
は

、
産

業
保

健
ス

タ

ッ
フ

な
ど

の
専

門
職

は
理

解
は

し
て

い
る

が
、

人
事

総
務

部
門

や
社

員
と

接
す

る
職

制
は

、
例

え
ば

が
ん

や
糖

尿
病

の
社

員
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

対
応

が
必

要
な

の
か

な
ど

の
理

解
が

進
ん

で
い

な
い

こ
と

が
一

番
大

き
な

課
題

だ
と

思
わ

れ
る

。
 

・
メ

ン
タ

ル
に

つ
い

て
は

、
治

っ
て

か
ら

の
復

職
が

基
本

と
な

る
。

人
数

も

多
い

た
め

、
ど

う
い

う
対

応
が

必
要

に
な

る
の

か
な

ど
、

管
理

職
に

対
す

る
研

修
会

な
ど

も
行

っ
て

お
り

、
あ

る
程

度
の

理
解

は
進

ん
で

き
て

い
る

。

ま
だ

、
身

体
的

な
疾

患
に

関
し

て
は

そ
こ

ま
で

の
整

備
が

さ
れ

て
い

な
い

た
め

身
体

的
な

疾
患

の
治

療
を

続
け

な
が

ら
仕

事
に

復
帰

す
る

と
い

う
社

員
に

ど
う

対
応

す
る

の
か

と
い

う
の

は
、

こ
れ

か
ら

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
主

治
医

と
産

業
医

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
地

方
勤

務
や

海
外

勤
務

な
ど

の

遠
隔

地
勤

務
の

場
合

は
課

題
に

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

に
関

し
て

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
ス

ポ

ッ
ト

が
増

え
る

と
便

利
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。
 

6

調
査

n
o
 

3
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｃ
社

（
食

料
品

製
造

業
）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
２

年
で

失
効

す
る

年
次

有
給

休
暇

を
最

長
4
0

日
ま

で
積

み
立

て
が

で
き

る
制

度

が
あ

る
。

自
身

の
疾

病
の

た
め

に
利

用
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

有
休

を
消

化
し

た
後

は
、

欠
勤

(最
長

1
年

)、
休

職
(最

長
2

年
)を

取
得

す
る

こ
と

に
な

る
。

長
期

入
院

や
、

メ
ン

タ
ル

面
の

疾
病

療
養

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
 

・
有

休
消

化
後

、
欠

勤
中

も
減

額
は

あ
る

も
の

の
給

与
は

支
払

わ
れ

、
休

職
中

は
規

程
に

基
づ

き
傷

病
手

当
金

が
支

給
さ

れ
て

い
る

。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
１

週
間

以
上

、
病

気
で

休
ん

だ
場

合
は

、
主

治
医

の
診

断
書

提
出

を
求

め
て

い

る
。

 

・
１

ヵ
月

以
上

、
病

気
で

休
ん

だ
場

合
は

、
産

業
医

と
の

面
談

が
必

要
に

な
っ

て
い

る
。

 

・
休

職
か

ら
復

職
に

あ
た

っ
て

は
主

治
医

の
診

断
書

を
基

に
産

業
医

、
人

事
、

上
司

の
三

者
で

検
討

し
、

判
断

し
て

い
る

。
復

職
時

の
就

業
制

限
、

残
業

時
間

配
慮

、

通
勤

配
慮

な
ど

も
含

め
て

検
討

し
て

い
る

。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
メ

ン
タ

ル
面

で
の

休
職

者
に

つ
い

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

は
、

上
司

や
人

事
は

関
与

せ
ず

、
健

康
推

進
セ

ン
タ

ー
(産

業
医

、
保

健
ス

タ
ッ

フ
)が

担
当

し
て

い
る

。
 

・
メ

ン
タ

ル
以

外
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

で
は

、
上

司
や

人
事

な
ど

が
状

況
に

応
じ

て
行

っ
て

い
る

。
 

・
メ

ン
タ

ル
面

の
休

職
者

の
復

職
で

は
、

本
格

復
帰

の
前

に
基

本
的

に
治

療
出

社

を
行

う
（
必

要
に

応
じ

て
社

外
の

リ
ワ

ー
ク

施
設

も
併

せ
て

活
用

）
。

 

・
主

治
医

と
産

業
医

は
、

基
本

同
じ

足
並

み
で

あ
る

が
、

日
常

生
活

が
可

能
か

を
主

に
考

え
る

主
治

医
と

、
仕

事
が

で
き

る
か

を
考

え
る

産
業

医
で

、
認

識
の

ず
れ

が

生
じ

る
こ

と
が

た
ま

に
あ

る
。

 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
全

社
員

向
け

の
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

が
あ

る
。

 

・
「
ど

こ
で

も
オ

フ
ィ

ス
」
と

呼
ば

れ
る

も
の

で
、

1
週

間
に

４
日

ま
で

を
上

限
(月

の
上

限
は

な
し

)に
、

3
0

分
を

最
低

単
位

と
し

て
、

自
宅

や
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
、

カ
フ

ェ
な

ど
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

が
確

保
で

き
る

場
所

で
あ

れ
ば

ど
こ

で
働

い
て

も
よ

い
と

い

う
内

容
に

な
っ

て
い

る
。

 

・
業

務
内

容
は

問
わ

な
い

。
原

則
と

し
て

前
日

ま
で

に
申

請
す

る
こ

と
が

条
件

。
雪

の

た
め

通
勤

で
き

な
い

の
で

在
宅

勤
務

に
す

る
と

い
う

例
も

あ
る

。
 

・
家

族
の

看
護

や
介

護
、

自
身

の
治

療
に

利
用

し
て

い
る

人
も

い
る

。
例

え
ば

医
者

に
い

く
の

に
利

用
し

て
い

る
例

も
あ

る
。

 

・
外

部
契

約
の

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
が

数
か

所
あ

る
。

 

（
経

緯
）
 

・
在

宅
勤

務
は

、
2
0
1
4

年
か

ら
開

始
し

た
が

、
2
0
1
7

年
4

月
か

ら
条

件
を

大
幅

に

緩
和

し
て

「
ど

こ
で

も
オ

フ
ィ

ス
」
を

ス
タ

ー
ト
し

た
。

 

・
働

き
方

改
革

の
一

環
と

し
て

い
る

。
い

ま
の

と
こ

ろ
生

産
性

の
向

上
な

ど
良

好
な

成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
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7

制
度

の
内

容
 

 
(考

え
方

) 

・
個

人
の

自
律

が
前

提
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

自
己

管
理

が
ど

こ
ま

で
で

き
る

か
が

重
要

で
あ

る
。

 

・
メ

ン
タ

ル
面

の
休

職
者

の
復

職
後

の
フ

ォ
ロ

ー
期

間
は

テ
レ

ワ
ー

ク
は

禁
止

し
て

い
る

。
復

職
後

は
「
会

社
に

安
定

的
に

出
社

で
き

る
こ

と
」
が

重
要

と
い

う
考

え
方

で
あ

る
。

 

・
メ

ン
タ

ル
面

の
休

職
者

の
復

職
後

の
フ

ォ
ロ

ー
期

間
は

「
定

期
的

な
通

院
が

必
要

」

と
主

治
医

の
意

見
書

に
か

か
れ

る
場

合
も

多
い

。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
メ

ン
タ

ル
以

外
の

傷
病

の
治

療
中

に
は

、
通

勤
時

の
負

担
が

軽
減

さ
れ

る
な

ど
の

面
で

、
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
と

て
も

有
効

で
あ

る
と

思
う

。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

に
よ

り
、

通
勤

に
よ

る
身

体
的

な
負

担
が

な
く

な
り

、
通

勤
時

間
分

が
有

効
に

使
え

る
と

い
う

メ
リ
ッ

ト
が

あ
る

。
 

・
傷

病
の

治
療

へ
の

適
用

の
一

律
の

考
え

方
は

な
い

。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
否

定
的

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

 

理
由

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
の

人
は

、
仕

事
を

禁
止

す
る

こ
と

が
基

本
的

な
考

え
方

。
 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
の

人
は

、
治

療
に

専
念

し
て

も
ら

い
た

い
。

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
の

人
に

仕
事

を
さ

せ
る

こ
と

は
、

安
全

配
慮

義
務

違
反

に
な

る
と

考
え

る
。

 

・
一

方
で

、
骨

折
な

ど
仕

事
を

す
る

こ
と

が
傷

病
に

影
響

し
な

い
こ

と
が

明
ら

か
な

場

合
は

、
病

院
の

許
可

を
得

た
う

え
で

の
活

用
は

検
討

に
値

す
る

。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

・
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
の

よ
う

な
空

間
が

あ
る

と
、

現
行

の
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

で
、

通
院

時
の

待
ち

時
間

に
仕

事
を

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

そ
の

他
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

の
導

入
に

際
し

て
は

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

確
保

な
ど

の
た

め
に

投
資

が

必
要

に
な

る
。

当
社

は
全

部
自

前
で

行
っ

た
が

、
中

小
企

業
向

け
に

は
資

金
面

で
の

助
成

制
度

が
あ

る
と

よ
い

と
思

う
。

 

・
公

民
館

な
ど

公
共

の
施

設
を

整
備

し
て

、
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

に
す

る
な

ど
も

考
え

ら

れ
る

。
 

8

調
査

n
o
 

4
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｄ
社

（
各

種
商

品
卸

売
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
が
ん
と
の
両
立
支
援
施
策
）
 

・
が

ん
に

罹
患

し
た

社
員

が
、

社
長

に
支

援
に

対
す

る
謝

意
を

示
し

「
日

本
で

一

番
良

い
会

社
」

だ
と

伝
え

た
こ

と
（

２
週

間
後

に
社

員
は

亡
く

な
っ

た
）

を
き

っ
か

け
に

、
社

長
が

が
ん

対
策

に
力

を
入

れ
る

こ
と

を
決

意
し

、
社

長
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
全

社
員

に
発

信
し

た
。

そ
し

て
、

2
0
1
7
年

か
ら

、
が

ん
と

の
両

立
支

援

施
策
を
本
格
的
に
展
開
し
、
①
早
期
発
見
・
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
強
化
、

②
職

場
の

仲
間

が
皆

で
支

援
す

る
体

制
構

築
、

③
安

心
し

て
働

き
な

が
ら

治
療

に
専
念
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

・
が
ん
と
の
両
立
支
援
施
策
は
、「

厳
し
く
と
も
働
き
甲
斐
が
あ
る
会
社
。
日
本
一

強
く
い
い
会
社
に
。
」
を
標
榜
し
取
組
を
推
進
し
て
い
る
働
き
方
改
革
の
一
環
と

し
て
展
開
し
て
い
る
。
 

 ・
家
族
と
同
じ
よ
う
に
、
が
ん
を
抱
え
る
社
員
を
周
囲
の
人
が
支
え
合
う
風
土
づ

く
り

を
重

視
し

て
い

る
。

支
え

合
う

組
織

風
土

の
醸

成
が

組
織

力
を

高
め

、
企

業
競
争
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

・
こ

れ
ま

で
も

充
実

し
た

健
康

管
理

体
制

、
柔

軟
な

勤
務

・
休

暇
制

度
を

始
め

と

し
た

長
期

疾
病

へ
の

支
援

制
度

整
備

を
行

っ
て

き
た

が
、

今
回

、
そ

れ
ら

に
加

え
て
新
た
に
、「

予
防
」「

治
療
」「

共
生
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
な
る
「
が
ん

と

の
両

立
支

援
」

と
し

て
、

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

と
の

提
携

に
よ

る
早

期
発

見
・
治
療
、
が
ん
と
の
両
立
支
援
体
制
構
築
、
高
度
先
進
医
療
費
の
支
援
充
実
、

万
が

一
亡

く
な

っ
た

場
合

の
子

女
に

対
す

る
教

育
資

金
補

助
の

拡
大

・
就

労
支

援
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

○
が
ん
と
の
両
立
支
援
体
制
構
築

・
所

属
長

、
所

属
部

署
人

事
担

当
（

兼
）

両
立

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
産

業

医
、

非
常

勤
社

労
士

を
メ

ン
バ

ー
と

す
る

支
援

チ
ー

ム
を

編
成

し
、

支
援

施
策

の
案

内
や

両
立

支
援

プ
ラ

ン
作

成
な

ど
を

通
し

て
、

対
象

社
員

の
治

療
と

仕
事

の
両
立
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
 

・
情

報
を

共
有

す
る

範
囲

を
本

人
申

請
に

よ
り

確
認

し
、

本
人

及
び

限
定

メ
ン

バ

ー
に

よ
る

面
談

や
、

健
康

管
理

委
員

会
（

支
援

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
に

人
事

・
総

務
部

長
等

が
加

わ
る

）
で

の
検

討
を

経
て

支
援

プ
ラ

ン
を

決
定

す
る

。
孤

独
に

な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
本
人
が
情
報
を
開
示
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、

病
気

と
仕

事
を

両
立

し
社

員
の

力
を

最
大

限
発

揮
す

る
た

め
の

体
制

構
築

に
つ

な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
 

○
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
と
の
提
携

・
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
中

央
病

院
と

提
携

し
、

予
防

・
治

療
プ

ロ
セ

ス
に

お

け
る
支
援
体
制
を
構
築
し
た
。
こ
れ
ま
で

3
5
歳
か
ら
人
間
ド
ッ
グ
を
受
診
し
網

羅
的

に
が

ん
を

発
見

す
る

た
め

の
項

目
を

設
け

て
い

た
が

、
4
0
歳

以
降

は
、

定

期
的

に
が

ん
セ

ン
タ

ー
の

が
ん

専
門

医
に

よ
る

特
別

が
ん

検
診

を
受

診
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

陽
性

反
応

が
出

た
際

に
は

が
ん

セ
ン

タ
ー

で
の

精
密

検
査

を
受

け
、
が
ん
発
見
時
に
は
即
時
に
最
先
端
治
療
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

・
提

携
の

一
環

と
し

て
、

が
ん

に
罹

患
し

た
社

員
の

が
ん

罹
患

前
の

デ
ー

タ
を

が

ん
セ
ン
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
が
ん
制
圧
研
究
に
も
寄
与
す
る
。
 

○
が
ん
に
関
す
る
高
度
先
進
医
療
費
補
助

・
保

険
会

社
と

包
括

保
険

を
締

結
し

、
健

康
保

険
対

象
外

で
個

人
全

額
負

担
と

な

る
高

度
先

進
医

療
費

を
補

助
す

る
こ

と
で

、
万

が
一

最
先

端
の

治
療

が
必

要
に

な
っ
た
場
合
の
不
安
も
軽
減
し
て
い
る
。
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○
将
来
へ
の
不
安
軽
減

・
社
員
が
病
気
で
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
子
女
育
英
資
金
を
支
給
し
て
い
る
が
、

資
金
を
公
立
水
準
か
ら
私
立
水
準
へ
と
拡
充
し
た
。
 

・
ま

た
、

仕
事

に
就

い
て

い
な

い
配

偶
者

が
就

職
を

希
望

し
た

場
合

や
子

女
が

就

職
意
思
を
示
し
た
場
合
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
職
場
を
斡
旋
す
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
産

業
医

２
名
（

東
京

と
大

阪
に

各
１

名
）
、
保

健
師
・
看

護
師

約
2
0
名

を
人

事
・

総
務
部
 
健
康
管
理
室
の
所
属
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。
 

・
が

ん
支

援
チ

ー
ム

に
よ

る
支

援
プ

ロ
セ

ス
の

中
で

、
随

時
、

産
業

医
に

よ
る

主

治
医
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
 

・
国

内
外

の
全

社
員

に
担

当
保

健
師

・
看

護
師

が
マ

ン
ツ

ー
マ

ン
で

つ
く

制
度

を

導
入
し
、
一
人
一
人
の
継
続
し
た
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
在
宅
勤
務
制
度
等
）
 

・
在
宅
勤
務
制
度
は
、
2
0
1
5
年
に
、
育
児
や
介
護
を
主
な
対
象
要
件
と
し
て
導
入

し
た

。
在

宅
勤

務
時

に
は

、
始

業
時

間
、

終
了

時
間

を
上

長
に

メ
ー

ル
等

で
連

絡
す
る
。
 

・
柔

軟
な

勤
務

制
度

と
し

て
、

短
時

間
、

勤
務

日
選

択
、

フ
レ

ッ
ク

ス
、

在
宅

勤

務
な

ど
が

あ
る

が
、

全
て

、
個

別
の

状
況

に
応

じ
て

適
用

を
判

断
し

て
い

る
。

個
別

に
判

断
し

て
い

る
の

は
、

社
員

個
々

で
事

情
が

異
な

る
こ

と
や

、
全

社
的

な
制

度
設

計
と

す
る

場
合

に
は

、
企

業
価

値
向

上
に

資
す

る
制

度
と

な
る

か
を

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
 

・
2
0
時
～
2
2
時
の
残
業
を
原
則
禁
止
、
2
2
時
以
降
は
禁
止
と
す
る
な
ど
の
施
策
を

行
っ

て
い

る
朝

型
勤

務
制

度
は

、
効

率
的

に
仕

事
を

遂
行

す
る

意
識

づ
け

を
重

視
し
て
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

体
制

と
し

て
、

シ
ン

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

端
末

に
よ

り
仮

想
デ

ス
ク

ト

ッ
プ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
を
試
行
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
他
の
要
件
も
含
め
、
全
て
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
適
用
を
判
断
し
て
い
る
。

 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
―

 

具
体

的
な

内
容

 

・
入

院
時

や
療

養
時

は
、

休
業

、
休

職
と

な
り

、
テ

レ
ワ

ー
ク

は
さ

せ
な

い
こ

と
が
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
。
 

・
通

院
は

、
安

全
配

慮
義

務
の

観
点

か
ら

休
み

と
し

、
治

療
と

仕
事

を
両

立
す

る
上
で
は
フ
レ
ッ
ク
ス
や
短
時
間
勤
務
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
本
筋
と
な
る
。
 

・
私

傷
病

時
の

在
宅

勤
務

活
用

は
、

人
工

肛
門

を
は

ず
し

た
後

の
リ

ハ
ビ

リ
期

間
に
お
け
る
利
用
な
ど
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。
 

・
病

院
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

ニ
ー

ズ
は

、
現

時
点

で
は

特
に

考
え

ら
れ

な
い

。
仮

に
病
院
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
と
す
れ
ば
、
Ｗ
ｉ
-
Ｆ
ｉ
環
境
が
あ
れ
ば
良
く
、
国

と
し
て
特
段
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
は
薄
い
の
で
は
な
い
か
。
 

・
情

報
管

理
面

で
は

、
パ

ソ
コ

ン
の

画
面

に
の

ぞ
き

見
防

止
フ

ィ
ル

タ
ー

を
貼

付
す
る
こ
と
や
、
電
話
は
外
に
出
て
通
話
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
。
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

あ
り

 

具
体

的
な

内
容

 
・

休
業

、
休

職
中

の
復

職
に

向
け

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

所
属

長
や

、
産

業
医
ま
た
は
保
健
師
が
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

 

1
0

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
に
向
け
た
課
題
認
識
）
 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
に
向
け
て
は
、
時
間
管
理
に
つ
い
て
の
柔
軟
性
確
保

を
、

法
整

備
を

含
め

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い

る
。
現
在
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
労
働
時
間
を
把
握
し
管
理
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
テ
レ
ワ
ー
ク
時
の
労
働
時
間
を
把
握
す
る

こ
と

は
、
表

面
的

に
は

把
握

で
き

て
も
（

P
C
ロ

グ
時

間
等

）
、
ど
こ
ま
で
を
業

務
と
し
全
て
を
管
理
で
き
る
の
か
を
考
え
る
と
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
事
実

上
不
可
能
な
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
余
計
な
業
務
・
作
業
が
発
生

す
る

こ
と

で
長

時
間

労
働

を
生

み
出

す
一

つ
の

要
素

に
な

り
得

る
の

で
は

な

い
か
と
考
え
る
。
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1
1

調
査

n
o
 

5
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｅ
社

（
そ

の
他

の
製

造
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
年
休
未
消
化
分
を
貯
め
て
お
き
（
直
近
３
年
間
、
上
限

4
5
日
）
、
私
傷
病
時
に

使
う

こ
と

が
で

き
る

。
年

休
未

消
化

分
を

使
っ

た
後

、
半

年
間

は
有

給
の

欠
勤

扱
い

、
そ

の
後

は
休

職
（

１
事

由
ご

と
に

勤
続

３
年

未
満

は
２

年
間

、
３

年
以

上
は
３
年
間
）
扱
い
と
な
る
。
 

・
私

傷
病

で
休

む
場

合
は

、
定

期
的

な
面

談
な

ど
の

規
定

は
な

い
が

、
そ

の
人

の

状
態

に
応

じ
て

産
業

医
が

必
要

と
し

た
タ

イ
ミ

ン
グ

で
面

談
等

を
す

る
よ

う
に

し
て
い
る
 

・
私

傷
病

で
休

む
場

合
は

、
治

療
に

専
念

す
る

こ
と

が
前

提
の

た
め

、
労

働
は

認

め
て
い
な
い
。
 

・
健

保
か

ら
で

る
傷

病
手
当

金
（

1
8

ヵ
月

）
と

会
社
お

よ
び

共
済
会

の
傷

病
見
舞

金
（

1
8

ヵ
月
）
で
一
定
額
の
給
付
（
給
与
の
７
、
８
割
程
度
）
が
あ
る
。
 

・
収

入
保

障
の

保
険

に
任

意
で

は
い

る
こ

と
も

で
き

る
（

団
体

加
入

し
て

い
る

保

険
）
。
 

・
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
の
は
、
メ
ン
タ
ル
罹
患
者
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
 

・
コ
ア
タ
イ
ム
な
し
の
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を
導
入
し
て
い
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
私
傷
病
で
休
む
場
合
は
、
産
業
医
と
の
面
談
は
必
要
と
な
る
が
、
２

ヵ
月
に
１
回

な
ど

の
規

定
は

な
い

。
そ

の
人

の
状

態
に

応
じ

て
産

業
医

が
必

要
と

し
た

タ
イ

ミ
ン
グ
で
面
談
等
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

・
就

業
復

帰
は

主
治

医
の

診
断

に
加

え
て

、
産

業
医

の
診

断
・

意
見

に
よ

る
も

の

で
あ
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

は
、

出
張

な
ど

職
場

以
外

で
仕

事
が

で
き

る
よ

う
機

器
な

ど

を
支

給
し

て
い

る
（

全
社

員
で

は
な

く
そ

の
ニ

ー
ズ

が
認

め
ら

れ
た

社
員

に
関

し
て
の
み
）
。
 

・
在

宅
勤

務
は

、
介

護
や

育
児

な
ど

何
ら

か
の

制
約

が
あ

る
社

員
に

対
し

、
条

件

つ
き

で
認

め
て

い
る

。
人

事
責

任
者

が
認

め
た

場
合

に
お

い
て

、
例

え
ば

、
骨

折
し

て
通

勤
が

難
し

い
場

合
な

ど
も

在
宅

勤
務

を
認

め
て

い
る

。
在

宅
勤

務
に

お
け
る
時
間
管
理
は
、
始
業
・
終
業
の
連
絡
な
ど
運
用
上
で
対
応
し
て
い
る
 

・
昨

年
の

テ
レ

ワ
ー

ク
デ

ー
に

は
、

制
約

が
あ

る
な

し
に

関
わ

ら
ず

希
望

す
る

社

員
が
ト
ラ
イ
ア
ル
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
1
0
0
名
程
度
が
参
加
。
時
差

B
i
z

を
含
め
る
と

3
0
0
名
程
度
が
参
加
し
た
。
 

・
会
社
か
ら
の
貸
し
出
し
機
器
は
、
P
C
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
W
i
-
F
i
ル
ー
タ
ー
。

こ
れ
ら
は
、
会
社
の

L
A
N
に
も
接
続
可
能
で
あ
る
。
 

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
は

、
I
D
・

P
W
の

ほ
か

、
現

在
デ

ー
タ

レ
ス

パ
ソ

コ
ン

に
置

き
換

え
始

め
て

い
る

。
持

ち
出

し
申

請
・

承
認

さ
れ

た
場

合
は

、
必

要
最

低
限

の
デ

ー
タ

の
み

が
保

存
で

き
る

も
の

の
、

基
本

的
に

は
全

て
の

デ
ー

タ
は

サ
ー

バ
ー

内
に
あ
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
部
が
管
理
し
て
お
り
、
一
人
１
台
の

P
C
環
境
を
整

備
し
て
い
る
が
貸
し
出
し
用

P
C
も
用
意
し
て
い
る
。
（
約

7
0
台
）
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
在

宅
勤

務
制

度
適

用
者

は
就

業
場

所
も

申
請

時
に

申
告

す
る

必
要

が
あ

り
、

自

宅
や

介
護

す
る

実
家

を
認

め
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

。
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

を
認

め
て

い
る

営
業

職
は

場
所

を
問

わ
な

い
の

で
、

結
果

的
に

医
療

機
関

で
も

メ
ー

ル
の

確
認
等
が
可
能
な
環
境
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
 

1
2

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
な

し
 

具
体

的
な

内
容

 
・

治
療

に
専

念
す

る
こ

と
が

前
提

の
た

め
、

入
院

中
に

働
く

こ
と

は
想

定
し

て
い

な
い
。
入
院
す
る
と
い
う
事
由
で
の
機
器
貸
し
出
し
の
実
績
は
な
い
。
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

 
具

体
的

な
内

容
 

・
現

状
想

定
し

て
い

な
い

。
 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

理
由

 

・
私

傷
病

で
休

む
場

合
（

治
療

中
・

療
養

中
）

は
、

治
療

・
療

養
に

専
念

す
る

こ

と
を

前
提

に
労

働
を

免
除

し
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

原
則

、
職

場
と

の
コ

ン
タ

ク
ト
も
想
定
し
て
い
な
い
。
 

・
一

方
、

在
宅

勤
務

は
労

働
す

る
場

所
と

し
て

在
宅

を
認

め
て

い
る

。
骨

折
後

、

歩
行

が
難

し
い

と
い

う
状

況
な

ど
の

療
養

中
の

場
合

等
、

個
別

に
判

断
し

、
認

め
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
 

・
治

療
中

・
療

養
中

と
い

っ
て

も
さ

ま
ざ

ま
で

、
が

ん
の

よ
う

な
長

期
間

の
闘

病

に
な

る
よ

う
な

場
合

、
定

期
的

な
投

薬
が

必
要

に
な

る
場

合
な

ど
、

い
ず

れ
に

お
い

て
も

治
療

の
さ

ま
た

げ
に

な
る

よ
う

な
こ

と
は

避
け

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
 

・
が
ん
な
ど
の
よ
う
に
長
期
的
に
病
気
と
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、

投
薬

や
治

療
の

た
め

の
入

院
で

あ
れ

ば
、

退
院

後
に

職
場

復
帰

し
て

も
ら

え
れ

ば
済

む
こ

と
で

あ
っ

て
、

通
院

が
必

要
で

あ
れ

ば
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
を

活
用

し
て

早
退

等
も

可
能

、
毎

日
の

出
勤

は
難

し
い

と
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
職

場
と

在
宅
勤
務
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
う
。
 

・
職

場
に

こ
ら

れ
な

い
が

仕
事

が
で

き
る

状
態

に
あ

る
継

続
的

な
治

療
期

間
と

い

う
状
態
が
想
像
つ
か
な
い
。
 

・
仕

事
を

す
る

と
い

う
こ

と
は

少
な

か
ら

ず
ス

ト
レ

ス
が

か
か

る
の

で
、

治
療

の

さ
ま

た
げ

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

懸
念

が
あ

る
。

医
療

機
関

内
に

仕
事

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
な
い
か
は
問
題
で
は
な
い
。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
ケ

ー
ス

バ
イ

ケ
ー

ス
だ

が
、

メ
ン

タ
ル

の
場

合
は

出
勤

し
て

仕
事

が
で

き
る

状

態
を

も
っ

て
復

帰
の

目
安

と
な

る
こ

と
が

多
い

。
在

宅
で

あ
れ

ば
仕

事
が

で
き

る
か
ら
と
い
っ
て
、
在
宅
勤
務
を
認
め
る
こ
と
は
な
い
。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

想
定

し
て

い
な

い
 

そ
の

他
 

・
時

間
や

場
所

を
問

わ
ず

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

に
働

い
て

成
果

が
あ

が
れ

ば
時

間
管

理

を
問

わ
な

い
と

い
う

考
え

方
も

あ
る

と
思

う
。

仕
事

本
位

で
み

て
、

そ
の

点
の

制
約

が
も

う
少

し
緩

く
な

る
と

い
い

と
思

う
。

ど
う

し
て

も
時

間
を

測
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
な

る
と

、
目

の
届

か
な

い
就

業
場

所
で

の
労

働
に

は
制

約
が

か
か
る
こ
と
に
な
る
。
 

・
本

人
の

意
思

、
や

り
が

い
な

ど
の

た
め

の
選

択
肢

の
１

つ
で

あ
れ

ば
有

り
得

る

か
も

し
れ

な
い

が
、

医
療

機
関

内
に

継
続

し
て

居
る

と
い

う
こ

と
は

、
あ

く
ま

で
も

治
療

中
と

い
う

こ
と

で
、

治
療

に
専

念
さ

せ
て

あ
げ

る
と

い
う

こ
と

が
本

来
、

望
ま

し
い

考
え

方
で

は
な

い
か

。
あ

く
ま

で
本

人
に

負
荷

が
か

か
ら

な
こ

と
を

原
則

と
し

て
認

め
ら

れ
る

べ
き

こ
と

で
あ

っ
て

、
医

療
機

関
内

で
の

労
働

を
後

押
し

を
す

る
よ

う
な

環
境

整
備

が
先

に
進

む
こ

と
は

は
本

末
転

倒
で

は
な

い
か
。
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1
3

調
査

n
o
 

6
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｆ
社

（
電

気
機

械
器

具
製

造
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
1
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
法
定
外
有
給
休
暇
）
 

・
法

定
の

有
給

休
暇

に
加

え
、

法
定

外
有

給
休

暇
と

し
て

、
未

消
化

の
有

給
休

暇

を
年
間
で
最
大

4
0
日
取
得
出
来
る
。
法
定
外
有
給
休
暇
は
病
気
と
介
護
を
主
な

取
得
要
件
と
し
、
診
断
書
の
提
出
が
必
要
と
な
る
。
 

（
私
傷
病
手
当
）
 

・
法

定
有

給
休

暇
や

法
定

外
有

給
休

暇
を

消
化

し
た

後
の

休
み

は
欠

勤
（

半
年

間

ま
で

）
扱

い
と

な
り

、
そ

の
後

は
休

職
と

な
る

。
４

年
間

の
休

職
を

認
め

て
お

り
、
４
年
を
過
ぎ
た
時
点
で
解
雇
と
な
る
。
 

・
欠
勤
時
よ
り
、
私
傷
病
手
当
を
共
済
会
と
健
保
組
合
か
ら
支
給
す
る
。
当
初
６

ヵ

月
間
は
給
与
の

9
5
%
の
手
当
を
支
給
し
、
段
階
的
に

6
0
％
程
度
ま
で
下
が
る
仕

組
み
と
し
て
い
る
。
 

（
復
職
準
備
勤
務
制
度
）
 

・
2
01
2
年

よ
り

復
職

準
備
勤

務
制

度
を
導

入
し

、
最
大

３
ヵ
月

の
リ

ハ
ビ

リ
勤

務

期
間

を
設

け
、

こ
の

期
間

中
に

、
人

事
や

産
業

医
、

上
長

と
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

い
、

最
終

的
に

復
職

で
き

る
状

態
に

な
っ

た
こ

と
を

確
認

し
、

復
職

す
る

仕
組

み
と

し
た

。
ま

た
、

制
度

導
入

と
あ

わ
せ

て
、

復
職

先
の

上
長

あ
る

い
は

同
僚

向
け

に
、

復
職

し
て

く
る

従
業

員
に

接
す

る
場

合
の

留
意

点
を

ま
と

め
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
た
。
 

・
復

職
準

備
勤

務
制

度
の

利
用

に
当

た
っ

て
は

、
主

治
医

の
診

断
書

、
産

業
医

か

ら
の
助
言
を
踏
ま
え
、
人
事
部
が
最
終
判
断
し
決
定
す
る
。
 

・
期
間
は
、
最
大
稼
働
日

6
0
日
間
（
約
３

ヵ
月
）
で
、
短
時
間
勤
務
で
勤
務
し
た

後
、
最
後
の
連
続

1
0
日
間
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
す
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
時
の
勤

務
状
況
を
確
認
し
た
上
で
復
職
す
る
。
 

・
復

職
時

は
産

業
医

が
意

見
書

を
書

き
、

意
見

書
に

基
づ

き
残

業
禁

止
等

を
判

断

す
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
産
業
医
は
、
全
国
で
常
勤
３
名
（
東
京
、
大
阪
）
、
非
常
勤

2
0
名
を
配
置
し
て

い
る
。
 

・
主

治
医

か
ら

復
職

可
と

の
診

断
書

が
示

さ
れ

た
際

に
、

産
業

医
か

ら
主

治
医

に

対
し

、
担

当
す

る
業

務
内

容
を

詳
細

に
説

明
し

状
況

を
確

認
す

る
手

紙
を

送
る

こ
と
も
あ
り
、
主
治
医
と
産
業
医
は
適
宜
連
携
を
し
て
い
る
。
 

・
東

京
地

区
に

お
い

て
は

定
年

退
職

後
に

再
雇

用
し

た
男

性
社

員
１

名
を

カ
ウ

ン

セ
ラ

ー
と

し
て

配
置

し
て

お
り

、
良

い
相

談
役

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

当
初

は
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

相
談

役
を

主
に

想
定

し
て

い
た

が
、

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

試
行

実
施

し
た

結
果

、
好

評
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

現
在

は
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
役

と
な
っ
て
い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
在
宅
勤
務
）
 

・
育
児
や
介
護
と
仕
事
と
の
両
立
を
目
的
に
、
在
宅
勤
務
制
度
を

2
0
0
9
年
に
導
入

し
た

。
本

人
の

育
児

・
介

護
と

仕
事

を
両

立
さ

せ
、

継
続

的
な

能
力

発
揮

に
結

び
つ

け
て

い
く

こ
と

を
目

的
と

し
、

働
き

方
の

多
様

化
の

観
点

か
ら

導
入

し
た

制
度
で
あ
り
、
傷
病
時
の
利
用
は
本
来
の
目
的
で
は
な
い
。
 

・
Ｕ

Ｓ
Ｂ

を
活

用
し

、
私

用
の

パ
ソ

コ
ン

を
会

社
と

同
様

の
環

境
で

利
用

す
る

こ

と
が
で
き
る
。
 

1
4

・
１

週
間

の
稼

働
日

の
半

分
以

上
の

日
数

、
会

社
に

出
勤

す
る

こ
と

を
原

則
義

務

づ
け
て
い
る
。
 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
 

・
多

様
な

働
き

方
を

提
供

す
る

働
き

方
改

革
の

一
環

と
し

て
、

従
業

員
の

生
産

性

や
創

造
性

向
上

を
目

的
に

、
2
0
1
7
年

に
、

場
所

を
限

定
し

な
い

テ
レ

ワ
ー

ク
制

度
を
導
入
し
た
。
 

・
原

則
、

前
日

ま
で

に
申

請
す

る
こ

と
と

し
、

突
発

時
は

当
日

の
申

請
も

認
め

て

い
る

。
利

用
す

る
都

度
申

請
が

必
要

で
あ

り
、

開
始

時
と

終
了

時
の

報
告

、
成

果
の
報
告
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
週
に
１
日
以
上
の
出
社
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
 

・
裁

量
労

働
制

を
選

択
し

て
い

る
専

門
職

、
係

長
以

上
の

管
理

職
を

対
象

と
し

て

い
る
。
 

・
人

事
部

内
や

労
使

協
議

の
場

で
生

産
性

向
上

に
つ

い
て

議
論

を
重

ね
、

国
の

方

針
や
労
働
を
取
り
巻
く
環
境
、
競
合
他
社
の
動
向
等
を
鑑
み
導
入
し
た
。
 

・
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
制
度
化
し
て
い
る
。
 

・
管
理
職
を
対
象
に
試
行
実
施
を
行
い
、
正
規
に
導
入
し
た
。
施
行
期
間
を
含
む

、

2
0
1
7
年

の
利

用
件

数
は

２
千

件
程

度
で

あ
り

、
同

じ
人

が
複

数
回

利
用

す
る

ケ

ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
多

様
な

働
き

方
を

提
供

す
る

働
き

方
改

革
の

一
環

と
し

て
、

在
宅

勤
務

や
テ

レ

ワ
ー
ク
を
制
度
化
し
て
い
る
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
限

定
的

活
用

ニ
ー

ズ
あ

り
 

具
体

的
な

内
容

 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
等
）
 

・
病

気
時

に
は

、
病

気
を

治
す

こ
と

に
専

念
す

べ
き

と
考

え
て

い
る

。
入

院
中

は

な
お

さ
ら

で
あ

り
、

本
人

に
働

き
た

い
ニ

ー
ズ

が
あ

っ
て

も
、

会
社

と
し

て
は

認
め
ら
れ
な
い
。
仕
事
に
従
事
し
て
は
、
傷
病
手
当
も
使
え
な
く
な
る
。
 

・
メ

ン
タ

ル
を

主
な

対
象

と
し

て
イ

メ
ー

ジ
し

、
病

院
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

利
用

が

困
難

な
場

合
が

多
い

と
想

定
さ

れ
る

が
、

骨
折

な
ど

の
フ

ィ
ジ

カ
ル

の
ケ

ー
ス

で
は

ニ
ー

ズ
は

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

の
場

合
、

パ
ソ

コ
ン

や
プ

リ
ン

タ
、

L
A
N
が
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
良
い
。
会
社
と
し
て
は
、
治
し
て
も
ら

う
こ

と
が

最
優

先
で

あ
り

、
切

迫
し

た
ニ

ー
ズ

、
大

き
い

ニ
ー

ズ
で

は
な

い
と

想
定
さ
れ
る
。
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

あ
り

 

具
体

的
な

内
容

 

・
復

職
に

向
け

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

ケ
ー

ス
バ

イ
ケ

ー
ス

の
対

応
が

求

め
ら
れ
る
。
 

・
人

事
部

と
し

て
は

、
所

属
部

門
が

本
人

と
月

に
１

回
程

度
は

連
絡

を
取

っ
て

欲

し
い
と
考
え
て
い
る
。
 

・
ケ

ー
ス

に
よ

っ
て

は
、

会
社

か
ら

コ
ン

タ
ク

ト
を

と
る

な
と

言
わ

れ
る

こ
と

も

あ
る
。
メ
ン
タ
ル
要
因
で
、
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
上
司
や
仕
事
そ
の
も
の
の
場
合
、

上
司
か
ら
の
連
絡
や
仕
事
の
話
は
Ｎ
Ｇ
と
な
る
。
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

特
に

ル
ー

ル
化

は
し

て
い

な
い

が
、

適
宜

メ

ー
ル

や
電

話
で

連
絡

す
る

。
傷

病
手

当
の

支
給

に
当

た
っ

て
は

、
月

１
回

診
断

書
の
提
出
が
必
要
と
な
る
。
 

・
長

期
休

務
者

が
復

職
す

る
際

に
は

、
復

職
の

場
を

用
意

す
る

。
原

則
は

従
前

の

職
場
に
戻
り
、
準
備
は
現
場
で
担
い
体
制
等
を
整
備
す
る
。
 

・
休

職
が

４
年

近
く

な
っ

た
時

点
で

、
復

職
に

向
け

た
状

況
確

認
等

を
人

事
部

門

か
ら
行
っ
て
い
る
。
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1
5

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

（
健
康
経
営
）
 

・「
健
康
経
営
」
と
「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

健
康
経
営
に
関
し
て
は
、
会
社
と
健
保
組
合
、
２
つ
の
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
に

活
用

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

強
み

を
生

か
し

て
課

題
解

決
を

図
る

た
め

、
20
1
2

年
度
か
ら
会
社
と
健
保
組
合
の
一
体
運
営
（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）
の
取
組
を
展
開

し
て

い
る

。
20
12

年
度

に
は

ワ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

化
も

行
い

、
会

社
の

健
康

組
織
長
が
、
健
保
組
合
の
常
務
理
事
を
兼
務
す
る
よ
う
に
し
た
。
 

・
リ
ス
ク
者
の
ミ
ニ
マ
イ
ズ
化
に
向
け
、
リ
ス
ク
度
合
い
に
応
じ
て
、
従
業
員
を

フ
ィ
ジ
カ
ル
で
は
３
分
類
、
メ
ン
タ
ル
で
は
２
分
類
に
分
け
、
リ
ス
ク
度
合
い

の
高
い
従
業
員
に
対
し
て
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
個
別
指
導
を
実
施
し

て
い
る
。
 

（
長
期
休
職
へ
の
支
援
措
置
）
 

・
障
害
者
雇
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
雇
用
率
等
に
応
じ
て
、
負
担
金
や
支
援
措
置

が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
長
い
期
間
の
休
職
を
認
め
て
い
る
か
、
休
職
中
の
職

員
は
人
件
費
等
の
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
支
援
措
置
が
あ
る
と
良

い
。
 

1
6

調
査

n
o
 

7
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｇ
社

（
飲

料
・
た

ば
こ

・
飼

料
製

造
業

）
 

調
査

日
時

 
20

18
年

1
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
）
 

・
2
0
1
7
年
に
、
従
来
の
在
宅
勤
務
制
度
に
変
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
を
導
入
し
た
。

（
後
述
参
照
）

 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
一

人
一

人
の

状
況

に
応

じ
、

本
人

か
ら

の
相

談
や

、
診

断
書

の
提

出
を

受
け

、

産
業

医
や

保
健

師
、

人
事

部
メ

ン
バ

ー
な

ど
が

連
携

し
て

相
談

体
制

を
構

築
し

て
い
る
。
 

・
本

人
が

自
ら

の
症

状
を

的
確

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、

状
況

を
産

業
医

と
の

面

談
で

詳
細

に
伝

達
す

る
こ

と
が

で
き

る
ケ

ー
ス

で
、

復
帰

に
向

け
た

対
応

な
ど

が
円
滑
に
進
み
や
す
い
。
 

・
産

業
医

は
各

事
業

部
に

１
名

以
上

配
置

さ
れ

、
保

健
師

は
、

現
在

本
社

に
２

名

配
置
さ
れ
て
い
る
。（

今
後
増
員
予
定
）
産
業
医
が
主
治
医
に
手
紙
を
書
い
て
情

報
共
有
や
相
談
を
行
い
、
連
携
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
 

・
復

職
が

近
く

な
る

と
、

顔
を

合
わ

せ
て

面
談

を
行

う
。

参
加

メ
ン

バ
ー

は
個

々

の
状
況
に
よ
り
検
討
す
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
の
導
入
）
 

・
2
0
1
7
年
に
、
従
来
の
在
宅
勤
務
制
度
に
変
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
を
導
入
し
た
。

在
宅

勤
務

は
、

2
0
1
4
年

に
導

入
し

、
自

宅
の

み
の

勤
務

を
認

め
、

育
児

や
介

護

で
の
利
用
が
中
心
で
あ
っ
た
。
モ
バ
イ
ル
機
器
（
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
を
持
ち
帰
り

、

9
:
0
0
～
1
7
:
3
0
の
時
間
内
で
の
勤
務
の
み
を
認
め
て
い
た
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
利
用

に
よ

り
、

社
内

と
同

様
の

ネ
ッ

ト
環

境
を

活
用

で
き

る
。

営
業

職
に

は
１

人
に

１
台

が
付

与
さ

れ
、

事
務

職
は

、
各

部
や

全
社

で
所

有
し

て
い

る
ス

テ
ィ

ッ
ク

を
申
請
に
よ
り
利
用
す
る
。
 

・
工
場
の
現
業
従
事
者
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
さ
な
い
の
で
対
象
外
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ

以
外

は
、

有
期

雇
用

者
を

含
め

、
全

従
業

員
を

対
象

と
し

て
い

る
。

５
時

か
ら

2
2
時
ま
で
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
で
利
用
で
き
る
。
 

・
所

属
長

判
断

で
認

定
し

、
当

日
の

申
請

も
可

能
な

制
度

と
な

っ
て

い
る

。
時

間

を
管

理
す

る
よ

り
、

成
果

を
上

げ
て

も
ら

え
ば

良
い

と
の

発
想

を
基

本
と

し
て

い
る

。
使

い
や

す
さ

を
重

視
し

、
管

理
は

自
己

申
告

に
基

づ
き

、
性

善
説

に
立

っ
た
運
用
を
行
っ
て
い
る
。（

在
宅
勤
務
制
度
で
は
、
そ
の
日
の
勤
務
内
容
に
つ

い
て
の
成
果
の
提
出
を
求
め
て
い
た
）
 

・
働

き
方

改
革

に
か

ね
て

よ
り

取
り

組
ん

で
い

た
が

、
2
0
1
7
年

に
大

幅
に

強
化

を

図
り

、
そ

の
一

環
と

し
て

テ
レ

ワ
ー

ク
を

導
入

し
た

。
会

社
主

導
で

改
革

に
取

り
組
み
、
2
0
1
7
年
５
月
～
７
月
の
期
間
で
様
々
な
部
署
を
対
象
に
試
行
運
用
を

行
い

、
試

行
状

況
や

実
施

前
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
踏

ま
え

て
柔

軟
な

運
用

に
踏
み
切
っ
た
。
 

・
社

員
に

は
好

評
で

あ
り

、
特

に
、

育
児

で
突

発
的

に
自

宅
に

い
る

必
要

が
生

じ

る
よ

う
な

ケ
ー

ス
で

使
い

勝
手

の
良

さ
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

テ
レ

ワ
ー

ク
と

と
も

に
、

コ
ア

タ
イ

ム
を

設
定

し
な

い
ス

ー
パ

ー
フ

レ
ッ

ク
ス

制
度

、
１

時
間

単
位

の
有

給
休

暇
取

得
を

可
能

と
す

る
時

間
有

給
制

度
を

組
み

合
わ

せ
て

導
入

し
た
こ
と
で
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
 

・
在
宅
勤
務
制
度
に
比
べ
、
利
用
者
は
大
き
く
増
加
し
た
。
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1
7

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

は
、

場
所

や
時

間
等

の
制

限
が

な
く

、
私

傷
病

時
の

利
用

も

可
能
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
医

療
機

関
で

の
利

用
申

請
は

、
現

時
点

で
は

報
告

さ
れ

て
い

な
い

。
入

院
に

伴

う
テ

レ
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

は
、

治
療

に
差

し
障

り
が

な
い

こ
と

が
利

用
の

条
件

と
な
る
。
 

・
怪
我
で
の
療
養
事
例
は
あ
る
が
、
自
宅
で
の
勤
務
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
限

定
的

活
用

ニ
ー

ズ
あ

り
 

具
体

的
な

内
容

 

・
傷

病
時

に
は

、
ま

ず
は

、
万

全
に

な
っ

て
帰

っ
て

き
て

欲
し

い
と

の
思

い
が

根

底
に

あ
る

。
無

理
を

し
て

仕
事

を
す

る
の

で
は

な
く

、
他

の
メ

ン
バ

ー
に

任
せ

る
体

制
を

確
保

し
て

い
る

。
欠

員
が

生
じ

る
場

合
に

は
、

人
事

部
が

報
告

を
受

け
、

時
期

や
状

況
等

に
応

じ
、

人
員

補
充

や
現

場
で

の
業

務
の

分
散

化
な

ど
の

対
応
を
検
討
す
る
。
 

・
未
取
得
の
有
給
休
暇
を
積
み
立
て
る
積
み
立
て
休
暇
制
度
（
年
間
最
大

6
0
日
）

が
あ

り
、

そ
れ

を
使

い
切

っ
た

後
に

病
気

欠
勤

の
扱

い
と

な
る

。
病

気
欠

勤
が

一
定
日
数
に
な
る
と
休
職
と
な
る
が
、
休
職
時
に
は
、
仕
事
は
行
わ
な
い
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
も
付
与
し
な
い
。
 

・
通

院
や

入
院

を
は

じ
め

、
個

々
の

ケ
ー

ス
に

よ
り

ニ
ー

ズ
が

変
わ

っ
て

く
る

と

想
定

さ
れ

る
。

放
射

線
治

療
で

毎
日

短
時

間
病

院
に

通
院

が
必

要
な

場
合

も
あ

る
が

、
病

院
で

の
利

用
は

短
時

間
な

の
で

ニ
ー

ズ
は

そ
れ

程
無

い
の

で
は

な
い

か
。

家
族

の
介

護
や

看
護

時
の

病
院

で
の

付
き

添
い

や
病

院
へ

の
送

迎
時

の
ニ

ー
ズ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
た

め
に

は
、

周
囲

を
気

に
せ

ず
電

話
や

遠
隔

会
議

で
声

を
出

す

こ
と

が
で

き
る

、
会

社
と

同
等

の
ネ

ッ
ト

環
境

が
利

用
で

き
る

、
印

刷
が

で
き

る
と

い
っ

た
、

会
社

に
い

る
の

と
同

様
の

隔
離

さ
れ

た
環

境
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
う
し
た
場
所
は
、
自
宅
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
が
現
状
と
考
え
ら
れ
る
。

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

あ
り

 

具
体

的
な

内
容

 

・
復

職
に

向
け

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

所
属

長
や

総
務

担
当

が
臨

機
応

変

に
担

っ
て

い
る

。
復

職
が

近
く

な
っ

た
段

階
で

、
主

治
医

か
ら

の
申

し
送

り
を

受
け

、
産

業
医

を
含

め
て

相
談

を
実

施
し

て
い

る
。

最
終

的
な

復
職

支
援

は
、

フ
ェ
ー
ス

t
o
フ
ェ
ー
ス
の
面
談
に
よ
る
。
そ
の
前
段
階
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
求
め
る
環
境
が
あ
れ
ば
利
用
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
復

職
支

援
に

当
た

っ
て

は
、

患
者

本
人

が
主

治
医

に
自

ら
の

仕
事

内
容

等
を

的

確
に

伝
え

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

と
と

も
に

、
病

院
か

ら
の

情
報

提
供

の
充

実
が

重
要

と
な

る
。

病
院

に
よ

っ
て

は
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

提
供

し
て

く
れ
る
所
も
あ
る
。
 

・
復

職
に

向
け

た
患

者
、

主
治

医
、

産
業

医
な

ど
の

情
報

共
有

の
充

実
は

重
要

で

あ
る

。
会

社
と

し
て

は
、

安
全

策
に

偏
り

が
ち

な
傾

向
も

あ
る

が
、

医
学

的
に

配
慮

す
べ

き
点

を
し

っ
か

り
把

握
し

た
上

で
、

可
能

な
こ

と
は

任
せ

ら
れ

る
よ

う
な
体
制
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

1
8

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
対
応
等
）
 

・
メ

ン
タ

ル
に

起
因

す
る

発
症

の
場

合
に

は
、

休
職

、
出

勤
を

繰
り

返
し

て
し

ま

う
よ

う
な

例
も

生
じ

て
い

る
。

会
社

で
独

自
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
ル

ー
ル

を
定

め
て

い
る

が
、

医
療

機
関

に
よ

っ
て

対
応

の
差

が
大

き
い

と
感

じ
て

い
る

。
会

社
と

し
て

は
復

職
は

困
難

と
判

断
す

る
よ

う
な

ケ
ー

ス
で

も
、

医
療

機
関

か
ら

復
職
可
と
の
判
断
が
示
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
根
拠
を
明
示
し
て
欲
し
い
。
 

・
全

国
の

症
例

や
判

断
材

料
を

病
院

間
で

共
有

す
る

こ
と

や
、

会
社

の
人

事
担

当

と
病

院
と

の
話

し
合

い
の

場
な

ど
の

情
報

共
有

、
情

報
交

換
の

場
の

充
実

が
必

要
で

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。
臨

床
医

療
の

場
に

お
い

て
、

就
労

の
現

場
に

対
す

る
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
と
良
い
と
考
え
て
い
る
。
 

（
一
人
一
人
の
活
躍
支
援
に
関
す
る
捉
え
方
）
 

・
社

員
の

活
躍

の
あ

り
方

や
イ

メ
ー

ジ
は

、
企

業
に

よ
り

レ
ベ

ル
感

な
ど

が
異

な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

各
企

業
の

実
態

に
応

じ
、

社
員

が
力

を
発

揮
で

き
る

た
め

に
ど

う
す

る
か

を
考

え
る

視
点

が
重

要
で

は
な

い
か

。
フ

ィ
ジ

カ
ル

と
メ

ン
タ

ル
で
も
対
応
が
変
わ
っ
て
く
る
。
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1
9

調
査

n
o
 

8
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｈ
社

（
情

報
サ

ー
ビ

ス
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
統

括
産

業
医

や
産

業
保

健
師

が
、

就
業

判
定

か
ら

就
業

支
援

、
定

期
的

な
面

談

等
を

行
っ

て
い

る
。

そ
れ

を
部

門
長

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

、
残

業
制

限
を

は
じ
め
と
し
て
社
員
が
治
療
を
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

・
産
業
医
の
発
言
強
化
を

2
0
1
7
年
か
ら
始
め
て
い
る
。
統
括
産
業
医
の
就
業
判
定

に
そ

っ
た

形
で

、
職

場
で

支
援

を
し

て
い

く
と

い
う

考
え

方
で

あ
る

。
残

業
制

限
や

フ
レ

ッ
ク

ス
な

ど
を

職
場

で
認

め
る

な
ど

、
柔

軟
性

あ
る

か
た

ち
で

運
用

し
て
い
る
。
 

・
介

護
を

制
度

化
し

て
い

る
の

で
、

次
の

段
階

で
両

立
支

援
を

制
度

化
し

て
い

く

た
め
の
前
段
階
に
あ
る
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
 

・
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
、
年
休
と
月
給
保
障
（
１

ヵ
月
程
度
）
と
い
う
形
で
休
暇

を
と
る
。
そ
の
後
は
、
休
職
と
な
り
、
傷
病
手
当
金
な
ど
が
あ
る
。
 

・
復

職
の

判
断

は
、

統
括

産
業

医
が

主
治

医
の

診
断

書
を

確
認

し
、

本
人

と
の

面

談
を
実
施
し
、
毎
月
の
フ
ォ
ロ
ー
の
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
仕

事
が

で
き

る
と

い
う

基
準

も
色

々
な

見
方

が
あ

る
。

休
ま

な
い

と
い

う
こ

と

も
基
準
の
一
つ
と
も
い
え
る
。
 

・
メ

ン
タ

ル
に

対
し

て
は

、
生

活
歩

数
、

行
動

記
録

や
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
を

取
り

入

れ
る

こ
と

で
休

職
期

間
を

短
く

で
き

な
い

か
と

い
う

取
り

組
み

を
ト

ラ
イ

ア
ル

で
始

め
て

い
る

。
う

つ
病

は
行

動
範

囲
が

狭
く

な
る

た
め

、
一

日
の

生
活

歩
数

が
3
0
0
0
歩
に
満
た
な
い
場
合
は
、
抜
け
出
せ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
生
活
歩
数
を

徐
々

に
増

や
す

こ
と

で
生

活
の

リ
ズ

ム
が

よ
く

な
る

と
い

う
メ

リ
ッ

ト
も

あ

る
。

積
極

的
な

回
復

支
援

を
い

か
に

し
て

い
く

か
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。
 

・
全

社
員

が
「

わ
た

し
の

健
康

目
標

」
を

提
出

し
て

い
る

。
提

出
し

た
場

合
に

は

健
康

増
進

ア
ク

シ
ョ

ン
手

当
を

毎
月

2
,
0
0
0
円

支
給

し
て

お
り

、
各

自
が

か
か

げ
る
健
康
目
標
に
健
康
投
資
を
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
 

・
昨

年
度

か
ら

日
本

対
が

ん
協

会
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
り

、
電

話
相

談
を

で

き
る

よ
う

に
し

て
お

り
、

少
し

で
も

闘
病

す
る

社
員

の
支

援
に

な
れ

ば
と

考
え

て
い

る
。

来
年

か
ら

は
が

ん
検

診
を

強
化

す
る

予
定

で
、

な
る

べ
く

早
い

ス
テ

ー
ジ

で
が

ん
を

発
見

で
き

れ
ば

と
思

っ
て

い
る

。
投

薬
治

療
に

対
し

て
は

、
他

社
の
取
り
組
み
や
制
度
を
み
て
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

・
メ

タ
ボ

対
策

や
未

病
対

策
に

力
を

入
れ

て
お

り
、

要
検

査
・

要
精

密
検

査
は

追

跡
フ

ォ
ロ

ー
し

、
早

い
ス

テ
ー

ジ
で

が
ん

を
発

見
で

き
る

よ
う

に
す

る
、

と
い

う
こ
と
が
企
業
の
使
命
で
あ
り
、
健
康
経
営
の
基
盤
だ
と
考
え
て
い
る
。
 

・
全
社
禁
煙
に
も

2
0
1
9
年
か
ら
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
現
在
喫
煙
率

2
7
％
程
度

だ
が

、
禁

煙
す

る
こ

と
で

大
き

な
疾

病
リ

ス
ク

が
低

く
な

る
た

め
、

喫
煙

率
を

半
分
程
度
に
下
げ
て
い
き
た
い
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
2
0
1
5
年

か
ら

産
業

保
健

師
を

活
用

し
た

が
、

保
健

師
は

健
康

経
営

推
進

に
非

常

に
重

要
な

役
割

を
果

た
す

存
在

で
あ

る
。

社
員

に
と

っ
て

産
業

医
よ

り
も

保
健

師
は

相
談

し
や

す
い

相
手

な
の

で
、

健
康

管
理

の
相

談
等

の
一

次
受

け
対

応
窓

口
と

し
て

も
適

役
で

、
産

業
医

と
の

役
割

分
担

を
明

確
に

し
て

協
働

し
て

も
ら

っ
て
い
る
。
 

2
0

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
＝
病
気
の
支
援
と
い
う
発
想
で
は
な
い
。
 

・
労

働
生

産
性

を
高

め
る

た
め

に
、

社
内

で
は

「
ど

こ
で

も
ワ

ー
ク

」
と

銘
を

う

ち
、
昨
年
か
ら
本
格
的
に
進
め
て
お
り
、
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
 

制
度

の
内

容
 

・
申

請
を

す
る

必
要

が
あ

り
、

成
果

を
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
部

門
等

で

承
認

を
得

た
上

で
自

宅
で

資
料

を
作

成
す

る
な

ど
の

仕
事

が
で

き
る

と
い

う
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
 

・
ど
こ
で
も
ワ
ー
ク
は
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
の
た
め
で
あ
っ
て
、

育
児

・
介

護
に

限
定

し
た

制
度

で
は

な
い

。
申

請
は

必
要

で
、

ど
こ

で
も

・
い

つ
で

も
で

き
る

が
、

成
果

を
見

え
る

化
す

る
こ

と
が

ル
ー

ル
の

一
つ

と
な

っ
て

い
る
。
 

・
間

接
部

門
が

中
心

と
な

り
、

多
く

の
部

門
が

取
り

入
れ

て
い

る
。

営
業

職
・

現

業
職
以
外
は
利
用
し
や
す
い
。
 

・
生

産
性

を
上

げ
て

い
こ

う
と

い
う

こ
と

が
目

的
の

た
め

、
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に

お
い

て
ど

の
よ

う
な

組
織

貢
献

を
す

る
の

か
、

生
産

性
を

あ
げ

る
の

か
と

い
う

と
、

同
じ

よ
う

な
働

き
方

で
は

な
く

柔
軟

性
を

も
っ

て
働

い
て

い
こ

う
と

い
う

意
思
統
一
が
で
き
て
い
る
。
 

・
ど

こ
で

も
ワ

ー
ク

に
お

け
る

成
果

は
、

上
長

の
判

断
に

ゆ
だ

ね
て

い
る

。
自

宅

に
お

け
る

仕
事

で
も

生
産

性
が

あ
が

ら
な

け
れ

ば
意

味
は

な
い

。
社

員
個

人
の

意
識
も
重
要
と
な
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
が

ん
治

療
に

対
し

て
は

ケ
ー

ス
バ

イ
ケ

ー
ス

で
運

用
上

で
配

慮
し

て
い

る
。

地

方
の

社
員

が
東

京
の

病
院

で
抗

が
ん

剤
を

受
け

る
際

に
は

、
ど

こ
で

も
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
り

、
寮

を
貸

与
し

た
り

す
る

な
ど

ニ
ー

ズ
に

そ
っ

て
対

応
し

て
い

る
。
 

・
制

度
化

を
見

据
え

た
運

用
上

の
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
ス

タ
デ

ィ
を

重
ね

て
い

る

段
階
で
あ
る
。
 

・
治

療
が

終
わ

っ
て

か
ら

復
職

と
い

う
考

え
が

基
本

で
あ

る
が

、
上

長
の

理
解

が

進
ん

で
い

る
た

め
、

ど
こ

で
も

ワ
ー

ク
を

上
手

に
活

用
し

て
い

る
。

部
門

長
は

健
康

経
営

の
推

進
責

任
者

に
設

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

意
識

も
高

く
、

相
談
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
―

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

―
 

具
体

的
な

内
容

 
―

 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

理
由

 

・
が

ん
は

ス
テ

ー
ジ

が
進

ん
で

い
た

り
、

重
い

場
合

は
難

し
い

と
思

わ
れ

る
。

感

染
症

で
あ

れ
ば

、
排

菌
し

な
い

状
態

で
あ

れ
ば

自
宅

療
養

中
の

テ
レ

ワ
ー

ク
は

有
り
得
る
。
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2
1

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

（
厚

生
労

働
省

等
に

対
す

る
要

望
）
 

・
治

療
と

職
業

生
活

の
両

立
支

援
を

し
っ

か
り

取
り

組
ん

で
い

る
企

業
を

表
彰

す
る

よ
う

な
か

た
ち

で
取

り
上

げ
る

。
ま

た
、

中
小

企
業

の
取

り
組

み
等

に
も

フ
ォ

ー
カ

ス
す

る

こ
と

で
、

努
力

す
る

企
業

が
増

え
て

い
く

の
で

は
な

い
か

。
 

・
病

気
に

な
っ

て
も

組
織

に
貢

献
す

る
と

い
う

意
識

を
体

現
で

き
る

よ
う

な
仕

事
の

割
り

振
り

や
役

割
分

担
が

進
ん

で
、

人
生

の
中

の
何

年
か

は
会

社
に

も
支

援
し

て
も

ら

っ
て

闘
病

を
抜

け
ら

れ
れ

ば
、

ま
た

会
社

で
活

躍
で

き
る

と
い

う
、

そ
の

よ
う

に
な

っ

て
い

く
と

成
熟

し
た

社
会

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

 

2
2

調
査

n
o
 

9
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｉ社
（
不

動
産

業
）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
２
年
で
失
効
す
る
年
次
有
給
休
暇
を
最
長

4
0
日
ま
で
積
み
立
て
が
で
き
る
積
立

保
存

年
休

制
度

が
あ

る
。

用
途

は
限

定
し

て
い

な
い

。
自

身
の

疾
病

の
た

め
に

利
用

す
る

他
、

家
族

の
介

護
や

看
護

な
ど

に
も

利
用

さ
れ

て
い

る
。

年
次

有
給

休
暇
と
併
せ
る
と
、
最
大

8
0
日
に
な
る
。
 

・
こ

の
他

、
が

ん
の

罹
患

者
を

対
象

に
し

た
治

療
休

暇
制

度
が

あ
る

。
年

次
有

給

休
暇

や
積

立
保

存
年

休
が

な
く

な
っ

た
後

で
も

、
治

療
日

以
外

に
働

け
る

場
合

は
、

一
人

ひ
と

り
の

診
断

や
治

療
計

画
に

基
づ

き
、

所
定

労
働

日
に

通
院

、
検

査
お

よ
び

短
期

入
院

時
に

利
用

で
き

る
休

暇
制

度
に

な
っ

て
い

る
。

日
数

に
つ

い
て

は
、

会
社

が
定

め
た

日
数

を
上

限
と

し
て

、
医

師
の

指
示

な
ど

に
よ

り
個

別
に
決
め
て
い
る
。
 

・
１

日
の

就
業

時
間

は
７

時
間

半
で

あ
る

が
、

こ
れ

を
短

縮
で

き
る

「
時

短
」

と

い
う
制
度
が
あ
り
、
人
工
透
析
が
必
要
な
社
員
な
ど
が
利
用
し
て
い
る
。
 

・
最

大
で

１
年

間
の

休
職

制
度

が
あ

り
、

長
期

入
院

や
、

メ
ン

タ
ル

面
の

疾
病

療

養
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 

（
経

緯
）

 

・
治
療
休
暇
制
度
は
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
が
ん
に
罹
患
し
た
社
員
へ
の

個
別

対
応

を
検

討
す

る
中

で
制

度
を

立
ち

上
げ

た
。

が
ん

は
治

療
が

長
引

く
の

で
、

こ
の

よ
う

な
制

度
が

必
要

と
考

え
た

。
本

制
度

な
ど

に
よ

り
、

東
京

都
主

催
の
「
が
ん
患
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
へ
の
優
良
な
取
組
を
行
う
企
業
表
彰
」

に
お
い
て
不
動
産
業
界
で
は
初
と
な
る
「
優
良
賞
」
を
受
賞
し
た
。
 

・
が

ん
罹

患
者

は
、

年
休

が
な

く
な

っ
て

い
く

こ
と

に
対

す
る

精
神

的
な

負
担

軽

減
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
会

社
と

し
て

も
、

が
ん

罹
患

者
の

働
く

環
境

の
整

備
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
治

療
休

暇
制

度
に

お
け

る
休

暇
の

取
得

計
画

(
月

あ
た

り
の

日
数

な
ど

)
作

成
に

あ
た
っ
て
主
治
医
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
 

・
休

職
か

ら
復

職
に

あ
た

っ
て

は
主

治
医

の
診

断
書

を
基

に
産

業
医

の
意

見
も

求

め
て
い
る
。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

し
て

は
、

専
門

機
関

と
契

約
し

て
お

り
、

社
員

の
メ

ン

タ
ル
面
な
ど
の
相
談
対
応
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
 

・
メ

ン
タ

ル
面

の
休

職
か

ら
復

職
す

る
際

に
は

、
上

記
機

関
の

専
門

医
が

直
接

本

人
に

面
談

し
、

復
職

で
き

る
か

の
見

極
め

を
行

っ
て

い
る

。
過

去
に

、
復

職
し

て
も

再
度

休
職

し
て

し
ま

っ
た

例
も

あ
り

、
見

極
め

が
難

し
く

専
門

医
の

意
見

を
聞
く
こ
と
と
し
た
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

な
し

 

制
度

の
内

容
 

・
営

業
担

当
者

が
モ

バ
イ

ル
パ

ソ
コ

ン
を

携
帯

し
、

客
先

に
訪

問
す

る
こ

と
は

行

っ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
 

・
育

児
や

介
護

の
た

め
の

在
宅

勤
務

制
度

は
あ

る
が

、
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

に
接

続

す
る
よ
う
な
テ
レ
ワ
ー
ク
は
行
っ
て
い
な
い
。
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2
3

制
度

の
内

容
 

・
営

業
担

当
者

が
モ

バ
イ

ル
パ

ソ
コ

ン
を

携
帯

し
、

客
先

に
訪

問
す

る
こ

と
は

行

っ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
 

・
育

児
や

介
護

の
た

め
の

在
宅

勤
務

制
度

は
あ

る
が

、
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

に
接

続

す
る
よ
う
な
テ
レ
ワ
ー
ク
は
行
っ
て
い
な
い
。
 

（
経
緯
）
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
必

要
性

は
認

識
し

て
お

り
、

デ
バ

イ
ス

を
含

め
ど

の
よ

う
な

環

境
整
備
が
必
要
か
、
検
討
し
て
い
る
。
 

(
考
え
方

)
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

問
題

が
大

き
い

。
不

動
産

業
と

い
う

性
格

上
、

個
人

情

報
な
ど
機
密
性
の
高
い
情
報
を
扱
う
比
率
が
高
い
。
 

・
個

人
の

お
客

様
は

高
齢

の
方

も
多

く
、

メ
ー

ル
で

の
や

り
と

り
が

難
し

い
。

紙

の
出
力
が
必
要
な
た
め
出
社
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
も
で
て
く
る
。
 

・
ど
う
や
っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
評
価
す
る
か
と
い
う
勤
務
管
理
の
問
題
も
あ
る
。

・
テ

レ
ワ

ー
ク

を
認

め
た

場
合

、
テ

レ
ワ

ー
ク

を
し

た
く

て
も

で
き

な
い

社
員

の

不
満
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

・
一

方
、

労
働

人
口

の
減

少
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
働

き
方

の
多

様
性

の
一

環

と
し

て
テ

レ
ワ

ー
ク

の
必

要
性

は
認

識
し

て
お

り
、

現
在

、
社

内
的

な
課

題
を

洗
い
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
治
療
と
の
両
立
と
し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
現
在
、
検
討
し
て
い
な
い
。
 

・
休

暇
や

、
休

職
中

の
社

員
に

対
し

て
は

、
ま

ず
は

治
療

を
優

先
し

て
も

ら
い

た

い
と
考
え
て
い
る
。
仕
事
の
負
荷
に
よ
る
治
療
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

・
骨

折
な

ど
外

科
的

な
治

療
に

つ
い

て
は

、
治

療
へ

の
影

響
も

少
な

い
た

め
、

テ

レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
在
宅
勤
務
の
可
能
性
は
、
よ
り
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
否

定
的

 

具
体

的
な

内
容

 
・

積
極

的
な

ニ
ー

ズ
は

な
い

が
、

人
工

透
析

を
受

け
て

い
る

社
員

か
ら

は
、

透
析

中
に

P
C
を
使
っ
た
仕
事
を
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
声
は
あ
る
。
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

具
体

的
な

内
容

 
―

 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

理
由

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
は

、
治

療
を

優
先

し
て

も
ら

い
た

い
と

い
う

の
が

基
本

的

な
考
え
方
で
あ
る
。
 

・
一
方
、
治
療
に
影
響
し
な
い
範
囲
で
は
可
能
性
は
否
定
し
な
い
。
 

・
た
だ
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

・
病

室
内

で
は

、
他

の
患

者
や

医
療

機
器

に
対

す
る

影
響

な
ど

で
、

電
話

や
通

信

機
器
が
使
え
な
い
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
的
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
よ
い
。

 

そ
の

他
 

・
育

児
や

介
護

の
よ

う
に

、
長

期
治

療
中

の
社

員
に

対
す

る
国

か
ら

の
助

成
が

あ

る
と
よ
い
。
 

（
一

人
一

人
の

活
躍

支
援

に
関

す
る

捉
え

方
な

ど
）

 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は

P
C
技
術
が
必
要
に
な
る
。
長
期
休
暇
や
休
職
か
ら
復

職
す

る
に

あ
た

っ
て

、
P
C
技

術
な

ど
復

職
の

た
め

の
教

育
支

援
制

度
が

あ
る

と

よ
い
。
 

2
4

調
査

n
o
 

1
0 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｊ社
（
金

融
商

品
取

引
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
1
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
仕
事
と
が
ん
治
療
の
両
立
支
援
制
度
と
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入
）
 

・
2
0
1
7
年

に
、

仕
事

と
が

ん
治

療
の

両
立

支
援

制
度

を
導

入
し

た
。

2
,
3
0
0
 
の

企

業
・

団
体

が
参

加
す

る
「

が
ん

対
策

推
進

企
業

ア
ク

シ
ョ

ン
」

の
「

が
ん

対
策

推
進

企
業

表
彰

」
に

お
い

て
厚

生
労

働
大

臣
賞

を
受

賞
す

る
な

ど
、

従
来

よ
り

が
ん

検
診

の
受

診
率

向
上

を
始

め
様

々
な

が
ん

対
策

を
行

っ
て

き
た

が
、

が
ん

に
罹

患
し

た
社

員
の

就
労

支
援

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

、
適

切
な

治
療

を
受

け
な

が
ら
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
よ
り
一
層
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

・
が

ん
対

策
基

本
法

の
改

正
や

、
法

改
正

を
受

け
た

が
ん

対
策

基
本

計
画

策
定

な

ど
の

国
の

動
向

も
踏

ま
え

、
が

ん
対

策
の

充
実

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
が

ん
が

治
療

に
よ

り
治

癒
す

る
可

能
性

が
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
会

社
、

従
業

員
双

方
に

メ
リ

ッ
ト

が
あ

り
、

対
策

を
進

め
て

き
た

。
が

ん
に

な
る

と
３

割
は

会
社
を
辞
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
辞
め
ず
に
残
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

・
短

時
間

勤
務

や
時

間
外

労
働

の
免

除
・

制
限

等
の

「
柔

軟
な

勤
務

制
度

」
の

ほ

か
、

が
ん

に
罹

患
し

た
社

員
が

副
作

用
に

よ
る

体
調

不
良

時
等

に
利

用
で

き
る

治
療

サ
ポ

ー
ト

を
新

設
す

る
ほ

か
、

自
分

ら
し

く
仕

事
が

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
た

め
の

制
度

を
導

入
し

、
ウ

ィ
ッ

グ
や

人
工

乳
房

等
の

費
用

補
助

を
実

施
し

て
い
る
。
 

・
治

療
サ

ポ
ー

ト
は

、
１

日
の

中
で

１
時

間
を

自
由

に
使

っ
て

良
い

こ
と

と
し

て

い
る
。
 

・
休

暇
に

つ
い

て
は

、
法

定
外

有
給

休
暇

を
既

に
制

度
化

し
て

お
り

、
未

取
得

有

給
休

暇
を

積
み

立
て

、
傷

病
、

介
護

、
不

妊
治

療
時

等
の

場
合

に
、

最
大

で
年

間
50

日
ま
で
有
給
休
暇
の
取
得
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
2
0
1
7
年

に
は

、
仕

事
と

が
ん

治
療

と
の

両
立

支
援

、
仕

事
と

介
護

の
両

立
支

援

を
目

的
に

、
営

業
部

門
を

含
め

た
全

て
の

部
門

を
対

象
に

、
が

ん
罹

患
時

と
家

族
の

介
護

の
際

に
利

用
可

能
な

在
宅

勤
務

制
度

を
導

入
し

た
。

既
に

導
入

し
て

い
た

が
ん

対
策

や
家

族
の

介
護

対
策

の
充

実
を

図
る

観
点

か
ら

、
在

宅
勤

務
制

度
導
入
に
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
人

事
部

と
産

業
保

健
ス

タ
ッ

フ
、

健
康

保
険

組
合

が
三

位
一

体
と

な
り

連
携

し

て
取

組
を

展
開

し
て

い
る

点
が

、
大

き
な

特
徴

と
な

っ
て

い
る

。
毎

日
相

互
に

連
絡
を
取
り
合
い
、
連
携
し
て
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

・
グ

ル
ー

プ
の

役
員

、
人

事
担

当
、

産
業

医
、

健
康

保
険

組
合

等
が

参
加

す
る

健

康
経

営
推

進
会

議
を

年
４

回
開

催
し

、
相

互
の

資
源

を
活

用
し

な
が

ら
、

積
極

的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
健
康
経
営
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

・
東

京
に

は
常

勤
の

産
業

医
１

名
、

非
常

勤
の

産
業

医
２

名
、

保
健

師
６

名
を

総

合
健

康
開

発
セ

ン
タ

ー
に

配
置

し
て

お
り

、
全

国
の

支
店

か
ら

の
相

談
も

東
京

の
総
合
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー
で
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
 

・
産

業
保

健
ス

タ
ッ

フ
が

相
談

を
受

け
る

と
と

も
に

、
産

業
医

か
ら

病
院

を
紹

介

す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
、

が
ん

患
者

へ
の

理
解

を
深

め
る

社
内

風
土

づ
く

り
を

重
視

し
て

い
る

。
仕

事
と

が
ん

治
療

の
両

立
支

援
制

度
導

入
に

関
す

る
社

長
名

で
の

プ
レ

ス
発

表
の

後
、

社
員
か
ら
が
ん
に
関
す
る
電
話
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

・
主

治
医

と
の

連
携

は
重

要
で

あ
り

、
将

来
、

在
宅

勤
務

が
発

生
し

た
場

合
に

も

同
様
に
重
要
と
な
る
。
 

・
病

院
や

主
治

医
と

会
社

と
の

連
携

は
、

今
後

さ
ら

に
充

実
を

図
っ

て
い

き
た

い

と
考

え
て

い
る

。
母

性
健

康
管

理
で

は
、

母
性

健
康

管
理

指
導

事
項

連
絡

カ
ー

ド
の

活
用

で
、

妊
娠

中
の

症
状

等
を

あ
る

程
度

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
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2
5

に
、

傷
病

時
に

、
実

態
と

し
て

ど
の

程
度

働
い

て
良

い
の

か
が

分
か

る
よ

う
な

診
断
書
の
活
用
や
、
相
談
体
制
の
充
実
が
図
れ
る
と
良
い
と
考
え
て
い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
在
宅
勤
務
制
度
）
 

・
在

宅
勤

務
は

、
が

ん
で

通
院

が
必

要
な

場
合

の
通

勤
負

担
軽

減
等

を
狙

い
と

し

て
お

り
、

月
に

５
日

ま
で

、
１

日
単

位
や

一
部

の
時

間
活

用
が

可
能

な
制

度
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
低
週
に
１
回
の
出
社
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
 

・
金

融
機

関
で

あ
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
に

は
厳

し
い

対
応

が
求

め
ら

れ

る
。

在
宅

勤
務

中
に

は
、

顧
客

か
ら

の
注

文
の

受
発

注
は

認
め

て
い

な
い

。
顧

客
か
ら
預
か
っ
た
資
料
を
自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
不
可
と
し
て
い
る
。
 

・
在

宅
勤

務
時

は
、

Ｒ
Ａ

Ｓ
パ

ソ
コ

ン
、

録
音

機
能

付
き

携
帯

電
話

を
会

社
か

ら

借
用

し
て

業
務

を
行

う
。

勤
務

時
間

の
管

理
は

、
勤

務
の

開
始

、
終

了
時

に
ラ

イ
ン

課
長

又
は

部
長

に
メ

ー
ル

で
報

告
す

る
こ

と
に

よ
り

行
う

仕
組

み
と

し
て

い
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
2
0
1
7
年

に
、

が
ん

罹
患

時
と

家
族

の
介

護
の

際
に

利
用

可
能

な
在

宅
勤

務
制

度

を
導

入
し

た
。

既
に

導
入

し
て

い
た

が
ん

対
策

や
家

族
の

介
護

対
策

の
充

実
を

図
る
観
点
か
ら
、
在
宅
勤
務
制
度
導
入
に
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

・
導
入
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
在
宅
勤
務
の
利
用
実
績
は
ま
だ
な
い
。

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
限

定
的

活
用

ニ
ー

ズ
あ

り
 

具
体

的
な

内
容

 

・
医

学
の

進
歩

に
よ

り
長

期
入

院
は

減
少

し
つ

つ
あ

り
、

ま
た

、
入

院
中

は
、

治

療
に
専
念
し
、
休
み
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
。
 

・
入

院
時

の
仕

事
環

境
整

備
に

関
す

る
社

員
か

ら
の

ニ
ー

ズ
は

、
こ

れ
ま

で
に

示

さ
れ

て
い

な
い

。
介

護
時

の
仕

事
環

境
整

備
に

関
し

て
は

、
年

に
２

回
実

施
し

て
い
る
自
己
申
告
の
際
に
、
意
見
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
 

・
病

院
の

よ
う

に
人

が
周

囲
に

い
る

よ
う

な
場

所
で

は
、

相
場

環
境

な
ど

の
仕

事

の
電

話
は

し
づ

ら
い

。
隔

離
さ

れ
た

、
電

話
の

会
話

が
聞

か
れ

な
い

、
パ

ソ
コ

ン
の
画
面
が
覗
か
れ
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
。
 

・
病
院
で
仕
事
を
す
る
社
員
の
ニ
ー
ズ
も
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
と
想
定
さ
れ
る
。

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

あ
り

 

具
体

的
な

内
容

 

・
情

報
共

有
な

ど
の

復
職

に
向

け
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

必
要

で
あ

り
、

入

院
時

な
ど

に
は

、
ラ

イ
ン

部
長

や
人

事
部

が
メ

ー
ル

で
の

情
報

連
絡

を
行

っ
て

い
る
。
 

・
Ｗ

ｅ
ｂ

上
で

情
報

が
共

有
で

き
る

社
員

用
の

サ
イ

ト
を

整
備

し
て

お
り

、
社

員

が
見
た
い
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

―
 

2
6

調
査

n
o
 

1
1 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｋ
社

（
建

設
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
内

容
）
 

・
メ

ン
タ

ル
面

に
つ

い
て

は
、

ま
だ

ま
だ

不
足

し
て

い
る

部
分

は
あ

る
が

、
充

実
し

て

き
て

い
る

と
感

じ
て

い
る

。
フ

ィ
ジ

カ
ル

面
で

は
、

こ
れ

か
ら

ど
う

し
て

い
く

か
を

検
討

し

て
い

く
段

階
で

あ
る

。
 

・
フ

ィ
ジ

カ
ル

、
メ

ン
タ

ル
に

関
係

な
く

、
傷

病
時

は
「
ゆ

っ
く

り
と

休
ん

で
く

だ
さ

い
」
と

い
う

の
が

前
提

。
そ

の
上

で
、

よ
り

長
く

休
め

る
よ

う
支

援
制

度
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

・
法

定
以

外
で

は
、

傷
病

時
だ

け
で

な
く

育
児

や
介

護
で

も
利

用
で

き
る

積
立

有
休

休
暇

（
最

大
で

1
0
0

日
ま

で
）
が

あ
り

、
積

立
有

給
休

暇
消

化
後

は
、

３
ヵ

月
の

長

期
欠

勤
（
所

定
内

賃
金

支
給

）
が

あ
る

。
勤

続
年

数
が

短
い

社
員

や
若

い
社

員
で

も
積

立
有

給
休

暇
が

ゼ
ロ

で
あ

っ
て

も
、

長
期

欠
勤

は
誰

で
も

利
用

で
き

る
。

 

・
そ

れ
以

降
は

勤
続

年
数

に
応

じ
た

日
数

の
休

職
が

可
能

で
あ

る
（
勤

続
6

ヵ
月

未

満
社

員
は

１
ヵ

月
、

6
ヵ

月
以

上
3

年
未

満
で

3
ヵ

月
、

3
年

～
1
0

年
で

6
ヵ

月
、

1
0

年
以

上
で

9
ヵ

月
）
。

 

・
特

徴
と

し
て

は
、

積
立

有
給

休
暇

と
長

期
欠

勤
の

2
本

立
て

の
支

援
制

度
で

、
最

大
で

約
1

年
半

程
度

休
む

こ
と

が
可

能
と

な
る

（
最

長
は

有
給

4
0

日
＋

1
0
0

日
（
積

立
有

給
）
＋

長
期

欠
勤

（
3

ヵ
月

）
＋

休
職

（
最

長
9

ヵ
月

）
＝

最
大

約
1
9

ヵ
月

）
。

 

・
な

お
、

無
給

で
は

あ
る

が
健

康
保

険
組

合
か

ら
傷

病
手

当
が

支
給

さ
れ

る
。

 

（
支

援
体

制
）
 

・
支

援
等

の
窓

口
は

事
業

所
は

総
務

課
、

本
社

は
人

事
部

が
対

応
し

て
い

る
。

工

場
を

含
め

る
と

事
業

場
は

約
1
0
0

ヵ
所

で
、

相
談

を
受

け
る

責
任

者
を

配
置

し
、

相

談
を

受
け

た
際

は
制

度
の

説
明

や
対

応
を

行
う

。
 

・
フ

ィ
ジ

カ
ル

面
の

制
度

を
導

入
し

た
当

時
、

例
え

ば
人

工
透

析
や

癌
サ

バ
イ

バ
ー

等
慢

性
期

の
疾

患
は

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
。

人
工

透
析

な
ど

は
短

時
間

勤
務

を

認
め

た
り

、
職

場
や

本
人

の
希

望
で

8
時

間
勤

務
を

希
望

す
る

場
合

に
は

、
通

勤

の
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

時
差

勤
務

を
認

め
る

な
ど

、
半

休
や

有
休

休
暇

を
使

用

せ
ず

に
勤

務
が

続
け

ら
れ

る
よ

う
各

事
業

場
で

個
別

に
対

応
し

て
い

る
。

 

・
流

れ
と

し
て

は
、

各
事

業
場

か
ら

ど
の

よ
う

に
対

応
す

る
か

伺
い

が
本

社
に

上
が

り
、

本
社

決
裁

後
に

事
業

場
で

運
用

が
開

始
す

る
。

そ
の

後
は

事
業

場
に

任
せ

て

い
る

。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
本

社
に

は
産

業
医

、
保

健
師

、
看

護
師

が
常

駐
し

て
い

る
。

メ
ン

タ
ル

、
フ

ィ
ジ

カ
ル

問

わ
ず

制
度

を
活

用
し

、
傷

病
で

休
ん

で
い

る
場

合
に

は
、

連
絡

窓
口

を
医

療
ス

タ
ッ

フ

に
す

る
か

職
場

の
上

司
に

す
る

か
を

先
に

決
め

た
上

で
、

定
期

的
な

連
絡

を
休

ん
で

い
る

社
員

か
ら

入
れ

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
現

在
、

長
期

欠
勤

、
休

職
の

社
員

を
見

る
と

、
メ

ン
タ

ル
の

方
が

フ
ィ

ジ
カ

ル
の

2
.5

倍
～

3
倍

程
度

多
く

な
っ

て
い

る
。

 

・
メ

ン
タ

ル
に

つ
い

て
は

、
人

事
部

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
相

談
窓

口
、

支
援

制
度

、
ス

ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

等
の

案
内

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
フ

ィ
ジ

カ
ル

に
つ

い
て

は
特

に
制

度
的

に
は

な
い

が
、

通
常

、
総

務
責

任
者

と
産

業
医

が
月

1
回

程
度

、
社

員
と

面

談
し

、
状

況
確

認
を

し
て

い
る

。
 

－ 250 －
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２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

試
行

中
 

制
度

の
内

容
 

・
在

宅
勤

務
は

育
児

休
暇

、
介

護
休

暇
の

社
員

を
対

象
に

2
年

ほ
ど

前
か

ら
本

社
で

試
行

し
て

い
る

。
週

2
回

ま
で

で
、

労
働

す
る

際
に

は
、

Ｐ
Ｃ

に
あ

る
在

籍
ボ

タ
ン

を
オ

ン
に

し
、

席
を

外
す

時
に

は
オ

フ
に

す
る

こ
と

で
、

労
働

時
間

の
管

理
を

し
て

い
る

。
 

・
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

は
、

例
え

ば
営

業
職

に
iP

ad
を

支
給

す
る

な
ど

導
入

し
て

い
る

が
、

治
療

の
た

め
の

テ
レ

ワ
ー

ク
は

、
今

の
制

度
で

は
想

定
し

て
い

な
い

。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
ま

ず
本

社
で

試
行

し
、

事
業

場
の

経
理

や
総

務
の

管
理

部
門

で
試

行
し

た
。

導
入

が
出

来
そ

う
な

結
果

が
得

ら
れ

た
た

め
、

現
在

は
設

計
部

門
で

試
行

し
て

い
る

。
本

社
は

在
宅

に
適

し
た

仕
事

が
多

く
、

今
後

も
継

続
可

能
と

考
え

て
い

る
。

 
・
た

だ
し

、
当

社
の

業
務

と
し

て
設

計
、

営
業

、
工

事
が

あ
り

、
基

幹
的

業
務

に
使

え
る

制
度

で
な

け
れ

ば
、

ま
た

本
社

だ
け

が
使

い
や

す
い

と
い

う
制

度
で

は
不

公
平

感
が

出
る

た
め

全
社

で
展

開
で

き
な

け
れ

ば
導

入
は

難
し

い
。

 
・
介

護
や

育
児

の
テ

レ
ワ

ー
ク

導
入

の
主

旨
は

キ
ャ

リ
ア

を
分

断
さ

せ
な

い
こ

と
。

復
帰

時
に

浦
島

太
郎

に
な

っ
て

、
以

前
は

発
揮

で
き

て
い

た
事

が
出

来
な

く
な

る
こ

と
が

あ
る

。
特

に
育

児
に

関
し

て
は

、
早

く
復

帰
し

て
貰

う
方

向
に

あ
る

。
そ

う
い

う
意

味
で

、
傷

病
も

長
く

休
む

こ
と

で
職

場
か

ら
分

断
さ

れ
る

よ
り

、
出

来
る

事
か

ら
や

っ
て

貰
い

た
い

と
い

う
思

い
は

あ
る

。
 

・
以

前
、

育
児

の
社

員
に

業
務

委
託

の
か

た
ち

で
成

果
物

を
上

司
が

評
価

す
る

と
い

う
方

法
を

労
働

局
の

許
可

を
得

て
試

行
し

た
こ

と
が

あ
る

。
そ

の
時

は
時

間
管

理
は

し
な

か
っ

た
が

、
良

い
感

触
が

あ
っ

た
。

営
業

担
当

者
が

、
外

回
り

で
は

な
く

内
勤

的
な

業
務

（
例

え
ば

、
営

業
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

等
）
で

、
他

の
社

員
に

と
っ

て
も

プ
ラ

ス
で

あ
っ

た
と

感
じ

て
い

る
。

 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
な

し
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

理
由

 

・
治

療
以

外
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

は
、

現
在

の
試

行
案

で
進

め
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 
・
私

傷
病

時
は

「
ゆ

っ
く

り
休

む
」
こ

と
を

前
提

に
支

援
制

度
を

充
実

さ
せ

て
お

り
、

そ
の

間
に

仕
事

を
す

る
こ

と
は

想
定

し
て

い
な

い
。

入
院

中
や

療
養

中
く

ら
い

、
ゆ

っ
く

り
休

ん
だ

ら
良

い
と

思
う

。
元

気
に

な
っ

て
復

帰
し

た
時

に
、

休
ん

だ
時

の
経

験
や

読
ん

だ
本

の
知

識
を

仕
事

に
活

か
し

て
も

ら
え

た
ら

良
い

と
思

う
。

 
・
そ

の
一

方
で

、
社

員
に

ニ
ー

ズ
が

あ
り

、
実

際
に

仕
事

が
出

来
る

の
で

あ
れ

ば
、

検
討

し
て

も
よ

い
と

は
思

う
。

会
社

対
応

の
Ｐ

Ｃ
を

貸
し

出
し

、
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト
の

ス
カ

イ
プ

を
利

用
し

て
双

方
向

の
や

り
取

り
が

出
来

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

技
術

的
に

は
可

能
。

進
む

べ
き

方
向

が
決

定
し

た
ら

、
当

社
は

対
応

す
る

ス
ピ

ー
ド

は
速

い
。

 
・
た

だ
し

、
本

人
が

選
択

し
た

と
は

い
え

、
業

務
を

す
る

こ
と

で
悪

化
し

た
場

合
に

会
社

の
責

任
、

個
人

の
責

任
、

ま
た

医
療

機
関

の
責

任
は

ど
う

な
る

か
が

非
常

に
気

に
な

る
。

こ
れ

が
明

確
に

な
ら

な
い

と
導

入
は

難
し

い
。

責
任

を
問

わ
れ

る
よ

う
で

あ
れ

ば
病

院
も

企
業

も
リ
ス

ク
を

抱
え

て
ま

で
や

る
こ

と
で

は
な

い
と

考
え

る
。

 
・
治

療
を

し
て

い
る

社
員

に
対

し
、

仕
事

が
出

来
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

は
会

社
側

に
は

躊
躇

が
あ

る
。

自
動

運
転

の
車

が
出

て
き

た
が

、
自

動
運

転
で

事
故

に
あ

っ
た

場
合

に
ど

う
す

る
の

か
。

本
件

も
他

の
企

業
の

動
向

を
見

た
う

え
で

、
検

討
す

る
こ

と
に

な
る

。

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
メ

ン
タ

ル
も

フ
ィ

ジ
カ

ル
も

治
療

中
に

在
宅

で
仕

事
を

さ
せ

る
こ

と
に

、
不

満
が

出
る

恐

れ
が

あ
る

。
更

に
症

状
が

悪
く

な
る

と
安

全
管

理
が

問
わ

れ
る

こ
と

に
な

り
か

ね
な

い
。

 

・
メ

ン
タ

ル
不

調
で

選
択

制
を

し
た

場
合

、
最

初
は

自
ら

や
り

た
い

と
言

っ
て

い
た

と
し

て

も
、

後
で

会
社

か
ら

の
指

示
と

言
わ

れ
れ

ば
ど

う
す

る
の

か
。

そ
の

あ
た

り
が

、
法

的
に

整
備

さ
れ

な
け

れ
ば

踏
み

出
せ

な
い

と
思

う
。

 

2
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４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

・
監

督
署

は
法

律
を

守
っ

て
い

る
か

ど
う

か
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

が
、

こ
の

よ
う

な
柔

軟
な

働

き
方

を
し

て
貰

う
一

方
で

、
厳

格
な

労
働

時
間

を
管

理
す

る
と

い
う

の
は

難
し

い
。

労

基
法

を
変

え
る

か
、

特
例

的
に

認
め

ら
れ

な
い

と
難

し
い

。
 

・
国

が
進

め
た

い
の

で
あ

れ
ば

、
率

先
し

て
や

る
こ

と
が

プ
ラ

ス
に

な
る

こ
と

を
示

し
て

ほ

し
い

。
例

え
ば

、
法

人
税

の
優

遇
な

ど
。

そ
う

で
な

け
れ

ば
企

業
は

動
か

な
い

。
 

そ
の

他
 

（
一

人
一

人
の

活
躍

支
援

に
関

す
る

捉
え

方
等

）
 

・
中

に
は

退
職

し
て

し
ま

う
人

も
い

る
が

、
職

種
に

よ
っ

て
は

、
稀

で
あ

る
が

、
本

人

の
希

望
で

時
間

が
自

由
に

な
る

パ
ー

ト
に

移
行

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

。
制

度
と

し

て
は

な
い

が
、

8
時

間
働

け
る

体
調

に
回

復
し

て
、

正
社

員
に

戻
る

と
い

う
ケ

ー
ス

も
個

別
対

応
で

承
認

す
る

こ
と

は
あ

る
。

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
よ

り
も

先
に

柔
軟

な
働

き
方

を
選

択
で

き
る

よ
う

整
備

す
る

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

。
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2
9

調
査

n
o
 

1
2 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｌ
社

（
業

務
用

機
械

器
具

製
造

業
）
 

調
査

日
時

 
20

18
年

2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

・
医

療
に

か
か

わ
る

企
業

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
社

員
の

健
康

の
維

持
・
増

進
や

病
気

に
な

っ
た

場
合

に
お

け
る

ケ
ア

や
フ

ォ
ロ

ー
と

い
う

点
は

注
力

し
て

き
た

。
 

・
従

前
か

ら
労

働
安

全
衛

生
の

観
点

で
取

り
組

ん
で

き
た

が
、

３
年

前
か

ら
「
健

康
経

営
」
の

観
点

か
ら

取
組

を
強

化
し

、
予

防
に

関
す

る
検

診
受

診
勧

奨
や

啓
発

の

セ
ミ
ナ

ー
な

ど
を

通
し

て
社

内
に

浸
透

さ
せ

て
き

た
。

 

・
支

援
す

る
体

制
と

し
て

、
人

事
部

と
保

健
師

・
看

護
師

な
ど

の
産

業
保

健
ス

タ
ッ

フ

（
事

業
所

に
よ

っ
て

は
産

業
医

も
常

駐
）
、

部
署

の
上

司
の

三
者

が
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

を
含

め
た

私
傷

病
の

場
合

に
連

携
を

と
っ

て
い

る
。

 

・
予

防
な

ど
で

会
社

で
広

く
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

場
合

は
、

健
康

保
険

組
合

な
ど

も

協
力

し
て

い
る

。
 

・
特

に
が

ん
検

診
は

以
前

か
ら

力
を

い
れ

て
お

り
、

健
保

の
補

助
も

厚
く

、
積

極
的

に
受

診
勧

奨
を

し
て

き
た

。
 

制
度

の
内

容
 

・
が

ん
就

労
支

援
制

度
に

つ
い

て
 

社
員

の
が

ん
治

療
に

つ
い

て
は

以
前

は
個

別
に

対
応

し
て

き
た

が
、

2
0
1
7

年
1

月
か

ら
が

ん
就

労
支

援
制

度
と

し
て

制
度

化
し

た
。

 

が
ん

治
療

は
長

期
に

わ
た

る
こ

と
も

あ
り

、
が

ん
に

特
化

し
た

制
度

に
し

た
。

制
度

化
す

る
以

前
は

有
給

休
暇

を
消

化
し

た
後

は
欠

勤
扱

い
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
り

、

が
ん

と
い

う
こ

と
で

退
職

を
考

え
た

り
す

る
こ

と
も

み
ら

れ
た

。
治

療
に

専
念

す
る

期

間
は

休
ん

で
、

職
場

復
帰

し
て

か
ら

両
立

す
る

た
め

の
制

度
と

し
て

、
明

文
化

す

る
こ

と
で

社
員

が
使

い
や

す
い

形
に

し
た

。
 

こ
の

制
度

は
休

暇
の

付
与

や
時

差
勤

務
が

あ
り

、
そ

れ
ら

い
ず

れ
か

を
使

う
に

あ

た
っ

て
、

登
録

を
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

 

制
度

に
は

な
い

が
、

現
在

試
験

的
に

在
宅

勤
務

（
治

療
の

た
め

に
週

１
日

の
み

）

を
実

施
し

て
い

る
。

休
暇

の
付

与
や

時
差

勤
務

と
い

う
よ

り
も

在
宅

勤
務

が
合

う
と

い
う

こ
と

で
、

個
別

に
運

用
し

て
い

る
形

で
あ

る
。

試
験

期
間

は
設

け
ず

、
ニ

ー
ズ

に
そ

っ
て

検
討

し
て

い
く

予
定

で
あ

る
。

治
療

の
ス

テ
ー

ジ
に

よ
っ

て
ニ

ー
ズ

が

変
わ

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
の

で
、

柔
軟

に
対

応
し

て
い

こ
う

と
考

え
て

い
る

。
 

以
前

か
ら

失
効

有
休

制
度

（
上

限
3
0

日
）
が

あ
り

、
私

傷
病

の
場

合
は

休
職

す
る

前
に

失
効

有
休

を
充

当
す

る
と

い
っ

た
対

応
を

し
て

き
た

。
複

数
日

数
連

続
し

て

使
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

が
ん

就
労

支
援

制
度

で
は

、
よ

り
柔

軟
に

使
い

や
す

い
よ

う
に

１
日

単
位

で
使

え
る

よ
う

に
し

た
。

 

無
給

休
暇

は
必

要
な

日
数

を
限

度
な

し
で

付
与

す
る

こ
と

に
し

て
い

る
。

欠
勤

の

場
合

は
翌

年
の

有
休

が
発

生
し

な
い

な
ど

の
影

響
が

あ
る

。
無

給
休

暇
に

す
る

こ

と
で

欠
勤

に
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

し
た

。
 

社
内

に
お

け
る

周
知

に
は

イ
ン

ト
ラ

を
活

用
し

て
い

る
が

、
制

度
を

開
始

す
る

際

に
は

人
事

部
が

各
部

門
長

等
に

対
す

る
研

修
を

行
い

、
上

長
か

ら
部

署
内

に
周

知
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 

疾
病

治
療

し
な

が
ら

働
い

て
い

る
社

員
も

い
る

と
思

う
が

、
こ

の
制

度
に

は
現

在

1
0

名
が

登
録

し
て

い
る

。
休

職
中

に
対

応
す

る
制

度
で

は
な

い
た

め
、

あ
く

ま
で

職
場

復
帰

し
て

、
仕

事
を

し
な

が
ら

治
療

を
続

け
て

い
く

た
め

の
制

度
の

た
め

、

登
録

し
て

い
る

社
員

は
職

場
に

出
社

し
て

い
る

。
 

が
ん

以
外

の
疾

病
で

療
養

し
て

い
る

社
員

に
は

、
産

業
医

の
指

示
に

応
じ

て
個

別
に

対
応

し
て

い
る

。
 

3
0

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
長

期
療

養
中

の
社

員
に

対
し

て
は

、
看

護
師

な
ど

の
産

業
保

健
ス

タ
ッ

フ
が

中
心

と
な

っ
て

定
期

的
に

連
絡

を
と

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
個

人
情

報
が

含
ま

れ
る

内
容

と
な

る
こ

と
や

、
治

療
や

療
養

に
専

念
し

て
も

ら
う

と
い

う
観

点
か

ら
も

、
会

社
が

前
面

に
立

っ
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

と
い

う
よ

り
も

、
産

業
保

健
ス

タ
ッ

フ
に

フ
ォ

ロ
ー

し
て

も
ら

う

か
た

ち
を

と
っ

て
い

る
。

看
護

師
が

聞
い

た
内

容
に

よ
っ

て
、

必
要

に
応

じ
て

人
事

部

や
部

署
の

上
司

な
ど

へ
連

絡
が

く
る

。
 

・
復

職
後

は
定

期
的

に
産

業
医

が
面

談
を

し
て

い
る

。
必

要
に

応
じ

て
人

事
部

も
同

席

し
、

就
業

配
慮

や
働

き
方

な
ど

を
一

緒
に

相
談

す
る

な
ど

、
密

接
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
っ

て
い

る
。

 

・
産

業
医

か
ら

主
治

医
に

対
し

て
は

、
意

見
書

を
提

出
し

た
り

、
質

問
な

ど
も

し
て

い
る

。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

は
試

験
的

に
実

施
し

て
い

る
。

物
理

的
に

は
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

は
可

能

だ
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

観
点

や
会

社
の

規
則

上
も

職
場

に
出

勤
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

営
業

職
は

別
と

し
て

事
務

職
等

が
就

業
場

所
を

自
由

に
で

き
る

よ

う
な

環
境

・
制

度
は

な
い

。
 

・
が

ん
就

労
支

援
制

度
に

は
テ

レ
ワ

ー
ク

は
明

記
し

て
い

な
い

。
 

制
度

の
内

容
 

・
在

宅
勤

務
制

度
に

つ
い

て
 

以
前

か
ら

あ
り

、
育

児
や

介
護

な
ど

の
限

定
し

た
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
お

り
、

4
0

名
か

ら
5
0

名
（
全

員
が

育
児

ニ
ー

ズ
）
ほ

ど
が

登
録

し
て

い
る

。
 

み
な

し
労

働
と

い
う

形
に

し
て

い
る

。
 

就
労

場
所

を
在

宅
の

み
に

限
定

し
て

お
り

、
業

務
内

容
は

本
人

と
上

司
が

協
議

し
た

上
で

実
施

し
て

い
る

。
 

在
宅

勤
務

日
は

事
前

申
請

だ
け

で
な

く
、

状
況

に
応

じ
て

当
日

の
在

宅
勤

務
に

も
対

応
し

て
い

る
。

在
宅

勤
務

し
た

日
は

業
務

報
告

書
を

提
出

す
る

。
 

在
宅

勤
務

は
、

子
ど

も
の

体
調

悪
化

な
ど

は
事

由
に

な
る

が
、

本
人

の
体

調
等

は
事

由
に

な
ら

な
い

制
度

に
し

て
い

る
。

そ
れ

を
治

療
と

の
両

立
に

広
げ

る
こ

と

は
、

本
人

が
無

理
を

し
か

ね
な

い
状

況
に

な
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

。
会

社
と

し

て
、

本
人

の
体

調
等

で
通

勤
で

き
な

い
状

態
に

も
か

か
わ

ら
ず

在
宅

で
仕

事
を

さ

せ
て

い
い

の
か

、
安

全
配

慮
の

面
か

ら
も

目
の

届
か

な
い

状
況

に
な

る
こ

と
が

懸

念
さ

れ
る

。
 

が
ん

就
労

支
援

制
度

で
の

試
験

的
な

在
宅

勤
務

は
、

本
人

が
仕

事
が

で
き

る
状

態
に

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
上

で
の

週
１

日
の

み
の

在
宅

勤
務

で
あ

る
。

定
期

的

な
産

業
医

と
の

面
談

も
実

施
し

て
い

る
。

 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
職

場
以

外
で

仕
事

を
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

必
要

で
あ

れ
ば

両
立

支
援

や
そ

れ
以

外
の

社
員

に
も

拡
大

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 

な
し

 

・
現

在
は

、
営

業
職

や
在

宅
勤

務
を

除
い

た
社

員
に

対
し

て
は

職
場

以
外

で
の

就

労
を

認
め

て
い

な
い

。
 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

―
 

具
体

的
な

内
容

 
―

 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
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3
1

理
由

 

・
職

場
以

外
で

仕
事

し
て

も
よ

い
と

い
う

規
則

に
変

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
ハ

ー
ド

ル

が
あ

る
。

働
き

方
改

革
に

そ
っ

て
、

今
後

検
討

し
て

い
く

可
能

性
は

あ
る

が
、

医
療

機
関

と
な

る
と

別
の

ハ
ー

ド
ル

が
あ

る
。

 

・
医

療
機

関
に

長
期

に
入

院
し

な
け

れ
ば

ら
な

い
状

況
に

は
、

個
別

に
対

応
す

る
こ

と
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

が
、

現
実

的
に

治
療

に
専

念
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状

況
に

お
い

て
仕

事
が

で
き

る
状

態
で

あ
る

か
は

疑
問

が
の

こ
る

。
 

・
自

宅
退

院
し

て
い

る
状

況
や

骨
折

な
ど

の
け

が
で

あ
れ

ば
わ

か
ら

な
く

も
な

い
が

、

会
社

と
し

て
療

養
中

は
療

養
に

専
念

し
て

も
ら

う
こ

と
を

大
切

に
し

て
い

る
の

で
、

そ
の

方
針

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
て

い
る

。
 

・
病

院
内

で
の

就
労

と
な

る
と

労
災

面
や

就
労

す
る

場
所

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

も
課

題

に
な

る
と

考
え

る
。

 

・
長

期
療

養
中

の
社

員
に

対
し

て
会

社
が

一
律

に
情

報
発

信
を

し
て

い
な

い
が

、

育
児

休
業

中
の

社
員

に
対

し
て

は
、

希
望

者
に

対
し

て
メ

ル
マ

ガ
を

発
信

し
て

い

る
。

復
職

時
の

面
談

で
異

動
等

も
説

明
し

て
い

る
。

 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

・
国

の
方

針
と

し
て

医
療

機
関

で
の

テ
レ

ワ
ー

ク
を

推
進

し
て

い
く

の
で

あ
れ

ば
、

国
か

ら
医

療
機

関
へ

協
力

依
頼

な
ど

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
し

て
も

ら
う

必
要

が
あ

る
。

医
療

機
関

は
治

療
す

る
た

め
の

場
所

だ
と

思
う

の
で

、
一

企
業

の
働

き
か

け
で

は
難

し
い

と
考

え
る

。
 

・
休

職
期

間
満

了
を

控
え

て
い

た
た

め
、

主
治

医
の

承
認

を
と

っ
て

復
帰

し
た

が

す
ぐ

休
ん

で
し

ま
っ

た
と

い
う

例
が

あ
っ

た
。

病
院

の
主

治
医

は
就

労
と

い
う

観

点
か

ら
本

人
の

業
務

内
容

が
負

荷
に

な
ら

な
い

か
な

ど
も

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

が
と

れ
る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。
 

・
共

有
で

使
え

る
オ

フ
ィ

ス
な

ど
が

で
て

き
て

い
る

が
、

そ
う

い
っ

た
環

境
を

整
え

る

際
に

補
助

金
な

ど
が

で
る

と
よ

い
。

民
間

企
業

が
運

営
し

て
い

る
会

員
制

の
共

有
オ

フ
ィ

ス
の

法
人

契
約

の
際

の
支

援
金

な
ど

が
あ

る
と

、
企

業
が

ト
ラ

イ
ア

ル

を
し

や
す

く
な

る
。

 

・
現

在
両

立
し

て
い

る
社

員
が

少
な

い
の

で
課

題
に

は
な

っ
て

い
な

い
が

、
両

立

支
援

が
必

要
な

社
員

が
増

え
て

時
短

や
在

宅
勤

務
に

な
っ

た
時

に
、

他
の

社

員
に

対
す

る
負

荷
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

助
成

金
な

ど
が

あ
れ

ば
、

一
時

的
に

人
員

を
充

て
ら

れ
る

な
ど

も
考

え
ら

れ
る

。
 

・
本

人
の

経
済

的
な

状
況

を
救

う
た

め
に

も
企

業
が

働
く

環
境

を
整

え
て

治
療

と

の
両

立
を

支
援

す
る

こ
と

は
国

か
ら

の
要

請
と

い
う

部
分

が
あ

る
が

、
ど

う
し

て
も

一
企

業
で

の
限

界
が

あ
る

。
ど

う
し

て
も

支
援

で
き

な
い

社
員

が
い

た
場

合
は

、

社
会

的
な

受
け

皿
（
現

在
の

会
社

で
は

な
い

が
就

労
で

き
る

場
）
が

あ
る

な
ど

、

本
人

の
選

択
肢

が
増

え
る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。
企

業
に

対
す

る
支

援
と

本
人

に

対
す

る
支

援
の

両
方

が
必

要
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。
 

3
2

調
査

n
o
 

1
3 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｍ
社

（
陸

運
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
２

年
で

失
効

す
る

年
次

有
給

休
暇

を
最

長
4
0

日
ま

で
積

み
立

て
が

で
き

る
制

度

が
あ

る
。

「
保

存
年

次
休

暇
」
と

い
っ

て
い

る
。

自
身

の
疾

病
の

た
め

に
利

用
す

る

人
も

い
る

。
有

休
を

消
化

し
た

後
は

、
欠

勤
(最

長
1
2
0

日
)、

休
職

(最
長

2
年

8

ヵ
月

)を
取

得
す

る
こ

と
に

な
る

。
長

期
入

院
や

、
メ

ン
タ

ル
面

の
疾

病
療

養
な

ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
な

お
、

来
年

度
か

ら
「
保

存
年

次
休

暇
」
を

最
長

5
0

日
に

す
る

こ
と

が
決

定
し

た
。

 

・
休

職
中

は
傷

病
手

当
金

が
支

給
さ

れ
て

い
る

。
 

・
当

社
は

、
健

康
を

追
求

す
る

経
営

を
推

進
す

る
た

め
、

2
0
1
6

年
2

月
1

日
付

に

て
「
健

康
宣

言
」
を

制
定

し
た

。
労

働
安

全
衛

生
管

理
体

制
に

定
め

る
中

央
総

括

安
全

衛
生

管
理

者
を

最
高

健
康

責
任

者
（
C

h
ie

f 
H

ea
lt
h
 O

ff
ic

er
)と

し
て

、
人

事

部
門

が
中

心
と

な
り

取
り

組
み

を
推

進
し

、
自

社
企

業
立

病
院

に
よ

る
医

療
的

な

支
援

で
連

携
し

て
い

る
。

 

・
こ

の
推

進
体

制
の

も
と

、
社

員
と

そ
の

家
族

に
対

し
、

「
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

」
「
が

ん
対

策
」
「
生

活
習

慣
・
運

動
対

策
」
を

講
じ

て
、

健
康

の
維

持
・
増

進
を

図
り

、

「
安

心
・
安

全
の

更
な

る
構

築
」
と

「
労

働
生

産
性

の
向

上
」
に

務
め

て
い

る
。

 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
休

職
中

は
、

主
に

上
司

が
様

子
を

確
認

し
、

産
業

医
、

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

と
情

報

共
有

し
て

い
る

。
 

・
休

職
か

ら
の

復
職

に
あ

た
っ

て
は

、
主

治
医

の
診

断
書

を
基

に
産

業
医

が
面

談
し

た
後

、
審

査
会

を
開

催
し

、
復

職
の

可
否

、
復

職
時

就
労

内
容

な
ど

も
含

め
て

検

討
し

て
い

る
。

 

・
復

職
時

、
基

本
は

元
の

職
場

に
な

る
が

、
当

人
に

と
っ

て
無

理
の

な
い

こ
と

を
配

慮

し
、

必
要

が
あ

れ
ば

職
場

変
更

も
行

っ
て

い
る

。
 

・
復

職
後

、
1

ヵ
月

程
度

は
、

就
労

時
間

を
短

縮
す

る
場

合
も

あ
る

。
 

・
主

治
医

は
、

業
務

内
容

を
患

者
本

人
か

ら
の

聞
き

取
り

で
把

握
し

て
い

る
。

本
人

が
十

分
伝

え
て

い
な

い
ケ

ー
ス

も
あ

り
、

主
治

医
に

業
務

内
容

が
よ

く
伝

わ
ら

な

い
ま

ま
「
就

労
可

能
」
と

判
断

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

産
業

医
が

本
人

と
の

面
談

の
中

で
し

っ
か

り
確

認
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

・
復

職
に

つ
い

て
は

、
通

常
勤

務
で

の
復

職
が

前
提

。
復

職
直

後
の

就
業

措
置

を

除
き

、
短

時
間

勤
務

を
前

提
と

し
た

復
職

は
テ

レ
ワ

ー
ク

を
含

め
想

定
し

て
い

な

い
。

 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
本

社
勤

務
員

か
つ

妊
娠

者
、

育
児

休
業

者
お

よ
び

介
護

休
業

者
の

う
ち

早
期

復

職
者

を
利

用
対

象
と

し
て

、
在

宅
勤

務
制

度
が

あ
る

。
原

則
自

宅
で

あ
る

が
、

勤

務
が

で
き

る
環

境
で

あ
れ

ば
そ

の
他

も
可

と
し

て
い

る
。

 

・
本

社
勤

務
で

、
モ

バ
イ

ル
機

器
(P

C
、

iP
ad

な
ど

)を
貸

与
さ

れ
て

い
る

社
員

を
対

象
に

し
た

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
勤

務
制

度
が

あ
り

、
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
な

ど

で
の

執
務

が
可

能
な

テ
レ

ワ
ー

ク
の

制
度

に
な

っ
て

い
る

。
 

－ 253 －



3
3

制
度

の
内

容
 

（
経

緯
）
 

・
在

宅
勤

務
は

2
0
1
4

年
10

月
か

ら
、

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
勤

務
は

2
0
1
6

年
9

月

か
ら

導
入

し
て

い
る

。
 

・
い

ず
れ

も
働

き
方

改
革

に
向

け
た

取
り

組
み

に
な

っ
て

い
る

。
 

(考
え

方
) 

・
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
勤

務
は

、
い

つ
で

も
連

絡
可

能
で

、
呼

び
出

し
に

応
じ

ら
れ

る

こ
と

が
条

件
に

な
っ

て
い

る
。

 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

（
在

宅
勤

務
、

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
勤

務
）
の

拡
充

を
契

機
に

、
モ

バ
イ

ル
機

器
の

整
備

を
急

速
に

進
め

、
本

社
勤

務
員

へ
の

モ
バ

イ
ル

パ
ソ

コ
ン

の
貸

与
数

を
大

幅
に

増
加

し
た

。
営

業
関

連
の

部
署

で
は

、
従

業
員

全
員

に
iP

ad
を

支
給

し
、

外
出

先
か

ら
も

執
務

が
で

き
る

環
境

を
整

え
て

い
る

。
 

・
ス

ラ
イ

ド
勤

務
と

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
な

ど
を

活
用

し
た

、
「
直

行
と

直
帰

の
推

奨
」

を
全

社
的

に
発

信
し

、
制

度
活

用
と

個
人

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
へ

の
意

識
に

よ
っ

て

生
産

性
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
勤

務
で

は
、

利
用

事
由

は
限

定
し

て
い

な
い

。
上

司
の

承
認

が
あ

れ
ば

よ
い

。
足

に
外

傷
を

負
っ

た
従

業
員

が
一

定
期

間
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ

ス
勤

務
し

た
例

が
あ

る
。

 

・
現

在
、

在
宅

勤
務

は
「
妊

娠
」
、

「
育

児
」
、

「
介

護
」
に

限
定

し
て

い
る

が
、

「
自

身
の

傷
病

」
な

ど
に

範
囲

を
拡

大
す

る
可

能
性

は
あ

る
と

思
う

。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
否

定
的

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

 

理
由

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
の

仕
事

は
認

め
て

い
な

い
。

 

・
病

院
は

、
病

気
を

治
す

と
こ

ろ
で

、
仕

事
を

す
る

場
で

は
な

い
と

捉
え

て
い

る
。

 

・
そ

も
そ

も
、

入
院

が
必

要
な

状
態

を
「
復

職
」
と

し
て

認
め

る
の

か
と

い
う

問
題

も
あ

る
。

 

・
現

行
の

法
令

で
は

、
安

全
配

慮
義

務
の

観
点

か
ら

、
病

院
内

の
就

労
は

認
め

ら

れ
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
。

 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

・
入

院
中

で
も

就
労

可
能

は
ど

う
い

う
場

合
な

の
か

と
い

う
判

断
基

準
を

示
し

て
欲

し

い
。

安
全

配
慮

義
務

違
反

に
つ

な
が

る
リ

ス
ク

は
と

れ
な

い
。

 

・
病

室
内

で
通

信
機

器
の

利
用

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
増

え
て

い
る

。
ま

た
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

し
て

も
対

策
は

可
能

と
思

う
。

し
た

が
っ

て
ハ

ー
ド

的
な

ハ

ー
ド

ル
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

と
思

う
。

 

そ
の

他
 

・
メ

ン
タ

ル
的

な
疾

患
の

場
合

、
復

職
の

前
段

階
で

模
擬

的
就

労
を

経
験

す
る

と
い

う
就

労
支

援
施

設
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

施
設

は
有

効
と

思
う

が
保

険
が

適
用

さ
れ

な
か

っ
た

り
、

数
が

少
な

い
の

で
い

つ
で

も
予

約
が

い
っ

ぱ
い

と
い

う
状

況
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

施
設

を
充

実
さ

せ
、

利
用

し
や

す
く

す
る

施
策

が
あ

る
と

よ
い

と
思

う
。

 

3
4

調
査

n
o
 

1
4 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｎ
社

（
そ

の
他

の
製

造
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
２

年
で

失
効

す
る

年
次

有
給

休
暇

を
最

長
6
0

日
ま

で
積

み
立

て
が

で
き

る
制

度

が
あ

る
。

自
身

の
疾

病
の

た
め

に
利

用
す

る
人

も
い

る
。

メ
ン

タ
ル

的
な

病
気

や
、

が
ん

罹
患

者
も

い
る

。
 

・
最

長
で

3
年

間
の

休
職

制
度

が
あ

り
、

長
期

入
院

や
、

メ
ン

タ
ル

面
の

疾
病

療
養

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
 

・
休

職
中

は
、

健
保

か
ら

の
傷

病
給

付
金

の
他

、
会

社
と

従
業

員
で

構
成

さ
れ

た
福

利
厚

生
を

担
う

互
助

会
（
福

祉
会

）
か

ら
手

当
が

支
給

さ
れ

、
生

活
費

程
度

は
賄

え
る

。
 

・
健

康
経

営
を

推
進

し
て

お
り

、
が

ん
の

早
期

発
見

に
つ

な
が

る
よ

う
に

、
健

康
診

断

の
項

目
を

検
討

す
る

な
ど

予
防

に
力

を
入

れ
て

い
る

。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
休

職
や

休
暇

を
利

用
し

た
長

期
療

養
者

に
対

し
て

は
、

主
治

医
か

ら
診

断
書

を
も

ら
い

、
産

業
医

と
人

事
で

情
報

交
換

し
て

い
る

。
 

・
休

職
か

ら
復

職
に

あ
た

っ
て

は
主

治
医

の
診

断
書

を
基

に
産

業
医

の
面

談
を

必

須
と

し
て

い
る

。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
最

近
は

、
メ

ン
タ

ル
面

で
休

職
す

る
社

員
が

増
え

て
い

る
。

 

・
メ

ン
タ

ル
面

で
の

復
職

に
あ

た
っ

て
は

、
「
試

し
出

勤
」
を

行
っ

た
う

え
で

、
本

格
的

な
復

職
に

移
行

す
る

こ
と

も
実

施
し

て
い

る
。

 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
育

児
や

介
護

の
た

め
の

在
宅

勤
務

制
度

は
あ

り
、

一
部

テ
レ

ワ
ー

ク
も

実
施

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
育

児
・
介

護
に

限
定

し
て

お
り

、
治

療
は

対
象

外
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
従

業
員

に
対

し
て

モ
バ

イ
ル

端
末

を
配

布
し

、
IC

T
を

活
用

し
た

場
所

に
と

ら
わ

れ

な
い

モ
バ

イ
ル

ワ
ー

ク
を

推
進

し
て

い
る

。
営

業
担

当
者

は
、

モ
バ

イ
ル

P
C

に
よ

る
テ

レ
ワ

ー
ク

を
実

施
し

て
い

る
。

 

（
経

緯
）
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
対

象
拡

大
の

必
要

性
は

認
識

し
て

お
り

、
デ

バ
イ

ス
を

含
め

ど
の

よ

う
な

環
境

整
備

が
必

要
か

、
検

討
し

て
い

る
。

 

・
特

定
の

従
業

員
に

対
し

て
、

所
定

労
働

時
間

に
関

す
る

規
定

に
関

わ
ら

ず
、

フ
レ

ッ
ク

ス
勤

務
体

制
を

適
用

し
て

い
る

。
ま

た
専

門
的

な
業

務
に

従
事

す
る

従
業

員

に
つ

い
て

は
、

裁
量

労
働

制
を

適
用

し
て

い
る

。
 

(考
え

方
) 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

問
題

が
大

き
い

。
当

社
は

お
客

様
の

情
報

を
預

か
っ

て
プ

リ

ン
ト

な
ど

加
工

す
る

こ
と

を
行

っ
て

お
り

、
お

客
様

の
所

有
情

報
漏

洩
が

最
も

怖

い
。

 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
対

象
拡

大
の

た
め

に
は

、
P
C

の
シ

ン
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
化

な
ど

で
か

な

り
の

投
資

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。
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3
5

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
治

療
の

た
め

の
テ

レ
ワ

ー
ク

も
有

効
と

思
う

が
、

治
療

中
は

、
休

暇
や

休
職

を
利

用

し
て

、
治

療
に

専
念

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
い

う
思

い
が

あ
る

。
当

社
は

休
職

中
も

互
助

会
（
福

祉
会

）
か

ら
手

当
の

支
給

も
あ

り
、

経
済

的
問

題
は

比
較

的
小

さ
い

と

考
え

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

、
治

療
に

専
念

す
る

た
め

に
、

会
社

を
や

め
た

人
は

い

な
い

と
認

識
し

て
い

る
。

 

・
一

方
、

骨
折

な
ど

の
治

療
に

つ
い

て
は

、
P
C

な
ど

は
問

題
な

く
操

作
で

き
る

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
可

能
性

は
あ

る
と

思
う

。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
否

定
的

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

 

理
由

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
は

、
治

療
を

優
先

し
て

も
ら

い
た

い
こ

と
が

基
本

的
な

考
え

方
で

あ
る

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

問
題

が
大

き
い

と
考

え
て

い
る

。
病

院
は

、
不

特
定

多
数

の

人
が

周
囲

に
い

る
環

境
で

あ
り

、
管

理
可

能
な

自
宅

や
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
と

は

異
な

る
。

 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

・
院

内
テ

レ
ワ

ー
ク

は
想

定
が

困
難

。
 

・
現

在
、

入
院

期
間

は
短

縮
化

が
促

進
さ

れ
て

お
り

、
仕

事
が

で
き

る
く

ら
い

で
あ

れ

ば
退

院
を

勧
告

さ
れ

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

そ
の

他
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

の
た

め
に

は
、

W
i-

fi
が

ど
こ

で
も

利
用

で
き

る
よ

う
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環

境
の

整
備

な
ど

が
支

援
内

容
と

し
て

考
え

ら
れ

る
。

 

・
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
の

整
備

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

 

・
長

期
療

養
者

の
勤

務
に

対
す

る
助

成
制

度
も

考
え

ら
れ

る
が

、
一

定
規

模
以

上
の

法

人
は

対
象

外
に

な
る

の
で

は
と

い
う

思
い

も
あ

る
。

 

（
一

人
一

人
の

活
躍

支
援

に
関

す
る

捉
え

方
な

ど
）
 

・
特

記
事

項
な

し
。

 

3
6

調
査

n
o
 

1
5 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｏ
社

（
ゴ

ム
製

品
製

造
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
1
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
が
ん
治
療
と
就
労
の
両
立
支
援
）
 

・
「
一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
に
取
り
組
み
、
い
き
い
き
と
働
く
職
場
を
つ
く
る
」

を
行

動
指

針
と

し
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
（

セ
ル

フ
ケ

ア
、

ラ
イ

ン
ケ

ア
の

強
化

）
や

生
活

習
慣

病
の

改
善

・
予

防
の

た
め

の
健

康
増

進
行

動
の

促
進

、
職

場
目
線
で
の
環
境
改
善
な
ど
、
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

・
今

後
、

働
き

方
改

革
と

連
動

し
な

が
ら

、
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
を

強
力

に
推

進

す
る

た
め

、
従

業
員

の
健

康
の

位
置

づ
け

や
グ

ル
ー

プ
と

し
て

の
取

り
組

み
を

明
確

に
す

る
べ

く
、

2
0
1
7
年

に
は

健
康

宣
言

を
制

定
し

た
。

 

・
健

康
経

営
の

取
組

の
一

環
と

し
て

、
が

ん
罹

患
者

が
、

治
療

に
対

し
て

の
意

欲

を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
仕
事
が
生
き
が
い
と
な
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の

よ
う

な
支

援
が

、
会

社
に

と
っ

て
も

従
業

員
に

と
っ

て
も

利
益

の
あ

る
も

の
と
考
え
、
取
組
を
展
開
し
て
い
る
。
 

・
上

司
、

保
健

師
、

対
象

者
の

３
者

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
密

に
と

っ
て

の

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
主

治
医

、
産

業
医

の
意

見
を

参
考

に
対

象
者

に
と

っ
て

そ
の
時
の

b
e
s
t
な
方
法
を
検
討
す
る
。
 

・
対

話
は

当
た

り
前

の
日

常
の

行
為

で
あ

り
、

対
話

の
た

め
の

特
別

な
場

を
設

け

て
い

る
訳

で
な

く
、

日
常

的
に

場
所

を
選

ば
ず

行
っ

て
い

る
。

特
に

時
間

を
設

け
た
り
、
場
所
を
設
定
し
た
り
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
 

・
制

度
化

し
て

い
な

い
の

で
、

周
知

は
行

っ
て

い
な

い
が

、
慣

例
と

し
て

、
勤

務

で
き

る
状

態
で

あ
る

が
治

療
が

必
要

な
場

合
に

は
、

上
司

あ
る

い
は

、
保

健
師

に
対
象
者
が
相
談
し
対
応
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
時
の
復
職
支
援
制
度
）
 

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

に
よ

り
休

職
に

な
っ

た
場

合
に

の
み

復
職

支
援

制
度

を

設
け

て
い

る
。

厚
生

労
働

省
に

よ
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

内
規

を
作

成
し

て
い
る
。
 

・
復

職
支

援
制

度
は

、
休

職
中

に
行

う
リ

ハ
ビ

リ
出

社
（

試
し

出
社

）
と

復
職

し

た
後
の
負
担
軽
減
期
間
（
慣
ら
し
勤
務
）
に
よ
り
、
職
場
復
帰
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
試
し
出
社
の
開
始
は
、
対
象
者
の
日
常
生
活
が
整
い
、
主
治
医
の
許
可
が
あ
り

、

試
し

出
勤

中
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

主
治

医
が

了
解

し
た

の
ち

に
、

人
事

部
長

の
承

認
後
開
始
と
な
る
。
試
し
出
社
は
、
１
～
２

ヵ
月
を
目
安
と
し
、
１
週
間
毎
に
対

象
者

、
上

司
、

保
健

師
の

３
者

で
面

談
を

行
い

心
身

の
状

況
を

確
認

し
、

対
象

者
の

不
安

の
軽

減
を

図
っ

て
い

る
。

出
社

時
間

も
徐

々
に

延
長

し
定

時
に

会
社

に
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
産
業
医
の
復
職
可
能
の
了
解
を
も
ら
っ
た
う
え
で
、

人
事
部
長
の
承
認
を
得
て
慣
ら
し
勤
務
に
移
行
す
る
。
 

・
慣
ら
し
勤
務
は
６

ヵ
月
を
目
安
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
定
期
的
に
３
者
面
談
と
産

業
医

面
談

を
行

う
。

心
身

の
状

況
に

問
題

な
け

れ
ば

主
治

医
、

産
業

医
の

了
解

の
も
と
通
常
勤
務
に
移
行
す
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
経

営
ト

ッ
プ

に
よ

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

も
と

、
本

社
は

人
事

部
、

事
業

所
は

総

務
グ
ル
ー
プ
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
健
康
経
営
を
推
進
し
て
い
る
。
 

・
主

治
医

な
ど

と
の

連
携

は
良

好
に

運
用

さ
れ

て
お

り
、

主
治

医
と

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
も

保
健

師
が

対
象

者
が

受
診

す
る

時
に

同
行

す
る

等
、

主
治

医
の

意
見

も
必

ず
参

考
に

し
て

対
応

を
行

っ
て

い
る

。
保

健
師

が
同

行
す

る
こ

と
は

知
る

限
り

で
は

行
っ

て
い

る
企

業
は

な
く

、
特

徴
の

１
つ

と
考

え
て

い
る

。
同

行
は

、
本

人
の

了
承

を
得

て
行

っ
て

い
る

。
無

理
強

い
は

し
て

い
な

い
が

、
ほ
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3
7

と
ん

ど
の

場
合

、
本

人
も

そ
の

方
が

安
心

だ
と

言
わ

れ
同

行
し

て
い

る
。

会
社

へ
の

説
明

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
る

こ
と

も
同

行
を

希
望

す
る

理
由

と
な

っ
て

い
る

と
考
え
て
い
る
。
 

・
産

業
医

は
、

全
国

で
非

常
勤

６
名

を
配

置
し

て
い

る
。

保
健

師
は

全
国

で
合

計

８
名
在
席
し
て
い
る
。
本
社
事
業
所
に
は
２
名
を
配
置
し
、
従
業
員

3
5
0
名
に

１
名
程
度
の
割
合
で
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

な
し

 

制
度

の
内

容
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

の
導

入
は

検
討

中
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
が

ん
罹

患
者

へ

の
支

援
に

つ
き

、
明

確
に

制
度

化
は

し
て

い
な

い
が

、
就

労
と

の
両

立
を

し
よ

う
と

し
て

い
る

者
に

対
し

て
は

、
体

調
に

合
わ

せ
在

宅
勤

務
も

試
行

的
に

行
っ

て
い
る
。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

の
導

入
に

向
け

、
問

題
、

課
題

を
把

握
す

る
た

め
、

試
行

を

行
っ

て
い

る
。

試
行

は
育

児
者

、
介

護
者

や
治

療
と

就
労

の
両

立
を

対
象

に
し

た
在
宅
勤
務
（
週
２
日
程
度
）
を
実
施
し
て
い
る
。

 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
治

療
と

の
両

立
対

象
の

場
合

に
実

際
に

テ
レ

ワ
ー

ク
を

実
施

し
た

時
に

対
象

者

が
無

理
を

し
て

仕
事

を
し

な
い

か
の

判
断

が
難

し
い

。
導

入
す

る
場

合
に

は
、

体
調

面
に

十
分

な
注

意
を

払
い

な
が

ら
行

う
配

慮
が

必
要

と
な

る
。

 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
な

し
 

具
体

的
な

内
容

 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
等
）
 

・
入

院
中

の
就

労
は

検
討

し
て

い
な

い
。

入
院

中
は

療
養

と
し

て
考

え
る

の
で

就

労
は
さ
せ
な
い
こ
と
に
よ
る
。

 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

あ
り

 

具
体

的
な

内
容

 

（
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
等
）
 

・
職

場
復

帰
な

ど
に

関
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

上
司

、
保

健
師

が
行

っ

て
い

る
。

定
期

的
に

病
院

を
訪

問
し

、
状

態
・

治
療

・
方

針
な

ど
尋

ね
、

今
後

の
経
過
を
確
認
し
、
そ
の
経
過
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
る
。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

（
健
康
経
営
）
 

・
衛
生
目
標
に
数
値
目
標
を
設
定
。
重
点
方
策
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
・
予
防
の
た
め
の
従
業
員
自
ら
の
行
動
変
容
と
健
康
保
持

増
進
の
た
め
の
職
場
環
境
改
善
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
 

・
チ
ー
ム
を
事
業
所
単
位
で
設
け
、
事
業
所
ご
と
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
会
社

と
従

業
員

と
健

康
保

険
組

合
が

一
体

と
な

っ
て

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

3
8

調
査

n
o
 

1
6 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｐ
社

（
不

動
産

業
）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
支

援
に

つ
い

て
は

、
社

員
本

人
の

希
望

が
あ

れ
ば

、
出

来
る

だ
け

希
望

に
応

え

ら
れ

る
柔

軟
な

運
用

を
心

掛
け

て
い

る
。

制
度

と
し

て
は

、
２

年
で

失
効

す
る

年
次
有
給
休
暇
を
積
み
立
て
、
私
傷
病
等
の
際
に
利
用
で
き
る
制
度
が
あ
る
。
 

・
通

院
に

関
し

て
は

、
１

～
２

時
間

で
あ

れ
ば

労
働

時
間

内
の

外
出

と
し

て
許

可

し
て

い
る

。
診

断
書

等
を

提
出

す
る

こ
と

は
特

に
定

め
ず

、
職

場
に

任
せ

て
い

る
。
 

・
基

本
的

に
予

防
重

視
で

、
パ

ー
ト

社
員

含
む

全
社

員
の

健
康

診
断

に
重

点
を

置

い
て
い
る
。
受
診
率
は

1
0
0
％
で
、
ピ
ロ
リ
菌
、
乳
癌
健
診
、
便
潜
血
検
査
、
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
を
取
り
入
れ
、
再
検
査
の
場
合
の
費
用
も
会
社
負
担
で
行
い
、

全
て
労
働
時
間
内
の
外
出
と
し
て
い
る
。
 

（
経
緯
）
 

・
過

去
に

、
女

性
社

員
が

ピ
ロ

リ
菌

を
持

ち
な

が
ら

除
菌

等
に

行
っ

て
い

な
か

っ

た
こ

と
で

ス
キ

ル
ス

性
胃

癌
で

亡
く

な
っ

た
こ

と
が

き
っ

か
け

で
、

一
般

的
な

健
診
内
容
か
ら
現
在
の
健
診
項
目
に
充
実
さ
せ
た
。
 

・
仕

事
も

そ
れ

以
外

で
も

、
分

か
ら

な
い

事
が

あ
れ

ば
ど

ん
ど

ん
上

司
に

聞
く

、

言
う

こ
と

を
推

奨
し

て
い

る
。

年
に

１
回

、
会

長
、

社
長

が
分

担
し

て
、

社
員

の
悩
み
事
、
困
り
ご
と
を
聞
く
質
問
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

・
病

気
に

な
っ

た
場

合
に

病
気

を
言

え
な

い
環

境
で

は
な

く
、

病
気

を
言

わ
な

い

方
が
評
価
が
下
が
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
担

当
で

は
な

い
の

で
詳

細
は

分
か

ら
な

い
が

、
人

事
部

門
が

産
業

医
と

相
談

し

な
が
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。
高
ス
ト
レ
ス
者
は
４
％
程
度
と
少
な
い
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
内
容
）
 

・
昨

年
2
0
1
7
年

1
2
月

、
就

業
規

則
を

改
定

し
就

労
と

認
め

た
。

パ
ー

ト
社

員
で

も
立

派
な

戦
力

で
あ

り
、

パ
ー

ト
社

員
も

含
む

全
社

員
を

対
象

と
し

た
。

労
務

管
理

は
、

ま
だ

走
り

出
し

た
ば

か
り

で
、

現
在

は
自

己
申

告
で

部
署

に
管

理
を

任
せ

て
い

る
。

テ
レ

ワ
ー

ク
の

申
請

が
あ

っ
た

場
合

、
シ

ス
テ

ム
室

か
ら

Ｐ
Ｃ

等
を

貸
し

出
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
な

げ
て

業
務

を
行

え
る

よ
う

に
し

て
い

る
。
 

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
し

て
は

、
会

社
の

Ｐ
Ｃ

を
貸

し
出

し
遠

隔
で

管
理

す
る

。

場
所

は
自

宅
で

も
、

環
境

は
会

社
と

同
様

で
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

は
担

保
さ

れ
て

い
る

。
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

通
信

回
線

を
Ｐ

Ｃ
と

一
緒

に
送

り
、

そ
の

端
末

か
ら

社
外

か
ら

も
Ｖ

Ｐ
Ｎ

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
な

ぐ
。

今
後

も
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

は
時
代
に
合
わ
せ
強
化
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
日
数
の
上
限
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
 

・
今
後
の
課
題
は
、
Ｐ
Ｃ
を
使
わ
な
い
業
務
を
ど
う
す
る
か
。
 

（
経
緯
）
 

・
過

去
に

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

が
流

行
し

た
時

に
在

宅
勤

務
を

試
み

た
が

、
一

時
的

な

も
の
で
就
業
規
則
に
は
反
映
し
て
い
な
か
っ
た
。
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3
9

制
度

の
内

容
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
導

入
は

、
業

務
効

率
化

に
も

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
と

考
え

、
最

初

に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
た
め
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
、

デ
ー

タ
化

は
徐

々
に

進
め

て
い

く
こ

と
が

大
事

で
、

す
ぐ

に
テ

レ
ワ

ー
ク

に
移

行
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
 

・
昨
年
の

1
0
月
に
経
産
省
主
催
の
テ
レ
ワ
ー
ク
デ
ー
に
参
加
し
た
。
 

（
考
え
方
）
 

・
育

児
や

介
護

で
働

き
た

く
て

も
働

け
な

い
人

を
、

会
社

側
と

し
て

は
人

手
不

足

の
時
代
に
戦
力
に
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
ま
た
求
人
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
、

テ
レ

ワ
ー

ク
を

や
ら

な
い

こ
と

の
デ

メ
リ

ッ
ト

を
考

え
な

が
ら

進
め

て
い

く
べ

き
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
実

は
介

護
や

育
児

な
ど

の
本

格
的

な
テ

レ
ワ

ー
ク

の
導

入
は

こ
れ

か
ら

で
、

導
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

的
に

、
家

族
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
で

５
名

の
社

員
が

テ
レ

ワ
ー

ク
を

利
用

し
た

。
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

流
行

時
の

ニ
ー

ズ
は

高
い

と
感

じ
て

い
る
。
 

・
今

後
は

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
で

問
題

点
や

課
題

を
ク

リ
ア

し
な

が
ら

、
全

社
員

に
広

め
て
い
き
た
い
。
 

・
な

お
、

設
計

部
で

あ
っ

て
も

テ
レ

ワ
ー

ク
は

可
能

。
以

前
、

退
職

者
で

業
務

委
託

契
約

で
Ｃ

Ａ
Ｄ

を
貸

し
出

し
て

自
宅

で
仕

事
を

し
た

事
例

が
あ

る
。

も
し

要
望
が
あ
れ
ば
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
な

し
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

理
由

 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

は
、

特
に

職
種

分
け

は
な

く
、

そ
の

状
況

に
応

じ
考

え

て
い

く
。

入
院

等
に

限
ら

ず
、

常
に

本
人

の
希

望
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

に
応

じ
る

と
い
う
考
え
。
 

・
入

院
中

に
つ

い
て

労
働

と
し

て
認

め
る

か
ど

う
か

は
難

し
い

問
題

で
あ

る
。

本

人
の

希
望

次
第

で
は

、
会

社
側

は
な

る
べ

く
準

備
し

た
い

と
い

う
ス

タ
ン

ス
は

あ
る

が
、

就
労

規
則

に
盛

り
込

む
こ

と
は

出
来

な
い

し
、

本
人

の
状

況
で

午
前

中
は
病
院
で
出
来
る
事
が
あ
る
な
ど
、
本
人
あ
り
き
の
事
象
に
な
る
。
 

・
現

在
、

入
院

に
限

ら
ず

希
望

が
あ

れ
ば

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

貸
し

出
し

、
グ

ル
ー

プ

ウ
ェ

ア
に

ア
ク

セ
ス

し
、

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
は

出
来

る
。

就
業

に
は

な
ら

な
い

が
育

児
休

暇
で

、
そ

う
し

た
利

用
の

た
め

に
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
貸

し
出

し
た

例
も

あ
る

。
そ

の
意

味
で

、
病

気
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

情
報

共
有

し
た

い
と

い
う

本
人

か
ら

の
要

望
が

あ
れ

ば
、

会
社

の
Ｐ

Ｃ
や

携
帯

を
貸

し
出

す
こ

と
は

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
職

場
と

相
談

し
仕

事
を

す
る

こ
と

も
出

て
く

る
可

能
性

は
あ
る
。
 

・
そ

の
一

方
、

し
っ

か
り

と
療

養
し

て
戻

っ
て

貰
う

事
が

良
い

の
で

は
な

い
か

と

い
う
考
え
も
あ
り
、
そ
の
部
分
は
判
断
が
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
 

・
病

院
か

ら
、

患
者

（
社

員
）

の
働

け
る

範
囲

の
意

見
や

情
報

が
提

供
さ

れ
、

相

談
の

場
が

あ
っ

て
、

本
人

の
希

望
が

あ
れ

ば
、

リ
ハ

ビ
リ

的
に

少
し

で
も

仕
事

が
出

来
た

方
が

よ
い

の
で

あ
れ

ば
、

会
社

側
も

勤
務

と
し

て
の

扱
い

が
出

来
る

の
で

は
な

い
か

。
そ

れ
に

よ
り

、
会

社
と

病
院

が
関

わ
る

業
務

が
増

え
た

と
し

て
も

、
そ

れ
が

社
員

に
と

っ
て

良
い

と
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
、

会
社

側
と

し
て

は
行
う
と
思
う
。
 

4
0

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

・
病

院
内

で
仕

事
を

す
る

と
な

る
と

、
や

は
り

他
の

人
に

迷
惑

に
な

ら
ず

に
落

ち

着
い

て
出

来
る

場
所

が
必

要
。

イ
メ

ー
ジ

と
し

て
、

一
人

ず
つ

の
机

と
プ

ラ
イ

バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
良
い
。
 

そ
の

他
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

導
入

の
た

め
の

環
境

整
備

に
対

す
る

コ
ス

ト
面

で
、

企
業

や
医

療

機
関

に
補

助
的

な
支

援
や

優
遇

措
置

が
あ

る
と

導
入

し
や

す
く

な
る

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
は

政
策

的
に

行
っ

て
貰

う
事

で
企

業
と

し
て

、
や

り
や

す
く

な
る

と
考
え
る
。
 

・
シ

ン
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
は

コ
ス

ト
が

掛
か

る
た

め
、

そ
れ

な
り

に
体

力
の

あ
る

企

業
し

か
出

来
な

い
が

、
支

援
が

あ
る

と
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
が

担
保

さ
れ

、
テ

レ
ワ

ー
ク

を
導

入
し

や
す

く
な

り
、

導
入

企
業

も
増

え
る

の
で

は
な

い
か

。
シ

ン
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
は

ク
ラ

ウ
ド

の
中

に
サ

ー
バ

ー
が

あ
る

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
で

あ
る

が
、

コ
ス

ト
等

か
ら

当
社

も
ま

だ
そ

の
環

境
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

サ
ー

バ
ー

に
有

事
が

あ
っ

た
時

に
は

大
き

な
リ

ス
ク

が
あ

る
が

、
今

の
と

こ
ろ

対
策

が
し

っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
は
考
え
に
く
い
。
 

（
一
人
一
人
の
活
躍
支
援
に
関
す
る
捉
え
方
等
）
 

・
会

社
の

社
訓

や
社

風
を

前
提

に
、

個
別

に
対

応
し

て
き

た
。

今
後

も
、

人
事

部

門
が
社
員
に
寄
り
添
っ
た
形
で
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。
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4
1

調
査

n
o
 

1
7 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｑ
社

（
電

気
機

械
器

具
製

造
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
傷

病
、

介
護

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

目
的

を
限

定
し

た
「
積

立
休

暇
」
が

年
間

5

日
支

給
さ

れ
、

2
0

日
を

上
限

に
積

み
立

て
ら

れ
る

制
度

が
あ

る
。

有
休

休
暇

・
積

立
休

暇
を

消
化

し
た

後
は

、
病

気
欠

勤
(最

長
6

ヵ
月

)、
休

職
(最

長
3

年
)を

取
得

す
る

こ
と

に
な

る
。

長
期

入
院

や
、

メ
ン

タ
ル

面
の

疾
病

療
養

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
 

・
休

職
中

は
、

傷
病

手
当

金
と

し
て

、
報

酬
の

約
2
/
3

が
支

給
さ

れ
て

い
る

。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
休

職
や

休
暇

を
利

用
し

た
長

期
療

養
者

に
対

し
て

は
、

主
治

医
か

ら
は

診
断

書
を

も
ら

い
、

産
業

医
、

人
事

、
上

司
の

三
者

で
情

報
交

換
し

て
い

る
。

 

・
休

職
か

ら
復

職
に

あ
た

っ
て

は
主

治
医

の
診

断
書

を
基

に
産

業
医

、
人

事
、

上
司

の
三

者
で

検
討

し
、

判
断

し
て

い
る

。
 

・
大

き
な

病
院

で
は

「
就

業
と

の
両

立
支

援
室

」
を

置
い

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
。

 

・
最

近
は

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

や
社

会
保

険
労

務
士

と
調

整
す

る
ケ

ー
ス

も
出

て
き

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
関

係
者

が
増

え
て

く
る

中
で

、
基

本
的

に
は

医
師

間
し

か
認

め
ら

れ
て

い
な

い
診

療
情

報
の

提
供

に
つ

い
て

、
今

後
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

思
う

。
 

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
 

・
主

治
医

は
基

本
的

に
患

者
側

に
た

っ
て

い
る

の
で

、
復

職
を

回
復

の
一

手
段

と
し

て
考

え
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
る

。
一

方
、

会
社

側
は

回
復

し
た

状
態

で
働

い
て

欲
し

い
と

い
う

考
え

方
で

あ
り

、
多

少
の

意
識

ギ
ャ

ッ
プ

が
生

じ
る

場
合

も
あ

る
。

 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
全

社
員

約
3
4
,5

0
0

名
を

対
象

と
し

た
テ

レ
ワ

ー
ク

制
度

が
あ

る
。

“
働

き
方

改
革

”

の
目

玉
と

考
え

て
い

る
。

 

・
1

週
間

に
2

回
ま

で
を

目
安

に
、

自
宅

や
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
な

ど
で

働
け

る
制

度
に

な
っ

て
い

る
。

 

・
上

司
の

許
可

が
あ

れ
ば

、
日

数
の

上
限

は
設

け
て

い
な

い
。

 

・
職

場
単

位
で

は
7
5
％

程
度

が
適

用
し

て
い

る
。

 

・
サ

テ
ラ

イ
ト
オ

フ
ィ

ス
は

会
社

所
有

が
数

ヵ
所

あ
り

、
デ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
が

提
供

し
て

い

る
シ

ェ
ア

オ
フ

ィ
ス

の
利

用
も

、
近

日
中

に
開

始
す

る
予

定
。

 

（
経

緯
）
 

・
2
0
1
7

年
４

月
か

ら
開

始
し

て
い

る
。

「
一

人
ひ

と
り

の
生

産
性

向
上

」
、

「
育

児
や

介

護
な

ど
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
環

境
の

構
築

」
な

ど
が

狙
い

と
な

っ
て

い

る
。

結
果

と
し

て
労

働
時

間
の

削
減

に
も

つ
な

が
る

と
考

え
て

い
る

。
 

(考
え

方
) 

・
時

間
管

理
(テ

レ
ワ

ー
ク

の
中

の
休

憩
時

間
の

取
り

方
な

ど
)が

課
題

と
な

っ
て

い

る
。

 

・
P
C

は
シ

ン
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

な
っ

て
い

る
が

、
自

宅
や

自
社

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
以

外
で

は
、

第
三

者
が

い
る

こ
と

も
あ

り
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
は

留
意

し
て

い
る

。

引
き

続
き

IT
部

門
と

検
討

を
す

す
め

て
い

る
。

 

・
現

在
、

通
信

費
や

電
気

代
は

自
己

負
担

に
な

っ
て

い
る

が
、

今
後

は
扱

い
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
 

4
2

制
度

の
内

容
 

・
職

場
に

よ
っ

て
は

活
用

が
す

す
ん

で
い

な
い

と
こ

ろ
も

あ
り

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
な

ど
で

活
用

方
法

に
つ

い
て

の
啓

発
を

し
て

い
く

。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
現

在
は

、
介

護
、

育
児

が
中

心
と

な
っ

て
い

る
。

治
療

に
つ

い
て

は
制

度
上

う
た

っ

て
い

な
い

。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

に
よ

り
、

通
勤

に
よ

る
身

体
的

な
負

担
が

な
く

な
り

、
通

勤
時

間
分

が
有

効
に

使
え

る
と

い
う

メ
リ
ッ

ト
が

あ
る

。
 

・
こ

れ
ま

で
、

休
職

な
ど

か
ら

の
復

職
は

「
毎

日
来

社
可

能
で

、
所

定
労

働
時

間
の

勤
務

が
可

能
に

な
っ

た
状

態
」
が

判
断

基
準

に
な

っ
て

き
た

。
今

後
、

テ
レ

ワ
ー

ク

の
利

用
を

考
え

る
と

き
、

こ
の

判
断

基
準

も
検

討
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

。
 

・
メ

ン
タ

ル
で

休
職

中
の

従
業

員
の

復
帰

で
は

、
ま

ず
は

生
活

の
リ
ズ

ム
を

整
え

て
も

ら
う

こ
と

が
大

事
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
テ

レ
ワ

ー
ク

の
よ

う
な

自
己

管
理

の

働
き

方
は

そ
ぐ

わ
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
否

定
的

 

具
体

的
な

内
容

 
―

 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

具
体

的
な

内
容

 
―

 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

理
由

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
の

人
に

、
仕

事
は

さ
せ

ら
れ

な
い

と
い

う
の

が
基

本
的

な
考

え
方

で
あ

る
。

 

・
医

療
機

関
に

入
院

中
の

方
は

、
休

暇
や

休
職

制
度

を
活

用
し

て
治

療
に

専
念

し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
入

院
中

に
仕

事
を

さ
せ

て
、

病
状

が
悪

化
し

た
場

合
、

企
業

の
安

全
配

慮
義

務
の

問
題

が
発

生
す

る
懸

念
が

あ
る

。
 

・
主

治
医

も
許

可
し

な
い

の
で

は
な

い
か

。
 

・
環

境
的

に
も

完
全

個
室

で
な

け
れ

ば
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
困

難
と

思
う

。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

・
院

内
テ

レ
ワ

ー
ク

は
想

定
が

困
難

。
 

そ
の

他
 

・
休

職
中

、
傷

病
手

当
金

は
非

課
税

に
な

っ
て

い
る

が
、

社
会

保
険

料
は

支
払

い
を

継

続
し

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

経
済

的
な

負
担

と
と

も
に

、
事

務
手

続
き

上
の

負
担

に
も

な

っ
て

い
る

。
な

ん
ら

か
の

支
援

が
あ

る
と

よ
い

と
思

う
。

 

－ 258 －



4
3

調
査

n
o
 

1
8 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｒ
社

（
電

気
機

械
器

具
製

造
業

）
調

査
日

時
20

18
年

2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
 

・
育

児
、

介
護

、
シ

ニ
ア

、
外

国
人

、
障

害
者

な
ど

が
働

き
や

す
い

よ
う

に
、

会

社
と

し
て

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

重
視

し
て

い
る

。
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

の
一

環
と
し
て
、
2
0
1
7
年
に
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
産
業
医
が

中
心
と
な
っ
て
策
定
し
た
。
 

・
対

象
者

の
業

務
内

容
や

疾
病

の
種

類
に

よ
り

、
対

応
が

大
き

く
異

な
る

た
め

、

統
一

的
な

制
度

は
定

め
て

い
な

い
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
よ

り
基

本
と

な
る

考
え

方
や

理
念

を
示

し
、

個
別

に
産

業
医

が
対

応
を

図
っ

て
い

る
。

フ
レ

ッ
ク

ス
制

度
や

半
休

制
度

な
ど

を
活

用
し

、
両

立
支

援
を

図
っ

て
い

る
。

病
気

や
介

護
に

よ
る

半
休

利
用

に
お

い
て

は
、

月
４

回
ま

で
を

基
本

と
し

て
い

る
半

休
制

度
の

上
限
を
緩
和
し
、
月
５
回
以
上
の
利
用
を
可
と
し
て
い
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
産
業
医
４
名
、
保
健
師
６
名
を
配
置
し
て
い
る
。
 

・
産

業
医

が
必

要
に

応
じ

、
本

人
の

同
意

を
得

て
主

治
医

と
コ

ン
タ

ク
ト

を
と

り

連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
在
宅
勤
務
制
度
等
）
 

・
2
0
1
5
年
に
在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
し
、
現
在
は

4
0
名
程
が
利
用
し
て
い
る
。
育

児
、
介
護
事
由
で
の
利
用
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
、

会
社
が
認
め
れ
ば
利
用
可
と
し
て
い
る
。
 

・
週

２
日

間
を

上
限

と
し

、
事

前
に

利
用

登
録

を
行

う
。

曜
日

を
決

め
て

利
用

す

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

子
ど

も
の

急
病

時
な

ど
、

特
別

の
事

情
が

あ
る

際
に

は
、

当
日
の
申
請
や
週
２
日
以
上
の
利
用
も
認
め
て
い
る
。
 

・
導

入
に

先
立

ち
、
2
0
1
4
年

11
月

か
ら

ト
ラ

イ
ア

ル
期

間
を

設
定

し
試

行
実

施
を

行
っ

た
。

試
行

時
は

８
時

間
の

み
な

し
勤

務
と

し
て

運
用

し
た

が
、

８
時

間
以

上
働

く
ケ

ー
ス

が
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

実
労

働
時

間
を

申
告

す
る

こ
と

と
し

た
。

在
宅

勤
務

の
翌

日
に

勤
怠

シ
ス

テ
ム

に
労

働
時

間
を

記
録

す
る

こ
と

を
基

本
的

な
運

用
と

し
て

い
る

。
始

業
時

間
や

、
終

了
時

間
の

連
絡

は
、

メ
ー

ル
等

で
実
施
し
て
い
る
者
も
い
る
が
、
規
定
は
し
て
い
な
い
。
 

・
在

宅
勤

務
の

利
用

者
は

、
出

勤
時

に
は

上
司

と
積

極
的

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
を

図
る

た
め

、
上

司
と

の
問

題
は

発
生

し
て

い
な

い
。

一
方

、
上

司
以

外
の

周
囲

の
メ

ン
バ

ー
に

や
っ

か
み

が
生

じ
る

よ
う

な
ケ

ー
ス

が
多

く
見

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

出
勤

時
は

雑
用

を
積

極
的

に
担

当
す

る
な

ど
、

メ
ン

バ
ー

に
気

配
り

す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
。
 

・
小

学
校

３
年

生
時

ま
で

利
用

で
き

る
、

法
定

基
準

（
３

歳
ま

で
）

を
上

回
る

短

時
間

勤
務

制
度

を
導

入
し

て
い

る
が

、
短

時
間

勤
務

と
在

宅
勤

務
を

併
用

す
る

利
用

者
も

多
い

。
短

時
間

勤
務

で
は

、
与

え
ら

れ
る

役
割

が
極

端
に

軽
く

な
っ

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

多
い

。
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

観
点

か
ら

、
在

宅
勤

務
を

活
用

し
て

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
に

戻
っ

て
ほ

し
い

と
考

え
て

お
り

、
在

宅
勤

務
利

用
者

に
そ
の
旨
を
伝
え
て
い
る
。
 

・
怪

我
の

治
療

時
な

ど
、

在
宅

勤
務

制
度

を
傷

病
時

に
活

用
す

る
可

能
性

は
十

分

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

短
時

間
勤

務
で

な
く

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
を

条
件

と
し

て
、

週
２

日
の

利
用

上
限

を
４

日
に

拡
大

す
る

と
い

っ
た

制
度

の
拡

大
・

充
実
も
検
討
し
て
い
る
。
 

4
4

・
メ

ン
タ

ル
面

の
要

因
に

よ
り

、
出

社
が

困
難

だ
が

自
宅

で
な

ら
業

務
が

で
き

る

よ
う

な
人

が
い

る
が

、
本

来
、

メ
ン

タ
ル

面
の

支
障

を
直

し
て

出
社

す
る

の
が

あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、
在
宅
勤
務
を
適
用
し
て
い
な
い
。
 

・
在

宅
勤

務
時

に
は

、
会

社
の

ノ
ー

ト
Ｐ

Ｃ
を

自
宅

に
持

ち
帰

り
、

会
社

の
ネ

ッ

ト
環

境
に

接
続

し
て

業
務

を
行

う
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

は
、

各
自

の
善

意
に

よ
る

管
理
に
対
応
を
委
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
製

品
化

し
て

お
り

、
当

該
シ

ス
テ

ム
を

利

用
し
て
職
場
の
様
子
を
自
宅
で
把
握
し
な
が
ら
業
務
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
育

児
、

介
護

事
由

で
の

利
用

を
基

本
と

し
て

い
る

が
、

特
別

の
事

情
が

あ
る

場

合
、
会
社
が
認
め
れ
ば
利
用
可
と
し
て
い
る
。
 

・
怪

我
の

治
療

時
な

ど
、

在
宅

勤
務

制
度

を
傷

病
時

に
活

用
す

る
可

能
性

は
十

分

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

短
時

間
勤

務
で

な
く

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
を

条
件

と
し

て
、

週
２

日
の

利
用

上
限

を
４

日
に

拡
大

す
る

と
い

っ
た

制
度

の
拡

大
・

充
実
も
検
討
し
て
い
る
。
 

・
メ

ン
タ

ル
面

の
要

因
に

よ
り

、
出

社
が

困
難

だ
が

自
宅

で
な

ら
業

務
が

で
き

る

よ
う

な
人

が
い

る
が

、
本

来
、

メ
ン

タ
ル

面
の

支
障

を
直

し
て

出
社

す
る

の
が

あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、
在
宅
勤
務
を
適
用
し
て
い
な
い
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
否

定
的

 

具
体

的
な

内
容

 

・
医
療
機
関
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

・
医

療
機

関
で

テ
レ

ワ
ー

ク
を

行
う

場
合

に
は

、
通

信
環

境
や

電
話

で
の

通
話

環

境
、

可
能

な
仕

事
内

容
の

制
約

、
生

産
性

が
問

題
に

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。
医

療
機

関
内

で
、

オ
フ

ィ
ス

と
同

様
の

集
中

力
を

発
揮

す
る

こ
と

は
困

難
で

は
な

い
か
。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

問
題

は
、

自
主

的
な

管
理

に
委

ね
て

い
る

在
宅

勤
務

で

こ
れ

ま
で

問
題

は
発

生
し

て
お

ら
ず

、
そ

れ
程

大
き

く
な

い
も

の
と

認
識

し
て

い
る
。
 

・
病

院
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

ニ
ー

ズ
は

、
現

時
点

で
は

特
に

考
え

ら
れ

な
い

。
仮

に

病
院
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
と
す
れ
ば
、
Ｗ
ｉ
-
Ｆ
ｉ
環
境
が
あ
れ
ば
良
く
、
国

と
し
て
特
段
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
は
薄
い
の
で
は
な
い
か
。
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

具
体

的
な

内
容

 

・
休

業
、

休
職

中
の

復
職

に
向

け
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

、
入

院
時

な
ど

、

医
療

機
関

で
は

行
っ

て
お

ら
ず

、
在

宅
に

な
っ

た
段

階
で

、
状

況
に

応
じ

て
、

随
時
対
応
し
て
い
る
。
特
に
内
規
等
は
定
め
て
い
な
い
。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

・
疾
病
に
よ
り
、
業
務
内
容
や
役
割
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

制
限
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
雇
用
、
処
遇
形
態
が
一
時
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
良
い
。
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4
5

調
査

n
o
 

1
9 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｓ
社

（
保

険
業

）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

○
私
傷
病
時
の
対
応
に
つ
い
て

・
仕

事
を

離
れ

て
早

く
直

し
て

も
ら

う
と

い
う

基
本

方
針

の
も

と
、

長
目

の
休

職

期
間
や
有
給
休
暇
だ
け
で
は
な
く
積
立
年
休
（
上
限

5
0
日
）
な
ど
を
活
用
し
や

す
く
し
て
い
る
。
 

・
休

職
期

間
は

長
目

に
と

れ
る

よ
う

に
し

て
お

り
、

休
職

期
間

当
初

は
給

与
の

７

割
程

度
を

保
障

し
て

い
る

。
ま

た
、

健
保

組
合

か
ら

傷
病

給
付

金
が

支
給

さ
れ

る
た

め
、

ま
っ

た
く

の
無

給
で

は
な

く
、

し
ば

ら
く

の
間

は
治

療
に

専
念

で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
休

職
は

私
傷

病
よ

り
も

精
神

疾
患

に
よ

る
も

の
が

多
い

た
め

、
長

期
休

職
を

繰

り
返

す
場

合
も

あ
る

。
そ

う
い

う
社

員
に

仕
事

を
さ

せ
る

わ
け

に
は

い
か

な
い

と
考
え
て
い
る
。
 

・
生

産
性

革
命

と
い

わ
れ

る
昨

今
、

ま
ず

は
病

気
に

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
に

力

点
を
置
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

○
軽
勤
務
に
つ
い
て

・
時

短
勤

務
制

度
が

あ
る

ほ
か

、
基

本
的

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
役

職
に

は
ミ

ッ
シ

ョ

ン
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

が
あ

る
中

で
、

そ
う

い
っ

た
役

割
か

ら
離

れ
て

個
別

に
で

き
る

こ
と

だ
け

を
担

当
す

る
と

い
う

勤
務

発
令

と
い

っ
た

仕
組

み
も

設
け

て
お

り
、
状
況
に
応
じ
て
会
社
が
求
め
る
業
務
内
容
も
変
え
て
い
る
。
 

・
復

帰
支

援
の

考
え

方
と

し
て

は
、

テ
レ

ワ
ー

ク
の

よ
う

に
目

の
届

か
な

い
状

況

よ
り

も
、

早
く

復
帰

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
、

職
場

に
お

け
る

負
荷

の
軽

減
を

中
心
に
推
進
し
て
い
る
。
 

・
復

職
や

負
荷

の
軽

減
に

あ
た

っ
て

の
判

断
は

、
主

治
医

の
診

断
書

な
ど

を
産

業

医
が
確
認
し
、
ど
の
程
度
の
業
務
が
可
能
な
の
か
個
別
に
判
断
し
て
い
る
。
 

・
が

ん
な

ど
の

重
大

な
疾

患
を

抱
え

な
が

ら
働

い
て

い
る

職
員

は
そ

れ
ほ

ど
多

く

は
な
く
、
特
段
の
支
援
や
制
度
化
な
ど
の
必
要
性
を
認
め
る
状
況
に
な
い
。
 

・
休

職
中

の
職

員
に

対
し

て
は

、
主

に
各

所
属

部
署

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を

と
っ

て
い

る
。

た
だ

し
、

仕
事

の
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
か

ら
切

り
離

し
て

治
療

に
専

念
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
と

考
え

、
業

務
に

関
わ

る
も

の
は

控
え

る
な

か
、

帰
属
意
識
を
重
視
し
、
社
内
報
な
ど
を
定
期
的
に
送
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
人

事
部

に
健

康
増

進
グ

ル
ー

プ
を

設
置

し
、

制
度

設
計

や
健

康
経

営
に

む
け

て

予
防

を
推

進
し

て
い

る
。

健
康

増
進

グ
ル

ー
プ

に
は

保
健

師
も

配
置

さ
れ

て
お

り
、

産
業

医
等

と
の

連
携

を
は

じ
め

、
人

事
部

を
は

じ
め

と
す

る
企

画
担

当
部

と
医

師
の

間
に

入
っ

て
も

ら
い

、
社

内
の

企
画

担
当

者
の

医
療

知
識

を
補

っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
 

・
疾

病
を

抱
え

る
職

員
等

の
主

治
医

と
の

連
携

が
難

し
く

、
主

治
医

は
復

職
に

あ

た
っ

て
本

人
の

意
向

を
重

視
す

る
傾

向
が

あ
る

よ
う

に
思

わ
れ

、
実

際
に

復
職

す
る

と
職

務
遂

行
が

困
難

で
、

特
に

精
神

疾
患

の
場

合
は

休
職

を
繰

り
返

す
こ

と
が

あ
る

。
産

業
医

長
か

ら
主

治
医

に
対

し
て

、
ど

こ
ま

で
仕

事
が

で
き

る
の

か
を

踏
ま

え
た

復
職

判
断

を
確

認
・

依
頼

す
る

な
ど

、
主

治
医

と
産

業
医

と
の

連
携
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
 

4
6

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

は
働

き
方

の
多

様
性

と
い

う
視

点
で

、
出

張
時

等
な

ど
で

活
用

す

る
こ
と
を
主
目
的
に

2
0
1
5
年
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
育
児
や
介
護

な
ど
も
対
象
と
し
て
い
る
が
、
業
務
を
限
定
し
て
い
る
。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

を
業

務
と

し
て

活
用

し
て

い
る

た
め

、
私

傷
病

で
休

職
中

の
職

員

は
対
象
外
と
し
て
い
る
。
 

・
営

業
職

を
除

く
職

員
の

中
で

、
出

張
先

で
の

テ
レ

ワ
ー

ク
も

含
め

て
約

2,
00
0

人
が
活
用
し
て
い
る
。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

に
お

け
る

勤
務

管
理

は
自

己
管

理
が

前
提

に
な

る
た

め
、

管
理

監

督
者

を
は

じ
め

と
し

て
対

象
を

限
定

し
て

い
る

。
育

児
・

介
護

の
職

員
の

場
合

に
は

上
司

に
開

始
・

終
了

の
連

絡
な

ど
を

前
提

と
し

て
、

長
時

間
労

働
の

回
避

を
図
っ
て
い
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
私

傷
病

に
よ

る
休

職
に

あ
た

っ
て

は
、

就
業

が
難

し
い

旨
の

主
治

医
の

診
断

を

前
提

と
し

て
い

る
。

基
本

的
に

は
、

就
業

が
難

し
い

と
い

う
診

断
が

あ
る

な
か

で
、

業
務

が
前

提
の

テ
レ

ワ
ー

ク
を

さ
せ

る
わ

け
に

は
い

か
な

い
と

考
え

て
い

る
。
 

・
事

情
に

よ
っ

て
は

通
勤

が
困

難
と

い
っ

た
こ

と
も

あ
る

と
思

わ
れ

る
が

、
そ

も

そ
も

オ
フ

ィ
ス

以
外

で
遂

行
可

能
な

職
務

の
職

員
に

つ
い

て
は

、
広

く
テ

レ
ワ

ー
ク

を
認

め
て

い
る

た
め

、
一

時
的

に
通

勤
が

困
難

と
い

う
事

情
だ

け
で

あ
れ

ば
、

休
職

の
必

要
が

な
い

一
方

、
休

職
と

な
ら

ざ
る

を
得

な
い

職
員

に
つ

い
て

は
、
機
微
情
報
な
ど
を
含
む
定
型
事
務
等
で
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
不
適
。
 

・
例

え
ば

、
が

ん
の

治
療

で
週

１
回

の
通

院
が

必
要

な
場

合
、

テ
レ

ワ
ー

ク
を

利
用

す
る

と
い

う
個

別
判

断
は

可
能

と
考

え
る

。
既

存
の

テ
レ

ワ
ー

ク
対

象
と

な
っ

て
い

れ
ば

、

個
別

判
断

も
必

要
な

く
現

状
の

枠
組

み
の

中
で

有
り

得
る

。
疾

病
で

復
職

し
た

上
で

通
院

が
必

要
と

い
う

状
況

な
の

で
あ

れ
ば

、
テ

レ
ワ

ー
ク

は
個

別
の

事
由

を
問

わ
ず

可
能

な
状

況
に

な
っ

て
い

る
。
 

・
業

務
量

軽
減

な
ど

の
事

情
も

あ
る

と
思

う
が

、
ど

の
程

度
ま

で
の

業
務

が
可

能

で
、

ど
の

よ
う

な
状

況
下

で
の

テ
レ

ワ
ー

ク
が

可
能

か
と

い
っ

た
と

こ
ろ

が
企

業
側

で
は

判
断

で
き

な
い

。
個

別
事

情
に

つ
い

て
は

主
治

医
と

相
談

し
な

が
ら

判
断

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
職

務
内

容
に

よ
っ

て
も

異
な

る
の

で
、

一
律

に
私

傷
病

の
者

を
テ

レ
ワ

ー
ク

の
対

象
と

す
る

こ
と

は
、

現
状

で
は

難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

 

・
上

記
の

と
お

り
、
そ

も
そ

も
オ

フ
ィ

ス
以

外
で

遂
行

可
能

な
職

務
の

職
員

に
つ

い

て
は
、
広
く
テ
レ
ワ
ー
ク
を
認
め
て
い
る
た
め
、
既
に
必
要
に
応
じ
て

治
療

と
仕

事
を

両
立

さ
せ

て
い

る
職

員
は

い
る

と
思

わ
れ

、
両

立
支

援
の

た
め

に
テ

レ
ワ

ー
ク

の

さ
ら

な
る

拡
大

が
必

要
と

い
う

状
況

が
ほ

ぼ
な

い
状

況
に

あ
る

。
一

方
、

メ
ン

タ
ル

疾

患
の

場
合

な
ど

は
、

む
し

ろ
治

療
が

優
先

で
、

仕
事

を
さ

せ
る

べ
き

で
は

な
い

状
況

と

認
識

し
て

い
る

。
治

療
と

仕
事

を
両

立
で

き
る

よ
う

な
ケ

ー
ス

が
、

今
後

増
え

て
く

る
よ

う
で

あ
れ

ば
、

イ
ン

フ
ラ

は
す

で
に

整
備

さ
れ

て
い

る
た

め
、

ニ
ー

ズ
が

出
た

時
点

で

検
討

す
る

。
 

・
一

方
で

、
業

務
に

支
障

が
あ

る
よ

う
な

治
療

を
必

要
と

す
る

よ
う

な
重

い
疾

患
に

な
ら

な

い
よ

う
、

健
康

を
維

持
し

て
仕

事
を

続
け

て
も

ら
う

と
い

う
こ

と
を

会
社

と
し

て
重

視
し

、

予
防

策
に

注
力

し
て

い
く

方
針

。
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4
7

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
な

し
 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

な
し

 

 
具

体
的

な
内

容
 

―
 

企
業

と
し

て
の

考
え

方
 

推
進

し
な

い
 

理
由

 

・
入

院
治

療
中

の
社

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
個

別
判

断
が

あ
る

た
め

、

ど
こ

ま
で

の
情

報
提

供
を

し
て

い
く

か
を

産
業

医
と

連
携

し
な

が
ら

判
断

し
て

い
く
。
 

・
現

在
の

治
療

中
の

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

は
、

所
属

が
中

心

と
な

っ
て

社
内

報
を

送
付

し
て

い
る

程
度

の
も

の
が

一
番

多
く

、
社

内
通

達
な

ど
業

務
に

関
わ

る
も

の
は

、
原

則
送

ら
ず

、
復

職
の

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

に
な

る
こ

と
を

懸
念

し
、

仕
事

か
ら

は
一

端
離

れ
、

治
療

に
集

中
し

て
も

ら
う

こ
と

を
重

視
し
て
い
る
。
 

・
医

療
機

関
内

で
会

社
イ

ン
ト

ラ
を

利
用

し
、

社
内

情
報

等
の

業
務

に
関

連
し

た

情
報

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
が

本
人

の
負

荷
に

な
る

こ
と

を
懸

念
し

、
基

本
は
治
療
に
専
念
さ
せ
て
い
る
。
 

・
ま

た
、

入
院

期
間

が
短

期
化

し
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

企
業

側
で

も
労

働
者

側

で
も
病
院
内
で
仕
事
を
す
る
ニ
ー
ズ
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

・
主
治
医
が
職
場
復
帰
を
判
断
す
る
際
の
基
準
・
要
素
な
ど
が
示
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
段
階
に
わ
け
、
情
報
連
携
の
み
可
、
短
時
間
の
勤
務
の
み
可
、
通
勤
軽
減

で
あ
れ
ば
可
と
い
っ
た
段
階
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
時
差
通
勤
や
在
宅

勤
務
と
い
っ
た
対
応
も
検
討
し
や
す
い
。
 

・
ま
た
、
復
職
・
休
職
を
繰
り
返
す
職
員
へ
の
対
応
は
企
業
と
し
て
も
問
題
意
識

を
も
っ
て
お
り
、
主
治
医
に
よ
る
復
職
判
断
を
慎
重
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
 

・
治
療
と
の
両
立
に
関
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
使
用
者
と
し
て
は
、
労

働
時
間
管
理
や
労
災
、
使
用
者
責
任
と
の
関
係
な
ど
の
整
理
が
明
確
で
な
い
点

な
ど
も
導
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
 

・
企
業
と
し
て
は
、
治
療
を
受
け
復
職
に
向
け
た
努
力
を
続
け
る
者
と
疾
患
に
甘

ん
じ
で
休
職
を
続
け
る
者
と
い
っ
た
具
合
に
、
一
定
程
度
、
休
職
者
の
選
別
も

必
要
と
考
え
て
お
り
、
治
療
を
受
け
て
復
職
に
向
け
た
努
力
に
対
し
て
は
支
援

を
し
て
い
き
た
い
が
、
治
療
情
報
と
の
連
携
に
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
レ
セ
プ
ト

情
報
を
企
業
で
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
リ
ハ
ビ
リ
費
用
を
支
援
す
る
な
ど
、
よ
り
前
向
き
に

治
療
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
型
支
援
の
中
で
「
両
立
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
い
う

仕
組
み
も
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
詳
細
が
示
さ
れ
れ
ば
、
連
携
の
仕
方
や
職

員
に
対
す
る
支
援
も
具
体
的
に
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
 

4
8

調
査

n
o
 

2
0 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｔ
社
（
金
属
製
品
製
造
業
）
 

調
査

日
時

 
2
01
8
年

2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り
 

制
度

の
内

容
 

（
復
職
支
援
）
 

・
メ
ン
タ
ル
を
中
心
に
、
復
職
に
向
け
た
１

ヵ
月
の
リ
ハ
ビ
リ
勤
務
期
間
を
設
け
て

い
る

。
リ

ハ
ビ

リ
期

間
中

は
、

本
人

と
相

談
し

、
必

要
に

応
じ

、
短

時
間

勤
務

の
活

用
な

ど
ケ

ー
ス

に
応

じ
た

柔
軟

な
勤

務
を

認
め

て
い

る
。

朝
礼

だ
け

に
参

加
し
て
帰
宅
す
る
例
も
あ
る
。
 

・
年
に
４
～
５
件
ほ
ど
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
復

職
前

に
産

業
医

か
ら

主
治

医
に

情
報

提
供

依
頼

書
を

発
行

し
、

回
答

内
容

に

基
づ

き
就

業
上

の
措

置
に

つ
い

て
産

業
医

に
意

見
聴

取
を

行
い

、
最

終
的

に
は

復
職

判
定

委
員

会
で

承
認

・
決

定
を

行
う

。
復

職
判

定
委

員
会

は
、

統
括

安
全

委
員

長
、

各
部

門
の

労
務

担
当

、
衛

生
管

理
者

、
保

健
師

、
上

長
、

従
業

員
組

合
代
表
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
復
職
後
も
保
健
師
が
月
に
１
回
の
面
談
を
１
年
間
継
続
し
て
実
施
す
る
。
 

（
有
給
休
暇
、
休
職
制
度
）
 

・
法

定
の

有
給

休
暇

に
加

え
、

積
立

有
給

休
暇

制
度

が
あ

り
、

未
消

化
の

有
給

休

暇
を
活
用
し
、
年
間
で
最
大

6
0
日
取
得
出
来
る
。
 

・
休
職
期
間
を
最
大
１
年
６

ヵ
月
に
設
定
し
て
い
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
産
業
医
は

1
2
名
（
非
常
勤
）
、
保
健
師
は
３
名
（
常
勤
）
を
配
置
し
て
い
る
。
 

・
復

職
支

援
に

お
い

て
、

復
職

後
に

保
健

師
に

よ
る

面
談

を
月

１
回

、
定

期
的

に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

本
人

の
気

づ
き

を
促

す
こ

と
が

で
き

、
本

人
が

主
治

医
に

伝
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
明

確
に

な
る

。
治

療
方

針
の

変
更

等
も

本
人

経
由

で
主

治
医

に
伝

達
し

、
就

業
上

の
円

滑
な

措
置

決
定

に
つ

な
が

っ
て

い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

あ
り
 

制
度

の
内

容
 

（
在
宅
勤
務
）
 

・
育

児
、

介
護

や
私

傷
病

時
に

利
用

で
き

る
在

宅
勤

務
制

度
を

整
備

し
て

い
る

。

現
在

３
名

が
育

児
に

よ
り

利
用

し
、

ネ
ッ

ト
上

で
商

品
販

売
を

行
う

ｅ
ビ

ジ
ネ

ス
の
Ｗ
ｅ
ｂ
画
面
作
成
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
に
従
事
し
て
い
る
。
 

・
利

用
の

上
限

は
定

め
て

い
な

い
。

現
在

利
用

し
て

い
る

３
名

は
、

１
日

４
時

間

の
短
時
間
勤
務
を
併
用
し
て
い
る
。
始
業
や
終
業
の
報
告
は
求
め
て
い
な
い
。
 

・
成

果
報

告
を

適
宜

行
う

こ
と

と
し

て
お

り
、

現
場

で
相

談
し

、
例

え
ば

、
週

に

１
回
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
対

象
者

に
は

、
会

社
と

同
様

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
を

付
与

し
た

上
で

業
務

に

従
事

し
て

も
ら

っ
て

い
る

。
始

業
や

終
業

の
報

告
は

求
め

て
い

な
い

が
、

ロ
グ

を
記

録
し

て
い

る
の

で
、

確
認

し
よ

う
と

思
え

ば
作

業
等

の
履

歴
が

確
認

可
能

と
な
っ
て
い
る
。
 

・
製
造
業
で
あ
り
、
現
場
で
実
物
を
確
認
し
つ
つ
行
う
業
務
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
明

確
化

や
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
確

保
も

課
題

と
な

り
、

テ
レ

ワ
ー

ク
に
な
じ
む
職
場
が
少
な
い
。
 

・
今
後
、
介
護
事
由
で
の
在
宅
勤
務
の
利
用
が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
在

宅
勤

務
制

度
は

、
育

児
、

介
護

や
私

傷
病

時
に

利
用

で
き

る
。

現
在

利
用

し

て
い
る
３
名
は
、
育
児
に
よ
る
。
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4
9

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
否
定
的
 

具
体

的
な

内
容

 

・
病

院
は

療
養

の
場

で
あ

り
、

病
気

の
時

に
は

、
療

養
に

専
念

し
て

欲
し

い
と

考

え
て

い
る

。
入

院
中

は
な

お
さ

ら
で

あ
り

、
薬

の
副

作
用

な
ど

で
つ

ら
い

思
い

を
し

て
い

る
人

も
多

い
な

ど
、

病
院

で
仕

事
に

従
事

す
る

こ
と

は
、

精
神

的
に

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
 

・
骨

折
な

ど
の

フ
ィ

ジ
カ

ル
の

ケ
ー

ス
で

は
利

用
の

可
能

性
は

あ
る

か
も

し
れ

な

い
が

、
入

院
期

間
は

短
く

、
早

く
退

院
し

て
も

ら
い

、
在

宅
勤

務
な

ど
を

活
用

し
て

も
ら

う
方

が
良

い
。

通
院

時
の

利
用

の
可

能
性

も
考

え
ら

れ
る

が
、

こ
れ

ま
で

に
社

員
か

ら
特

に
要

望
は

寄
せ

ら
れ

て
い

な
い

。
日

常
的

に
社

員
が

要
望

等
を

挙
げ

ら
れ

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

お
り

、
相

当
利

用
さ

れ
て

い
る

が
、

通
院
時
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
要
望
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
 

・
仮

に
実

施
す

る
場

合
に

は
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

環
境

が
確

保
さ

れ
た

、
隔

離
さ

れ

た
ス

ペ
ー

ス
が

求
め

ら
れ

る
。

機
密

情
報

の
取

り
扱

い
や

、
パ

ソ
コ

ン
画

面
の

の
ぞ
き
見
防
止
対
策
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
製

造
業

と
し

て
も

の
づ

く
り

を
担

う
社

員
が

ほ
と

ん
ど

だ
が

、
現

場
中

心
で

パ

ソ
コ
ン
で
の
作
業
は
少
な
く
、
部
署
間
で
の
フ
ェ
ー
ス

t
o
フ
ェ
ー
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
重

視
す

る
傾

向
も

強
く

、
テ

レ
ワ

ー
ク

の
風

土
が

醸
成

さ
れ

て
い
な
い
。
 

・
治

療
と

の
両

立
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

の
活

用
は

、
傷

病
の

状
況

や
、

治
療

・

療
養

の
優

先
度

に
よ

り
、

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
対

応
が

求
め

ら
れ

、
非

常
に

難
し
い
面
が
あ
る
。
 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

あ
り
 

具
体

的
な

内
容

 

・
入

院
時

や
療

養
時

に
は

、
職

場
の

上
長

が
電

話
や

訪
問

、
会

社
で

の
面

会
な

ど

に
よ

り
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

こ
と

が
基

本
的

な
対

応
と

な
っ

て
い

る
（

明
確

な
規

定
な
ど
に
よ
る
ル
ー
ル
化
は
し
て
い
な
い
）
。
 

・
メ

ン
タ

ル
不

調
で

の
休

職
時

は
、

本
人

、
上

長
、

部
署

の
労

務
担

当
、

保
健

師

と
で

月
に

１
回

、
社

内
で

の
面

談
を

行
う

こ
と

を
ル

ー
ル

化
し

て
い

る
。

体
調

確
認
や
、
会
社
の
状
況
説
明
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
復

職
に

向
け

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

現
状

で
は

、
本

人
や

家

族
と

の
電

話
で

の
連

絡
調

整
な

ど
で

対
応

で
き

て
い

る
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
な

ど
に

よ
る
高
度
化
の
ニ
ー
ズ
は
特
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
 

４
．

企
業

の
「
院

内
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

」
に

必
要

な
ご

支
援

 

院
内

テ
レ

ワ
ー

ク
 

―
 

そ
の

他
 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
を
自
宅
周
辺
の
共
同
利
用
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
利
用
で
き
る

よ
う
な
、
地
域
毎
の
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
が
、
市
町
村
毎
程
度
の
範
囲
で
整
備
さ

れ
る
と
良
い
。
 

5
0

調
査

n
o
 

2
1 

ヒ
ア

リ
ン

グ
企

業
 

Ｕ
社

（
繊

維
工

業
）
 

調
査

日
時

20
18

年
2
月

 

１
．

こ
れ

ま
で

の
企

業
の

私
傷

病
時

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 

制
度

の
有

無
 

あ
り

 

制
度

の
内

容
 

（
傷
病
手
当
）
 

・
１

ヵ
月

以
上
の

長
期

欠
勤
の

場
合

、
最
大

１
年

半
（
正

社
員

の
み

/勤
続

年
数

に

応
じ

て
変

動
）

は
、

基
本

給
が

保
障

さ
れ

る
。

そ
の

後
は

、
通

常
の

休
職

期
間

に
入

り
、

健
康

保
険

組
合

か
ら

傷
病

手
当

金
が

支
給

さ
れ

る
。

合
計

す
る

と
、

最
大
３
年
間
は
何
ら
か
の
収
入
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 

（
復
帰
面
談
）
 

・
１

ヵ
月
以
上
の
休
み
が
あ
っ
た
場
合
、
産
業
医
等
と
の
復
帰
面
談
を
行
う
。
 

・
復

職
手

続
き

は
、

本
人

の
復

帰
の

申
し

出
か

ら
ス

タ
ー

ト
す

る
。

復
帰

面
談

で

は
、

産
業

医
・

保
健

師
・

本
人

が
最

初
に

面
談

を
行

い
、

産
業

医
が

判
断

で
き

る
材

料
が

そ
ろ

っ
た

時
点

で
、

人
事

・
上

司
も

交
え

た
面

談
を

行
い

、
働

き
方

を
決
め
る
。
 

（
運
用
面
で
の
カ
バ
ー
）
 

・
会

社
風

土
（

創
業

者
の

考
え

）
と

し
て

、
遅

刻
・

早
退

・
私

用
外

出
は

給
与

カ

ッ
ト

は
な

く
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
範

疇
で

可
能

と
し

て
い

る
。

例
え

ば
、

出
社

後
に

、
調

子
が

悪
い

た
め

近
所

の
病

院
で

薬
を

も
ら

う
な

ど
は

可
能

と
な

っ
て

い
る
。
 

・
治

療
と

の
両

立
支

援
を

明
確

に
謳

っ
た

制
度

は
な

い
。

古
き

良
き

日
本

の
会

社

と
い

う
と

こ
ろ

が
あ

り
、

就
業

時
間

内
外

を
問

わ
ず

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
盛

ん
で

あ
る

。
制

度
で

白
黒

つ
け

る
よ

り
は

、
疾

病
の

状
態

、
仕

事
内

容
、

本
人

の
事

情
・

性
格

・
家

族
の

状
況

な
ど

、
個

別
具

体
の

事
情

に
応

じ
て

、
出

来
る

限
り

の
対

応
を

行
っ

て
い

る
。

明
確

な
復

職
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
慣

ら
し

勤
務

な
ど
は
、
敢
え
て
制
度
化
し
て
い
な
い
。
 

・
本

人
の

症
状

等
に

応
じ

て
、

短
時

間
勤

務
や

勤
務

日
数

を
少

な
く

す
る

な
ど

、

産
業

医
の

見
解

を
踏

ま
え

て
ケ

ー
ス

バ
イ

ケ
ー

ス
で

対
応

し
て

い
る

。
復

職
先

に
つ

い
て

も
、

特
に

メ
ン

タ
ル

に
つ

い
て

は
元

の
職

場
に

戻
っ

て
良

い
か

も
あ

わ
せ
て
判
断
し
て
い
る
。
 

・
例

え
ば

、
が

ん
を

患
っ

て
復

帰
し

、
治

療
の

た
め

に
週

に
１

回
程

度
の

早
退

が

必
要
な
場
合
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
の
よ
う
な
働
き
方
を
認
め
て
い
る
。
 

・
特

殊
な

ケ
ー

ス
で

は
あ

る
が

、
難

病
で

就
労

は
で

き
る

が
症

状
に

よ
っ

て
短

時

間
勤

務
が

一
時

的
に

必
要

に
な

る
場

合
、

短
縮

分
の

給
与

支
給

は
な

い
が

、
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

主
治

医
や

産
業

医
と

の

連
携

状
況

 

・
産
業
医
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
は
う
ま
く
で
き
て
い
る
。
 

・
産

業
医

は
、

全
体

で
４

名
（

産
業

保
健

全
般

、
婦

人
科

、
精

神
科

）
と

嘱
託

契

約
を

結
ん

で
い

る
ほ

か
、

地
域

に
よ

っ
て

は
外

部
契

約
を

結
ん

で
面

談
が

必
要

な
場

合
に

依
頼

し
て

い
る

。
週

１
～

２
回

ほ
ど

会
社

に
来

て
も

ら
っ

て
い

る
。

保
健
師
は
全
体
で
９
名
体
制
で
、
主
な
事
業
所
に
常
駐
し
て
い
る
。
 

・
主

治
医

と
の

関
わ

り
は

そ
れ

ほ
ど

多
く

な
い

。
本

人
の

申
し

出
に

違
和

感
が

あ

る
場

合
に

、
産

業
医

を
通

じ
て

診
療

情
報

や
職

場
で

の
状

況
に

つ
い

て
情

報
共

有
を
行
っ
て
い
る
。
 

２
．

テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

 

制
度

の
有

無
 

モ
バ

イ
ル

ワ
ー

ク
あ

り
、

在
宅

勤
務

試
行

中
（
2
0
1
8

年
度

、
導

入
予

定
）
 

制
度

の
内

容
 

（
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
）
 

・
得

意
先

の
営

業
等

、
外

出
・

出
張

が
多

い
業

務
に

就
く

従
業

員
が

、
以

前
よ

り

実
施
（
商
談
の
合
間
に
、
得
意
先
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
資
料
作
成
等
）。

 

－ 262 －



5
1

・
対
象
者
に
は

P
C
と
携
帯
を
支
給
し
て
い
る
。
社
内
イ
ン
ト
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

可
能
で
、
職
場
と
同
様
に
仕
事
が
で
き
る
。
 

・
現

在
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

で
漏

洩
す

る
の

で
あ

れ
ば

仕
方

が
な

い
と

い
う

レ

ベ
ル

で
、

対
策

を
行

っ
て

い
る

。
テ

レ
ワ

ー
ク

を
行

う
場

合
、

よ
ほ

ど
の

部
門

で
な
い
限
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
。
 

（
導
入
予
定
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
検
討
内
容
）
 

・
2
0
1
8
年

度
の

導
入

に
向

け
て

、
一

部
で

試
行

中
で

あ
る

。
特

に
外

出
・

出
張

に

関
わ

ら
ず

、
こ

れ
ま

で
内

勤
で

実
施

し
て

い
た

業
務

を
自

宅
等

の
事

業
所

外
で

行
う
場
合
を
含
め
る
。
 

・
多

様
な

働
き

方
の

一
つ

と
し

て
、

よ
り

生
産

性
を

高
く

で
き

る
よ

う
、

Ｗ
Ｌ

Ｂ

も
含
め
て
効
果
的
に
時
間
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
狙
い
が
あ
る
。
 

・
直

接
雇

用
の

社
員

（
契

約
社

員
含

む
）

を
対

象
と

し
、

利
用

目
的

に
制

限
を

定

め
る
予
定
は
な
い
。
 

・
仕

事
を

す
る

場
所

が
限

定
さ

れ
た

り
、

取
り

扱
う

情
報

の
機

密
性

が
高

い
場

合

な
ど
（
販
売
員
や
検
査
等
を
行
う
社
員
な
ど
）
、
職
務
内
容
に
よ
っ
て
活
用
可
否

は
変
え
ざ
る
を
得
な
い
。
 

・
労

務
管

理
は

、
仕

事
の

や
り

す
ぎ

対
策

に
重

き
を

置
き

、
基

本
的

に
は

９
時

1
7

時
半

の
定

時
で

働
く

こ
と

を
前

提
と

す
る

予
定

。
両

立
内

容
に

よ
っ

て
は

途
中

で
子

ど
も

の
お

迎
え

な
ど

を
す

る
場

合
も

あ
る

た
め

、
総

労
働

時
間

が
所

定
労

働
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

が
大

原
則

で
あ

る
。

残
業

が
必

要
な

場
合

は
、

上
司

に
予
め
申
請
す
る
取
り
扱
い
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

・
報

告
書

の
作

成
ま

で
は

求
め

ず
、

開
始

と
終

了
を

上
司

に
メ

ー
ル

で
報

告
す

る

程
度
と
し
、
既
存
の
ツ
ー
ル
の
範
囲
内
で
で
き
る
管
理
を
行
う
。
 

・
来
年
度
に
、
P
C
の

O
S
の
切
り
替
え
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
デ
バ
イ
ス
導
入
（
移

行
期
）
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
の
普
及
に
な
る
。
 

両
立

支
援

と
し

て
の

 

テ
レ

ワ
ー

ク
活

用
状

況
 

・
け

が
の

場
合

は
出

勤
の

み
が

困
難

と
な

る
た

め
、

特
別

に
在

宅
勤

務
を

可
能

と

す
る

な
ど

の
対

応
を

し
た

こ
と

は
あ

る
が

、
テ

レ
ワ

ー
ク

の
活

用
に

治
療

と
仕

事
の
両
立
の
観
点
を
ど
こ
ま
で
盛
り
込
む
か
は
難
し
い
点
が
あ
る
。
 

・
今

の
と

こ
ろ

、
テ

レ
ワ

ー
ク

の
ス

タ
ー

ト
段

階
で

は
、

病
気

療
養

中
の

テ
レ

ワ

ー
ク
を
認
可
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
 

・
け
が
の
よ
う
な
場
合
は
単
に
通
勤
で
き
な
い
だ
け
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

個
々

の
傷

病
の

状
態

が
就

労
可

能
な

状
態

な
の

か
、

テ
レ

ワ
ー

ク
な

ら
可

能
な

の
か

、
病

院
施

設
内

の
テ

レ
ワ

ー
ク

な
ら

可
能

な
の

か
、

と
い

っ
た

判
断

を
誰

が
す
る
の
か
が
一
番
の
問
題
に
な
る
。
 

・
現

状
で

は
、

主
治

医
の

見
解

を
受

け
て

産
業

医
が

判
断

し
、

会
社

が
最

終
的

に

決
定

す
る

こ
と

に
な

る
が

、
何

か
あ

っ
た

と
き

に
誰

が
責

任
を

と
る

の
か

。
働

け
る

限
り

働
い

て
も

ら
う

こ
と

は
良

い
話

で
あ

り
、

会
社

も
助

か
る

面
は

多
く

あ
る
と
思
う
が
、
難
し
い
。
 

３
．

医
療

機
関

内
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

ニ
ー

ズ
の

有
無

 
限

定
的

活
用

ニ
ー

ズ
あ

り
 

具
体

的
な

内
容

 

（
現
状
）
 

・
現
在
は
、
病
気
療
養
中
に
は
原
則
的
に
就
労
し
て
い
な
い
と
の
認
識
で
あ
る
。
 

・
電

話
な

ど
で

、
本

人
し

か
で

き
な

い
業

務
の

確
認

や
管

理
職

に
指

示
を

仰
い

だ

り
と

い
っ

た
こ

と
は

、
就

労
に

該
当

す
る

か
曖

昧
だ

が
、

０
で

は
な

い
と

考
え

て
い

る
。

前
者

は
仕

事
の

引
き

継
ぎ

が
落

ち
着

け
ば

治
療

に
専

念
で

き
て

い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
管
理
職
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
等
）
 

・
傷

病
の

内
容

次
第

だ
が

、
特

に
管

理
職

の
ニ

ー
ズ

は
あ

る
だ

ろ
う

。
足

の
骨

折

5
2

な
ど

、
落

ち
着

い
た

際
に

は
時

間
が

あ
る

た
め

、
仕

事
を

し
た

い
の

だ
ろ

う
と

い
う
印
象
は
あ
る
。
 

・
た

だ
し

、
就

労
可

能
か

ど
う

か
の

線
引

き
が

難
し

い
。

主
治

医
が

許
可

す
れ

ば

認
め

て
も

良
い

か
も

し
れ

な
い

。
そ

の
場

合
、

復
帰

面
談

の
よ

う
な

産
業

医
と

の
就
労
可
能
面
談
が
必
要
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
は

、
P
C
利

用
で

完
結

す
る

の
で

あ
れ

ば
問

題
な

い
。

た
だ

し
、

イ
ン

サ
イ

ダ
ー

情
報

や
研

究
開

発
に

お
け

る
機

密
情

報
、

紙
の

持
ち

出
し

は
禁
止
と
な
る
だ
ろ
う
。
 

・
ま

た
、

就
労

す
る

と
な

る
と

賃
金

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

に
な

り
、

傷
病

手
当

金

と
の

兼
ね

合
い

が
生

じ
る

。
傷

病
手

当
金

の
受

給
期

間
な

ど
を

踏
ま

え
る

と
、

本
当

に
就

労
で

き
な

く
な

っ
た

と
き

に
傷

病
手

当
金

を
も

ら
え

な
い

と
い

っ
た

本
人
の
不
利
益
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
安
易
に
認
め
づ
ら
い
。
 

（
院
内
に
あ
る
と
よ
い
機
能
等
）
 

・
仮

に
医

療
機

関
で

テ
レ

ワ
ー

ク
あ

る
い

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
こ

と

を
可

能
と

す
る

な
ら

ば
、

電
子

機
器

の
使

用
が

可
能

な
ス

ペ
ー

ス
は

必
要

。
音

漏
れ

を
防

止
す

る
ブ

ー
ス

、
電

源
の

ほ
か

、
病

室
以

外
で

仕
事

等
を

す
る

場
合

は
、

急
変

時
に

対
応

で
き

る
よ

う
な

看
護

師
等

の
巡

回
（

定
期

的
に

病
室

に
戻

る
よ
う
に
し
て
、
戻
っ
て
い
な
い
場
合
に
見
に
行
く
な
ど
）
が
あ
る
と
良
い
。
 

・
機

密
情

報
と

の
兼

ね
合

い
で

、
電

話
で

の
や

り
と

り
が

可
能

な
場

所
が

あ
る

と

良
い
。
 

・
無
料
の
公
衆

W
i
-
F
i
は
安
全
性
が
低
い
た
め
使
用
禁
止
と
な
っ
て
お
り
、
整
備

は
不
要
で
あ
る
。

 

テ
レ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
ニ

ー
ズ

の
有

無
 

あ
り

 

具
体

的
な

内
容

 
・

傷
病

に
も

よ
る

が
、

医
療

機
関

内
に

お
け

る
上

司
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、
メ
ー
ル
や

L
I
N
E
で
定
期
的
に
で
き
て
い
る
。
 

４
．

そ
の

他
 

そ
の

他
 

（
健
康
経
営
）
 

・
社
員
代
表
、
健
康
保
険
組
合
、
企
業
（
人
事
）
が
連
携
し
て
、
社
員
の
健
康
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
健
康
管
理
業
務
を
健
保
に
委
託
し
、
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
健
康
管
理
ア
プ
リ
と
の

連
携
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
密
に
情
報
を
共
有
し
、
健
保
と
企
業
の
２
者
で
共

同
し
て
進
め
て
い
る
。
 

・
数
値
の
改
善
率
が
良
い
人
の
表
彰
や
勉
強
会
の
開
催
な
ど
、
事
業
所
ご
と
に
独

自
の
企
画
を
実
施
し
て
お
り
、
社
員
に
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
 

（
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
向
け
て
）
 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
行
の
労
働
基
準
法
で
は
限
界
が
あ

る
。
柔
軟
な
働
き
方
に
も
耐
え
う
る
労
働
時
間
の
管
理
あ
る
い
は
労
務
管
理
全

般
が
可
能
に
な
る
法
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
今
後
、
労
働
人
口
が
減
っ
て
い
く
な
か
で
、
過
酷
な
労
働
環
境
を
強
い
る
会
社

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
会
社

も
社
員
も
厳
し
い
管
理
は
望
ま
な
い
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
評
価
す
る
仕
組
み
を

可
能
に
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
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